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■ ネットワーク家電とは 

これまでの家庭用電器製品（家電）は、それぞれの製品にすべての機能を埋め込

んだ、いわゆるスタンドアロン型のものであったが、新しく登場したネットワーク

家電は、ネットワーク接続により、使い方（ソフトウエア）とハードウエアの機能

を分離するとともに、これまでにない新しい機能の利用を可能とした。 

このようなネットワーク家電技術の鍵を握るのが、いわゆるミドルウエア技術で

ある。 

■ 技術開発の課題の中心は「接続性能の向上」 

ネットワーク家電の特許出願に表れた技術開発の課題としては、「接続性能の向

上」が最も多い。具体的には「機器・伝送路の接続状況の把握」や「接続処理の高

速化」である。 

次いで多い課題「システムや機器の機能改善」には、「機能の連係と共有化」、「機

種や機能の選択性の向上」や「機能の拡張」などが含まれる。 

■ 操作・制御技術が技術開発の中心 

1991 年１月以降に出願され 2003 年７月までに公開されたネットワーク家電

に関する出願は、2,２１９件である。95 年に IEEE1394 の制定によって、96 年

より出願件数、出願人数の増加が始まり、現在も増加傾向は続いている。 

家電同士の連係制御やユーザインターフェースの操作・制御技術に関するものが

939 件（42％）、周波数やチャンネルなどの通信資源の割付や安全管理を行うネッ

トワーク技術に関するものが 846 件（38％）、プラグ＆プレイなどを行う接続構

成技術に関するものが 434 件（20％）含まれている。 

各技術に関する出願の増加は、ほぼ同じように 9６年から始まり、ネットワーク

技術は現在もその傾向は続いているが、接続構成技術については、98 年をピーク

に出願が停滞し、操作・制御技術も 2000 年をピークに停滞している。 

操作・制御技術の４割強を占める機器制御技術は、現在も増加傾向が続いている

が、４割弱を占めるユーザインターフェース技術は 99 年をピークに停滞し、２割

を占める相互運用技術は 98 年をピークに停滞傾向にある。 
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■ 企業連係による新しいミドルウエアの開発 

ネットワーク家電の上位出願人は、キヤノン、ソニー、松下電器産業、東芝、リ

コー、シャープ、日立製作所、松下電工、三洋電機、日本電気などの家電機器メー

カーや、OA 機器メーカーや情報機器メーカーである。 

AV 機器のミドルウエアの規格である HAVi（フィリップス社の登録商標） は、

松下電器産業、東芝、ソニー、日立製作所、シャープの日本の大手家電メーカーが

規格推進の主導的役割を果たしており、特にソニーや松下電器産業は HAVi に関す

る多くの特許出願を行っている。 

いわゆる冷蔵庫などの白物家電ミドルウエアの規格である EchoNet（日本能率

協会総合研究所の登録商標）は、松下電器産業、東芝、日立製作所、三菱電機が中

心となって立ち上げ、推進している純国産規格である。EchoNet に関する特許出

願も、これらの企業により固められている。 

日本企業が推進しているこれらの有力ミドルウエアの規格は、デファクトスタン

ダード化ができるかどうかが成功の鍵を握るということができる。 

■ 「オブジェクトの処理」が、主要な解決手段 

「システムや機器の機能改善」の課題に対し最も多く用いられている解決手段は、

個々の機能オブジェクトを組み合わせてコンポジションを生成する「オブジェクト

の処理」である。 

異プロトコルのネットワークと接続するための「接続機能の改善」については、

プロトコルの組替や変換を行う「手順の組替・変換・削除」で対応するものが多い。

 「接続性能の向上」の開発課題に対しては、ノード ID を割り付ける「資源の割付

/解放の手順追加」や前回割り付けられたノード ID の情報を取得して、再構成時に

利用して「情報の取得処理の手順追加」で対応するものが多い。 
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ネットワーク家電に関する特許の分布 

1991 年 1 月出願から 2003 年７月公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネットワーク家電技術の中心となるミドルウエア技術は、ネットワークの上位層の

ミドルウエア層を流れる。ネットワーク家電技術には、アプリケーション・プログラ

ムの作成を容易にするための仕組みや、さまざまなネットワーク家電の要件をソフト

ウエアにて実行する技術が含まれている。 

ネットワーク家電技術に関して 1991 年以降出願され 2003 年７月までに公開さ

れた出願は、2,219 件である。 

ネットワーク家電技術と特許 
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図 1.3.1-1 ネットワーク家電に関する出願人数―出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3.1-3 ネットワーク家電に関する技術要素別の出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネットワーク家電に関する特許出願は、1995 年には IEEE1394 の制定を受け、

1996 年以降には出願人・出願件数とも増加傾向を示している。この５年で、出願人・

出願企業とも５倍に拡大した。2000 年には出願人が 115 社、出願件数が 490 件に

達した。技術要素別にみると、96 年からほぼ同じような増加傾向を示しているが、

接続構成技術が 98 年をピークに停滞し、操作・制御技術が 2000 年をピークに増加

傾向が止まっている。 

増加する特許出願と出願企業 

ネットワーク家電 
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図 1.4.1-2 ネットワーク家電の課題に対する解決手段の出願分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネットワーク家電技術の技術開発は、さまざまな課題に対して行われているが、最

も件数が多いのは「接続性能の向上」である。 

出願が最も集中しているのは、「システムや機器の機能改善」の開発課題に対して

個々の機能オブジェクトを組み合わせてコンポジションを生成するなどの「オブジェク

トの処理」で対応するもので、142 件と多い。また、「接続機能の改善」の開発課題に

対してプロトコルの組替や変換を行うなどの「手順の組替・変換・削除」で対応するも

ので、104 件と多くの出願もなされている。 

1991 年 1 月出願から 2003 年７月公開

技術開発課題は接続性能の向上 

ネットワーク家電 
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図 1.4.2-2 機器制御技術の課題に対する 
解決手段の出願分布 

 

 

 

表 1.4.2-4 機器制御技術の課題に対する 
解決手段の出願人 
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操作・制御技術の中で出願が最も多い「機器制御技術」については、「遠隔での機

能改善」を課題とするものが多い。この課題に対しては、「システムの構成」で対応

するものが多い。システムの構成での対応の中心は「サーバ機能の配置」であり、家

電、事務機、電機、通信、住宅、広告、化学などの多様な企業が対応している。 

機器制御技術の課題は、遠隔での機能改善

ネットワーク家電 
 

課題・解決手段対応の出願人 

1991 年 1 月出願から 2003 年７月公開

           課題Ⅰ
遠隔での機能改善

解決手段
Ⅰ

               Ⅱ

Ⅱ
機能の拡張性 機能の連携と共有化 機種や機能の選択性向上 遠隔での制御機能改善

サーバ機能の配
置

三星電子(韓国),ｻﾑｿﾝ ｲﾝﾌｫﾒｲｼｮﾝ ｼｽﾃ
ﾑｽﾞ ｱﾒﾘｶ(米国)(共願)  特表2000-
512472
三洋電機 特開2002-303485

ｷﾔﾉﾝ 特開平06-214920
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2001-350676
ｾｲｺ-ｴﾌﾟｿﾝ 特開2000-293334
ﾘｺ- 特開2002-007091
日本電気 特開2001-256012
富士ｾﾞﾛｯｸｽ 特開平11-346288

ｷﾔﾉﾝ 特開平07-287680
ｷﾔﾉﾝ 特開平07-288621
ｷﾔﾉﾝ 特許3219592
ｷﾔﾉﾝ 特許3219593
ｷﾔﾉﾝ ﾖ-ﾛｯﾊﾟ(ｵﾗﾝﾀﾞ) 特開2000-
339262
ﾋｭ-ﾚｯﾄﾊﾟｯｶ-ﾄﾞ(米国) 特開2002-
199148
ﾘｺ- 特開2001-251379

ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 特開2002-218572
ｴﾇ ｴｽ ﾋﾟ- 特開2001-352538
ｴﾙｼﾞ-電子(韓国) 特開2001-320785
ｴﾙｼﾞ-電子(韓国) 特開2002-186058
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-135858
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-328886
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-328887
ｺ-ﾆﾝｸﾚｯｶ ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(ｵﾗﾝﾀﾞ)
特表2003-518832
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2002-044749
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2002-262371
ｼﾘｳｽｼｽﾃﾑ 特開2002-325288
ｾﾝｼｭ(ﾃﾞﾝﾏ-ｸ) 特開2003-009261
ｿﾆ- 特開2000-286870
ｿﾆ- ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾖ-ﾛﾂﾊﾟ(ﾄﾞｲﾂ) 特開
2000-059871
ﾀﾞｲｷﾝ工業 特開2001-331158
ﾀﾞｲｷﾝ工業 特開2002-218559
ﾄｩｳｪﾙｳﾞｼ-ｿﾘｭ-ｼｮﾝｽﾞ,金子 真(共願)
特開2002-325287
ﾐｻﾜﾎ-ﾑ 特開2002-318843
ﾘｺ- 特開2003-044375
ﾘｺ- 特開2003-076622
ﾜ-ﾌﾟｽｸ-ﾌﾟ 特開2002-118566
旭化成 特開2002-222126
桜井 重夫 特開2002-374252
三星電子(韓国) 特開2003-203024
三菱電機 特開2002-259678
三菱電機 特開2002-271506
小林 邦倫 特開2002-152858
松下電器産業 特開2002-027569
太田 義継 特開2002-135862
電通 特開2002-186057
日本ﾋﾞｸﾀ- 特開2001-256156
日本ﾋﾞｸﾀ- 特開2001-331394
日本ﾋﾞｸﾀ- 特開2002-041378
日本電信電話 特開2003-143665
富士通ｾﾞﾈﾗﾙ 特開2002-340471

中継機能の配置 ｻﾝｼｬｲﾝ 特開2001-323694 ｴﾇ ﾃｨ ﾃｨ ﾄﾞｺﾓ四国 特開2002-152856
ｿﾆ- 特開2002-281569
三洋電機 特開2000-138979
三洋電機 特開2002-218562
日本電気ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 特開2002-
135272

専用機能の配置 ｼﾞｪﾙﾗｲﾝ(韓国) 特開2002-107379
ｿﾆ- 特開2001-086575
ｿﾆ- 特開2002-247658
ﾘｺ- 特開2001-318869

データ・フォー
マット変換

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-115448
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-122853
日本ﾋﾞｸﾀ- 特許3289703

ｱﾚｯｸｽ 特開2000-295672
ｴﾙｼﾞ-電子(韓国) 特開2002-218566
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-309459
ｿﾆ- WO01/073558
ﾋｭ-ﾚｯﾄﾊﾟｯｶ-ﾄﾞ(米国) 特開2000-
148649
横河電機,ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄﾉ-ﾄﾞ(共願) 特開
2002-345053
三洋電機 特開平11-113075
松下電器産業 特開2000-295674
松下電器産業 特開2002-044765
松下電器産業 特開2003-018665
松野 秀男 特開平08-223661
日本電気 特開2000-184471
日本電気 特開2002-300670
日立国際電気 特開2003-078790

識別・制御情報
の付加

ｿﾆ- 特開2002-010370 ｷﾔﾉﾝ 特開2002-288109 ｿﾆ- ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ 特許3413125
東芝 特開平10-155188

変
換
テ
ー

ブ

ル
の
配
置

無線アドレス・
テーブルの作成

松下電工 特開2002-291058 ｿﾆ- 特開2002-149512
東芝 特開2002-199378

特殊コマンドの
追加

ｿﾆ- 特開平10-210058
ｿﾆ- 特開平11-215133

ｷﾔﾉﾝ 特許3416616 ｷﾔﾉﾝ 特開平08-016498

コマンドの生
成・変換

ｵﾘﾝﾊﾟｽ 特開2002-345052 ｿﾆ- 特開2002-328851 ｷﾔﾉﾝ 特開2003-087883
ｼｬ-ﾌﾟ 特開平08-275255
ﾘｺ- 特開平08-166912
日立製作所 特開平10-210569
富士通 特開2002-116964

システムや機器の機能改善

コ
マ
ン
ド
の

追
加
・
変
換

シ
ス
テ
ム
の
構
成

デ
ー

タ
形
式
の
変
換
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①②④⑤⑦⑩⑭⑯⑰⑳ 

④⑦⑫⑭⑮⑱⑳ 

④⑦⑭ 

⑬ ⑦ 

⑦ 

④ 

④

③④⑥⑧⑨⑯ 

⑭ 

⑭ 

1991 年 1 月出願から 2003 年７月公開

表 1.3.1 ネットワーク家電に関する出願件数の多い出願人の出願件数推移 

 

ネットワーク家電 
 

技術開発の拠点の分布 

技術開発拠点は東京と神奈川に集中 

米国のカリフォルニア州にも 

図 3.1-1 ネットワーク家電の主要企業の技術開発拠点

ネットワーク家電技術に関する発明者の住所によって技術開発の拠点をみると、東

京と神奈川および米国カルフォルニア州に集中している。 

出願件数の多いソニー、松下電器産業、東芝は、有力ミドルウエア規格である HAVi

（フィリップス社の登録商標）や EchoNet（日本能率協会総合研究所の登録商標）

の推進企業のメンバーである。 

91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 合計

1 キヤノン 10 15 5 11 48 104 76 107 56 432

2 ソニ－ 3 4 18 16 9 19 21 51 52 51 62 306

3 松下電器産業 5 3 14 14 14 12 14 37 44 27 42 226

4 東芝 3 2 3 15 17 19 20 34 20 133

5 リコ－ 1 3 9 10 9 12 8 27 13 92

6 シャ－プ 1 4 3 3 1 5 8 13 29 19 86

7 日立製作所 2 2 2 4 5 11 5 10 9 20 70

8 松下電工 1 3 4 4 1 7 4 4 2 12 7 49

9 三洋電機 2 2 1 2 2 5 8 18 40

10 日本電気 1 3 1 2 1 4 5 8 8 3 36

11 三星電子（韓国） 6 7 8 5 10 36

12 富士ゼロックス 1 3 1 3 4 9 3 9 2 35

13 セイコ－エプソン 1 3 15 6 5 30

14 三菱電機 3 1 2 1 2 2 2 2 3 11 29

15 日本ビクタ－ 1 2 4 1 4 9 6 27

16 コニカミノルタホ－ルディングス 1 6 3 1 8 8 27

17 ヒュ－レットパッカ－ド（米国） 2 6 3 6 7 2 26

18 富士通 3 2 2 2 2 2 1 3 6 23

19
コ－ニンクレッカ　フィリップス　エレクトロ
ニクス（オランダ）

1 1 10 5 1 1 19

20 ソニ－　エレクトロニクス（米国） 3 12 3 1 19

年次別出願件数
出願人

 米国     → ①②③⑤⑥⑩⑪⑰⑳ 

イギリス → ⑰ 

フランス → ⑲ 

ドイツ   → ②⑲ 

オランダ → ⑲ 

韓国     → ⑪ 
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出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
この分野の出願件数は 432

件あり、うち８件が特許とし
て登録されている。 
ユーザインターフェース技

術、機器制御技術や相互運用

技術の出願が多い。 

出願の課題としては、「シ

ステムや機器の機能改善」に

関するものが多く、「オブジ

ェクトの処理」で対応してい

る。具体的には、多数の事務

機をネットワークで接続した

ために可能となる複合機能や

機能代行などを、オブジェク

トの組み合わせによるコンポ

ジションの生成やオブジェク

トの連係などにより対応する

ものである。 

 

 

保有特許例 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］

発明の名称 
概要 

機
器
制
御
技
術 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能の配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ 

特許 3219592 

94.04.20 

H04N1/00,104 

ｻ-ﾊﾞ-ｼｽﾃﾑ 

ﾈｯﾄﾜｰｸ上に接続されたｽｷｬﾅ､ﾌﾟ

ﾘﾝﾀ等の端末に関する情報を予

め記憶し､ｺﾏﾝﾄﾞに応じて最適

な端末を選択するようにしたｻ

ｰﾊﾞｰｼｽﾃﾑ｡ 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合 

特開平 07-044477

93.07.30 

G06F13/00,355 

[被引用回数 14]

制御装置､制御方法､記憶媒体及び制御ｼｽﾃﾑ 

複数のﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ機器及びこれらを制御するための制御機器

がﾈｯﾄﾜｰｸ上に接続され､該ﾈｯﾄﾜｰｸを介して前記複数のﾏﾙﾁﾒﾃﾞ

ｨｱ機器及び制御装置が互いにｵﾌﾞﾞｪｸﾄ指向に基づいたﾒｯｾｰｼﾞ

及びﾃﾞｰﾀの送受信が可能なｼｽﾃﾑにおいて､制御装置には表示

手段及びﾎﾟｲﾝﾃｨﾝｸﾞ手段が付随し､前記表示手段により､複数

のﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ機器それぞれを

象徴する図柄が表示され､

利用者が該ﾎﾟｲﾝﾃｨﾝｸﾞ手段

により､これらの図柄の間

にﾘﾝｸを張ることによりﾏﾙﾁ

ﾒﾃﾞｨｱ機器間のﾃﾞｰﾀの入出

力関係を指定するように構

成したマルチメディア機器

の制御システム。  

キヤノン株式会社 

ネットワーク家電 
 

主要企業 

1991 年 1 月出願から 2003 年７月公開

1

1

4

12

1

6

2

1

2

4

1

4

4

3

2

4

6

15

1

4

13

12

10

1

5

5

5

6

1

1

1

8

1

3

1

2

1

6

2

6

3

7

1

6

1

2

2

1

3

6

5

2

50

2

14

1

11

16

7

4

1

8

2

2

3

2

1

3

1

1

2

1

2

5

1

7

1

6

1

2

1

2

12

4

3

1

14

5

1

3

1

3

2

1

1

1

2

1

1

3

1

5

課  題

解
決
手
段

手
順
の
追
加

システムの構成

データ形式の変換

変換テーブルの配置

コマンドの追加・変換

オブジェクトの処理

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

情報の関連付け処理手順

分岐の処理手順

プログラムなどのロード手順

その他の処理手順

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善



 

ix 

 

 

 
出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
この分野の出願件数は 306

件あり、うち 20 件が特許とし
て登録されている。 

通信制御技術、機器制御技

術やユーザインターフェース

技術の出願が多い。 

出願の課題としては、「接

続性能の向上」に関するもの

が多いが、解決手段は多様で

ある。また多くの課題に対し

て「データ形式の変換」によ

り対応している。 

 

 

保有特許例 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］

発明の名称 
概要 

接
続
構
成
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源

の割付/解放処理

手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付

手順 

特許 3396928 

93.10.29 

H04L12/28,100 

[被引用回数 2] 

通信ｼｽﾃﾑの制御方法及び通信機器 

ﾉｰﾄﾞとなる通信機器はｱﾄﾞﾚｽﾃｰﾌﾞﾙ

を持っている｡このｱﾄﾞﾚｽﾃｰﾌﾞﾙに

は､自分及びﾊﾞｽに接続されている

他のﾉｰﾄﾞの物理ｱﾄﾞﾚｽと論理ｱﾄﾞﾚｽ

が書き込まれる｡通信ｼｽﾃﾑにﾘｾｯﾄが

かかった時はｱﾄﾞﾚｽﾃｰﾌﾞﾙ内の自分

の論理ｱﾄﾞﾚｽを保持する｡ 

 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

互
換
性
の
維
持 

手順の追加･情報

の取得処理手順 

機器属性情報の

取得手順 

特開平 9-149325

95.11.21 

H04N5/44 

[被引用回数 13]

ｸﾞﾗﾌｨｯｸ表示ﾃﾞ-ﾀ分散型 AV ｼｽﾃﾑ 

各 AV 機器は独自のｸﾞﾗﾌｲｯｸ表示ﾃﾞｰﾀを自

ら格納し､ｸﾞﾗﾌｲｯｸ表示機能を持つ AV 機

器(ｺﾝﾄﾛｰﾗ)からの要求によりｸﾞﾗﾌｲｯｸ表

示ﾃﾞｰﾀをｺﾝﾄﾛｰﾗへ送信するようにする

と共に､AV 機器間の接続は､IEEE1394 規

格等のﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｲﾝﾀｰﾌｪｲｽのように､各 AV

機器が切り換え接続無しで他の AV 機器

と双方向ﾊﾟｹｯﾄ通信方式で均等な通信機

会を周期的に与えられるｼﾘｱﾙﾊﾞｽで接続

する｡ 

 

ソニー株式会社 

ネットワーク家電 
 

主要企業 

1991 年 1 月出願から 2003 年７月公開

2

5

15

1

8

1

2

4

1

1

2

7

1

9

7

4

4

3

10

12

3

5

2

4

5

10

1

4

12

1

2

1

1

1

6

3

1

1

2

7

2

4

2

1

1

1

1

2

2

3

17

1

1

1

2

1

4

1

1

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

5

14

1

1

13

2

1

8

1

1

1

3

1

1

3

1

9

課  題

解
決
手
段

手
順
の
追
加

システムの構成

データ形式の変換

変換テーブルの配置

コマンドの追加・変換

オブジェクトの処理

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

情報の関連付け処理手順

分岐の処理手順

プログラムなどのロード手順

その他の処理手順

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善



 

x 

 

 

 
出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
この分野の出願件数は 226

件あり、うち 35 件が特許とし

て登録されている。 

通信制御技術、ユーザイン

ターフェース技術や機器制御

技術に関する出願が多い。 

出願の課題としては、「接続

性能の向上」や「接続機能の

改善」に関するものが多い。

「接続機能の改善」に対して

は「手順の組替・変換・削除」

で対応し、「接続性能の向上」

に対しては「資源の割付/解放

処理手順」や「情報の取得処

理手順」で対応しているもの

が多い。 

 

 

保有特許例 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］

発明の名称 
概要 

接
続
構
成
技
術 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源

の割付/解放処理

手順 

資源の割付手順 

特許 3152055 

94.03.22 

H04L12/40 

[被引用回数 1] 

ﾃﾞ-ﾀ伝送方法 

本発明は､高速ｼﾘｱﾙﾊﾞｽを利用して複数の機器間で複数のﾁｬﾝ

ﾈﾙの同期通信を送受信するﾃﾞｰﾀ伝送方法であって､映像音響

機器が同期通信ﾃﾞｰﾀを送

受信する場合､外部から

使用するﾁｬﾝﾈﾙ番号を指

定されない限り固定のﾁｬ

ﾝﾈﾙ番号であるﾃﾞﾌｫﾙﾄﾁｬﾝ

ﾈﾙ番号を使用する｡ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特許 3075014 

93.05.14 

H04L12/40 

 

ﾊﾞｽｼｽﾃﾑ 

機器確認手段が､ｻﾌﾞﾊﾞｽの接続機器

の存在を確認し､存在を確認した接

続機器に対して､変化通知依頼手段

が､機器状態変化通知手段に､状態変

化を通知するよう依頼し､機器状態

変化通知手段からの状態変化の通知

を､ﾒｲﾝ通知手段が受けたときにﾃﾞｰﾀ

変換手段がﾒｲﾝﾊﾞｽへのﾃﾞｰﾀ変換を施

して､ﾒｲﾝﾊﾞｽに接続された機器に､ｻ

ﾌﾞﾊﾞｽの接続機器の状態変化を通知

する｡  

松下電器産業株式会社 

ネットワーク家電 
 

主要企業 

1991 年 1 月出願から 2003 年７月公開

1

1

2

9

1

7

2

2

1

1

3

2

9

5

4

3

10

14

1

2

4

8

3

2

2

14

1

1

4

2

4

1

1

1

3

1

1

1

1

2

12

1

2

3

3

3

5

1

1

1

2

1

4

2

1

1

1

3

1

1

1

8

1

2

6

4

1

1

3

1

1

1

1

2

2

1

4

課  題

解
決
手
段

手
順
の
追
加

システムの構成

データ形式の変換

変換テーブルの配置

コマンドの追加・変換

オブジェクトの処理

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

情報の関連付け処理手順

分岐の処理手順

プログラムなどのロード手順

その他の処理手順

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善



 

xi 

 

 

 
出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
この分野の出願件数は 133

件あり、うち４件が特許とし

て登録されている。 

機器制御技術、ネットワー

ク間接続技術や通信制御技術

の出願が多い。 

課題および解決手段は分散

しているが、その中では「接

続機能の改善」に関しては、

「手順の組替・変換・削除」

で対応しているものが多い。 

 

 

 

保有特許例 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］

発明の名称 
概要 

機
器
制
御
技
術 

互
換
性
の
維
持 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの

実施 

ﾒｿｯﾄﾞの設定 

特許 3402953 

96.09.13 

H02J13/00,311 

[被引用回数 3] 

通信方法､通信ｼｽﾃﾑおよび通信装置 

電気機器の使用電力に関する情報を収集する情報収集手段

と､この情報収集手段で収集された使用電力に関する情報

を基に､予め定められた許容電力量の範囲内で前記電気機

器に電力を供給できるか否

かを判断する判断手段と､

この判断手段で電力の供給

が可能と判断された電気機

器の電力消費を許可する手

段とを具備している｡ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能の配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ 

特開平 11-187061

98.04.30 

H04L12/46 

[被引用回数 7] 

端末装置､ｻ-ﾊﾞ装置､通信装置および制御方法 

ｻｰﾋﾞｽ提供装置を制御するための第 1 のﾈｯﾄﾜｰｸの通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ

に依存する第 1 のｺﾏﾝﾄﾞ情報に対応する第 2 のﾈｯﾄﾜｰｸの通信

ﾌﾟﾛﾄｺﾙに依存する第 2 のｺﾏﾝ

ﾄﾞ情報を第 2のﾈｯﾄﾜｰｸを介し

て提供し､この提供された第

2 のｺﾏﾝﾄﾞ情報て受信したと

き､ﾒｯｾｰｼﾞに含まれる第 2 の

ｺﾏﾝﾄﾞ情報を第 1のｺﾏﾝﾄﾞ情報

に変換して、ｻｰﾋﾞｽ提供装置

を制御することを特徴とする。  
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出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
この分野の出願件数は 92 件

あり、うち１件が特許として

登録されている。 

相互運用技術やネットワー

ク管理技術に出願が多い。 

「システムや機器の機能改

善」に関するものが多く、「情

報の取得処理手順」や「オブ

ジェクトの処理」で対応して

いるものが多い。 

 

 

保有特許例 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］

発明の名称 
概要 

接
続
構
成
技
術 

互
換
性
の
維
持 

手順の追加･ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑなどのﾛｰﾄﾞ

手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱ

ｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ 

特開 2000-076033

98.09.03 

G06F3/12 

[被引用回数 1] 

周辺機器管理ｼｽﾃﾑおよびそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記憶した記憶媒体 

PC は､周辺機器管理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記憶した記憶媒体を備えてい

るものである｡PC から接続される周辺機器に対し､それぞれ

で用いられるﾌﾟﾛﾄｺﾙ情報を取得するための通信を行う｡取得

したﾌﾟﾛﾄｺﾙ情報を用いて各周辺機器に対して､状態情報を取

得する｡また､取得したﾌﾟﾛﾄｺﾙ情報を

接続される機種別に記憶することが

できるので､一度接続した周辺機器に

関しては､記憶されている。 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの

実施 

DCM に設定 

特許 3378720 

96.02.26 

H04N1/00,107 

分散処理ｼｽﾃﾑ 

ｻｰﾋﾞｽ統括制御装置のｻｰﾋﾞｽ機能管理部

は WS からｻｰﾋﾞｽの要求があったときに

複合機にｻｰﾋﾞｽ適否の問い合わせを行

い､複合機が使用中か故障中かどうか

を確認し､ｻｰﾋﾞｽが可能な複合機を選択

して WS との回線を接続する｡複合機の

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ管理部は WS から外観図情報

の要求あったときにｻｰﾋﾞｽ機能情報格

納部に格納されている外観図情報を読

み出して通信制御部を介して WS に送信して WS に表示し､WS

の使用者に複合機の機器構成などを明らかにする。  
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1.1.1 ネットワーク家電とは 

現在、家庭用電器製品（家電）は、我々の生活の隅々まで入り込み、日常の生活には不

可欠なものとなっている。この家電の信号の入力、制御、編集などをデジタル処理するい

わゆる「デジタル家電」の出現は、家電に新しい可能性をもたらすものとなった。 
これまでの家電は、それぞれの製品にすべての機能を埋め込んだいわゆる「スタンドア

ロン型」のものであった。新しく登場した｢ネットワーク家電｣とは、デジタル家電をネッ

トワークで接続し通信機能を持たせることにより、使い方（ソフトウエア）とデバイス（ハ

ードウエア）の機能を分離することが可能となり、これまでにない新しい機能を持たせた

家電である。 
 

家庭内のネットワーク化は、ホームネットワークとも呼ばれ、当初はパソコンなどの情

報機器により局所的になされてきた。その後インターネット閲覧と電子メールの送受信の

ために、パソコン同士や周辺機器が電話線に接続されるようになったが、電話線によるネ

ットワークは、文章や静止画の送受信までの速度であり、音楽や映像の配信には十分なも

のではなかった。これは AV 家電のネットワーク化は情報機器に比べ扱うデータが大量で、

再生にはリアルタイム性と高速伝送が必要であること、などによるものである。 

1995 年に、映像などの動画を、途切れることなくアイソクロナス（等時性）転送できる

IEEE1394 規格が制定され、さらにここ数年で高速転送が可能な CATV、ADSL や光ファイバ

などのブロードバンド・ネットワークが普及してインフラが整い、デジタル家電のネット

ワーク化が、これまで以上に身近なものになりつつある。 

一方、冷蔵庫などの白物家電のネットワーク化は、情報機器や AV 家電のネットワーク化

と比べると普及が遅れていた。エアコンや風呂を電話線に接続して遠隔制御する構想や製

品は以前からあったが、相互接続性が確保されていない、ネット接続機能を付加するコス

ト上昇に比べ明確なメリットがみせられなかったなどで、普及は進まなかった。 

1.1 ネットワーク家電技術  

 

 

1． 技術の概要 
 

ネットワーク家電のミドルウエア技術は、プラグ＆プレイ、

違うメーカーの機種間の互換、接続機器間の連係、機能の拡

張などを実現する。 

特許流通 

支援チャート
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白物家電のネットワーク化は、最も生活に密着した部分であり、省エネ、自動検針、ホ

ームセキュリティ、在宅看護などに新たなコンセプトで、住まいの情報化に重要な役割を

果たすものである。図 1.1.1 に住まいの情報化の概念図を示す。 
図 1.1.1 住まいの情報化の概念図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1.1.2 ネットワーク家電技術普及の課題 

これまでの家電は、すべての機能をそれぞれの機器に備えるいわゆる｢スタンドアロン

型｣が主流であった。これらの機器は、機能の専用化による操作の簡便性を備え、多機能化・

高機能化を図ることにより、一般に受け入れられてきた。 

家電がネットワークにつながることにより、1 つの機器にすべての機能を持たせる必要

性はなくなり、また新たな使い方についても、ネットワークを通じて実現することが可能

となる。この意味で、ネットワーク化は、家電の可能性を飛躍的に拡大したものというこ

とができる。 

しかしながら、ネットワーク家電が広く普及するためには、いくつかの乗り越えなけれ

ばならない障害がある。1 つは、使用者が幼児から高齢者に至る幅広いものであり、複雑

なシステムでは受け入れられない点である。このため、ネットワーク家電の接続は、誰に

でもでき、複雑な設定をしなくとも、直ちに動作し、簡単な操作でネットワーク家電を使

用できるものでなければならない。 

また、家庭内には異なるメーカーの製品が混在していることから、複数のメーカーの製

品を接続しても機器同士が正しく動作することが必要となる。 

その上で、ネットワーク化による最大のメリットである新しい機能を付加できる拡張性

や家電同士の相互連係が求められる。さらに、デジタル情報が家庭で利用されることから、

著作権の適切な保護技術も不可欠なものとなる。 

 

サービス 

モバイル機器 
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DVD    TV パソコン   FAX 
冷蔵庫  電子レンジ エアコン  風呂  電灯 

AV 家電・情報機器 

白物家電 

ホームネットワーク 

・   通信網 

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ 

サービス 

サービス 
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1.1.3 本書で扱うネットワーク家電技術 

図 1.1.3 に、本書で扱うネットワーク家電のミドルウエア技術を示す。ネットワーク家

電の要件は、ソフトウエア技術を中心により行われる。特にハードウエア（家電技術）と、

提供されるサービスや機器制御のアプリケーション・プログラム（ソフトウエア技術）と

の中間に位置するミドルウエア技術（ネットワーク家電技術）がこれら要件を満足させる

鍵を握っており、本書で扱う部分である。 

ネットワークは、多階層で構成されている。簡単化のために、一般に上位層、下位層に

分ける。階層の上位の層と下位の層の関係は、上位の層が決められた規約を実行し、さら

に細かい規約を「後はよろしく」と下位の層に対して頼み、下位の層は頼まれた規約を実

行するという関係である。 

ネットワーク家電の下位層は、家電機器間で信号を送受信する機能を受け持ち、インフ

ラを構成する部分であり、ケーブルなどの伝送媒体、情報を伝送する変復調などの伝送技

術であり、主としてハードウエアないしファームウエア（ハードウエアの機能をプログラ

ムで作ったもの）で実現されている。これらの技術は、すでにパソコンや通信機器の技術

として確立されているもので、ネットワーク家電に応用した技術であり、本書では扱わな

い。 

一方、上位層はユーザがネットワークや家電のハードウエアを意識せずに使用できるよ

うにし、使い方の機能を受け持つ部分であり、機能はすべてソフトウエア技術で実現され、

ソフトウエアが流れる部分である。上位層は２つに分けられ、ミドルウエア層部分とさら

に上のアプリケーション層部分に分けられる。 

アプリケーション層は、文字通りアプリケーション・プログラムが流れる部分で、具体

的には機器制御プログラム、操作プログラムや各種サービス・プログラムが流れる。家電

の制御や操作プログラムはスタンドアロンで実施していた制御プログラムと何ら変わるも

のではなく、各種サービス・プログラムはソフトウエア技術そのものであり、ネットワー

ク家電のアプリケーション・プログラムは本書で扱わない。 
ミドルウエア層は、上位のアプリケーション・プログラムの作成を容易にするための仕

組を受持つ部分であり、またネットワーク家電としての、さまざまな機能を実現する部分

である。仕組みや機能はソフトウエア・プログラムで作成され、このソフトウエアはミド

ルウエアと呼ばれている。具体的には、プラグ＆プレイなどを実現するために必要とする

ネットワークの接続構成、ユーザのインターフェース、家電同士の相互運用、オープンな

操作・制御プログラムの実行、ネットワークの制御、ネットワーク上の資源の管理や共有

化の仕組などである。本書では、ネットワークのミドルウエア層に流れるネットワーク家

電のソフトウエア（ミドルウエア）をネットワーク家電技術として扱う。 
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図 1.1.3 ネットワーク家電のミドルウエア技術 
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1.1.4 ネットワーク家電のミドルウエア技術 

ネットワーク家電のミドルウエア技術は、各家電メーカーや多数のサービス提供者など

さまざまな人が使用するので、汎用性に富んでいなければならない。プログラムが汎用性

に富むということは、どんな言語で記述されているかに関係する。記述言語は OS や CPU

などのプラットホームに依存していないオープン・プラットホームで、またプログラムの

開発を早くするためにライブラリ（ソフトウエアの部品、機械でいえばネジなど）が充実

されていなければならない。 

 

(1) 家電ミドルウエアと Java 

このような要望に見合った言語として、多くの家電ミドルウエアが記述されているのが

Java（1995 年 Sun Microsystems 社が開発したプログラミング言語。Sun Microsystems 社

の登録商標）である。 

Java がオープン・プラットホームになっている仕組みについて説明する。Java で記述さ

れたソースコードは、コンパイルされて中間コードの Java バイトコードに変換される。こ

のバイトコード状態で、ネットワークに配布されて、実行時には Java 仮想マシン（VM）で

プラットホームに対応したネイティブコードに変換されて、実行される。プラットホーム

間の違いは仮想マシンが吸収してしまうため、仮想マシン上で動作するプログラムは、プ

ラットホームの違いを意識しなくて済むのである。 

さらにこのバイトコードはマクロなどの長く複雑な命令を使用しないので、命令の異常

終了が起こらず安全性が高く、徹底してバイトで作られているからバイトコードと呼ばれ

ている。 

このように Java の汎用性の高さは「Write One, Run Anywhere(一度コードを書けば、ど

んな環境でも動作する)」というキャッチフレーズで利便性を主張している。また Java は

ネットワーク環境を強く意識した言語で、必要に応じてネットワークから読み込み、必要

がなくなると、捨ててしまうという考え方を持つ。容量の大きいソフトウエアがメモリに

常駐する必要もなく、インストールしておく外部メモリも必要とせず、メモリ容量の少な

い家電にとっては、好都合な考え方である。 

一方、仮想マシンの実行速度が遅いということと、仮想マシンを実装するメモリ容量を

必要とすることは仮想マシンの欠点でもある。 

 

(2) 家電ミドルウエアのオブジェクト指向 

家電ミドルウエアは、ネットワークの規約や機器の機能の拡張性に対して柔軟な対応を

行うためにミドルウエアで処理を行うものであり、できる限り汎用化しておくことが望ま

しい。一方、オブジェクト指向の考え方は、抽象化をソフトウエアに適用し汎用性を持た

せようという方法論である。汎用性を持たせたい家電ミドルウエアは、必然的にオブジェ

クト指向型言語で記述されるべきである。 

オブジェクト指向とは、システムをオブジェクトの集まりとみなすこと、あらゆるオブ

ジェクトはクラスに属すること、クラスごとに振る舞い（メソッド）を持つこと、オブジ

ェクト同士がメッセージで通信すること、クラスが階層構造を形成することをいうが、こ

れらのことはすべて抽象化した概念であり、汎用化のためである。 
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Java は既存の言語の欠点を踏まえて一から設計された言語で、今までの言語にはない完

全なオブジェクト指向性を持っている。プログラムは「アルゴリズム」と「データ構造」

からできている。明確なデータ構造があればアルゴリズムは自明となるが、アルゴリズム

からデータ構造を推測することは困難であり、重要なのはデータ構造であり、データ構造

中心の考え方をするのがオブジェクト指向である。オブジェクト指向では、システムがオ

ブジェクトの集合体で構成されていると考え、システムをデータ構造の面から記述するの

に向いている。 

フローチャートはアルゴリズムを記述するもので、処理手順で考えるとデータ構造は不

明確になり、明確にするにはデータフローを書くとよい。データフローはオブジェクト名

を少し離して書き丸で囲み、あるオブジェクトから他のオブジェクトに向けて移動する情

報について、矢印と情報の名前で書く。矢印はデータの流れであり処理手順ではなく、情

報名は処理を表す動詞でなくデータを表す名詞にする。 

オブジェクト指向型言語を使用するのは、汎用性に富んで、ライブラリが増やしやすく、

多くのライブラリの再利用ができるためである。しかしオブジェクト指向の言語を使用し

たらからといって、汎用化ができるものではない。意識的に汎用化しようと初めから計画

されていなければできないことで、ブラックボックスとして流用できる有用なライブラリ

はソフトウエア・コンポーネントと呼ばれており、GUI や釦操作などに多く、ネットワー

ク家電には都合が良い。 

オブジェクト指向の考え方が汎用性が高い理由は次の２つによる。 

① オブジェクトを利用する時は、クラス階層のことを考える必要がない。クラスを実

装する時は、今実装しようとしているクラスと１つ上位のクラスにだけ注目すれば

よく、注目しなければならないクラスはいつでも２階層までなので、クラスがたく

さん増えて、クラス階層が大きくなっても、複雑さはそれほど増さない。つまりシ

ステムが巨大化しても単純で整然とした構造を保ち続けられる。 

② オブジェクトのインターフェースが１つでも、クラスによって挙動が変わることを

ポリモーフィズム（多様性）といい、これは規格化のためである。この規格化によ

ってオブジェクトは交換可能になる。この交換可能性を生む多様性の仕組はオブジ

ェクト指向の要である。 

 

(3) ミドルウエアによるプラグ＆プレイ 

プラグ＆プレイの技術は、パソコンのハードディスクなど周辺装置の増設に際して、ス

イッチの設定やソフトのインストールの煩雑さを軽減するために開発されてきた技術であ

る。その考え方をネットワーク設定まで広げ、パソコンやワークステーションをネットワ

ーク接続する時に必要なアドレスの設定や、各種サーバの設定を自動化しようとする技術

へと進んできた。 

ネットワーク機器（ノード）は、物理的に接続する端子（ポート）がある。他の１つの

ノードとのみ接続されているノードをリーフ（葉）ノード、他に２つ以上のノードと接続

されているノードをブランチ（枝）ノードと呼び、各ノードを認識する。 

次に各ノードの持つポートにペアレント（親）、チャイルド（子）、オフ（非接続）のラ

ベルを与える。バスリセット直後のポートはオフないし何もラベルが付けられていない状
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態である。リーフノードは、ラベルが付けられていないポートは１つなので、そこからペ

アレント信号を送信する。これを受取ったポートはチャイルドとラベルが付けられる。ブ

ランチノードは、ラベルが付けられていないポートが一つになるとチャイルド信号を送出

し、それを受取ったポートはペアレントとラベルが付けられる。こうしてすべてのポート

がチャイルドになったノードをルート（根）ノードとする。これでノードがネットワーク

にどのように接続されているかが識別可能になる。ネットワークに接続された機器を葉、

枝、根と認識していくのでツリー（木）識別技術ともいう。 

１台１台のノードを重複しないように、ノード ID が自動的に与えられる。それには、ル

ートノードの一番若いチャイルドポートに接続されているペアレントポートを持つノード

にセルフ ID パケット送信要求を出す。要求を受け取ったノードは自分に他のチャイルドが

接続されていなければ、ノード ID を設定し、ノード ID を入れたセルフ ID パケットを送信

し、セルフ ID パケットはすべてのノードに送信される。各ノードは受け取ったセルフ ID

パケットの数を数え、自分がセルフ ID パケットを出す順番になったら、それまでに受け取

ったセルフ ID パケットの数を自分のノード ID として設定し、そのノード ID を入れたセル

フ ID パケットを送信する。このようにして自動設定が終了するが、ルートノードが最も大

きなノード ID を持つことになる。 

これによってネットワークに新しい機器が追加されたり、取り外されたり、あるいはネ

ットワーク同士が接続されたり、分割されたりした場合、ネットワークに機器がどのよう

に接続されているかの構成の認識と、ノード ID の自動設定が可能となる。 
 
(4) ミドルウエアによる機種の互換性や相互運用性 

ネットワークは、ユーザに機器の操作環境を提供して他の機器を制御する能力を有する

コントローラと、コントローラから制御され他の機器を制御する機能を持たないターゲッ

トから構成されている。 

新しい機能を持ったターゲットがネットワークに接続された場合、コントローラのアプ

リケーション・プログラムはそのことを認識し、かつ新しい機器の使い方を知る必要があ

る。この環境を提供するのがミドルウエアであり、デバイス・コントロール・モジュール

（DCM）という新しい考え方が導入されている。 

新しいターゲットを製造したメーカーは、自分の機器に合わせて DCM を開発し、販売す

る。このターゲットがネットワークに接続された時、コントローラはプラグ＆プレイの技

術で新しい機器を認識し、接続が可能になると、まず初めにこのターゲットの DCM の読み

出しを行い、新機能の認識をする。DCM はミドルウエアが規定する API（アプリケーション・

プログラム・インターフェース；ソフトウエアを開発する際に使用できる命令や関数の集

合のこと。アプリケーションからは適当なパラメータを指定して API の関数を呼び出す）

で記述されている。読み出されたターゲットの DCM はコントローラの DCM 環境上で実行さ

せる。例えば DCM の API が Java バイトコードで記述されているのであれば、Java 仮想マ

シンでネイティブコードに変換し、変換されたネイティブコードはコマンドセットになっ

ており、それがターゲットに送られ実行される。 

新機器の DCM はミドルウエアが規定する API 仕様で記述されてアップロードされてコン

トローラ上で実行されるので、機器とコントローラ間では、メーカーの違いを超えた互換
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性を維持できるようになっている。操作や制御されるのはターゲットばかりでなく、コン

トローラがコントローラを操作してもよい。 

 

(5) ミドルウエアによる機能拡張性 

ミドルウエアでは DCM 用の API をあらかじめ規定されているが、これは基本的な API し

か定めていないので、メーカーが独自に提供する拡張機能に対応することはできない。一

部のミドルウエアでは、独自にAPIを定めそれによるDCMの開発を認めているものもある。 

しかしそれ以前に製造されたコントローラのアプリケーション・プログラムは、新しい

API を持つ DCM には対応できない。このような問題に対しては、DCM の機器からのアップロ

ードと同じタイミングで、メーカーが独自に定めた API を利用できるソフトウエアモジュ

ールをコントローラにアップロードし、アプリケーションに埋め込ませて実行されるので

新しい API に対応できるようにしている。ブラウザにダウンロードされ、ブラウザに埋め

込まれて使用する Java アプレットと同じ技術を使用して機能拡張性に対処している。 

 

 

 

1.1.5 ネットワーク家電用ミドルウエアの標準化 

ネットワーク家電では、現在いろいろな団体から標準化、デファクトスタンダードを目

指して、さまざまな規約のミドルウエアの提案がなされている。代表的なミドルウエアの

概要を述べる。また最近では各ミドルウエア間の連係も進みつつある。 
表 1.1.5 にネットワーク家電の上位層と下位層の具体的組み合わせを示す。これは上位

層の代表的なネットワーク家電のミドルウエアと、下位層の伝送媒体と下位層の通信プロ

トコルの組み合わせを示したものである。○印が現在実現されているものである。 
 

表 1.1.5 ネットワーク家電の上位層と下位層の具体的組み合わせ 

上位層   

（ミドルウエア） 

 

伝送媒体  下位層 

HAVi Jini UPnP EchoNet Salutation

Ethernet  ○ ○ ○ ○ 

IEEE1394 ○ ○ ○   

HomePNA   ○   

電話線 

USB  ○ ○   

X-10    ○  

CEBus   ○   

HomeRUN  ○ ○   

電力線 

LonWorks   ○ ○  

IrDA  ○ ○ ○ ○ 

HomeRF   ○   

Bluetooth  ○ ○ ○ ○ 

SWAP  ○ ○   

無線 

IEEE802.11 ○ ○ ○   
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(1) AV 系ネットワークのミドルウエア HAVi 

HAVi（Home AV interoperability、フィリップスの登録商標）は、1998 年にソニー、フ

ィリップス（オランダ）を中心として、グルンディヒ（ドイツ）、日立製作所、松下電器産

業、シャープ、東芝、トムソンマルチメディア（フランス）の８社で策定され、８社を幹

事会社として組織する HAVi 推進協会が推進する規格である。ネットワークに対応するデジ

タル AV 機器のための仕様であり、異なるメーカーの機器を接続した場合でも、ネットワー

クが正常に動作し、機器の相互運用ができることを保証するためのミドルウエア仕様規格

である。 

HAVi の特徴は①プラグ＆プレイ、②将来機器にも接続、③非 HAVi 対応機器の接続であ

る。 

HAVi の機能は①ネットワーク資源の管理機能、②ネットワークに分散するソフトウエア

モジュール間のコミュニケーション機能、③プラグ＆プレイ機能、④GUI 機能、⑤アプリ

ケーションの開発を容易にするためのこれらの機能を使用するための API である。 

 

 図 1.1.5-1 に HAVi のソフトウエアモジュールを示す。 

・資源の管理： アプリケーションに対してハードウエアおよびソフトウエア資源の共有・

排他制御をする。ハードウエア資源は帯域幅、チャネル、プラグとコントロールレジスタ

などがある。これらのハードウエア資源を仮想化することにより、メーカーに依存しない

統一されたインターフェースでアプリケーションに、ハードウエアを容易に制御する手段

を提供している。ソフトウエア資源はアプリケーション、ミドルウエアを構成するソフト

ウエアモジュール群、IEEE1394 を流れるストリームデータがある。 

・コミュニケーション： オブジェクト指向の技術そのものである。アプリケーションと

ソフトウエアモジュール群はオブジェクトとして設計されている。オブジェクトはデータ

とデータを操作するプログラムが一体化されたソフトウエアモジュールである。外部から

直接オブジェクト内部のデータにアクセスすることはできず、公開されているオブジェク

トの使い方であるインターフェースを通じて内部データを操作できるようになっている。

このようなインターフェースをメソッド（手続き）という。メソッドを呼び出すために、

抽象化されたメッセージ転送手段を持っている。つまりオブジェクトにメッセージを送る

という動作は、相手のオブジェクトのメソッドを実行するという動作である。メソッドの

実装は関数なので戻り値を持つ場合もあり、その場合戻り値はメッセージとして送り返さ

れる。オブジェクトの状態変化をイベントと呼びイベント通知の手段を持つ。 

・GUI： JavaAWT1.1 に HAVi 特有の機能拡張したウインドウシステムの API を提供してい

る。アプリケーション開発者はこれを用いて操作性に優れた GUI を開発できる。 

・システム・コンポーネント： CMM、メッセージングシステム、イベントマネージャ、レ

ジストリ、DCM マネージャ、ストリームマネージャ、リソースマネージャを持つ。 
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図 1.1.5-1 HAVi のソフトウエアモジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 情報系ネットワークのミドルウエア Jini 

Jini(Java intelligent network infrastructure、サン・マイクロシステムの登録商標 )

は、1998 年にサン・マイクロシステム社（米国）により策定された。Jini は特定の用途や

機器を特定せず、ネットワークを利用したアプリケーションやサービスを実現するための

枠組を提供するミドルウエアである。従って特定のアプリケーションを実装するためには、

その当事者同士がアプリケーションにかかわる共通事項を定義する必要がある。 

図 1.1.5-2 にＪini のソフトウエアモジュールを示す。 

Jini の基本的仕組は HAVi と良く似ており、ネットワークに接続された機器がネットワ

ークに対して提供できる機能を自動的に登録し（Discovery）、他の機器の機能を利用した

い機器は、登録された機能から必要とする機能をロードする（Lookup）。サービスプログラ

ムの登録を一括して管理するために Lookup サーバを最低でも１つネットワーク上で必要

であり、ソフトウエアモジュール間では Java 標準の通信機能 Java RMI（Remote Method 

Invocation）を利用する。したがって、Java が実装されている機器上では Jini を即座に

動かすことができるが、半面 Java 仮想マシンが動作することが必須条件になる。 

非常に限られたハードウエア資源しか持たないターゲット（例えば電灯）を制御する場

合などは、電灯内にマイコンやメモリと Java 実行環境を搭載できないので、Java 仮想マ

シンが実装されたホームサーバのような機器にターゲットを制御する代理コントローラを

置くようになっている。代理コントローラは HAVi と同じ技術であり、技術が似ているため

Jini- HAVi プロトコル変換を行うブリッジの仕様制定が進められている。 
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図 1.1.5-2 Jini のソフトウエアモジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 情報系ネットワークのミドルウエアUPnP 

UPnP（Universal Plug and Play、マイクロソフトの登録商標）は、1999 年マイクロソ

フト社（米国）により策定された。UPnP は Jini 同様に特定の用途や機器を特定せず、ネ

ットワークを利用したアプリケーションやサービスを実現するための枠組を提供するミド

ルウエアである。UPnP が満足すべき条件として①プラグ＆プレイ、②インターネットで採

用されているプロトコルや技術の採用、③非 IP 対応機器の接続である。 

図 1.1.5-3 に UpnP のソフトウエアモジュールを示す。 

UPnP はクライアント（コントローラ）とスマートオブジェクト（デバイス）から構成さ

れる。UPnP の仕組は６段階に分けられている。①IP Addressing（DHCP と Auto-IP でアド

レスの決定）②Discovery（どんなデバイスと、どんなコントローラがあるか）③Description

（機能を XML で記述し、URL 経由で引き渡し）④Control（リクエストの送出）⑤ Eventing

（状態の通知。最初に状態変数全部の名前と値を渡す。）⑥Presentation（ブラウザからの

直接制御。）。 
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図1.1.5-3 UPnPのソフトウエアモジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 白物家電系ネットワークのミドルウエアEchoNet 

EchoNet（Energy Conservation and Homecare Network、日本能率協会総合研究所の登録

商標）は、1997年に松下電器産業、東芝、日立製作所、三菱電機の４社で策定し、策定４

社と東京電力の５社を幹事会社として組織するEchoNetコンソーシアムが推進している規

格である。家庭や中小ビル、店舗において、白物家電や設備機器からなるシステムを対象

としたネットワークのミドルウエアの規格である。EchoNetの特徴は、ネットワークの上位

層の規格以外に下位層の規格を定めていることである。下位層で複数の伝送媒体と伝送プ

ロトコルを定めているのは、今までに敷設されたケーブルの利用と今後利用されるであろ

う媒体の利用ができるよう、自由度の高いネットワーク構築を可能にするためである。上

位層の規格にはこれら下位層の差異吸収を行い、アプリケーションの開発を容易にする仕

組が提供されている。 
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図1.1.5-4 EchoNetのソフトウエアモジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.5-4 に EchoNet のソフトウエアモジュールを示す。 

HAVi、JiniやUPnPのネーム管理はレジストリなどによる集中方式であったが、EchoNet

の基本的な仕組みは、オブジェクト指向型の分散ネーム処理形式である。機器のアドレス

やアプリケーションの所在が集中管理している機器が止まってしまって、システム全体が

停止することを防ぐために分散ネーム処理を行っている。分散ネーム処理は機器のアドレ

スは同一媒体で区切られるネットワーク内で決定し自身が保持する。DCMである機器オブジ

ェクトも自身で保持し、情報の問い合わせには、必要な機器が応答する。 

 EchoNetでは、同報通信という機能を持ち、機器同士の連係動作を可能とする機能を持つ。

火災、ガス漏れ、室温変化、人体検知などのイベントの種別ごとに標準イベントコードを

規定し、状態変化時または定期的にシステムが同報通信する。受信側は、受信したいイベ

ント種別を選択し、アプリケーションに渡して処理を行う。これにより直接機器同士で連

係可能になり、新たな機器の追加に際しても他の機器に連携設定を必要としない。機器の

接続状態の変化も同報通信で処理可能となる。 

 

(5) 事務機系ネットワークのミドルウエアSalutation 

Salutation（サリュテーション、サリュテーション・コンソシアムの登録商標）は、19

96年にIBMを中心とし、キヤノン、シャープや富士ゼロックスなど24社のコンピュータやO

A機器メーカーがサリュテーション・コンソシアムを組織して策定し、24社を中心に推進し

ている規格である。Salutationはネットワークでつながれたアプリケーション、サービス、

 
アプリケーションソフトウェア 

 
 
 

EchoNet 通信処理部 

 
電灯線 

 
IrDA 

Control 
 

小電力 
無線 

 
拡張 HBS

 
LonTalk 

小電力 
無線 

小電力 
無線 

 
電灯線 

 
赤外線 ツイスト 

ペア線 

 
機器別利用 API 

 
 
 
 
 

上位置 
(3～7 層) 

 
下位層 

(1、2 層) 

               ・ｱﾄﾞﾚｽ変換 
プロトコル差異吸収処理部    ・通信種別変換 
               ・電文の分割･組立 

OSI 参照 

通信レイヤ 

サービス 

ミドルウェア 

通信 

ミドルウェア 

個別下位通信 

インターフェース 

下位通信 

ソフトウェア 

伝送メディア 

機器 
オブジェクト 

サービス 
オブジェクト 

プロファイル 
オブジェクト 

サービス 
オブジェクト 

通信定義 
オブジェクト 

共通下位通信インターフェース

サービス
API

基本 API基本 API 

A B C D E

機器制御 
プログラム 



 16

デバイスが必要とする機能を探し出し、その機能を備えている機器との間に相互運用可能

なシステムの利用環境を確立する、オープンなミドルウエア規格である。 

図 1.1.5-5 に Salutation のソフトウエアモジュールを示す。 

Salutation の特徴は、デバイスのイメージがはっきりしていることがあげられる。現在、

対象デバイスとして、「Document System（印刷、FAX 送信、文書保管、FAX 送信状況検知）」、

「Voice Message Systems（広報、ボイスメール、問い合わせ、など）」、「Personal Information 

Systems（住所録とスケジュール）」があるが、このそれぞれに、必須機能とオプションが

定められている。この機器ごとの詳細定義と SLM（サリュテーションマネージャ）に関す

る明確な定義を背景に、規格に従って製品を作ればテスト不要でつながるという完成度に

達している。 

FU（Functinal Unit）と総称されるクライアントとサービスの存在や機能を記録し、そ

の間のやりとりを管理するSLM、すなわちサリュテーションマネージャの存在を前提とした

規格で、形としてはベンダーの独自性を認める例外規定も規格文書中に規定されているが、

SLMがすべてを取り仕切るのがSalutationの本来の姿である。通信は、それを取り仕切るT

Mが定義されているが、TMの詳細規定は現時点では規格書にはない。将来詳細定義されるこ

とが予告されている。規格自体は、ISOのOSIの5、6層を規定しているので、ISOのOSIの1、

2、3層や4層の規定はなく、実際にはどのような通信手段をとるべきかということは明示さ

れていない。ただ、FU間の通信にはRPC（Remote Procedure Call）が使われており、サリ

ュテーションマネージャプロトコルはSunのOpen Networking Remote Procedure Call ver

sion 2 protocolを採用している。さらに、multiple reliableな双方向通信を前提にして

いることが規格書に述べられている。 

 
 

図 1.1.5-5 Salutation のソフトウエアモジュール 
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1.1.6 ネットワーク家電の技術要素 

(1) 接続構成技術 
接続構成技術とは、トポロジ技術とも呼ばれている。機器の接続や接続状態を管理する

技術である。その機能の中にはプラグ＆プレイの技術も含まれる。ネットワークに接続さ

れたり、離脱された機器を自動的に認識し、認識した機器がどのような状態（電源オフ、

オン、エラーなどの状態）になっているかも識別する技術である。 
 

a. ツリー識別技術 
ツリー識別技術とは、ネットワーク上に機器がどのように接続されているかの識

別を行う技術である。ネットワーク全体をツリーに見立て、機器が葉、枝、幹、根

であるか、機器が持つ端子は親、子、使用していないかを識別する。 
b. 自動設定・更新技術 

自動設定技術とは、ネットワーク上に機器が接続された時にその機器の情報（ID
のためのネームやアドレスなど）を自動的に設定を行う技術である。自動更新技術

とは、機器が再接続された時にその機器の情報を自動的に更新を行う技術である。 
c. 状態認識技術 

状態認識技術とは、ネットワークに接続された機器やエレメントとしての機能の

状態変化を管理する技術である。 
d. 機能識別技術 

機能識別技術とは、基本的にはエレメントとしての機能の属性を管理するが、機

器の機能の識別も行う。機能を登録しエレメントの共有化に役立てる。 
 
(2) 操作・制御技術 

操作・制御技術とは、アプリケーション・プログラムによるデバイスの制御と、ユーザ

がデバイスを操作するための対話型インターフェースと、機器同士の相互制御の技術であ

る。また機器間の互換性、機能の拡張を実現する技術である。 
a. 機器制御技術 

機器制御技術とは、ネットワークに接続された機器をアプリケーション・プログ

ラムにより API を介してデバイスを制御する技術である。機器制御プログラムは、

各規格の提唱する API を使用して、Java などの環境に依存しない言語で書かれ、仮

想マシン（Java バイトコードをネイティブコードにインタプリタするソフトウエ

ア）で機器のネイティブコードになり実行される。 

新しい機能は、新しいデバイス自身の ROM などに持ちそれをあらかじめアップロ

ードすることによって取入れられるのが普通であるが、アプリケーション・プログ

ラムのアプレットとして、ダウンロードにより新機能の追加なども可能になる。 
b. 相互運用技術 

相互運用技術とは、機能エレメントや機器制御のエレメント同士の通信を管理す

る技術である。エレメント間の通信は、結果として、ネットワークに接続された機

器同士を相互運用する技術となる。 
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c. ユーザインターフェース技術 
ユーザインターフェース技術とは、ユーザがネットワーク上のデバイスを操作す

るための対話型インターフェースによりデバイスを制御する技術である。具体的に

は GUI と、ユーザがアプリケーション・プログラムの作成を容易にする API である。 

 
(3) ネットワーク技術 

通信を可能にするために、通信資源の予約や確保を自動的に行い伝送路を確保する技術

と、ネットワーク内の情報の送受信、ネットワーク間の情報の送受信を管理する技術であ

る。通信を行った結果の状態の管理を行う。通信伝送路を流れる情報の安全性およびコピ

ープロテクトなどを実現する技術でもある。 
ａ. 通信制御技術 

通信制御技術とは、通信資源の割り付けを行い伝送路の確保などを行いネットワ

ーク上での機器間のデータ転送をする技術である。資源の確保と同時に予約を行う。 
ｂ. ネットワーク間接続技術 

ネットワーク間接続技術とは、プロトコル変換やデータ変換などを行い自ネット

ワークと他ネットワークを接続するための技術である。 
ｃ. ネットワーク管理技術 

ネットワーク管理技術とは、接続された機器状態監視、情報の伝送状態監視、情

報の漏洩防止、不正コピーの防止などを行う技術である。 

 

表 1.1.6 に、ネットワーク家電の技術要素の一覧表を示す。 

 
表1.1.6 ネットワーク家電の技術要素 

技術要素 Ⅰ 技術要素 Ⅱ 

ツリー識別技術 

自動設定・更新技術 

状態認識技術 

接続構成技術 

機能識別技術 

機器制御技術 

相互運用技術 

操作・制御技術 

ユーザインターフェース技術 

通信制御技術 

ネットワーク間接続技術 

ネットワーク技術 

ネットワーク管理技術 
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1.1.7 特許からみた技術の進展 

(1) 接続構成技術 

図 1.1.7-1 に接続構成技術に関する進展を示す。 

ツリー識別の技術では、ツリーの葉の部分である機器を枝で識別する技術の進展がみら

れる。特開昭 61-63132 は部屋やシステムで機器を階層化して枝と識別し、特開平 03-278636

はゲイトウェイで階層化、特開平 11-096131 は動的に部屋で階層化、特開平 09-282263 は

機種名を自身の ROM から読み出しをしている。 

ツリー生成の技術の進展がみられる。特開昭 62-216542 は閉ループを作らないツリー作

成技術であり、特許 3291926 はツリー再生成において前回の構成を維持して利用する技術

である。 

自動設定・更新の技術では、アドレスの自動設定技術の進展が分かる。特公平 06-091539

は固定アドレス機器の接続の自動設定、特開平 02-057091 は自由に端子を選んで接続して

アドレス自動設定技術である。前回のアドレスを利用し接続時間を短くする技術が特許

3396928 で物理アドレスを維持、特許 3246200 で論理アドレスの維持して行う。 

状態認識の技術では、特許 2054732 で障害フラグを立てて状態情報の送信、特開昭

63-263940 で故障などの無応答ノードに対しての状態情報要求の不送信、特開平 02-2247

で自己が確保している資源情報を同報送信、特開平 04-125766 で状態テーブルの更新、特

開平 10-164246 で戸や窓の状態の情報送信、特開 2000-760033 で異プロトコルネットワー

ク機器の状態情報取得の技術が進展している。 

機能識別の技術では、特開平 01-21753 で機能アイコンの読出し、特開平 03-158924 で機

能読出してデータ転送モードの切換、特開平 09-326799 で GUI 機能の読み出し、特開平

10-257075 で機能データベースの読み出し、特開平 11-251093 で分散機能の検索の技術が

進展している。 

 

(2) 操作・制御技術 

図 1.1.7-2 に、操作・制御技術に関する進展を示す。 

機器制御技術では、リモコンなどによる遠隔制御技術の進展が示されている。特開昭

61-293126 で固定電話による家電機器の遠隔制御、特開平 10-136110 で携帯電話とリモコ

ンによる遠隔制御、特開平 10-276478 でリモコンにウエブブラウザの組み込みによる遠隔

制御、特開 2000-224221 でメールによる遠隔制御の技術である。またプリンタなどの機種

選択制御技術の進展もみられる。特許 2752696 で使用頻度によるプリンタの選択、特許

2800280 で複数同時プリンタの制御、特開平 07-271699 では選択機種のドライバーのアッ

プロード、特開 2000-125370 で同一機種の同時選択の回避技術である。さらに特開平

08-019060 ではオブジェクトによる機器制御や特許 3402953 では電力供給制御の技術があ

る。 

相互運用技術では、１つの機器と他の機器での相互制御技術の進展がみられる。特開平

01-205320 で使用中のプリンタが故障したら別のプリンタで代行印刷、特開平 02-072488

でスキャナ・サーバにして共用資源化、実開平 4-023370 で複数スキャナと複数プリンタの

制御、特開平 07-044474 で機器制御オブジェクトの組み合わせによる相互制御、特許

3257895 でスキャナとプリンタでの複合機能化、特開平 11-088865 でデジタル放送のダウ
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ンロードである。 

ユーザインターフェース技術では、GUI 技術の進展がある。特許 2938104 でプリンタの

設置位置の表示、特開平 04-046496 で機器固有のアイコン部品の登録と表示、特開平

05-103376 では表示位置の選択にポインティング入力、特許 3034749 で画像と操作アイコ

ンの重複表示、特許 3016350 でアニメーションによる擬人化したアビターによる操作指示、

特開平 09-149325 は機器固有の GUI の ROM からの読出し、特開平 09-319538 でオブジェク

トによる GUIの生成、特開平 10-149270でネットからの GUIオブジェクトのダウンロード、

特許 3202205 で非 IP 機器の GUI ページの作成技術である。 

 

(3) ネットワーク技術 

図 1.1.7-3 にネットワーク技術に関する進展を示す。 

通信制御技術では、特開平 02-109443 でパソコンやコントローラを介さず AV 機器間での

通信、特許 2999017 でデータ変換中心のゲイトウェイにアドレス制御の付加、特許 3371174

で MPEG 多重のアイソクロナス転送での再生、特許 3348330 で譲られた資源を使用後は譲り

先に返却の技術の進展がみられる。 

ネットワーク間接続技術では、中継技術の進展がみられる。特開昭 62-076343 で選択中

継、特公平 05-088018 で変換中継、特許 3125349 で中継の依頼の技術である。標準規格非

準拠機器の取扱い技術の進展がみられる。特開平 09-121335 でローカル AV 機器の接続、特

開平 10-145420 でアナログ機器の接続、特開 2001-007861 で HAVi 非準拠機器の接続の技術

である。特開平 11-187061 は特定のネットワークに依存せず、統一的なサービス提供環境

を実現するプログラムの登録技術である。 

ネットワーク管理技術では、特開平 03-145846 で故障診断の技術、特開平 09-261550 で

機器の稼動管理の技術である。 
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図 1.1.7-1 接続構成技術に関する進展（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～1990 1993 出願年 

［ツリー識別技術］ 

［自動設定・更新技術］

［状態認識技術］ 

［機能識別技術］ 

★1 

特開昭 61-063132 
84.09.04 

松下電器産業 

 
副情報ネットワークが
設置されている場所ま
たはシステムの名称を
置き､通信パケットの中
のデータ領域のあらか
じめ決められた場所に
副情報ネットワークお
よび端末機器の名称を
置く家庭内情報ネット
ワークシステム。 

特開昭 62-216542 
86.03.18 
日本電気 

 

マネージャは接続され
た端末のアドレスを網
接続装置に知らせ、網接
続装置は受信した情報
のアドレスを調べ、受持
ちのマネージャに対応
した論理的方向付き通
信路に従って受信情報
の方路を決定するルー
ティング方式。 

 

部屋で階層 ツリ―作成 ゲイトウェイで階層 

特開平 03-278636
90.03.28 
日本電気 

 
GW 部相互間の通信では
相互の GW 識別の組み合
わせで情報の順序制御
を行い、GW 部と端末間
の通信では相手端末側
の GW 部の GW 識別と自端
末の GW 内端末識別の組
み合わせで通信する情
報の順序制御を行う通
信制御方式。 

特公平 06-091539 
87.02.12 

松下電器産業 

 
制御装置はシステムに
接続された装置とその
状態を記憶し、入力部で
制御できる端末装置と
その状態を表示し、入力
部からの指示に対して
システム制御装置から
伝送路を介して被制御
装置を制御するホーム
バスシステム。 

特開平 02-057091
88.08.23 

富士通ゼネラル 

 
異なる機器アドレスを
割付けた複数の機器を
入力端子の内の任意の
端子に接続し、機器アド
レスを AV 信号に重畳し
て取り込み、機器アドレ
スにより機器を識別し
て選択用のデータとす
ることを特徴とする AV
スイッチ装置。 

特許 3396928 
93.10.29 
ソニー 

 

ノードの物理アドレス
に基づき新たな論理ア
ドレスを割当て、ノード
の物理アドレスと論理
アドレスとを再度対応
づけて保持し、新たな論
理アドレスに基づきノ
ード間の通信制御を行
うようにする通信シス
テムの制御方法。 

★2 

特許 2054732 
85.03.15 
富士通 

 

情報フォーマットに障
害を示すフラグをセッ
トし、障害部分にフォー
マットのデータ部のビ
ットをセットし、フラグ
のステータスとフォー
マットのデータ部の内
容にて、装置の障害内容
を伝送する障害情報伝
送方法。 

特開昭 63-263940 
87.04.22 
日本電気 

 
パケット通信網より受
信信号が稼動状態情報
信号以外なら、送信元通
信制御装置に対応する
稼動状態情報メモリに
送信可情報を格納し、送
信元通信制御装置に対
応する稼動状態監視カ
ウンタをリセットする
ワーク管理方式。 

特開平 01-021753 
87.07.17 

松下電器産業 

 

機能名一覧表をコマン
ダーに送ったときに、コ
マンダーメモリブロッ
クの旧の機能名一覧表
のメモリ内容を消して、
新機能名一覧表をメモ
リし、同時に直ちにこれ
を機器名の場合と同様
に表示する機能を持つ
音響映像機器。 

特開平 02-002247
88.06.10 

松下電器産業 

 
端末がシステムに必要
な自己の情報を一斉同
報にて伝送路上に送信
するためのコマンドを
設けることを特徴とす
る通信ネットワーク情
報管理方法。 

特開平 04-125766
90.09.18 
富士通 

 
処理実行ノードから、処
理要求ノードに対して、
装置状態を同報で通知
し、この同報通知を受信
した処理要求ノードで
は、テーブル更新処理部
によって、状態管理テー
ブル内の、処理実行ノー
ドの装置状態を更新す
る。 

★3 

固定アドレス 自由アドレス 物理アドレス維持

状態の通知 状態の不通知 資源の通知 状態の更新 

機能アイコン読出 

★4 

特開平 03-158924
89.11.17 

沖電気工業 

 

プリンタ情報保持部は、
上位装置がプリンタ装
置の動作開始時に、プリ
ンタ装置の初期化動作
を実行させるために、初
期化制御信号を出力し
たとき、パラレルデータ
転送路に、プリンタ情報
を出力する。 

機能の識別
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図 1.1.7-1 接続構成技術に関する進展（2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★2 

［ツリー識別技術］ 

［自動設定・更新技術］

［状態認識技術］ 

［機能識別技術］ 

★1 

特許 3291926 
94.07.07 
ソニー 

 
システム全体の接続を
管理する機器がある時
は、第１の手段は制御命
令を管理機器へ送信し
て機器間接続処理を代
行させ、機器が存在しな
い時は、第１の手段は制
御命令を第２の手段へ
送信する電子機器制御
方式。 

特開平 09-282263
96.04.12 
ソニー 

 
通信制御バスで複数の
電子機器を接続し、電子
機器間で情報信号を通
信するシステムにおけ
る電子機器で、電子機器
固有の ID として少なく
とも電子機器の機種情
報を所定の読み出し専
用記憶手段に記憶した
電子機器。 

構成の維持 機種情報の読出 動的部屋の階層

特開平 11-096131
97.09.16 

東芝 

 
接続されたネットワー
クを介して通信を行う
通信手段と、自装置の構
成に関する情報を記憶
する構成情報記憶手段
を持つ通信装置で、構成
情報記憶手段は自装置
の設置位置の情報を動
的に記述する領域を持
つ通信装置。 

特許 3246200 
94.06.24 
ソニー 

 
データ通信中にバスリ
セットが発生した場合
には、保持しておいた接
続情報に基づいて再度
機器間の接続を行うよ
うになし、機器間の接続
情報は接続毎に定めた
ノード ID とプラグ番号
とを含むデータ通信方
法。 

特開平 10-164246
96.12.04 

松下電器産業 
 
機器の動作状況を検出
し無線で送信し、信号を
解析し、動作状況によ
り、ホームページを変更
し、ホームページを電話
回線からのアクセスに
対して公開するための
ＷＷＷサーバーを備え
た機器情報管理装置。

特開平 09-326799
96.06.04 
ソニー 

 
第１の電子機器よりメ
モリ手段を有する第２
の電子機器に固有情報
を要求するコマンドが
送信されるとき、第２の
電子機器はメモリ手段
より固有情報を読み出
して第１の電子機器に
レスポンスとして返信
する。 

特開 2000-076033 
98.09.03 
リコー 

 
接続された被管理装置
において使用されるプ
ロトコル情報を取得す
るプロトコル情報取得
手段と、取得されたプロ
トコル情報を用いて被
管理装置の状態情報を
取得する状態情報取得
手段と、を持つ周辺機器
管理システム。 

★3 

論理アドレス維持 

住居の状態 異プロトコル機器の状態 

機能アイコン読出

★4 

特開平 11-252093 
98.02.27 
ソニー 

 
記憶手段に記憶されて
いる他の機器の機能を
検索する検索手段と、検
索手段による検索結果
を、ネットワークを介し
て検索を要求してきた
機器に送信する送信手
段とを備える情報処理
装置。 

分散機能の検索 

特開平 10-257075
98.09.25 
シャープ 

 
通信部は対応する機能
に関連する複数の機能
情報を格納する機能情
報格納部を有し、通信方
法は通信部において、パ
ケットを用いて複数の
機器のそれぞれに、機能
情報格納部に格納され
た複数の機能情報を問
い合わせる。 

機能の集中管理

1996 出願年 1994 1997 1998 
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図 1.1.7-2 操作・制御技術に関する進展（1/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～1990 1991 出願年 

［機器制御技術］ 

［相互運用技術］ 

［ユーザインターフェース技術］ 

★1 

特開昭 61-293126 
85.06.19 

松下電器産業 
 
この操作信号発生装置
の赤外線あるいは電波
信号により電気機器を
作動させると共に、この
電気機器の動作確認情
報を通電検知装置を介
して遠隔操作装置に返
答するようにした遠隔
操作装置。 

特許 2752696 
89.06.06 
富士通 

 
ローカルプリンタに関
する情報を記憶するメ
モリとリモートプリン
タに関する情報を記憶
するメモリから読出し
た全てのプリンタリス
トを通知し、リストの中
から使用するプリンタ
を選択してプリントジ
ョブを発行する。 
 

電話による遠隔制御 プリンタ選択制御 複数プリンタ制御

特許 2800280 
89.06.27 
日本電気 

 
出力プリンタの指定手
段と、指定されたプリン
タへ受信データを分配
するセレクタと、受信デ
ータを畜えるバッファ
メモリと、メモリと一対
一に対応する同時動作
可能なプリンタへの出
力部を有するプリンタ
サーバ。 

特開平 01-205320 
88.02.12 
日本電気 

 
異常報告があった時、記
憶されている装置状態
を参照し使用可能状態
にある印刷装置を任意
に選択し、異常報告の印
刷装置に代わりに新た
に選択した印刷装置を
切り替える印刷装置切
替手段とを有する印刷
装置制御方式。 

特開平 02-072488
88.09.08 

富士ゼロックス 

 
補助手段はイメージデ
ータを入力するデータ
入力手段と接続され、デ
ータ入力手段と、入力し
たイメージデータを処
理するデータ処理手段
と、処理されたデータを
記憶する記憶手段とを
持つ情報処理システム。

実開平 04-023370
90.06.15 
リコー 

 
複数のスキャナと、複数
のプリンタと、スキャナ
にて読取った画像信号
の特徴を判定すると共
に判定結果に基づいて
複数のプリントの 1 つ
を複数を選択し読取っ
た画像信号を出力する
制御部とを備えた画像
処理装置。 

★2 

特許 2938104 
89.11.08 

日立製作所 

 
各共有プリンタの設置
位置を利用者に示し、情
報処理装置の表示画面
上で、共有プリンタを表
現する図形または文字
列を利用者が直接指示
することにより、当該共
有プリンタへの出力を
指示する共有資源管理
方法。 

特開平 04-046496
90.06.13 

松下電器産業 

 
機器制御アイコンの表
示位置、形状、大きさお
よび表示色からなる情
報を伝送して登録し、コ
ントローラは登録され
たアイコンを表示部に
表示し、アイコンが指示
選択された場合、表示制
御シーケンスで表示す
る。 

★3 

代行プリント スキャナサーバ 複合機能 

設定位置の表示 GUI の登録

特開平 05-108283
91.10.21 
リコー 

 

発行場所判別手段によ
りコンピュータの位置
を判別し、最適プリンタ
選別手段により。コンピ
ュータに最も近いプリ
ンタを選択する。 

最適プリンタ選択

特開平 05-103376
91.10.11 
ソニー 

 
被制御機器中のビデオ
機器の表示手段に X-Y
情報入力手段を用いて
各種機能を表示させて
遠隔制御する様に成し
たことを特徴とする遠
隔制御装置。 

ポインティング入力
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図 1.1.7-2 操作・制御技術に関する進展（2/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［機器制御技術］ 

［相互運用技術］ 

［ユーザインターフェース技術］ 

★4 

ドライバのアップロード

特開平 07-271699
94.03.31 
キヤノン 

 
周辺装置の制御情報の
記憶手段と、制御情報を
情報処理装置へ転送す
る手段と、制御情報に基
づいて情報処理装置が
生成した制御データを
受信する手段と、受信し
た制御データに対応す
る制御を行う手段とを
備える。 

特開平 07-044474 
93.07.30 
キヤノン 

 
オブジェクトデータに
基づいて周辺機器を操
作するための操作画面
を表示し、コントローラ
側における操作画面に
基づく操作に応じて、オ
ブジエクトを介してコ
ントローラ側の指令を
通信回線に出力し周辺
機器を制御する。 

特許 3257895 
94.04.01 
キヤノン 

 
原稿画像の読み取り開
始の指示が指示手段に
よりされるのに従って、
スキャナまたはスキャ
ナプリンタから入力さ
れた原稿画像情報を、指
定された転送先に転送
する手段を有するスキ
ャナプリンタサーバー
システム。 

★5 

特許 3034749 
94.01.26 
シャープ 

 
表示された操作キーを
透過型パネルを介して
押し、押された操作キー
に対応する機器の制御
を行い、画面表示される
操作キーの入力領域を
輪郭線で表示するキー
表示手段を持つホーム
コントロールシステム
の表示操作装置。 

特許 3016350 
95.04.27 
日本電気 

 
メッセージを合成音声
により通知するエージ
ェント通知手段と、家電
AP の制御を擬人化され
たエージェントのアニ
メーションで表示する
表示手段と、ユーザから
の応答を音声認識によ
り入力する応答入力手
段を備える。 

★6 

オブジェクトによる相互制御 スキャナの共用

加増の重複表示 アバダーキャラク

特開平 08-019060
94.06.29 
三菱電機 

 
AV 機器が AV 機器制御ネ
ットワークから切り放
されたときは、AV 機器
制御装置内の処理装置
に書き込まれている切
離された AV 機器の制御
オブジェクトを削除す
るように構成されてな
る AV 機器制御システ
ム。 

オブジェクトによる制御 

特開平 09-149325
95.11.21 
ソニー 

 
テレビジョン受像機に
接続されている AV 機器
は、独自のグラフィック
表示データを、テレビジ
ョン受像機の要求に応
じてテレビジョン受像
機に転送するようにし
たグラフィック表示デ
ータ分散型 AV システ
ム。 

GUI の読出

1995 出願年 

★1 

★2 

★3 

1993 1994 
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図 1.1.7-2 操作・制御技術に関する進展（3/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［機器制御技術］ 

［相互運用技術］ 

［ユーザインターフェース技術］ 

双方向リモコン

特開平 10-276478
97.03.31 

東芝 

 
情報の表示および家電
機器の制御を行うリモ
コンと、リモコンと情報
の授受を行い、リモコン
からの情報を記憶し、各
種動作をリモコンから
の指示により行い、作動
状態においては作動状
態の情報をリモコンに
伝達する。 

特開平 11-088865
97.09.12 

日本ビクター 

 

チューナユニットから
送信されたデジタル信
号を蓄積すると共に、ク
ライアントユニットか
らの制御要求により、映
像を含むデジタル信号
をネットワークに送出
するサーバユニットを
備えた分散型ホームネ
ットワーク。 

特開平 10-136110 
96.10.28 

東芝 

 
一般住宅の外部の通信
手段により該一般住宅
内に設置された被制御
機器の制御を可能にす
る親機と子機と共に、リ
モコンから被制御機器
を制御可能にした家庭
内情報システム。 

特開平 09-319538 
96.05.30 
三菱電機 

 
ユーザの操作を検出し
画面表示を制御する各
種オブジェクトからな
る表示オブジェクトと、
各種オブジェクトで使
用される物理的なデー
タを表示オブジェクト
から分離して独立させ
たデータオブジェクト
とを有する GUI。 

特開平 10-149270
97.10.16 

ヒューレット 
パッカード(米国)

 
装置用の UI 機能を備え
るウェブページを生成
するウェブサーバと、ウ
ェブブラウザのユーザ
がウェブページを通じ
て装置用の UI 機能にア
クセスできるようなブ
ラウザによってウエブ
ページへのアクセスを
可能にする。 

デジタル放送からのダウンロード

3 者間の相互制御

GUI オブジェクト 組込みウェブブラウザ  

特開 2000-125370
98.10.19 

松下電器産業 

 
制御装置は、通信手段と
入力手段と表示手段と
から構成され、入力手段
からの信号を通信手段
から出力し、通信手段で
受信した画像を表示手
段に表示し、GW の通信
手段と通信手段の間で
通信を行う遠隔制御シ
ステム。 

制御機器の選択 

特許 3202205 
99.05.06 

三星電子(韓国) 
 
支援しないデバイスで
あればクライアントが
定めたアドレスをもた
らす処理段階と、ウエブ
ブラウザでアドレスを
配列して複数個のデバ
イスを示すためのデバ
イスページを生成する
段階を持つデバイスペ
ージの生成方法。 

非 IP 機器の GUI ページ作成

1996 1999 出願年 

★4 

★5 

★6 

1997 1998 

特開 2000-224221
99.01.28 

カシオ計算機 

 
電子メールのフォーム
の特定フィールドに指
定されたリクエストに
応じたコマンドの設定
手段と、設定された特定
フィールドを含む電子
メールフォームを生成
し、生成されたフォーム
をサーバへ送信する送
信手段とを持つ。 

特許 3402953 
96.09.13 

東芝 

 
電機機器の使用電力情
報の収集手段と、この情
報を基にあらかじめ定
められた許容電力量の
範囲内で供給できるか
判断を行う。 

メールによる遠隔制御電力供給制御 
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図 1.1.7-3 ネットワーク技術に関する進展（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

～1990 1991 出願年 

［通信制御技術］ 

［ネットワーク間接続技術］ 

［ネットワーク管理技術］ 

★1 

特開平 02-109443
88.10.18 
三洋電機 

 
AV 信号と制御信号に分
離する分離手段と、AV
信号を自己の信号処理
部またはデータ作成手
段の一方へ切り換え接
続する制御手段と、他の
AV 機器からのデータを
受信して分離手段へ送
出する通信インターフ
ェースを持つ。 

AV 機器の相互通信

特開昭 62-076343 
85.09.27 
三菱電機 

 
第 1 の媒体と第 2 の媒体
に通信可能な通信機構
を持ち、ホームコントロ
ーラからの信号を第 1の
媒体または第 2の媒体の
いずれかに接続された
端末機器に選択的に中
継送信する中継制御装
置を備えている通信制
御装置。 

特公平 05-088018
86.03.20 
三菱電機 

 
中継信号がテキスト情
報のとき伝送フレーム
内のデータを透過的に
中継し、制御情報のとき
伝送フレーム内のデー
タを圧縮または伸長し
た後中継し、中継信号の
種別を検出し中継回路
を切替手段を持つ情報
伝送システム。 

特許 3125349 
91.09.13 

富士ゼロックス 

 
決定手段により決定さ
れた最適なルートが提
供できない場合、決定し
た最適なデータ伝送ル
ートが提供可能な他の
管理装置へのルーティ
ング情報を中継を依頼
した終端装置に送信す
る送信手段を持つネッ
トワークシステム。 

★2 

特開平 03-145846
89.11.01 

日立製作所 

 
障害発生検知部位の障
害状況を時々刻々格納
するためのテーブルで
ある障害状況格納テー
ブルに格納し、障害状況
格納テーブルと障害ス
テータステーブルとの
比較処理によって障害
診断を行う障害診断方
法。 

★3 

選択中継 変換中継 中継の依頼

故障診断

1992 

特許 2999017 
91.06.25 

積水化学工業 

 
GW のアドレスを検索し
て特定する機能と、それ
を相手アドレスに指定
し、制御信号の相手アド
レスを相手サブアドレ
スとする制御信号をホ
ームバス上に送出する
パケット変換機能を有
するホームバスコント
ロール装置。 

特許 3371174 
94.09.22 
ソニー 

 
抽出された PCR に基づ
いてデコーダを動作さ
せるための基準となる
クロック信号を作成す
る手段と、受信したパケ
ットから単一の PLL に
よりデコーダを動作さ
せる基準となるクロッ
ク信号が生成される。

GW のアドレス制御 多重 MPEG のアイソクロナス転送
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図 1.1.7-3 ネットワーク技術に関する進展（2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1996 1998 出願年 

［通信制御技術］ 

［ネットワーク間接続技術］ 

［ネットワーク管理技術］ 

★1 

特許 3348330 
95.04.21 
ソニー 

 
電子機器は、他の電子機
器がバスへデータを出
力することを停止させ
その識別情報を記憶し、
使用してたチャンネル
でデータ出力し、出力を
停止したら識別情報が
示す電子機器に対して
出力を許可するコマン
ドを送信する。 

資源の解放

特開平 09-121335 
95.10.26 

松下電器産業 

 
ローカル映像情報端末
とホームサーバの間で
送受信をするストリー
ムを有線伝送手段にて
伝送し、操作信号をロー
カル映像情報端末に備
える携帯リモートパッ
ドを用いた無線通信手
段にて伝送し指示する。 

特開平 10-145420
96.11.12 
ソニー 

 
第１のシステムのデジ
タル機器は第２のシス
テムのアナログ機器を
制御するための制御信
号を変換機器に送り、制
御信号のフォーマット
を変換してアナログ機
器に送る異なるシステ
ムに接続された機器の
制御方法。 

特開平 11-187061
98.04.30 

東芝 

 
単一アドレス空間にマ
ップされたレジスタの
操作を行う通信手段と、
自装置に関する構成情
報を記憶する構成情報
記憶手段で、構成情報記
憶手段には、自装置上で
稼動するサービスに関
する情報を動的に記述
する通信装置。 

★2 

特開平 09-261550
96.03.27 
ソニー 

 
AV 機器、制御機器をディ
ジタルバスを介して相
互に接続した AV 機器の
稼働管理システムであ
って、制御機器は、相互
に接続した AV 機器の稼
働状況の管理を行う AV
機器の稼働管理システ
ム。 

★3 

無線中継 アナログ機器の接続 構成情報の動的記述

稼動管理

1999 1995 

特開 2001-007861 
99.06.24 

松下電器産業 

 
仮想デバイスのアドレ
スと第２のネットワー
クからアクセスするた
めの IP 識別子対応管理
手段を備え、第２のネッ
トワークに接続された
機器と、第１のネットワ
ークに接続された機器
との通信を可能とする
GW 装置。 

非準拠機器の接続
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1.1.8 ネットワーク家電の市場 

ネットワーク家電が、具体的な最終製品として市場に姿を現したのはごく最近である。 

第 2 章で企業別に紹介しているが、現在ネットワーク家電に該当する製品としては、ネッ

トワーク機能を付加した白物家電（洗濯機、冷蔵庫、電子レンジ、エアコン）、テレビや

DVD プレーヤ等の AV 機器、セキュリティ機器（監視カメラシステム）等が挙げられる。加

えて、ネットワーク機能を付加したカーナビや事務機（デジタル複合機）も広い意味では

含めることができる。 

現在は、これらの製品のうち一部の機種がネットワーク機能を搭載しているが、今後は

搭載機種が拡大するとともに、これら以外のさまざまな製品にネットワーク機能が付加さ

れていくことが考えられる。したがって、市場は極めて広大といえる。参考として、表 1.1.8

に現在該当する製品の市場規模を示した（ネットワーク機能がまだ付いていない機種も含

めた機器全体の市場規模）。 

さらに、現在、携帯電話向けのコンテンツサービスが一部有料となって市場を形成して

いるのと同様に、ネットワーク家電向けのサービスそのものがビジネスとなり市場を形成

することが考えられる。（例えば、ネットワーク白物家電である電子レンジ向けに提供され

ているレシピ情報が、有料の独立サービスとなっていくなど。） 

 

表 1.1.8 ネットワーク家電の対象製品の国内市場規模 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2001年 2002年 2001年 2002年

電気洗濯機 4,520 4,081 197,138 166,565

電気冷蔵庫 4,793 4,198 402,232 322,953

電子レンジ 3,696 3,563 80,313 67,760

エアコン　（車などの輸送機用を除く） 20,018 15,601 1,134,015 953,671

テレビ　（液晶タイプを含む） 10,303 9,541 564,955 627,530

DVDプレーヤ 1,709 3,379 66,467 132,326

ステレオセット 2,915 2,945 104,775 86,873

デジタルオーディオディスクプレーヤ 19,767 17,940 256,691 244,924

カーナビ 2,479 3,040 260,549 307,165

デジタル複合機　（モノクロとフルカラー） 550 590 288,503 311,020

国内販売台数（千台） 国内販売金額(百万円）

（出典：経済産業省「機械統計年報」
　　　　　DVDプレーヤは、(社）電子情報技術産業協会「日本の電子情報技術産業」
　　　　　デジタル複合機は、（社）ビジネス機械・情報システム産業協会「事務機械の出荷実績」）

白
物
家
電

A
V
機
器

他
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● 国際特許分類(IPC)によるアクセス 

ネットワーク家電に関する技術は、国際特許分類（IPC）では、G06F：電気的デジタル

データ処理と、H04L：デジタル情報の伝送と、H04Q：選択、のサブクラスに分類されてい

る。 

ネットワーク家電技術は、IPCメイングループで、下記に分類されている。 

 G06F13/00,357 共通の転送媒体を介した情報転送 

 G06F3/00,601  入力装置または出力装置と組み合わせてユーザインター

フェースとなす機構 

 H04L12/28  バスの構成に特徴のあるもの 

 H04Q9/00,301 呼び出し方式またはその他の呼び出し方式に共通する事項 

  

● ファイル・インデックス(FI)によるアクセス 

ネットワーク家電に関する技術は、以下のファイル・インデックス（FI）によってアク

セスができる。 

  G06F13/00,357A バス伝送路（ネットワークに接続された情報家電の管理制 

    御；HAVi、EchoNet等） 

 H04L12/28,100H ホーム（家庭用・IEEE1394）ネットワーク 

 H04Q9/00,301D ホームコントロール用 

 H04Q9/00,301E 音響・映像装置用 

  

● Fターム(FT)によるアクセス 

ネットワーク家電に関する技術は、以下のFターム（FI）によってアクセスができる。 

  G06F3/00,601 関連 

 5E501AA19  デジタル計算機のUI；家電 

5E501AA20  デジタル計算機のUI；AV機器 

5E501AA21  デジタル計算機のUI；ホームオートメーション 

5E501AA07  デジタル計算機のUI；テレビ 

5E501AB08  デジタル計算機のUI；セットトップボックス 

  H04L12/28,100 関連 

 5K032BA01  小規模ネットワーク２；家庭用 

 5K033BA01  小規模ネットワーク３；家庭用 

H04Q9/00,301関連  

 5K048BA02  選択的呼出装置（遠隔制御）；AV機器 

 5K048BA07  選択的呼出装置（遠隔制御）；照明装置 

 5K048BA08  選択的呼出装置（遠隔制御）；空調装置 

 5K048BA12  選択的呼出装置（遠隔制御）；ホームオートメーション 

 5K048BA13  選択的呼出装置（遠隔制御）；電話網による遠隔制御 

1.2 ネットワーク家電技術の特許情報へのアクセス 
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 5K048BA14  選択的呼出装置（遠隔制御）；風呂・給湯器 

 

● キーワードによるアクセス 

ネットワーク家電の技術に用いられるキーワードまたはフリーワードとしては、以下の

ものがある。 

 ネットワーク家電、ネット家電、ホームネットワーク、ホームサーバー 

 HAVi、EchoNet、UPnP、JiNi、Salutation 

 プラグアンドプレイ、トポロジー、接続構成 

  

● 技術別のアクセス例 

ネットワーク家電を構成する技術にアクセスする場合、それらの技術を分類している

IPC、FI、FTを選択して、それらを母集合として、各技術を表すキーワードを用いて、ア

クセスをする方法がある。表1.2に、ネットワーク家電の技術別のアクセスの参考例を示

す。 

 

表 1.2 ネットワーク家電の技術別のアクセス例 

技術 使用 FI や F ターム 

接続構成技術  G06F13/00,357A 

機器制御技術と相互運用技術 H04Q9/00,301D 

H04Q9/00,301E 

5K048BA02 

5K048BA07 

5K048BA08 

5K048BA012 

5K048BA13 

5K048BA14 

操作・制御技術 

ユーザインターフェース技術 5E501AA19 

5E501AA20 

5E501AA21 

5E501AA07 

5E501AB08 

ネットワーク技術  H04L12/28,100H 

5K032BA01 

5K033BA01 
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1.3.1 ネットワーク家電の技術開発活動 

図1.3.1-1に、ネットワーク家電技術に関する出願人数-出願件数推移を示す。1995年ま

では出願件数が100件以下、出願人数も25社程度であったが、映像のリアルタイム転送可

能なIEEE1394規格が95年に制定され、96年以降出願人、出願件数とも増加傾向を示してい

る。この５年で出願人、出願件数ともに５倍に拡大し、2000年には、出願件数490件、出

願人数115社に達した。 

 

図1.3.1-1 ネットワーク家電に関する出願人数-出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1.3.1に、ネットワーク家電に関する出願件数の多い出願人の出願件数推移を示す。

この分野での出願の多い企業として、キヤノン、リコー、富士ゼロックス、セイコーエプ

ソン、ヒューレットパッカード、コニカミノルタなどの事務機器や光学メーカー、ソニー、

松下電産、シャープ、三洋電機、日本ビクターなどのAV機器メーカー、東芝、日立製作所、

日本電気、三菱電機、富士通などの通信機器や情報機器のメーカーである。 

上位のキヤノン、ソニーと松下電器産業は93年頃から本格開発しているのに対し、下位

の東芝、リコー、シャープ、日立製作所は96年から97年にかけて本格的開発を始めている。

キヤノンとソニーは98年から01年にかけて毎年50から100件の集中的な出願がなされた。 

 

図1.3.1-2に、ネットワーク家電に関する技術要素別の出願件数比率を示す。 

91年１月以降に出願され03年７月までに公開されたネットワーク家電に関する出願は

2,219件で、この中に、操作・制御技術に関するものが939件（42％）、ネットワーク技術

に関するものが846件（38％）、接続構成技術に関するものが434件（20％）含まれている。 

1.3 技術開発活動の状況
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表1.3.1 ネットワーク家電に関する出願件数の多い出願人の出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.3.1-2 ネットワーク家電に関する技術要素別の出願件数比率 

 

 

 

 

 

 

 

図1.3.1-3に、ネットワーク家電に関する技術要素別の出願件数推移を示す。当初３つ

の技術要素は大きな差異はなく増加傾向で推移し、現在もネットワーク技術はその傾向が

続いている。一方、接続構成技術は98年以降安定傾向になり、操作・制御技術も00年以降

安定傾向になっている。 

 

図1.3.1-3 ネットワーク家電に関する技術要素別の出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

100

200

300

400

500

91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01

出願年

出
願

件

数

ネットワーク家電技術(全体)

接続構成技術

操作・制御技術

ネットワーク技術

91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 合計

1 キヤノン 10 15 5 11 48 104 76 107 56 432

2 ソニ－ 3 4 18 16 9 19 21 51 52 51 62 306

3 松下電器産業 5 3 14 14 14 12 14 37 44 27 42 226

4 東芝 3 2 3 15 17 19 20 34 20 133

5 リコ－ 1 3 9 10 9 12 8 27 13 92

6 シャ－プ 1 4 3 3 1 5 8 13 29 19 86

7 日立製作所 2 2 2 4 5 11 5 10 9 20 70

8 松下電工 1 3 4 4 1 7 4 4 2 12 7 49

9 三洋電機 2 2 1 2 2 5 8 18 40

10 日本電気 1 3 1 2 1 4 5 8 8 3 36

11 三星電子（韓国） 6 7 8 5 10 36

12 富士ゼロックス 1 3 1 3 4 9 3 9 2 35

13 セイコ－エプソン 1 3 15 6 5 30

14 三菱電機 3 1 2 1 2 2 2 2 3 11 29

15 日本ビクタ－ 1 2 4 1 4 9 6 27

16 コニカミノルタホ－ルディングス 1 6 3 1 8 8 27

17 ヒュ－レットパッカ－ド（米国） 2 6 3 6 7 2 26

18 富士通 3 2 2 2 2 2 1 3 6 23

19
コ－ニンクレッカ　フィリップス　エレクトロ
ニクス（オランダ）

1 1 10 5 1 1 19

20 ソニ－　エレクトロニクス（米国） 3 12 3 1 19

年次別出願件数
出願人

接続構成技術
19.6%

操作・制御技術
42.3%

ネットワーク
技術

38.1%

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 
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1.3.2 接続構成技術 

図1.3.2-1に、接続構成技術に関する出願人数-出願件数推移を示す。 

接続構成技術は98年をピークに出願人、出願件数ともほぼ安定した傾向が続いている。 

 

図1.3.2-1接続構成技術に関する出願人数-出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.3.2-2に、接続構成技術に関する技術別の出願件数推移を示す。接続構成技術の内、

ツリー識別技術は出願件数が最も多く約４割を占め、96年から増加傾向であったが99年を

ピークに安定傾向にある。残りの３技術要素は98年頃をピークに安定傾向にある。 

 

図1.3.2-2 接続構成技術に関する技術別の出願件数推移 
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表1.3.2に、接続構成技術に関する出願件数の多い出願人の出願件数推移を示す。キヤ

ノンは97年以降出願件数が増加し特に98年は34件と集中している。ソニーは98年以降10件

近い高水準を維持している。松下電器産業は99年に17件と集中して出願されている。 
 

表1.3.2 接続構成技術に関する出願件数の多い出願人の出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3.3 操作・制御技術 

図1.3.3-1に、操作・制御技術に関する出願人数-出願件数推移を示す。操作・制御技術

は、95年に一時停滞したが全体として出願人、出願件数とも増加していたが、00年をピー

クに01年より安定傾向に入りつつある。 
 

図1.3.3-1 操作・制御技術に関する出願人数―出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図1.3.3-2に、操作・制御技術に関する技術別の出願件数推移を示す。機器制御技術は

全体として増加傾向で推移している。ユーザインターフェース技術は増加傾向で推移して

きたが、99年をピークに安定傾向に入った。相互運用技術は98年をピークに安定傾向に

入った。 
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出願人数

出
願

件

数

91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 合計

1 キヤノン 1 2 1 2 10 34 20 32 17 119

2 ソニ－ 3 5 3 1 3 1 8 6 7 11 48

3 松下電器産業 1 1 1 2 4 2 3 3 17 4 9 47

4 東芝 2 4 4 2 2 4 2 20

5 リコ－ 2 6 4 7 1 20

6 シャ－プ 2 2 1 2 2 3 12

7 セイコ－エプソン 7 1 2 10

8 ソニ－　エレクトロニクス（米国） 1 9 10

9 日本電気 2 2 1 2 2 9

10 日立製作所 2 1 1 2 1 2 9

11 三洋電機 2 1 1 4 8

12 富士ゼロックス 1 2 2 2 1 8

13 コニカミノルタホ－ルディングス 1 4 2 7

14 三星電子（韓国） 2 2 1 1 6

15 松下電工 1 1 2 1 1 6

16 ヤマハ 1 1 2 1 5

年次別出願件数
№ 出願人
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図1.3.3-2 操作・制御技術に関する技術別の出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1.3.3-1に、操作・制御技術に関する出願件数の多い出願人の出願件数推移を示す。

キヤノンが、ソニーの２倍の出願を行っており、特に98年から00年に集中的に出願されて

いる。ソニーは99年から01年に集中的に出願されている。 

 

表1.3.3-1 操作・制御技術に関する出願件数の多い出願人の出願件数推移 
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出願年

出
願

件

数

機器制御技術

相互運用技術

ユーザインターフェース技術

91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 合計

1 キヤノン 8 12 3 9 17 38 45 43 22 197

2 ソニ－ 1 7 8 6 6 9 7 29 18 26 117

3 松下電器産業 4 6 8 2 6 5 19 10 10 10 80

4 東芝 3 8 9 7 17 5 49

5 リコ－ 1 3 9 10 5 4 3 8 4 47

6 シャ－プ 1 2 3 2 3 4 6 14 9 44

7 日立製作所 1 1 2 4 6 2 3 4 7 30

8 富士ゼロックス 1 1 2 4 7 1 4 2 22

9 三星電子（韓国） 4 5 6 1 4 20

10 三洋電機 1 1 2 2 3 4 6 19

11 松下電工 2 4 1 2 2 1 1 3 2 18

12 セイコ－エプソン 1 3 6 3 2 15

13
インタ－ナショナル　ビジネス　マシ－ンズ
（米国）

3 2 3 1 1 2 12

14 ヒュ－レットパッカ－ド（米国） 1 1 2 4 3 1 12

15 日本ビクタ－ 1 1 3 1 4 2 12

16 日本電気 1 1 2 4 1 3 12

17 三菱電機 1 1 2 2 1 1 3 11

18 コニカミノルタホ－ルディングス 5 3 1 1 10

19
コ－ニンクレッカ　フィリップス　エレクトロ
ニクス（オランダ）

1 5 3 1 10

20 エルジ－電子（韓国） 4 3 1 8

21 ケンウッド 2 3 3 8

22 富士通 1 1 2 1 2 1 8

23 カシオ計算機 1 1 1 4 7

24 トムソン　マルチメディア（フランス） 2 4 1 7

25 ソニ－　ＩＮＴＥＲＮ　ヨ－ロツパ（ドイツ） 2 1 2 1 6

26 アルパイン 2 3 5

27 オリンパス 1 3 1 5

28 ソニ－　エレクトロニクス（米国） 1 2 2 5

29 東芝キャリア 2 1 2 5

年次別出願件数
№ 出願人
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表1.3.3-2に、機器制御技術に関する出願件数の多い出願人の出願件数推移を示す。キ

ヤノンとソニーはほぼ同数の60件強の出願である。キヤノンは00年に19件、01年に12件の

集中的な出願がされ、ソニーは99年に15件、01年に15件の集中的な出願がされた。 
 

表1.3.3-2 機器制御技術に関する出願件数の多い出願人の出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1.3.3-3に、相互運用技術に関する出願件数の多い出願人の出願件数推移を示す。キ

ヤノンの出願が61件と多く、98年は19件と集中的に出願された。 
 

表1.3.3-3 相互運用技術に関する出願件数の多い出願人の出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

表1.3.3-4に、ユーザインターフェース技術に関する出願件数の多い出願人の出願件数

推移を示す。キヤノンの出願が最も多く、特に99年に31件、00年に16件と集中的に出願さ

れている。ソニーは99年に12件と集中的な出願がされた。 
 

表1.3.3-4 ユーザインターフェース技術に関する出願の多い出願人の出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 合計

1 キヤノン 3 8 3 2 10 5 19 12 62

2 ソニ－ 1 2 3 4 2 4 5 15 10 15 61

3 松下電器産業 4 2 2 2 1 8 5 6 6 36

4 東芝 2 7 3 3 8 3 26

5 シャ－プ 1 1 1 1 1 1 6 6 18

6 リコ－ 1 3 3 1 3 5 1 17

7 三洋電機 1 2 1 1 1 5 11

8 日立製作所 1 1 1 2 4 9

9 日本電気 1 2 3 1 2 9

10 富士ゼロックス 1 3 1 1 1 7

11 松下電工 1 2 1 2 1 7

12 日本ビクタ－ 1 1 3 5

13 セイコ－エプソン 4 1 5

№
年次別出願件数

出願人

91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 合計

1 キヤノン 5 2 1 3 9 19 9 8 5 61

2 リコ－ 1 2 9 7 1 1 2 1 24

3 ソニ－ 2 1 2 2 2 4 13

4 日立製作所 1 2 3 2 2 1 11

5 東芝 1 4 3 2 10

6 シャ－プ 1 3 4 1 9

7 富士ゼロックス 1 1 3 2 1 1 9

8 松下電器産業 1 1 1 1 1 1 6

№
年次別出願件数

出願人

91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 合計

1 キヤノン 2 2 3 6 9 31 16 5 74

2 ソニ－ 3 5 2 3 3 2 12 6 7 43

3 松下電器産業 4 7 3 3 10 4 3 4 38

4 シャ－プ 1 1 2 1 2 2 2 4 2 17

5 三星電子（韓国） 2 4 6 1 13

6 東芝 1 2 1 7 2 13

7
インタ－ナショナル　ビジネス　マシ－ンズ
（米国）

3 2 3 1 1 10

8 日立製作所 1 1 2 2 2 2 10

9 松下電工 2 4 1 1 1 9

10 セイコ－エプソン 1 2 2 1 2 8

11 三菱電機 1 2 2 1 1 7

12 コニカミノルタホ－ルディングス 4 1 1 6

13 ヒュ－レットパッカ－ド（米国） 1 1 1 2 1 6

14 富士ゼロックス 1 1 2 2 6

15 リコ－ 1 2 1 2 6

16 三洋電機 1 1 1 1 1 5

№
年次別出願件数

出願人
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1.3.4 ネットワーク技術の開発活動 

図1.3.4-1に、ネットワーク技術に関する出願人数-出願件数推移を示す。95年以降出願

人、出願件数とも増加傾向を続けている。 

図1.3.4-1 ネットワーク技術に関する出願人数-出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.3.4-2に、ネットワーク技術に関する技術別の出願件数推移を示す。通信制御技術

は、1998年をピークに安定傾向になっている。ネットワーク間接続技術の出願は増加傾向

を続けている。これまでの出願が最も少なかったネットワーク管理技術の出願は、00年に

急増した。 
 

図1.3.4-2 ネットワーク技術に関する技術別の出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

表1.3.4-1に、ネットワーク技術に関する出願件数の多い出願人の出願件数推移を示す。

ソニー、キヤノン、松下電器産業と東芝の４社で、全体の50％を占めている。 
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表1.3.4-1 ネットワーク技術に関する出願件数の多い出願人の出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1.3.4-2に、通信制御技術に関する出願件数の多い出願人の出願件数件数推移を示す。

ソニーが最も多い出願をしているが、98年をピークに減少している。２位のキヤノンと３

位の松下電器産業も98年をピークに減少している。 
 

表1.3.4-2 通信制御技術に関する出願件数の多い出願人の出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 
 

表1.3.4-3に、ネットワーク間接続技術に関する出願件数の多い出願人の出願件数推移

を示す。松下電器産業、ソニー、東芝とキヤノンが20件台の出願である。 
 

表1.3.4-3 ネットワーク間接続技術に関する出願件数の多い出願人の出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 合計

1 ソニ－ 3 6 5 2 10 11 36 17 26 25 141

2 キヤノン 1 1 1 21 32 11 32 17 116

3 松下電器産業 2 7 4 8 4 6 15 17 13 23 99

4 東芝 3 3 8 5 8 11 13 13 64

5 日立製作所 1 2 1 4 3 5 4 11 31

6 シャ－プ 1 1 3 5 13 7 30

7 松下電工 1 1 2 1 5 1 1 1 8 4 25

8 リコ－ 2 2 1 12 8 25

9 日本電気 1 1 1 2 1 2 7 15

10 三菱電機 2 1 1 1 3 6 14

11 三洋電機 1 4 8 13

12 日本ビクタ－ 4 5 3 12

13 富士通 2 1 1 1 1 5 11

14 コニカミノルタホ－ルディングス 1 3 6 10

15 三星電子（韓国） 1 4 5 10

16 ヒュ－レットパッカ－ド（米国） 1 5 1 2 1 10

17 トムソン　ライセンシング（フランス） 6 1 7

18 日本電信電話 2 2 3 7

19
コ－ニンクレッカ　フィリップス　エレクトロ
ニクス（オランダ）

2 2 1 5

20 セイコ－エプソン 2 2 1 5

23 ダイキン工業 1 2 2 5

21 東芝キャリア 2 2 1 5

22 富士ゼロックス 1 4 5

№
年次別出願件数

出願人

91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 合計

1 ソニ－ 3 6 5 2 4 7 29 9 14 11 90

2 キヤノン 12 18 5 5 6 46

3 松下電器産業 1 2 4 4 3 12 7 3 8 44

4 東芝 2 2 3 1 1 5 2 7 23

5 シャ－プ 2 2 3 2 9

6 日本電気 1 1 1 2 2 7

7 日立製作所 1 3 1 1 1 7

8 松下電工 1 1 1 1 1 2 7

9 リコ－ 2 1 1 1 5

№
年次別出願件数

出願人

91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 合計

1 松下電器産業 1 3 3 3 1 1 8 2 7 29

2 ソニ－ 4 2 4 5 4 8 27

3 東芝 1 3 4 7 3 4 2 24

4 キヤノン 1 3 7 2 5 2 20

5 日立製作所 1 1 2 2 1 4 11

6 シャ－プ 1 1 1 1 3 2 9

7 三菱電機 1 1 2 2 6

8 日本電信電話 2 2 1 5

9 日本ビクタ－ 1 2 2 5

10 富士通 1 1 1 2 5

11 松下電工 1 1 2 1 5

№
年次別出願件数

出願人
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図1.3.4-3に、ネットワーク管理技術に関する出願人数-出願件数推移を示す。ネット

ワーク管理技術は99年から急成長し、00年は99年の３倍増し、01年は99年の２倍増してい

る。 

 

図1.3.4-3 ネットワーク管理技術に関する出願人数-出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1.3.4-4に、ネットワーク管理技術に関する出願件数の多い出願人の出願件数推移を

示す。キヤノンが多い。最近ではリコー、日立製作所、シャープ、三洋電機等、多数の出

願が行われている。 

 

表1.3.4-4 ネットワーク管理技術に関する出願件数の多い出願人の出願件数推移 
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4 リコ－ 1 1 11 6 19

5 東芝 1 2 3 7 4 17

6 日立製作所 1 2 2 2 6 13

7 松下電工 2 3 1 6 1 13

8 シャ－プ 2 7 3 12

9 三洋電機 2 7 9

10 コニカミノルタホ－ルディングス 2 4 6

№
年次別出願件数

出願人
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ネットワーク家電に関する特許出願の技術開発課題を、表1.4-1に示す。課題Ⅰは、具

体的な課題である課題Ⅱや課題Ⅲで示されるものをまとめたものである。 

 

表1.4-1 ネットワーク家電に関する技術開発課題（1/2） 

課題Ⅰ 課題Ⅱ 課題Ⅲ 

通信資源の確保 帯域の確保 

チャンネルの確保 

同期の確保 

バッファーの確保 

通信範囲の拡大 信号の減衰防止 

伝送速度の向上 伝送遅延の防止 

回線負荷の軽減 トラフィック増加の防止 

輻輳の防止 

転送量の軽減 

通信性能の向上 

資源の節約  

エラー検出時の対応  

データエラーの防止  

通信品質の向上 

衝突の防止  

機器・伝送路の接続状況把握 機器固有の状態把握 

全機器の状態把握 

通信不能状態の把握 

伝送路の状況把握 

資源の競合防止 資源の予約 

アプリケーションソフトによる競合 

接続性の維持 データ伝送路の確保 

データ伝送路の維持 

情報送出速度の対応 

接続処理の高速化 アドレス設定・登録の容易化 

論理アドレス設定の容易化 

接続のタイムラグ対応 

バスリセット、電源オフ時の異常回避 バスリセット時の異常回避 

電源オン・オフ対応 

誤接続・誤設定時の対応 誤接続時の対応 

誤設定時の対応 

接続操作の妨げ 

接続性能の向上 

端末の接続・離脱の対応 有線端末の対応 

無線端末の対応 

複数伝送路の接続  

異プロトコル間の接続 同一媒体間の接続 

異媒体間の接続 

規格非準拠機器の対応 規格非準拠機器 

仕様の無規定対応 

接続機能の改善 

機器制御下のデバイスの接続  

機種の互換性 制御の互換性 

コマンド体系の互換性 

操作機能の互換性 

APIの互換性  

互換性の維持 

データの互換性  

 

1.4 技術開発の課題と解決手段
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表1.4-1 ネットワーク家電に関する技術開発課題（2/2） 

課題Ⅰ 課題Ⅱ 課題Ⅲ 

コンパクト性  

省電力化 確実な省電力モード対応 

省電力モードからの早急な復帰 

処理の効率化 処理時間短縮 

負荷の分散 

情報の迅速な追加 

使い勝手の向上 都度操作、変更 

多段操作の回避 

システムの性能向上 

不整合処理の防止  

機能の拡張性 複合機能化 

新機能の追加のし易さ 

機能の連携と共有化 機能連携の向上 

機能や資源の共有化 

機能の代行 

機種や機能の選択性向上 最適機種や機能の選択 

設置位置による選択 

ユーザ好みの選択 

同一機能の機器選択 

システムや機器の機能改善 

メディアの管理 空き容量 

遠隔での制御機能改善 機器直接制御化 

共通統合化 

遠隔での機能改善 

遠隔での操作機能改善 GUI機能の改善 

マクロ操作の改善 

入力操作の容易化 機能選択の操作性向上 

誤操作の防止 

操作情報の不足 

抽象表現による操作性向上 

仮想現実での操作性向上 

操作環境の容易な構築 

音声での操作性向上 

視認性の向上 表示色の簡単な調整 

注目部分の表示対応 

表示形態の改善 

操作性の向上 

アイコンの操作性向上 アイコンの表示形態の改善 

アイコンのドラッグ対応 

情報の漏洩防止  

不正アクセス防止  

安全性の向上 

不正コピー防止  

遠隔での保守性向上  

故障時の対応  

点検精度の向上  

保守性の向上 

保守時間の短縮  

設定時間の短縮  

機器や機能の確実な予約  

機器の使用環境の把握  

機器の監視サービス  

提供サービスの改善 

遠隔サービスの向上  

共用化  

設計支援の強化  

ソフトウエアの生産性向上 

簡略化  
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一方、このような課題を解決するために開発された解決手段を、表1.4-2に示す。解決

手段Ⅰは、具体的な解決手段である解決手段Ⅱや解決手段Ⅲで示されるものをまとめたも

のである。 

表1.4-2 ネットワーク家電の技術開発課題に対する解決手段（1/2） 

 

解決手段Ⅰ 解決手段Ⅱ 解決手段Ⅲ 

サーバ機能の配置 ホームサーバ(機器制御) 
ウェブサーバ 
ファイルサーバ 
プロキシサーバ 
仲介サーバ 

中継機能の配置 アクセスポイント(集中制御) 
信号の合成 

システムの構成 

専用機能の配置 EPGジェネレータ 
音声モジュール 
FAXモジュール 
ICカードモジュール 
電力供給モジュール 

データ・フォーマット変換 フォーマットの変換 
フォーマットの分割 
仮想マシン 
データの変換 
無線用データの変換 

識別・制御情報の付加 識別情報の付加 
エラー訂正符号の付加 
フラグの付加 
ダミ情報を可変長で付加 
タイムスロットの割付 
制御情報の乗換え 
無線用識別情報の付加 

デコード・エンコード DCT変換 

データ形式の変換 

暗号化 公開鍵 
秘密鍵 
認証・署名 
透かしの埋込・抽出 

変換テーブルの配置 状態遷移テーブル 
ルーティング・テーブル 
アドレス変換テーブル 
分割テーブル構造 
無線アドレス・テーブルの作成 

特殊コマンドの追加 特定バスリセットコマンド 
特殊動作コマンド 
レスポンス付きコマンド 
検査用コマンド 
連続起動コマンド 

コマンドの追加・変換 

コマンドの生成・変換 コマンドの生成 
コマンドに識別情報の付加 
コマンドの変換 
コマンドの切換 

オブジェクトの登録処理 レジストリやネームサーバに登録 

オブジェクト・クラスの登録 

コンポジションの生成 機器制御オブジェクト組合せ 
操作制御オブジェクト組合せ 
GUIオブジェクト組合せ 
テンプレートファイルで生成 
APIオブジェクト組合せ 
状態・機能情報検索オブジェクトの生成
仮想デバイスの生成 

機能オブジェクトの実施 DCMに設定 
エージェントに設定 
スタブに設定 
メソッドの設定 
メソッドの発信 
オブジェクト・パラメータ設定 

オブジェクトの処理 

イベントの処理 状態変化を検出しイベントの送信 
イベントの登録 
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表 1.4-2 ネットワーク家電の技術開発課題に対する解決手段（2/2） 

解決手段Ⅰ 解決手段Ⅱ 解決手段Ⅲ 

手順の追加・情報の取得処
理手順 

状態によって変化する情報の取得手順 
機器属性情報の取得手順 
ルーフ・リーフ情報の取得手順 
時刻情報の取得手順 
キャッシュから情報の取得手順 

手順の追加・資源の割付/解
放処理手順 

資源の割付手順 
資源の解放手順 
アドレス・IDの割付手順 
バッファの領域割付手順 

手順の追加・情報の表示処
理手順 

資源情報の表示手順 
補助情報の表示手順 
3Dなど画像の表示手順 
階層メニューの表示手順 
機能情報の表示手順 
状態情報の表示手順 

手順の追加・情報の関連付
け処理手順 

画面位置との関連付け 
設置位置との関連付け 
機器と関連付けられた表示部品 
他ネットワークと関連付けられた表示情報

手順の追加・分岐の処理手
順 

設定条件に応じた分岐処理手順 
各種設定条件に応じた分岐組合せ 
動作モード切換の処理手順 

手順の追加・プログラムな
どのロード手順 

プログラムのダウンロード 
設定値のダウンロード 
デバイスROMからアップロード 
アプレットによる処理手順 

手順の追加・その他の処理
手順 

特定情報のカウント手順 
特定情報のフィルタリング手順 
特定情報のマスク手順 
特定情報の照合手順 
始から再現処理手順 
途中からの再現処理手順 
再現処理の取りやめ手順 
手順の組替 資源の接続順の組替 

伝送路の優先度による組替 
伝送路のデータ長カウントによる組替 
伝送路の転送パス指定による組替 
頻度や経験情報による処理順序組替 
属性情報対応による表示処理順序組替 

手順の変換 吸収モジュール 
マルチプロトコルの設定・選択 
エミュレーション 
通信プロトコル変換 

手順の組替・変換・削除 

手順の削除 要求手順の削除 
不要割付手順の削除 

補助的手段の活用 電子メールの活用 
携帯電話の活用 
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1.4.1 ネットワーク家電の技術要素と課題、および課題と解決手段 

(1) 技術要素と課題 

図1.4.1-1に、ネットワーク家電の技術要素と課題に対応した出願の分布を示す。ネッ

トワーク家電の共通の課題としては、「接続性能の向上」と「システムや機器の機能改

善」を課題とするものが多い。次いで、「操作性の向上」と「接続機能の改善」を課題と

するものが多い。 

技術要素別にみると、接続構成技術では、課題が「接続性能の向上」の１か所に集中し

ているのに対して、操作・制御技術とネットワーク技術では、課題は２～３か所に分散し

ていて、操作・制御技術では「システムや機器の機能向上」と「操作性の向上」に、ネッ

トワーク技術では「接続機能の改善」と「通信性能の向上」に分散している。 

具体的には、ツリー識別技術では「接続性能の向上」、自動設定・更新技術でも「接続

性能の向上」、状態認識技術でも「接続性能の向上」が開発課題である。 

機器制御技術では「遠隔での機能改善」が多く、次いで「システムや機器の機能改善」

が開発課題として多い。 

相互運用技術では、「システムや機器の機能改善」に集中している。ユーザインター

フェース技術では、「操作性の向上」に集中している。 

通信制御技術では、「通信性能の向上」と「接続性能の向上」が多い。ネットワーク間

接続技術では、「接続機能の改善」に集中している。ネットワーク管理技術では、「提供

サービスの改善」と「安全性の向上」が多い。 
 

図1.4.1-1 ネットワーク家電の技術要素と課題の出願分布 
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(2) 課題と解決手段 

図1.4.1-2に、ネットワーク家電の課題と解決手段に対応した出願の分布を示す。 

ネットワーク家電技術の課題に対する解決手段は、「手順の追加」によるものが最も多く、

次いで「オブジェクトの処理」、「システムの構成」、「データ形式の変換」が多い。手順の

追加の中では、「情報の取得処理手順」が多く、次いで「資源の割付/解放処理手順」、「プ

ログラムなどのロード手順」が多い。 

課題別にみると、システムや機器の機能改善に対する解決手段は、「オブジェクトの処

理」が多い。次いで、接続機能の改善に対する解決手段は「手順の組替・変換・削除」が

多い。操作性の向上に対する解決手段は、「オブジェクトの処理」と「手順の追加・情報

の表示処理手順」が多い。接続性能の向上の課題に対しては、「手順の追加・資源の割付/

解放処理手順」と「手順の追加・情報の取得処理手順」が多い。 

 

図1.4.1-2 ネットワーク家電の課題と解決手段の出願分布 
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1.4.2 ネットワーク家電の技術要素別の課題と解決手段 

ネットワーク家電の技術要素別に、課題に対する解決手段で、特徴ある部分を取り出し

て解析し、その出願人の分布を示す。 
 

(1) 接続構成技術 

図1.4.2-1に接続構成技術の課題に対する解決手段の出願分布を示す。接続構成技術で

多い課題である「接続性能の向上」に対しては、アドレスやIDの割付や登録が簡単に迅速

にでき、接続処理時間の短縮を行う「手順の追加・資源の割付/解放処理手順」で対応し

ている。次いで伝送路や機器の状態情報を取得する「手順の追加・情報の取得処理手順」

で対応している。次いで伝送路や機器のオブジェクトの状態変化を知らせるイベント処理

などの「オブジェクトの処理」で対応している。 

図1.4.2-1 接続構成技術の課題に対する解決手段の出願分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

表1.4.2-1に接続構成技術の課題に対する解決手段の詳細を示す。出願が最も集中して

いる課題は、「接続性能の向上」であり、具体的には「接続処理の高速化」、「機器・伝送

路の接続状況把握」、「端末の接続・離脱の対応」と「バスリセット、電源オフ時の異常回

避」である。「接続処理の高速化」に対しては、「アドレス・IDの割付手順」で対応してい

るものが多く、次いで「アドレス変換テーブル」で対応している。「機器・伝送路の接続

状況把握」に対しては、「状態によって変化する情報の取得手順」と「イベントの処理」

で対応しているものが多い。「端末の接続・離脱の対応」に対しては、「アドレス・IDの割

付手順」で対応しているものが多い。「バスリセット、電源オフ時の異常回避」に対して
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は、「状態によって変化する情報の取得手順」や「アドレス・IDの割付手順」で対応して

いる。 

表1.4.2-1 接続構成技術の課題に対する解決手段の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1.4.2-2に接続構成技術の課題に対する解決手段の出願人を示す。最も出願が集中し

ている、「アドレス・IDの割付手順」による「接続処理の高速化」に関しては、家電、情

報産業、事務機など電気・通信の企業が出願している。 

1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開 

                       課題Ⅰ 保
守
性
の
向
上

解決手段Ⅰ

                       課題Ⅱ

解決手段Ⅱ

通
信
資
源
の
確
保

通
信
範
囲
の
拡
大

伝
送
速
度
の
向
上

回
線
負
荷
の
軽
減

資
源
の
節
約

エ
ラ
ー

検
出
時
の
対
応

デ
ー

タ
エ
ラ
ー

の
防
止

機
器
・
伝
送
路
の
接
続
状
況
把
握

資
源
の
競
合
防
止

接
続
性
の
維
持

接
続
処
理
の
高
速
化

バ
ス
リ
セ
ッ

ト
、

電
源
オ
フ
時
の
異
常
回
避

誤
接
続
・
誤
設
定
時
の
対
応

端
末
の
接
続
・
離
脱
の
対
応

機
種
の
互
換
性

デ
ー

タ
の
互
換
性

コ
ン
パ
ク
ト
性

省
電
力
化

処
理
の
効
率
化

使
い
勝
手
の
向
上

不
整
合
処
理
の
防
止

入
力
操
作
の
容
易
化

視
認
性
の
向
上

点
検
精
度
の
向
上

設
定
時
間
の
短
縮

機
器
の
監
視
サ
ー

ビ
ス

遠
隔
サ
ー

ビ
ス
の
向
上

複
数
伝
送
路
の
接
続

異
プ
ロ
ト
コ
ル
間
の
接
続

規
格
非
準
拠
機
器
の
対
応

機
器
制
御
下
の
デ
バ
イ
ス
の
接
続

機
能
の
拡
張
性

機
能
の
連
携
と
共
有
化

機
種
や
機
能
の
選
択
性
向
上

遠
隔
で
の
制
御
機
能
改
善

遠
隔
で
の
操
作
機
能
改
善

サーバ機能の配置 4 4 1 1 2 1 1 1 1

専用機能の配置 1 2

データ・フォーマット変換 2 1 1 1 1

識別・制御情報の付加 1 2 1 1 1 2 1 1 1 1 3 1

デコード・エンコード 1

状態遷移テーブル 3 2

ルーティング・テーブル 5

アドレス変換テーブル 7 1

無線アドレス・テーブルの作成 1 3

特殊コマンドの追加 1 2 2 2 1 1 1 1 1 2

コマンドの生成・変換 1

オブジェクトの登録処理 1 2 5 2 1 1 3 1

コンポジションの生成 8 3 3 5

機能オブジェクトの実施 1 2 1 2 1 1

イベントの処理 12 1 1 1

補助的手段の
活用

電子メールの活用 1 1

手順の組替 1 2 1 1 1 1 1 1

手順の変換 1 1 3

手順の削除 1 1

状態によって変化する情報の取得
手順

1 2 1 1 12 1 3 7 1 3 1 2 2 1 1 1 1 1

機器属性情報の取得手順 1 2 1 5 2 2 1 1 1 3

ルーフ・リーフ情報の取得手順 1 2 1 1 1 1 1

時刻情報の取得手順 1 4 1

キャッシュから情報の取得手順 2 1 4 3 2 1

資源の割付手順 5 3 1 3 1 1 1

資源の解放手順 1 1 1 1

アドレス・IDの割付手順 5 1 2 1 2 32 7 1 12 1 2 1

資源情報の表示手順 2 1 3

補助情報の表示手順 2 1 1 1 1 1

機能情報の表示手順 1 1

状態情報の表示手順 5 1 1 2

設置位置との関連付け 1 1 5

機器と関連付けられた表示部品 1

設定条件に応じた分岐処理手順 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3

各種設定条件に応じた分岐組合せ 1 1 2

動作モード切換の処理手順 1 1 1 1

プログラムのダウンロード 2 1 1

設定値のダウンロード 1 5 2 1 3

デバイスROMからアップロード 1 2 2 4 1 1 2

アプレットによる処理手順 2

特定情報のカウント手順 1 1 2 1 1

特定情報のフィルタリング手順 1 1

特定情報のマスク手順 1

特定情報の照合手順 1 2 2 1 1

始から再現処理手順 1

途中からの再現処理手順 1 2

手順の追加・
分岐の処理手
順

手順の追加・
プログラムな
どのロード手
順

手順の追加・
その他の処理
手順

手順の追加・
情報の取得処
理手順

手順の追加・
資源の割付/
解放処理手順

手順の追加・
情報の表示処
理手順

手順の追加・
情報の関連付
け処理手順

変換テーブル
の配置

コマンドの追
加・変換

オブジェクト
の処理

手順の組替・
変換・削除

システムの
構成

データ形式の
変換

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

操
作
性
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

接
続
性
能
の
向
上

互
換
性
の
維
持

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の

機
能
改
善

遠
隔
で
の
機
能
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

接
続
機
能
の
改
善
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表1.4.2-2 接続構成技術の課題に対する解決手段の出願人（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開 

           課題Ⅰ

解決手段
Ⅰ

               Ⅱ

Ⅱ
機器･伝送路の接続状況把握 接続処理の高速化 バスリセット､電源オフ時の異常回避 端末の接続･離脱の対応

サーバ機能の配
置

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-092758
松下電送ｼｽﾃﾑ 特許3313359
松下電送ｼｽﾃﾑ 特許3318289
富士ｾﾞﾛｯｸｽ 特開平07-044482

ｾｲｺ-ｴﾌﾟｿﾝ 特開2002-304269
ﾘｺ- 特開2002-185684
三星電子(韓国) 特開2003-209893
三星電子(韓国) 特許3133036

日本ﾋﾞｸﾀ- 特開平10-191463

専用機能の配置 松下電器産業 特許3275471
村田機械 特開2002-297464

データ・フォー
マット変換

松下電器産業 特開平10-164246
東芝 特開平08-137769

ｿﾆ- 特開平11-308243

識別･制御情報の
付加

ｺ-ﾆﾝｸﾚｯｶ ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(ｵﾗﾝﾀﾞ)
特開2000-183921
日本電気 特許2629597

ﾐﾂﾋﾞｼ ｴﾚｸﾄﾘﾂｸ ｲﾝﾌｵﾒｲｼｮﾝ ﾃｸﾉﾛｼﾞ-
(米国) 特開2001-007838

松下電器産業 特開2002-158666 ｿﾆ- 特開平11-261564
日立国際電気 特開2001-285318

デコード・エン
コード

ﾃﾞﾉﾝ 特開2000-151752

状態遷移テーブ
ル

ｼｬ-ﾌﾟ 特開平11-284617
ｿﾆ- 特開2000-003330
東芝ｷｬﾘｱ 特開2003-037612

ルーティング・
テーブル

松下電器産業 特許3359594
松下電器産業 特許3394954
松下電器産業 特許3394955
松下電器産業 特許3394956
松下電器産業 特許3394957

アドレス変換
テーブル

ｷﾔﾉﾝ 特開平11-123859
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2001-285308
ｾｲｺ-ｴﾌﾟｿﾝ 特開2000-353143
ｿﾆ- 特開2003-143146
ｿﾆ- ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(米国) 特開平11-
317751
ﾔﾏﾊ 特開2002-199046
富士ｾﾞﾛｯｸｽ 特開2001-326656

無線アドレス・
テーブルの作成

ｿﾆ- 特開2003-023429
ｿﾆ- 特開2003-023433
東芝 特開2002-108733

コ
マ
ン
ド
の

追
加
･
変
換

特殊コマンドの
追加

ｷﾔﾉﾝ 特開2002-189692
ｿﾆ- 特開平10-145401

ｷﾔﾉﾝ 特開2003-051824
東芝 特開平08-116580

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-154967
ｾｲｺ-ｴﾌﾟｿﾝ 特許3397190

富士通,富士通ｳﾞｨｴﾙｴｽｱｲ(共願) 特開
2001-111567

オブジェクトの
登録処理

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-043159
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-043160

ｿﾆ- 特開2000-358037
角 智雄,佐藤 宏(共願) 特開2002-
354556
三洋電機 特開2002-358409
船井電機 特開2002-007306
北陸日本電気ｿﾌﾄｳｪｱ 特開2002-
007305

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-339258
日本電気ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 特開2000-
330750

コンポジション
の生成

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-216107
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-236628
ｷﾔﾉﾝ 特開2003-167807
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-296466
ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 特開2002-288056
ｾｲｺ-ｴﾌﾟｿﾝ 特開2000-207321
ｾｲｺ-ｴﾌﾟｿﾝ 特開2001-282657
ﾘｺ- 特開2000-200159

機能オブジェク
トの実施

ﾋｭ-ﾚｯﾄﾊﾟｯｶ-ﾄﾞ(米国) 特開2000-
112707

ｷﾔﾉﾝ 特許3315640
富士ｾﾞﾛｯｸｽ 特開2000-339247

イベントの処理 ｷﾔﾉﾝ 特開2000-115441
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-115442
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-111577
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-274813
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-282472
ｾﾞﾛｯｸｽ(米国) 特開平09-006564
三菱電機 特許2705328
三洋電機 特許3086484
松下電器産業 特開2002-215483
松下電器産業 特許3339583
松下電器産業 特許3339584
松下電器産業 特許3345409

ｿﾆ- 特開2002-281048 日立製作所 特開2003-198552

補
助
的
手

段
の
活
用

電子メールの活
用

ｷﾔﾉﾝ 特開2002-215484 ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 特開2001-344160

手順の組替･
変換･削除

ｱﾙﾊﾟｲﾝ 特許3432874
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-265338

ｶｼｵ計算機 特開2001-168892 ｷﾔﾉﾝ 特開2000-339259

手順の変換 ﾄﾞｲﾂﾁｪ ﾄﾑｿﾝ ﾌﾞﾗﾝﾄ(ﾄﾞｲﾂ) 特表2002-
529976

手順の削除 松下電器産業 特開平05-336132 ｼｬ-ﾌﾟ 特開2001-154968

手
順
の
追
加
･
情
報
の
取
得
処
理
手
順

状態によって変
化する情報の取
得手順

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-339109
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-140242
ｷﾔﾉﾝ 特開平08-204727
ｼｬ-ﾌﾟ 特開平11-134152
ｾｲｺ-ｴﾌﾟｿﾝ 特開2000-347976
ﾃﾞｨ-2ﾋﾞ- ｼｽﾃﾑｽﾞ(ｲｷﾞﾘｽ) 特許
3173846
ﾃﾞｨ-2ﾋﾞ- ｼｽﾃﾑｽﾞ(ｲｷﾞﾘｽ) 特許
3173847
ﾌﾞﾗｻﾞ-工業 特開平11-203087
旺玖科技股 ふん(台湾) 特開2002-
353994
松下電器産業 特開平08-019070
松下電器産業 特許3082372
松下電器産業 特許3339537

ﾌﾞﾗｻﾞ-工業 特開2000-209385
横河電機 特開平11-196110
日本電気,日本電気ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(共願)
特開平05-327747

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-092757
ｼｬ-ﾌﾟ 特開平06-188892
ｿﾆ- 特開2002-064501
ｿﾆ- 特開2002-217928
ｿﾆ- 特開平11-317756
ﾘｺ- 特開2002-198986
富士通ﾃﾝ 特開平04-347950

ｷﾔﾉﾝ 特開2002-198968
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-168483
松下電器産業 特開平11-068884

オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト
の
処
理

手
順
の
組
替
･

変
換
･
削
除

接続性能の向上

シ
ス
テ
ム
の

構
成

デ
ー

タ
形
式
の

変
換

変
換
テ
ー

ブ
ル
の
配
置
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表1.4.2-2 接続構成技術の課題に対する解決手段の出願人（2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開 

           課題Ⅰ

解決手段
Ⅰ

               Ⅱ

Ⅱ
機器･伝送路の接続状況把握 接続処理の高速化 バスリセット､電源オフ時の異常回避 端末の接続･離脱の対応

機器属性情報の
取得手順

ｷﾔﾉﾝ 特開平11-341027
ｿﾆ- 特開2000-347956
ｿﾆ- 特開平11-252093
ﾘｺ- 特開2000-056938
松下電器産業 特開2002-077187

東芝ﾃｯｸ 特開2000-293322
日本電気ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 特開2002-
237817

ｲﾝﾃﾙ(米国) 特表2002-542665
三星電子(韓国) 特開2000-174753

ルーフ・リーフ
情報の取得手順

三洋電機 特開2001-136182
東芝ﾃｯｸ 特開平11-284631

時刻情報の取得
手順

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-132476
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-132477
日本ﾋﾞｸﾀ- 特開平11-195289
富士通 特開2002-141928

日本電気 特許3161359

キャッシュから
情報の取得手順

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-357145 ｶｼｵ計算機 特開平06-161926
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-112595
ﾄﾑｿﾝ ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ(ﾌﾗﾝｽ) 特開2000-
083037
松下電器産業 特開2002-366459

ｿﾆ- 特開2002-101116
ｿﾆ- 特許3246200
松下電工 特開2002-083119

ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 特開2002-202921
ﾘｺ- 特開2002-319943

資源の割付手順 ｼｬ-ﾌﾟ 特開2003-108451
松下電器産業 特開2003-110561
富士通 特開平05-324524

ｻﾝ電子 特開平11-074910

資源の解放手順 ｹﾝｳｯﾄﾞ 特開2002-374268

アドレス・IDの
割付手順

ｹﾝｳｯﾄﾞ 特開平11-355328
松下電器産業 特開平09-212440

ｲﾒ-ｼﾞ情報科学研究所 特開2001-
057558
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-353141
ｷﾔﾉﾝ 特開2003-046511
ｷﾔﾉﾝ 特開2003-058442
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-313091
ｷﾔﾉﾝ ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ ｱﾒﾘｶｽ(米国) 特開
2003-158522
ｺ-ﾆﾝｸﾚｯｶ ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(ｵﾗﾝﾀﾞ)
特開平05-219077
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2003-046506
ｿﾆ- 特開2002-033751
ｿﾆ- 特開2003-188881
ｿﾆ- 特表2002-515692
ﾁﾉ- 特開平08-265342
ﾁﾉ- 特開平08-265876
ﾋｭ-ﾚｯﾄﾊﾟｯｶ-ﾄﾞ(米国) 特開2001-
175562
ﾐﾂﾋﾞｼ ｴﾚｸﾄﾘｯｸ ｱﾝﾄﾞ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ ﾕ- ｴ
ｽ･ｴｲ ｲﾝｺ-ﾎﾟﾚｲﾃｯﾄﾞ(米国) 特開2003-
203025
ﾘｺ- 特開2000-224193
ﾘｺ- 特開平11-112526
三洋電機 特開2003-087260
松下電器産業 特開2003-008576
松下電器産業 特許3353009
松下電器産業 特許3353010
松下電器産業 特許3370086
松下電器産業 特許3373808
松下電器産業 特許3392134
松下電器産業 特許3392135
松下電工 特開平10-303946
松下電工 特許2985636
東芝 特開2002-016966
東芝 特開平09-261274
東芝 特開平10-190678
日本電気 特許3449313
日立製作所 特開2000-269998

ｷﾔﾉﾝ 特開2003-143173
ｿﾆ- 特開2000-261482
ｿﾆ- 特開平11-215186
ｿﾆ- 特許3396928
ｿﾆ- ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(米国) 特開平11-
275117
ﾘｺ- 特開2000-013399
東芝 特許3351678

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-339260
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-108734
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-335270
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-110322
ｾﾞﾛｯｸｽ(米国) 特開平10-312252
ｿﾆ- 特開2002-281061
横河電機 特開平11-205353
三菱電機 特開2002-330135
松下電器産業 特開2000-312215
日本電気 特許3367493
日本電信電話 特開平10-056473
富士電機,ｴﾌ ｴﾌ ｼ-(共願) 特開平11-
275093

資源情報の表示
手順

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-243159
ｿﾆ- 特許3270882

補助情報の表示
手順

ｼｬ-ﾌﾟ 特許2945535
ｿﾆ- 特開2002-171265

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-282660

状態情報の表示
手順

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-293462
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-243158
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-297465
ｷﾔﾉﾝ 特開2003-058443
ｿﾆ- 特開2000-306326

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-078156

手
順
の
追
加
･
情
報
の

関
連
付
け
処
理
手
順

設置位置との関
連付け

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-282659

設定条件に応じ
た分岐処理手順

ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 特開2002-215277 ﾘｺ- 特開2001-069160 ｱﾙﾊﾟｲﾝ 特開平07-193879

各種設定条件に
応じた分岐組合
せ

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-249784 ﾘｺ- 特開2001-318843

動作ﾓｰﾄﾞ切換の
処理手順

ｿﾆ- 特許3291926

手
順
の
追
加
･
資
源
の
割
付
/
解
放
処
理
手
順

手
順
の
追
加
･
情
報
の

表
示
処
理
手
順

手
順
の
追
加
･

分
岐
の
処
理
手
順

接続性能の向上

手
順
の
追
加
･
情
報
の
取
得
処
理
手
順
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(2) 操作・制御技術 

操作・制御技術を機器制御技術、相互運用技術、ユーザインターフェース技術に分けて、

技術ごとの課題に対する出願人の分布を示す。 
 

ａ. 機器制御技術 

図1.4.2-2に機器制御技術の課題に対する解決手段の出願分布を示す。機器制御技術で

集中している課題は、「遠隔での機能改善」で、次いで「システムや機器の機能改善」で、

次いで「システムの性能向上」である。それに対して集中している解決手段は「システム

の構成」で、次いで「手順の追加・プログラムなどのロード手順」で、次いで「オブジェ

クトの処理」である。 

「遠隔での機能改善」に対して、ウェブなどのサーバ機能の配置による「システム構

成」で対応し、次いで携帯電話やメールによる「補助的手段の活用」で対応している。

「システムや機器の機能改善」に対して、オブジェクトを組合せてコンポジションを形成

し、機能の複合を行う「オブジェクトの処理」で対応し、次いで機器制御する部分をホー

ムサーバに配置をする「システムの構成」で対応している。 
 

図1.4.2-2 機器制御技術の課題に対する解決手段の出願分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1.4.2-3に機器制御技術の課題に対する解決手段の詳細を示す。出願が最も集中して

いる課題は、「遠隔での機能改善」であり、具体的には「遠隔での制御機能改善」である。

次いで出願が集中している課題は、「システムや機器の機能改善」であり、具体的には
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システムの構成
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手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

オブジェクトの処理

コマンドの追加・変換

変換テーブルの配置

データ形式の変換

その他の処理手順

分岐の処理手順

情報の関連付け処理手順

手
順
の
追
加



51 

「機能の連係と共有化」、「機種や機能の選択性向上」や「機能の拡張性」である。 

「遠隔での制御機能改善」に対しては、「サーバ機能の配置」で対応しているものが最

も多く、次いで「データ・フォーマット変換」や「携帯電話の活用」で対応している。

「機能の連係と共有化」に対しては「機能オブジェクトの実施手順」で対応し、「機種や

機能の選択性の向上」に対しては「サーバ機能の配置」で対応し、「機能の拡張性」に対

しては「コンポジションの生成」で対応している。 

表1.4.2-3 機器制御技術の課題に対する解決手段の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       課題Ⅰ

解決手段Ⅰ

                       課題Ⅱ

解決手段Ⅱ

通
信
資
源
の
確
保

回
線
負
荷
の
軽
減

資
源
の
節
約

エ
ラ
ー

検
出
時
の
対
応

デ
ー

タ
エ
ラ
ー

の
防
止

機
器
・
伝
送
路
の
接
続
状
況
把
握

資
源
の
競
合
防
止

接
続
性
の
維
持

接
続
処
理
の
高
速
化

バ
ス
リ
セ
ッ

ト
、

電
源
オ
フ
時
の
異
常
回
避

機
種
の
互
換
性

A
P
I
の
互
換
性

デ
ー

タ
の
互
換
性

コ
ン
パ
ク
ト
性

省
電
力
化

処
理
の
効
率
化

使
い
勝
手
の
向
上

不
整
合
処
理
の
防
止

入
力
操
作
の
容
易
化

視
認
性
の
向
上

ア
イ
コ
ン
の
操
作
性
向
上

不
正
ア
ク
セ
ス
防
止

不
正
コ
ピ
ー

防
止

故
障
時
の
対
応

保
守
時
間
の
短
縮

設
定
時
間
の
短
縮

機
器
の
使
用
環
境
の
把
握

機
器
の
監
視
サ
ー

ビ
ス

遠
隔
サ
ー

ビ
ス
の
向
上

複
数
伝
送
路
の
接
続

異
プ
ロ
ト
コ
ル
間
の
接
続

規
格
非
準
拠
機
器
の
対
応

機
器
制
御
下
の
デ
バ
イ
ス
の
接
続

機
能
の
拡
張
性

機
能
の
連
携
と
共
有
化

機
種
や
機
能
の
選
択
性
向
上

メ
デ
ィ

ア
の
管
理

設
計
支
援
の
強
化

簡
略
化

遠
隔
で
の
制
御
機
能
改
善

遠
隔
で
の
操
作
機
能
改
善

サーバ機能の配置 1 1 1 2 2 1 1 2 6 7 35 1

中継機能の配置 1 1 5 1 1 4 1 5 1

専用機能の配置 3 1 1 1 4 1

データ・フォーマット変換 1 1 1 1 1 1 1 3 14

識別・制御情報の付加 1 3 1 1 1 1 2

デコード・エンコード 1

暗号化 1 1

アドレス変換テーブル 1

分割テーブル構造 1

無線アドレス・テーブルの作成 1 2

特殊コマンドの追加 1 1 1 1 3 2 1 1

コマンドの生成・変換 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 5

オブジェクトの登録処理 1 3 2

コンポジションの生成 1 2 2 1 4 6 1 1 2 8 5 1 1 1 1 3

機能オブジェクトの実施 1 1 4 1 1 1 1 7 2 1 2

イベントの処理 1 1 4

電子メールの活用 6

携帯電話の活用 1 10

手順の組替 1 1 1 1 1 3

手順の変換 1 1 4 1

手順の削除 1

状態によって変化する情報の取得
手順

1 4 1 1

機器属性情報の取得手順 1 2 1

時刻情報の取得手順 2 1 1

キャッシュから情報の取得手順 1

資源の割付手順 1

アドレス・IDの割付手順 1

バッファの領域割付手順 1 2

補助情報の表示手順 1 1 1

階層メニューの表示手順 1

状態情報の表示手順 1

設置位置との関連付け 1 3 1

機器と関連付けられた表示部品 1

設定条件に応じた分岐処理手順 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3

各種設定条件に応じた分岐組合せ 1

動作モード切換の処理手順 1 1 4 1 3 2

プログラムのダウンロード 7 1 1 1 3 1 1 1 4 1 3 5

設定値のダウンロード 1 1 1 1

デバイスROMからアップロード 6 1 1 3 2 5 2

アプレットによる処理手順 1 1 1

特定情報のカウント手順 1 1 1 1

特定情報のフィルタリング手順 1

特定情報のマスク手順 1

特定情報の照合手順 1

途中からの再現処理手順 1 3 1 1

手順の追加・
プログラムな
どのロード手
順

手順の追加・
その他の処理
手順

手順の追加・
資源の割付/
解放処理手順

手順の追加・
情報の表示処
理手順

手順の追加・
情報の関連付
け処理手順
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分岐の処理手
順
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の処理

補助的手段の
活用
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変換・削除
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情報の取得処
理手順

システムの
構成

データ形式の
変換
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の配置
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加・変換

通
信
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向
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向
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換
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1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開 
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表1.4.2-4に、機器制御技術の課題に対する解決手段の出願人を示す。出願が最も集中

している「サーバ機能の配置」による「遠隔での制御機能改善」に関しては、家電、事務

機、電機、通信、住宅、化学など幅広い業種の企業が出願している。 

表1.4.2-4 機器制御技術の課題に対する解決手段の出願人（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開 

           課題Ⅰ
遠隔での機能改善

解決手段
Ⅰ

               Ⅱ

Ⅱ
機能の拡張性 機能の連携と共有化 機種や機能の選択性向上 遠隔での制御機能改善

サーバ機能の配
置

三星電子(韓国),ｻﾑｿﾝ ｲﾝﾌｫﾒｲｼｮﾝ ｼｽﾃ
ﾑｽﾞ ｱﾒﾘｶ(米国)(共願)  特表2000-
512472
三洋電機 特開2002-303485

ｷﾔﾉﾝ 特開平06-214920
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2001-350676
ｾｲｺ-ｴﾌﾟｿﾝ 特開2000-293334
ﾘｺ- 特開2002-007091
日本電気 特開2001-256012
富士ｾﾞﾛｯｸｽ 特開平11-346288

ｷﾔﾉﾝ 特開平07-287680
ｷﾔﾉﾝ 特開平07-288621
ｷﾔﾉﾝ 特許3219592
ｷﾔﾉﾝ 特許3219593
ｷﾔﾉﾝ ﾖ-ﾛｯﾊﾟ(ｵﾗﾝﾀﾞ) 特開2000-
339262
ﾋｭ-ﾚｯﾄﾊﾟｯｶ-ﾄﾞ(米国) 特開2002-
199148
ﾘｺ- 特開2001-251379

ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 特開2002-218572
ｴﾇ ｴｽ ﾋﾟ- 特開2001-352538
ｴﾙｼﾞ-電子(韓国) 特開2001-320785
ｴﾙｼﾞ-電子(韓国) 特開2002-186058
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-135858
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-328886
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-328887
ｺ-ﾆﾝｸﾚｯｶ ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(ｵﾗﾝﾀﾞ)
特表2003-518832
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2002-044749
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2002-262371
ｼﾘｳｽｼｽﾃﾑ 特開2002-325288
ｾﾝｼｭ(ﾃﾞﾝﾏ-ｸ) 特開2003-009261
ｿﾆ- 特開2000-286870
ｿﾆ- ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾖ-ﾛﾂﾊﾟ(ﾄﾞｲﾂ) 特開
2000-059871
ﾀﾞｲｷﾝ工業 特開2001-331158
ﾀﾞｲｷﾝ工業 特開2002-218559
ﾄｩｳｪﾙｳﾞｼ-ｿﾘｭ-ｼｮﾝｽﾞ,金子 真(共願)
特開2002-325287
ﾐｻﾜﾎ-ﾑ 特開2002-318843
ﾘｺ- 特開2003-044375
ﾘｺ- 特開2003-076622
ﾜ-ﾌﾟｽｸ-ﾌﾟ 特開2002-118566
旭化成 特開2002-222126
桜井 重夫 特開2002-374252
三星電子(韓国) 特開2003-203024
三菱電機 特開2002-259678
三菱電機 特開2002-271506
小林 邦倫 特開2002-152858
松下電器産業 特開2002-027569
太田 義継 特開2002-135862
電通 特開2002-186057
日本ﾋﾞｸﾀ- 特開2001-256156
日本ﾋﾞｸﾀ- 特開2001-331394
日本ﾋﾞｸﾀ- 特開2002-041378
日本電信電話 特開2003-143665
富士通ｾﾞﾈﾗﾙ 特開2002-340471

中継機能の配置 ｻﾝｼｬｲﾝ 特開2001-323694 ｴﾇ ﾃｨ ﾃｨ ﾄﾞｺﾓ四国 特開2002-152856
ｿﾆ- 特開2002-281569
三洋電機 特開2000-138979
三洋電機 特開2002-218562
日本電気ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 特開2002-
135272

専用機能の配置 ｼﾞｪﾙﾗｲﾝ(韓国) 特開2002-107379
ｿﾆ- 特開2001-086575
ｿﾆ- 特開2002-247658
ﾘｺ- 特開2001-318869

データ・フォー
マット変換

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-115448
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-122853
日本ﾋﾞｸﾀ- 特許3289703

ｱﾚｯｸｽ 特開2000-295672
ｴﾙｼﾞ-電子(韓国) 特開2002-218566
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-309459
ｿﾆ- WO01/073558
ﾋｭ-ﾚｯﾄﾊﾟｯｶ-ﾄﾞ(米国) 特開2000-
148649
横河電機,ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄﾉ-ﾄﾞ(共願) 特開
2002-345053
三洋電機 特開平11-113075
松下電器産業 特開2000-295674
松下電器産業 特開2002-044765
松下電器産業 特開2003-018665
松野 秀男 特開平08-223661
日本電気 特開2000-184471
日本電気 特開2002-300670
日立国際電気 特開2003-078790

識別・制御情報
の付加

ｿﾆ- 特開2002-010370 ｷﾔﾉﾝ 特開2002-288109 ｿﾆ- ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ 特許3413125
東芝 特開平10-155188

変
換
テ
ー

ブ

ル
の
配
置

無線アドレス・
テーブルの作成

松下電工 特開2002-291058 ｿﾆ- 特開2002-149512
東芝 特開2002-199378

特殊コマンドの
追加

ｿﾆ- 特開平10-210058
ｿﾆ- 特開平11-215133

ｷﾔﾉﾝ 特許3416616 ｷﾔﾉﾝ 特開平08-016498

コマンドの生
成・変換

ｵﾘﾝﾊﾟｽ 特開2002-345052 ｿﾆ- 特開2002-328851 ｷﾔﾉﾝ 特開2003-087883
ｼｬ-ﾌﾟ 特開平08-275255
ﾘｺ- 特開平08-166912
日立製作所 特開平10-210569
富士通 特開2002-116964

オブジェクトの
登録処理

日本ﾋﾞｸﾀ- 特開平11-055756 ｿﾆ- 特開2002-351759
ｿﾆ- 特開平11-112595
東芝 特開2001-346270

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-337875
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-337876

コンポジション
の生成

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-181826
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-282663
ｺ-ﾆﾝｸﾚｯｶ ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(ｵﾗﾝﾀﾞ)
特表2002-506551
ｺ-ﾆﾝｸﾚｯｶ ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(ｵﾗﾝﾀﾞ)
特表2002-506552
ｿﾆ- 特開2002-229875
ｿﾆ- 特開平11-203843
ﾄﾑｿﾝ ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ(ﾌﾗﾝｽ) 特表2003-
501764
松下電器産業 特開2003-052092

ｿﾆ- 特開2001-229114
ｿﾆ- 特開2001-230641
ｿﾆ- ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾖ-ﾛﾂﾊﾟ(ﾄﾞｲﾂ) 特開
2000-357976
東芝 特開2002-044583
富士ｾﾞﾛｯｸｽ 特開平08-278865

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-027984 ｼｬ-ﾌﾟ 特開2002-044745オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト
の
処
理

システムや機器の機能改善

コ
マ
ン
ド
の

追
加
・
変
換

シ
ス
テ
ム
の
構
成

デ
ー

タ
形
式
の
変
換
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表1.4.2-4 機器制御技術の課題に対する解決手段の出願人（2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開 

           課題Ⅰ
遠隔での機能改善

解決手段
Ⅰ

               Ⅱ

Ⅱ
機能の拡張性 機能の連携と共有化 機種や機能の選択性向上 遠隔での制御機能改善

機能オブジェク
トの実施

ｹﾞ-ﾄｳｪｲ(米国) 特開2002-304337 ｷﾔﾉﾝ 特開平11-122417
安川電機製作所 特開平08-022428
松下電器産業 特許3276362
松下電器産業 特許3276363
松下電器産業 特許3276364
松下電器産業 特許3276365
富士通ｾﾞﾈﾗﾙ 特開2003-090584

ｷﾔﾉﾝ 特開2002-229878
松下電器産業 特開平09-251369

ｼｭﾈ-ﾃﾞﾙ ｵ-ﾄﾏｼｵﾝ(ﾌﾗﾝｽ) 特開2002-
223211
ｿﾆ- 特開平08-331662

イベントの処理 ｼｬ-ﾌﾟ 特許3205713
ｿﾆ- 特開2002-051055
ｿﾆ- 特開2002-051056
ｿﾆ- 特開2002-297559

電子メールの活
用

ｴﾇｲ-ｼ-ｱｸｾｽﾃｸﾆｶ 特開2002-209280
ｶｼｵ計算機 特開2000-224221
ｶｼｵ計算機 特開2003-153351
ｿﾆ- ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾖ-ﾛﾂﾊﾟ(ﾄﾞｲﾂ) 特開
2002-165280
三洋電機 特開2003-078525
松下電器産業 特開2002-152859

携帯電話の活用 ｵﾘﾝﾊﾟｽ,ｴﾇ ﾃｨ ﾃｨ ﾄﾞｺﾓ(共願) 特開
2001-238097
ｷﾔﾉﾝ 特開2003-125469
ﾋｭ-ﾚｯﾄﾊﾟｯｶ-ﾄﾞ(米国) 特開2003-
061163
ﾜ-ﾌﾟｽｸ-ﾌﾟ 特開2002-152857
三菱重工業 特開2001-344183
西日本電信電話 特開2002-057953
第一興商 特開2001-237925
中央電子 特開2001-345944
東芝ｷｬﾘｱ 特開平10-136110
日立製作所 特開2002-281169

手順の組替 ｿﾆ- 特開2001-148705
ｿﾆ- 特開2002-369266
日本電気 特開2003-116181

手順の削除 東芝 特開2002-044095

状態によって変
化する情報の取
得手順

ﾘｺ- 特開平10-098487

機器属性情報の
取得手順

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-282493

時刻情報の取得
手順

ｿﾆ- ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾖ-ﾛﾂﾊﾟ(ﾄﾞｲﾂ),ｿﾆ-(共
願)特表2002-520901

アドレス・IDの
割付手順

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-293461

バッファの領域
割付手順

ｺ-ﾆﾝｸﾚｯｶ ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(ｵﾗﾝﾀﾞ)
特開2002-215444
東芝 特開2002-183001

設置位置との関
連付け

ｷﾔﾉﾝ 特開2002-315067
松下電器産業 特開2003-037604
松下電器産業 特開2003-052093

東芝ﾃｯｸ 特開2002-085305

機器と関連付け
られた表示部品

松下電工 特開平10-108279

設定条件に応じ
た分岐処理手順

ｼｬ-ﾌﾟ 特許2907634 ｷﾔﾉﾝ 特開2001-249785
ｹﾝｳｯﾄﾞ 特開2002-051387
日立製作所 特開2000-275318

各種設定条件に
応じた分岐組合

ｷﾔﾉﾝ 特開平11-353140

動作モード切換
の処理手順

ｾｶﾞ ｴﾝﾀ-ﾌﾟﾗｲｾﾞｽ 特開平09-219087 ｱﾙﾊﾟｲﾝ 特開平07-192442
ｱﾙﾊﾟｲﾝ 特開平07-192443
三洋電機 特許3249449

プログラムのダ
ウンロード

ｼｬ-ﾌﾟ 特開2000-134676
ｿﾆ- 特開平11-232193
日立ﾎ-ﾑﾃｯｸ 特開2002-297484
日立製作所 特開2002-078036

日本電気通信ｼｽﾃﾑ 特開2001-186570 ｷﾔﾉﾝ 特開2002-197045
松下電器産業 特開2002-197044
東芝ﾎ-ﾑﾃｸﾉ 特開2002-078608

ｱﾙｶﾃﾙ ｼﾄ(ﾌﾗﾝｽ) 特開2001-095067
鷹山 特開2002-345057
東芝 特開2003-111170
日本信号 特開2002-291061
日立製作所 特開2002-297888

設定値のダウン
ロード

ｿﾆ- 特開2001-103073 東芝 特開2000-232694

デバイスROMから
アップロード

ﾔﾏﾊ 特開2000-357930
松下電器産業 特開2000-194538
富士ｾﾞﾛｯｸｽ 特開2000-132487

ｿﾆ- 特開平10-228440
ｿﾆ- 特開平10-229409

ｲﾝﾀ-ﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼ-ﾝｽﾞ(米国) 特
開2001-100972
ｷﾔﾉﾝ 特開平10-240657
松下電器産業 特開2003-102078
日本電気 特開平11-143634
富士通 特開2000-132355

アプレットによ
る処理手順

ｿﾆ- 特開2002-016990

手
順
の
追
加
・
そ

の
他
の
処
理
手
順

特定情報のフィ
ルタリング手順

松下電器産業 特開2000-125370

システムや機器の機能改善

手
順
の
追
加
・
資
源
の

割
付
/
解
放
処
理
手
順

手
順
の
追
加
・
情
報
の

関
連
付
け
処
理
手
順

手
順
の
追
加
・
分
岐

の
処
理
手
順

オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト
の
処
理

手
順
の
追
加
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の

ロ
ー

ド
手
順

補
助
的
手
段
の
活
用

手
順
の
組
替
・

変
換
・
削
除

手
順
の
追
加
・
情
報

の
取
得
処
理
手
順
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ｂ. 相互運用技術 

図1.4.2-3に、相互運用技術の課題に対する解決手段の出願分布を示す。相互運用技術

で集中している課題「システムや機器の機能改善」に対して、「オブジェクトの処理」で

多くを対応している。これは機能の連係、機能の共有化、機能の代行などに対して、「オ

ブジェクトの組合せ」や、「機能オブジェクトの実施」で対応している出願である。 

 

図1.4.2-3 相互運用技術の課題に対する解決手段の出願分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1.4.2-5に、相互運用技術の課題に対する解決手段の詳細を示す。出願が最も集中し

ている課題は、「システムや機器の機能改善」であり、具体的には「機能の連係と共有

化」と「機能の拡張性」である。「機能の連係と共有化」に対しては、「コンポジションの

生成」や「機能オブジェクトの実施」で対応しているものが多く、次いで「プログラムの

ダウンロード」や「状態によって変化する情報の取得手順」で対応している。「機能の拡

張性」に対しては、「コンポジションの生成」で対応しているものが多い。 

 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

2

1

1

2

2

4

7

1

4

1

1

1

8

5

3

3

81

4

15

3

7

4

8

12

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

課  題

解
決
手
段

プログラムなどのロード手順

システムの構成

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

オブジェクトの処理

コマンドの追加・変換

変換テーブルの配置

データ形式の変換

その他の処理手順

分岐の処理手順

情報の関連付け処理手順

手
順
の
追
加

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善
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表1.4.2-5 相互運用技術の課題に対する解決手段の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1.4.2-6に、相互運用技術の課題に対する解決手段の出願人を示す。最も出願の集中

している「コンポジションの生成」による「機能の連係と共有化」に関しては、家電、事

務機、光学機器、情報機器、電力などの多業種の企業が出願している。次いで集中してい

る「コンポジションの生成」による「機能の拡張性」に関しては、事務機メーカーが16件

出願している。 

1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開 

                       課題Ⅰ 通
信
品
質
の
向
上

保
守
性
の
向
上

解決手段Ⅰ

                       課題Ⅱ

解決手段Ⅱ

通
信
資
源
の
確
保

伝
送
速
度
の
向
上

回
線
負
荷
の
軽
減

エ
ラ
ー

検
出
時
の
対
応

機
器
・
伝
送
路
の
接
続
状
況
把
握

資
源
の
競
合
防
止

接
続
処
理
の
高
速
化

端
末
の
接
続
・
離
脱
の
対
応

機
種
の
互
換
性

A
P
I
の
互
換
性

デ
ー

タ
の
互
換
性

コ
ン
パ
ク
ト
性

省
電
力
化

処
理
の
効
率
化

使
い
勝
手
の
向
上

不
整
合
処
理
の
防
止

視
認
性
の
向
上

ア
イ
コ
ン
の
操
作
性
向
上

故
障
時
の
対
応

設
定
時
間
の
短
縮

機
器
の
監
視
サ
ー

ビ
ス

複
数
伝
送
路
の
接
続

異
プ
ロ
ト
コ
ル
間
の
接
続

規
格
非
準
拠
機
器
の
対
応

機
能
の
拡
張
性

機
能
の
連
携
と
共
有
化

機
種
や
機
能
の
選
択
性
向
上

遠
隔
で
の
制
御
機
能
改
善

遠
隔
で
の
操
作
機
能
改
善

サーバ機能の配置 1 1 3 3

専用機能の配置 1 2

データ・フォーマット変換 1 1 1 1 4 1

識別・制御情報の付加 2

デコード・エンコード 1

変換テーブル
の配置

アドレス変換テーブル 3

特殊コマンドの追加 1 1

コマンドの生成・変換 2

オブジェクトの登録処理 2

コンポジションの生成 1 1 1 3 1 23 25 3 1

機能オブジェクトの実施 1 1 2 22 2

イベントの処理 1 1

手順の組替 2

手順の変換 1 1 1 1 1

手順の削除 1

状態によって変化する情報の取得
手順

2 1 8 3

機器属性情報の取得手順 1 1 1

時刻情報の取得手順 2

キャッシュから情報の取得手順 1 1

資源の割付手順 1 1 1 1

資源の解放手順 1

アドレス・IDの割付手順 1

資源情報の表示手順 1

補助情報の表示手順 1 1

機能情報の表示手順 1 2

状態情報の表示手順 1 1

画面位置との関連付け 1

設置位置との関連付け 2 3 1

設定条件に応じた分岐処理手順 1 1 1 2 1

各種設定条件に応じた分岐組合せ 4

動作モード切換の処理手順 1 1 1 1

プログラムのダウンロード 9

設定値のダウンロード 1 1

デバイスROMからアップロード 1 1 2

特定情報の照合手順 1

途中からの再現処理手順 1

再現処理の取りやめ手順 1

手順の追加・
その他の処理
手順

手順の追加・
情報の表示処
理手順

手順の追加・
情報の関連付
け処理手順

手順の追加・
分岐の処理手
順

手順の追加・
プログラムな
どのロード手
順

オブジェクト
の処理

手順の組替・
変換・削除

手順の追加・
情報の取得処
理手順

手順の追加・
資源の割付/
解放処理手順

データ形式の
変換

コマンドの追
加・変換

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

操
作
性
の
向
上

システムの
構成

通
信
性
能
の
向
上

接
続
性
能
の
向
上

互
換
性
の
維
持

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の

機
能
改
善

遠
隔
で
の
機
能
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

接
続
機
能
の
改
善
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表1.4.2-6 相互運用技術の課題に対する解決手段の出願人（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開 

           課題Ⅰ

解決手段
Ⅰ

               Ⅱ

Ⅱ
機能の拡張性 機能の連携と共有化

サーバ機能の配
置

ｷﾔﾉﾝ 特開2002-271555
ﾘｺ- 特開平11-252140
三星電子(韓国) 特開2003-216535

ｾｲｺ-ｴﾌﾟｿﾝ 特開2001-285560
松下電工 特開2002-352065
日立製作所 特開平11-069462

専用機能の配置 東芝 特開2001-036679
東芝 特開2001-186152

デ
ー

タ
形

式
の
変
換

データ・フォー
マット変換

ﾘｺ- 特開平09-162901 ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 特開平11-205355
ｿﾆ- 特開平06-245265
ﾋｭ-ﾚｯﾄﾊﾟｯｶ-ﾄﾞ(米国) 特開2002-132602
ﾘｺ- 特開平05-303553

変
換
テ
ー

ブ

ル
の
配
置

アドレス変換
テーブル

ｱﾙﾊﾟｲﾝ 特開平09-146737
ｱﾙﾊﾟｲﾝ 特開平09-146738
ｱﾙﾊﾟｲﾝ 特開平09-146739

特殊コマンドの
追加

ｼｬ-ﾌﾟ 特開2001-103584

コマンドの生
成・変換

松下電器産業 特開平11-261613
日立製作所 特開平11-266281

オブジェクトの
登録処理

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-216240
ﾄﾑｿﾝ ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ(ﾌﾗﾝｽ) 特表2002-513192

コンポジション
の生成

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾃｸﾉﾛｼﾞ-ﾗｲｾﾝｼﾝｸﾞ(米国) 特表平09-502821
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-039975
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-040052
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-047771
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-083123
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-113166
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-196635
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-197165
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-315130
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-315131
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-257827
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-344162
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-358874
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-222129
ｷﾔﾉﾝ 特開平06-214919
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-119944
ｷﾔﾉﾝ 特許3257895
ｺ-ﾆﾝｸﾚｯｶ ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(ｵﾗﾝﾀﾞ) 特開平11-355746
ｿﾆ- 特開2003-196177
ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ(米国) 特開平08-171527
ﾘｺ- 特開平10-133987
三星電子(韓国) 特表2002-514798
村田機械 特開2001-358867

ｴﾙｼﾞ-電子(韓国) 特開2001-228953
ｴﾙｼﾞ-電子(韓国) 特開2001-228954
ｶｼｵ電子工業,ｶｼｵ計算機(共願) 特開平11-203078
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-175275
ｷﾔﾉﾝ 特開2003-030069
ｷﾔﾉﾝ 特開平07-044290
ｷﾔﾉﾝ 特開平07-044291
ｷﾔﾉﾝ 特開平07-044474
ｷﾔﾉﾝ 特開平07-044477
ｷﾔﾉﾝ 特開平10-269044
ｷﾔﾉﾝ 特開平10-283140
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-275299
ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 特開平11-266378
ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 特開平11-306119
ｺ-ﾆﾝｸﾚｯｶ ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(ｵﾗﾝﾀﾞ) 特表2002-517862
ｺ-ﾆﾝｸﾚｯｶ ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(ｵﾗﾝﾀﾞ) 特表2003-509905
ｼｬ-ﾌﾟ 特許3396859
ｿﾆ- 特開2002-010374
ｿﾆ- 特開平10-336765
ｿﾆ- ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(米国) 特表2002-514879
ﾌﾞﾗｻﾞ-工業 特開平10-171615
ﾘｺ- 特開平09-282123
四国電力,四国計測工業(共願) 特開2002-157178
富士ｾﾞﾛｯｸｽ 特開平11-187165
富士通 特許3369035

機能オブジェク
トの実施

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-290717
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2001-356976

ｴﾇｲ-ｼ-ｱｸｾｽﾃｸﾆｶ 特開2002-209048
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-347977
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-265691
ｷﾔﾉﾝ 特開2003-084926
ｿﾆ- 特開2001-119767
ｿﾆ- 特開2003-008583
ｿﾆ- 特開2003-059242
ﾋｭ-ﾚｯﾄﾊﾟｯｶ-ﾄﾞ(米国) 特開2001-154823
ﾌﾞﾗｻﾞ-工業 特開2001-216115
ﾐﾂﾋﾞｼ ｴﾚｸﾄﾘﾂｸ ｲﾝﾌｵﾒｲｼｮﾝ ﾃｸﾉﾛｼﾞ-(米国) 特開2000-358045
ﾘｺ- 特開平08-249141
ﾘｺ- 特開平08-278932
ﾘｺ- 特開平08-293946
沖電気工業 特開2002-014937
三洋電機 特開2002-095071
松下電器産業 特開2002-073436
松下電器産業 特開平08-166915
松下電器産業 特開平11-069072
船井電機 特開2003-140998
日立製作所 特開2001-008146
日立製作所 特開2002-232977
日立製作所 特開平11-232727

イベントの処理 ｿﾆ- INTERN ﾖ-ﾛﾂﾊﾟ(ﾄﾞｲﾂ) 特開2002-342186 ﾋｭ-ﾚｯﾄﾊﾟｯｶ-ﾄﾞ(米国) 特開2001-142829

手順の組替 ｷﾔﾉﾝ 特開平11-134144
ﾘｺ- 特開平09-214645

手順の変換 ｼｬ-ﾌﾟ 特開2002-191086

手順の削除 ｷﾔﾉﾝ 特開2003-216517

オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト
の
処
理

手
順
の
組
替
・

変
換
・
削
除

システムや機器の機能改善

シ
ス
テ
ム
の

構
成

コ
マ
ン
ド
の

追
加
・
変
換
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表1.4.2-6 相互運用技術の課題に対する解決手段の出願人（2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           課題Ⅰ

解決手段
Ⅰ

               Ⅱ

Ⅱ
機能の拡張性 機能の連携と共有化

状態によって変
化する情報の取
得手順

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-293471
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-315143
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-315146
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-134138
ｹﾝｳｯﾄﾞ 特開2001-118321
ｼ-ｱ-ﾙｼ-総合研究所,塩見 格一(共願) 特開平09-215067
ﾘｺ- 特開平08-153078
三洋電機 特開2000-251408

機器属性情報の
取得手順

ｷﾔﾉﾝ 特開2003-030070

時刻情報の取得
手順

ﾘｺ- 特開平08-116399
日立製作所 特開平11-126193

キャッシュから
情報の取得手順

ｷﾔﾉﾝ 特開平11-249845

資源の割付手順 ﾄﾑｿﾝ ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ(ﾌﾗﾝｽ) 特開2000-059408

アドレス・IDの
割付手順

ｼｬ-ﾌﾟ 特開2000-333275

補助情報の表示
手順

ｵﾘﾝﾊﾟｽ 特開2002-049539 ｿﾆ- 特開2001-168863

機能情報の表示
手順

富士ｾﾞﾛｯｸｽ 特開平10-224534 ｼｬ-ﾌﾟ 特開2001-186580
富士通 特開2003-022224

状態情報の表示
手順

ｼｬ-ﾌﾟ 特開2002-217922

手
順
の
追
加
・
情
報
の

関
連
付
け
処
理
手
順

設置位置との関
連付け

ﾘｺ- 特開平08-235097
ﾘｺ- 特開平08-237272
松下電器産業 特開2001-045575

設定条件に応じ
た分岐処理手順

ｵﾘﾝﾊﾟｽ 特開2000-196986
ﾘｺ- 特開2002-108475

ﾘｺ- 特開平10-023049

動作モード切換
の処理手順

ｷﾔﾉﾝ 特開平11-282641

プログラムのダ
ウンロード

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-115276
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-115424
ﾘｺ- 特開2002-271537
ﾘｺ- 特開平08-329005
東芝 特開2002-089845
日本ﾋﾞｸﾀ- 特開平11-088865
日本ﾋﾞｸﾀ- 特許3287280
日立製作所 特開2001-125864
日立製作所,日立画像情報ｼｽﾃﾑ(共願) 特開2001-126000

設定値のダウン
ロード

日立製作所 特開平11-146426

デバイスROMから
アップロード

ｼｬ-ﾌﾟ 特開2002-033967
日立製作所 特開2001-331397

システムや機器の機能改善

手
順
の
追
加
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ロ
ー

ド
手
順

手
順
の
追
加
・

情
報
の
取
得
処
理
手
順

手
順
の
追
加
・
資
源
の

割
付
/
解
放
処
理
手
順

手
順
の
追
加
・
情
報

の
表
示
処
理
手
順

手
順
の
追
加
・

分
岐
の
処
理
手
順

1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開 
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ｃ. ユーザインターフェース技術 

図1.4.2-4に、ユーザインターフェース技術の課題に対する解決手段の出願分布を示す。

ユーザインターフェース技術で集中している課題は、「操作性の向上」である。この課題

に対して「GUIオブジェクトの組合せ」である「オブジェクトの処理」で対応する出願が

多く、次いで補助情報の表示手順などの「手順の追加・情報の表示処理」で対応している

のが多い。またシステムや機器の機能改善に対して、機器と表示部品を関連付けての「手

順の追加・情報の関連付け処理手順」で対応している出願も多い。 

 

図1.4.2-4 ユーザインターフェース技術の課題に対する解決手段の出願分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1.4.2-7に、ユーザインターフェース技術の課題に対する解決手段の詳細を示す。出

願が最も集中している課題は、「操作性の向上」であり、具体的には「入力操作の容易化」、

「視認性の向上」や「アイコンの操作性向上」であり、次いで「システムや機器の機能改

善」で具体的には「機種や機能の選択性向上」である。 

「入力操作の容易化」に対しては、「コンポジションの生成」や「補助情報の表示手

順」で対応するものが多い。「視認性の向上」に対しては、「コンポジションの生成」や

「補助情報の表示手順」で対応するものが多い。「アイコンの操作性向上」に対しては、

「コンポジションの生成」で対応するものが多い。「機種や機能の選択性向上」に対して

は、「設置位置との関連付け」で対応するものが多い。 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1

2

1

1

1

1

2

1

2

8

1

2

1

2

12

2

6

2

1

2

2

1

1

1

1

4

1

9

3

12

29

3

1

1

1

1

2

2

2

10

2

3

1

74

9

9

1

63

14

1

4

1

7

1

4

1

1

3

2

3

課  題

解
決
手
段

プログラムなどのロード手順

システムの構成

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

オブジェクトの処理

コマンドの追加・変換

変換テーブルの配置

データ形式の変換

その他の処理手順

分岐の処理手順

情報の関連付け処理手順

手
順
の
追
加

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善
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表1.4.2-7 ユーザインターフェース技術の課題に対する解決手段の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開 

                       課題Ⅰ 接
続
機
能
の
改
善

解決手段Ⅰ

                       課題Ⅱ

解決手段Ⅱ

通
信
資
源
の
確
保

回
線
負
荷
の
軽
減

エ
ラ
ー

検
出
時
の
対
応

デ
ー

タ
エ
ラ
ー

の
防
止

機
器
・
伝
送
路
の
接
続
状
況
把
握

資
源
の
競
合
防
止

接
続
性
の
維
持

バ
ス
リ
セ
ッ

ト
、

電
源
オ
フ
時
の
異
常
回
避

機
種
の
互
換
性

A
P
I
の
互
換
性

デ
ー

タ
の
互
換
性

コ
ン
パ
ク
ト
性

省
電
力
化

処
理
の
効
率
化

使
い
勝
手
の
向
上

不
整
合
処
理
の
防
止

入
力
操
作
の
容
易
化

視
認
性
の
向
上

ア
イ
コ
ン
の
操
作
性
向
上

不
正
ア
ク
セ
ス
防
止

不
正
コ
ピ
ー

防
止

故
障
時
の
対
応

点
検
精
度
の
向
上

保
守
時
間
の
短
縮

機
器
や
機
能
の
確
実
な
予
約

機
器
の
監
視
サ
ー

ビ
ス

規
格
非
準
拠
機
器
の
対
応

機
能
の
拡
張
性

機
能
の
連
携
と
共
有
化

機
種
や
機
能
の
選
択
性
向
上

遠
隔
で
の
制
御
機
能
改
善

遠
隔
で
の
操
作
機
能
改
善

サーバ機能の配置 1 1 1 2 1 1 1 1 4

中継機能の配置 2 1 1

専用機能の配置 6 1 1 3

データ・フォーマット変換 1 1 2

暗号化 1

状態遷移テーブル 2 1

アドレス変換テーブル 1 1

分割テーブル構造 1

無線アドレス・テーブルの作成 1

特殊コマンドの追加 1

コマンドの生成・変換 1

オブジェクトの登録処理 1 1

コンポジションの生成 6 4 20 25 17 2 3 3 4

機能オブジェクトの実施 2 1 1 8 1 1 1

イベントの処理 1

手順の組替 1 5 4 1 1

手順の変換 1

状態によって変化する情報の取得
手順

1 1 2 1 2

機器属性情報の取得手順 1 3 4

ルーフ・リーフ情報の取得手順 1 1

キャッシュから情報の取得手順 1 1

手順の追加・
資源の割付/
解放処理手順

資源の割付手順 1

資源情報の表示手順 1 3 4 4 1 1 1

補助情報の表示手順 2 13 17 2 1 1

3Dなど画像の表示手順 1 8 3 1

階層メニューの表示手順 1 2 1

機能情報の表示手順 1 2 3 1 2 5

状態情報の表示手順 1 1 1 2 1 1 1 3

画面位置との関連付け 1 2 1 1 2 4

設置位置との関連付け 1 2 2 18

機器と関連付けられた表示部品 4 1 3 1 2 2

他ネットワークと関連付けられた
表示情報

1

設定条件に応じた分岐処理手順 1 2

各種設定条件に応じた分岐組合せ 1

動作モード切換の処理手順 1 1 2

プログラムのダウンロード 3 2 1

設定値のダウンロード 1

デバイスROMからアップロード 3 1 1 2

アプレットによる処理手順 1

手順の追加・
その他の処理
手順

特定情報のマスク手順 1

手順の追加・
分岐の処理手
順

手順の追加・
プログラムな
どのロード手
順

手順の組替・
変換・削除

手順の追加・
情報の取得処
理手順

手順の追加・
情報の表示処
理手順

手順の追加・
情報の関連付
け処理手順

データ形式の
変換

変換テーブル
の配置

コマンドの追
加・変換

オブジェクト
の処理

遠
隔
で
の
機
能
改
善

システムの
構成

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

操
作
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

保
守
性
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

接
続
性
能
の
向
上

互
換
性
の
維
持

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の

機
能
改
善
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表1.4.2-8に、ユーザインターフェース技術の課題に対する解決手段の出願人を示す。

出願が最も集中している「コンポジションの生成」による「視認性の向上」に関しては、

家電、電機、事務機、情報産業、自動車の企業が出願し、半分弱は海外の企業からの出願

である。次いで集中している「コンポジションの生成」による「入力操作の容易化」に関

しては、家電、電機、事務機、情報産業、自動車の企業が出願している。 

 

表1.4.2-8 ユーザインターフェース技術の課題に対する解決手段の出願人（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開 

           課題Ⅰ
システムや機器の機能改善

解決手段
Ⅰ

               Ⅱ

Ⅱ
入力操作の容易化 視認性の向上 アイコンの操作性向上 機種や機能の選択性向上

サーバ機能の配
置

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-358877 ｿﾆ- 特開2000-286875
ｿﾆ- 特開2003-091495

ｱｷﾞｱ ｼｽﾃﾑｽﾞ ｶﾞ-ﾃﾞｨｱﾝ(米国) 特開
2002-039538

専用機能の配置 ｲﾝﾃﾞｯｸｽ ｼｽﾃﾑｽﾞ(米国) 特表2002-
532025
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2000-101946
ｿﾆ- 特開2002-262188
ｿﾆ- 特開2002-262206
ｿﾆ- 特開2002-262207
松尾 昭弘 特開2001-092625

日本ﾋﾞｸﾀ- 特開平06-236592 三星電子(韓国) 特表2001-510962

デ
ー

タ
形

式
の
変
換

データ・フォー
マット変換

ﾄﾑｿﾝ ｺﾝｼｭ-ﾏ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(米国) 特開平
08-298629
富士ｾﾞﾛｯｸｽ 特開平11-331464

状態遷移テーブ 松下電器産業 特開平08-153004
アドレス変換
テーブル

ｷﾔﾉﾝ 特許3315557

分割テーブル構 三菱電機 特開平10-333862
無線アドレス・
テーブルの作成

松下電器産業 特開2003-115846

コ
マ
ン
ド
の

追
加
・
変
換

コマンドの生
成・変換

日本ﾋﾞｸﾀ- 特開2003-047075

オブジェクトの
登録処理

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-339261 ｿﾆ- ｻ-ﾋﾞｽ ｾﾝﾀ- ﾖ-ﾛｯﾊﾟ(ﾍﾞﾙｷﾞ-) 特
開2001-309200

コンポジション
の生成

ｲﾝﾀ-ﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼ-ﾝｽﾞ(米国) 特
開平09-233400
ｷﾔﾉﾝ 特開2003-111163
ｻﾝ ﾏｲｸﾛｼｽﾃﾑｽﾞ(米国) 特開2000-
207088
ｼｬ-ﾌﾟ 特開平11-032154
ｼｬ-ﾌﾟ 特許3017365
ｼｬ-ﾌﾟ 特許3034749
ｾﾞﾛｯｸｽ(米国) 特開平07-152674
ｿﾆ- 特開2001-067163
ｿﾆ- 特開平06-342356
ｿﾆ- 特開平07-325699
ﾌｫﾙｸｽﾜ-ｹﾞﾝ(ﾄﾞｲﾂ) 特表2003-507241
三菱電機 特開平09-292963
三菱電機 特開平10-326173
松下電器産業 特開2000-333269
松下電器産業 特開2001-069580
松下電器産業 特開2003-186587
東芝 特開2001-326909
日立製作所 特開2001-236155
富士通 特開平05-049074
富士通 特許3160707

ｱｯﾌﾟﾙｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀ(米国) 特表2002-
542535
ｲﾝﾀ-ﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼ-ﾝｽﾞ(米国) 特
開平09-016366
ｲﾝﾀ-ﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼ-ﾝｽﾞ(米国) 特
許2102132
ｲﾝﾀ-ﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼ-ﾝｽﾞ(米国) 特
許2552071
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-222128
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-282786
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2002-091413
ｿﾆ- 特開2000-358051
ｿﾆ- 特開2001-216060
ｿﾆ- 特開平07-160458
ｿﾆ- 特開平08-051447
ｿﾆ- 特開平10-229508
ｿﾆ- ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(米国) 特表2002-
518947
ﾀﾂﾁﾁｭ-ﾝｽﾞ ﾐｭ-ｼﾞｯｸ(米国) 特開2001-
100766
ﾁﾉ- 特開2001-203731
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ 特開2001-285964
ﾋｭ-ﾚｯﾄﾊﾟｯｶ-ﾄﾞ(米国) 特開平10-
313425
ﾌｫ-ﾄﾞ ﾓ-ﾀ-(米国) 特開平06-214738
ﾍﾞ-ﾃ-ｴｽﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ(ｵﾗﾝﾀﾞ) 特開平10-
304245
ﾛ-ﾍﾞﾙﾄ ﾎﾞｯｼｭ(ﾄﾞｲﾂ) 特表2003-
512778
三洋電機 特開2001-204088
松下電器産業 特開平06-326714
松下電器産業 特開平07-146774
松下電器産業 特開平11-212697
東芝 特開2002-297120

ｲﾝﾀ-ﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼ-ﾝｽﾞ(米国) 特
開平09-134272
ｲﾝﾀ-ﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼ-ﾝｽﾞ(米国) 特
許3258250
ｶｼｵ計算機 特開2003-099344
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-109692
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-094867
ｷﾔﾉﾝ 特開2003-140630
ｺﾆﾝ ﾋﾟ-ﾃｨ-ﾃｨ- ﾈ-ﾀﾞ-ﾗﾝﾄﾞ(ｵﾗﾝﾀﾞ) 特
開平07-056702
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2000-278296
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2001-306213
ｼｬ-ﾌﾟ 特開平11-024882
ｿﾆ- 特開2001-052009
ｿﾆ- 特開2001-054096
ｿﾆ- 特開2001-216062
ｿﾆ- 特開平07-064758
ｿﾆ- 特開平10-171621
ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ(米国) 特開平11-194988
ﾒﾃﾞｨｱﾘﾝｸ ﾃｸﾉﾛｼﾞ-ｽﾞ(米国) 特表平
10-508711

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-259545
ｾｲｺ-ｴﾌﾟｿﾝ 特開2003-202945
松下電工 特開2002-165279

機能オブジェク
トの実施

ｾｲｺ-ｴﾌﾟｿﾝ 特開2002-182688
三星電子(韓国) 特表2003-505804
三星電子(韓国) 特表2003-505805
三星電子(韓国) 特表2003-505988
三星電子(韓国) 特表2003-505989
三星電子(韓国) 特表2003-507802
三星電子(韓国) 特表2003-515206
日本電気 特許3016350

松下電器産業 特開2001-067059 三星電子(韓国) 特開2003-140795 ﾉｷｱ ﾓ-ﾋﾞﾙ ﾌｫ-ﾝｽﾞ(ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ) 特表
2002-529992

手
順
の
組
替
・

変
換
・
削
除

手順の組替 ｷﾔﾉﾝ 特開平11-096114
ｿﾆ- 特開2001-067160
松下電器産業 特開2000-172394
東芝 特開2001-268465
東芝 特開2002-044096

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-137557
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-148631
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-255974
東芝 特開平11-205313

状態によって変
化する情報の取
得手順

ｼｬ-ﾌﾟ 特開平07-222260
三洋電機 特開平06-012207

機器属性情報の
取得手順

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-194628
ｿﾆ- 特開平08-047059
ﾘｺ- 特開平10-322508

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-148632
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2000-148432
ﾀﾞｲﾊﾂ工業 特開平09-244851
富士通ﾃﾝ 特開2003-173228

手
順
の
追
加
・
情
報

の
取
得
処
理
手
順

操作性の向上

シ
ス
テ
ム
の
構
成

変
換
テ
ー

ブ
ル

の
配
置

オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト
の
処
理
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表1.4.2-8 ユーザインターフェース技術の課題に対する解決手段の出願人（2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開 

           課題Ⅰ
システムや機器の機能改善

解決手段
Ⅰ

               Ⅱ

Ⅱ
入力操作の容易化 視認性の向上 アイコンの操作性向上 機種や機能の選択性向上

手
順
の
追
加
・
資
源
の

割
付
/
解
放
処
理
手
順

資源の割付手順 三洋電機 特開2000-184006

資源情報の表示
手順

ｾｲｺ-ｴﾌﾟｿﾝ 特開平11-334180
ｿﾆ- 特開2000-163858
ｿﾆ- 特開2001-086143
ﾘｺ- 特開平11-338611

ｾｲｺ-ｴﾌﾟｿﾝ 特開2000-032200
ｿﾆ- 特開平10-173689
松下電器産業 特開2000-122780
松下電器産業 特開2000-172404

補助情報の表示
手順

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-187564
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-119924
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-120132
ｼｬ-ﾌﾟ 特許2854739
ｾｲｺ-ｴﾌﾟｿﾝ 特開平10-200839
ｿﾆ- 特開2001-051777
ｿﾆ- 特開2001-268667
ｿﾆ- 特開2001-290751
ｿﾆ- 特開平08-047058
ﾘｺ- 特開2003-015852
松下電器産業 特開2001-344163
松下電器産業 特開平08-129427
東芝 特開2000-196636

ｲﾝﾀ-ﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼ-ﾝｽﾞ(米国) 特
開平05-241752
ｲﾝﾃﾙ(米国) 特表2003-513557
ｶｼｵ計算機 特開2002-108361
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-194626
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-244836
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-175219
ｿﾆ- 特開2002-320179
ｿﾆ- 特開2003-167571
ﾋｭ-ﾚｯﾄﾊﾟｯｶ-ﾄﾞ(米国) 特開2000-
123159
松下電器産業 特開平10-155121
松下電工 特開平06-110634
松下電工 特開平06-119136
東芝 特開2002-016619
日立製作所 特開平09-084989
日立製作所 特開平09-201485
日立製作所,ｴｲﾁ ｼ- ｴｯｸｽ(共願) 特開
2003-178392
富士ｾﾞﾛｯｸｽ 特開2000-200127

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-109691
ｿﾆ- 特開2001-119769

松下電器産業 特開2002-353968

3Dなど画像の表
示手順

ｴｸｫｽ ﾘｻ-ﾁ 特開2003-157489
ｺ-ﾆﾝｸﾚｯｶ ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(ｵﾗﾝﾀﾞ)
特表2002-520966
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2003-150292
ｿﾆ- 特開平09-154077
ﾘｺ- 特開2002-186067
松下電工 特開平06-222881
松下電工 特許3319473
日本電気 特開2003-199074

ｹﾝｳｯﾄﾞ 特開2001-282412
ｿﾆ- 特開2003-122472
ｿﾆ- 特許3277428

ｼｬ-ﾌﾟ 特開2001-297044

階層メニューの
表示手順

ｾｲｺ-ｴﾌﾟｿﾝ 特開2003-196236 ｸﾛｲ ｸﾚﾒﾝｽ(ﾄﾞｲﾂ) 特表2002-515700
ｺ-ﾆﾝｸﾚｯｶ ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(ｵﾗﾝﾀﾞ)
特表平10-512698

機能情報の表示
手順

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-101122
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-282655

ｴﾙｼﾞ-電子(韓国) 特開2003-050018
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-256153
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2000-278774

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-293465
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-032277
ｷﾔﾉﾝ 特開2003-167711
ｷﾔﾉﾝ 特開平09-026867
富士通,ｴｲ ﾃｨ ｱ-ﾙ 環境適応通信研究
所(共願) 特開2002-099471

状態情報の表示
手順

ｼｬ-ﾌﾟ 特開2002-281574
日本電気 特開2001-092575

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-175387 松下電送ｼｽﾃﾑ 特許3408984 ｷﾔﾉﾝ 特開2000-293473
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-295223
松下冷機 特開2002-147933

画面位置との関
連付け

ｷﾔﾉﾝ 特開平08-006884
ｿﾆ- 特開平09-305360

富士ｾﾞﾛｯｸｽ 特開平08-115193 三菱電機 特開平09-138731 ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 特開平10-319795
ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 特開平10-320341
ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 特開平10-320342
ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 特開平10-320344

設置位置との関
連付け

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-293464
ｾｲｺ-ｴﾌﾟｿﾝ 特開2002-223376

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-034561
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-034562
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-034563
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-034564
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-084210
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-109780
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-082790
ｹﾝｳｯﾄﾞ 特開2002-199474
ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 特開2001-043173
ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 特開2002-091737
ｾｲｺ-ｴﾌﾟｿﾝ 特開2000-285039
ﾌﾞﾗｻﾞ-工業 特開2003-173251
三洋電機 特開2001-092762
東芝 特開2001-274818
東芝 特開2002-305527
日本ﾋﾞｸﾀ- 特開2001-309457
日立製作所 特開2003-087275
富士ｾﾞﾛｯｸｽ 特開2002-157177

機器と関連付け
られた表示部品

松下電器産業 特開平08-123650
松下電器産業 特開平08-171443
松下電器産業 特開平11-088378
日立製作所 特開2002-062962

松下電器産業 特開平11-328081 ｷﾔﾉﾝ 特開2000-293463
ｿﾆ- ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾖ-ﾛﾂﾊﾟ(ﾄﾞｲﾂ) 特開
2002-132407
東芝 特開2001-337763

ｷﾔﾉﾝ 特開平10-177533
ｷﾔﾉﾝ 特開平10-187400

操作性の向上

手
順
の
追
加
・
情
報
の
表
示
処
理
手
順

手
順
の
追
加
・
情
報
の
関
連
付
け
処
理
手
順
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(3) ネットワーク技術 

ネットワーク技術を通信制御技術、ネットワーク間接続技術、ネットワーク管理技術に

分けて、技術毎の課題に対する出願人の分布を示す。 

 

ａ. 通信制御技術 

図1.4.2-5に通信制御技術の課題に対する解決手段の出願分布を示す。通信制御技術で

集中している課題は、「通信性能の向上」、次いで「接続性能の向上」で、さらに「通信品

質の向上」である。これらの課題に対して集中している解決手段は「データ形式の変換」、

次いで「手順の追加・資源の割付/解放処理手順」で、さらに「手順の追加・分岐の処理

手順」である。 

具体的には「通信性能の向上」に対して、チャンネルや帯域の割付を行う「手順の追

加・資源の割付/解放処理手順」で対応して、さらに同期などの確保のために識別や制御

情報をデータに付加する「データ形式の変換」で対応し、さらに「分岐の処理手順」で対

応している。「接続性能の向上」に対して、データ伝送路の確保などのためデータや

フォーマットを変換する「データ形式の変換」で対応している。 

 

図1.4.2-5 通信制御技術の課題に対する解決手段の出願分布 
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表1.4.2-9に通信制御技術の課題に対する解決手段の詳細を示す。出願が最も集中して

いる課題は、「通信性能の向上」であり、具体的には「通信資源の確保」と「伝送速度の

向上」である。次いで「接続性能の向上」の「接続性の維持」である。 

「通信資源の確保」に対しては、「資源の割付手順」で対応しているものが多く、次い

で「識別・制御情報の付加」で対応している。「伝送速度の向上」に対しては、「動作モー

ド切換の処理手順」で対応しているものが多い。「接続性の維持」に対しては、「動作モー

ド切換の処理手順」で対応しているものが多い。 

 

表1.4.2-9 通信制御技術の課題に対する解決手段の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開 

                       課題Ⅰ 提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善

解決手段Ⅰ

                       課題Ⅱ

解決手段Ⅱ

通
信
資
源
の
確
保

通
信
範
囲
の
拡
大

伝
送
速
度
の
向
上

回
線
負
荷
の
軽
減

資
源
の
節
約

エ
ラ
ー

検
出
時
の
対
応

デ
ー

タ
エ
ラ
ー

の
防
止

衝
突
の
防
止

機
器
・
伝
送
路
の
接
続
状
況
把
握

資
源
の
競
合
防
止

接
続
性
の
維
持

接
続
処
理
の
高
速
化

バ
ス
リ
セ
ッ

ト
、

電
源
オ
フ
時
の
異
常
回
避

誤
接
続
・
誤
設
定
時
の
対
応

端
末
の
接
続
・
離
脱
の
対
応

機
種
の
互
換
性

デ
ー

タ
の
互
換
性

コ
ン
パ
ク
ト
性

省
電
力
化

処
理
の
効
率
化

使
い
勝
手
の
向
上

不
整
合
処
理
の
防
止

視
認
性
の
向
上

ア
イ
コ
ン
の
操
作
性
向
上

情
報
の
漏
洩
防
止

不
正
ア
ク
セ
ス
防
止

機
器
の
監
視
サ
ー

ビ
ス

複
数
伝
送
路
の
接
続

異
プ
ロ
ト
コ
ル
間
の
接
続

規
格
非
準
拠
機
器
の
対
応

機
能
の
拡
張
性

機
能
の
連
携
と
共
有
化

機
種
や
機
能
の
選
択
性
向
上

共
用
化

遠
隔
で
の
制
御
機
能
改
善

サーバ機能の配置 1 1 1 1 1

中継機能の配置 3 1 1 1 1 1

専用機能の配置 1 1 1

データ・フォーマット変換 4 5 3 1 1 1 2 3 2 5 7 1 3

識別・制御情報の付加 10 1 2 1 1 4 2 3 3 5 2 4 1 1 1 1

デコード・エンコード 5 1 1 2

暗号化 1

状態遷移テーブル 1

アドレス変換テーブル 1 1 1

無線アドレス・テーブルの作成 1 2 1 3 1

特殊コマンドの追加 1 2 1 1 1 1 1 1

コマンドの生成・変換 1 2

コンポジションの生成 1

機能オブジェクトの実施 1 1 1 1

イベントの処理 1

補助的手段の
活用

携帯電話の活用 1

手順の組替 3 1 2 1 1 2 5 1 1 1 1

手順の変換 1 1 1 1 3 2

状態によって変化する情報の取得
手順

1 1 2 1 1

機器属性情報の取得手順 1 2 1 1 1

ルーフ・リーフ情報の取得手順 1 1 1

時刻情報の取得手順 5 1 2 1 1 1 1

キャッシュから情報の取得手順 1 1 1

資源の割付手順 27 2 1 1 4 2 2 1 1

資源の解放手順 1 2 1 1 1 1

アドレス・IDの割付手順 1 1 1 1 1 1

バッファの領域割付手順 3 1 1

手順の追加・
情報の表示処
理手順

資源情報の表示手順 1 1

設定条件に応じた分岐処理手順 4 1 2 2 3 1 1 1 2 1

各種設定条件に応じた分岐組合せ 1

動作モード切換の処理手順 1 6 1 3 1 2 1 6 1 1 1 1 1 1 1 1
手順の追加・
プログラムな
どのロード手
順

プログラムのダウンロード 1

特定情報のカウント手順 3 1 2 1 1 1 1

特定情報のフィルタリング手順 1 2 1 2 1 1

特定情報のマスク手順 1 1 1 1

特定情報の照合手順 1 4 1 1

始から再現処理手順 1 2

途中からの再現処理手順 1 2

再現処理の取りやめ手順 2

手順の追加・
資源の割付/
解放処理手順

手順の追加・
分岐の処理手
順

手順の追加・
その他の処理
手順

コマンドの追
加・変換

オブジェクト
の処理

手順の組替・
変換・削除

手順の追加・
情報の取得処
理手順

データ形式の
変換

変換テーブル
の配置

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

操
作
性
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

接
続
性
能
の
向
上

互
換
性
の
維
持

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の

機
能
改
善

システムの
構成

安
全
性
の
向
上

接
続
機
能
の
改
善
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表1.4.2-10に通信制御技術の課題に対する解決手段の出願人を示す。出願が最も集中し

ている「資源の割付手順」による「通信資源の確保」に関しては、家電メーカーが２社で

11件と多く出願し、他に情報産業、電線、事務機などの企業が出願している。 
 

表1.4.2-10 通信制御技術の課題に対する解決手段の出願人（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開 

           課題Ⅰ
通信品質の向上 接続性能の向上

解決手段
Ⅰ

           Ⅱ

Ⅱ
通信資源の確保 伝送速度の向上 データエラーの防止 接続性の維持

サーバ機能
の配置

ｲﾝﾀ-ﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼ-ﾝｽﾞ(米国) 特
表2002-543507

中継機能の
配置

ｿﾆ- 特開2001-077737

専用機能の
配置

松下電器産業 特開2003-018558

データ・
フォーマッ
ト変換

ｺ-ﾆﾝｸﾚｯｶ ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(ｵﾗﾝﾀﾞ)
特表2003-515271
ｿﾆ- 特開2002-033713
ｿﾆ- 特開2002-033714
ｿﾆ- 特開平11-298477

ｵﾌﾟﾃｨｼﾞｬﾊﾟﾝ 特開2003-179605
ｿﾆ- 特開2003-008598
ﾃｷｻｽ ｲﾝｽﾄﾙﾒﾝﾂ(米国) 特開2001-
345828

ｿﾆ- 特開2002-185471
ｿﾆ- 特開2002-281038

ｿﾆ- 特開2002-044102
ｿﾆ- 特開平11-215136
松下電器産業 特開2000-123275

識別・制御
情報の付加

ｵﾑﾛﾝ 特開2003-008579
ｿﾆ- 特開2001-189951
ｿﾆ- 特開2002-353971
ﾄﾞｲﾂﾁｪ ﾄﾑｿﾝ ﾌﾞﾗﾝﾄ(ﾄﾞｲﾂ) 特表2001-
517015
三星電子(韓国) 特開2001-168883
松下電器産業 特開2000-324163
松下電器産業 特開平11-308294
東芝 特開2001-036549
東芝 特開2002-319946
日本電気 特開2001-346144

ｿﾆ- 特開平11-239114 ｴｽｴﾑｹｲ 特開平07-066819
ｿﾆ- 特開平11-252090
松下電工 特開2001-094628
日本ﾋﾞｸﾀ- 特開2000-341251

沖電気工業 特開平09-069847
松下電器産業 特許3127704
東芝 特開平09-321769

アドレス変
換テーブル

ｷﾔﾉﾝ 特開平11-177589

無線アドレ
ス・テーブ
ルの作成

ﾋｭ-ﾚｯﾄﾊﾟｯｶ-ﾄﾞ(米国) 特開2002-
135275

コ
マ
ン
ド
の

追
加
・
変
換

特殊コマン
ドの追加

ｿﾆ- 特開2001-156812
松下電器産業 特開2003-198550

ｿﾆ- 特開平11-331213

手順の組替 ｷﾔﾉﾝ 特開平11-055485
ｹﾝｳｯﾄﾞ 特開平11-339386
ｿﾆ- 特開2001-285247

ｿﾆ- 特開平11-017743 ｷﾔﾉﾝ 特開2000-278460 ｷﾔﾉﾝ 特開2000-330915
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-308950
ｿﾆ- 特開平11-266255
ﾔﾏﾊ 特開2001-251322
松下電器産業 特開2000-134234

手順の変換 ｼｬ-ﾌﾟ 特開2002-185479

状態によっ
て変化する
情報の取得

松下電器産業 特開2002-152835
松下電器産業 特開平05-244169

機器属性情
報の取得手

ｿﾆ- 特開平11-331215 松下電器産業 特許3271355 東芝 特開2000-115173

ルーフ・
リーフ情報
の取得手順

ｼｬ-ﾌﾟ 特開2002-314544

時刻情報の
取得手順

ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 特開2002-190805
ｿﾆ- 特開平10-307765
ｿﾆ- 特開平11-284661
ﾊﾟｲｵﾆｱ 特開平10-308063
ﾔﾏﾊ 特許3309722

ｿﾆ- 特開平05-207036 ｿﾆ- ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(米国) 特開平11-
234317

ｼｬ-ﾌﾟ 特許3392372

キャッシュ
から情報の
取得手順

松下電器産業 特開平08-153032

資源の割付
手順

ｴｽｼﾞｪ-ｴｽﾄﾑｿﾝ ﾐｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(ﾌﾗﾝｽ) 特
開平09-046381
ｴﾇｲ-ｼ-ｱｸｾｽﾃｸﾆｶ 特開2002-281033
ｷﾔﾉﾝ 特開2000-196607
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-313068
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-316657
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2000-209221
ｿﾆ- 特開2000-196611
ｿﾆ- 特開2000-324107
ｿﾆ- 特開2002-009796
ｿﾆ- 特開2002-026926
ｿﾆ- 特許3194380
ｿﾆ- 特許3194381
ｿﾆ- 特許3194382
ｿﾆ- 特許3219085
ｿﾆ- 特許3221442
ｿﾆ- ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(米国) 特表2003-
517749
ﾄﾑｿﾝ ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ(ﾌﾗﾝｽ) 特表2002-
518886
昭和電線電纜 特開2000-232462
松下電器産業 特開2000-069063
松下電器産業 特開2000-101578
松下電器産業 特許3156704
松下電器産業 特許3156705
松下電器産業 特許3156708
松下電工 特開2003-163666
東芝 特開平05-207168
東芝ｷｬﾘｱ 特開2000-124929
矢崎総業 特開2003-008577

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-049824
ｿﾆ- 特開平11-331218

日立製作所 特開2000-124951 ｿﾆ- 特開2000-059399
ﾊﾟｲｵﾆｱ 特開2003-174486

通信性能の向上

シ
ス
テ
ム
の

構
成

デ
ー

タ
形
式
の
変
換

変
換
テ
ー

ブ

ル
の
配
置

手
順
の
組
替
・

変
換
・
削
除

手
順
の
追
加
・
情
報
の
取
得
処
理
手
順
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表1.4.2-10 通信制御技術の課題に対する解決手段の出願人（2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開 

           課題Ⅰ
通信品質の向上 接続性能の向上

解決手段
Ⅰ

           Ⅱ

Ⅱ
通信資源の確保 伝送速度の向上 データエラーの防止 接続性の維持

資源の解放
手順

三菱電機 特許2850605 ｷﾔﾉﾝ 特開2000-036824

アドレス・
IDの割付手
順

ｿﾆ- 特開2001-111561

バッファの
領域割付手
順

ｼｬ-ﾌﾟ 特開2002-135270
松下電器産業 特開2003-023471
松下電器産業 特開平11-184791

ﾊﾟｲｵﾆｱ 特開2002-344891

手
順
の
追
加
・
情
報

の
表
示
処
理
手
順

資源情報の
表示手順

ｿﾆ- 特開2000-244524

設定条件に
応じた分岐
処理手順

ｿﾆ- 特開平11-331180
ｿﾆ-,ｿﾆ- ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(米国),ｿﾆ- ｲﾝﾀｰﾅ
ｼｮﾅﾙ ﾖ-ﾛﾂﾊﾟ(ﾄﾞｲﾂ)(共願) 特表2002-
520903
安川電機製作所 特開2002-344451
松下電器産業 特開2001-156734

ｿﾆ- 特開平10-075413 富士ﾌｲﾙﾑﾏｲｸﾛﾃﾞﾊﾞｲｽ,富士写真ﾌｲﾙﾑ
(共願) 特開平10-190682

動作モード
切換の処理
手順

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-048186 NECﾏｲｸﾛｼｽﾃﾑ 特許2821320
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-237884
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-305956
松下電器産業 特開2000-216845
松下電器産業 特開2002-152198
松下電器産業 特開2002-223213

東芝 特開2002-190754
東芝 特開2002-271341

ｷﾔﾉﾝ 特開平11-015770
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-015771
ｿﾆ- 特開平11-177588
ﾐﾂﾐ電機 特開2002-278714
通信放送機構,ｴﾇ ﾃｨ ﾃｨ ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾃｸﾉﾛ
ｼﾞ,慶応義塾(大学),日本ﾋﾞｸﾀ-(共願)
特開2002-314547
東芝 特開2002-288073

特定情報の
カウント手
順

ﾁﾉ- 特開平09-168024
東芝 特開2002-044605
東芝 特開平08-251154

富士電機 特開2000-049836 ﾄﾑｿﾝ ﾗｲｾﾝｼﾝｸﾞ(ﾌﾗﾝｽ) 特表2002-
540702
松下電器産業 特開平11-184780

ｷﾔﾉﾝ 特開平11-170632

特定情報の
フィルタリ
ング手順

三菱電機 特開平07-093960 ｿﾆ- 特開2002-354051
ｿﾆ- 特開平06-205465

特定情報の
マスク手順

ｿﾆ- 特許3429149 ｿﾆ- 特開平11-355327

特定情報の
照合手順

ｿﾆ- 特許3203978 ｿﾆ- 特許3304633
沖電気工業 特開2003-174490
三菱電機 特開2003-198641
日本電気 特開平04-313930

松下電工 特開平10-098539

始から再現
処理手順

富士ﾌｲﾙﾑﾏｲｸﾛﾃﾞﾊﾞｲｽ,富士写真ﾌｲﾙﾑ
(共願) 特開2001-230835

通信性能の向上

手
順
の
追
加
・
分
岐
の
処
理
手
順

手
順
の
追
加
・
そ
の
他
の
処
理
手
順

手
順
の
追
加
・
情
報

の
取
得
処
理
手
順
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ｂ. ネットワーク間接続技術 

図1.4.2-6に、ネットワーク間接続技術の課題に対する解決手段の出願分布を示す。

ネットワーク間接続技術で集中している課題は、「接続機能の改善」である。それに対す

る解決手段は、異プロトコル間の接続をするプロトコル変換である「手順の組替・変換・

削除」で対応し、次いで複数伝送路の接続を中継するゲートウエイの配置による「システ

ム構成」で対応し、さらに異プロトコル間の接続をするデータやフォーマットの変換であ

る「データ形式の変換」で対応している。 

 

図1.4.2-6 ネットワーク間接続技術の課題に対する解決手段の出願分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1.4.2-11に、ネットワーク間接続技術の課題に対する解決手段の詳細を示す。出願が

最も集中している課題は、「接続機能の改善」であり、具体的には「異プロトコル間の接

続」と「複数伝送路の接続」である。「異プロトコル間の接続」に対しては、「手順の変

換」と「データ・フォーマット変換」で対応しているものが多い。「複数伝送路の接続」

に対しては、「中継機能の配置」と「サーバ機能の配置」で対応しているものが多い。 
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4

課  題

解
決
手
段

プログラムなどのロード手順

システムの構成

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

オブジェクトの処理

コマンドの追加・変換

変換テーブルの配置

データ形式の変換

その他の処理手順

分岐の処理手順

情報の関連付け処理手順

手
順
の
追
加

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 
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表1.4.2-11 ネットワーク間接続技術の課題に対する解決手段の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1.4.2-12に、ネットワーク間接続技術の課題に対する解決手段の出願人を示す。最も

出願が集中している「手順の変換」による「異プロトコル間の接続」に関しては、家電、

電機、事務機、光学機、情報・通信、電力、ガス、化学、放送など幅広い業種の企業が出

願している。 

 

1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開 

                       課題Ⅰ 通
信
品
質
の
向
上

互
換
性
の
維
持

操
作
性
の
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善

解決手段Ⅰ

                       課題Ⅱ

解決手段Ⅱ

通
信
資
源
の
確
保

通
信
範
囲
の
拡
大

伝
送
速
度
の
向
上

回
線
負
荷
の
軽
減

衝
突
の
防
止

機
器
・
伝
送
路
の
接
続
状
況
把
握

接
続
性
の
維
持

接
続
処
理
の
高
速
化

バ
ス
リ
セ
ッ

ト
、

電
源
オ
フ
時
の
異
常
回
避

デ
ー

タ
の
互
換
性

コ
ン
パ
ク
ト
性

不
整
合
処
理
の
防
止

入
力
操
作
の
容
易
化

情
報
の
漏
洩
防
止

不
正
ア
ク
セ
ス
防
止

機
器
の
監
視
サ
ー

ビ
ス

遠
隔
サ
ー

ビ
ス
の
向
上

複
数
伝
送
路
の
接
続

異
プ
ロ
ト
コ
ル
間
の
接
続

規
格
非
準
拠
機
器
の
対
応

機
能
の
連
携
と
共
有
化

機
種
や
機
能
の
選
択
性
向
上

遠
隔
で
の
制
御
機
能
改
善

サーバ機能の配置 1 1 21 1 1 5

中継機能の配置 1 25 1

専用機能の配置 2

データ・フォーマット変換 1 2 1 3 6 1 1 21 2

識別・制御情報の付加 1 4

暗号化 1

ルーティング・テーブル 1

アドレス変換テーブル 1

分割テーブル構造 1

無線アドレス・テーブルの作成 1

特殊コマンドの追加 1 1

コマンドの生成・変換 1

オブジェクト
の処理

機能オブジェクトの実施 2 1

補助的手段の
活用

携帯電話の活用 1 2

手順の組替 1 2 3

手順の変換 1 1 75 7 1

状態によって変化する情報の取得
手順

1 1

機器属性情報の取得手順 1 1

時刻情報の取得手順 1

資源の割付手順 1 1 2 3

資源の解放手順 1

アドレス・IDの割付手順 1 1 1

手順の追加・
情報の関連付
け処理手順

他ネットワークと関連付けられた
表示情報

1

設定条件に応じた分岐処理手順 1 2 2

動作モード切換の処理手順 1 3 1 1

特定情報のフィルタリング手順 1 1

特定情報の照合手順 1 1

手順の追加・
情報の取得処
理手順

手順の追加・
資源の割付/
解放処理手順

手順の追加・
分岐の処理手
順
手順の追加・
その他の処理
手順

データ形式の
変換

変換テーブル
の配置

コマンドの追
加・変換

手順の組替・
変換・削除

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

接
続
機
能
の
改
善

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の

機
能
改
善

システムの構
成

通
信
性
能
の
向
上

接
続
性
能
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

安
全
性
の
向
上
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表1.4.2-12 ネットワーク間接続技術の課題に対する解決手段の出願人（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開

           課題Ⅰ

解決手段
Ⅰ

               Ⅱ

Ⅱ
複数伝送路の接続 異プロトコル間の接続

サーバ機能の配
置

ｲﾝﾀ-ﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼ-ﾝｽﾞ(米国) 特開2001-331435
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-249882
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-282728
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-009809
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-304336
ｼﾞｪﾝﾀ- ﾄﾞｯﾄｺﾑ(韓国) 特開2001-094966
ｾｲｺ-ｴﾌﾟｿﾝ 特開2001-282726
ｿﾆ- 特開2003-008610
ｿﾆ- 特開平11-298480
ﾀﾞｲｷﾝ工業 特開2003-085356
ﾘｺ-ｴﾚﾒｯｸｽ,村瀬産業(共願) 特開2003-196774
関西電力 特開2003-084018
三菱電機 特開2001-309455
三菱電機 特開2003-030071
三洋電機 特開2002-009807
松下電器産業 特開2003-030072
東芝 特開2001-016236
東芝 特開平11-187061
東芝ｷｬﾘｱ 特開平11-298478
日本電信電話,ｴﾇ ﾃｨ ﾃｨ ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾃｸﾉﾛｼﾞ(共願) 特開2001-230868
日立ﾎ-ﾑﾃｯｸ 特開2002-204248

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-350604

中継機能の配置 ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ ｺﾚｱ(韓国) 特開2002-058076
ｴﾙｼﾞ-電子(韓国) 特開2003-060665
ｸｩｱﾙｺﾑ 特表2003-520508
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2002-077271
ｼﾝｸﾚｲﾔ 特開2003-051833
ｿﾆ- 特開2002-094543
ｿﾆ- 特開2002-094544
ｿﾆ- ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ 特許3411022
ｿﾘﾄﾝｼｽﾃﾑｽﾞ 特開2001-203744
ﾃﾙﾔ 特開2002-217937
ﾏｽﾌﾟﾛ電工 特開2002-374260
ﾐﾂﾋﾞｼ ｴﾚｸﾄﾘﾂｸ ｲﾝﾌｵﾒｲｼｮﾝ ﾃｸﾉﾛｼﾞ-(米国) 特開2001-034560
ﾘｺ- 特開2002-304243
古河電気工業 特開2001-274835
三星電子(韓国) 特開2003-169057
三菱電機,三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ ﾃﾞｻﾞｲﾝ(共願) 特開2003-078456
松下電器産業 特開2001-117829
松下電器産業 特開2001-285309
松下電器産業 特開2003-134129
松下電器産業 特開2003-134264
松下電器産業 特開平11-164055
鷹山 特開平10-285197
日本電信電話 特開2003-115842
日立製作所 特開2000-308154
日立製作所 特開2003-069728

松下電器産業 特開平11-261714

専用機能の配置 松下電器産業 特開2002-108532
日本電気 特開2001-326655

データ・フォー
マット変換

ｳｨﾝｽﾀ- ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝｽﾞ(米国) 特表2001-509656
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-252200
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2002-135745
ｼｬ-ﾌﾟ 特開平09-116498
ｿﾆ- 特開2001-060986
ｿﾆ- 特開2001-160814
ｿﾆ- 特開平11-027322
ｿﾆ- 特開平11-168471
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝｽﾞ 特開平09-224081
ﾋｭ-ﾚｯﾄﾊﾟｯｶ-ﾄﾞ(米国) 特開平10-283091
ﾐﾂﾐ電機 特開平10-234028
ﾓﾄﾛ-ﾗ(米国) 特開2002-158687
京ｾﾗ 特開平11-163881
近計ｼｽﾃﾑ 特開平11-146468
古河電気工業 特開2001-218187
松下電器産業 特開平07-177160
東芝 特開2002-016613
東陶機器 特開平11-047101
日本ｱﾏﾁｭｱ無線連盟 特開2003-152738
日本ﾋﾞｸﾀ- 特開2001-285224
日立製作所 特開平07-298368

識別・制御情報
の付加

ｿﾆ- 特開2001-326669
ｿﾆ- 特開2001-326670
ｿﾆ- 特開平09-259054
三星電子(韓国) 特許3415122

ルーティング・
テーブル

松下電器産業 特開2003-018179

アドレス変換
テーブル

ｿﾆ- 特開2003-060662

分割テーブル構
造

松下電器産業 特開2003-022203

無線アドレス・
テーブルの作成

東芝 特開2000-022691

接続機能の改善

シ
ス
テ
ム
の
構
成

デ
ー

タ
形
式
の
変
換

変
換
テ
ー

ブ
ル
の

配
置
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表1.4.2-12 ネットワーク間接続技術の課題に対する解決手段の出願人（2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開

           課題Ⅰ

解決手段
Ⅰ

               Ⅱ

Ⅱ
複数伝送路の接続 異プロトコル間の接続

特殊コマンドの
追加

ｿﾆ- WO01/078344

コマンドの生
成・変換

ｿﾆ- 特開2003-032311

補
助
的
手

段
の
活
用

携帯電話の活用 ﾅﾚｯﾁﾞ ﾌｧ-ﾑ 特開2001-359177
三洋電機 特開2001-359176

手順の組替 ｷﾔﾉﾝ 特開平10-283136
ﾄﾑｿﾝ ﾗｲｾﾝｼﾝｸﾞ(ﾌﾗﾝｽ) 特表2003-501949
東芝 特許3228573

手順の変換 ｲﾝﾀ-ﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼ-ﾝｽﾞ(米国) 特開2003-060800
ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ ｺﾚｱ(韓国) 特開2002-057814
ｴﾙｼﾞ-電子(韓国) 特開2003-060799
ｵ-ﾃﾞｨｵﾃｸﾆｶ 特開2002-094545
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-077841
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-356974
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-217999
ｷﾔﾉﾝ 特開平09-062593
ｷﾔﾉﾝ 特開平10-290247
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-196108
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-259259
ｺｽﾓｿﾌﾄ 特開平11-017876
ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 特開2002-297467
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2002-152280
ｼｬ-ﾌﾟ 特開平10-051464
ｽﾀ- ｱﾙﾌｧ 特開2002-132595
ｿﾆ- 特開2000-349805
ｿﾆ- 特開2001-129259
ｿﾆ- 特開2002-304333
ｿﾆ- 特開平10-023030
ｿﾆ- 特開平10-145420
ﾃﾙﾔ 特開2002-185487
ﾃﾙﾔ 特開2002-218275
ﾃﾚﾌｵﾝAB ｴﾙ ｴﾑ ｴﾘｸｿﾝ(ｽｳｪ-ﾃﾞﾝ) 特表2002-543677
ﾄﾑｿﾝ ﾗｲｾﾝｼﾝｸﾞ(ﾌﾗﾝｽ) 特表2003-501765
ﾄﾑｿﾝ ﾗｲｾﾝｼﾝｸﾞ(ﾌﾗﾝｽ) 特表2003-519966
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝｽﾞ 特開2002-290437
ﾋﾟｸｾﾗ 特開2002-101134
ﾏｽﾌﾟﾛ電工 特開2002-077276
ﾏｽﾌﾟﾛ電工 特開2003-008486
ﾏｽﾌﾟﾛ電工 特開2003-032642
ﾙ-ｾﾝﾄ ﾃｸﾉﾛｼﾞ-ｽﾞ(米国) 特開2001-086148
ﾙ-ｾﾝﾄ ﾃｸﾉﾛｼﾞ-ｽﾞ(米国) 特許3256457
芦原 勝也 特開2001-111574
関西電力,富士通,ｴﾌ ｴﾌ ｼ-(共願) 特開2002-312268
関電工 特許3424660
三星電子(韓国) 特開2003-134142
三菱電機 特開平04-280138
三菱電機 特開平11-234277
三洋電機 特開2000-354053

産業 特資源の割付手順 ｿﾆ- 特開平11-243425
東芝 特開平10-308756
日立製作所 特開平11-145995

資源の解放手順 ｿﾆ- 特開2000-031990

アドレス・IDの
割付手順

松下電器産業 特開2001-007836

手
順
の
追
加
・
情
報
の

関
連
付
け
処
理
手
順

他ネットワーク
と関連付けられ
た表示情報

東芝 特開平11-161664

設定条件に応じ
た分岐処理手順

ﾋｭ-ﾚｯﾄﾊﾟｯｶ-ﾄﾞ(米国) 特開平10-320094
東芝 特開平10-164116

動作モード切換
の処理手順

ｷﾔﾉﾝ 特開平11-215143
ﾋｭ-ﾚｯﾄﾊﾟｯｶ-ﾄﾞ(米国) 特開平10-312432
日本電気ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 特開2002-335248

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-261468

手
順
の
追
加
・
そ

の
他
の
処
理
手
順

特定情報のフィ
ルタリング手順

松下電器産業 特許3392133

手
順
の
追
加
・

分
岐
の
処
理
手
順

コ
マ
ン
ド
の

追
加
・
変
換

手
順
の
追
加
・
資
源
の

割
付
/
解
放
処
理
手
順

手
順
の
組
替
・
変
換
・
削
除

接続機能の改善
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ｃ. ネットワーク管理技術 

図1.4.2-7に、ネットワーク管理技術の課題に対する解決手段の出願分布を示す。ネッ

トワーク管理技術で、集中している課題は「安全性の向上」と「提供サービスの改善」で

ある。「安全性の向上」に対しては、暗号化の認証・署名である「データ形式の変換」で

対応している。「提供サービスの改善」に対しては、遠隔サービスをウェブサーバの配置

である「システム構成」や機器の監視サービスのため状態情報の取得する「手順の追加・

情報の取得処理」で対応している。 

 

図1.4.2-7 ネットワーク管理技術の課題に対する解決手段の出願分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表1.4.2-13に、ネットワーク管理技術の課題に対する解決手段の詳細を示す。出願が最

も集中している課題は、「提供サービスの改善」であり、具体的には「機器の監視サービ

ス」と「遠隔サービスの向上」である。次いで、「安全性の向上」の「不正アクセスの防

止」である。さらに、「保守性の向上」の「遠隔での保守性向上」である。 

「機器の監視サービス」に対しては、「状態によって変化する情報の取得手順」で対応

しているものが多い。「遠隔サービスの向上」に対しては、「サーバ機能の配置」で対応し

ているものが多い。「不正アクセスの防止」に対しては、「暗号化」で対応しているものが

多い。「遠隔での保守性向上」に対しては、「プログラムのダウンロード」で対応している

ものが多い。 
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13

4

1

1

2

1

1

課  題

解
決
手
段

プログラムなどのロード手順

システムの構成

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

オブジェクトの処理

コマンドの追加・変換

変換テーブルの配置

データ形式の変換

その他の処理手順

分岐の処理手順

情報の関連付け処理手順

手
順
の
追
加

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 
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表1.4.2-13 ネットワーク管理技術の課題に対する解決手段の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開 

                       課題Ⅰ

解決手段Ⅰ

                       課題Ⅱ

解決手段Ⅱ

通
信
資
源
の
確
保

回
線
負
荷
の
軽
減

エ
ラ
ー

検
出
時
の
対
応

デ
ー

タ
エ
ラ
ー

の
防
止

衝
突
の
防
止

機
器
・
伝
送
路
の
接
続
状
況
把
握

資
源
の
競
合
防
止

接
続
性
の
維
持

端
末
の
接
続
・
離
脱
の
対
応

機
種
の
互
換
性

A
P
I
の
互
換
性

デ
ー

タ
の
互
換
性

コ
ン
パ
ク
ト
性

省
電
力
化

処
理
の
効
率
化

不
整
合
処
理
の
防
止

入
力
操
作
の
容
易
化

視
認
性
の
向
上

ア
イ
コ
ン
の
操
作
性
向
上

情
報
の
漏
洩
防
止

不
正
ア
ク
セ
ス
防
止

不
正
コ
ピ
ー

防
止

遠
隔
で
の
保
守
性
向
上

故
障
時
の
対
応

点
検
精
度
の
向
上

保
守
時
間
の
短
縮

設
定
時
間
の
短
縮

機
器
や
機
能
の
確
実
な
予
約

機
器
の
使
用
環
境
の
把
握

機
器
の
監
視
サ
ー

ビ
ス

遠
隔
サ
ー

ビ
ス
の
向
上

複
数
伝
送
路
の
接
続

異
プ
ロ
ト
コ
ル
間
の
接
続

規
格
非
準
拠
機
器
の
対
応

機
器
制
御
下
の
デ
バ
イ
ス
の
接
続

機
能
の
連
携
と
共
有
化

機
種
や
機
能
の
選
択
性
向
上

サーバ機能の配置 1 1 1 1 1 10 1 1 1 2 1 1 3 2 13 1 1

中継機能の配置 1 2 2 1 2 3

専用機能の配置 1 1 2

データ・フォーマット変換 1 1 2 1 1 1 1 1

識別・制御情報の付加 3 1

デコード・エンコード 1

暗号化 9 22 9

アドレス変換テーブル 1

無線アドレス・テーブルの作成 1

特殊コマンドの追加 1 1 1 1 1 1 1

コマンドの生成・変換 1 1

オブジェクトの登録処理 1 1 2

コンポジションの生成 1 1 1 1 1 2

機能オブジェクトの実施 1 1

イベントの処理 1 3

電子メールの活用 2 1

携帯電話の活用 3

手順の組替 1 1 1

手順の変換 2 1 1 1

手順の削除 1

状態によって変化する情報の取得
手順

1 3 2 6 2 1 7 7 1 1 1

機器属性情報の取得手順 1 2 2 2 3 2 1

時刻情報の取得手順 1 1 1

キャッシュから情報の取得手順 1 1 1

資源の割付手順 1 1

資源の解放手順 1

アドレス・IDの割付手順 1

バッファの領域割付手順 1

資源情報の表示手順 1

補助情報の表示手順 1 1

機能情報の表示手順 1 1

状態情報の表示手順 1 1

設置位置との関連付け 1

機器と関連付けられた表示部品 1

設定条件に応じた分岐処理手順 1 1 1 1 1

動作モード切換の処理手順 1 1 1

プログラムのダウンロード 1 8 2 1 3

設定値のダウンロード 1 3 2

デバイスROMからアップロード 1 1 1 1

特定情報のカウント手順 1 1

特定情報のマスク手順 1 1

特定情報の照合手順 1 5 1

途中からの再現処理手順 1

再現処理の取りやめ手順 1

データ形式の
変換

手順の追加・
情報の関連付
け処理手順
手順の追加・
分岐の処理手
順

手順の追加・
プログラムな
どのロード手
順

変換テーブル
の配置

コマンドの追
加・変換

オブジェクト
の処理

補助的手段の
活用

手順の追加・
その他の処理
手順

手順の組替・
変換・削除

手順の追加・
情報の取得処
理手順

手順の追加・
資源の割付/
解放処理手順

手順の追加・
情報の表示処
理手順

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の

機
能
改
善

システムの
構成

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

操
作
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

保
守
性
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

接
続
性
能
の
向
上

互
換
性
の
維
持

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

接
続
機
能
の
改
善
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表1.4.2-14に、ネットワーク管理技術の課題に対する解決手段の出願人を示す。最も出

願が集中している「暗号化」による「不正アクセス防止」に関しては、家電、電気、情

報・通信、事務機の企業が出願している。 

 

表1.4.2-14 ネットワーク管理技術の課題に対する解決手段の出願人（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開

           課題Ⅰ
安全性の向上 保守性の向上

解決手段
Ⅰ

               Ⅱ

Ⅱ
不正アクセス防止 遠隔での保守性向上 機器の監視サービス 遠隔サービスの向上

サーバ機能の配
置

ｷﾔﾉﾝ 特開2002-245007
三洋電機 特開2003-067251
山武ﾊﾈｳｪﾙ 特開2002-223483
松下電器産業 特開2001-051948
松下電工 特開2001-306533
松下電工 特開2001-306676
東京電力 特開2002-055895
日立製作所 特開2001-103078
日立製作所 特開2002-185635
日立製作所 特開2003-115880

東芝ﾃｯｸ 特開2001-282658 ｴﾙｼﾞ-電子(韓国) 特開2001-218282
ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 特開2002-082792

ｴﾙｼﾞ-電子(韓国) 特開2001-248955
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-074913
ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 特開2003-187119
ｿﾆ- 特開平11-305901
ﾃﾞﾝｿ- 特開2003-044661
ﾘｺ- 特開平11-296468
三星電子(韓国) 特開2002-189649
三星電子(韓国) 特開2002-344475
三星電子(韓国) 特開2003-015975
三菱電機 特開2002-238081
三菱電機 特開2003-111158
松下電器産業 特開2003-052082
東芝 特開2002-243335

中継機能の配置 ｼｬ-ﾌﾟ 特開2001-144756
松下電器産業 特開2002-288054

松下電器産業 特開2002-073438
松下電工 特開2002-044079

ｲﾝﾀ-ﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼ-ﾝｽﾞ(米国) 特
開2002-149960
ﾀﾞｲｷﾝ工業 特開2002-176681
ﾎ-ﾑﾗｲﾀﾞ- ｼｽﾃﾑｽﾞ(ﾌﾗﾝｽ) 特表2003-
510914

専用機能の配置 ｿﾆ- 特開2002-281040 横河電機,ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄﾉ-ﾄﾞ(共願) 特開
2002-171578
松下電器産業 特開2002-199318

データ・フォー
マット変換

ｿﾆ- 特開平10-023031 松下電工 特開平10-136466 松下電器産業 特開平10-028296

識別・制御情報
の付加

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-331395
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-331396
富士通 特開2002-354557

暗号化 ｱｲﾍﾟｯｸｽ,ﾃﾞｨ-ｴﾇｴ-(共願) 特開2002-
157173
ｷﾔﾉﾝ 特開平11-122444
ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 特開2002-259335
ｺ-ﾆﾝｸﾚｯｶ ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(ｵﾗﾝﾀﾞ)
特開2003-044437
ｿﾆ- 特開2001-249899
ｿﾆ- 特開2001-312474
ｿﾆ- 特開2003-178272
ｿﾆ- 特開平11-122681
ﾃﾚﾌｵﾝAB ｴﾙ ｴﾑ ｴﾘｸｿﾝ(ｽｳｪ-ﾃﾞﾝ) 特表
2003-513513
ﾄﾑｿﾝ ﾗｲｾﾝｼﾝｸﾞ(ﾌﾗﾝｽ) 特表2003-
510896
ﾘｺ- 特開2000-305884
三洋電機 特開2003-069595
松下電器産業 特開2001-337917
松下電器産業 特開2003-179699
船井電機 特開2002-271346
東芝 特開2002-290418
東芝 特開平10-126405
東芝,東芝ｴ-ﾌﾞｲｲ-(共願) 特開2000-
261472
日本ﾋﾞｸﾀ- 特開2001-285313
日本電信電話 特開2003-162464
日立製作所 特開2000-347808
日立製作所 特開平11-161165

アドレス変換
テーブル

ｼｬ-ﾌﾟ 特開2001-251312

無線アドレス・
テーブルの作成

ｼｬ-ﾌﾟ 特開2002-141903

オブジェクトの
登録処理

ｷﾔﾉﾝ 特開2002-024106
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-024107

コンポジション
の生成

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-115393 ｷﾔﾉﾝ 特開2001-306426
ｷﾔﾉﾝ 特開2001-350680

イベントの処理 ｿﾆ- 特開2000-357146
ﾘｺ- 特開2002-041374
村田機械 特開2001-312379

電子メールの活
用

ｷﾔﾉﾝ 特開2002-215344
ｿﾆ- 特開2003-140999

日本電気 特開2002-132913

携帯電話の活用 ｼ-ﾊﾟｽ 特開2001-245069
三洋電機 特開2002-300667
松下電工 特開2002-164836

手順の組替 沖電気工業 特開平09-244983

手順の変換 ｿﾆ- ｰﾅｼｮﾅﾙ ﾖ-ﾛﾂﾊﾟ(ﾄﾞｲﾂ) 特開2002-
271361
松下電器産業 特許3299597

手順の削除 東芝ｷｬﾘｱ 特開2001-285962

提供サービスの改善

シ
ス
テ
ム
の
構
成

デ
ー

タ
形
式
の
変
換

変
換
テ
ー

ブ

ル
の
配
置

オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト
の

処
理

補
助
的
手
段

の
活
用

手
順
の
組
替
・

変
換
・
削
除
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表1.4.2-14 ネットワーク管理技術の課題に対する解決手段の出願人（2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開

           課題Ⅰ
安全性の向上 保守性の向上

解決手段
Ⅰ

               Ⅱ

Ⅱ
不正アクセス防止 遠隔での保守性向上 機器の監視サービス 遠隔サービスの向上

状態によって変
化する情報の取
得手順

ｷﾔﾉﾝ 特開2002-152119
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-157171
ﾘｺ- 特開2003-072208
松下電器産業 特開2002-342185
松下電器産業 特開2003-122871
東日本電信電話 特開2002-055827

ｷﾔﾉﾝ 特開2002-014885
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-023987
ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 特開2001-338133
ﾘｺ- 特開2001-345979
ﾘｺ- 特開2001-356898
ﾘｺ- 特開2002-026921
東芝 特開2002-092767

機器属性情報の
取得手順

ｷﾔﾉﾝ 特開2002-041435
ｷﾔﾉﾝ 特開2002-041443

松下電工 特開平08-016210
松下電工 特開平08-016211

東京瓦斯 特開2003-130431

時刻情報の取得
手順

ｿﾆ- 特開2002-374261

キャッシュから
情報の取得手順

三菱電機 特開2003-134121

手
順
の
追
加
・
情
報

の
表
示
処
理
手
順

状態情報の表示
手順

ﾀﾞｲｷﾝ工業 特開2002-259012

手
順
の
追
加
・
情
報
の

関
連
付
け
処
理
手
順

機器と関連付け
られた表示部品

松下電器産業 特開2002-268581

設定条件に応じ
た分岐処理手順

ｷﾔﾉﾝ 特開2000-183926 松下電器産業 特開2002-135279

動作モード切換
の処理手順

東芝 特開2002-159053

プログラムのダ
ウンロード

ｵﾘﾝﾊﾟｽ 特開2002-175200
ｿﾆ- 特開2002-014795
ﾍﾟﾝﾀｯｸｽ 特開2001-243131
三洋電機 特開2002-007599
東芝ｷｬﾘｱ 特開2001-195119
日本電気 特開2001-229110
日立製作所 特開2002-279091
日立製作所,日立清水ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(共
願) 特開2000-320880

ｶｼｵ計算機 特開2002-091842
ｼｬ-ﾌﾟ 特開2002-149516
三洋電機 特開2002-077083

設定値のダウン
ロード

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-166644 ｼｬ-ﾌﾟ 特開2003-028429
松下電器産業 特開2002-354146

デバイスROMから
アップロード

三洋電機 特開2002-297889 ｷﾔﾉﾝ 特開2002-236629

特定情報のカウ
ント手順

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-344527

特定情報の照合
手順

ｷﾔﾉﾝ 特開2001-251336
ｷﾔﾉﾝ 特開2003-143155
ｷﾔﾉﾝ 特開平10-293664
西久保 靖彦,根岸 良直(共願) 特開
2002-142271
日立ｿﾌﾄｳｪｱｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 特開2003-
101566

富士通 特開2003-067563

提供サービスの改善

手
順
の
追
加
・
分

岐
の
処
理
手
順

手
順
の
追
加
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

の
ロ
ー

ド
手
順

手
順
の
追
加
・
そ
の
他

の
処
理
手
順

手
順
の
追
加
・
情
報
の

取
得
処
理
手
順
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1.5.1 注目特許の抽出  

ネットワーク家電技術の注目特許を、サイテーション分析にて抽出する。審査官引用文

献、先行技術引用文献より、被引用特許を抽出し、被引用回数の３件以上のものを表

1.5.1 に示す。 

 

表 1.5.1 注目特許リスト(1/5) 

№ 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

被

引

用

回

数 

自

社 

特

許

数 

他

社 

特

許

数 

引用した特許の出

願人 
概 要 

1 特開平 07-044477 

キヤノン 

マルチメディア機器の

制御システム 

93.07.30 

13 0 13 東芝（5） 

松下電産（3） 

日本ビクター(2)

サムソン(2) 

日立製作所(1) 

複数のﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ機器及びこれら

を制御するための制御機器がﾈｯ

ﾄﾜｰｸ上に接続され､該ﾈｯﾄﾜｰｸを

介して複数のﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ機器及び

制御装置が互いにｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向

に基づいたﾒｯｾｰｼﾞ及びﾃﾞｰﾀの送

受信が可能なｼｽﾃﾑにおいて､制

御装置には表示手段及びﾎﾟｲﾝﾃｨ

ﾝｸﾞ手段が付随し､表示手段によ

り､複数のﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ機器それぞ

れを象徴する図柄が表示され､

利用者がﾎﾟｲﾝﾃｨﾝｸﾞ手段により､ 

これらの図柄の間にﾘﾝｸを張ることによりﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ機

器間のﾃﾞｰﾀの入出力関係を指定するように構成したﾏ

ﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ機器の制御ｼｽﾃﾑ。 

2 特開平 09-149325 

ソニー 

グラフィック表示データ

分散型 AV システム 

95.11.21 

12 

 

0 12 

 

松下電産（8） 

ケンウッド(1) 

三星電子(1) 

シャープ(1) 

キヤノン(1) 

 

各 AV 機器は独自のｸﾞﾗﾌｲｯｸ表示

ﾃﾞｰﾀを自ら格納し､ｸﾞﾗﾌｲｯｸ表示

機能を持つ AV 機器(ｺﾝﾄﾛｰﾗ)か

らの要求によりｸﾞﾗﾌｲｯｸ表示ﾃﾞｰ

ﾀをｺﾝﾄﾛｰﾗへ送信するようにす

ると共に､AV 機器間の接続は､

IEEE1394 規格等のﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｲﾝﾀｰ

ﾌｪｲｽのように､各 AV 機器が切り

換え接続無しで他の AV 機器と

双方向ﾊﾟｹｯﾄ通信方式で均等な

通信機会を周期的に与えられる

ｼﾘｱﾙﾊﾞｽで接続する｡ 

 

 

3 

特開平 09-326799 

ソニー 

通信制御方法、通信シス

テムおよびそれに用いる

電子機器 

96.06.04 

 

7 0 7 

 

松下電産（2） 

シャープ(2) 

三星電子(1) 

日立製作所(1) 

エルジー電子(1)

 

VTR,ｶﾑｺｰﾀﾞは､ｱｲｺﾝ情報

や機能情報を記憶したﾒ

ﾓﾘ手段を有する｡ｺﾝﾋﾟｭｰ

ﾀは､VTR,ｶﾑｺｰﾀﾞにｱｲｺﾝ

情報や機能情報を要求

するｺﾏﾝﾄﾞを送信し､そ

れらの情報をﾚｽﾎﾟﾝｽと

して得る｡ｺﾝﾋﾟｭｰﾀは､ｱｲ

ｺﾝ情報に基づいて､ﾃﾞｨｽ

ﾌﾟﾚｲに VTR やｶﾑｺｰﾀﾞを

示すｱｲｺﾝを表示する｡ｺﾝ

ﾋﾟｭｰﾀは､機能情報に基 

づいて､ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに VTR やｶﾑｺｰﾀﾞが持つ個々の機能を

ﾎﾞﾀﾝ等の形式で示したｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙを表示する。ｺﾝ

ﾋﾟｭｰﾀは VTR やｶﾑｺｰﾀﾞにﾊﾟﾈﾙに示された機能について

対応しているか否かを問い合わせる必要がなく､また

ﾕｰｻﾞは VTR やｶﾑｺｰﾀﾞの機能の全てをﾊﾟﾈﾙ上で操作で

きる。 

1.5 注目特許（サイテーション分析）
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表 1.5.1 注目特許リスト(2/5) 

№ 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

被

引

用

回

数 

自

社 

特

許

数 

他

社 

特

許

数 

引用した特許の出

願人 
概 要 

4 特開平 11-187061 

東芝 

通信装置、通信制御方

法、サービス登録方法、

サービス提供方法及び

装置制御プログラム 

登録方法 

97.05.06 

 

7 0 7 松下電送（3） 

松下電産（2） 

三星電子(1) 

日立製作所(1) 

 

ｻｰﾋﾞｽ提供装置を制

御するための第 1

のﾈｯﾄﾜｰｸの通信ﾌﾟﾛ

ﾄｺﾙに依存する第 1

のｺﾏﾝﾄﾞ情報に対応

する第 2 のﾈｯﾄﾜｰｸ

の通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙに依

存する第 2 のｺﾏﾝﾄﾞ

情報を第 2 のﾈｯﾄﾜｰ

ｸを介して提供し､ 

この提供された第 2 のｺﾏﾝﾄﾞ情報を含むﾒｯｾｰｼﾞを第 2

のﾈｯﾄﾜｰｸを介して受信したとき､ﾒｯｾｰｼﾞに含まれる第

2 のｺﾏﾝﾄﾞ情報を第 1 のｺﾏﾝﾄﾞ情報に変換して、ｻｰﾋﾞｽ

提供装置を制御することを特徴とする。 

5 特開平 09-282263 

ソニー 

電子機器及びその 

識別情報構成方法 

96.04.12 

6 1 5 

 

日本電気(2) 

ソニー(1) 

東芝(1) 

三星電子(1) 

船井電機(1) 

機器内の所定の読み出し

専用記憶手段には､あらか

じめ機器固有の ID とし

て､少なくとも機種情報が 

書き込まれている｡ｼｽﾃﾑ内の他の機器はこの ID を読

むことにより､機器の機種を知ることができる｡ 

6 特開平 10-191463 

日本ビクター 

電子機器及びその制御方

法 

96.12.24 

5 2 3 日本ビクター(2)

松下電産(2) 

シャープ(1) 

 

TV､VTR､PC が LAN などのﾈｯ

ﾄﾜｰｸで接続されており､さ

らにこのﾈｯﾄﾜｰｸは､ｹﾞｰﾄｳｪ

ｲﾕﾆｯﾄを介して､外部との

情報の送受信を行うため

に公衆回線に接続されて

いる｡家庭内にある各電子

機器及びｹﾞｰﾄｳｪｲﾕﾆｯﾄには

それぞれｲﾝﾀｰﾈｯﾄで使用さ

れている IP ｱﾄﾞﾚｽの中の

ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｱﾄﾞﾚｽが割り付け 

られている｡そして､各電子機器には､HTML で書かれた

ﾃﾞｰﾀを HTTP で送出する機能を有する WWW ｻｰﾊﾞが内蔵

され､各電子機器には HTTP で受け取った HTML ﾃﾞｰﾀを

画面に表示する機能を有する WWW ﾌﾞﾗｳｻﾞが内蔵され

ている。 

7 特開平 09-154077 

ソニー 

複数のＡＶ機器と接続し

たディスプレイ装置から

なるＡＶシステム 

95.11.28 

4 0 4 松下電産(1) 

三星電子(1) 

キヤノン(1) 

東芝(1) 

複数の AV 機器をﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ

を介して接続したﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置､例

えばﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ受像機からなる AV ｼｽ

ﾃﾑにおいて､接続されている各 AV

機器からの映像信号及び又は音声

信号の流れの接続状態を画面上に

表示するようにし､且つ適宜画面上

から設定変更できるようにする｡ 

8 特開平 07-298368 

日立製作所 

AV コントロールシステム

94.04.21 

 

3 1 2 日立製作所(1) 

松下電産(1) 

三洋電機(1) 

すべての AV 機器には､AV 機器を制

御するｺﾝﾄﾛｰﾙｺﾏﾝﾄﾞと､入出力する

映像及び音声の信号を､同じﾊﾞｽに

乗せ､すべての AV 機器をこのﾊﾞｽに

接続する｡このﾊﾞｽにはﾊﾞｽの信号を

光信号に変換する光 I/F を有し､こ

の光 I/F と携帯端末の間を光で通

信する｡携帯端末より､光 I/F を経

由して､すべての AV 機器の制御を

行うと同時に､AV 機器はこのﾊﾞｽと 

光 I/F を経由して､映像及び音声情報を携帯端末に転

送する｡携帯端末は､この映像及び音声の信号を再生

し､部屋の内外の任意の位置で､携帯端末を用いて､す

べての AV 機器の制御を行い、AV の観賞を行う事が出

来る。 
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表 1.5.1 注目特許リスト(3/5) 

№ 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

被

引

用

回

数 

自

社 

特

許

数 

他

社 

特

許

数 

引用した特許の出

願人 
概 要 

9 特開平 08-051447 

ソニー 

通信システム 

94.08.05 

3 0 3 松下電産(2) 

日立製作所(1) 

P1394 ｼﾘｱﾙﾊﾞｽに接続さ

れている機器 A~E に､入

力選択ｷｰ及び出力状態

表示 LED を設ける｡出力

状態表示 LED は同期通

信ﾃﾞｰﾀを出力していな 

い時は消灯している｡また､出力中の時は点灯してい

る｡さらに､他の機器から入力機器として選択された

時は点滅する｡ 

10 特開平 08-079847 

日立製作所 

情報システム及び該シス

テムを構成する AV 機器

及びリモコン操作装置

94.09.05 

3 2 1 日立製作所(2) 

富士写真フィルム

(1) 

AV ﾘﾓｺﾝ操作装置の操作

ﾊﾟﾈﾙに表示した機器ｱｲｺ

ﾝを指で触れて移動する

ことにより各 AV 機器の

接続関係を制御できる

ようにする｡ 

 

11 特開平 08-251204 

松下電器産業 

機器制御システム 

95.03.08 

3 0 3 シャープ(1) 

第一興商(1) 

日立製作所(1) 

ﾎｰﾑﾊﾞｽを介してﾎｰﾑﾊﾞｽに接続

された機器を制御する親機

と､親機との無線通信により

機器を制御するための指示を

与える子機とから構成され

る｡親機は､電話回線に接続さ

れ､無線電話ｼｽﾃﾑにおける基

地局として機能する電話部や

ﾎｰﾑﾊﾞｽに接続された機器に固

有の操作に関する情報を格納

した機器情報記憶部等からな 

り､一方､子機は､無線電話ｼｽﾃﾑにおける移動局として

機能する電話部や表示部等からなる｡子機は､操作者

からの指示に従って､親機を介してﾎｰﾑﾊﾞｽに接続され

た機器を制御したり、携帯電話機として機能したり

する。 

12 特許 3016350 

日本電気 

家電パソコン用エージェ

ントインタフェース方式

95.04.27 

3 0 3 富士通(1) 

シャープ(1) 

松下電産(1) 

本発明は､高速ｼﾘｱﾙﾊﾞｽを利用

して複数の機器間で複数のﾁｬ

ﾝﾈﾙの同期通信を送受信する

ﾃﾞｰﾀ伝送方法であって､映像

音響機器が同期通信ﾃﾞｰﾀを送

受信する場合､外部から使用

するﾁｬﾝﾈﾙ番号を指定されな

い限り固定のﾁｬﾝﾈﾙ番号であ

るﾃﾞﾌｫﾙﾄﾁｬﾝﾈﾙ番号を使用す

る｡ 

13 特許 3402953 

東芝 

電力供給制御システム

および通信システム 

96.09.13 

3 0 3 三洋電機(1) 

松下電産(1) 

松下電送（1） 

電気機器の使用電力に関する情

報を収集する情報収集手段と､

この情報収集手段で収集された

使用電力に関する情報を基に､

予め定められた許容電力量の範

囲内で電気機器に電力を供給で

きるか否かを判断する判断手段

と､この判断手段で電力の供給

が可能と判断された電気機器の

電力消費を許可する手段とを具

備している｡ 
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表 1.5.1 注目特許リスト(4/5) 

№ 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

被

引

用

回

数 

自

社 

特

許

数 

他

社 

特

許

数 

引用した特許の出

願人 
概 要 

 

14 

 

 

 

 

 

 

 

 

特開平 10-149270 

ヒューレットパッカード

ウェブアクセス機構 

96.10.25(優) 

3 0 3 日本ビクター(1) 

東芝(1) 

シャープ(1) 

装置ｳｪﾌﾞﾍﾟｰｼﾞ 18 を

与えるｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 14 を

含む装置にｳｪﾌﾞｱｸｾｽ

機能が組み込まれる｡

装置 10 は､ｳｪﾌﾞﾌﾞﾗｳ

ｻﾞから装置ｳｪﾌﾞﾍﾟｰｼﾞ

18 にｱｸｾｽできるよう

にする組み込みﾈｯﾄﾜｰ 

ｸﾝﾀｰﾌｪｰｽ 12 を含む｡ｳｪﾌﾞﾌﾞﾗｳｻﾞのﾕｰｻﾞは､装置ｳｪﾌﾞ

ﾍﾟｰｼﾞ 18 を通じて装置用のﾕｰｻﾞｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ機能にｱｸｾｽ

する｡それぞれの異なる装置用の高価なﾊｰﾄﾞｳｪｱｱﾌﾟﾘ

ｹｰｼｮﾝおよびｿﾌﾄｳｪｱｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを開発する必要なしに

さまざまな装置の､ﾕｰｻﾞに優しい画面ﾍﾞｰｽのｲﾝﾀｰﾌｪｰ

ｽを提供する。 

15 特開平 10-224875 

松下電器産業 

機能制御方法 

97.02.06 

3 

 

 

0 3 東芝(1) 

日本電気(1) 

三菱電機(1) 

 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ伝送路に接続

された AV 機器の動作

機能単位および､機能､

保有情報､状態等を一

元的にｸﾞﾗﾌｨｶﾙに直感

的なｱｲｺﾝで表示装置に

表示し､ﾎﾟｲﾝﾃｨﾝｸﾞﾃﾞﾊﾞ

ｲｽにより機器の動作開

始/中断/再開/終了等

また､機器間でのﾃﾞｰﾀ

のｺﾋﾟｰ(記録再生､ﾀﾞﾋﾞ

ﾝ ｸ ﾞ ) ､ 機 能 の 予 約 と

行った機器制御を容易

に且つ直感的に行う事

が出来る｡ 

16 特開平 11-096131 

東芝 

通信装置、ネットワーク

情報提示方法及び 

位置情報通知方法 

97.09.16 

3 

 

1 2 

 

松下電送（1） 

東芝(1) 

松下電産(1) 

 

構成情報記憶部内に自装

置の設置位置に関する情

報を動的に記述するため

の領域を設けたことを特

徴とする｡また､構成情報

記憶部内に自装置が移動

することが可能であるか

否かを示す情報を記述す

る領域を設けたことを特

徴とする｡また､構成情報

記憶部内に自装置が有す 

る通信ﾎﾟｰﾄのうちﾈｯﾄﾜｰｸ構造のﾘｰﾌ部分にあたる通

信ﾎﾟｰﾄを示す情報を記述する領域を設けたことを特

徴とする｡ 

17 特開平 11-088865 

日本ビクター 

分散型ホーム 

ネットワーク 

97.09.12 

3 2 1 

 

日本ビクター(2) 

日本電気(1) 

 

制御機能をﾊﾞｽに接続

されたそれぞれの家電

機器に分散して持たせ

ることにより､ﾈｯﾄﾜｰｸ

に接続された一部の機

器が停止しても他の機

器の使用には影響がで

ないようにする｡また､

制御機能をそれぞれの

家 電 機 器 が 分 散 し て

持っているため､新し

い種類のﾃﾞｰﾀを扱う家 

電機器を増設する場合には､その種類のﾃﾞｰﾀの送受

信可能な家電機器が､増設する機器のほかに一つで

もあればその間での通信が可能となる｡ 
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表 1.5.1 注目特許リスト(5/5) 

№ 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

被

引

用

回

数 

自

社 

特

許

数 

他

社 

特

許

数 

引用した特許の出

願人 
概 要 

18 特開平 11-205363 

日本電気 

IEEE1394 機器制御装置

98.01.20 

3 1 2 エルジー電子(1) 

日本電気(1) 

日 本 電 気 エ ン ジ ニ

アリング(1) 

 

IEEE1394 ﾊ ﾞｽに接続

されたｺﾝﾄﾛｰﾗは､1394

ﾊﾞｽに接続された他の

機器を制御する機器

制御部と､1394 ﾊﾞｽに

接続された他の機器

の Configuration 

ROM を読み込む機器

認識部と､機器認識部

に よ り 読 み 込 ん だ

Configuration ROM

を Node_ID と対応付

けて記憶する Node_ 

ID-Configuration ROM 情報記憶部を備え､機器制御

部が Node_ID-Configuration ROM 情報記憶部を参照

して 1394 ﾊﾞｽ上に接続された他の機器に制御信号を

送出する。 

19 特開平 11-252090 

ソニー 

無線伝送方法 

98.02.27 

3 3 0 

 

ソニー(3) 所定期間のﾌﾚｰﾑを構

成し､伝送帯域を予め

獲得して連続的にﾃﾞｰ

ﾀｽﾄﾘｰﾑの伝送を行うｽ

ﾄﾘｰﾑ伝送領域 STA と､

非 同 期 伝 送 領 域

ASYNCA とを同一の伝

送路内に配置し､等時

ﾃﾞｰﾀをｽﾄﾘｰﾑ伝送領域

STA に伝送し､非同期

ﾃﾞｰﾀを非同期伝送領

域 ASYNCA に伝送する 

ことにより､IEEE1394 と同様に､ﾃﾞｰﾀｽﾄﾘｰﾑと非同期

ﾃﾞｰﾀという性質の異なる 2 つのﾃﾞｰﾀを無線で伝送で

きる｡等時ﾃﾞｰﾀに対してはｴﾗｰ訂正符号を付加し､非

同期ﾃﾞｰﾀに対しては再送手順を規定して伝送するこ

とにより､等時ﾃﾞﾃﾞｰﾀに対してはｴﾗｰ訂正符号を付加

し、非同期ﾃﾞｰﾀに対しては再送手順を規定して伝送

することにより、等時ﾃﾞｰﾀを高速に送れると共にｴ

ﾗｰに対処でき、非同期ﾃﾞｰﾀを確実に行える。 
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1.5.2 注目特許の関連図  

図 1.5.2-1 に、特開平 07-044477 の引用特許関連図を示す。この出願は出願人がキヤノ

ン、名称が「マルチメディア機器の制御システム」で、現在係属中である。 

発明の概要は、オブジェクト処理に関するもので、オブジェクトとして機器間のデータ

の移動を、機器アイコン間にポインティングでリンクを指示して行わせるものである。引

用した出願人は、東芝が５件、松下電器産業が３件、日本ビクターが２件、サムソンが２

件、日立製作所が１件であり、すべて他社が引用している。 

 

図 1.5.2-1 特開平 07-044477 の引用特許関連図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

特開平 07-044477

キヤノン

サムソン 

 特開 2000-513916 

 特開 2000-512472 

東芝 

特開 2000-278282 

特開平 11-317990

特開平 11-317987

特開平 11-317989

特開平 11-317988

松 下 電 器 産 業

特開平 11-341472 

特開平 11-328081 

特開平 11-249709 

日本ビクター 

 特許 3289703 

特開平 11-055756 

日立 

 
特開 2001-331397 

特許 3328218 
の分割 ( ) 

2000 

出願年 

1999 

1998 

1997 

1996 

1995 

1994 

1993 

2000

出願年

1999

1998

1997

1996

1995

1994

1993

マルチメディア機器の制御システム 
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図 1.5.2-2 に、特開平 09-149325 の引用特許関連図を示す。この出願は、出願人がソ

ニー、名称が「グラフィック表示データ分散型 AV システム」で、経過が現在係属中のも

のである。発明の概要は、オブジェクト処理に関するもので、オブジェクトとして機器固

有の GUI を持ち、コントローラからの要求により、機器固有の GUI をアップロードするも

のである。引用した出願人は、松下電器産業が８件、ケンウッドが１件、三星電子が１件、

シャープが１件、キヤノンが１件であり、全て他社が引用している。 

 

 

図 1.5.2-2 特開平 09-149325 の引用特許関連図 
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2001 
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1996 
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松下電器産業 

特開 2001-045573 
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特開平 11-341472 

2001
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出願年 

1996

1995

グラフィック表示データ分散型

AV システム 
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図 1.5.2-3 に、特開平 11-187061 の引用特許関連図を示す。この出願は、出願人が東芝、

名称が「通信装置、通信制御方法、サービス登録方法、サービス提供方法及び装置制御プ

ログラム登録方法」で、経過が現在係属中のものである。発明の概要は、プラットフォー

ムに依存しない Java などの言語により、自装置の構成情報と自装置で稼動するサービス

情報を ROM に記述し記憶しておく。引用した出願人は、松下電送が３件、松下電器産業が

２件、三星電子が１件、日立製作所が１件であり、すべて他社が引用している。 

 

図 1.5.2-3 特開平 11-187061 の引用特許関連図 
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松下電器産業 
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通信装置、通信制御方法、

サービス登録方法、サービ

ス提供方法及び装置制御プ

ログラム登録方法 



 

２. 主要企業の特許活動 

 

 

 

 

 

 

2.1  キヤノン 

2.2  ソニー 

2.3  松下電器産業 

2.4  東芝 

2.5  リコー 

2.6  シャープ 

2.7  日立製作所 

2.8  松下電工 

2.9  三洋電機 

2.10 日本電気 

2.11 三星電子（韓国） 

2.12 富士ゼロックス 

2.13 セイコーエプソン 

2.14 三菱電機 

2.15 日本ビクター 

2.16 コニカミノルタホールディングス 

2.17 ヒューレットパッカード（米国） 

2.18 富士通 

2.19 コーニンクレッカ フィリップス エレクトロニクス 

（オランダ） 

2.20 ソニー エレクトロニクス（米国） 

 

2.21 主要企業以外の特許番号一覧 
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1991 年１月以降に出願され、2003 年７月までに公開されたネットワーク家電に関する出

願件数が 19 件以上の出願人は、20 社ある。この主要企業 20 社の出願件数は 1,739 件で、

全体の 78％を占めている。そのうち、登録された特許は 111 件である。 

 

ここでは、主要企業 20 社について、下記のような紹介や解析を行う。 

１） 企業概要、ネットワーク家電に関する技術移転事例、ネットワーク家電に関係す

る主要製品・技術の紹介を行う。 

２） 主要企業が保有する特許の発明者とその住所から、主要企業の発明者数と開発拠

点を示す。 

３） 主要企業が保有する特許を、課題と解決手段の分布を作成して示す。 

４） 主要企業が保有する特許を、技術要素別の課題対応のリストにして示す。 

 

 一方、主要企業以外の出願件数は 480 件で、全体の 22％を占めている。そのうち、登録

された特許は 34 件であり、この 34 件を技術要素別の課題対応のリストにして示す。 

 

 これら主要企業および主要企業以外の技術要素別課題対応特許のリストで、登録された

特許と被引用回数１回以上の出願は概要入りで示されている。ただし、被引用回数 1 回以

上で、取下げ、拒絶査定の確定された出願については、概要は入っていない。 

 本書に掲載されている各企業の保有特許は、すべてがライセンス可能な開放特許である

とは限らない。開放特許にするか、ライセンスの可能性のない非開放特許にするかは、各

企業の特許戦略による。 

 

 

 

2． 主要企業等の特許活動 
 

ネットワーク家電の出願件数が 19 件以上の主要企業は、20

社ある。主要企業ごとに、製品などの紹介と主要企業が保有

しているネットワーク家電の特許を、技術要素別の課題対応

特許リストにして示す。 

特許流通 

支援チャート
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2.1.1 企業概要 

 
商号 キヤノン 株式会社 

本社所在地 〒146-8501 東京都大田区下丸子3-30-2 

設立年 1937年（昭和12年） 

資本金 1,672億42百万円（2002年12月末） 

従業員数 19,741名（2002年12月末）(連結：97,802名) 

事業内容 事務機（複写機、スキャナ等のコンピュータ周辺機器、ファクシミリ等の

情報・通信機器）、カメラ、光学機器等の開発・製造 

 
事務機の有力ミドルウエア規格である Salutation の推進組織サリュテーション・コンソ

シアムの主要メンバーである。 
 
 
2.1.2 製品例 

キヤノンの製品の中で、ネットワーク家電に該当するものとして、以下のようなものが

挙げられる。 
 

表 2.1.2 キヤノンのネットワーク家電に関する製品例 

製品名 概要・特徴 

複合機（モノクロ） 

 image RUNNER 

iR6060i/5160i/6050i/5150i 

iR3350i/2850i/2250i 

ネットワークプリンタ機能とネットワークスキャナ機能を標準装

備した、コピー・プリント・スキャン・ファックス複合機。 

・ネットワークプリンタとして、マルチプロトコル・マルチ OS・

マルチクライアント対応で、ウェブブラウザーから各種設定、動

作状況確認および操作ができる。 

・ネットワークスキャナとして、スキャン文書を電子データ化して

ネットワーク上の PC で共有できる。さらに、指定した E メール

アドレスやサーバにスキャン文書の配信ができる。 

インターネットファックスにも対応。 

複合機（カラー） 

color image RUNNER 

iRC3100i/3100/3100N/3100F 

iRC3200/3200N/6800/6800N 

オプションを装着することで、上記と同様の機能を持たせることが

できる。（iRC3100i は、すべて標準装備。他モデルはネットワー

ク機能の一部およびファックス機能がオプション。） 

ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ サ ー バ

VB150/101 

 

LAN、インターネット環境、ダイアルアップ環境、PHS接続環境等多

彩なネットワーク下で、ウェブブラウザを利用して、遠隔から映像

表示とカメラ操作ができる。 

（出典：キヤノンのホームページ：http://www.canon.co.jp/） 

 

2.1 キヤノン 
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2.1.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.1.3 に、キヤノンのネットワーク家電に関する出願件数と発明者数を示す。 

 

 開発拠点： 

 東京都大田区下丸子３丁目 30 番２号  キヤノン株式会社内 

 アメリカ合衆国 カリフォルニア州 

 

図 2.1.3 キヤノンのネットワーク家電に関する出願件数と発明者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.1.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.1.4-1 にキヤノンのネットワーク家電に関する技術要素と課題、図 2.1.4-2 に課題

と解決手段の分布を示す。 

ユーザインターフェース技術、機器制御技術や相互運用技術の出願が多い。これらの出

願の課題としては、「システムや機器の機能改善」、「接続性能の向上」や「操作性の向上」

に関するものが多い。「システムや機器の機能改善」に対しては、「オブジェクトの処理」

で対応しているものが多く、次いで「情報の関連付け処理手順」や「情報の取得処理手順」

で対応している。「接続性能の向上」に対しては、「オブジェクトの処理」、「情報の取得処

理手順」や「資源の割付/開放処理手順」で対応している。「操作性の向上」に対しては、

「情報の表示処理手順」や「オブジェクトの処理」で対応している。 
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図 2.1.4-1 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素と課題の分布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.1.4-2 キヤノンのネットワーク家電に関する課題と解決手段の分布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 2.1.4 に、キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許を示す。出

願件数は 432 件で、そのうち８件が登録特許である。 
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表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（1/28） 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ登録処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ･ｸﾗｽの登録 

特開 2000-353142

99.06.11 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理装置及び方法 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

頻度や経験情報による処

理順序組替 

特開 2001-043161

99.08.02 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑにおけるﾃﾞﾊﾞｲｽ情報処理方法及び装置

並びに記憶媒体 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

状態によって変化する情

報の取得手順 

特開 2000-183877

98.12.15 

H04L12/24 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ制御装置及び方法 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

機器属性情報取得手順 

特開平 11-346216

99.01.25 

H04L12/24 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ管理装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ管理方法及び

記録媒体 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

ｷｬｯｼｭから情報取得手順 

特開平 10-283287

98.02.03 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ制御装置及び方法 

手順の追加･資源の割付/

解放処理手順 

資源の割付手順 

特開 2000-181830

98.12.18 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理方法､ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ及びその管理装置 

特開平 11-261608

98.03.09 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ､ﾃﾞ-ﾀ通信装置､ﾃﾞ-ﾀ通信方法及び記

憶媒体 

特開平 11-261621

98.03.09 

H04L12/46 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ､ﾃﾞ-ﾀ通信装置､ﾃﾞ-ﾀ通信方法及び記

憶媒体 

特開平 11-252153

98.03.02 

H04L12/46 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ､ﾃﾞ-ﾀ通信装置及びﾃﾞ-ﾀ通信方法 

特開平 11-252137

98.03.02 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ及びﾃﾞ-ﾀ通信装置ならびにﾃﾞ-ﾀ通信

方法 

手順の追加･資源の割付/

解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開平 11-252138

98.03.02 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･分岐の処理

手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換処理手順 

特開 2000-172603

98.12.10 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理方法､管理ﾃﾞﾊﾞｲｽ及び記憶媒体 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

状態によって変化する情

報の取得手順 

特開平 11-161448

97.11.25 

G06F3/12 

端末制御装置及びその制御方法 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

機器属性情報の取得手順 

特開 2000-099221

98.09.18 

G06F3/00 

複合画像処理装置および複合画像処理装置のﾃﾞ-ﾀ

処理方法およびｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀが読み出し可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

を格納した記憶媒体 

特開 2000-207323

99.01.12 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ制御装置および方法 

通
信
品
質
の
向
上 

手順の追加･分岐の処理

手順 

設定条件に応じた分岐処

理手順 特開 2000-211217

99.12.10 

B41J29/38 

周辺装置および周辺装置の制御方法および情報処

理ｼｽﾃﾑおよび情報処理ｼｽﾃﾑの制御方法 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞ 

特開 2001-092758

99.09.20 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾃﾞﾊﾞｲｽ､ﾃﾞﾊﾞｲｽ情報登録方法および記

憶媒体 

接
続
構
成
技
術 

接
続
性
能
の

向
上 変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

ｱﾄﾞﾚｽ変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

特開平 11-123859

97.10.21 

B41J29/38 

複合画像形成装置､複合画像形成方法､及び記憶媒

体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（2/28） 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

無線ｱﾄﾞﾚｽ･ﾃｰﾌﾞﾙの作

成 

特開 2002-199186 

00.12.26 

H04N1/107 

携帯型ｽｷｬﾅ 

特開平 11-345193 

98.05.29 

G06F13/14,330 

ｼﾘｱﾙﾊﾞｽｲﾝﾀﾌｪ-ｽﾃﾞﾊﾞｲｽおよびﾊﾞｽの構成方法､記録

媒体､ｼﾘｱﾙﾊﾞｽｲﾝﾀﾌｪ-ｽｼｽﾃﾑ 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

特定ﾊﾞｽﾘｾｯﾄｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2003-051824 

01.08.08 

H04L12/28,200 

通信方法､通信ｼｽﾃﾑ､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及び記憶媒体 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

ﾚｽﾎﾟﾝｽ付きｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2001-154967 

99.11.26 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ装置及びﾈｯﾄﾜ-ｸ制御方法及び制御ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑが格納されたｺﾝﾋﾟｭ-ﾀにより読取可能な記録媒

体及びﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

特殊動作ｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2002-189692 

00.12.21 

G06F13/10,330 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､情報処理装置､方法､及びｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読み

取り可能な記憶媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの登録処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ･ｸﾗｽの登録 

特開 2000-339258 

99.05.31 

G06F13/00,357 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ検索ｸﾗｲｱﾝﾄおよびﾃﾞﾊﾞｲｽ検索方法 

特開 2001-043159 

99.08.02 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑにおけるﾃﾞﾊﾞｲｽ情報処理方法及び装置

並びに記憶媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの登録処理 

ﾚｼﾞｽﾄﾘやﾈｰﾑｻｰﾊﾞに登

録 特開 2001-043160 

99.08.02 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑにおけるﾃﾞﾊﾞｲｽ情報処理方法及び装置

並びに記憶媒体 

特開平 11-296466 

98.04.06 

G06F13/00,355 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽの管理装置およびその方法､記録媒体

特開 2001-216107 

00.02.04 

G06F3/12 

ｻ-ﾊﾞ装置およびｸﾗｲｱﾝﾄ装置およびﾃﾞﾊﾞｲｽ装置およ

びｻ-ﾊﾞ装置のﾃﾞ-ﾀ処理方法およびｸﾗｲｱﾝﾄ装置のﾃﾞ-

ﾀ処理方法およびﾃﾞﾊﾞｲｽ装置のﾃﾞ-ﾀ処理方法および

記憶媒体 

特開 2002-236628 

01.02.08 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ制御装置及び記録媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

状態･機能情報検索ｵﾌﾞ

ｼﾞｪｸﾄの生成 

特開 2003-167807 

01.12.04 

G06F13/00,357 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ管理装置及び管理方法 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ｴｰｼﾞｪﾝﾄに設定 

特許 3315640 

98.02.03 

H04L12/28,200 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ制御装置及び方法 

SNMP ﾌﾟﾛﾄｺﾙを用い､SNMP ｴｰｼﾞｪﾝﾄか

ら読み出そうとする複数の MIB ﾃﾞｰ

ﾀを､あらかじめﾃｰﾌﾞﾙ形式でない

MIB ﾃﾞｰﾀの配列と､ﾃｰﾌﾞﾙ形式の MIB

ﾃﾞｰﾀの配列とに分類し､ﾃｰﾌﾞﾙ形式

でない MIB ﾃﾞｰﾀをﾃｰﾌﾞﾙ形式の MIB

ﾃﾞｰﾀよりも優先して SNMP ｴｰｼﾞｪﾝﾄ

から読み出す｡ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ･ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

特開 2000-353140 

99.06.11 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理装置および方法 

特開 2000-115442 

98.10.02 

H04N1/00,107 

画像読み取り装置の選択ｼｽﾃﾑ､選択装置及びｺﾝﾋﾟｭ-

ﾀ読み取り可能な記憶媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｲﾍﾞﾝﾄの処理 

状態変化を検出しｲﾍﾞﾝ

ﾄの送信 特開 2001-111577 

00.07.19 

H04L12/28 

通信ｼｽﾃﾑ､制御方法､電子機器及び記憶媒体 

接
続
構
成
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｲﾍﾞﾝﾄの処理 

ｲﾍﾞﾝﾄの登録 

特開 2000-115441 

98.10.02 

H04N1/00,107 

画像読み取り装置の制御装置､方法､画像読み取り

制御ｼｽﾃﾑ及びｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読み取り可能な記憶媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（3/28） 

特開 2001-274813 

00.03.28 

H04L12/28 

[被引用回数 1] 

情報信号処理装置及び情報信号処理方法並びに記

憶媒体 

1394 ﾉｰﾄﾞの EVENT_CONTROL ﾚｼﾞｽﾀに

1394 ﾗｲﾄﾄﾗﾝｽﾞｱｸｼｮﾝにより､ｲﾍﾞﾝﾄ情報

(BEEP,LIGHT,POWER の各指定)を書き

込むことにより､それぞれの値に対応

するｲﾍﾞﾝﾄを指定された機器で起こさ

せる｡｢BEEP｣は､指定された機器から音

を発することを､｢LIGTH｣は指定された

機器から光を発することを､｢POWER｣は 

指定された機器の電源のｵﾝ･ｵﾌを指示することによ

り夫々の指示に従った制御を可能とする｡ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｲﾍﾞﾝﾄの処理 

ｲﾍﾞﾝﾄの登録 

特開 2001-282472 

00.03.29 

G06F3/12 

情報処理ｼｽﾃﾑ､情報処理装置及びそれらの制御方法

並びに記憶媒体 

補助的手段の活用 

電子ﾒｰﾙの活用 

特開 2002-215484 

01.01.17 

G06F13/00,357 

ﾃﾞ-ﾀ転送処理装置､ﾃﾞﾊﾞｲｽ装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾃﾞ-ﾀ転

送方法及び記憶媒体 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

頻度や経験情報による

処理順序組替 

特開 2000-339259 

99.05.31 

G06F13/00,357 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ検索ｼｽﾃﾑ及びﾃﾞﾊﾞｲｽ検索方法 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路のﾃﾞｰﾀ長ｶｳﾝﾄに

よる組替 

特開平 11-265338 

98.03.13 

G06F13/00,355 

情報処理装置､接続状態表示方法､情報処理ｼｽﾃﾑ及

び記憶媒体 

特開平 11-168483 

97.12.05 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ通信装置及び方法 

特開 2001-092757 

99.09.17 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ装置およびこれを含むﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾃﾞﾊﾞｲｽ検

索ｼｽﾃﾑおよびその方法､並びに記憶媒体 

特開 2002-198968 

00.12.27 

H04L12/28,200 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ管理装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ

管理方法及び記憶媒体 

特開平 08-204727 

95.01.24 

H04L12/28 

LAN ｼｽﾃﾑおよび LAN ｼｽﾃﾑの制御方法 

特開 2000-339109 

99.05.26 

G06F3/12 

情報処理ｼｽﾃﾑ､情報収集方法及び記憶媒体 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2002-140242 

00.10.31 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理装置およびﾈｯﾄﾜ-ｸ管理方法および記憶

媒体 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報取得手順 

特開平 11-341027 

98.05.26 

H04L12/40 

ﾊﾞｽ管理方法及び装置 

特開 2000-132476 

98.10.21 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ管理方法､装置､記憶媒体､及び送出装

置 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

時刻情報の取得手順 

特開 2000-132477 

98.10.22 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ管理方法及びﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ管理装置

及びﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ管理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納した記憶媒体

及びﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ管理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを送出 

接
続
構
成
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

ｷｬｯｼｭから情報取得手

順 

特開 2000-112595 

98.10.06 

G06F3/00 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（4/28） 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

ｷｬｯｼｭから情報取得手順 

特開 2000-357145

99.06.15 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ管理装置および方法 

特開平 11-313091

98.06.02 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ､装置及び方法並びに記憶媒体 

特開 2000-339260

99.05.31 

G06F13/00,357 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ検索ｸﾗｲｱﾝﾄおよびﾃﾞﾊﾞｲｽ検索方法 

特開 2000-353141

99.06.11 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ管理装置及び方法 

特開 2003-058442

01.08.10 

G06F13/00,357 

情報処理装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾃﾞﾊﾞｲｽ管理方法､記憶媒

体､及びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

特開平 11-110322

97.10.07 

G06F13/00,355 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ及びその管理方法 

特開 2002-108734

00.10.03 

G06F13/00,357 

周辺機器管理装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､周辺機器管理方法､

及び処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを提供する媒体 

特開 2002-335270

01.05.11 

H04L12/56 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ管理装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ管理ｼｽﾃﾑ､ﾈｯﾄ

ﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ管理方法､及び記憶媒体 

特開 2003-046511

01.08.01 

H04L12/28,200 

情報処理装置と情報処理方法､及び情報処理ｼｽﾃﾑ､

並びに記憶媒体 

手順の追加･資源の割付/

解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開 2003-143173

01.11.01 

H04L12/44 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の表示

処理手順 

資源情報の表示手順 

特開 2001-243159

00.02.29 

G06F13/00,357 

ﾃﾞ-ﾀ処理装置及びﾃﾞ-ﾀ処理方法､記憶媒体 

手順の追加･情報の表示

処理手順 

補助情報の表示手順 

特開 2001-282660

00.03.29 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ制御装置およびﾈｯﾄﾜ-ｸ制御方法および記憶

媒体 

特開 2000-078156

98.09.01 

H04L12/28 

ｼｽﾃﾑ構成表示装置及びｼｽﾃﾑ構成表示方法､記録媒体

特開 2000-293462

99.04.09 

G06F13/00,357 

[被引用回数 1] 

表示処理方法およびﾃﾞ-ﾀ処理装置およびｺﾝﾋﾟｭ-ﾀが

読み取り可能な記憶媒体 

複数のﾌﾟﾘﾝﾀ,ｽｷｬﾅと複数の PC 等

がﾈｯﾄﾜｰｸ上に接続されるｼｽﾃﾑ環境

下において､指示される表示ﾓｰﾄﾞ

に基づいて CPU2 がﾈｯﾄﾜｰｸ全体の

動作状況を通常表示あるいはお気

に入り表示で CRT16 に切り替え表

示する構成を特徴とする｡ 

特開 2001-243158

00.02.29 

G06F13/00,357 

情報処理装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾃﾞﾊﾞｲｽﾏｯﾌﾟ表示方法､及

び記憶媒体 

特開 2002-297465

01.03.30 

G06F13/00,357 

情報処理装置およびﾃﾞﾊﾞｲｽ設定方法および記憶媒

体 

接
続
構
成
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･情報の表示

処理手順 

状態情報の表示手順 

特開 2003-058443

01.08.20 

G06F13/00,357 

情報処理装置およびﾈｯﾄﾜ-ｸ設定方法および記憶媒

体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（5/28） 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2001-282659 

00.03.29 

G06F13/00,357 

ｻ-ﾊﾞ装置､ｸﾗｲｱﾝﾄ端末装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ

におけるﾃﾞﾊﾞｲｽ端末表示方法､ﾃﾞﾊﾞｲｽ端末検索方法

及び記憶媒体 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開 2000-207341 

99.01.18 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽとその制御方法 

手順の追加･分岐の処

理手順 

各種設定条件に応じた

分岐組合せ 

特開 2001-249784 

00.03.03 

G06F3/12 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽの制御方法及びその装置 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2001-249777 

00.03.03 

G06F3/12 

情報処理ｼｽﾃﾑ及び周辺機器管理方法 

特開 2000-112863 

98.10.05 

G06F13/00,357 

情報処理ｼｽﾃﾑ､周辺装置､その初期設定方法および

記憶媒体 

特開 2000-163177 

98.11.30 

G06F3/00 

周辺機器装置並びに情報処理ｼｽﾃﾑ並びに情報処理ｼ

ｽﾃﾑの設定情報登録方法 

特開 2000-259538 

99.03.12 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ制御装置およびﾈｯﾄﾜ-ｸ設定方法およびｺﾝﾋﾟﾕ

-ﾀが読み出し可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納した記憶媒体 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

設定値のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2001-243138 

00.02.29 

G06F13/00,353 

情報処理ｼｽﾃﾑおよび情報処理装置とそれらの制御

方法 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のｶｳﾝﾄ手順 

特開平 11-123860 

97.10.22 

B41J29/38 

画像形成装置及び画像形成装置における管理情報

送信方法 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

状態･機能情報検索ｵﾌﾞ

ｼﾞｪｸﾄの生成 

特開 2002-202944 

00.12.28 

G06F13/10,330 

情報処理装置およびﾃﾞﾊﾞｲｽｲﾝｽﾄ-ﾙ方法および記憶

媒体 

特開 2001-257685 

00.03.10 

H04L12/28 

情報信号処理装置及び情報信号処理方法並びに記

憶媒体 

互
換
性
の
維
持 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 特開 2002-196995 

00.12.27 

G06F13/00,357 

情報管理装置､ﾃﾞﾊﾞｲｽ制御装置､情報管理方法及び

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが格納された記録媒体 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開 2000-181829 

98.12.18 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ管理ｼｽﾃﾑ及びその方法 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

ﾚｽﾎﾟﾝｽ付きｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2002-094604 

00.09.12 

H04L29/08 

端末検出方法､通信装置および記録媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの登録処理 

ﾚｼﾞｽﾄﾘやﾈｰﾑｻｰﾊﾞに登

録 

特開平 11-134281 

97.10.27 

G06F13/00,355 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ情報管理装置､ｼｽﾃﾑおよび方法 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

ﾙｰﾌ･ﾘｰﾌ情報の取得手

順 

特開 2000-196617 

98.12.28 

H04L12/28 

ﾃﾞ-ﾀ通信装置及びｼｽﾃﾑ及びそれらの方法 

接
続
構
成
技
術 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の解放手順 

特開 2000-181825 

98.12.11 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理ｼｽﾃﾑ､方法及びﾃﾞ-ﾀ処理装置 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（6/28） 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2002-041251

00.07.27 

G06F3/12 

画像出力方法及び装置並びに記憶媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ･ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

特開 2001-273220

00.12.05 

G06F13/00,357 

情報処理装置及び方法及び記憶媒体並びにｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

状態によって変化する情

報の取得手順 

特開 2001-297052

00.04.13 

G06F13/14,330 

周辺装置およびﾃﾞ-ﾀ処理装置およびﾃﾞ-ﾀ処理方法

および記憶媒体 

手順の追加･資源の割付/

解放処理手順 

資源の解放手順 

特開 2003-051823

01.08.06 

H04L12/28,200 

ｼｽﾃﾑ管理装置及びその方法 

手順の追加･情報の表示

処理手順 

補助情報の表示手順 

特開平 07-271702

(みなし取下) 

94.04.01 

G06F13/00,357 

ｽｷｬﾅﾌﾟﾘﾝﾀｻ-ﾊﾞ-ｼｽﾃﾑおよびｽｷｬﾅﾌﾟﾘﾝﾀｻ-ﾊﾞ-ｼｽﾃﾑの

有効機能管理方法 

手順の追加･情報の表示

処理手順 

機能情報の表示手順 

特開 2001-306428

00.04.25 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ機器､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､通信方法及び記録媒体 

手順の追加･情報の表示

処理手順 

状態情報の表示手順 

特開 2000-322373

99.05.10 

G06F13/14,330 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ情報制御方法及び装置並びに記憶媒体 

特開 2000-032151

98.07.09 

H04M11/00,301 

情報管理装置､情報管理方法､および記録媒体 

特開 2000-155658

98.11.19 

G06F3/12 

周辺制御装置および管理装置および周辺制御装置

の環境設定方法および管理装置の環境設定方法お

よびｺﾝﾋﾟｭ-ﾀが読み出し可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納した

記憶媒体 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなど

のﾛｰﾄﾞ手順 

設定値のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-324017

01.04.25 

G06F13/00,357 

周辺機器制御方法､周辺機器制御ｼｽﾃﾑ､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及び

記憶媒体 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･その他の処

理手順 

特定情報のｶｳﾝﾄ手順 

特開 2001-243160

00.03.01 

G06F13/00,357 

画像処理装置及び該画像処理装置の制御方法､並び

に画像処理ｼｽﾃﾑ 

提
供
サ
ー
ビ

ス
の
改
善 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

ﾙｰﾌ･ﾘｰﾌ情報の取得手順 

特開平 11-196099

97.12.25 

H04L12/28 

ﾃﾞ-ﾀ通信方法及び装置 

接
続
機
能

の
改
善 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

機器属性情報の取得手順 

特開平 06-214922

(拒絶査定) 

93.01.18 

G06F13/00,357 

ｻ-ﾊﾞ-装置および制御方法 

特開 2002-112367

00.09.29 

H04Q9/00,321 

情報処理ｼｽﾃﾑ､および､情報処理方法 ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開 2000-069035

98.08.24 

H04L12/28 

電子機器及び情報処理方法 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの登録処理 

ﾚｼﾞｽﾄﾘやﾈｰﾑｻｰﾊﾞに登録 

特開 2001-202316

00.01.18 

G06F13/00,357 

情報処理装置及びｼｽﾃﾑ及び方法並びに記憶媒体 

接
続
構
成
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの登録処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ･ｸﾗｽの登録 

特開 2001-273243

00.03.27 

G06F13/14,320 

ﾃﾞ-ﾀ処理装置および周辺機器およびﾃﾞ-ﾀ処理方法

および記憶媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（7/28） 

特開 2001-282646

00.03.29 

G06F13/00,353 

通信制御装置およびﾃﾞ-ﾀ処理装置およびﾈｯﾄﾜ-ｸ制

御装置および通信制御方法およびﾃﾞ-ﾀ処理方法お

よび記憶媒体 

特開 2002-189645

00.12.21 

G06F13/00,353 

ｸﾗｲｱﾝﾄ端末装置､ﾃﾞﾊﾞｲｽ端末装置､管理ｻ-ﾊﾞ端末装

置､ﾈｯﾄﾜ-ｸ周辺機器の探索方法及び記録媒体 

特開 2003-084944

01.09.11 

G06F3/12 

情報処理装置､情報処理ｼｽﾃﾑ､情報出力制御方法､記

憶媒体､及びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

特開 2003-173252

01.12.06 

G06F3/12 

情報処理装置､方法および記憶媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

状態･機能情報検索ｵﾌﾞｼﾞ

ｪｸﾄの生成 

特開 2003-174537

01.12.06 

H04N1/00,107 

画像読み取りｼｽﾃﾑ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

DCM に設定 

特開平 09-218759

96.02.14 

G06F3/12 

情報処理装置及び方法及びｼｽﾃﾑ 

特開 2001-306284

00.04.20 

G06F3/12 

ｻ-ﾊﾞ装置およびｸﾗｲｱﾝﾄ装置およびﾃﾞﾊﾞｲｽ検索方法

および記憶媒体 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

機器属性情報の取得手順 

特開 2001-350681

00.06.09 

G06F13/00,357 

画像処理装置並びに画像処理装置の制御方法およ

び記憶媒体 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

ｷｬｯｼｭから情報取得手順 

特開 2002-215485

01.01.24 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ制御装置 

特開 2000-112593

98.10.02 

G06F3/00 

機器の制御ｼｽﾃﾑ､制御装置､方法及びｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読み取

り可能な記憶媒体 

特開 2000-112592

98.10.02 

G06F3/00 

機器の制御ｼｽﾃﾑ､制御装置､方法､管理装置及びｺﾝﾋﾟ

ｭ-ﾀ読み取り可能な記憶媒体 

手順の追加･情報の表示

処理手順 

資源情報の表示手順 

特開 2000-112872

98.10.06 

G06F13/14,330 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｸﾗｲｱﾝﾄ装置 

手順の追加･情報の表示

処理手順 

状態情報の表示手順 

特開 2000-115170

98.10.06 

H04L12/24 

端末装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾈｯﾄﾜ-ｸ上の機器利用方法及

び記憶媒体 

手順の追加･情報の関連

付け処理手順 

機器と関連付けられた表

示部品 

特開平 10-126415

96.10.16 

H04L12/28 

[被引用回数 1] 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理ｼｽﾃﾑおよびﾈｯﾄﾜ-ｸ管理方法 

印刷装置等は､ﾈｯﾄﾜｰｸ管理部の管理

下にあり､送信側からの印刷ﾃﾞｰﾀ出

力要求を受信する側である｡物理位

置論理位置関連付与部は､物理位置

管理部により取得した物理位置情報

とﾈｯﾄﾜｰｸ管理部によって管理されて

いる論理位置情報の対応付けを行う 

｡送信側の物理位置表示部は､物理位置管理部からの

物理位置情報により､ﾈｯﾄﾜｰｸ管理下の印刷装置が物

理的にどのように配置されているかを可視的に表示

する｡これにより､どの出力装置が物理的にどこに配

置されているかを認識することができる。 

手順の追加･分岐の処理

手順 

各種設定条件に応じた分

岐組合せ 

特開平 11-191151

97.12.26 

G06T1/00 

画像処理ｼｽﾃﾑおよび画像処理ｼｽﾃﾑの画像処理方法

およびｺﾝﾋﾟｭ-ﾀが読み出し可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納し

た記憶媒体 

接
続
構
成
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなど

のﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ 

特開 2001-282662

00.03.31 

G06F13/00,357 

装置管理方法及びｼｽﾃﾑ並びに記憶媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 



 

96 

表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（8/28） 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

無線用識別情報の付加 

特開 2000-125367

98.10.15 

H04Q9/00,301 

移動端末による遠隔制御方法および遠隔制御装置 
接
続
構
成
技
術 

遠
隔
で
の 

機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｲﾍﾞﾝﾄの処理 

状態変化を検出しｲﾍﾞﾝﾄ

の送信 

特開 2003-157155

01.11.20 

G06F3/12 

周辺機器､情報処理装置､ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ､通信方法､ﾃﾞ

ﾊﾞｲｽ制御方法､記憶媒体､及びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

通
信
性
能 

の
向
上 

手順の追加･分岐の処理

手順 

設定条件に応じた分岐処

理手順 

特開 2000-196665

98.12.24 

H04L12/56 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ制御装置及び方法 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ｽﾀﾌﾞに設定 

特開 2002-222125

01.01.26 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ制御装置 
通
信
品
質
の
向
上 

手順の追加･その他の処

理手順 

途中からの再現処理手順 

特開平 06-214921

93.01.18 

G06F13/00,357 

制御装置および制御方法 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ(集中制御) 

特開 2003-087871

01.09.10 

H04Q9/00,301 

ﾎ-ﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑ 
接
続
性
能
の
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開 2000-253001

99.02.25 

H04L12/28 

ﾈｯﾄﾜ-ｸと機器の接続装置および方法 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなど

のﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-024026

00.07.04 

G06F9/445 

情報処理装置､情報処理ｼｽﾃﾑ､情報処理方法､及び記

憶媒体 

特開 2001-249880

00.03.06 

G06F13/00,357 

周辺機器管理ｼｽﾃﾑ､周辺機器管理装置及びそれらの

制御方法､ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ可読ﾒﾓﾘ 

互
換
性
の
維
持 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなど

のﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ 

特開 2001-249881

00.03.06 

G06F13/00,357 

周辺機器管理ｼｽﾃﾑ､周辺機器管理装置及びそれらの

制御方法､ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ可読ﾒﾓﾘ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

仮想ﾏｼﾝ 

特開平 08-016332

(みなし取下) 

94.07.01 

G06F3/12 

ｽｷｬﾅﾌﾟﾘﾝﾀｻ-ﾊﾞ-ｼｽﾃﾑおよびそのﾃﾞ-ﾀ処理方法 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開 2000-163330

98.11.25 

G06F13/00,351 

周辺機器及び周辺機器制御方法及び周辺機器制御ｼ

ｽﾃﾑ及び周辺機器制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記憶した記憶媒体 

特開 2001-242967

00.02.29 

G06F1/26 

端末装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾃﾞﾊﾞｲｽ自動起動方法､及び記

憶媒体 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

連続起動ｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2003-029883

01.07.10 

G06F1/26 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ起動装置及び方法 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄﾌｧｲﾙで生成 

特開 2000-181831

98.12.18 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ制御装置およびその方法､記憶媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ｴｰｼﾞｪﾝﾄに設定 

特開 2000-047772

98.07.31 

G06F3/00 

OA 装置､OA ｼｽﾃﾑ及び制御方法 

機
器
制
御
技
術 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｲﾍﾞﾝﾄの処理 

状態変化を検出しｲﾍﾞﾝﾄ

の送信 

特開 2002-057824

00.08.10 

H04N1/00 

情報処理ｼｽﾃﾑ及び情報処理方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（9/28） 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開平 06-259359 

(拒絶査定) 

93.03.03 

G06F13/00,355 

情報処理装置および画像形成装置の制御方法 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特開 2001-309456 

00.04.25 

H04Q9/00,301 

ﾎ-ﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑ､電子機器及びｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読み取り可能な

記憶媒体 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

時刻情報の取得手順 

特開 2002-171261 

00.12.01 

H04L12/28 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ環境下におけるﾊﾟﾜ-ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑおよびﾊﾟﾜ-

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ方法 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開平 10-283142 

98.02.03 

G06F3/12 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理装置及びその方法 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開平 11-234315 

98.02.18 

H04L12/40 

通信装置､方法､ｼｽﾃﾑ及び記録媒体 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2001-249814 

00.03.06 

G06F9/445 

画像処理ｼｽﾃﾑと画像処理ｼｽﾃﾑの制御方法､及び情報

処理装置と情報処理方法 

特許 3368133 

96.01.09 

G06F1/26 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､周辺機器及びﾈｯﾄﾜ-ｸ接続機器の起動ま

たは停止方法 

ﾌﾟﾘﾝﾀは､ﾌﾟﾘﾝﾀが起動/停

止する際の判別に使用す

る KEY を発行する機能と､

ﾌﾟﾘﾝﾀが起動していない場

合で且つ最初に起動したﾎ

ｽﾄから KEY のﾘｸｴｽﾄがあっ

た場合はこれと連動して 

ﾌﾟﾘﾝﾀを起動する機能と､ﾌﾟﾘﾝﾀが起動中の場合で且

つ最後に停止したﾎｽﾄから KEY のﾘﾀｰﾝがあった場合

はこれと連動してﾌﾟﾘﾝﾀを停止する機能とを有し､第

1 のﾎｽﾄ及び第 2 のﾎｽﾄは､ﾈｯﾄﾜｰｸを介して KEY のﾘｸｴｽ

ﾄもしくはﾘﾀｰﾝを行う機能を有する｡ 

特開 2000-330916 

99.05.20 

G06F13/00,357 

印刷制御装置および印刷制御方法およびｺﾝﾋﾟｭ-ﾀが

読み出し可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納した記憶媒体 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のｶｳﾝﾄ手順 

特開 2002-023719 

00.07.04 

G09G5/00,510 

画像処理装置､画像処理方法及び記録媒体 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2003-122715 

01.10.12 

G06F15/00,310 

制御装置及びその制御方法､並びに､制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及

びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納した記憶媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

機器制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特開 2000-138870 

98.10.30 

H04N5/44 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ､端末装置及びｼｽﾃﾑ制御方法並びに記

憶媒体 

操
作
性
の
向
上 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄﾌｧｲﾙで生成 

特開 2001-331393 

00.05.18 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ制御装置および方法 

機
器
制
御
技
術 

保
守
性
の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開 2001-356975 

00.06.12 

G06F13/00,357 

通信装置､ﾃﾞ-ﾀ送信方法および記憶媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（10/28） 

保
守
性
の
向
上 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開平 07-271699 

94.03.31 

G06F13/00,357 

[被引用回数 1] 

ﾈｯﾄﾜ-ｸを介して接続される周辺処理装置と情報処

理装置並びにその周辺処理装置における制御方法

とその周辺処理装置の制御方法 

ﾈｯﾄﾜｰｸには､ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀ､ﾌﾟﾘﾝﾀ､

ﾌﾟﾘﾝﾀ､ﾃﾞｼﾞﾀﾙ複写機､ﾃﾞｼﾞﾀﾙ複

写機が接続されている｡各周辺

装置は､それぞれ各周辺装置自

身を駆動する駆動ｿﾌﾄと固有の

状態情報を備え､それらをﾎｽﾄｺﾝ

ﾋﾟｭｰﾀが入力し､それらの状態情 

報を用いて､ｻｰﾋﾞｽを行わせる最適な周辺装置を選択

し､選択された周辺装置に対応する入力した駆動ｿﾌﾄ

を用いて､選択された周辺を装置を駆動する｡ 

提
供
サ
ー
ビ

ス
の
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2000-215145 

99.12.10 

G06F13/00,357 

情報処理装置及び周辺処理装置とそれらの制御方

法 

接
続
機
能

の
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

仮想ﾃﾞﾊﾞｲｽの生成 

特開 2003-174461 

01.12.07 

H04L12/44,103 

ﾃﾞｰﾀ通信ｼｽﾃﾑ､ﾃﾞｰﾀ通信装置､ﾃﾞｰﾀ通信ｼｽﾃﾑの制御

方法､記録媒体およびﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

特開平 06-214920 

93.01.18 

G06F13/00,357 

制御装置および制御方法 

特開平 07-287680 

(みなし取下) 

94.04.19 

G06F13/00,355 

情報処理ｼｽﾃﾑおよびそのﾃﾞﾊﾞｲｽ制御方法 

特許 3219592 

94.04.20 

H04N1/00,104 

ｻ-ﾊﾞ-ｼｽﾃﾑ 

ﾈｯﾄﾜｰｸ上に接続されたｽｷｬﾅ､ﾌﾟﾘﾝﾀ等

の端末に関する情報を予め記憶し､ｺ

ﾏﾝﾄﾞに応じて最適な端末を選択する

ようにしたｻｰﾊﾞｰｼｽﾃﾑ｡ 

特開平 07-288621 

(拒絶査定) 

94.04.20 

H04N1/00,104 

ｻ-ﾊﾞ-ｼｽﾃﾑ 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ 

特許 3219593 

94.04.20 

H04N1/00,104 

ｻ-ﾊﾞ-ｼｽﾃﾑ 

本発明は､ﾈｯﾄﾜｰｸ機能を有するｽｷｬﾅ/

ﾌﾟﾘﾝﾀｻｰﾊﾞｰｼｽﾃﾑにおいて､ﾈｯﾄﾜｰｸ上

には､ﾌﾟﾘﾝﾄ出力またはｽｷｬﾅ入力を要

求する 1 つ以上ｸﾗｲｱﾝﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀと､ｸﾗｲ

ｱﾝﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀからの要求を受けて､ｼﾞｮ

ﾌﾞをｷｭｰｲﾝｸﾞする手段を有するﾌｧｲﾙｻ

ｰﾊﾞｰとが少なくとも接続され､ﾌｧｲﾙｻ 

ｰﾊﾞｰは､ﾈｯﾄﾜｰｸで接続されているｽｷｬﾅ､ﾌﾟﾘﾝﾀに関する

情報を記憶する手段と､ｷｭｰｲﾝｸﾞされたｺﾏﾝﾄﾞを解析す

る手段と､情報に基づいてｺﾏﾝﾄﾞを実行する 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開 2000-115448 

98.10.06 

H04N1/00,107 

端末装置､画像読み取りｼｽﾃﾑ､画像読み取り方法及

び記憶媒体 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

仮想ﾏｼﾝ 

特開 2000-122853 

98.10.14 

G06F9/06,410 

複合装置及び前記装置における制御方法 

機
器
制
御
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

無線用識別情報の付加 

特開 2002-288109 

01.03.26 

G06F13/14,330 

無線機器接続ｼｽﾃﾑ､無線機器接続方法､及び制御ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑを提供する媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（11/28） 

特開平 08-016498

94.06.27 

G06F13/00,354 

送信装置および受信装置ならびにﾃﾞ-ﾀ通信方法 ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

ﾚｽﾎﾟﾝｽ付きｺﾏﾝﾄﾞ 

特許 3416616 

00.05.19 

G06F3/12 

画像形成装置と制御方法 

本発明の画像形成方法とその装置は

以下の構成を備える｡即ち､画像形成

装置の所定の設定値の変更許可を要

求する変更許可要求ｺﾏﾝﾄﾞを所定の

入力元から入力する第 1入力工程と､

入力工程で入力した変更許可要求ｺﾏ

ﾝﾄﾞに対応して､変更許可ﾃﾞｰﾀを所定

の入力元へ返信する返信工程と､画 

像形成装置の所定の設定値の変更を要求する変更要

求ｺﾏﾝﾄﾞを所定の入力元から入力する第 2 入力工程

と､第 2 入力工程で入力した変更要求ｺﾏﾝﾄﾞに基づい

て所定の設定値を変更し変更したことを所定の入力

元へ通知する変更通知工程とを備える。 

特開 2001-337875

00.05.29 

G06F13/00,357 

端末装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾃﾞﾊﾞｲｽ検索方法､及び記憶媒

体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの登録処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ･ｸﾗｽの登録 

特開 2001-337876

00.05.29 

G06F13/00,357 

端末装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾃﾞﾊﾞｲｽ検索方法､及び記憶媒

体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

操作制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2000-181826

98.12.15 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ制御装置及び方法 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2001-027984

99.12.17 

G06F13/00,357 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ検索装置及びﾃﾞﾊﾞｲｽ検索方法並びに記憶媒

体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄﾌｧｲﾙで生成 

特開 2001-282663

00.03.31 

G06F13/00,357 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ管理装置及びﾃﾞﾊﾞｲｽ管理方法､並びにﾃﾞﾊﾞｲｽ

管理ｼｽﾃﾑ 

特開平 11-122417

97.10.16 

H04N1/00,107 

画像形成ｼｽﾃﾑ及び該ｼｽﾃﾑにおける情報処理装置と

それらの制御方法 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

DCM に設定 

特開 2002-229878

01.01.31 

G06F13/00,357 

ﾘﾓ-ﾄｺﾋﾟ-ｼｽﾃﾑ及びﾏﾙﾁﾌｧﾝｸｼｮﾝｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

機器属性情報の取得手順 

特開 2001-282493

00.03.31 

G06F3/12 

通信制御装置､印刷ｼｽﾃﾑ､通信制御方法及び記憶媒

体 

手順の追加･資源の割付/

解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開 2000-293461

99.04.08 

G06F13/00,357 

[被引用回数 1] 

情報処理装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､情報処理方法または記

録媒体 

本発明による情報処理装置は､ﾈｯﾄﾜｰ

ｸﾃﾞﾊﾞｲｽを共有ﾃﾞﾊﾞｲｽとして提供し

ているｻｰﾊﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾀとﾈｯﾄﾜｰｸを介し

て接続している情報処理装置であっ

て､ｻｰﾊﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾀから前記ﾈｯﾄﾜｰｸﾃﾞﾊﾞ

ｲｽのﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ情報を取得し､取得 

されたﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ情報を用いてﾈｯﾄﾜｰｸﾃﾞﾊﾞｲｽからﾃﾞ

ﾊﾞｲｽ情報を取得する｡ 

手順の追加･情報の関連

付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2002-315067

01.04.12 

H04Q9/00,301 

情報処理ｼｽﾃﾑおよび情報処理方法 

機
器
制
御
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･分岐の処理

手順 

設定条件に応じた分岐処

理手順 

特開 2001-249785

00.03.03 

G06F3/12 

印刷制御装置､印刷ｼｽﾃﾑ､印刷関連情報判定方法及

び記憶媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（12/28） 

手順の追加･分岐の処理

手順 

各種設定条件に応じた分

岐組合せ 

特開平 11-353140

98.06.09 

G06F3/12 

印刷処理ｼｽﾃﾑと印刷処理方法､及び情報処理装置､

並びに記憶媒体 
シ
ス
テ
ム
や
機
器

の
機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなど

のﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-197045

00.12.25 

G06F13/10,330 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､情報処理装置､方法､及びｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読み

取り可能な記憶媒体 

特開 2002-135858

00.10.20 

H04Q9/00,301 

遠隔操作ｼｽﾃﾑ及びその遠隔操作方法､並びに記憶媒

体 

特開 2002-328886

01.04.27 

G06F15/00,310 

遠隔操作ｼｽﾃﾑ､遠隔操作方法､被操作装置､操作端

末､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑおよび記憶媒体 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾌﾟﾛｷｼｻｰﾊﾞ 

特開 2002-328887

01.04.27 

G06F15/00,310 

遠隔操作ｼｽﾃﾑ､遠隔操作方法､被操作装置､操作端

末､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑおよび記憶媒体 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2001-309459

00.04.20 

H04Q9/00,301 

遠隔制御ｼｽﾃﾑ及び情報選択装置 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの変換 

特開 2003-087883

01.09.10 

H04Q9/00,321 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ接続機器の制御ｼｽﾃﾑ 

補助的手段の活用 

携帯電話の活用 

特開 2003-125469

01.10.15 

H04Q9/00,301 

録画再生機器操作装置 

手順の追加･分岐の処理

手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手順 

特開 2001-128025

99.10.26 

H04N5/00 

ﾕ-ｻﾞ-ｲﾝﾀﾌｪ-ｽ制御ｼｽﾃﾑ､方法及び記憶媒体 

機
器
制
御
技
術 

遠
隔
で
の
機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなど

のﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ 

特開平 10-240657

97.02.28 

G06F13/00,355 

遠隔操作装置及びそのｼｽﾃﾑ 

手順の追加･資源の割付/

解放処理手順 

資源の割付手順 

特開平 11-282645

98.03.31 

G06F3/12 

画像形成ｼｽﾃﾑと印刷制御装置及び方法 
通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･分岐の処理

手順 

設定条件に応じた分岐処

理手順 

特開平 10-154108

97.09.19 

G06F13/00,351 

情報処理装置及び出力装置 

通
信
品
質
の 

向
上 

手順の追加･その他の処

理手順 

途中からの再現処理手順 

特開平 09-190391

96.01.11 

G06F13/00,351 

情報処理装置及びその制御方法 

接
続
性
能
の 

向
上 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

特殊動作ｺﾏﾝﾄﾞ 

特開平 08-190519

95.01.09 

G06F13/00,355 

情報処理ｼｽﾃﾑ及び情報処理方法 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

IC ｶｰﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開 2002-108732

00.09.28 

G06F13/00,357 

周辺機器管理ｼｽﾃﾑ､周辺機器管理装置､周辺機器管

理方法及び記憶媒体 

特開平 11-327817

98.05.13 

G06F3/12 

通信ｼｽﾃﾑ､通信方法および記憶媒体 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開平 11-327842

98.05.13 

G06F3/12 

印刷ｼｽﾃﾑ､印刷方法および記憶媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（13/28） 

特開 2000-163176

98.11.25 

G06F3/00 

周辺機器及び周辺機器制御方法及び周辺機器制御ｼ

ｽﾃﾑ及び周辺機器制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記憶した記憶媒体 シ
ス
テ
ム
の 

性
能
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

機器制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2000-194639

98.12.28 

G06F13/00,357 

ﾏﾙﾁﾌｧﾝｸｼｮﾝｼｽﾃﾑ及びそのﾃﾞ-ﾀ転送方法 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

操作制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2000-295401

99.04.09 

H04N1/00,107 

情報処理装置および情報処理方法 

特開 2000-315181

99.04.30 

G06F13/00,357 

ﾃﾞ-ﾀ処理装置およびﾃﾞ-ﾀ処理方法およびｺﾝﾋﾟｭ-ﾀが

読み出し可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納した記憶媒体 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･情報の関連

付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2000-315182

99.04.30 

G06F13/00,357 

ﾃﾞ-ﾀ処理装置およびﾃﾞ-ﾀ処理方法およびｺﾝﾋﾟｭ-ﾀが

読み出し可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納した記憶媒体 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の 

改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなど

のﾛｰﾄﾞ手順 

設定値のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開平 11-321040

98.05.19 

B41J29/38 

画像形成装置､使用環境制御方法及び記憶媒体 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞ 

特開 2002-271555

01.03.06 

H04N1/00,107 

ﾏﾙﾁﾌｧﾝｸｼｮﾝ･ｼｽﾃﾑ及びその動作方法 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの登録処理 

ﾚｼﾞｽﾄﾘやﾈｰﾑｻｰﾊﾞに登録 

特開 2001-216240

00.02.04 

G06F13/00,357 

情報処理装置およびﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑおよび印刷装置お

よびﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑのﾃﾞﾊﾞｲｽ情報登録方法およびｺﾝﾋﾟｭ

-ﾀが読み取り可能な記憶媒体 

特開平 06-214919

(拒絶査定) 

93.01.18 

G06F13/00,357 

ｻ-ﾊﾞ-装置および画像処理方法 

特開平 07-044290

93.07.30 

G06F3/00 

制御装置､制御方法､記憶媒体､電子機器及び制御ｼｽ

ﾃﾑ 

特許 3257895 

94.04.01 

G06F3/12 

[被引用回数 1] 

ｽｷｬﾅﾌﾟﾘﾝﾀｻ-ﾊﾞ-ｼｽﾃﾑおよび自動画像転送方法およ

びｽｷｬﾅﾌﾟﾘﾝﾀｻ-ﾊﾞ- 

ﾎｽﾄ側から画像入力される原稿画像情

報の転送先をｺﾝﾄﾛｰﾗがｽｷｬﾅﾌﾟﾘﾝﾀｻｰﾊﾞｰ

に指定し､ｽｷｬﾅﾌﾟﾘﾝﾀｻｰﾊﾞｰに設けられ

るｽｷｬﾅ開始ﾎﾞﾀﾝがｾｯﾄされた原稿の画

像読取り開始指示をｽｷｬﾅﾌﾟﾘﾝﾀｻｰﾊﾞｰ側

で指示して､ｺﾝﾄﾛｰﾗ部が指定された転 

送先のﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀおよびﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞｰを含むのいずれ

かに原稿画像情報を転送する構成を特徴とする｡ 

特開平 07-287679

(拒絶査定) 

94.04.19 

G06F13/00,355 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理装置及びその制御方法 

特開平 10-269044

97.03.24 

G06F3/12 

複合装置及びその処理方法 

特開平 10-283140

97.04.03 

G06F3/12 

画像処理ｼｽﾃﾑおよび画像処理ｼｽﾃﾑの制御方法 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

機器制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2000-039975

98.07.22 

G06F3/12 

ﾏﾙﾁﾌｧﾝｸｼｮﾝｼｽﾃﾑ､ﾏﾙﾁﾌｧﾝｸｼｮﾝｼｽﾃﾑの通信制御方法及

びﾏﾙﾁﾌｧﾝｸｼｮﾝｼｽﾃﾑの制御方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（14/28） 

特開 2000-047771 

98.07.30 

G06F3/00 

情報処理ｼｽﾃﾑ及び情報処理方法 

特開 2000-040052 

98.07.22 

G06F13/10,330 

情報処理ｼｽﾃﾑと該情報処理ｼｽﾃﾑの情報処理方法､及

び入力装置と出力装置､並びに情報処理装置 

特開 2000-083123 

98.09.03 

H04N1/00,107 

画像形成装置､画像転送方法および記憶媒体 

特開 2000-196635 

98.12.28 

H04L12/40 

ﾏﾙﾁﾌｧﾝｸｼｮﾝｼｽﾃﾑ及びそのﾃﾞ-ﾀ転送方法 

特開 2000-197165 

98.12.28 

H04Q9/00,321 

ﾏﾙﾁﾌｧﾝｸｼｮﾝｼｽﾃﾑ､ﾘﾓ-ﾄｺﾋﾟ-ｼｽﾃﾑ及びそのﾃﾞ-ﾀ転送方

法 

特開 2000-315131 

99.04.30 

G06F3/00,652 

ﾃﾞ-ﾀ処理装置およびﾃﾞ-ﾀ処理方法およびｺﾝﾋﾟｭ-ﾀが

読み出し可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納した記憶媒体 

特開 2000-315130 

99.04.30 

G06F3/00 

ﾃﾞ-ﾀ処理装置およびﾃﾞ-ﾀ処理方法およびｺﾝﾋﾟｭ-ﾀが

読み出し可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納した記憶媒体 

特開 2001-257827 

00.03.13 

H04N1/00,104 

画像入出力ｼｽﾃﾑ及び画像入出力制御装置とそれら

の制御方法 

特開 2001-358874 

00.06.16 

H04N1/00 

画像入出力装置並びに画像入出力装置の制御方法

および記憶媒体 

特開平 07-044291 

93.07.30 

G06F3/00 

制御装置､制御方法及び記憶媒体 

特開平 11-275299 

(拒絶査定) 

98.03.19 

H04N1/00,107 

画像読取装置及び画像読取装置の制御方法 

特開 2000-113166 

98.09.30 

G06T1/00 

ｶﾒﾗ制御ｼｽﾃﾑ､ｶﾒﾗ制御方法､ｶﾒﾗ制御ｻ-ﾊﾞ､ｶﾒﾗ装置､ﾕ

-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽ装置およびｶﾒﾗ連係制御ｻ-ﾊﾞ､さらにﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑ記憶媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

機器制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特開 2000-175275 

98.12.09 

H04Q9/00,301 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ制御装置及び方法 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開平 07-044477 

93.07.30 

G06F13/00,355 

[被引用回数 14] 

制御装置､制御方法､記憶媒体及び制御ｼｽﾃﾑ 

複数のﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ機器及びこれ

らを制御するための制御機器

がﾈｯﾄﾜｰｸ上に接続され､該ﾈｯﾄﾜ

ｰｸを介して複数のﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ機

器及び制御装置が互いにｵﾌﾞｼﾞ

ｪｸﾄ指向に基づいたﾒｯｾｰｼﾞ及び

ﾃﾞｰﾀの送受信が可能なｼｽﾃﾑに

おいて､制御装置には表示手段

及びﾎﾟｲﾝﾃｨﾝｸﾞ手段が付随し､

表示手段により､複数のﾏﾙﾁﾒﾃﾞ

ｨｱ機器それぞれを象徴する図

柄が表示され､利用者がﾎﾟｲﾝﾃｨ 

ﾝｸﾞ手段により､これらの図柄の間にﾘﾝｸを張ること

によりﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ機器間のﾃﾞｰﾀの入出力関係を指定す

るように構成したマルチメディア機器の制御システ

ム。 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（15/28） 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

API ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開平 07-044474

93.07.30 

G06F13/00,351 

[被引用回数 2] 

制御装置､制御方法､記憶媒体及び制御ｼｽﾃﾑ 

複数のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ化された周辺機器

を共通の通信回線を介して 1 つのｺ

ﾝﾄﾛｰﾗで統一的に制御する制御ｼｽﾃﾑ

であつて､ｺﾝﾄﾛｰﾗ及び複数の周辺機

器はそれぞれ双方向性ｲﾝﾀﾌｴｰｽを有

し､各周辺機器には､各機能の制御

に関するｵﾌﾞｼﾞｴｸﾄﾃﾞｰﾀを予め格納

されており､ｺﾝﾄﾛｰﾗは通信回線を介 

して周辺機器と接続された際､周辺機器よりｵﾌﾞｼﾞｴｸ

ﾄﾃﾞｰﾀをﾛｰﾄﾞして周辺機器に対応するｵﾌﾞｼﾞｴｸﾄを形

成するとともに､ｵﾌﾞｼﾞｴｸﾄﾃﾞｰﾀに基づいて周辺機器

を制御するための操作画面を表示する。 

特開平 11-119944

97.10.21 

G06F3/12 

情報処理装置､方法及び記憶媒体 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

状態･機能情報検索ｵﾌﾞｼﾞ

ｪｸﾄの生成 特開 2003-030069

01.07.16 

G06F13/00,357 

周辺機器管理装置及び方法 

特開 2001-344162

00.05.31 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ仮想ﾏﾙﾁﾌｧﾝｸｼﾖﾝ機制御装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸ仮想ﾏﾙﾁﾌ

ｧﾝｸｼｮﾝ機制御方法および記憶媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

仮想ﾃﾞﾊﾞｲｽの生成 

特開 2002-222129

01.09.18 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽをｻﾎﾟ-ﾄするｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾍﾞ-ｽのｱ-ｷﾃｸﾁｬ-

特開 2001-265691

00.03.16 

G06F13/00,357 

分散処理ｼｽﾃﾑ及びその制御方法 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ｽﾀﾌﾞに設定 

特開 2001-290717

00.04.05 

G06F13/00,351 

分散ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄｼｽﾃﾑにおけるﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｻ-ﾊﾞおよび分散

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ環境対応装置､その制御方法､並びに記録

媒体 

特開 2000-347977

00.04.07 

G06F13/00,357 

画像処理機能の交換をﾈｺﾞｼｴ-ﾄするための方法およ

び該方法を実施するための装置 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ﾒｿｯﾄﾞの発信 

特開 2003-084926

01.09.10 

G06F3/12 

印刷ｼｽﾃﾑ及び印刷装置及びその制御方法 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

頻度や経験情報による処

理順序組替 

特開平 11-134144

97.10.30 

G06F3/12 

[被引用回数 1] 

画像形成ｼｽﾃﾑ 

印刷要求を受理した画像形成装置が印

刷要求の実行を妨げる障害の発生を検

知した場合､ﾈｯﾄﾜｰｸに接続された他の画

像形成装置の中から過去の動作履歴情

報に基づいて､最も印刷要求の実行を妨

げる障害の発生の割合の低いものを 

代替えの画像形成装置として自動的に選択し､代替

えの画像形成装置に印刷要求を転送して処理を続行

可能なように制御する｡ 

手順の組替･変換･削除 

手順の削除 

不要割付手順の削除 

特開 2003-216517

01.11.06 

G06F13/00,35 

ﾈｯﾄﾜｰｸﾃﾞﾊﾞｲｽの動的な再構築 

特開平 10-069451

96.08.28 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｻ-ﾊﾞｼｽﾃﾑ 

特開平 11-134138

97.10.29 

G06F3/12 

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ装置およびﾌﾟﾘﾝﾀ制御方法 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

状態によって変化する情

報の取得手順 

特開 2000-293471

99.04.09 

G06F13/00,357 

共有機器制御方法及びｻ-ﾊﾞ･ｸﾗｲｱﾝﾄｼｽﾃﾑ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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特開 2000-315143

99.04.30 

G06F3/12 

ﾃﾞ-ﾀ処理装置およびﾃﾞ-ﾀ処理方法およびｺﾝﾋﾟｭ-ﾀが

読み出し可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納した記憶媒体 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

状態によって変化する情

報の取得手順 特開 2000-315146

99.04.30 

G06F3/12 

ﾃﾞ-ﾀ処理装置およびﾃﾞ-ﾀ処理方法およびｺﾝﾋﾟｭ-ﾀが

読み出し可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納した記憶媒体 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

機器属性情報の取得手順 

特開 2003-030070

01.07.16 

G06F13/00,357 

周辺機器管理装置及び方法 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

ｷｬｯｼｭから情報取得手順 

特開平 11-249845

98.03.02 

G06F3/12 

画像処理ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の関連

付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開平 10-333845

97.06.02 

G06F3/12 

画像形成ｼｽﾃﾑ及び情報処理装置及びそれらの制御

方法 

特開平 11-134143

97.10.27 

G06F3/12 

ﾌﾟﾘﾝﾀ選択装置､方法､及び記憶媒体 

特開平 11-177754

97.12.12 

H04N1/00,107 

ｽｷｬﾅｼｽﾃﾑおよびｽｷｬﾅｼｽﾃﾑのﾃﾞ-ﾀ処理方法およびｺﾝ

ﾋﾟｭ-ﾀが読み出し可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納した記憶媒

体 

手順の追加･分岐の処理

手順 

各種設定条件に応じた分

岐組合せ 

特開平 11-184660

97.12.24 

G06F3/12 

出力機器選択ｼｽﾃﾑ及び出力機器選択方法 

手順の追加･分岐の処理

手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手順 

特開平 11-282641

98.03.27 

G06F3/12 

[被引用回数 1] 

電子機器とその制御方法及びﾏﾙﾁﾌｧﾝｸｼｮﾝｼｽﾃﾑ 

IEEE1394 ﾊﾞｽに接続されたﾌﾟﾘﾝﾀは､ｲﾝﾀｰ

ﾌｪｰｽでｽｷｬﾅと接続されていることを判

定して､接続されている場合､ｽｷｬﾅと協

働して複合機としてｺﾋﾟｰ等の機能を果

たす｡この場合､複合機であることをﾊﾞｽ

に宣言する｡接続されていない場合に

は､単独のﾌﾟﾘﾝﾀとしての機能を果たす｡ 

この場合､ﾌﾟﾘﾝﾀであることをﾊﾞｽに宣する｡ 

特開 2000-115276

98.10.02 

H04L29/06 

端末装置及びﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､共有ｼｽﾃﾑ構築方法及びそ

のためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記憶した記憶媒体 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなど

のﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2000-115424

98.10.06 

H04N1/00 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ及びそのｻ-ﾊﾞ装置 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

ｷｬｯｼｭから情報取得手順 

特開 2001-092759

99.09.20 

G06F13/00,357 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ検索方法及びｼｽﾃﾑ並びに記憶媒体 
通
信
性
能
の 

向
上 手順の追加･情報の表示

処理手順 

状態情報の表示手順 

特開 2000-286880

99.12.15 

H04L12/40 

表示装置､通信装置､通信ｼｽﾃﾑ､通信方法､及びｺﾝﾋﾟｭ

-ﾀ読み取り可能な記憶媒体 

通
信
品
質
の 

向
上 

手順の追加･情報の関連

付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2001-027983

99.07.15 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ情報ｼｽﾃﾑ 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

状態遷移ﾃｰﾌﾞﾙ 

特開平 11-328079

99.03.09 

G06F13/00,354 

情報処理装置､接続状態表示方法､情報処理ｼｽﾃﾑ､及

び､記憶媒体 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｲﾍﾞﾝﾄの処理 

状態変化を検出しｲﾍﾞﾝﾄ

の送信 

特開平 11-085698

97.09.05 

G06F15/00,320 

資源情報表示ｼｽﾃﾑ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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特開平 10-164106

96.12.04 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ､装置及び方法 手順の追加･情報の表示

処理手順 

資源情報の表示手順 

特開平 11-168489

97.12.02 

H04L12/44 

ﾃﾞ-ﾀ通信装置､方法及びｼｽﾃﾑ 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･情報の表示

処理手順 

補助情報の表示手順 

特開平 08-179970

(みなし取下) 

94.12.20 

G06F11/30 

OA 機器状態通知ｼｽﾃﾑ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

API ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2002-202868

00.12.28 

G06F3/12 

ﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽ制御装置および方法ならびに記憶媒体

手順の追加･情報の取得

処理手順 

ｷｬｯｼｭから情報取得手順 

特開 2001-356890

00.06.16 

G06F3/12 

画像入力装置並びに画像出力装置並びに操作装置

並びに画像入出力ｼｽﾃﾑ並びに画像入力装置の制御

方法並びに画像出力装置の制御方法並びに操作装

置の制御方法および記憶媒 

互
換
性
の
維
持 手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなど

のﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-140155

00.11.01 

G06F3/023 

ﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽ制御装置､ﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽ制御方法 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

頻度や経験情報による処

理順序組替 

特開 2001-331392

00.05.18 

G06F13/00,357 

ﾈﾂﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ制御装置､およびﾈﾂﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ制御方

法､記憶媒体 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

ﾙｰﾌ･ﾘｰﾌ情報の取得手順 

特開平 11-305902

98.04.17 

G06F3/00,652 

表示装置及びそのﾂﾘ-構造表示方法並びに記録媒体

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

手順の追加･情報の表示

処理手順 

状態情報の表示手順 

特開 2003-122460

01.10.12 

G06F1/28 

情報処理装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾃﾞﾊﾞｲｽ情報表示方法､記

憶媒体､及びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2001-358877

00.06.09 

H04N1/00,106 

画像処理装置､情報処理装置､画像処理ｼｽﾃﾑ､ﾒｯｾ-ｼﾞ

表示制御方法及び記憶媒体 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

ｱﾄﾞﾚｽ変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

特許 3315557 

95.04.27 

G09G5/00,530 

表示制御装置及び方法及び表示装置 

OSD 制御部は信号 cs に基づいて表

示中の画像信号の表示ﾓｰﾄﾞがﾋﾞﾃﾞｵ

信号 s1 の表示かｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入力信号

s1 の表示かを判定する｡OSD 制御部

は判定された表示ﾓｰﾄﾞに基づいて

表示すべき OSD ﾃﾞｰﾀを選択する｡選

択された OSD ﾃﾞｰﾀ s1は､ｽｲｯﾁ部によ

り現在表示中の画像信号と切り換

えられ､最終的にﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ処理部に 

入力される｡ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ処理部は入力された OSD ﾃﾞｰﾀを､

直前に表示していた画像信号の表示ﾓｰﾄにて表示装置

へ出力する。 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの登録処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ･ｸﾗｽの登録 

特開 2000-339261

99.05.31 

G06F13/00,357 

ﾕ-ｻﾞ･ｲﾝﾀﾌｪ-ｽ作成装置及び方法､ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理装置及

び管理方法 

特開平 11-282786

98.03.31 

G06F13/00,355 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽの管理装置及びその方法､記録媒体 

特開 2001-109692

99.10.04 

G06F13/00,357 

ﾃﾞ-ﾀ処理装置､ﾃﾞ-ﾀ処理方法､ﾃﾞ-ﾀ処理ｼｽﾃﾑ､並びに

ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読みとり可能な記録媒体 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

操
作
性
の
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2002-094867

00.09.11 

H04N5/232 

撮像制御装置､撮像制御装置の制御方法､記憶媒体､

ﾘﾓ-ﾄ撮像ｼｽﾃﾑ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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特開 2002-222128 

01.01.29 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ上で共有された装置の表示方法､および､そ

の表示装置 

特開 2003-111163 

01.09.27 

H04Q9/00,301 

電子機器 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2003-140630 

01.11.02 

G09G5/00,550 

表示装置及び表示ｼｽﾃﾑ 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路の優先度による

組替 

特開平 11-096114 

97.09.17 

G06F15/00,310 

情報処理ｼｽﾃﾑ及び情報処理方法 

特開 2000-137557 

98.11.02 

G06F3/00,651 

表示制御方法及びそれを用いたﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ管理

装置と管理方法 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

頻度や経験情報による

処理順序組替 特開 2000-148631 

98.11.06 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ管理装置及び方法 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

属性情報対応による表

示処理順序組替 

特開 2001-255974 

00.03.13 

G06F3/00,652 

情報処理装置及び方法 

特開 2000-148632 

98.11.13 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽの情報管理方法及びその装置､記憶媒

体 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 特開 2000-194628 

98.12.25 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ設定方法及びﾈｯﾄﾜ-ｸ管理装置 

特開平 11-119924 

97.10.14 

G06F3/12 

情報処理装置及びその方法､及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記

憶した記憶媒体 

特開平 11-120132 

97.10.14 

G06F15/00,310 

情報処理装置及びその方法､及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記

憶した記憶媒体 

特開平 11-175219 

97.12.05 

G06F3/00,652 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑの管理方法及び機器管理方

法 

特開 2000-194626 

98.12.24 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ制御装置及び方法 

特開 2000-244836 

99.02.23 

H04N5/445 

[被引用回数 1] 

表示制御装置､表示制御方法､ﾊﾞｽｼｽﾃﾑ､及び記憶媒

体 

IEEE ｼﾘｱﾙﾊﾞｽにより各種の機器(ﾃ

ﾚﾋﾞを含む)が接続されたﾎｰﾑﾊﾞｽｼ

ｽﾃﾑにおいて､例えば､ﾕｰｻﾞが現在

視聴しているﾃﾚﾋﾞを 1 段目に配

置し､このﾃﾚﾋﾞに直接接続されて

いる機器を親子の区別なく 2 段

目に配置し､3 段目以降について

も同様に機器に直接接続されて 

いる機器を親子の区別なく次段に配置した画像を表

示させるなどﾕｰｻﾞが現在視聴しているﾃﾚﾋﾞから見た

ｼﾘｱﾙﾊﾞｽ上の機器の接続状況を示す画像をﾃﾚﾋﾞに表

示する｡ 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開 2000-187564 

99.08.24 

G06F3/12 

ﾃﾞ-ﾀ処理装置およびﾃﾞ-ﾀ処理方法およびｺﾝﾋﾟｭ-ﾀが

読み出し可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納した記憶媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開 2001-109691 

99.10.04 

G06F13/00,357 

ﾃﾞ-ﾀ処理装置､ﾃﾞ-ﾀ処理方法､情報処理機器､情報処

理方法､ﾃﾞ-ﾀ処理ｼｽﾃﾑ､並びにｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読みとり可能

な記録媒体 

特開 2001-101122 

99.10.01 

G06F13/00,357 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ検索ｸﾗｲｱﾝﾄ､ﾃﾞﾊﾞｲｽ検索ｻ-ﾊﾞ､ﾃﾞﾊﾞｲｽ検索ｼｽﾃ

ﾑ､ﾃﾞﾊﾞｲｽ検索方法及び記憶媒体 

特開 2001-256153 

00.03.09 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ制御装置および方法 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

機能情報の表示手順 

特開 2001-282655 

00.03.28 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ管理方法､装置､および記憶媒体 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

状態情報の表示手順 

特開 2001-175387 

00.09.27 

G06F3/00,657 

情報処理装置､ﾃﾞ-ﾀ処理方法及び記録媒体 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

画面位置との関連付け 

特開平 08-006884 

95.04.18 

G06F13/00,355 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑの制御方法及び装置及び画像処理装置 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2000-293464 

99.04.09 

G06F13/00,357 

表示処理方法およびﾃﾞ-ﾀ処理装置およびｺﾝﾋﾟｭ-ﾀが

読み取り可能な記憶媒体 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

機器と関連付けられた

表示部品 

特開 2000-293463 

99.04.09 

G06F13/00,357 

表示処理方法およびﾃﾞ-ﾀ処理装置およびｺﾝﾋﾟｭ-ﾀが

読み取り可能な記憶媒体 

安
全
性
の 

向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

認証･署名 

特開 2002-152863 

00.11.10 

H04Q9/00,311 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙﾘﾓ-ﾄｺﾝﾄﾛ-ﾙ方法及びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙﾘﾓ-ﾄｺﾝﾄ

ﾛ-ﾙ装置並びに記憶媒体 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2002-007095 

01.03.29 

G06F3/12 

ﾃﾞ-ﾀ処理装置及びその制御方法 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の 

改
善 手順の追加･情報の表

示処理手順 

資源情報の表示手順 

特開 2001-312433 

00.04.28 

G06F13/00,357 

情報処理装置及びその方法並びに記憶媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

機器制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特開 2000-298540 

00.02.08 

G06F3/00,652 

画像処理装置に関する情報を表示させる情報処理

装置及び情報処理方法 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2000-293467 

99.04.09 

G06F13/00,357 

ﾃﾞ-ﾀ処理装置およびﾃﾞ-ﾀ処理方法およびｺﾝﾋﾟｭ-ﾀが

読み出し可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納した記憶媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

状態･機能情報検索ｵﾌﾞ

ｼﾞｪｸﾄの生成 

特開 2000-259545 

99.03.12 

G06F13/14,330 

情報処理装置およびその方法､並びに､記録媒体 

特開 2000-293468 

99.04.09 

G06F13/00,357 

共有機器制御方法及びｻ-ﾊﾞ･ｸﾗｲｱﾝﾄｼｽﾃﾑ 手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 特開 2000-293470 

99.04.09 

G06F13/00,357 

共有機器制御方法及びｻ-ﾊﾞ･ｸﾗｲｱﾝﾄｼｽﾃﾑ 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

機能情報の表示手順 

特開平 09-026867 

96.05.30 

G06F3/14,320 

ﾕ-ｻﾞｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽ表示方法､周辺装置ｺﾝﾄﾛ-ﾗ及び周辺装

置設定方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（20/28） 

特開 2000-293465 

99.04.09 

G06F13/00,357 

[被引用回数 1] 

周辺機器管理方法および情報処理装置およびｺﾝﾋﾟｭ

-ﾀが読み取り可能な記憶媒体 

CPU が､使用者により指示されたﾌﾟﾘﾝ

ﾀの機能と､取得されたﾌﾟﾘﾝﾀの機能

情報とを比較し､比較結果に基づい

て､使用者により指示された機能を

有するﾌﾟﾘﾝﾀと､使用者により指示さ

れた機能を有しないﾌﾟﾘﾝﾀとを明示

的に切り分けてｺﾝﾋﾟｭｰﾀの表示部に

表示制御する構成を特徴とする｡ 

特開 2000-293472 

99.04.09 

G06F13/00,357 

共有機器制御方法及びｻ-ﾊﾞ･ｸﾗｲｱﾝﾄｼｽﾃﾑ 

特開 2002-032277 

00.07.13 

G06F13/00,  

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ管理装置及び方法 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

機能情報の表示手順 

特開 2003-167711 

01.11.30 

G06F3/12 

情報処理装置および周辺機器管理方法および記憶

媒体およびﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

特開 2000-295223 

99.04.09 

H04L12/24 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ端末装置及びその表示方法 手順の追加･情報の表

示処理手順 

状態情報の表示手順 

特開 2000-293473 

99.04.09 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ端末装置及びその表示方法 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

画面位置との関連付け 

特開 2000-305543 

99.12.27 

G09G5/00,510 

ﾏﾙﾁ画像表示ｼｽﾃﾑおよびﾏﾙﾁ画像表示方法 

特開 2000-293469 

99.04.09 

G06F13/00,357 

共有機器制御方法及びｻ-ﾊﾞ･ｸﾗｲｱﾝﾄｼｽﾃﾑ 

特開 2001-034561 

99.07.16 

G06F13/00,357 

情報処理装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾃﾞﾊﾞｲｽ検索方法､及び記

憶媒体 

特開 2001-034562 

99.07.16 

G06F13/00,357 

情報処理装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾃﾞﾊﾞｲｽ検索方法､及び記

憶媒体 

特開 2001-034563 

99.07.16 

G06F13/00,357 

情報処理装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾃﾞﾊﾞｲｽ検索方法､及び記

憶媒体 

特開 2001-034564 

99.07.16 

G06F13/00,357 

情報処理装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾃﾞﾊﾞｲｽ検索方法､及び記

憶媒体 

特開 2001-109780 

00.07.06 

G06F17/30,360 

情報処理装置､情報処理ｼｽﾃﾑ､情報処理装置の制御

方法及び記憶媒体 

特開 2001-084210 

00.07.06 

G06F13/00,357 

情報処理装置､ﾃﾞﾊﾞｲｽ､ﾈﾂﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､情報処理方法､

ﾃﾞﾊﾞｲｽ制御方法､ﾃﾞﾊﾞｲｽ検索方法､記憶媒体 

特開 2002-082790 

00.09.08 

G06F3/12 

ﾃﾞ-ﾀ通信装置､ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ､ﾃﾞ-ﾀ通信方法､及び制

御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを提供する媒体 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2002-186060 

00.12.14 

H04Q9/00,301 

ﾘﾓ-ﾄ制御装置､被制御装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸﾘﾓ-ﾄ制御ｼｽﾃﾑ､ﾘﾓ

-ﾄ制御方法､及び記憶媒体 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

機器と関連付けられた

表示部品 

特開平 10-187400 

96.12.20 

G06F3/14,320 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑおよびﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑのﾃﾞ-ﾀ処理方法およ

びｺﾝﾋﾟｭ-ﾀが読出し可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納した記憶

媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（21/28） 

特開平 10-177533 

96.12.17 

G06F13/00,355 

[被引用回数 1] 

情報入出力装置､情報入出力装置管理ｼｽﾃﾑ､情報入

出力装置の位置設定方法､及び情報入出力装置の管

理方法 

ﾈｯﾄﾜｰｸにおける装置の物理的位置

を表わす物理的位置情報を設定し､

設定された物理的位置情報を表示

部に表示すると共に､設定された物

理的位置情報をｻｰﾊﾞﾏｼﾝに通知す

る｡また､装置が移動されたことを

自動的に認識し､その認識時に物理 

的位置情報の設定変更の要求ﾒｯｾｰｼﾞを表示部に表示

する｡装置移動の自動認識は､装置の脚部に設けられ

た装置移動用の脚輪の回転により移動距離を測定し

て､その移動距離が所定の設定値を超えた時点で装

置の移動を認識し､装置の移動完了後に再び電源が

投入された時点で要求ﾒｯｾｰｼﾞを表示する。 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

機器と関連付けられた

表示部品 

特開 2000-293466 

99.04.09 

G06F13/00,357 

情報処理装置並びに情報処理装置の共有資源表示

方法およびｺﾝﾋﾟｭ-ﾀが読み出し可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格

納した記憶媒体 

特開 2001-025074 

99.07.02 

H04Q9/00,301 

情報処理ｼｽﾃﾑ､電子機器､及び情報処理方法 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

遠
隔
で
の 

機
能
改
善 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

機器と関連付けられた

表示部品 特開 2001-024685 

99.07.02 

H04L12/46 

情報処理ｼｽﾃﾑ､電子機器､及び情報処理方法 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開 2002-199121 

00.12.27 

H04M11/00,302 

無線通信ｼｽﾃﾑ及びそのﾃﾞ-ﾀ通信方法､並びに無線情

報端末及び情報処理装置 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2002-135195 

00.10.18 

H04B7/26 

無線通信装置､及びその制御方法､無線通信ｼｽﾃﾑ､及

び媒体 

特開平 11-112533 

97.09.30 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ､ﾃﾞ-ﾀ通信方法､ﾃﾞ-ﾀ通信ﾉ-ﾄﾞおよび

記録媒体 

特開平 11-167630 

97.12.04 

G06T1/60 

情報処理方法及びｼｽﾃﾑ並びに記憶媒体 

特開平 11-282684 

98.03.27 

G06F9/445 

[被引用回数 1] 

画像処理装置､画像処理装置の制御方法､および記

憶媒体 

画像処理装置の制御ｿﾌﾄｳｪｱの上

位層に､ﾓﾊﾞｲﾙｴｰｼﾞｪﾝﾄを送受信､

符号/復号化､解釈､実行するｲﾝﾀｰ

ﾌﾟﾘﾀを配し､ｺﾝﾋﾟｭｰﾀやﾜｰﾄﾞﾌﾟﾛｾｯ

ｻなどのｸﾗｲｱﾝﾄ装置から移動して

きたﾓﾊﾞｲﾙｴｰｼﾞｪﾝﾄを実行する｡こ

のﾓﾊﾞｲﾙｴｰｼﾞｪﾝﾄは印刷すべきﾃﾞｰ

ﾀと､その印刷を実現する命令列

を内部に含み､ｸﾗｲｱﾝﾄ装置で生 

成､符号化され､画像処理装置に移動した後､復号化

を経てｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾀにより実行され､記録機構､ｽｷｬﾅ機構

を制御するﾌﾟﾘﾝﾀ制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ、ｲﾒｰｼﾞｽｷｬﾅ制御ｵﾌﾞｼﾞ

ｪｸﾄと通信することにより、画像処理装置の動作を制

御する。 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｺｰﾄﾞ･ｴﾝｺｰﾄﾞ 

DCT 変換 

特開平 11-339027 

98.05.28 

G06T1/60 

画像読取装置及び画像処理ｼｽﾃﾑ及び画像読取装置

の制御方法 

通
信
制
御
技
術 

通
信
性
能
の
向
上 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

ｱﾄﾞﾚｽ変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

特開平 11-177589 

97.12.12 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ転送装置およびﾃﾞ-ﾀ転送装置のﾃﾞ-ﾀ処理方法

およびｺﾝﾋﾟｭ-ﾀが読み出し可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納し

た記憶媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（22/28） 

特開平 11-055485

97.07.29 

H04N1/32 

情報処理装置､情報処理方法､及びｺﾝﾋﾟｭ-ﾀが読み出

し可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記憶した記憶媒体 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路のﾃﾞｰﾀ長ｶｳﾝﾄによ

る組替 特開 2003-037596

01.07.25 

H04L12/28,200 

通信装置及び通信方法 

特開平 11-313068

98.04.27 

H04L12/28 

画像処理ｼｽﾃﾑ及びその制御方法 

特開平 11-316657

98.04.30 

G06F3/12 

ﾃﾞ-ﾀ転送装置及び方法､ﾃﾞ-ﾀ転送ｼｽﾃﾑ及び媒体 

特開 2000-196607

(拒絶査定) 

98.12.24 

H04L12/28 

情報処理装置及びその制御方法並びにその制御ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑを記憶した記憶媒体 

手順の追加･資源の割付/

解放処理手順 

資源の割付手順 

特開 2000-049824

99.05.21 

H04L12/28 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ､装置及び方法､並びに記録媒体 

手順の追加･資源の割付/

解放処理手順 

資源の解放手順 

特開 2003-143148

01.11.02 

H04L12/28,200 

通信装置 

特開平 11-305956

98.04.27 

G06F3/12 

画像形成ｼｽﾃﾑ 

特開 2000-048186

98.07.31 

G06T1/60 

画像処理ｼｽﾃﾑ及びその制御方法､及び画像処理装

置､及び記録媒体 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･分岐の処理

手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手順 

特開 2001-237884

00.02.23 

H04L12/56 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ制御装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ

制御方法及び記憶媒体 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

ﾀﾞﾐ情報を可変長で付加 

特開平 11-341003

98.05.28 

H04L12/28 

画像処理ｼｽﾃﾑ及び情報処理装置及び制御方法及び

記憶媒体 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｺｰﾄﾞ･ｴﾝｺｰﾄﾞ 

DCT 変換 

特開 2000-163326

98.11.25 

G06F13/00,301 

電子装置及びｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読み取り可能な記憶媒体 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路のﾃﾞｰﾀ長ｶｳﾝﾄによ

る組替 

特開 2000-278460

99.03.19 

H04N1/00 

画像処理装置およびその通信方法 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路の転送ﾊﾟｽ指定に

よる組替 

特開 2003-174451

01.12.07 

H04L12/28,200 

ﾃﾞｰﾀ通信ｼｽﾃﾑ､ﾃﾞｰﾀ通信制御装置､ﾃﾞｰﾀ通信制御方

法､記録媒体およびﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

機器属性情報の取得手順 

特開 2000-151756

98.11.13 

H04L29/14 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ及びﾃﾞ-ﾀ転送方法 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

時刻情報の取得手順 

特開 2001-282656

00.03.28 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ･ﾃﾞﾊﾞｲｽ制御装置および方法 

手順の追加･分岐の処理

手順 

設定条件に応じた分岐処

理手順 

特開 2000-194629

98.12.25 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理方法､管理ﾃﾞﾊﾞｲｽ及び記憶媒体 

通
信
制
御
技
術 

通
信
品
質
の
向
上 

手順の追加･分岐の処理

手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手順 

特開平 11-203067

98.01.19 

G06F3/12 

ﾌﾟﾘﾝﾀ制御ｼｽﾃﾑ､ﾌﾟﾘﾝﾀ､ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ､印刷方法および

記憶媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（23/28） 

特開 2000-311095

99.04.27 

G06F11/00,330 

情報処理ｼｽﾃﾑと情報処理方法､及び情報管理装置､

並びに記憶媒体 

通
信
品
質
の
向
上 

手順の追加･その他の処

理手順 

始から再現処理手順 

特開平 11-327815

98.05.15 

G06F3/12 

[被引用回数 1] 

通信制御方法及び装置及び通信ｼｽﾃﾑ 

ｲﾆｼｴｰﾀは､ﾀｰｹﾞｯﾄに対して発行した

ORB に対応するｺﾏﾝﾄﾞを､I/O 要求ｷｭｰ

の中に､ﾀｰｹﾞｯﾄから完了応答がある

まで保持する｡ﾀｰｹﾞｯﾄは､ﾗｲﾄ実行ｴｰ

ｼﾞｪﾝﾄとﾘｰﾄﾞ実行ｴｰｼﾞｪﾝﾄとを有し､ｲ

ﾆｼｴｰﾀからのｺﾏﾝﾄﾞを処理する｡両者

の間の接続が断たれ､再び接続され

ると､ｲﾆｼｴｰﾀは全ての ORB を消去した 

後､I/O 要求ｷｭｰの保持されたｺﾏﾝﾄﾞをもとに､再度

ORB を生成してﾀｰｹﾞｯﾄに発行する｡ﾀｰｹﾞｯﾄは､ORB の

処理時には､処理中の ORB の識別子と、読み出しある

いは書き込みを行っているﾊﾞｯﾌｧのｱﾄﾞﾚｽを保持して

いる。再接続後には、保持している識別子と、ｲﾆｼｴ

ｰﾀから再発行された ORB の識別子とを比較し、一致

していれば、保持されているｱﾄﾞﾚｽから読み出しある

いは書き込みを再開する。一致していなければその

ORB は処理済みとみなして、処理完了ｽﾃｰﾀｽをｲﾆｼｴｰﾀ

に返す。 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

無線ｱﾄﾞﾚｽ･ﾃｰﾌﾞﾙの作成 

特開 2002-271335

01.03.13 

H04L12/28,300 

無線通信装置および無線通信ｼｽﾃﾑおよび制御方法 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路の優先度による組

替 

特開 2001-308950

00.04.25 

H04L29/06 

電子機器､電子機器の制御方法及びｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読み取

り可能な記憶媒体 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路の転送ﾊﾟｽ指定に

よる組替 

特開 2000-330915

99.05.20 

G06F13/00,357 

管理ｻ-ﾊﾞおよびﾃﾞ-ﾀ処理装置および出力装置およ

びﾃﾞ-ﾀ処理方法およびｺﾝﾋﾟｭ-ﾀが読み出し可能なﾌﾟ

ﾛｸﾞﾗﾑを格納した記憶媒体 

特開平 11-355319

99.02.23 

H04L12/28 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ､ﾃﾞ-ﾀ通信方法､ﾃﾞ-ﾀ通信装置及びﾃﾞｨ

ｼﾞﾀﾙｲﾝﾀﾌｪ-ｽ 

特開平 11-355320

99.02.23 

H04L12/28 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ､ﾃﾞ-ﾀ通信方法､ﾃﾞ-ﾀ通信装置及びﾃﾞｨ

ｼﾞﾀﾙｲﾝﾀ-ﾌｪｲｽ 

手順の追加･資源の割付/

解放処理手順 

資源の割付手順 

特開 2000-036824

98.07.21 

H04L12/40 

通信制御装置､通信制御方法､および､記憶媒体 

特開平 11-015770

97.06.23 

G06F13/12,340 

ﾃﾞ-ﾀ転送装置､ﾃﾞ-ﾀ転送ｼｽﾃﾑおよびその方法､画像

処理装置､並びに､記録媒体 

手順の追加･分岐の処理

手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手順 

特開平 11-015771

97.06.23 

G06F13/12,340 

ﾃﾞ-ﾀ転送装置､ﾃﾞ-ﾀ転送ｼｽﾃﾑおよびその方法､画像

処理装置､並びに､記録媒体 

手順の追加･その他の処

理手順 

特定情報のｶｳﾝﾄ手順 

特開平 11-170632

97.12.16 

B41J5/30 

画像ﾃﾞ-ﾀ転送補償処理方法及び装置 

通
信
制
御
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･その他の処

理手順 

特定情報のﾏｽｸ手順 

特開平 11-194902

98.01.07 

G06F3/12 

[被引用回数 1] 

画像処理装置およびその方法 

ｼﾘｱﾙﾊﾞｽを伝送されるﾊﾞｽﾘｾｯﾄ信号を 

検出すると､実行中のｼﾞｮﾌﾞをﾎｰﾙﾄﾞさ 

せるﾎｰﾙﾄﾞ信号をﾌﾟﾘﾝﾀｺﾝﾄﾛｰﾗへ供給 

し､ｼﾘｱﾙﾊﾞｽにより構成されるﾈｯﾄﾜｰｸ 

構成を認識し､ﾊﾞｽﾘｾｯﾄ信号が検出さ 

れると前記ﾈｯﾄﾜｰｸ構成の認識が終了 

するとﾎｰﾙﾄﾞ信号を解除する｡ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（24/28） 

互
換
性

の
維
持 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

FAX ﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開 2001-045204 

99.07.30 

H04N1/00,104 

ﾃﾞ-ﾀ管理ｼｽﾃﾑ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの分割 

特開平 11-188952 

97.12.25 

B41J29/38 

[被引用回数 1] 

印刷方法及びｼｽﾃﾑ 

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀとﾌﾟﾘﾝﾀとを IEEE1394I/F

を介して接続した印刷ｼｽﾃﾑにおいて､ﾃﾞ

ｰﾀをﾋﾞｯﾄｲﾒｰｼﾞﾃﾞｰﾀとそれ以外のﾃﾞｰﾀと

に分割し､ﾋﾞｯﾄｲﾒｰｼﾞﾃﾞｰﾀについては､ 

IEEE1394I/F の同期転送ﾓｰﾄﾞで送るか､IEEE1394I/F

の非同期転送ﾓｰﾄﾞで送るかを､所定の条件に基づい

て決定するように､ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀにより制御する｡ 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開平 10-285322 

97.04.02 

H04N1/00,107 

画像処理装置及び画像処理ｼｽﾃﾑ 

操
作
性

の
向
上 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

無線ｱﾄﾞﾚｽ･ﾃｰﾌﾞﾙの作

成 

特開 2003-150479 

01.11.13 

G06F13/00,520 

情報通信装置､その制御方法､及び制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

安
全
性

の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2002-353943 

01.05.24 

H04K1/00 

無線通信ｼｽﾃﾑおよび無線通信方法 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開平 11-068803 

97.08.26 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ及びﾃﾞ-ﾀ通信方法並びに情報処理装

置及び情報処理方法 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成 

特開平 10-290245 

98.02.10 

H04L12/40 

[被引用回数 1] 

通信方法および通信装置 

複数種類の通信方式の中から任意

の通信方式を選択し､通信路に接続

されている機器を制御するためのｺ

ﾏﾝﾄﾞﾃﾞｰﾀを送受信する通信方法に

おいて ､ 1394 入出力 ﾎ ﾟ ｰ ﾄおよび

RS-232C 入出力ﾎﾟｰﾄで受信される各

通信方式による複数のｺﾏﾝﾄﾞﾃﾞｰﾀの 

うち､少なくとも一部は各通信方式で共通に用いる

ようにすることにより､ｺﾏﾝﾄﾞﾃﾞｰﾀを解釈して各種制

御を行う通信装置を各通信方式で共通に用いること

ができるようにして､1 つの機器内に各種通信方式用

に複数の通信装置を設けなくて済むようにする｡ 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開平 10-290246 

98.02.10 

H04L12/40 

通信装置､映像処理装置及び制御方法 

通
信
制
御
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ﾒｿｯﾄﾞの発信 

特開 2000-299710 

00.02.04 

H04L29/02 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ､ﾃﾞ-ﾀ通信装置､ﾌｧｲﾙ管理方法及び記

憶媒体 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開 2000-059459 

98.08.11 

H04L29/06 

ﾃﾞ-ﾀ通信装置､ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ､ﾃﾞ-ﾀ通信方法､及び記

憶媒体 ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間 

接
続
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2000-172600 

98.12.03 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ構成調査方法､ﾈｯﾄﾜ-ｸ機器制御方法及びその

装置 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.1.4 キヤノンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（25/28） 

接
続
性
能
の 

向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報の照合手順 

特開 2000-112594 

98.10.06 

G06F3/00 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

操
作
性

の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開 2000-181828 

98.12.18 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理方法及びﾃﾞ-ﾀ処理装置 

特開 2001-249882 

00.03.06 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ及びその制御方法､及び周辺機器管理装

置及び記録媒体 

特開 2001-282728 

00.03.30 

G06F15/00,310 

WWW ｻ-ﾊﾞにおけるｸﾗｲｱﾝﾄﾃﾞ-ﾀ処理装置および方法並

びに記憶媒体 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2002-304336 

01.04.04 

G06F13/00,357 

情報処理装置及び情報処理方法 

特開 2001-350604 

00.06.09 

G06F3/12 

印刷制御装置および印刷制御方法および記憶媒体 ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾌﾟﾛｷｼｻｰﾊﾞ 

特開 2002-009809 

01.04.20 

H04L12/46,100 

通信制御装置､方法､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､及び記憶媒体 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 11-252200 

98.03.04 

H04L29/06 

ﾃﾞ-ﾀ通信装置､方法､ｼｽﾃﾑ及び記憶媒体 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路の優先度による

組替 

特開平 10-283136 

97.04.08 

G06F3/12 

ﾃﾞ-ﾀ処理方法､ﾃﾞ-ﾀ処理装置､ﾌﾟﾘﾝﾀ及び記憶媒体 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

吸収ﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開平 11-196108 

97.12.27 

H04L12/28 

画像ﾃﾞ-ﾀ転送補償処理方法及び装置 

特開平 10-290247 

98.02.16 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ通信方法､装置､ｼｽﾃﾑ､及び記憶媒体 

特開平 11-259259 

98.03.13 

G06F3/12 

ﾃﾞ-ﾀ処理方法､ﾃﾞ-ﾀ処理装置､ﾌﾟﾘﾝﾀ､及び記憶媒体 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾛﾄｺﾙの設定･選択 

特開 2002-217999 

01.01.23 

H04L29/06 

通信装置 

特開平 09-062593 

96.06.27 

G06F13/00,351 

ﾃﾞ-ﾀ送信方法およびﾃﾞ-ﾀ受信方法並びにﾈｯﾄﾜ-ｸ装

置 

特開 2001-077841 

99.09.03 

H04L12/46 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換 

特開 2001-356974 

00.06.12 

G06F13/00,357 

ﾃﾞ-ﾀ通信装置､ﾃﾞ-ﾀ通信方法､ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ､及び媒

体 

特開平 11-215143 

98.01.27 

H04L12/28 

ﾃﾞ-ﾀ通信装置及び方法 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 特開 2000-261468 

99.03.09 

H04L12/40 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ接続装置及びﾈｯﾄﾜ-ｸ接続方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2003-030068

01.07.12 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ管理装置､管理方法及び管理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

特定ﾊﾞｽﾘｾｯﾄｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2000-020254

98.07.02 

G06F3/12 

IEEE1394 ｲﾝﾀﾌｪ-ｽを有する特定高速動作可能な印刷

ｼｽﾃﾑ､印刷装置､ﾃﾞ-ﾀ送信装置､及び印刷方法､ﾃﾞ-ﾀ

送信方法 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

ｷｬｯｼｭから情報取得手順 

特開 2003-108332

01.09.27 

G06F3/12 

周辺機器管理装置及び周辺機器管理方法 接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･その他の処

理手順 

特定情報のﾏｽｸ手順 

特許 3293779 

98.08.25 

G06F1/26 

信号処理装置およびその制御方法 

装置の作動待機状態において､少な

くとも外部機器との接続が検出され

た場合には電源のｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝを規制

し､ﾈｯﾄﾜｰｸのﾊﾞｽﾘｾｯﾄが制限される｡

所定信号を生成処理する信号処理手

段と､信号処理手段から出力される 

信号を外部機器に出力するｲﾝﾀﾌｪｰｽ手段と､ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

手段の外部機器との接続を検出する検出手段と､ｶｳﾝ

ﾀ手段とを有する｡ 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞ 

特開 2001-243157

00.02.28 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾀﾞｳﾝﾛ-ﾄﾞ装置､ｻ-ﾊﾞ､ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理方法 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

機器制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2003-131959

01.10.26 

G06F13/00,357 

情報処理装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾃﾞﾊﾞｲｽ管理方法､記憶媒

体､及びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

機器属性情報の取得手順 

特開 2002-312264

01.04.10 

G06F13/00,357 

ｸﾗｲｱﾝﾄ端末､周辺機器制御方法､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した

記録媒体､及び周辺機器制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

操
作
性

の
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開平 11-296467

98.04.06 

G06F13/00,355 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ制御方法及び装置､記録媒体 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾌﾟﾛｷｼｻｰﾊﾞ 

特開 2002-245007

01.02.20 

G06F15/00,330 

情報処理装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､情報処理方法､及び記憶

媒体 

特開 2001-331395

00.05.24 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ装置､その制御方法､及びｺﾝﾋﾟｭ-ﾀで読み出し

可能な記憶媒体 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開 2001-331396

00.05.24 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ装置､その制御方法､及び記憶媒体 

特開平 11-122444

97.10.16 

H04N1/21 

画像読取ｼｽﾃﾑ及び画像読取ｼｽﾃﾑにおける画像情報

格納方法 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

認証･署名 

特開 2000-267834

99.03.17 

G06F3/12 

ｻ-ﾊﾞ装置およびｻ-ﾊﾞ装置のﾃﾞ-ﾀ処理方法およびｺﾝ

ﾋﾟｭ-ﾀが読み出し可能なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納した記憶媒

体 

特開平 11-196114

97.12.26 

H04L12/40 

通信装置及び方法 

特開平 11-196115

97.12.26 

H04L12/40 

通信装置及び方法 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

透かしの埋込･抽出 

特開 2001-256027

00.03.09 

G06F3/12 

情報処理装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､情報処理方法､記憶媒体

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

安
全
性
の
向
上 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

機器属性情報の取得手順 

特開 2002-041435

00.07.25 

G06F13/14,310 

周辺機器制御装置､周辺機器制御方法､周辺機器制

御ｼｽﾃﾑ､及び媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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特開 2002-041435

00.07.25 

G06F13/14,310 

周辺機器制御装置､周辺機器制御方法､周辺機器制

御ｼｽﾃﾑ､及び媒体 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

機器属性情報の取得手順 

特開 2002-041443

00.07.25 

G06F13/14,330 

周辺機器制御ｼｽﾃﾑ､周辺機器､外部装置､周辺機器制

御方法､周辺機器制御ｿﾌﾄｳｴｱおよび記憶媒体 

手順の追加･分岐の処理

手順 

設定条件に応じた分岐処

理手順 

特開 2000-183926

98.12.10 

H04L12/40 

ﾏﾙﾁﾌｧﾝｸｼｮﾝｼｽﾃﾑ 

特開平 10-293664

98.02.03 

G06F3/12 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽの制御装置及び方法 

特開 2001-251336

00.03.08 

H04L12/46 

無線ﾃﾞ-ﾀ管理装置及び無線ﾃﾞ-ﾀ管理ｼｽﾃﾑ 

安
全
性
の
向
上 

手順の追加･その他の処

理手順 

特定情報の照合手順 

特開 2003-143155

01.11.02 

H04L12/28,200 

電子機器及び通信ｼｽﾃﾑ 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2001-344087

00.06.02 

G06F3/12 

情報処理装置､ﾃﾞﾊﾞｲｽ管理装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾃﾞﾊﾞｲｽ

不具合対処方法､及び記憶媒体 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞ 

特開 2002-175170

01.09.18 

G06F3/12 

ﾌﾟﾘﾝﾀのﾒﾝﾃﾅﾝｽをｻﾎﾟ-ﾄするための方法及び装置 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

操作制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2000-115393

98.09.29 

H04M11/00,301 

ﾘﾓ-ﾄﾒﾝﾃﾅﾝｽｼｽﾃﾑ及びﾘﾓ-ﾄﾒﾝﾃﾅﾝｽ方法 

特開 2002-152119

00.11.15 

H04B7/26 

通信ｼｽﾃﾑ及びそこで使用される通信装置 手順の追加･情報の取得

処理手順 

状態によって変化する情

報の取得手順 特開 2002-157171

00.11.17 

G06F13/00,351 

情報処理装置､機器管理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､機器管理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

が格納された記録媒体､及び機器管理方法 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

機器属性情報の取得手順 

特開平 10-293705

(拒絶査定) 

98.02.03 

G06F11/34 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ制御装置および方法 

手順の追加･情報の表示

処理手順 

状態情報の表示手順 

特開 2002-196917

00.12.26 

G06F3/12 

ﾄﾗﾌﾞﾙ処理ｼｽﾃﾑ､ｻ-ﾊﾞおよびそれらの制御方法 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなど

のﾛｰﾄﾞ手順 

設定値のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2001-166644

99.12.07 

G03G21/00,396 

画像形成装置におけるﾘﾓ-ﾄﾒﾝﾃﾅﾝｽ方法及びｼｽﾃﾑ並

びに記憶媒体 

保
守
性
の
向
上 

手順の追加･その他の処

理手順 

特定情報のｶｳﾝﾄ手順 

特開平 07-073128

93.09.01 

G06F13/00,355 

情報出力装置､ｱｶｳﾝﾄ管理装置､印刷装置､ｱｶｳﾝﾄ管理

方法､及び印刷制御方法 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開平 11-074913

97.08.29 

H04L12/40 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ複合装置及びその制御方法 

特開 2002-024106

00.06.30 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ､ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｻ-ﾊﾞおよびﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの登録処理 

ﾚｼﾞｽﾄﾘやﾈｰﾑｻｰﾊﾞに登録 

特開 2002-024107

00.06.30 

G06F13/00,357 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ管理装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理ｼｽﾃﾑ､およびﾈｯﾄﾜ-ｸ管

理方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの登録処理 

ﾚｼﾞｽﾄﾘやﾈｰﾑｻｰﾊﾞに登録 

特開 2002-202945

01.09.28 

G06F13/10,330 

周辺機器､情報処理装置､複写装置､周辺機器制御ｼｽ

ﾃﾑ､管理方法､管理ｿﾌﾄｳｴｱおよび記憶媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

状態･機能情報検索ｵﾌﾞｼﾞ

ｪｸﾄの生成 

特開 2001-350680

00.06.09 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理装置およびﾈｯﾄﾜ-ｸ管理方法および記憶

媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

仮想ﾃﾞﾊﾞｲｽの生成 

特開 2001-306426

00.04.20 

G06F13/00,357 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ制御装置およびｻ-ﾊﾞ装置およびﾃﾞﾊﾞｲｽ制御

方法および記憶媒体 

補助的手段の活用 

電子ﾒｰﾙの活用 

特開 2002-215344

01.01.17 

G06F3/12 

ﾃﾞ-ﾀ転送処理装置､ﾃﾞﾊﾞｲｽ装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾃﾞ-ﾀ転

送方法及び記憶媒体 

特開 2000-357138

99.06.16 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽの管理装置および管理方法､記憶媒体

特開 2002-014885

00.06.28 

G06F13/00,357 

情報処理装置､情報処理ｼｽﾃﾑ､情報処理装置の機器

制御方法､及び記憶媒体 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

状態によって変化する情

報の取得手順 

特開 2002-023987

00.07.03 

G06F3/12 

情報配信ｼｽﾃﾑおよび情報処理装置および出力装置 

特開 2000-015898

98.07.02 

B41J29/38 

複合ｵﾌｨｽ機器およびそのﾕ-ｻﾞ情報管理方法 

特開 2000-020471

98.07.06 

G06F15/00,330 

情報機器ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､その照合方法､情報機器およ

び記憶媒体 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

機器属性情報の取得手順 

特開 2001-216119

00.01.31 

G06F3/12 

画像形成ｼｽﾃﾑ､ｻ-ﾊﾞ端末装置､画像形成ｼｽﾃﾑにおけ

る制御方法､記憶媒体及び管理ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ 

特開 2001-243155

00.02.25 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理装置及び情報処理装置及び制御方法並

びに記憶媒体 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなど

のﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2003-167696

01.12.04 

G06F3/12 

ﾈｯﾄﾜｰｸ制御装置､情報処理装置､ﾈｯﾄﾜｰｸ制御ｼｽﾃﾑ､ﾈｯ

ﾄﾜｰｸ制御方法､記録媒体及びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなど

のﾛｰﾄﾞ手順 

設定値のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開平 08-129520

(拒絶査定) 

94.11.02 

G06F13/00,354 

携帯型情報入出力装置及び該装置を用いたﾃﾞ-ﾀ設

定方法 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなど

のﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-236629

01.02.09 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ画像形成装置 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

手順の追加･その他の処

理手順 

特定情報のｶｳﾝﾄ手順 

特開 2001-344527

00.06.01 

G06F17/60,332 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ｻ-ﾊﾞ､ｻ-ﾋﾞｽ管理方法､ｻ-ﾋﾞｽ管理ﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾑ及びｻ-ﾋﾞｽ管理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した記録媒体 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

手順の追加･情報の取得

処理手順 

状態によって変化する情

報の取得手順 

特開 2001-175576

00.10.03 

G06F13/00,357 

情報処理装置､情報処理ｼｽﾃﾑ､情報処理方法､及び記

憶媒体 

 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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2.1 スズキ 

 

2.2.1 企業概要 

 

商号 ソニー 株式会社 

本社所在地 〒141-0001 東京都品川区北品川6-7-35 

設立年 1946年（昭和21年） 

資本金 4,762億78百万円（2003年3月末） 

従業員数 17,159名（2003年3月末）（連結：161,100名） 

事業内容 音響・映像・情報・通信関係の各種電子・電気機械器具・部品の製造・販

売、他 

 

AV 機器の有力ミドルウエアの規格 HAVi の推進組織である HAVi 推進協会のメンバーであ

る。 

 

 

2.2.2 製品例 

ソニーの製品の中で、ネットワーク家電に該当するものとして、以下のようなものが挙

げられる。 

 

表 2.2.2 ソニーのネットワーク家電に関する製品例 

製品名 概要・特徴 

ネットワークメディアレシーバー

「ルームリンク」PCNA-MR1 

本機をテレビやオーディオ機器に接続しておけば、PC

「VAIO」とネットワークができ、VAIOに保存してあるテレ

ビ番組・ビデオ・音楽・写真等を、テレビやオーディオの

大画面・高画質・高音質で楽しむことが可能。逆にテレビ

側から、VAIOの起動や録画予約もできる。 

ワイヤレスLANアクセスポイント 

PCWA-A500/520/320/220/200 

上のルームリンクとつなげると、ホームネットワークの接

続をワイヤレスで実現する。 

デジタルスチルカメラ 

「サイバーショット」DSC-FX77 

ワイヤレスでPC「VAIO」と以下のことができる。 

・DSC-FX77で撮った画像を、VAIOへ転送したり、画像交換

することが可能。 

・VAIO側からDSC-FX77をリモートカメラとして操作でき

る。 

（出典：ソニーのホームページ http://www.sony.co.jp/） 

2.2 ソニー 
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2.2.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.2.3 に、ソニーのネットワーク家電に関する出願件数と発明者数を示す。 

 

開発拠点： 

東京都品川区北品川６丁目７番 36 号  ソニー株式会社内 

東京都品川区東五反田３丁目 14 番 13 号  株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究

所内 

アメリカ合衆国 カリフォルニア州 

ドイツ連邦共和国 フェルバッハ 

 

図 2.2.3 ソニーのネットワーク家電に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.2.4-1 にソニーのネットワーク家電に関する技術要素と課題、図 2.2.4-2 に課題と

解決手段の分布を示す。 

通信制御技術、機器制御技術やユーザインターフェース技術の出願が多い。これらの出

願の課題としては、「接続性能の向上」、「通信性能の向上」、「接続機能の改善」、「操作性

の向上」や「システムや機器の機能改善」に関するものが多い。 

具体的には「システムや機器の機能改善」に対して、「オブジェクトの処理」で対応し

ているものが多い。「通信性能の向上」に対して、「資源の割付/開放処理手順」で対応して

いるものが多い。「操作性の向上」に対して、「オブジェクトの処理」や「情報の表示処理

手順」で対応しているものが多い。「接続機能の改善」に対して、「手順の組替・変換・削

除」で対応しているものが多い。「接続性能の向上」に対して、「資源の割付/開放処理手順」

で対応しているのが多い。 
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図 2.2.4-1 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.4-2 ソニーのネットワーク家電に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.2.4 に、ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許を示す。出願

件数は 306 件で、そのうち 20 件が登録特許である。 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

2

1

41

2

1

11

1

22

6

4

4

3

1

1

20

2

1

1

4

2

5

23

2

3

6

1

2

7

2

9

4

1

2

20

9

1

1

9 4

1

6

1

1

1

2

34

12

41

2

課  題

技
術
要
素

ツリー識別技術

ネットワーク管理技術

ネットワーク間接続技術

通信制御技術

ユーザインターフェース技術

相互運用技術

機器制御技術

機能識別技術

状態認識技術

自動設定・更新技術

接
続
構
成
技
術

操
作
・
制
御
技
術

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
技
術

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善

2

5

15

1

8

1

2

4

1

1

2

7

1

9

7

4

4

3

10
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3

5

2

4

5
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1

4
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1

2

1

1

1

6

3

1

1

2

7

2

4

2

1

1

1

1

2

2

3

17

1

1

1

2

1

4

1

1

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

5

14

1

1

13

2

1

8

1

1

1

3

1

1

3

1

9

課  題

解
決
手
段

手
順
の
追
加

システムの構成

データ形式の変換

変換テーブルの配置

コマンドの追加・変換

オブジェクトの処理

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

情報の関連付け処理手順

分岐の処理手順

プログラムなどのロード手順

その他の処理手順

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許(1/25) 

特開 2001-358800 

01.04.02 

H04L29/08 

情報処理ｼｽﾃﾑ及び情報処理装置並びにそれらの方

法 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開平 11-346237 

98.05.29 

H04L12/40 

情報処理ｼｽﾃﾑおよび方法､並びに提供媒体 
通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開平 09-282263 

96.04.12 

G06F13/14,330 

[被引用回数 6] 

電子機器及びその識別情報構成方法 

機器内の所定の読み出し専用記憶手段には､あらか

じめ機器固有の ID として､少なくとも機種情報が書

き込まれている｡ｼｽﾃﾑ内の 

他の機器はこの ID を読む 

ことにより､機器の機種を 

知ることができる｡ 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開平 09-160872 

95.12.07 

G06F13/42,320 

[被引用回数 1] 

電子機器及びその管理方法 

電子機器には MIC(ﾒﾓﾘ･ﾝ･ｶｾｯﾄ)を有するﾋﾞﾃﾞｵｶｾｯﾄ 

を使用する｡この MIC に対し

て､他の機器が EEE1394 ｼﾘｱﾙ

ﾊﾞｽを介してﾃﾞｰﾀの書き込み/

読み出しを行う｡このとき､他

の機器からｵｰﾌﾟﾝｺﾏﾝﾄﾞを受け

てｵｰﾌﾟﾝ状態となっ後､その機

器からのﾃﾞｰﾀの読み出し/書

き込みを可能にする｡ 通
信
品
質
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のｶｳﾝﾄ手順 

特許 3109110 

91.02.22 

H04L12/40 

通信装置及び通信方法 

双方向通信ﾊﾞｽで連結さたｼｽﾃﾑ内における他の機器

に対して応答要求信号を出力

する状態検出手段は､第 1 の応

答要求信号を出力して所定期

間応答信号を待機し､期間経過

後は強制的に応答を要求する

第 2 の応答要求信号を出力し

て応答手段からの応答信号又

は待機要請を受ける｡応答信号

又は待機要請がない場合はｴﾗｰ

発生として状態検出動作を終

了させる｡ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの分割 

特開平 11-308243 

98.04.24 

H04L12/28 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開平 11-261564 

98.03.06 

H04L12/28 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

状態遷移ﾃｰﾌﾞﾙ 

特開 2000-003330 

98.06.16 

G06F13/14,330 

情報処理装置および方法､並びに提供媒体 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

ｱﾄﾞﾚｽ変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

特開 2003-143146 

93.10.29 

H04L12/28,200 

通信ｼｽﾃﾑの制御方法及び通信機器 

特開 2003-023429 

01.07.09 

H04L12/28,300 

無線伝送装置､情報機器登録方法および情報機器接

続方法 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

無線ｱﾄﾞﾚｽ･ﾃｰﾌﾞﾙの作

成 

特開 2003-023433 

01.07.09 

H04L12/28,300 

無線伝送ｼｽﾃﾑ､無線伝送装置､無線伝送装置認証方

法､および認証ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

接
続
構
成
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

ﾚｽﾎﾟﾝｽ付きｺﾏﾝﾄﾞ 

特開平 10-145401 

96.11.06 

H04L12/40 

電子機器及びその動作制御方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（2/25） 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの登録処理 

ﾚｼﾞｽﾄﾘやﾈｰﾑｻｰﾊﾞに登

録 

特開 2000-358037 

99.06.16 

H04L12/28 

情報処理装置､及び情報処理装置の管理方法 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｲﾍﾞﾝﾄの処理 

状態変化を検出しｲﾍﾞﾝ

ﾄの送信 

特開 2002-281048 

01.03.21 

H04L12/28,307 

伝送方法及び伝送装置 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

資源の接続順の組替え 

特開 2001-086144 

99.09.16 

H04L12/40 

ﾕﾆｯﾄ接続設定方法およびﾕﾆｯﾄ接続設定装置 

特開平 11-317756 

98.05.06 

H04L12/40 

[被引用回数 1] 

電子機器制御装置および方法､並びに提供媒体 

IRD において､CPU は､1394 通信部を制御して､1394 ｺ

ﾏﾝﾄﾞの電源ｵﾝｺﾏﾝﾄﾞを IEEE1394 ｹｰﾌﾞﾙを介して電子

機器に送信させ､IEEE1394 ｹｰﾌﾞﾙで接続されている 

電子機器の電源をｵﾝする｡また､CPU は､IEEE1394 ｹｰ

ﾌﾞﾙを介して電源をｵﾝすることができない電子機器

に対しては､IR 送信部を制

御して､電源ｵﾝｺﾏﾝﾄﾞに対応

する赤外線信号を対象とな

る電子機器に送信させるこ

とにより､電源をｵﾝさせる｡

ﾊﾞｽﾘｾｯﾄが生じ､電子機器が

ﾈｯﾄﾜｰｸ上のﾉｰﾄﾞとして認識

される。さらに、CPU は、1394

通信部 45 を制御して、認識

された各電子機器より属性

情報を読み出す。 

特開 2002-217928 

01.01.16 

H04L12/44 

通信制御方法及び通信装置 

特開平 04-346599 

(みなし取下) 

91.05.24 

H04Q9/00,301 

ｼｽﾃﾑ配線設定装置 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2002-064501 

00.08.15 

H04L12/28 

無線伝送制御方法､無線伝送制御装置および無線伝

送装置 

特開平 11-252093 

98.02.27 

H04L12/28 

[被引用回数 1] 

情報処理装置および方法､並びに提供媒体 

各部屋 A から D に配置されている各機器は､1394 ｼﾘ

ｱﾙﾊﾞｽ 20で相互に接続されている｡ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 21

は ､情報ｻｰﾊﾞとして機能

し､各機器のﾉｰﾄﾞﾕﾆｰｸ ID

と機能を調べ､これを内

蔵するﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに記録す

る｡所定の機器から検索

の要求があったとき､他

の機器の機能をﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

から検索し､検索結果を､

検索を要求してきた機器

に送信する｡ 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特開 2000-347956 

00.03.29 

G06F13/00,351 

情報処理装置および情報処理方法､並びに記録媒体

接
続
構
成
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

ﾙｰﾌ･ﾘｰﾌ情報の取得手

順 

特開 2002-247061 

01.02.20 

H04L12/44 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ端末及びﾈｯﾄﾜ-ｸ端末の制御方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（3/25） 

特開 2002-101116 

01.08.17 

H04L12/44 

ﾃﾞ-ﾀ通信方法及び電子機器 手順の追加･情報の取

得処理手順 

ｷｬｯｼｭから情報の取得

手順 特許 3246200 

94.06.24 

H04L12/28,200 

[被引用回数 1] 

ﾃﾞ-ﾀ通信方法及び電子機器 

ｺﾏﾝﾄﾞ処理部は､通信ｼｽﾃﾑに

AVM が存在しない場合には､

CMT に登録した接続のﾊﾟﾗﾒｰﾀ

を含むｺﾏﾝﾄﾞを自己の機器間

接続処理部へ送信する｡機器

間接続処理部はこのﾊﾟﾗﾒｰﾀに

したがって機器間接続処理を

実行する｡一方､AVM が存在す 

る場合には､CMT に登録した接続のﾊﾟﾗﾒｰﾀを含むｺﾏﾝ

ﾄﾞを AVM へ送信して機器間接続処理を任せる｡ 

特許 3396928 

93.10.29 

H04L12/28,100 

[被引用回数 2] 

通信ｼｽﾃﾑの制御方法及び通信機器 

ﾉｰﾄﾞとなる通信機器はｱﾄﾞﾚｽﾃｰ

ﾌﾞﾙを持っている｡このｱﾄﾞﾚｽﾃｰ

ﾌﾞﾙには､自分及びﾊﾞｽに接続さ

れている他のﾉｰﾄﾞの物理ｱﾄﾞﾚｽ

と論理ｱﾄﾞﾚｽが書き込まれる｡

通信ｼｽﾃﾑにﾘｾｯﾄがかかった時

はｱﾄﾞﾚｽﾃｰﾌﾞﾙ内の自分の論理ｱ

ﾄﾞﾚｽを保持する｡ 

特開平 11-215186 

98.01.23 

H04L12/56 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

特開 2002-033751 

00.07.14 

H04L12/28 

電子機器､電子機器管理方法 

特開 2002-281061 

01.03.19 

H04L12/56 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､接続装置､接続方法､ﾈｯﾄﾜ-ｸ､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑお

よび記録媒体 

特開平 04-346535 

(みなし取下) 

91.05.24 

H04L12/40 

ﾎ-ﾑﾊﾞｽ接続機器のﾊﾞｽｱﾄﾞﾚｽ決定及びｴﾗ-検知方法 

特開 2000-261482 

99.03.08 

H04L12/46 

ｱﾄﾞﾚｽ設定方法､ｸﾗｲｱﾝﾄ装置､ｻ-ﾊﾞ装置､並びにｸﾗｲｱﾝ

ﾄｻ-ﾊﾞｼｽﾃﾑ 

特表 2002-515692 

99.05.12 

H04L12/28 

ﾈｯﾄﾜ-ｸに結合された多数の情報処理装置間の接続

又は複数の接続を設定する方法および装置 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開 2003-188881 

01.12.21 

H04L12/28,200 

通信ｼｽﾃﾑおよびその方法と電気機器 

接
続
構
成
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

資源情報の表示手順 

特許 3270882 

94.07.29 

H04Q9/00,301 

AV ｼｽﾃﾑ制御方法 

標準ﾊﾟﾀｰﾝを構成する VTR､

VTR40､VTR50､VTR60､MDP､ﾁｭ

ｰﾅ､AV ｾﾝﾀのそれぞれの接続

状態を予め記憶しておく｡

そして､さらに､この標準ﾊﾟ

ﾀｰﾝを構成する AV 機器のう

ち､実際には使用されてい

ない AV 機器(例えば VTR60) 

に対しては､未使用を示すﾌﾗｸﾞ N を設定する｡これに

より､標準ﾊﾟﾀｰﾝを構成する AV 機器の一部を省略した

ｼｽﾃﾑを､標準ﾊﾟﾀｰﾝのｼｽﾃﾑと同様に管理することが可

能となる｡ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（4/25） 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開 2002-171265 

00.12.01 

H04L12/40 

電子機器管理方法及び電子機器通信ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

状態情報の表示手順 

特開 2000-306326 

99.04.16 

G11B20/10 

ﾃﾞ-ﾀ記録再生装置および動作状態表示方法 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開 2001-045017 

99.07.30 

H04L12/28 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾝﾀ-ﾌｪｲｽ制御機能を備えた電子機器 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特許 3291926 

94.07.07 

H04L12/28,200 

[被引用回数 2] 

電子機器制御方式 

ｺﾏﾝﾄﾞ処理部は､通信ｼｽﾃﾑ内にｼｽﾃﾑ全体の接続を管

理する AVMが存在しない場合には､CMTに登録した接

続のﾊﾟﾗﾒｰﾀを含むｺﾏﾝﾄﾞを､自分のｺﾏﾝﾄﾞ処理実行部

へ送信する｡ｺﾏﾝﾄﾞ処理実行

は､このﾊﾟﾗﾒｰﾀにしたがっ

て機器接続 処 理を実行す

る｡一方､AVM が存在する場

合には､CMT に登録した接続

のﾊﾟﾗﾒｰﾀを含むｺﾏﾝﾄﾞを AVM

へ送信して機器間接続処理

を任せる｡ 

 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2003-140902 

01.10.29 

G06F9/445 

ﾎｽﾄ装置､ｸﾗｲｱﾝﾄ装置､ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ｸﾗｲｱﾝﾄ装置の

ｿﾌﾄｳｴｱ更新方法 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開 2001-274820 

00.12.26 

H04L12/40 

電子機器およびそれを使用した電子装置､並びにﾓ

ｼﾞｭ-ﾙのﾓﾃﾞﾙ情報取得方法 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のｶｳﾝﾄ手順 

特許 3271110 

93.12.10 

H04Q9/00,301 

[被引用回数 1] 

ﾃﾞ-ﾀ通信方法及び電子機器 

ﾙｰﾑｼｪﾙ内の家電ｲﾒｰｼﾞをｸﾘｯｸすると､家電 AP 起動手

段により家電 AP(例えば､CD 再生 AP)が起動され､ﾃｰ

ﾌﾞﾙ登録手段により AP 制御ﾏﾈｰｼﾞｬの AP ｲﾍﾞﾝﾄ参照ﾃｰ

ﾌﾞﾙが家電 AP に登録される｡家電 AP でｲﾍﾞﾝﾄが発生

すると､ｲﾍﾞﾝﾄ通知手段によりｴｰｼﾞｪﾝﾄﾏﾈｰｼﾞｬに通知

され､ｱｸｼｮﾝ情報が取り出されて､ｴｰｼﾞｪﾝﾄ表示指示

手段によりｴｰｼﾞｪﾝﾄﾒﾀﾌｧﾏﾈｰｼﾞｬが起動される｡ｴｰｼﾞｪ

ﾝﾄﾒﾀﾌｧﾏﾈｰｼﾞｬは､ｱﾆﾒｰｼｮﾝ表示手段によりﾙｰﾑｼｪﾙ内 

にｴｰｼﾞｪﾝﾄを表示し、ｴｰｼﾞｪﾝﾄ

通知手段により合成音声でﾒｯｾ

ｰｼﾞを通知する。音声で応答す

ると、応答入力手段が音声入力

し、AP 制御手段により家電 AP

が制御される。 

 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

途中からの再現処理手

順 

特開 2002-091625 

00.09.12 

G06F1/24 

ﾊﾞｽﾘｾｯﾄ処理方法､情報処理装置および記録媒体 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開 2003-078537 

01.09.03 

H04L12/40 

機器認識方法及び電子機器 

接
続
構
成
技
術 

互
換
性
の
維
持 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開 2001-308875 

00.04.24 

H04L12/28 

制御ｼｽﾃﾑ､制御装置及び制御方法 

 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（5/25） 

互
換
性
の
維
持 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開平 09-326799 

96.06.04 

H04L12/28 

[被引用回数 7] 

通信制御方法､通信ｼｽﾃﾑおよびそれに用いる電子機

器 

VTR,ｶﾑｺｰﾀﾞは､ｱｲｺﾝ情報や機能情報を記憶したﾒﾓﾘ

手段を有する｡ｺﾝﾋﾟｭｰﾀは､VTR,ｶﾑｺｰﾀﾞにｱｲｺﾝ情報や

機能情報を要求するｺﾏﾝﾄﾞを送信し､それらの情報

をﾚｽﾎﾟﾝｽとして得る｡ｺﾝﾋﾟｭｰﾀは､ｱｲｺﾝ情報に基づい

て､ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに VTR やｶﾑｺｰﾀﾞを示すｱｲｺﾝを表示す

る｡ｺﾝﾋﾟｭｰﾀは､機能情報に基づいて､ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに VTR

やｶﾑｺｰﾀﾞが持つ個々の機能を

ﾎﾞﾀﾝ等の形式で示したｺﾝﾄﾛｰﾙ

ﾊﾟﾈﾙを表示する。ｺﾝﾋﾟｭｰﾀは VTR

やｶﾑｺｰﾀﾞにﾊﾟﾈﾙに示された機

能について対応しているか否

かを問い合わせる必要がなく､

またﾕｰｻﾞは VTR やｶﾑｺｰﾀﾞの機能

の全てをﾊﾟﾈﾙ上で操作できる。 

操
作
性 

の
向
上 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開平 11-122678 

97.10.17 

H04Q9/00,301 

情報処理装置および方法､情報処理ｼｽﾃﾑ､並びに伝

送媒体 

接
続
機
能

の
改
善 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

ﾚｽﾎﾟﾝｽ付きｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2002-142274 

01.07.10 

H04Q9/00,301 

電子機器の処理方法および電子機器 

特開 2003-177980 

01.12.12 

G06F13/00,357 

情報提供ｼｽﾃﾑ､情報提供装置および方法､情報処理

装置および方法､記録媒体､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

接
続
構
成
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機

器
の
機
能
改
善 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2003-178036 

01.12.10 

G06F15/16,620 

ﾃﾞｰﾀ処理ｼｽﾃﾑ､情報処理装置､および方法､並びにｺﾝ

ﾋﾟｭｰﾀ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｲﾍﾞﾝﾄの処理 

状態変化を検出しｲﾍﾞﾝ

ﾄの送信 

特開 2003-022225 

01.07.09 

G06F13/00,357 

機器制御装置および方法 
通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開平 09-130870 

95.10.31 

H04Q9/00,301 

通信方法及び電子機器 

通
信
品
質

の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ﾊﾞｯﾌｧの領域割付手順 

特開 2000-349833 

00.03.23 

H04L13/08 

情報処理装置および方法､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ格納媒体 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

特定ﾊﾞｽﾘｾｯﾄｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2003-069585 

01.08.29 

H04L12/40 

電源制御方法及び電子機器 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開 2003-008592 

01.06.26 

H04L12/28,400 

情報処理装置､情報処理ｼｽﾃﾑ､および情報処理方法､

並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

途中からの再現処理手

順 

特開 2001-230793 

00.11.09 

H04L12/40 

機器制御方法及び伝送装置 

機
器
制
御
技
術 

互
換
性

の
維
持 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

特殊動作ｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2001-157150 

00.08.15 

H04N5/76 

画像処理装置及び方法､印刷装置及び方法､画像印

刷ｼｽﾃﾑ及び方法､並びに､記録媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（6/25） 

特開 2000-278770 

00.01.19 

H04Q9/00,301 

被制御機器､制御用機器､ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ及びﾃﾞ-ﾀ通

信方法 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成 

特開 2001-320291 

00.10.03 

H04B1/16 

受信装置及び受信方法 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開平 10-040057 

96.07.23 

G06F3/14,340 

ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀﾈｯﾄﾜ-ｸの閲覧ｿﾌﾄを用いた機器操作方法 

特開 2001-167515 

99.12.06 

G11B20/10 

再生装置､及び情報伝送方法 

互
換
性
の
維
持 手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 特開 2002-312267 

01.04.13 

G06F13/00,357 

電子機器遠隔制御装置 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

IC ｶｰﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開平 08-106425 

(みなし取下) 

94.10.07 

G06F13/00,355 

AV ｼｽﾃﾑ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開 2002-016655 

00.06.28 

H04L29/00 

伝送方法､伝送ｼｽﾃﾑ､伝送装置及び伝送制御装置 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

制御情報の乗換え 

特開平 09-051343 

(みなし取下) 

95.08.04 

H04L12/40 

[被引用回数 1] 

電子機器及びその制御方法 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｺｰﾄﾞ･ｴﾝｺｰﾄﾞ 

DCT 変換 

特開平 08-098269 

94.09.21 

H04Q9/00,301 

AV ｼｽﾃﾑ､情報処理装置および方法 

特開平 07-162967 

(みなし取下) 

93.12.13 

H04Q9/00,301 

[被引用回数 1] 

ﾃﾞ-ﾀ転送方法および電子機器制御装置 ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの切換 

特開 2000-358032 

99.06.14 

H04L12/28 

情報処理装置及び情報処理方法 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

属性情報対応による表

示処理順序組替 

特開 2002-190188 

01.09.06 

G11B31/00,511 

電子機器制御装置および方法 

機
器
制
御
技
術 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特許 3186390 

93.12.27 

H04Q9/00,301 

電子機器制御ｼｽﾃﾑ､および電子機器制御装置 

AV ﾙｰﾑに配置されている

ﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ受像機､ﾋﾞﾃﾞｵ

ﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾚｰﾔ､ﾋﾞﾃﾞｵﾃｰﾌﾟﾚ

ｺｰﾀﾞ､ｵｰﾃﾞｨｵｱﾝﾌﾟ､ｺﾝﾊﾟｸ

ﾄﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾚｰﾔ､照明など

に､発光部と受光部を設

ける｡各電子機器の発光

部から､各電子機器に対

応する ID 信号をﾘﾓｺﾝに

出力させる｡ﾘﾓｺﾝは､検

出した ID 信号に対応す 

る電子機器を選択的に動作させるのに必要な情報

を､その表示部に表示させる｡これにより､ﾘﾓｺﾝには､

その部屋に配置されている電子機器に対応する表示

のみが行われる｡ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（7/25） 

互
換
性
の
維
持 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のﾏｽｸ手順 

特開 2000-156031 

98.11.17 

G11B20/10 

[被引用回数 1] 

情報処理ｼｽﾃﾑ､情報処理装置､及び情報処理方法 

Controller であるﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀはﾘﾓｰﾄ制御保有の

ための Reserve 要求を送信する｡Target である MD ﾚ

ｺｰﾀﾞ/ﾌﾟﾚｰﾔでは､これを受信したのに応答して設定

する保有ﾓｰﾄﾞとして､他の Controller からのﾘﾓｰﾄ制

御は禁止し､ﾛｰｶﾙｷｰについて､再生系､停止､ｲｼﾞｪｸﾄ 

以外のｷｰ操作を禁止する｡これに

よって､例えば MD ﾚｺｰﾀﾞ/ﾌﾟﾚｰﾔの

TOC 情報を更するような操作制御

はﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀのみが可能とな

り､他の Cont-roller やﾛｰｶﾙｷｰ操

作によって、ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀと MD

ﾚｺｰﾀﾞ/ﾌﾟﾚｰﾔ間で TOC 情報に不整

合が発生することが避けられる。 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

操作制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特開 2001-237660 

00.02.22 

H03G1/02 

ｲｺﾗｲｻﾞ制御装置､通信ｼｽﾃﾑ 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開平 07-250386 

(みなし取下) 

94.03.08 

H04Q9/00,301 

電子機器制御方法 

提
供
サ
ー
ビ 

ス
の
改
善 

手順の追加･その他の

処理手順 

途中からの再現処理手

順 

特開 2001-167516 

00.09.27 

G11B20/10 

情報処理装置および方法､並びに記録媒体 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開平 10-149668 

96.11.19 

G11B27/031 

[被引用回数 1] 

編集制御方法及び制御信号変換装置 

第 1 から第 3 の再生機､第 1,第 2 の録画器及び変換

ｾﾚｸﾀの間は 1394 ﾊﾞｽのｹｰﾌﾞﾙで接続してある｡また､

変換ｾﾚｸﾀと編集機との間は LANC ｹｰﾌﾞﾙで接続してあ

る｡変換ｾﾚｸﾀに設けた再生機切換ｽｲｯﾁにより第１か

ら第 3 の再生機の一個を選択

し､録画機切換ｽｲｯﾁにより第 1,

第 2 の録画機の一個を選択す

る｡編集機から出力される編集

ｺﾏﾝﾄﾞは変換ｾﾚｸﾀにより 1394

ﾊﾞｽ上の編集ｺﾏﾝﾄﾞに変換され､

再生機及び録画機に送られる｡ 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの変換 

特開 2003-046535 

01.07.26 

H04L12/46 

情報処理装置および方法､記録媒体､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾛﾄｺﾙの設定･選択 

特開 2000-224207 

99.02.02 

H04L12/40 

慶応義塾(大学) 

[被引用回数 1] 

情報処理装置および方法､情報処理ｼｽﾃﾑ､並びに提

供媒体 

家庭に対応するﾄﾞﾒｲﾝに､ﾄﾞﾒｲﾝｻｰ

ﾊﾞが配置され､ﾄﾞﾒｲ ﾝに含まれる

1394 ﾊﾞｽに接続されているﾋﾞﾃﾞｵﾃﾞ

ｯｷ､ﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ受像機などが管理さ

れる｡AV ﾏﾈｰｼﾞｬは､1394 ﾊﾞｽに 1 つ 

だけ設けられており､電子機器またはﾌｫﾜｰﾀﾞを制御

する｡ﾌｫﾜｰﾀﾞは､1394 ﾊﾞｽに接続されている電子機器

のﾃﾞｰﾀ転送を制御する｡ｺﾝﾄﾛｰﾗは､ﾕｰｻﾞからの入力

を受け付けたり､ﾕｰｻﾞに所定の情報を提供する｡AV ﾏ

ﾈｰﾏﾈｰｼﾞｬ、ﾌｫﾜｰﾀﾞ、ｺﾝﾄﾛｰﾗ、およびﾄﾞﾒｲﾝｻｰﾊﾞは、

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄにより接続されている。 

機
器
制
御
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開平 09-186983 

95.12.28 

H04N7/16 

制御装置および制御方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（8/25） 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開 2002-010370 

00.06.19 

H04Q9/00,301 

AV ｼｽﾃﾑ及び視聴環境創出方法 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

特殊動作ｺﾏﾝﾄﾞ 

特開平 11-215133 

98.01.23 

H04L12/28 

情報処理装置および方法､情報処理ｼｽﾃﾑ､並びに提

供媒体 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

連続起動ｺﾏﾝﾄﾞ 

特開平 10-210058 

97.01.22 

H04L12/40 

電子機器およびその制御方法 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞに識別情報の付

加 

特開 2002-328851 

01.04.27 

G06F13/00,353 

制御方法及び伝送装置 

特開平 11-112595 

97.09.30 

H04L29/00 

電子機器､電源制御方法及び記録媒体 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの登録処理 

ﾚｼﾞｽﾄﾘやﾈｰﾑｻｰﾊﾞに登

録 特開 2002-351759 

01.05.23 

G06F13/00,357 

機器制御装置､機器情報登録装置､情報端末装置お

よび機器制御ｼｽﾃﾑ 

特開平 11-203843 

98.01.07 

G11B27/10 

情報機器制御装置および方法､並びに提供媒体 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

機器制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 特開 2002-229875 

01.02.06 

G06F13/00,353 

組込型電子機器および組込電子機器管理方法､なら

びに､組込電子機器 

特開 2001-230641 

00.11.17 

H03G1/02 

情報処理装置および方法､並びに記録媒体 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄﾌｧｲﾙで生成 

特開 2001-229114 

00.11.17 

G06F13/10,340 

情報処理装置および方法､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ格納媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

API ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2003-006978 

01.06.21 

G11B20/10 

情報処理装置､および情報処理方法､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

特開 2002-051055 

00.08.04 

H04L12/28 

通信制御方法､通信ｼｽﾃﾑ及び通信装置 

特開 2002-051056 

00.08.04 

H04L12/28 

通信制御方法､通信ｼｽﾃﾑ及び通信装置 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｲﾍﾞﾝﾄの処理 

状態変化を検出しｲﾍﾞﾝ

ﾄの送信 

特開 2002-297559 

01.03.30 

G06F15/177,674 

ﾃﾞ-ﾀ処理方法､ﾃﾞ-ﾀ処理装置および記録媒体 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

時刻情報の取得手順 

特表 2002-520901 

99.07.01 

H04L12/28,200 

ｿﾆ- ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾖ-ﾛ

ﾂﾊﾟ(ﾄﾞｲﾂ) 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ機器において予定された動作を実行する方

法 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

設定値のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2001-103073 

99.09.30 

H04L12/40 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞ-ﾀﾊﾞｽに接続されている電子機器 

特開平 10-229409 

97.02.17 

H04L12/40 

電子機器制御装置および方法､並びに電子機器 

機
器
制
御
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 特開平 10-228440 

97.02.17 

G06F13/14,330 

電子機器制御装置および方法､並びに電子機器 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（9/25） 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開平 11-232193 

98.02.12 

G06F13/00,351 

[被引用回数 1] 

情報処理装置および方法､情報処理ｼｽﾃﾑ､並びに提

供媒体 

ﾕｰｻﾞ端末は､内蔵する PHS を用いて無線基地局また

はﾎｰﾑｻｰﾊﾞにｱｸｾｽする｡無線基地局は､ﾕｰｻﾞ端末から

の要求に対応し､ﾈｯﾄﾜｰｸを介してﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｻｰﾊﾞにﾕｰ

ｻﾞ ID を送信するとともに､ﾎｰﾑｻｰﾊﾞと情報の送受信

を行う｡ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｻｰﾋﾞｽｻｰﾊﾞ

は､ﾕｰｻﾞ ID に対応するﾎｰﾑｻ

ｰﾊﾞへのｱｸｾｽ方法を登録管

理しており､無線基地局か

らﾕｰｻﾞ ID が入力された場

合､対応するﾎｰﾑｻｰﾊﾞを検

索して情報を転送する｡ﾎｰ

ﾑｻｰﾊﾞは､ﾕｰｻﾞが利用する

情報情報を一元的に管理

し、無線基地局からの要請

に応じて指定された情報

を供給する。 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のｶｳﾝﾄ手順 

特開 2001-186450 

99.12.24 

H04N5/765 

情報処理装置および情報処理方法､並びに記録媒体

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の 

生
産
性
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

API ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2003-006150 

01.06.21 

G06F13/38,350 

情報処理装置､および情報処理方法､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

特開 2000-286870 

99.03.31 

H04L12/40 

情報処理ｼｽﾃﾑおよび方法､並びに媒体 ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2003-174687 

01.12.07 

H04Q9/00,301 

ﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾙｼｽﾃﾑ及び電子機器 

特開 2002-034023 

00.07.17 

H04N7/173,630 

双方向通信ｼｽﾃﾑ､表示装置､ﾍﾞ-ｽ装置および双方向

通信方法 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ 

特開 2002-281569 

01.03.21 

H04Q9/00,301 

ﾘﾓ-ﾄｺﾝﾄﾛ-ﾙｼｽﾃﾑ､再生装置､情報蓄積装置､再生ﾃﾞ-ﾀ

送信方法およびﾘﾓ-ﾄｺﾝﾄﾛ-ﾙ装置 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

EPG ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ 

特開 2002-247658 

01.02.14 

H04Q9/00,301 

携帯端末装置 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

IC ｶｰﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開 2001-086575 

99.09.09 

H04Q9/00,311 

遠隔制御装置及び情報処理装置 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

WO01/073558 

01.03.26 

H04L29/08 

ﾃﾞｰﾀ伝送方法及びﾃﾞｰﾀ伝送装置 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

無線ｱﾄﾞﾚｽ･ﾃｰﾌﾞﾙの作

成 

特開 2002-149512 

00.11.07 

G06F13/00,357 

情報処理装置および方法､情報処理ｼｽﾃﾑおよび方

法､並びに記録媒体 

機
器
制
御
技
術 

遠
隔
で
の
機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ･ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

特開平 08-331662 

(みなし取下) 

95.05.31 

H04Q9/00,301 

[被引用回数 1] 

電子機器の制御方法､電子機器制御装置及びﾃﾚﾋﾞｼﾞ

ｮﾝ受像機 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（10/25） 

特開 2001-148705

99.11.19 

H04L12/40 

制御方法及び通信装置 手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路の優先度による

組替 特開 2002-369266

01.06.11 

H04Q9/00,301 

制御装置および方法､記録媒体､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

機
器
制
御
技
術 

遠
隔
で
の
機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ｱﾌﾟﾚｯﾄによる処理手順 

特開 2002-016990

00.06.30 

H04Q9/00,321 

制御装置 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･その他の処

理手順 

再現処理の取りやめ手

順 

特許 3332050 

93.09.17 

H04Q9/00,301 

ｵ-ﾃﾞｨｵ/ﾋﾞｼﾞｭｱﾙ機器の制御装置 

AV ｼｽﾃﾑのｾｯﾄｱｯﾌﾟのために､ﾕｰｻﾞｰと

の対話形式の操作指示のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが

記憶されるﾒｲﾝ制御部により制御さ

れる OSD を設ける｡AV ｼｽﾃﾑのﾋﾞﾃﾞｵﾓ

ﾆﾀｰ画面に､OSD からの操作指示画面

を表示する｡ﾓﾆﾀｰ画面上の操作指示

に従いﾕｰｻﾞｰが入力操作手段により

入力操作を行う｡AV ｼｽﾃﾑに与えられ 

た機能実行命令に対応した出力制御時に､複数の AV

機器のそれぞれについて変数扱いとなる接続ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

と上記複数の AV 機器のそれぞれとの対応ﾃｰﾌﾞﾙを形

成する｡このﾃｰﾌﾞﾙをﾒﾓﾘ 100M に記憶する。各 AV 機器

に対する機能実行指令を与えたとき、その機能実行

指令をﾃﾞｺｰﾄﾞしﾃﾞｺｰﾄﾞされた機能実行命令からﾃｰﾌﾞ

ﾙを参照して機能に関連する AV 機器に対して、命令

に応じた再送信の情報を形成し、これを関連する AV

機器に伝送する。 

互
換
性
の 

維
持 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-057683

01.04.24 

H04L12/28,200 

制御機器および制御方法 

特開平 10-023029

96.07.04 

H04L12/28 

通信ｼｽﾃﾑ 
接
続
機
能
の 

改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換 

特開平 11-127214

97.10.21 

H04L29/06 

情報処理装置､制御方法､並びに伝送媒体 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 06-245265

93.01.12 

H04Q9/00,301 

AV ｼｽﾃﾑのｼｽﾃﾑﾌｨ-ﾁｬ-起動方法及び管理方法 

特開 2002-010374

00.07.28 

H04Q9/00,321 

機器制御装置および機器制御ｼｽﾃﾑ ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

機器制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合 

特開 2003-196177

01.12.27 

G06F13/00,357 

情報処理ｼｽﾃﾑおよび方法､情報処理装置および方

法､記録媒体､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

操作制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合 

特開平 10-336765

97.06.05 

H04Q9/00,311 

電子機器制御装置､電子機器制御方法､電子機器､お

よび､伝送媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

状態･機能情報検索ｵﾌﾞ

ｼﾞｪｸﾄの生成 

特開 2003-179905

01.12.13 

H04N7/173,630 

通信制御ｼｽﾃﾑ､通信制御装置および方法､情報処理

装置および方法､記録媒体､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ﾒｿｯﾄﾞの設定 

特開 2003-059242

01.08.22 

G11B27/031 

情報信号送受信ｼｽﾃﾑ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（11/25） 

特開 2001-119767 

99.10.19 

H04Q9/00,321 

情報処理装置および方法､情報処理ｼｽﾃﾑ並びに記録

媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ﾒｿｯﾄﾞの発信 

特開 2003-008583 

01.06.20 

H04L12/28,200 

情報処理装置および方法､記録媒体､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開 2001-168863 

99.12.07 

H04L12/28 

通信方法及び通信装置 

通
信
性
能 

の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順設定条件に応じ

た分岐処理手順 

特開平 11-150517 

97.11.18 

H04H1/00 

情報配信ｼｽﾃﾑ及び受信装置 

接
続
性
能 

の
向
上 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

状態遷移ﾃｰﾌﾞﾙ 

特開 2001-282632 

00.03.30 

G06F13/00,301 

記録再生装置及びﾘｿ-ｽの表示方法 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特開平 09-149325 

95.11.21 

H04N5/44 

[被引用回数 13] 

ｸﾞﾗﾌｨｯｸ表示ﾃﾞ-ﾀ分散型 AV ｼｽﾃﾑ 

各 AV 機器は独自のｸﾞﾗﾌｲｯｸ表示ﾃﾞｰﾀを

自ら格納し､ｸﾞﾗﾌｲｯｸ表示機能を持つ

AV 機器(ｺﾝﾄﾛｰﾗ)からの要求によりｸﾞﾗ

ﾌｲｯｸ表示ﾃﾞｰﾀをｺﾝﾄﾛｰﾗへ送信するよ

うにすると共に､AV 機器間の接続は､

IEEE1394 規格等のﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの 

ように､各 AV 機器が切り換え接続無しで他の AV 機器

と双方向ﾊﾟｹｯﾄ通信方式で均等な通信機会を周期的

に与えられるｼﾘｱﾙﾊﾞｽで接続する｡ 

互
換
性
の
維
持 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開 2001-356851 

00.06.15 

G06F3/00,651 

情報処理装置および情報処理方法､並びにﾕ-ｻﾞ-ｲﾝﾀ

-ﾌｪ-ｽ情報の購入方法 

特開 2000-286875 

99.03.31 

H04L12/40 

情報処理装置および方法､並びに媒体 ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2003-091495 

01.09.18 

G06F13/00,650 

通信装置､及びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

特開 2002-262206 

01.02.28 

H04N5/76 

携帯型情報端末装置および情報処理方法､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

格納媒体､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

特開 2002-262207 

01.02.28 

H04N5/76 

携帯型情報端末装置および情報処理方法､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

格納媒体､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

EPG ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ 

特開 2002-262188 

01.02.28 

H04N5/44 

携帯型情報端末装置および情報処理方法､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

格納媒体､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

操作制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合 

特開 2001-216062 

00.02.03 

G06F3/00,654 

情報処理装置および方法､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ格納媒体 

特開平 06-342356 

93.05.31 

G06F3/14,340 

情報処理装置 

特開平 07-064758 

93.08.27 

G06F3/14,370 

入力表示方法 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

操
作
性
の
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合 

特開平 07-160458 

94.04.06 

G06F3/14,340 

表示制御装置および電子機器制御装置 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（12/25） 

特開平 07-325699 

(みなし取下) 

94.05.31 

G06F3/14,370 

表示制御方法および装置 

特開平 08-051447 

(拒絶査定) 

94.08.05 

H04L12/40 

[被引用回数 3] 

通信機器､通信方法､ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ及びﾃﾞ-ﾀ通信方

法 

P1394 ｼﾘｱﾙﾊﾞｽに接続されている

機器 A~E に､入力選択ｷｰ及び出力

状態表示 LED を設ける｡出力状態

表示 LED は同期通信ﾃﾞｰﾀを出力 

していない時は消灯している｡また､出力中の時は点

灯している｡さらに､他の機器から入力機器として選

択された時は点滅する｡ 

特開平 10-171621 

96.12.10 

G06F3/14,320 

[被引用回数 1] 

表示制御装置および方法 

機器に対応するｱｲｺﾝを用いて､ﾊﾞｽに

接続された機器構成を画面に表示す

るような場合において､機器が複数の

ｻﾌﾞﾕﾆｯﾄを有するとき､機器を構成す

るｻﾌﾞﾕﾆｯﾄに対応するｱｲｺﾝを組み合わ 

せて､機器に対応するｱｲｺﾝを生成する｡ 

特開平 10-229508 

97.02.17 

H04N5/222 

映像音声機器ｴﾗ-監視ｼｽﾃﾑ 

特開 2001-054096 

99.08.06 

H04N7/173,610 

送信装置および方法､受信装置および方法､配信ｼｽﾃ

ﾑ､並びに媒体 

特開 2001-052009 

99.08.06 

G06F17/30 

情報処理装置および方法､並びに媒体 

特開 2001-067163 

99.08.25 

G06F3/00,654 

情報処理装置および情報処理方法､並びに記録媒体

特開 2001-216060 

00.02.03 

G06F3/00,630 

情報処理装置および方法､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ格納媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2000-358051 

00.04.14 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ伝送方法及びﾃﾞ-ﾀ伝送装置 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

属性情報対応による表

示処理順序組替 

特開 2001-067160 

99.08.25 

G06F3/00,651 

情報処理装置および情報処理方法､並びに記録媒体

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特開平 08-047059 

(拒絶査定) 

94.08.02 

H04Q9/00,301 

入力機器選択方法及び電子機器 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

資源情報の表示手順 

特開平 10-173689 

96.12.11 

H04L12/40 

[被引用回数 1] 

情報信号の表示方法及び電子機器 

ｼｽﾃﾑ内のﾊﾟｿｺﾝのﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ画面に

は､1394 ﾊﾞｽにより､ﾌﾟﾘﾝﾀ､VTR､CAM､

CD ﾁｪﾝｼﾞｬｰ､及び MD ﾃﾞｯｷが接続され

ていることが表示される｡また､CAM

から VTR へ SD 信号が流れており､CD

ﾁｪﾝｼﾞｬｰから MD ﾃﾞｯｷへｵｰﾃﾞｨｵ信号

が流れていることが表示される｡ 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開 2000-163858 

98.11.25 

G11B19/16,501 

電子機器 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（13/25） 

特開 2001-086143 

99.09.16 

H04L12/40 

情報出力装置､情報報知方法および情報信号供給経

路選択方法 

特開平 08-047058 

94.08.02 

H04Q9/00,301 

入力機器選択方法 

特開 2001-051777 

99.08.11 

G06F3/02,370 

操作案内機能付き対話型の電子機器及びその操作

方法 

特開 2001-119769 

99.10.18 

H04Q9/00,361 

情報処理装置および方法､情報処理ｼｽﾃﾑ並びに記録

媒体 

特開 2001-268667 

00.03.16 

H04Q9/00,321 

制御方法､表示装置及び情報装置 

特開 2001-290751 

00.04.04 

G06F13/14,330 

情報処理装置､制御装置及び情報処理ｼｽﾃﾑ並びにそ

れらの方法 

特開 2002-320179 

01.04.20 

H04N5/76 

情報処理装置および方法､情報処理ｼｽﾃﾑ､記録媒体､

並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開 2003-167571 

01.11.30 

G09G5/377 

ﾃﾞｰﾀ表示装置及び表示制御方法 

特許 3277428 

94.02.04 

H04N5/00 

ｺﾝﾄﾛ-ﾙｼｽﾃﾑ 

操作用画像としてﾎﾞﾀﾝ枠画像を用い､ﾓﾆﾀ上では枠

及びﾎﾞﾀﾝ内容の表記以外の部分については､その背

景として本来の映像が見えるようにする｡また､こ 

のときﾎﾞﾀﾝ枠画像を所要位置に陰

影表現がなされるようにすること

などで立体的な表現を行ない､ﾎﾞﾀ

ﾝ枠画像が視覚上､背景の映像から

浮かび上がっているような表示と

させる｡さらに､ｴﾝﾀｰ操作に応じ

て、例えば陰影位置変化させたﾎﾞ

ﾀﾝ枠表示を行なうことなどによ

り､あたかも実際に機械的にﾎﾞﾀﾝ

が押されたような画像表現を行な

うようにする｡ 

 

特開平 09-154077 

95.11.28 

H04N5/445 

[被引用回数 4] 

複数の AV 機器と接続したﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置からなる AV

ｼｽﾃﾑ 

複数の AV 機器をﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを介して接続した

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置､例えばﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ受

像機からなる AV ｼｽﾃﾑにおいて､接

続されている各 AV 機器からの映

像信号及び又は音声信号の流れの

接続状態を画面上に表示するよう

にし､且つ適宜画面上から設定変

更できるようにする｡ 

 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

3D など画像の表示手

順 

 

特開 2003-122472 

01.10.11 

G06F3/00,654 

ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝｼｽﾃﾑ､ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ方法､ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､

並びに情報処理装置 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

画面位置との関連付け 

特開平 09-305360 

96.05.20 

G06F3/14,340 

階層型ﾒﾆｭ-におけるｶｽﾀﾏｲｽﾞﾒﾆｭ-方式及びこの方式

を備えたﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝｼｽﾃﾑ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（14/25） 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2000-245959 

99.03.01 

A63F9/22 

端末装置及びﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

特開 2000-222089 

99.02.04 

G06F3/00,654 

電子機器の制御方法 ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2000-217167 

99.10.15 

H04Q9/00,301 

情報処理装置および方法､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ格納媒体 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

属性情報対応による表

示処理順序組替 

特開 2000-357040 

99.06.16 

G06F3/00,658 

表示制御装置及びその方法並びに媒体 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

遠
隔
で
の
機
能
改
善 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開平 11-098719 

97.09.18 

H02J13/00,311 

電子機器ｼｽﾃﾑ及び電子機器ｼｽﾃﾑの制御方法 

特開 2000-092076 

98.09.11 

H04L12/28 

通信制御方法及び伝送装置 ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ(集中制御) 

特開 2000-092077 

98.09.11 

H04L12/28 

通信制御方法及び伝送装置 

特開平 10-174073 

96.12.11 

H04N7/10 

伝送装置および伝送方法 

特開 2002-033713 

00.07.17 

H04J11/00 

無線通信装置および無線通信機器 

特開 2002-033714 

00.07.17 

H04J11/00 

無線通信装置および無線通信機器 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開平 11-298477 

98.04.10 

H04L12/28 

伝送制御方法及び伝送制御装置 

特開平 11-331176 

98.05.11 

H04L12/28 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2003-008598 

01.06.27 

H04L12/44 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ及び通信方法並びに光通信装置及び方

法 

特開 2001-189951 

99.12.28 

H04Q7/22 

無線伝送方法および無線伝送装置 ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

ﾀﾞﾐ情報を可変長で付

加 特開 2002-353971 

01.05.24 

H04L12/28,200 

ﾃﾞ-ﾀ転送処理装置､ﾃﾞ-ﾀ転送処理方法およびﾃﾞ-ﾀ転

送処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

特開平 11-017743 

97.06.20 

H04L13/08 

ｼﾘｱﾙｲﾝﾀﾌｪ-ｽ回路 

通
信
制
御
技
術 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路のﾃﾞｰﾀ長ｶｳﾝﾄに

よる組替 

 
特開 2002-366508 

01.06.07 

G06F13/28,310 

ﾃﾞ-ﾀ転送方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（15/25） 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

ﾀｲﾑｽﾛｯﾄの割付 

特開平 11-239114 

98.02.23 

H04J3/22 

[被引用回数 1] 

無線伝送方法 

所定時間のﾌﾚｰﾑを構成

し､このﾌﾚｰﾑに､所定単

位の複数のﾀｲﾑｽﾛｯﾄ SL1､

SL2､…を用いてｽﾄﾘｰﾑﾃﾞ

ｰﾀを伝送するｽﾄﾘｰﾑﾊﾟｹｯ

ﾄ伝送領域 SPA と､非同

期伝送領域 ASYNCA とを

配置する｡ｵｰﾃﾞｨｵﾃﾞｰﾀや

ﾋﾞﾃﾞｵﾃｰﾀのようなﾃﾞｰﾀｽ

ﾄﾘｰﾑは､所定のﾀｲﾑｽﾛｯﾄ 

に割付けて､ｽﾄﾘｰﾑﾊﾟｹｯﾄ領域 SPA で伝送し､ｺﾏﾝﾄﾞのよ

うな非同期のﾃﾞｰﾀは､非同期伝送期間 ASYNCA で伝送

する｡ﾀｲﾑｽﾛｯﾄが解放されたら､非同期伝送期間が集

中するように､ﾀｲﾑｽﾛｯﾄの割付けの変更を行う。 

 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

頻度や経験情報による

処理順序組替 

特開 2001-285247 

00.03.31 

H04J11/00 

同期獲得方法及び無線通信装置 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特開平 11-331215 

98.05.13 

H04L12/40 

情報処理装置および方法､並びに提供媒体 

特開平 05-207036 

(みなし取下) 

92.01.30 

H04L12/40 

AV 装置 

特開平 10-307765 

97.05.09 

G06F13/00,351 

送受信装置及び方法並びに通信制御装置及び方法 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

時刻情報の取得手順 

特開平 11-284661 

98.03.27 

H04L12/56 

ﾃﾞ-ﾀ監視装置および方法 

特開平 11-331218 

98.05.20 

H04L12/40 

情報処理装置､情報処理方法､および提供媒体 

特開 2000-196611 

98.12.25 

H04L12/28 

情報受信装置､及び情報送受信ｼｽﾃﾑ 

特開 2000-324107 

99.05.07 

H04L12/28 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ装置 

通
信
制
御
技
術 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

 

特許 3221442 

00.03.27 

H04L12/44 

電子機器 

取得手段で取得した際

のﾁｬﾝﾈﾙの使用状況及び

ﾊﾞｽの使用状況と､更新

手段でｱｸｾｽした際のﾁｬﾝ

ﾈﾙの使用状況及びﾊﾞｽの

使用状況とを比較手段

で比較して一致したと

きに､第 1 の記憶手段及 

び第 2 の記憶手段を新たなﾁｬﾝﾈﾙの使用状況及び新た

なﾊﾞｽの使用状況に書き換え手段で書き換えること

により、取得手段でﾁｬﾝﾈﾙの使用状況及びﾊﾞｽの使用

状況を取得したときから、書き換え手段で書き換え

るまでの間における他の電子機器との競合を避け

る。 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（16/25） 

特許 3194380 

00.03.27 

H04L12/28 

電子機器 

同期通信を開始するときに､複

数の電子機器中のﾁｬﾝﾈﾙの使用

状況を記憶する第 1 の記憶手段

とﾊﾞｽの使用状況を記憶する第 2

の記憶手段を備えるﾊﾞｽ管理機

器の第 1 の記憶手段及び第 2 の 

記憶手段の内容をそれぞれ読み出す読み出し手段

と､この読み出した内容に同期通信を行うに必要な

空きﾁｬﾝﾈﾙと空き容量とがあるとき､使用を開始す

るﾁｬﾝﾈﾙ番号及びﾊﾞｽ容量をそれぞれ第 1 の記憶手段

及び第 2 の記憶手段に書き込む書き込み手段と､複

数の電子機器のうち一つの電子機器と同期通信を

行う同期通信手段とを有する。 
特許 3219085 

00.03.27 

H04L12/28,200 

ﾊﾞｽ管理方法 

同期通信工程中にｼｽﾃﾑの構成が変

わった際に､ﾁｬﾝﾈﾙの使用状況を記

憶する第 1 の記憶手段とﾊﾞｽの使用

状況を記憶する第 2 の記憶手段と

を有する新たなﾉｰﾄﾞを検索し､所定

時間内に同期通信を行っていたﾉｰ 

ﾄﾞが新たなﾉｰﾄﾞに通信に必要なﾁｬﾝﾈﾙを取得し､所定

時間経過後に､同期通信を行っていたﾉｰﾄﾞ以外のﾉｰ

ﾄﾞが通信に必要なﾁｬﾝﾈﾙを取得する｡ 

特許 3194381 

00.03.27 

H04L12/28 

ﾊﾞｽ管理方法 

ﾊﾞｽに接続された複数のﾉｰﾄﾞ間で同

期通信を行うｼｽﾃﾑｽにおけるﾊﾞｽ管

理方法であって､複数のﾉｰﾄﾞ中､ﾁｬﾝ

ﾈﾙの使用状況を記憶する第 1 の記

憶手段及びﾊﾞｽの使用状況を記憶す

る第 2 の記憶手段を備える所定のﾉ 

ｰﾄﾞをﾊﾞｽ管理ﾉｰﾄﾞとし､各ﾉｰﾄﾞが同期通信を開始す

るときに､第 1 及び第 2 の記憶手段の内容を読み出

し､空きﾁｬﾝﾈﾙと空き容量があれば､使用を開始するﾁ

ｬﾝﾈﾙの番号及びﾊﾞｽ容量をそれぞれ第 1 及び第 2 の記

憶手段に書き込む。 

特許 3194382 

00.03.27 

H04L12/28 

ﾊﾞｽ管理方法 

ﾁｬﾝﾈﾙの使用状況を記憶する第 1 の

記憶手段とﾊﾞｽの使用状況を記憶す

る第 2の記憶手段とを有する第 1の

ﾉｰﾄﾞを含む複数のﾉｰﾄﾞがﾊﾞｽで接続

され､複数のﾉｰﾄﾞ間で少なくとも同

期通信を行うｼｽﾃﾑにおけるﾊﾞｽ管理 

方法であって､新たなﾁｬﾝﾈﾙの使用状況と新たなﾊﾞｽ

の使用状況とを第 1 の記憶手段と第 2 の記憶手段と

に書き換える工程を､ﾁｬﾝﾈﾙの使用状況及びﾊﾞｽの使

用状況が取得工程でのﾁｬﾝﾈﾙの使用状況及びﾊﾞｽの使

用状況と一致したときに行うので､取得工程から書

き換え工程の間における他のﾉｰﾄﾞとの競合を避ける

特開 2002-009796 

00.06.26 

H04L12/28 

ﾃﾞ-ﾀ転送ｼｽﾃﾑ及びﾃﾞ-ﾀ転送管理装置並びにﾃﾞ-ﾀ転

送方法 

特開 2002-026926 

00.07.07 

H04L12/28 

無線伝送方法および無線伝送装置 

 

通
信
制
御
技
術 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開 2003-110566 

95.04.21 

H04L12/28,207 

電子機器 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（17/25） 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の解放手順 

特許 3348330 

95.04.21 

H04L12/28,200 

[被引用回数 2] 

通信制御方法 

ﾉｰﾄﾞ A はﾊﾞｽへ出力されている

Iso ﾊﾟｹｯﾄを監視する｡そして､ﾁ

ｬﾝﾈﾙ 1 に他のﾉｰﾄﾞが Iso ﾊﾟｹｯﾄ

を出力していないことを検知

すると､そのﾁｬﾝﾈﾙ 1 を確保して

自らﾊﾞｽへの出力を開始する｡

このため､どのﾉｰﾄﾞもﾊﾞｽへ Iso

ﾃﾞｰﾀを出力していないという

状況がなくなる｡ 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開 2001-111561 

99.10.06 

H04L12/28 

[被引用回数 1] 

無線伝送方法及び無線伝送装置 

所定の無線ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ内で､無線

伝送する信号の変調方式および符

号化率の組み合わせを複数用意

し､その複数の組み合わせの内か

ら最適な組み合わせを選択的に利

用して､情報伝送を行なう｡ 

 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

資源情報の表示手順 

特開 2000-244524 

99.02.22 

H04L12/28 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､信号送受信装置及びﾈｯﾄﾜ-ｸ資源予約方

法 

特許 2862160 

93.09.03 

H04Q9/00,301 

松下電器産業 

通信方式 

例えば AV ｾﾝﾀ 1(D2B 制御部 1a)にお

いて､その通信ﾓｰﾄﾞがﾏｽﾀ送信ﾓｰﾄﾞ

とされ､1 ﾌﾚｰﾑのﾊﾟｹｯﾄが TV2 に送信

される｡そして､TV2(D2B 制御部 2a)

において､その通信ﾓｰﾄﾞがｽﾚｰﾌﾞ受

信ﾓｰﾄﾞとされ､AV ｾﾝﾀ 1 からの 1 ﾌﾚｰ

ﾑのﾊﾟｹｯﾄが受信されると､AV ｾﾝﾀ 1

と TV2 との間の通信は終了する｡ 

特開平 10-075413 

96.08.30 

H04N5/765 

ﾃﾞ-ﾀ伝送ｼｽﾃﾑ 

特開平 11-331180 

98.05.13 

H04L12/28 

画像処理装置及び方法､並びに提供媒体 

特開平 11-340944 

98.05.27 

H04J3/14 

ﾃﾞ-ﾀ送受信ｼｽﾃﾑ及びﾃﾞ-ﾀ送受信方法 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特表 2002-520903 

99.07.01 

H04L12/28,200 

ｿﾆ- ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(米

国),ｿﾆ- ｲﾝﾀﾅｼｮﾅﾙ 

ﾖ-ﾛﾂﾊﾟ(ﾄﾞｲﾂ) 

帯域幅確保方法 

特開平 10-247929 

97.03.04 

H04L12/40 

ｼﾘｱﾙ通信ｼｽﾃﾑ 手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

 
特開 2002-135273 

00.10.27 

H04L12/28 

無線伝送方法および無線伝送装置 

通
信
制
御
技
術 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のﾏｽｸ手順 

特許 3429149 

96.12.19 

H04N7/16 

伝送装置及びｻ-ﾊﾞ装置並びに伝送方法 

画像ﾃﾞｰﾀを送るとき､ﾊﾞｽの占有時

間をｶｳﾝﾄするﾀｲﾏのﾀｲﾑｱｳﾄ信号を

無効にする送信回路)を設けるよ

うにしたことにより､ﾊﾞｽを連続的

に使用して､情報量の多い画像ﾃﾞｰ

ﾀを連像的に伝送し得､かくして画

像ﾃﾞｰﾀを高速伝送し得る｡ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（18/25） 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報の照合手順 

特許 3203978 

94.09.09 

H04L7/00 

ﾃﾞ-ﾀ送受信装置､ﾃﾞ-ﾀ受信装置及びﾃﾞ-ﾀ送信装置 

送信側では､ﾋﾞｯﾄｽ

ﾄﾘｰﾑに周期的に先

頭ﾋﾞｯﾄの位置を付

与すると共に ､こ

の先頭ﾋﾞｯﾄの位置

の時刻(ｼﾝｸﾀｲﾑ)を

ﾊﾟｹｯ ﾄに付加して

送信する ｡受信側

では､ﾊﾟｹｯﾄからこ

のﾋﾞｯﾄｽﾄﾘｰﾑの先

頭ﾋﾞｯﾄの位置の時

刻を抽出し ､この

時刻を用いて受信

側のﾋﾞｯﾄｽﾄﾘｰﾑを

FIFO から読み出す

速度を制御する｡ 

特開 2002-281038 

01.03.19 

H04L12/28,200 

ﾃﾞ-ﾀ伝送方法およびﾃﾞ-ﾀ伝送装置 

通
信
制
御
技
術 

通
信
品
質
の 

向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの分割 

特開 2002-185471 

01.11.12 

H04L12/28,200 

ﾃﾞ-ﾀ伝送方法及びﾃﾞ-ﾀ伝送装置 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

ｴﾗｰ訂正符号の付加 

特開平 11-252090 

(拒絶査定) 

98.02.27 

H04L12/28 

[被引用回数 3] 

無線伝送方法 

 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

ﾀｲﾑｽﾛｯﾄの割付 

特開 2001-257706 

00.03.14 

H04L12/46 

伝送制御方法および伝送制御装置 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

ﾚｽﾎﾟﾝｽ付きｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2001-156812 

99.11.30 

H04L12/40 

通信方法及び通信装置 

特開平 06-205465 

(みなし取下) 

92.12.28 

H04Q9/00,311 

通信方法 手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞ手

順 

特開 2002-354051 

01.05.25 

H04L13/08 

ﾃﾞ-ﾀ転送処理装置､ﾃﾞ-ﾀ転送方法およびﾃﾞ-ﾀ転送ﾌﾟ

ﾛｸﾞﾗﾑ 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のﾏｽｸ手順 

特開平 11-355327 

98.06.04 

H04L12/40 

情報処理装置および方法､並びに提供媒体 

 

通
信
制
御
技
術 

通
信
品
質
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報の照合手順 

特許 3304633 

94.08.26 

H04Q9/00,321 

通信制御方法及び電子機器 

書き込み側はﾚｼﾞｽﾀから読み

出した情報αと新たにﾚｼﾞｽﾀ

に書き込みたい情報βとをｾｯ

ﾄにした書き込み命令をﾚｼﾞｽﾀ

へ送る｡ﾚｼﾞｽﾀは､書き込み側

から送られた情報αが現在ﾚ

ｼﾞｽﾀに書かれている情報α'

と一致する場合のみ､ﾚｼﾞｽﾀの

情報をβに書き換え､さらに 

書き込み側へ情報α'を送信

する｡書き込み側は､αとα'

とを比較することにより書き

込みの成功/失敗を確認でき

る｡ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（19/25） 

手順の追加･その他の

処理手順 

途中からの再現処理手

順 

特開 2003-152736 

01.11.15 

H04L12/28,300 

送信装置および方法､記録媒体､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

通
信
品
質
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

再現処理の取りやめ手

順 

特開 2002-111698 

00.09.29 

H04L12/46 

ﾃﾞ-ﾀ転送装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ及びﾃﾞ-ﾀ転送方法 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ(集中制御) 

特開 2001-077737 

99.09.01 

H04B7/15 

無線伝送方法及び無線伝送装置 

特開平 07-255092 

(みなし取下) 

94.03.16 

H04Q9/00,301 

電子機器制御方法､および装置 

特開平 11-215136 

98.01.23 

H04L12/28 

制御装置､無線伝送装置及び無線伝送方法 

特開 2002-044102 

00.07.27 

H04L12/28 

無線伝送方法及び無線伝送装置 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2003-101554 

01.09.21 

H04L12/28,300 

情報伝送ｼｽﾃﾑ､送信装置､受信装置､送信方法､受信

方法､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ記録媒体 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開平 11-331214 

98.05.13 

H04L12/40 

情報処理装置及び方法､並びに提供媒体 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

無線用識別情報の付加 

特開 2002-111685 

00.10.03 

H04L12/28 

無線伝送方法､無線伝送装置および無線伝送ｼｽﾃﾑ 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

ｱﾄﾞﾚｽ変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

特開平 11-205373 

98.01.20 

H04L12/46 

情報処理装置および方法､情報処理ｼｽﾃﾑ､並びに提

供媒体 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

無線ｱﾄﾞﾚｽ･ﾃｰﾌﾞﾙの作

成 

特開 2003-078529 

01.09.05 

H04L12/28,300 

送受信ｼｽﾃﾑおよび送受信方法 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

特殊動作ｺﾏﾝﾄﾞ 

特開平 10-200555 

97.11.11 

H04L12/40 

伝送方法､受信方法､及び電子機器 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

ﾚｽﾎﾟﾝｽ付きｺﾏﾝﾄﾞ 

特開平 11-331213 

98.05.12 

H04L12/40 

情報処理装置および方法､並びに提供媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ﾒｿｯﾄﾞの設定 

特開 2001-244942 

00.02.29 

H04L12/28 

情報処理装置および方法､並びに記録媒体 

特開平 11-266255 

98.03.17 

H04L12/28 

無線通信方法､無線通信ｼｽﾃﾑ､通信局及び制御局 手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路の優先度による

組替 特開 2001-333066 

00.05.24 

H04L12/28 

無線伝送方法および無線伝送装置 

通
信
制
御
技
術 接

続
性
能
の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

ｷｬｯｼｭから情報の取得

手順 

特開平 11-316723 

98.05.06 

G06F13/00,353 

情報処理装置および方法､並びに提供媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（20/25） 

特開 2000-059399 

99.05.07 

H04L12/28 

情報送信装置および方法､情報受信装置および方

法､情報送受信装置および方法､並びに記録媒体 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開 2002-051050 

00.08.02 

H04L12/28 

無線伝送方法及び無線伝送装置 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の解放手順 

特開 2000-059407 

99.03.18 

H04L12/40 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理方法､情報処理方法及び装置､情報提供

媒体 

特開平 11-177588 

97.12.10 

H04L12/40 

電子機器及びﾃﾞ-ﾀ通信方法 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 特開平 11-266256 

(拒絶査定) 

98.03.17 

H04L12/28 

無線通信方法及び無線通信ｼｽﾃﾑ 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

信号の合成 

特開 2002-232426 

01.02.02 

H04L12/28,200 

ﾃﾞ-ﾀ送信装置､ﾃﾞ-ﾀ受信装置､ﾃﾞ-ﾀ送信方法､ﾃﾞ-ﾀ受

信方法､伝送ｼｽﾃﾑ 

特開平 11-215164 

98.01.28 

H04L12/40 

電子機器及びﾃﾞ-ﾀ通信方法 

特開 2001-045091 

99.07.28 

H04L29/06 

ﾃﾞ-ﾀ変換装置及びﾃﾞ-ﾀ送受信方法 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開平 11-168486 

98.09.30 

H04L12/40 

[被引用回数 1] 

情報処理装置､情報処理方法､および､提供媒体 

複数の放送ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞからの放送を受信する受信装

置において､受信装置を構成する機能ﾌﾞﾛｯｸのうち､

放送ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞによらず共通である部分を CI ｰ STB1 

とし､また､放送ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞによ

り異なる部分を CI-Module2

と す る ｡ そ し て ､ こ れ ら を

IEEE1394 ｲﾝﾀﾌｪｰｽを介して接

続し､共通部分を複数の非共

通部分により共有して受信処

理を行う｡ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｺｰﾄﾞ･ｴﾝｺｰﾄﾞ 

DCT 変換 

特開 2000-196637 

98.12.28 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ送受信処理方法､電子機器､及びﾃﾞ-ﾀ送受信処

理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを供給するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ供給媒体 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開 2000-187934 

99.08.09 

G11B20/10 

[被引用回数 1] 

情報処理装置および方法､並びに媒体 

IEEE1394 高速ｼﾘｱﾙﾊﾞｽを介してｽﾄﾘｰﾑﾃﾞｰﾀをｿｰｽとし

てのﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ装置から再生し､そのまま 1394 ﾊﾞｽを

介して他のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ装置に転送し､記録させる場

合 ､ ｱ ｲ ｿ ｸ ﾛ ﾅ ｽ通 信 を 利 用 し て 転 送 し た と き は ､

entry_type として Isochronous Track を設定し､ 

ｱｼﾝｸﾛﾅｽ通信を利用した場

合 に は ､ Asynchronous 

Track を設定する｡ｽﾄﾘｰﾑﾃﾞ

ｰﾀを転送するとき､ﾊﾞｽのﾁ

ｬﾝﾈﾙと帯域を確保できる

ように､ｽﾄﾘｰﾑﾃﾞｰﾀのｻｲｽﾞ

を 表 す payload size を

Payload Information 

 block に記述する。 

通
信
制
御
技
術 

互
換
性
の
維
持 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2000-261466 

99.03.09 

H04L12/40 

伝送方法および伝送装置 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（21/25） 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開 2000-196639 

00.02.28 

H04L12/40 

電子機器 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

ﾙｰﾌ･ﾘｰﾌ情報の取得手

順 

特開平 11-328069 

98.05.19 

G06F13/00,353 

USB ｲﾝﾀﾌｪ-ｽ装置 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2003-032265 

01.07.16 

H04L12/28,300 

無線伝送装置および無線伝送方法 
シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のｶｳﾝﾄ手順 

特許 3371174 

94.09.22 

H04L12/28,100 

[被引用回数 1] 

ﾊﾟｹｯﾄ受信装置 

P1394 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで受信したﾊﾟｹｯ

ﾄは FIFO に蓄積される｡PCR 抽

出回路は P1394 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで受

信したﾊﾟｹｯﾄから PCR を抽出す

る｡同様に､ｼﾝｸﾀｲﾑ抽出回路はｼ

ﾝｸﾀｲﾑ ts を､DBN 抽出回路は DBN

を抽出する｡そして､これらの

抽出した情報を基にﾃﾞｺｰﾀﾞを 

動作させるための PLL の出力位相を調整する｡ 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

IC ｶｰﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開 2003-143147 

01.11.01 

H04L12/28,200 

電子機器､通信ｼｽﾃﾑおよび方法､情報処理端末およ

び方法､情報処理装置および方法､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開平 11-234363 

98.02.16 

H04L29/06 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ信号変換装置 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

吸収ﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開平 11-027299 

97.07.03 

H04L12/40 

[被引用回数 1] 

電子機器及びそのﾌﾟﾛﾄｺﾙ切換方法 

例えば CD ﾌﾟﾚｰﾔｰを制御しようとす

る場合､CD ﾌﾟﾚｰﾔｰ内のｻﾌﾞﾕﾆｯﾄ･ｱｲﾃﾞ

ﾝﾃｨﾌｧｲﾔｰ･ﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟﾀｰの情報を読み

出し､次にﾃﾞｨｽｸ･ﾘｽﾄ･ｴﾝﾄﾘｰを読み

出す｡そして､読み出した情報等を

もとに AV/C ｺﾏﾝﾄﾞで対応できるﾃﾞｨ

ｽｸかどうか判断し､YES であれば 

AV/C ｺﾏﾝﾄﾞで制御を行う｡NO の場合には､他のｺﾏﾝﾄﾞ

で対応できるﾃﾞｨｽｸかどうかを判断し､YES であれば

その制御ｺﾏﾝﾄﾞで制御を行い、NO であれば制御を行

わない。 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾛﾄｺﾙの設定･選択 

特開 2002-033786 

00.07.18 

H04L29/06 

情報処理装置及び方法､媒体 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特表平 11-830463 

98.11.27 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ通信方法及び電子機器､並びにﾃﾞ-ﾀ通信ﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾑを供給するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ供給媒体 

シ
ス
テ
ム
や
機

器
の
機
能
改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路の転送ﾊﾟｽ指定

による組替 

特開 2001-168887 

99.12.06 

H04L12/40 

機器選択装置及び機器選択方法 

 

通
信
制
御
技
術 

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

の
生
産
性
向
上 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

ﾚｽﾎﾟﾝｽ付きｺﾏﾝﾄﾞ 

特開平 11-313089 

98.04.27 

H04L12/40 

情報処理装置および方法､並びに提供媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 
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主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（22/25） 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開 2000-059420 

99.03.30 

H04L12/46 

情報処理装置 
接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開 2000-209210 

99.01.11 

H04L12/28 

日本電信電話 

ﾃﾞ-ﾀ中継装置及びﾃﾞ-ﾀ中継方法並びにﾃﾞ-ﾀ中継ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑが記録された記録媒体 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開 2002-217911 

01.01.18 

H04L12/28,200 

ﾃﾞ-ﾀ伝送装置及びﾃﾞ-ﾀ伝送方法 

互
換
性
の
維
持 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 10-178438 

96.12.18 

H04L12/40 

[被引用回数 1] 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ､ﾃﾞ-ﾀ通信装置および方法 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ TV､ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾋﾞﾃﾞｵｶｾｯﾄﾚｺｰﾀﾞ､およびﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝ

ﾋﾟｭｰﾀが接続された IEEE-1394 ｼﾘｱﾙﾊﾞｽと､空調器､照

明器具､および開閉装置が接続されたﾎｰﾑﾊﾞｽは､ﾎｰﾑ

ﾊﾞｽ/1394 変換器で結ばれ､例えばﾃﾞｼﾞﾀﾙ

TV から照明器具に対して IEEE-1394 ｼﾘｱ

ﾙﾊﾞｽのﾌｫｰﾏｯﾄで伝送されたｺﾏﾝﾄﾞは､ﾎｰﾑ

ﾊﾞｽ/1394 変換器において､ﾎｰﾑﾊﾞｽのﾌｫｰﾏ

ｯﾄのﾊﾟｹｯﾄに変換された後、ﾎｰﾑﾊﾞｽを介

して照明器具に供給される。 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開平 11-298480 

98.04.07 

H04L12/28 

伝送制御方法及び伝送装置 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾌﾟﾛｷｼｻｰﾊﾞ 

特開 2003-008610 

01.06.20 

H04L12/46,100 

情報処理装置および方法､記録媒体､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

特開 2002-094543 

00.09.18 

H04L12/46 

携帯情報機器､携帯情報機器ｱｸｾｽ装置､ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽ

ﾃﾑ､およびﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸに対するｱｸｾｽ方法 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ(集中制御)) 

特開 2002-094544 

00.09.18 

H04L12/46 

携帯型ﾌﾟﾚ-ﾔ､ﾌﾟﾚ-ﾔｱｸｾｽ装置､ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､およ

びﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸに対するｱｸｾｽ方法 

特開平 11-027322 

98.05.07 

H04L12/56 

ﾃﾞ-ﾀ受信装置及びﾃﾞ-ﾀ受信方法 

特開 2001-060986 

99.08.20 

H04L29/08 

通信装置 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開 2003-018177 

01.07.04 

H04L12/46 

情報処理装置および方法､記録媒体､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

特開平 11-168471 

97.12.04 

H04L12/28 

[被引用回数 1] 

情報処理ｼｽﾃﾑおよび方法､並びに伝送媒体 

ﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝを介して接続された機器に対し､ｻｰﾊﾞは､

端末からの要求情報に従い､ﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝを介して命令

情報を出力し､これを起動させるとともに､親機を 

介して無線で端末に情報を提

供する｡ｻｰﾊﾞはまた､電灯線を

介して接続された機器に対し､

端末からの要求情報に従い､電

灯線を介して命令情報を出力

し､これを起動させるととも

に､親機を介して無線で端末に

情報を提供する｡ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2001-160814 

00.09.14 

H04L12/28 

無線伝送方法､有線伝送方法､無線伝送装置及び有

線伝送装置 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開平 09-259054 

96.03.21 

G06F13/00,351 

通信方法､通信装置および通信ｼｽﾃﾑ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（23/25） 

特開 2001-326669 

00.05.16 

H04L12/46 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｼﾘｱﾙﾃﾞ-ﾀのｲﾝﾀﾌｪ-ｽ装置およびそれを利用

したﾌﾞﾘｯｼﾞﾎﾟ-ﾀﾙ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

ﾌﾗｸﾞの付加 

特開 2001-326670 

00.05.16 

H04L12/46 

情報処理装置およびそれを利用したﾌﾞﾘｯｼﾞ 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

ｱﾄﾞﾚｽ変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

特開 2003-060662 

01.08.21 

H04L12/46 

通信装置及び通信方法､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及び記録媒

体 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

ﾚｽﾎﾟﾝｽ付きｺﾏﾝﾄﾞ 

WO01/078344 

01.04.12 

H04L29/08 

ﾃﾞｰﾀ伝送方法及びﾃﾞｰﾀ伝送装置 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの変換 

特開 2003-032311 

01.07.19 

H04L12/66 

制御方法､伝送ｼｽﾃﾑ及び伝送装置 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾛﾄｺﾙの設定･選択 

特開 2002-304333 

01.04.03 

G06F13/00,353 

伝送方法及び伝送装置 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

特開 2002-271362 

01.03.09 

H04L12/46 

ﾙ-ﾀ装置及びﾙ-ﾀ装置を使つたｵ-ﾃﾞｨｵ･ﾋﾞﾃﾞｵ機器の

制御方法 

特開平 10-023030 

96.07.04 

H04L12/28 

[被引用回数 1] 

通信ｼｽﾃﾑおよびその方法 

ATM 交換機は､ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ装置と端

末装置とを接続し､音声･映像ﾃﾞ

ｰﾀを､部屋の端末装置に供給す

る｡利用者は､部屋に移動して､ﾘ

ﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾗの識別子および TV ﾓﾆﾀ

装置の起動を指示するﾃﾞｰﾀを含

む光信号を､ﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾗから端

末装置を介して ATM 交換機に送

信する｡ATM 交換機は､ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

装置と端末装置との間に設定し 

ていた接続を､ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ装置と端末装置との間の接続

に変更する｡ 

特開平 10-145420 

96.11.12 

H04L12/46 

[被引用回数 2] 

異なるｼｽﾃﾑに接続された機器の制御方法及び変換

機器 

ｺﾝﾄﾛｰﾗとｹﾞｰﾄｳｪｲと､1394 対応機

器の間は､1394 ﾊﾞｽｹｰﾌﾞﾙ 7~で接

続されている｡ｹﾞｰﾄｳ ｪｲと ､VTR

と､ｶﾒﾗとの間は LANC ｹｰﾌﾞﾙで接

続されている｡ｹﾞｰﾄｳｪｲは VTR と

ｶﾒﾗを自分に内蔵されている機

器としてｺﾝﾄﾛｰﾗに知らせる｡ｺﾝﾄ

ﾛｰﾗは VTR を制御するための制御

信号をｹﾞｰﾄｳｪｲに送り､ｹﾞｰﾄｳｪｲ 

がこの制御信号のﾌｫｰﾏｯﾄを変換して VTR に送る｡ 

特開 2000-349805 

99.06.07 

H04L12/46 

ﾊﾞｽﾈｯﾄﾜ-ｸ管理方法およびそれを利用するﾊﾞｽﾈｯﾄﾜ-

ｸ､並びに情報提供媒体 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換 

特開 2001-129259 

99.11.02 

A63F13/12 

ｹﾞ-ﾑ機ｼｽﾃﾑ､ｻ-ﾊﾞ装置､ｹﾞ-ﾑ実行装置､表示装置およ

びｹﾞ-ﾑ利用方法 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開平 11-243425 

98.02.26 

H04L12/66 

情報処理装置および方法､情報処理ｼｽﾃﾑ､並びに提

供媒体 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の解放手順 

特開 2000-031990 

98.07.14 

H04L12/28 

ﾊﾞｽﾈｯﾄﾜ-ｸの同期通信設定の解除方法およびそれを

利用するﾊﾞｽﾈｯﾄﾜ-ｸ､並びに情報提供媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（24/25） 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

管
理
技
術 

通
信
品
質
の 

向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2002-111686 

00.10.04 

H04L12/28 

通信方法および通信装置 

接
続
性
能
の 

向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

機器制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特開 2000-232451 

99.11.15 

H04L12/28 

機器動作管理方法及び管理用機器､並びに機器動作

管理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを供給するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ供給媒体､制御用機

器､電子機器 

シ
ス
テ
ム
の 

性
能
向
上 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞ 

特開 2001-257707 

00.03.09 

H04L12/46 

ﾏﾙﾁ再生ｼｽﾃﾑ､ｻ-ﾊﾞ装置､端末装置 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

IC ｶｰﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開 2002-281040 

01.03.19 

H04L12/28,300 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾙ-ﾀ､端末装置､通信方法､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑおよ

び記録媒体 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

公開鍵 

特開平 11-122681 

97.10.15 

H04Q9/00,321 

無線ｼｽﾃﾑ､無線ｼｽﾃﾑ管理装置および無線端末装置 

特開 2001-249899 

00.03.07 

G06F15/00,330 

通信手段を介したｻ-ﾋﾞｽ提供ｼｽﾃﾑ､ｻ-ﾋﾞｽ提供方法､

およびｻ-ﾋﾞｽ仲介装置､並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ提供媒体 

特開 2001-312474 

01.02.20 

G06F15/00,330 

情報処理装置および方法､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､記録媒体､並

びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

認証･署名 

特開 2003-178272 

01.12.11 

G06K17/00 

電子機器､および動作制御方法 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

検査用ｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2001-223953 

00.02.09 

H04N5/44 

受信ｼｽﾃﾑ､受信装置､及び受信ｼｽﾃﾑの制御方法 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2003-198746 

01.12.27 

H04M11/00,301 

遠隔操作装置並びにﾘﾓｰﾄﾒﾝﾃﾅﾝｽｼｽﾃﾑ及びその方法 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

時刻情報の取得手順 

特開 2002-374261 

01.06.18 

H04L12/28,300 

情報処理装置および方法､情報処理ｼｽﾃﾑ､記録媒体､

並びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開 2000-138730 

99.06.01 

H04L29/08 

通信制御方法及び装置､通信制御ｼｽﾃﾑ 

安
全
性
の
向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開 2001-309297 

00.04.24 

H04N5/91 

情報処理装置及び情報処理ｼｽﾃﾑ並びにそれらの方

法 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 10-023031 

96.07.04 

H04L12/28 

通信ｼｽﾃﾑ､交換機､遠隔保守装置およびそれらの方

法 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

保
守
性
の
向
上 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-014795 

00.06.29 

G06F3/12 

遠隔診断装置､遠隔診断方法及び遠隔診断機能を有

するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾋﾟｭ-ﾀ読み取り可能なﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑ格納媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.2.4 ソニーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（25/25） 

保
守
性
の
向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開平 09-261550 

96.03.27 

H04N5/44 

[被引用回数 2] 

AV 機器の稼働管理ｼｽﾃﾑ 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾊﾞｽとのｲﾝﾀﾌｪｰｽを

備えた AV 機器相互間をﾃﾞｨ

ｼﾞﾀﾙﾊﾞｽを介して接続し､更

にﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ等の制御

機器とを接続して､制御機

器が AV機器の稼働状況の管

理を行うようにする｡又､ﾃﾞ

ｨｼﾞﾀﾙﾊﾞｽには､電話､FAX､ﾓ

ﾃﾞﾑ等の通信機器を接続し､

必要に応じてこれらの通信

機器を介してﾒｰｶｰのｻｰﾋﾞｽｾ

ﾝ ﾀ等と接続して連絡をと

る｡ 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開平 11-305901 

98.04.16 

G06F3/00,652 

情報処理装置 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｲﾍﾞﾝﾄの処理 

状態変化を検出しｲﾍﾞﾝ

ﾄの送信 

特開 2000-357146 

00.03.29 

G06F13/00,357 

[被引用回数 1] 

情報処理装置および情報処理方法､並びに記録媒体

ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸ 1を構成

するﾈｯﾄﾜｰｸ家電に

おいては ､自身の

状態が監視され ､

その状態に基づい

て､ﾒｯｾｰｼﾞが作成

される｡そして､そ

のﾒｯｾｰｼﾞを有する

電子ﾒｰﾙが作成さ

れ､あるいは､その

ﾒｯｾｰｼﾞに対応する

合 成 音 が 生 成 さ

れ､ﾈｯﾄﾜｰｸ家電の

所有者であるﾕｰｻﾞ

に送信される｡ 

 

補助的手段の活用 

電子ﾒｰﾙの活用 

特開 2003-140999 

01.10.30 

G06F13/00,357 

電子機器監視方法およびそのｼｽﾃﾑ､電子機器並びに

ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路の転送ﾊﾟｽ指定

による組替 

特開 2001-007857 

99.06.24 

H04L12/56 

通信ｼｽﾃﾑ及び情報管理装置 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2002-340945 

01.05.16 

G01R22/00,130 

監視装置 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

資源情報の表示手順 

特開 2001-007856 

99.06.24 

H04L12/56 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､情報管理装置及び端末装置 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換 

特開平 10-269129 

97.03.28 

G06F12/00,545 

ﾃﾞ-ﾀ管理装置および方法 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

時刻情報の取得手順 

特開 2001-298465 

00.12.20 

H04L12/28 

制御装置､制御方法及び記録媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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2.1 スズキ 

 

2.3.1 企業概要 

 

商号 松下電器産業 株式会社 

本社所在地 〒571－8501 大阪府門真市大字門真1006 

設立年 1935年（昭和10年） 

資本金 2,587億38百万円（2003年3月末） 

従業員数 52,376名（2003年3月末）（連結：288,324名） 

事業内容 電気機械器具の製造・販売・サービス（映像・音響機器、情報通信機器、

家庭電化・住宅設備機器、産業機器、電子部品） 

AV 機器の有力ミドルウエアの規格 HAVi の推進組織である HAVi 推進協会のメンバーであ

る。白物家電のミドルウエア規格 EchoNet の策定メンバーである。 

2001 年から 2002 年にかけて、日立製作所と提携して、ホームネットワーク家電のシス

テムおよびサービスの企画・開発を行った。現在は、e ネット事業本部を中心に開発や実

証実験を行っている。 
 

2.3.2 製品例 

e ネット事業本部で、ネット家電製品やサービスの提供を始めている。具体的には、下

表のようなものがある。 

表 2.3.2 松下電気産業のネットワーク家電に関する製品例 

製品名 概要・特徴 

「Tナビ」サービス

対応デジタルハイ

ビジョンテレビ 

インターネットにつないで、TV用に作られた「Tナビ」専用のホームペー

ジにアクセスし、生活に密着した情報をリモコンひとつで楽しむことが

できる。 

「くらしネット」 

システム 

宅内情報コントロール端末「くらしステーション」と見守り安心端末群

（開閉センサー、人感センサー、緊急コールリモコン、設定/解除リモコ

ン）から構成されるホームネットワークシステム。白物家電（エアコン、

冷蔵庫、洗濯機、オーブンレンジ）も追加できる。 

・開閉センサー：窓やドア等からの侵入を自動的に検知し、くらしステ

ーションや携帯電話に異状を知らせる。セットのし忘れも携帯電話で外

から設定できる。 

・人感センサー：赤外線センサーにより人の侵入を自動的に検知し、く

らしステーションや携帯電話に異状を知らせる。 

・緊急コールリモコン：家族の異状があった場合、くらしステーション

を介して家中にコールしたり、外の通話可能な携帯電話に次々に緊急コ

ールすることができる。 

・ネットルームエアコン：くらしステーションを介して、外出先から携

帯電話でオン・オフや温度設定切り替えが可能。 

・ネットノンフロン冷凍冷蔵庫：くらしステーションの画面で冷蔵庫内

温度やドア開閉回数がわかり省エネの目安になる。 

・ネット洗濯乾燥機：くらしステーションを介して、新しい洗い方のプ

ログラムをダウンロードできる。 

・ネットスチームオーブンレンジ：くらしステーションを介して、家族

好みのメニューをダウンロードできる。 

2003年度は近畿圏での限定提供。2004年度から全国提供の予定。 

（出典：松下電器産業のホームページhttp://www.matsushita.co.jp/） 

2.3 松下電器産業 
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2.3.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.3.3 に、松下電器産業のネットワーク家電に関する出願件数と発明者数を示す。 

 

 開発拠点： 

 大阪府門真市大字門真 1006 番地  松下電器産業株式会社内 

 アメリカ合衆国 ニュージャージー州 

 アメリカ合衆国カリフォルニア州 

 アメリカ合衆国ニューヨーク州 

 

図 2.3.3 松下電器産業のネットワーク家電に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.3.4-1 に松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素と課題、図 2.3.4-2 に

課題と解決手段の分布を示す。 

通信制御技術、ユーザインターフェース技術や機器制御技術に関する出願が多い。これ

らの出願の課題としては、「接続性能の向上」、「接続機能の改善」や「システムや機器の機

能改善」に関するものが多い。 

具体的には、「接続機能の改善」に対して、「手順の組替・変換・削除」で対応している

ものが多い。「接続性能の向上」に対して、「資源の割付/解放処理手順」と「情報の取得処

理手順」で対応しているものが多い。「システムや機器の機能改善」に対して、「オブジェ

クトの処理」で対応しているものが多い。 
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図 2.3.4-1 松下電器産業のネットワーク家電に関する異技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3.4-2 松下電器産業のネットワーク家電に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.3.4 に、松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許を示す。

出願件数は 226 件で、そのうち 36 件が登録特許である。 
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表 2.3.4 松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（1/20） 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

EPG ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ 

特開 2001-016534 

99.06.29 

H04N5/765 

資源予約管理装置 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

ﾙｰﾌ･ﾘｰﾌ情報の取得手

順 

特開 2003-163674 

01.11.28 

H04L12/44 

ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ､ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ構築方法 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特許 3152055 

94.03.22 

H04L12/40 

[被引用回数 1] 

ﾃﾞ-ﾀ伝送方法 

本発明は､高速ｼﾘｱﾙﾊﾞｽを利用して複数

の機器間で複数のﾁｬﾝﾈﾙの同期通信を

送受信するﾃﾞｰﾀ伝送方法であって､映

像音響機器が同期通信ﾃﾞｰﾀを送受信す

る場合､外部から使用するﾁｬﾝﾈﾙ番号を

指定されない限り固定のﾁｬﾝﾈﾙ番号で

あるﾃﾞﾌｫﾙﾄﾁｬﾝﾈﾙ番号を使用する｡ 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開 2002-152216 

00.11.08 

H04L12/28 

無線 LAN ｼｽﾃﾑ及び無線端末 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

始から再現処理手順 

特開 2002-325079 

01.02.14 

H04L12/28,200 

電灯線ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑに対する通信設定方法および通

信設定ｼｽﾃﾑ 

通
信
品
質

の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

途中からの再現処理手

順 

特開 2002-259239 

01.02.28 

G06F13/00,353 

端末装置の設定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､端末装置の設定を行うｻ-

ﾊﾞ-､および､端末装置 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

IC ｶｰﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙ 

特許 3275471 

93.08.23 

H04Q9/00,301 

ﾎ-ﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑ設定器 

ﾎｰﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑのｼｽﾃﾑ情報の設定を行

う HBS 設定器において､ﾊﾟｿｺﾝとの

ﾃﾞｰﾀ授受用ﾊﾟｿｺﾝｲﾝﾀﾌｪｰｽ部とﾎｰﾑﾊﾞ

ｽｲﾝﾀﾌｪｰｽ部とﾃﾞｰﾀ蓄積部を設け､ﾊﾟ

ｿｺﾝにて編集し､ﾃﾞｰﾀ蓄積部に蓄積

した設定ﾃﾞｰﾀに基づいて設現場で 

HBS 設定器のみでｼｽﾃﾑ情報を設定する｡ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 10-164246 

96.12.04 

H04M11/00,301 

[被引用回数 1] 

機器情報管理装置 

機器の動作状況を検出するｾﾝｻと､

ｾﾝｻにより検出された信号を無線

信号として送信するｾﾝｻ情報送信

部と､ｾﾝｻ情報送信部から送信され

た無線信号を受信する電波受信部 

と､電波受信部で受信された信号を解析し機器の動

作状況を取り込む受信電波解析部と､受信電波解析

部で得られた機器の動作状況に従ってﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを変

更するﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ変更部と､ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを話回線からのｱ

ｸｾｽに対して公開するための WWW ｻｰﾊﾞｰからなる｡ 

特開 2000-269994 

99.03.16 

H04L12/40 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ管理装置 ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開 2002-158666 

00.11.17 

H04L12/28 

送信装置及び受信装置 

接
続
構
成
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

ﾙｰﾃｨﾝｸﾞ･ﾃｰﾌﾞﾙ 

特許 3359594 

99.07.13 

H04L12/46,100 

ﾎ-ﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑにおけるﾙ-ﾃｨﾝｸﾞ方法 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ及び通信ﾐﾄﾞﾙｳｪｱにて処理

するｱﾄﾞﾚｽ構成をﾈｯﾄﾜｰｸ ID とﾈｯﾄﾜｰｸ内

機器 ID からなるものとし､各ﾈｯﾄﾜｰｸ毎

に他のﾈｯﾄﾜｰｸについての全接続情報

を有する特定ﾙｰﾀを設ける｡このもと 

で､各機器は､他のﾈｯﾄﾜｰｸへの電文は特定ﾙｰﾀへのみ

送信し､この特定ﾙｰﾀが適切な送信ﾙｰﾄを確立する｡ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.3.4 松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（2/20） 

特許 3394954 

99.07.13 

H04L12/46 

ﾙ-ﾀ及びその立ち上げ方法 

1 のﾙｰﾀを親ﾙｰﾀとし､そのﾙｰﾀのみに識

別符号を管理させる｡ID は､ｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ

の IDとｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ内での機器の IDとす

る｡ 

特許 3394956 

99.07.13 

H04L12/46 

ﾙ-ﾀ及びその立ち上げ方法 

1 のﾙｰﾀを親ﾙｰﾀとし､そのﾙｰﾀのみに識

別符号を管理させる｡ID は､ｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ

の IDとｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ内での機器の IDとす

る｡ 

特許 3394955 

99.07.13 

H04L12/46,100 

ﾙ-ﾀ及びその立ち上げ方法 

1 のﾙｰﾀを親ﾙｰﾀとし､そのﾙｰﾀのみに識

別符号を管理させる｡ID は､ｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ

の IDとｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ内での機器の IDとす

る｡ 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

ﾙｰﾃｨﾝｸﾞ･ﾃｰﾌﾞﾙ 

特許 3394957 

99.07.13 

H04L12/46,100 

ﾙ-ﾀ及びその立ち上げ方法 

1 のﾙｰﾀを親ﾙｰﾀとし､そのﾙｰﾀのみに識

別符号を管理させる｡ID は､ｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ

の IDとｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ内での機器の IDとす

る｡ 
特開 2002-215483 

01.01.15 

G06F13/00,357 

機器制御ｼｽﾃﾑ並びに､機器制御ｼｽﾃﾑにおけるｺﾝﾄﾛ-ﾗ

及びﾃﾞﾊﾞｲｽ 

特許 3345409 

95.03.22 

H04L12/40 

故障対応通信制御装置及び故障対応通信制御方法 

故障発生検出部及び故障復旧検出部

は､自己の端末の内部において故障

が発生又は復旧したことを検出す

る｡故障ﾌﾚｰﾑ組立部は､その検出の結

果に基づいて故障に関するﾌﾚｰﾑを組

み立て､続いて通信部がそのﾌﾚｰﾑを

伝送路に一斉同報する｡一方､故障ﾌﾚ

ｰﾑ解読部によって他の端末の故障の

発生を知った各端末は､その故障が

復旧するまでの間は､故障の端末へ

のﾌﾚｰﾑの送信を抑制する｡ 

特許 3339583 

95.03.22 

H04L12/28,200 

故障対応通信制御装置及び故障対応通信制御方法 

故障発生検出部及び故障復旧検出部

は､自己の端末の内部において故障

が発生又は復旧したことを検出す

る｡故障ﾌﾚｰﾑ組立部は､その検出の結

果に基づいて故障に関するﾌﾚｰﾑを組

み立て､続いて通信部がそのﾌﾚｰﾑを

伝送路に一斉同報する｡一方､故障ﾌﾚ

ｰﾑ解読部によって他の端末の故障の

発生を知った各端末は､その故障が

復旧するまでの間は､故障中の端末

へのﾌﾚｰﾑの送信を抑制する｡ 

接
続
構
成
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｲﾍﾞﾝﾄの処理 

状態変化を検出しｲﾍﾞﾝ

ﾄの送信 

特許 3339584 

95.03.22 

H04L12/28,200 

故障対応通信制御装置及び故障対応通信制御方法 

故障発生検出部及び故障復旧検出部

は､自己の端末の内部において故障

が発生又は復旧したことを検出す

る｡故障ﾌﾚｰﾑ組立部は､その検出の結

果に基づいて故障に関するﾌﾚｰﾑを組

み立て､続いて通信部がそのﾌﾚｰﾑを

伝送路に一斉同報する｡一方､故障ﾌﾚ

ｰﾑ解読部によって他の端末の故障の

発生を知った各端末は､その故障が

復旧するまでの間は､故障中の端末

へのﾌﾚｰﾑの送信を抑制する｡ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.3.4 松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（3/20） 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路の優先度による

組替 

特開 2003-037602 

01.07.26 

H04L12/28,200 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ機器接続制御装置 

手順の組替･変換･削除 

手順の削除 

不要割付手順の削除 

特開平 05-336132 

(みなし取下) 

92.06.04 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ伝送方式及び自動ｱﾄﾞﾚｽ設定方式 

特許 3082372 

91.12.04 

H04L12/40 

機器接続状況検証装置 

ｱﾄﾞﾚｽ情報一覧手段によってﾏｯﾌﾟ

を表示し､このﾏｯﾌﾟ上でｱﾄﾞﾚｽ選択

手段を用いてﾁｪｯｸするｱﾄﾞﾚｽを選

択する｡次に IFU を介して各機器

と通信する通信手段を､選択したｱ

ﾄﾞﾚｽ全てに実行する｡その後ｱﾄﾞﾚｽ

情報表示手段にて各ｱﾄﾞﾚｽの詳細

情報を表示｡その際､ﾏｯﾌﾟにはﾁｪｯｸ

結果が単純な記号で表現され､一 

覧可能となる｡最後にｱﾄﾞﾚｽ情報蓄積手段を用いてﾁ

ｪｯｸ結果を保存し､次回ﾁｪｯｸ時に前回のﾃﾞｰﾀとして

比較することが可能となる｡ 

 

特開平 08-019070 

(拒絶査定) 

94.06.27 

H04Q9/00,321 

ﾎ-ﾑｺﾝﾄﾛ-ﾗ- 

特許 3339537 

95.03.22 

H04L12/40 

通信制御装置及び通信制御方法 

故障発生検出部及び故障復旧検

出部は､自己の端末の内部にお

いて故障が発生又は復旧したこ

とを検出する｡故障ﾌﾚｰﾑ組立部

は､その検出の結果に基づいて

故障に関するﾌﾚｰﾑを組み立て､

続いて通信部がそのﾌﾚｰﾑを伝送

路に一斉同報する｡一方､故障ﾌﾚ 

ｰﾑ解読部によって他の端末の故障の発生を知った各

端末は､その故障が復旧するまでの間は､故障中の端

末へのﾌﾚｰﾑの送信を抑制する｡ 

 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開平 11-068884 

97.08.20 

H04L29/14 

[被引用回数 1] 

伝送媒体接続装置および制御装置ならびに被制御

装置および記憶媒体 

伝送媒体接続装置の伝送媒体監視

手段は､予め指定された伝送媒体を

監視し､この伝送媒体での接続状態

の変化による初期化を検出した場

合に､接続状態通知手段が別途指定

された装置に伝送媒体の初期化が

発生したことを通知する｡ 

 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報取得手順 

特開 2002-077187 

00.08.30 

H04L12/28 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ装置 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

ｷｬｯｼｭから情報の取得

手順 

特開 2002-366459 

01.06.12 

G06F13/00,357 

AV ﾈｯﾄﾜ-ｸ機器 

接
続
構
成
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開 2003-110561 

01.09.26 

H04L12/28,200 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ上のｽﾄﾘ-ﾑ管理装置 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 



 

151 

表 2.3.4 松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（4/20） 

特開平 09-212440 

96.01.31 

G06F13/00,357 

ﾃﾞ-ﾀ通信装置 

特開 2000-183928 

98.12.14 

H04L12/40 

ﾉ-ﾄﾞと端末機器との対応関係獲得方法､ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ､端

末機器及びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ記録媒体 

特許 3373808 

99.07.13 

H04L12/46,100 

ﾙ-ﾀ及びその立ち上げ方法 

1 のﾙｰﾀを親ﾙｰﾀとし､そのﾙｰﾀのみ

に識別符号を管理させる｡ID は､ｻ

ﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸの ID とｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ内での

機器の ID とする｡ 

 

特開 2000-312215 

00.02.23 

H04L12/40 

通信ｼｽﾃﾑ､通信初期設定装置およびﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ記録媒

体 

特許 3370086 

99.07.13 

H04L12/46,100 

ﾎ-ﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑにおけるﾃﾞ-ﾀ送信方法 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ及び通信ﾐﾄﾞﾙｳｪｱにて処理

するｱﾄﾞﾚｽ構成をﾈｯﾄﾜｰｸ ID とﾈｯﾄﾜｰｸ内

機器 ID からなるものとし､各ﾈｯﾄﾜｰｸ毎

に他のﾈｯﾄﾜｰｸについての全接続情報

を有する特定ﾙｰﾀを設ける｡このもと

で､各機器は､他のﾈｯﾄﾜｰｸへの電文は

特定ﾙｰﾀへのみ送信し､この特定ﾙｰﾀが

適切な送信ﾙｰﾄを確立する｡ 

特開 2003-008576 

99.07.13 

H04L12/28,200 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸにおける識別符号付与ｼｽﾃﾑ 

特許 3353009 

99.07.13 

H04L12/46 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸにおけるﾙ-ﾃｨﾝｸﾞ方法 

1 のﾙｰﾀを親ﾙｰﾀとし､そのﾙｰﾀのみ

に識別符号を管理させる｡ID は､ｻ

ﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸの ID とｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ内での

機器の ID とする｡ 

特許 3353010 

99.07.13 

H04L12/46 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸにおけるﾙ-ﾃｨﾝｸﾞ方法 

1 のﾙｰﾀを親ﾙｰﾀとし､そのﾙｰﾀのみに識

別符号を管理させる｡ID は､ｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ

の ID とｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ内での機器の ID と

する｡ 

特許 3392134 

99.07.13 

H04L12/46,100 

ﾎ-ﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑにおけるﾙ-ﾃｨﾝｸﾞ方法 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ及び通信ﾐﾄﾞﾙｳｪｱにて処理

するｱﾄﾞﾚｽ構成をﾈｯﾄﾜｰｸ ID とﾈｯﾄﾜｰｸ

内機器 IDからなるものとし､各ﾈｯﾄﾜｰ

ｸ毎に他のﾈｯﾄﾜｰｸについての全接続

情報を有する特定ﾙｰﾀを設ける｡この

もとで､各機器は､他のﾈｯﾄﾜｰｸへの電

文は特定ﾙｰﾀへのみ送信しこの特定ﾙ

ｰﾀが適切な送信ﾙｰﾄを確立する｡ 

特許 3392135 

99.07.13 

H04L12/46,100 

ﾎ-ﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑにおけるﾃﾞ-ﾀ送信方法 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ及び通信ﾐﾄﾞﾙｳｪｱにて処理

するｱﾄﾞﾚｽ構成をﾈｯﾄﾜｰｸ ID とﾈｯﾄﾜｰｸ

内機器 IDからなるものとし､各ﾈｯﾄﾜｰ

ｸ毎に他のﾈｯﾄﾜｰｸについての全接続

情報を有する特定ﾙｰﾀを設ける｡この

もとで､各機器は､他のﾈｯﾄﾜｰｸへの電

文は特定ﾙｰﾀへのみ送信しこの特定ﾙ

ｰﾀが適切な送信ﾙｰﾄを確立する｡ 

接
続
構
成
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開 2003-174450 

01.12.06 

H04L12/28,200 

ﾉｰﾄﾞ情報の取り込み方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.3.4 松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（5/20） 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

設定値のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開平 11-003314 

(拒絶査定) 

98.04.14 

G06F15/00,310 

[被引用回数 2] 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ制御ｼｽﾃﾑおよびﾈｯﾄﾜ-ｸ端末およびｺﾝﾄﾛ-ﾙ端

末 

 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開 2001-320378 

00.05.09 

H04L12/28 

装置情報収集方法,及び装置情報収集装置 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のｶｳﾝﾄ手順 

特開 2003-208396 

01.11.07 

G06F13/14,330 

ﾈｯﾄﾜｰｸ再構成制御装置及びﾈｯﾄﾜｰｸ再構成制御方法 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報の照合手順 

特開 2000-222149 

99.01.29 

G06F3/12 

ﾌﾟﾘﾝﾀｱﾄﾞﾚｽ管理装置および方法 

互
換
性
の 

維
持 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特表平 11-807114 

(拒絶査定) 

98.08.04 

H04L12/40 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ制御ｼｽﾃﾑ 

シ
ス
テ
ム
の 

性
能
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開 2000-132908 

99.03.15 

G11B20/10 

ﾃﾞ-ﾀ送受信装置およびその方法 

操
作
性 

の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特開平 11-341025 

98.05.26 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ送受信方法 

接
続
構
成
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

状態･機能情報検索ｵﾌﾞ

ｼﾞｪｸﾄの生成 

WO01/037101 

00.11.17 

G06F15/16,620 

ﾈｯﾄﾜｰｸ接続機器およびこれを用いたﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞに識別情報の付

加 

特開 2000-174782 

98.12.03 

H04L12/40 

[被引用回数 1] 

機器制御装置及び機器被制御装置 

機器被制御装置とﾊﾞｽで接続された

機器制御装置は､ｺﾏﾝﾄﾞﾘｽﾄ取得部に

よりﾃﾞｰﾀ送信部を介して機器被制

御装置にｺﾏﾝﾄﾞﾘｽﾄ情報を要求しこ

れに基づいて表示部に制御ｺﾏﾝﾄﾞを

選択肢として表示させ､ｺﾏﾝﾄﾞ仕様

取得部により､ﾕｰｻﾞに選択された制

御ｺﾏﾝﾄﾞについてのｺﾏﾝﾄﾞ詳細仕様 

情報を機器被制御装置に要求し､ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定部

により､ｺﾏﾝﾄﾞ詳細仕様情報に基づいてﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定

することにより制御ｺﾏﾝﾄﾞを構築して､ﾃﾞｰﾀ送信部を

介して機器被制御装置に対して送信することによ

り、機器被制御装置に特定の機能を実行させる。 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報の照合手順 

特開 2000-059406 

98.08.07 

H04L12/40 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ機器のﾃﾞ-ﾀ伝送制御装置及びｼｽﾃﾑ 

機
器
制
御
技
術 

接
続
性
能 

の
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2000-134502 

98.10.26 

H04N5/00 

音声映像配信装置 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.3.4 松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（6/20） 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

機器制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合 

特開 2001-086572 

00.07.12 

H04Q9/00,301 

家電機器制御ﾈﾂﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ実施 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ･ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

特開 2001-012745 

00.04.28 

F24C7/02,301 

ﾃﾞ-ﾀ送信装置､ﾃﾞ-ﾀ受信装置､ﾙ-ﾙ通信方法､及びﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑ記録媒体 

特開 2000-055374 

(拒絶査定) 

99.04.14 

F24C7/02,301 

ﾃﾞ-ﾀ送信装置､ﾃﾞ-ﾀ受信装置､ﾙ-ﾙ通信装置､ﾙ-ﾙ通信

方法､及びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ記録媒体 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-340341 

98.04.17 

F24C7/02,301 

送信方法､受信方法､及びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ記録媒体 

互
換
性
の
維
持 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特許 3339104 

93.05.07 

H04Q9/00,321 

端末機器集中制御ｼｽﾃﾑ及び該端末機器集中制御ｼｽﾃ

ﾑを構成する集中管理装置､端末機器制御装置並び

に端末機器の集中制御方法 

端末機器集中制御ｼｽﾃﾑは､複

数の端末機器と､使用者から

の各機器に対する動作規則を

受け取り､動作規則に従って

機器を動作させるための制御

命令を機器に発する機器ｺﾝﾄﾛ

ｰﾗと､複数の機器と機器ｺﾝﾄﾛｰ

ﾗとを接続する HBS と､機器ｺﾝ

ﾄﾛｰﾗと機器との間のﾃﾞｰﾀの送

受信を制御するｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾕﾆｯﾄ

と､種々の機器の動作属性と 

その動作を行わせるための動作制御規則の情報を

保持し､機器ｺﾝﾄﾛｰﾗから与えられる動作規則に対応

する動作制御規則を生成して機器ｺﾝﾄﾛｰﾗに出力す

るﾈｯﾄﾜｰｸ管理装置とを備える。 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

分割ﾃｰﾌﾞﾙ構造 

特開 2000-149405 

98.11.02 

G11B20/10 

ﾃﾞ-ﾀ送受信装置および方法 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

連続起動ｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2002-354555 

01.05.23 

H04Q9/00,301 

機器制御装置及び電子機器 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

吸収ﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開平 08-214013 

95.02.07 

H04L12/40 

機器の制御装置 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

API ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開平 07-075173 

94.07.05 

H04Q9/00,301 

機器制御装置 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特許 3440914 

00.03.10 

H04N1/00,107 

ｽｷｬﾅ-用ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ設定方法 

印刷された設定ｼｰﾄを使わずに､ﾊﾟ

ｿｺﾝ等に保存したり､ｲﾝﾀｰﾈｯﾄから

入手または表示できるﾌｧｲﾙの形を

とり､ﾄﾞｯﾄﾏﾄﾘｯｸｽ表示装置上に設

定用ｲﾒｰｼﾞとして表示できるよう

にすることで､汚れることもなく､

また即座に設定ﾂｰﾙを入手でき､画

面で設定誘導をするため､間違い

も減らせる手段である｡ 

特開 2001-006259 

99.06.16 

G11B19/02,501 

操作ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ方法および操作ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ装置 

機
器
制
御
技
術 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開 2001-006259 

99.06.16 

G11B19/02,501 

操作ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ方法および操作ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ装置 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.3.4 松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（7/20） 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特許 3440914 

00.03.10 

H04N1/00,107 

ｽｷｬﾅ-用ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ設定方法 

印刷された設定ｼｰﾄを

使わずに､ﾊﾟｿｺﾝ等に

保存したり､ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

から入手または表示

できるﾌｧｲﾙの形をと

り､ﾄﾞｯﾄﾏﾄﾘｯｸｽ表示装

置上に設定用ｲﾒｰｼﾞと

して表示できるよう

にすることで､汚れる

こともなく､また即座

に 設 定 ﾂ ｰ ﾙを 入 手 で

き､画面で設定誘導を

するため､間違いも減

らせる手段である｡ 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2000-330917 

99.05.20 

G06F13/00,357 

画像形成装置 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

設定値のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開平 10-117388 

96.10.11 

H04Q9/00,301 

[被引用回数 1] 

宅内情報端末ｼｽﾃﾑ 

宅内情報端末装置と

機器と管理ｾﾝﾀからな

り､宅内情報端末装置

は入力手段を介して

各種情報を入力され､

管理ｾﾝﾀはこの情報を

基に設定情報生成手

段が設定情報を生成

して機器に送信し､機

器はこの設定情報を

設定情報蓄積手段蓄

積保存する｡したがっ

て機器単体であって

も宅内情報端末装置

で行なっていたのと

同様の容易な操作が

可能となる｡ 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

吸収ﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開 2002-159074 

00.11.17 

H04Q9/00,301 

機器制御ｼｽﾃﾑ 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換 

特開平 08-251204 

(みなし取下) 

95.03.08 

H04L12/40 

[被引用回数 3] 

機器制御ｼｽﾃﾑ 

 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

機器制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特開 2003-052092 

01.08.08 

H04Q9/00,321 

機器制御装置および機器制御ｼｽﾃﾑ 

機
器
制
御
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

DCM に設定 

特開平 09-251369 

96.03.18 

G06F3/14,340 

AV 機器制御装置 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.3.4 松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（8/20） 

特許 3276362 

91.08.13 

H04L12/28,200 

通信ｼｽﾃﾑ制御処理方法 

複数の端末を伝送路により結合

し､相互に通信を行なうﾈｯﾄﾜｰｸの

通信ｼｽﾃﾑ制御処理方法において､

通信により各端末の持つ特定のｻｰ

ﾋﾞｽ機能の起動を要求する第 1 の通

知手段と､通信により第 1 の通知手

段による要求に対して起動が可能

であることを通知する第 2 の通知

手段と､第 2 の通知手段による通知 

に対して起動を指示する第 3 の通知手段を利用する

に当たり､特定のｻｰﾋﾞｽ機能を持つ端末では第 1 の通

知手段による要求を受け取った時には前記第 2 の通

知手段による通知を応答として返し､さらに第 3 の

通知手段による指示を待ち、第 3 の通知手段による

指示を受け取った時点で特定のｻｰﾋﾞｽ機能を起動す

ることを特徴とする通信ｼｽﾃﾑ制御処理方法。 

特許 3276363 

91.08.13 

H04L12/28,200 

通信ｼｽﾃﾑ制御処理装置 

複数の端末を伝送路により結合

し､相互に通信を行なうﾈｯﾄﾜｰｸに

おいて､特定のｻｰﾋﾞｽ機能の制御を

する第 1 処理部と､第 1 処理部の起

動開始時に他の端末に対して起動

通知を行なう第 2 処理部と､第 1 処

理部の通常動作中に他の端末から 

の特定のｻｰﾋﾞｽ機能の起動開始の通知を受け取った

時に特定のｻｰﾋﾞｽ機能が動作中であることを通知す

る第 3 処理部 72 を具備し､第 2 処理部 71 において

は特定のｻｰﾋﾞｽ機能の起動通知後に一定時間他の端

末からの特定のｻｰﾋﾞｽ機能の動作中を指示する応答

を待ち,一定時間経過後も応答の無い時のみ第１処

理部と第３処理部７２を起動し，応答のあった場合

には第１処理部と第３処理部 71 の起動を停止する。

特許 3276364 

91.08.13 

H04L12/28,200 

通信ｼｽﾃﾑ制御処理装置 

特定のｻｰﾋﾞｽ機能の制御処理を実現

する第 1 の処理部と､第 1 の処理部の

動作停止中の動作停止解除のための

制御処理を行なう第 2 の処理部を具

備し､第 2 の処理部においては,伝送

路により結合された他の端末からの

前記特定のｻｰﾋﾞｽ機能の起動の要求

を受けた時に,起動が可能であるこ 

とを要求を出した端末に通知し,その後一定時間経

過後も何等応答の無い場合には起動要求前の状態

に戻り,一定時間経過以前に起動を指示する通知を

受けた時には第１の処理部を起動する通信システ

ム制御処理装置。 

機
器
制
御
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ﾒｿｯﾄﾞの設定 

特許 3276365 

91.08.13 

H04L12/28,200 

通信ｼｽﾃﾑ制御処理装置 

第 2 端末は,複数の第 1 端末の内一

台が特定ｻｰﾋﾞｽ機能を提供中で残

りの第 1 端末は特定ｻｰﾋﾞｽ機能の制

御を停止している時,特定ｻｰﾋﾞｽ機

能の動作中の第 1 端末に対して特

定ｻｰﾋﾞｽ機能の提供要求を行なっ

た時に応答が無いことを確認時, 

特定ｻｰﾋﾞｽ機能を有する全端末に対して特定ｻｰﾋﾞｽ

機能の起動の要求を行なう起動制御処理部を具備

し、起動制御処理部においては，特定サービス機能

の起動の要求を行なった後に最初に応答のあった

端末に対してのみ起動の指示を行なう。 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.3.4 松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（9/20） 

特開 2003-037604 

01.07.23 

H04L12/28,300 

機器ｸﾞﾙ-ﾌﾟ化ｼｽﾃﾑ､受信装置､管理装置､機器ｸﾞﾙ-ﾌﾟ

化方法､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､および媒体 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2003-052093 

01.08.08 

H04Q9/00,361 

機器の遠隔制御装置および機器の遠隔制御ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-197044 

00.12.25 

G06F13/10,330 

ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄ-ﾙ方法 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開 2000-194538 

99.10.12 

G06F9/06,410 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ制御ｼｽﾃﾑおよびﾈｯﾄﾜ-ｸ端末およびｺﾝﾄﾛ-ﾙ端

末 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2002-027569 

00.07.03 

H04Q9/00,301 

遠隔制御用ﾃﾞ-ﾀ送信方法およびその装置､遠隔制御

用ﾃﾞ-ﾀ受信方法およびその装置 

特開 2000-295674 

99.04.07 

H04Q9/00,301 

遠隔制御装置､被遠隔制御装置および遠隔制御ｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2002-044765 

00.07.28 

H04Q9/00,321 

遠隔制御ｼｽﾃﾑとｹﾞ-ﾄｳｪｲ装置 

遠
隔
で
の
機
能
改
善 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2003-018665 

01.07.03 

H04Q9/00,301 

遠隔操作装置 

補助的手段の活用 

電子ﾒｰﾙの活用 

特開 2002-152859 

00.11.14 

H04Q9/00,301 

ﾎ-ﾑｺﾝﾄﾛ-ﾙｼｽﾃﾑ 

特開 2000-312391 

99.04.27 

H04Q9/00,311 

機器制御装置､制御装置､双方向ﾘﾓｺﾝ装置および被

制御装置 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 特開 2003-102078 

01.09.21 

H04Q9/00,321 

端末装置､通信ｼｽﾃﾑ､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､通信方法 

機
器
制
御
技
術 

遠
隔
で
の
機
能
改
善 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞ手

順 

特開 2000-125370 

98.10.19 

H04Q9/00,311 

[被引用回数 2] 

遠隔制御ｼｽﾃﾑ､機器制御装置およびｹﾞ-ﾄｳｴｲ装置 

ｹﾞｰﾄｳｪｲ装置は､機器制御装置の入

力手段により入力されたｺﾏﾝﾄﾞの

中で､自ｹﾞｰﾄｳｪｲ装置宛てのｺﾏﾝﾄﾞ

のみを機器に送信する｡また､ｹﾞｰﾄ

ｳｪｲ装置の画像取込手段は実画像

を取り込み､機器制御装置の画像

表示手段で表示する｡これにより､

実画像を確認しながらｹﾞｰﾄｳｪｲ装

置を選択できるので､選択が容易

である｡また､機器の動作の確認も 

実画像でできるので､誤操作を防ぐことが出来る｡ 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞに識別情報の付

加 

特開平 11-261613 

(取下) 

98.03.13 

H04L12/40 

[被引用回数 1] 

ﾃﾞ-ﾀ転送方法 

特開平 08-166915 

(みなし取下) 

94.12.13 

G06F13/00,355 

画像伝送装置および伝送方法 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

DCM に設定 

特開 2002-073436 

00.08.29 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ対応機器能力提示装置 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.3.4 松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（10/20） 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ﾒｿｯﾄﾞの発信 

特開平 11-069072 

97.08.25 

H04N1/00,107 

機器間直接通信方式及びこれに用いる入出力装置 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2001-045575 

99.07.26 

H04Q9/00,301 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ制御ｼｽﾃﾑ､及びﾈｯﾄﾜ-ｸ制御ｼｽﾃﾑに用いるﾃﾞﾊﾞ

ｲｽ並びにｺﾝﾄﾛ-ﾗ 

相
互
運
用
技
術 

遠
隔
で
の 

機
能
改
善 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

画面位置との関連付け 

特開平 09-305305 

(拒絶査定) 

96.12.19 

G06F3/033,310 

画像表示装置およびその遠隔制御方法 

通
信
性
能
の 

向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

資源情報の表示手順 

特開平 11-341472 

(拒絶査定) 

98.05.26 

H04N7/173 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ制御ｼｽﾃﾑ､ｺﾝﾄﾛ-ﾗ及びﾃﾞﾊﾞｲｽ 

接
続
性
能
の 

向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

資源情報の表示手順 

特開平 10-224875 

(拒絶査定) 

97.02.06 

H04Q9/00,361 

[被引用回数 3] 

機能制御方法 

 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

操作制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特開 2003-029895 

93.10.20 

G06F3/00,654 

ﾒﾆｭ-情報合成方法 

互
換
性
の
維
持 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開平 11-041363 

97.07.22 

H04M11/00,301 

情報ｼｽﾃﾑ 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

吸収ﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開 2000-069060 

98.08.24 

H04L12/40 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ通信ｼｽﾃﾑ 
シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2002-078040 

00.08.29 

H04Q9/00,301 

機器選択装置および機器選択方法 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

状態遷移ﾃｰﾌﾞﾙ 

特開平 08-153004 

(みなし取下) 

94.11.28 

G06F9/44,570 

目的可能性算出方法､目的可能性算出装置､操作支

援方法､操作支援装置 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

操作制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合 

特開 2003-186587 

01.12.19 

G06F3/00,651 

画像表示ｼｽﾃﾑ 

特開平 06-326714 

(拒絶査定) 

93.05.11 

H04L12/40 

[被引用回数 1] 

操作画面送信処理装置､ﾎ-ﾑﾊﾞｽ接続型機器制御装

置､ﾎ-ﾑﾊﾞｽ-赤外線変換装置､可搬型機器機器制御装

置及び､ﾎ-ﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑ用機器制御ｼｽﾃﾑ 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

操
作
性
の
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開平 07-146774 

(みなし取下) 

93.11.22 

G06F3/14,370 

対話型操作装置 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.3.4 松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（11/20） 

特開平 11-212697 

98.01.21 

G06F3/00,654 

情報処理装置 

特開 2000-333269 

99.05.21 

H04Q9/00,301 

GUI(GraphicalUserInterface)駆動型ﾈｯﾄﾜ-ｸ制御ｼｽ

ﾃﾑ､及び GUI 駆動型ﾈｯﾄﾜ-ｸ制御ｼｽﾃﾑに用いるﾃﾞﾊﾞｲｽ

並びにｺﾝﾄﾛ-ﾗ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2001-069580 

99.08.31 

H04Q9/00,301 

AV 機器ｺﾝﾄﾛ-ﾙ装置 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ﾒｿｯﾄﾞの発信 

特開 2001-067059 

99.08.25 

G09G5/06 

ｸﾞﾗﾌｨｶﾙﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽ(GUI)装置及び GUI 部品情報生

成装置 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

属性情報対応による表

示処理順序組替 

特開 2000-172394 

99.03.04 

G06F3/00,654 

ﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽ装置及び放送受信装置 

特開 2000-122780 

98.10.19 

G06F3/00,654 

ｺﾝﾄﾛ-ﾙ端末､ﾈｯﾄﾜ-ｸ端末およびﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 手順の追加･情報の表

示処理手順 

資源情報の表示手順 

特開 2000-172404 

98.12.02 

G06F3/00,657 

ﾕ-ｻﾞｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽ装置 

特開平 08-129427 

(拒絶査定) 

94.10.31 

G06C7/00 

機器の表示装置 

特開平 10-155121 

96.11.21 

H04N5/445 

[被引用回数 1] 

映像表示装置 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾊﾞｽの制御信号をｲﾝﾀｰﾌｪｲ

ｽ回路がすべての制御信号をﾃﾞｺｰ

ﾄﾞし､CPU にそのﾃﾞｰﾀを伝送する｡

CPU は伝送されたﾃﾞｰﾀからﾃﾞｨｼﾞﾀ

ﾙﾊﾞｽに接続されている機器の状

態の演算/解析処理を行い表示ﾃﾞ

ｰﾀを作成を行う｡表示ﾃﾞｰﾀは表示

処理回路で演算され､ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに

表示される｡ 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開 2001-344163 

00.05.31 

G06F13/00,357 

信号処理装置､媒体および情報集合体 

特開平 08-123650 

(みなし取下) 

94.10.28 

G06F3/14,340 

目的入力装置 

特開平 08-171443 

(みなし取下) 

94.12.20 

G06F3/02,380 

操作支援装置及び操作支援方法 

特開平 11-088378 

97.09.10 

H04L12/40 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ機器制御装置 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

機器と関連付けられた

表示部品 

特開平 11-328081 

(拒絶査定) 

98.05.13 

G06F13/00,355 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ制御ｼｽﾃﾑ､ｺﾝﾄﾛ-ﾗ及びﾃﾞﾊﾞｲｽ 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

設定値のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2000-125366 

98.10.20 

H04Q9/00,301 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ制御ｼｽﾃﾑ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.3.4 松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（12/20） 

保
守
性
の 

向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開平 07-030674 

(拒絶査定) 

93.07.07 

H04M11/00,301 

遠隔制御装置 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の 

改
善 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

状態情報の表示手順 

特開 2001-352333 

00.06.08 

H04L12/28 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ接続機器 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

無線ｱﾄﾞﾚｽ･ﾃｰﾌﾞﾙの作

成 

特開 2003-115846 

01.10.04 

H04L12/28,200 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ機器制御装置ならびに被制御装置および制

御方法 

特開平 07-284164 

94.04.12 

H04Q9/00,301 

[被引用回数 2] 

機器操作支援装置及び機器操作支援方法 

操作の対象とする機

器の操作情報を蓄積

する手段と,この操作

情報に従ってｲﾝﾀﾌｪｰｽ

を生成実行する手段

と,機器の制御を行な

うための手段を設け

る｡特に複数の機器の

機能を複合して用い

るための複合機能情

報を取り扱うことに

より,複合機能の操作 

ｲﾝﾀﾌｪｰｽを実現し,また障害診断知識を扱う障害診

断検索手段を設けることにより,対話的な障害の診

断を可能とする｡これらの知識は,操作情報媒体に

よって供給され,この媒体からの情報を読みとり可

能な装置を備える｡ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

操作制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特開平 07-296041 

(みなし取下) 

94.04.22 

G06F17/50 

操作ﾊﾟﾈﾙのﾚｲｱｳﾄ生成装置及び操作ｶﾞｲﾄﾞ生成装置 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2000-201387 

99.07.09 

H04Q9/00,321 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ制御装置およびｺﾝﾄﾛ-ﾙ端末およびﾈｯﾄﾜ-ｸ端

末 

特開 2002-353968 

01.05.30 

H04L12/28,100 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸおよびそれに用いられるｹﾞ-ﾄｳｪｲ 手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開 2002-215578 

01.01.23 

G06F15/00,310 

取扱説明提示ｼｽﾃﾑ及び取扱説明提示装置 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開平 11-249709 

(拒絶査定) 

98.03.05 

G05B19/04 

[被引用回数 1] 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ制御ｼｽﾃﾑ及びﾈｯﾄﾜ-ｸ制御ｼｽﾃﾑにおけるﾃﾞﾊﾞｲ

ｽ並びにｺﾝﾄﾛ-ﾗ 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

ｱﾄﾞﾚｽ変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

特開 2001-022498 

00.04.14 

G06F3/00,656 

ｲﾍﾞﾝﾄ制御装置およびﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送ｼｽﾃﾑ 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

遠
隔
で
の 

機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開平 07-334298 

(みなし取下) 

94.06.09 

G06F3/033,310 

遠隔操作方式 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.3.4 松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（13/20） 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

階層ﾒﾆｭｰの表示手順 

特開平 10-161794 

96.11.29 

G06F3/023,330 

ｵﾝｽｸﾘ-ﾝﾒﾆｭ活性化のための方法およびｼｽﾃﾑ 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス 

技
術 

遠
隔
で
の
機
能
改
善 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

他ﾈｯﾄﾜｰｸと関連付けら

れた表示情報 

特開平 10-111854 

96.10.04 

G06F15/00,310 

ﾌﾞﾗｳｻﾞにおけるﾘﾝｸ番号表示方法 

特開平 11-308294 

98.04.17 

H04L29/08 

通信速度設定装置 ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開 2000-324163 

99.05.12 

H04L12/56 

ﾃﾞ-ﾀ送信装置とﾃﾞ-ﾀ受信装置 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｺｰﾄﾞ･ｴﾝｺｰﾄﾞ 

DCT 変換 

特開平 11-120111 

97.10.09 

G06F13/00,355 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｽｷｬﾅｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

ｷｬｯｼｭから情報の取得

手順 

特開平 08-153032 

94.11.29 

G06F12/00,545 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ経由ﾃﾞ-ﾀ先読みﾊﾞｯﾌｧ方法 

特開 2000-069063 

98.08.26 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ送信装置とﾃﾞ-ﾀ受信装置 

特開 2000-101578 

98.09.21 

H04L12/28 

無線ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

特許 3156704 

00.11.16 

H04L12/28 

ﾃﾞ-ﾀ送信方法 

第 2 の送信装置の帯域取得手

段は､第 1 の送信装置の送信を

停止させた後､第 1 の送信装置

から読み出した伝搬遅延識別

子と最大送信ﾃﾞｰﾀ量を用いる

ことによって､第 1 の送信装置

が使用していた帯域を求め､こ

の帯域を使用して送信を開始

する｡送信装置を切り替える際 

に帯域の返却と再取得を伴わないため､必要な手続

きが簡略化される｡さらに伝搬遅延識別子を用いる

ことで帯域の有効利用が可能となる｡ 

通
信
制
御
技
術 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特許 3156705 

00.11.16 

H04L12/28 

ﾃﾞ-ﾀ送信方法 

第 2 の送信装置の帯域取得手段

は､第 1 の送信装置の送信を停止

させた後､第 1 の送信装置から読

み出した伝搬遅延識別子と最大

送信ﾃﾞｰﾀ量を用いることによっ

て､第 1 の送信装置が使用してい

た帯域を求め､この帯域を使用

して送信を開始する｡送信装置

を切り替える際に帯域の返却と 

再取得を伴わないため､必要な手続きが簡略化され

る｡さらに伝搬遅延識別子を用いることで帯域の有

効利用が可能となる｡ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.3.4 松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（14/20） 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特許 3156708 

00.11.16 

H04L12/28 

ﾃﾞ-ﾀ送信装置 

第 2 の送信装置の帯域取得手段

は､第 1 の送信装置の送信を停止

させた後､第 1 の送信装置から読

み出した伝搬遅延識別子と最大

送信ﾃﾞｰﾀ量を用いることによっ

て､第 1 の送信装置が使用してい

た帯域を求め､この帯域を使用し

て送信を開始する｡送信装置を切

り替える際に帯域の返却と再取 

得を伴わないため､必要な手続きが簡略化される｡

さらに伝搬遅延識別子を用いることで帯域の有効

利用が可能となる｡ 

特開平 11-184791 

97.12.18 

G06F13/00,357 

計算機における受信ﾃﾞ-ﾀの記録媒体への書き込み

方法､及び計算機における受信ﾃﾞ-ﾀの記録媒体への

書き込み方法を記載したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した記録媒

体 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ﾊﾞｯﾌｧの領域割付手順 

特開 2003-023471 

01.07.10 

H04L29/08 

ﾊﾟｹｯﾄ送受信処理回路 

特許 2862160 

93.09.03 

H04Q9/00,301 

ｿﾆ- 

通信方式 

例えば AV ｾﾝﾀ 1(D2B 制御部 1a)に

おいて､その通信ﾓｰﾄﾞがﾏｽﾀ送信ﾓ

ｰﾄﾞとされ､1 ﾌﾚｰﾑのﾊﾟｹｯﾄが TV2

に送信される｡そして､TV2(D2B 制

御部 2a)において､その通信ﾓｰﾄﾞ

がｽﾚｰﾌﾞ受信ﾓｰﾄﾞとされ､AV ｾﾝﾀ 1

からの 1 ﾌﾚｰﾑのﾊﾟｹｯﾄが受信され

ると､AV ｾﾝﾀ 1 と TV2 との間の通

信は終了する｡ 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開 2001-156734 

99.11.29 

H04J3/00 

加入者系ﾈｯﾄﾜ-ｸ装置および無線基地局 

特開 2000-216845 

99.01.22 

H04L29/06 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ制御ｼｽﾃﾑ､ｺﾝﾄﾛ-ﾗ､及びﾀ-ｹﾞｯﾄ 

特開 2000-253463 

99.02.26 

H04Q9/00,301 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ制御ｼｽﾃﾑ及びこのﾈｯﾄﾜ-ｸ制御ｼｽﾃﾑに用いるﾀ

-ｹﾞｯﾄ､ｺﾝﾄﾛ-ﾗ､並びにｺﾝｼｭ-ﾏ 

特開 2002-152198 

00.11.09 

H04L12/18 

ﾏﾙﾁｷｬｽﾄ転送方法およびﾏﾙﾁｷｬｽﾄ転送装置 

特開 2002-158667 

00.11.17 

H04L12/28 

無線装置及び無線ﾈｯﾄﾜ-ｸ 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2002-223213 

01.01.26 

H04L12/28,200 

ﾃﾞ-ﾀ転送方法､記憶装置､その制御方法､及びﾃﾞ-ﾀ転

送制御装置 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの分割 

特開平 11-331220 

98.05.21 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ転送方法 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

ﾀｲﾑｽﾛｯﾄの割付 

特開 2001-156824 

99.11.29 

H04L12/44 

加入者系ﾈｯﾄﾜ-ｸ装置および中継局 

通
信
制
御
技
術 

通
信
品
質
の
向
上 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

ﾚｽﾎﾟﾝｽ付きｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2003-198550 

01.12.25 

H04L12/28,200 

通信装置及び通信方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.3.4 松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（15/20） 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特許 3271355 

93.03.02 

H04L12/40 

通信電文受信分析装置 

ｲﾝﾀﾌｪ-ｽﾕﾆｯﾄﾊ-ﾄﾞにて受信を行った

ﾊﾞｽ上の電文を､ｲﾝﾀﾌｪ-ｽﾕﾆｯﾄ制御手

段がﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ制御手段よりﾄﾗﾝｻﾞｸ

ｼｮﾝを捕捉し受信を行った電文を設

定しｷｭ-ﾊﾞｯﾌｧ制御手段でｷｭ-ﾊﾞｯﾌｧ

へ電文の登録を行う｡ﾓﾆﾀ実行制御

手段は､電文受信を行っていない空 

き時間にｷｭ-ﾊﾞｯﾌｧへ登録されたﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを取り出

し､ﾃﾞ-ﾀ蓄積手段にてﾃﾞ-ﾀの蓄積を行い､画面表示手

段で画面表示を行う｡ 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のｶｳﾝﾄ手順 

特開平 11-184780 

98.03.19 

G06F13/00,353 

ｽﾄﾘ-ﾑﾃﾞ-ﾀ転送方法およびｼｽﾃﾑ 

通
信
品
質
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

再現処理の取りやめ手

順 

特開 2003-179614 

95.03.22 

H04L12/40 

通信制御装置及び通信制御方法 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

電力供給ﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開 2003-018558 

01.06.28 

H04N7/10 

ﾃﾚﾋﾞ信号配信ｼｽﾃﾑ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの分割 

特開平 07-250084 

(みなし取下) 

94.03.09 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ伝送装置 

特開 2000-123275 

98.10.19 

G08B25/10 

情報伝送ｼｽﾃﾑ ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2001-186044 

99.12.24 

H04B1/40 

無線制御装置 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特許 3127704 

94.03.09 

H04L12/28 

ﾃﾞ-ﾀ転送方法 

本発明のﾃﾞｰﾀ転送方法では､同期ﾊﾟｹ

ｯﾄ内のﾃﾞｰﾀﾍｯﾀﾞ 2 に､前記同期ﾊﾟｹｯﾄ

を送信する送信ﾉｰﾄﾞのﾉｰﾄﾞ識別子を

付加した構成を有している｡受信ﾉｰ

ﾄﾞは､受信した同期ﾊﾟｹｯﾄに含まれる

送信ﾉｰﾄﾞのﾉｰﾄﾞ識別子を見るだけで

瞬時に同期ﾊﾟｹｯﾄを送信したﾉｰﾄﾞを 

判別することができる｡また送信ﾉｰﾄﾞが､1 回以上の

継続要求を受信した時点でﾌﾟﾛﾃｸﾄ状態となり､継続

要求を受信した回数以上の停止許可を受信した時点

でﾌﾟﾛﾃｸﾄ解除状態となることによって､ﾌﾟﾛﾃｸﾄ状態

では他のﾉｰﾄからの送信停止要求を拒絶し、同期ﾊﾟｹｯ

ﾄの送信を停止しないようにすることができる。 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

資源の接続順の組替え 

特開 2000-134234 

98.10.21 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ送信方法､ﾃﾞ-ﾀ受信方法､ﾃﾞ-ﾀ送受信方法､ｺﾝﾋﾟ

ｭ-ﾀ読み取り可能な記録媒体､ﾃﾞ-ﾀ送信装置､ﾃﾞ-ﾀ受

信装置､及びﾃﾞ-ﾀ送受信装置 

特開平 05-244169 

(みなし取下) 

92.03.02 

H04L12/40 

信号接続制御方法及びその端末機器 手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2002-152835 

00.11.13 

H04Q7/38 

移動端末装置 

通
信
制
御
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開 2001-223716 

00.11.28 

H04L12/28 

無線通信ｼｽﾃﾑ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.3.4 松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（16/20） 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開 2003-078527 

01.08.31 

H04L12/28,200 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ装置 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報ﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞ手順 

特開平 11-261715 

98.03.09 

H04M11/00,301 

ﾃﾞ-ﾀ端末通信ｼｽﾃﾑ 
接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

途中からの再現処理手

順 

特許 3341758 

00.07.28 

H04L12/28,200 

ﾃﾞ-ﾀ転送方法 

送信ﾉｰﾄﾞが､1 回以上の継続要求を受

信した時点でﾌﾟﾛﾃｸﾄ状態となり､他

のﾉｰﾄﾞからの送信停止要求を拒絶

し､同期ﾊﾟｹｯﾄの送信を停止しないよ

うにすることができ､また､継続要求

を受信した回数､停止許可を受信し

た時点でﾌﾟﾛﾃｸﾄ解除状態となる｡ 

互
換
性

の
維
持 

手順の追加･分岐の処

理手順 

各種設定条件に応じた

分岐組合せ 

特開 2002-208932 

01.01.10 

H04L12/28,100 

非同期ﾊﾟｹｯﾄ転送方法 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

吸収ﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開平 11-261604 

98.03.11 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ送受信方法 
シ
ス
テ
ム
の 

性
能
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開 2000-134212 

98.10.22 

H04L12/28 

宅内通信ｼｽﾃﾑ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開 2000-059383 

98.08.07 

H04L12/28 

信号転送先選定装置及び､情報通信ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開 2000-036156 

99.05.07 

G11B20/10 

ﾃﾞ-ﾀ送受信装置およびその方法 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

ﾚｽﾎﾟﾝｽ付きｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2003-015974 

01.07.04 

G06F13/00,357 

通信ｼｽﾃﾑ 

接
続
機
能
の
改
善 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成 

特開 2002-314545 

01.04.11 

H04L12/28,200 

送信装置､およびﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

通
信
制
御
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機

器
の
機
能
改
善 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開平 11-328845 

98.05.20 

G11B20/10 

CD ｻﾌﾞｺ-ﾄﾞﾃﾞ-ﾀ伝送 LAN ｼｽﾃﾑ 

通
信
性
能

の
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 07-007765 

(拒絶査定) 

93.06.21 

H04Q9/00,301 

[被引用回数 1] 

ﾊﾞｽｼｽﾃﾑ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特許 3075014 

93.05.14 

H04L12/40 

ﾊﾞｽｼｽﾃﾑ 

機器確認手段が､ｻﾌﾞﾊﾞｽの接続機

器の存在を確認し､存在を確認し

た接続機器に対して､変化通知依

頼手段が､機器状態変化通知手段

に､状態変化を通知するよう依頼

し､機器状態変化通知手段からの

状態変化の通知を､ﾒｲﾝ通知手段が

受けたときにﾃﾞｰﾀ変換手段がﾒｲﾝ

ﾊﾞｽへのﾃﾞｰﾀ変換を施して､ﾒｲﾝﾊﾞｽ

に接続された機器に､ｻﾌﾞﾊﾞｽの接

続機器の状態変化を通知する｡ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.3.4 松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（17/20） 

接
続
性
能

の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開平 09-064878 

(みなし取下) 

95.08.22 

H04L12/28 

通信装置 

操
作
性

の
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2003-091298 

01.06.06 

G10L15/22 

音声認識及び自然言語を用いる家庭活動の自動制

御 

安
全
性
の
向
上 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開 2001-060972 

99.08.19 

H04L12/66 

[被引用回数 2] 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ接続装置 

電子機器ﾈｯﾄﾜｰｸと外部のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ網を

接続するﾈｯﾄﾜｰｸ接続装置を用いて､外

部へ公開する電子機器､又は公開する

電子機器の機能を設定することで､外

部からは一部の機器しか見ることがで

きなくなる｡ 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

仲介ｻｰﾊﾞ 

特開 2003-030072 

01.07.18 

G06F13/00,357 

遠隔制御代理方法および遠隔制御代理装置 

特開平 11-164055 

97.12.01 

H04M11/00,303 

遠隔地端末へのﾃﾞ-ﾀ転送ｼｽﾃﾑ 

特開平 11-261714 

98.03.09 

H04M11/00,301 

[被引用回数 1] 

設備情報ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

上記課題を解決するため､宅内

にある設備機器やそのﾘﾓｺﾝのﾈ

ｯﾄﾜｰｸと､ｶﾞｽなどのｴﾈﾙｷﾞｰ資料

量の自動検針のための外部ﾈｯﾄ

ﾜｰｸを結合し､さらに､それらの

ﾈｯﾄﾜｰｸを利用した情報表示や

機器制御などを行わせるため 

の住宅情報盤を備える｡住宅情報盤は､自由な文字を

表示できる文字表示機能と､外部からの情報に対し

て､ﾕｰｻﾞが対話的に操作できる押しﾎﾞﾀﾝなどのｲﾝﾀｰﾌ

ｪｰｽを備える｡ 

特開 2001-117829 

99.10.15 

G06F13/00,351 

情報伝送ｼｽﾃﾑ 

特開 2001-285309 

00.03.31 

H04L12/28 

ｹﾞ-ﾄｳｪｲ装置､媒体および情報集合体 

特開 2003-134129 

01.10.23 

H04L12/28,300 

ﾅﾋﾞｹﾞ-ｼｮﾝ装置 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ(集中制御) 

特開 2003-134264 

01.10.23 

H04M11/00,303 

ﾅﾋﾞｹﾞ-ｼｮﾝ装置 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

IC ｶｰﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開 2002-108532 

00.10.03 

G06F3/00,654 

ﾒﾆｭ-表示装置及びﾒﾆｭ-表示方法 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 07-177160 

(みなし取下) 

94.11.30 

H04L12/28 

ﾃﾞ-ﾀ転送装置 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

分割ﾃｰﾌﾞﾙ構造 

特開 2003-022203 

01.04.27 

G06F12/00,514 

ｺﾝﾃﾝﾂ解析装置､ｺﾝﾃﾝﾂ解析方法､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及びその記

録媒体 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

吸収ﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開 2000-332801 

99.05.19 

H04L12/40 

仮想 AV ﾈｯﾄﾜ-ｸ構築装置､及び仮想 AV ﾈｯﾄﾜ-ｸ構築方

法､並びに仮想 AV ﾈｯﾄﾜ-ｸ構築方法に関するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

を記載した記録媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.3.4 松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（18/20） 

特開 2001-007861 

99.06.24 

H04L12/66 

[被引用回数 2] 

ｹﾞ-ﾄｳｪｲ装置 

HAVi 機器がﾌﾟﾗｸﾞｲﾝされたことを検

知する HAVi ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝ検知手段と､IP ﾈ

ｯﾄﾜｰｸに接続された機器から HAVi 機

器をｱｸｾｽするためのｹﾞｰﾄｳｪｲ機能を

提供する仮想ﾃﾞﾊﾞｲｽと､仮想ﾃﾞﾊﾞｲｽ

に IP ﾈｯﾄﾜｰｸからｱｸｾｽするための IP

識別子を付与し､接続待機状態にす

る仮想ﾃﾞﾊﾞｲｽ管理手段と､仮想ﾃﾞﾊﾞｲ 

ｽが HAVi ﾈｯﾄﾜｰｸの他の機器と通信するための疑似

HAVi ｱﾄﾞﾚｽを生成し付与する疑似ｱﾄﾞﾚｽ生成手段と､

仮想ﾃﾞﾊﾞｲｽに付与された HAVi ｱﾄﾞﾚｽと IP 識別子の

対応を管理するｱﾄﾞﾚｽ対応管理手段とを備える。 

特開 2002-344480 

(拒絶査定) 

96.10.23 

H04L12/46,100 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ情報授受変換装置 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

吸収ﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開 2002-359632 

(拒絶査定) 

96.10.23 

H04L12/46,100 

宅内ﾃﾞｼﾞﾀﾙ情報統合ｼｽﾃﾑ及びﾃﾞｼﾞﾀﾙ情報授受変換

装置 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾛﾄｺﾙの設定･選択 

特開 2001-136173 

99.11.02 

H04L12/28 

無線ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸの通信方法および無線ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃ

ﾑ 

特許 3058375 

92.06.29 

H04L12/40 

伝送制御装置 

自己ｱﾄﾞﾚｽと相手ｱﾄﾞﾚｽを備え

たｻﾌﾞﾊﾞｽと､自己ｱﾄﾞﾚｽ､相手ｱ

ﾄﾞﾚｽの他にｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽとｻﾌﾞﾃﾞ

ﾊﾞｲｽｱﾄﾞﾚｽを備えたﾒｲﾝﾊﾞｽと､

二つのﾊﾞｽ間の電文の受け渡

しをおこなう電文変換手段と

を有し､電文変換手段はﾒｲﾝﾊﾞ

ｽからｻﾌﾞﾊﾞｽ上への個別的指

示を認識してその旨の電文を

生成しｻﾌﾞﾊﾞｽ上へ送り出し､

またﾒｲﾝﾊﾞｽ上からの一斉同報 

指示を認識してその旨の電文を生成しｻﾌﾞﾊﾞｽ上へ

送り出し､またｻﾌﾞﾊﾞｽ上からの代表ｱﾄﾞﾚｽ宛状態指

示を認識してその旨の電文を生成しメインバスへ

送り出し、またサブバス上から発せられる一斉同報

指示を認識してその旨の電文を生成しメインバス

上へ送り出すもの。 

特開平 09-093356 

95.09.26 

H04M11/00,301 

設備情報端末ｼｽﾃﾑ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換 

特開平 09-121335 

95.10.26 

H04N7/16 

[被引用回数 2] 

家庭内ﾒﾃﾞｨｱ蓄積配信ｼｽﾃﾑ 

家庭内ﾒﾃﾞｨｱ蓄積配信ｼｽﾃﾑとしてﾎｰ

ﾑｻｰﾊﾞとﾒﾃﾞｨｱ伝送配信手段とﾛｰｶﾙ

映像情報端末とを少なくとも有し､

かつﾎｰﾑｻｰﾊﾞに大容量蓄積/検索/管

理手段とｽﾄﾘｰﾑ制御手段と､電気通

信網ｱｸｾｽ終端手段を備え､また､ﾛｰｶ

ﾙ映像情報端末の携帯ﾘﾓｰﾄﾊﾟｯﾄﾞとﾎ

ｰﾑｻｰﾊﾞのｽﾄﾘｰﾑ制御手段を操作信号 

のﾚﾍﾞﾙでつなぐ無線通信手段をﾒﾃﾞｨｱ伝送配信手段

に設けｽﾄﾘｰﾑ制御手段にｲﾝﾀﾌｪｰｽした構成を備えてい

る｡さらに､ﾛｰｶﾙ映像情報端末の携帯ﾘﾓｰﾄﾊﾟｯﾄﾞと操

作信号を送受信するﾎｰﾑｻｰﾊﾞに備えるｽﾄﾘｰﾑ制御手段

がｱｸｾｽ権保護情報を備えている。 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.3.4 松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（19/20） 

特開平 10-126435 

96.10.23 

H04L12/46 

宅内ﾃﾞｼﾞﾀﾙ情報統合ｼｽﾃﾑ 

特開 2002-374189 

01.06.15 

H04B3/54 

電灯線通信装置および通信ｼｽﾃﾑ 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換 

特開 2003-023441 

01.07.10 

H04L12/46 

ﾎ-ﾑｾｷｭﾘﾃｲｼｽﾃﾑ 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開 2001-007836 

99.06.24 

H04L12/46 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ間接続装置 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞ手

順 

特許 3392133 

99.07.13 

H04L12/46,100 

ﾎｰﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑにおけるﾃﾞｰﾀ送信方法 

機器は､第 1 のﾈｯﾄﾜｰｸに接続するﾙｰﾀ

装置のうち 1 つのﾙｰﾀ装置を特定ﾙｰﾀ

装置とし､第 1 のﾈｯﾄﾜｰｸ以外のﾈｯﾄﾜｰｸ

へのﾃﾞｰﾀは全て特定ﾙｰﾀ装置宛に送信

し､ﾃﾞｰﾀは､第 1 のﾈｯﾄﾜｰｸ内での宛先

情報として特定ﾙｰﾀ装置の識別情報を

含むことを特徴とするﾃﾞｰﾀ送信方法 

接
続
性
能

の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開平 10-200557 

97.01.10 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ伝送装置 

互
換
性

の
維
持 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開平 11-355265 

98.06.10 

H04L9/14 

AV ｺﾝﾃﾝﾂ送信方法､AV ｺﾝﾃﾝﾂ受信方法､AV ｺﾝﾃﾝﾂ送信

装置､AV ｺﾝﾃﾝﾂ受信装置および媒体 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ 

特開 2001-051948 

99.08.16 

G06F15/00,330 

ｱｸｾｽ制御装置及びｱｸｾｽ制御ｼｽﾃﾑ 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ 

特開 2002-288054 

01.03.23 

G06F13/00,357 

遠隔操作ｼｽﾃﾑ 

特開 2001-344214 

00.05.31 

G06F15/00,330 

端末の認証方法と暗号通信ｼｽﾃﾑ ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

秘密鍵 

特開 2003-087240 

01.09.11 

H04L9/14 

暗号化装置､復号化装置､暗号復号化装置及びﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑ記録媒体 

特開 2001-337917 

00.05.30 

G06F15/00,310 

GUI 装置端末装置､ﾘｿ-ｽ制御装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､媒体

及び情報集合体 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

認証･署名 

特開 2003-179699 

01.12.12 

H04M11/00,301 

ﾈｯﾄﾜｰｸ家電遠隔操作ｼｽﾃﾑ､その方法及び認証ｼｽﾃﾑ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

透かしの埋込･抽出 

特開平 11-055618 

97.08.04 

H04N5/91 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ 

安
全
性
の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2000-307603 

99.04.23 

H04L12/28 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ監視方法および装置 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

保
守
性

の
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｲﾍﾞﾝﾄの処理 

状態変化を検出しｲﾍﾞﾝ

ﾄの送信 

特開 2003-101541 

95.03.22 

H04L12/28,200 

通信制御装置及び通信制御方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.3.4 松下電器産業のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（20/20） 

特開 2003-122871 

01.10.17 

G06F17/60,138 

機器保守支援ｼｽﾃﾑ 手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 特開 2002-342185 

01.03.09 

G06F13/00,357 

ﾘﾓ-ﾄﾒﾝﾃﾅﾝｽｼｽﾃﾑ 

保
守
性
の
向
上 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

特許 3299597 

93.07.05 

H04Q9/00,311 

機器制御ｼｽﾃﾑ及びｼｽﾃﾑ障害管理方法 

機器制御ｼｽﾃﾑは､宅内に配置さ

れた複数の機器と､ｼｽﾃﾑ障害発

生時に､障害情報を収集する機

器ｺﾝﾄﾛｰﾗと､機器と機器ｺﾝﾄﾛｰﾗ 

とを接続する HBS 制御ﾁｬﾈﾙと､機器と機器ｺﾝﾄﾛｰﾗとの

間のﾃﾞｰﾀ送受信を制御する IFU と､ｼｽﾃﾑ障害発生に､

機器ｺﾝﾄﾛｰﾗに対して障害情報の収集を要求するとと

もに､機器ｺﾝﾄﾛｰﾗが収集した障害情報を解析するﾈｯﾄ

ﾜｰｸ管理装置と､機器ｺﾝﾄﾛｰﾗとﾈｯﾄﾜｰｸ管理装置とﾈｯﾄﾜ

ｰｸ管理装置とを接続する通信網とを備える。 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ 

特開平 07-170582 

(みなし取下) 

93.12.14 

H04Q9/00,301 

ﾎ-ﾑﾊﾞｽﾈｯﾄﾜ-ｸ装置 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2003-052082 

01.08.07 

H04Q9/00,301 

通信ｻ-ﾋﾞｽ提供装置及び通信ｻ-ﾋﾞｽ提供方法 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ 

特開 2002-073438 

00.08.30 

G06F13/00,357 

AV ﾈｯﾄﾜ-ｸ制御機器 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

EPG ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ 

特開 2002-199318 

00.12.26 

H04N5/76 

番組録画装置 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開 2002-084585 

00.09.06 

H04Q9/00,321 

予約情報管理ｼｽﾃﾑ､制御機器及び被制御機器 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 10-028296 

96.07.11 

H04Q9/00,311 

設備機器ﾘﾓｺﾝを利用したﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

機器と関連付けられた

表示部品 

特開 2002-268581 

01.03.09 

G09F9/00,362 

電子機器及びその模様替えｻ-ﾋﾞｽ方式 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開 2002-135279 

00.10.30 

H04L12/40 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ装置 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

設定値のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-354146 

01.05.25 

H04M11/00,302 

報知音ﾀﾞｳﾝﾛ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のﾏｽｸ手順 

特開 2001-243156 

00.02.28 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

接
続
機
能

の
改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

吸収ﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開 2001-358725 

00.06.13 

H04L12/28 

屋内機器､屋内機器外部診断装置､屋内機器ﾈｯﾄﾜ-ｸｼ

ｽﾃﾑ､および､屋内機器の状態診断方法 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

シ
ス
テ
ム

や
機
器
の

機
能
改
善 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

特殊動作ｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2000-032358 

98.07.08 

H04N5/44 

AV ｼｽﾃﾑの初期設定方法 
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2.1 スズキ 

 

2.4.1 企業概要 

 

商号 株式会社 東芝 

本社所在地 〒105-8001 東京都港区芝浦1-1-1 

設立年 1904年（明治37年） 

資本金 2,749億26百万円（2003年3月末） 

従業員数 39,875名（2003年3月末）（連結：165,776名） 

事業内容 情報通信システム、社会システム、重電システム、デジタルメディア、家

庭電器、電子デバイス等の製造・販売・エンジニアリング・サービス、他

AV 機器の有力ミドルウエアの規格 HAVi の推進組織である HAVi 推進協会のメンバーであ

る。白物家電ミドルウエア規格 EchoNet の策定メンバーである。 

2003 年 12 月、三洋電機、シャープ、三菱電機と共同で、各社の白物家電を相互にネッ

ト接続するための技術仕様「iReady」の開発を行うことを発表した。ネット接続機能を持

つ「iReady アダプタ」を、家電製品に外付けする方式をとることで、簡便に、既存の商品

や異なるメーカー間の家電も、ネット接続できるようにする構想。 

2.4.2 製品例 

ネットワーク家電として、現在、以下のような製品・サービスを提供している（2004 年

1 月時点）。 

表 2.4.2 東芝のネットワーク家電に関する製品例 

製品名 概要・特徴 

FEMINITY（フェミニティ）シリーズ 

・ITホーム端末（BHT-1002A） 

・ITアクセスポイント（BTR-1002A) 

・ITホームランドリー（TW-741IT） 

・IT冷蔵庫(GR-4631T) 

・ITオーブンレンジ(ER-B33IT) 

 

Bluetooth技術を採用し、家庭用ネットワーク機器（IT

ホーム端末、ITアクセスポイント）と、これに対応した

家電製品（ホームランドリー、冷蔵庫、オーブンレンジ）

から構成される。 

ITホーム端末経由で、インターネット上にあるネットワ

ーク家電サービスサイト「フェミニティ倶楽部」にアク

セスすることで、生活シーンに合わせた運転モードやレ

シピなどの情報を利用できる。例えば、 

・ITホームランドリーでは、家庭で洗える素材情報の受

信や、衣類に合った最適な運転データの受信とそれに

基づいた自動運転が可能。 

・IT冷蔵庫では、冷蔵庫内の食材の賞味期限を知らせた

り、残っている食材を使った料理レシピを検索するこ

とが可能。また、外出先から、残っている食材を確認

することができる 

・ITオーブンレンジでは、調理レシピの受信とそれに基

づく自動調理が可能。 

・家電製品の使用法を誤まったり、故障した場合に、そ

の内容と対応法がITホーム端末上に自動表示される。

HDD&DVDレコーダー 

・RD-X4 

・RD-XS41 

・RD-X3 

・RD-XS31 

「ネットdeナビ機能」を搭載。この機能により、 

・パソコンを用いてインターネット上のiEPGサイトから

録画予約をすることや、メールによる録画予約、携帯

電話からの録画予約が可能。 

・パソコンから、録画済みタイトルの編集や管理が可能。

（出典：東芝のホームページ http://www.toshiba.co.jp/） 

2.4 東芝 
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2.4.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.4.3 に、東芝のネットワーク家電に関する出願件数と発明者数を示す。 

 開発拠点： 

 愛知県瀬戸市穴田町 991 番地  株式会社東芝愛知工場内 

 埼玉県深谷市幡羅町１丁目９番地２号  株式会社東芝深谷映像工場内 

 埼玉県深谷市幡羅町１丁目９番地２号  株式会社東芝深谷工場内 

 神奈川県横浜市磯子区新杉田町８番地  株式会社東芝マルチメディア技術研究所内 

 神奈川県横浜市磯子区新杉田町８番地  株式会社東芝横浜事業所内 

 神奈川県横浜市磯子区新杉田町８番地  株式会社東芝住空間システム技術研究所内 

 神奈川県川崎市幸区小向東芝町１番地  株式会社東芝研究開発センター内 

 神奈川県川崎市幸区小向東芝町１番地  株式会社東芝小向工場内 

 神奈川県川崎市幸区堀川町 580 番１号  株式会社東芝半導体システム技術センター内 

 神奈川県川崎市幸区柳町 70 番地  株式会社東芝柳町工場内 

 静岡県富士市蓼原 336 番地  株式会社東芝富士工場内 

 大阪府茨木市太田東芝町１番６号  株式会社東芝大阪工場内 

 東京都港区芝浦１丁目１番１号  株式会社東芝本社事務所内 

 東京都青梅市末広町２丁目９番地  株式会社東芝青梅工場内 

 東京都日野市旭が丘３丁目１番地１号  株式会社東芝日野工場内 

 東京都府中市東芝町１番地  株式会社東芝府中事業所内 

 

図 2.4.3 東芝のネットワーク家電に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.4.4-1 に東芝のネットワーク家電に関する技術要素と課題、図 2.4.4-2 に課題と解

決手段の分布を示す。機器制御技術、ネットワーク間接続技術や通信制御技術の出願が多

い。これらの出願の課題としては、「接続機能の改善」に関するものが多い。 

「接続機能の改善」に対しては、「手順の組替・変換・削除」で対応しているのが多い。

「安全性の向上」に対しては、「データ形式の変換」で対応しているのが多い。 
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図 2.4.4-1 東芝のネットワーク家電に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4.4-2 東芝のネットワーク家電に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.4.4 に、東芝のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許を示す。出願件

数は 133 件で、そのうち４件が登録特許である。 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

2

1

9

1

2

6

1

1

1

6

3

1

17

1

5

1

4

1

1

1

3

6

1

1

1

3

1

4

3

2

1

1

1

8

1

2

1

4

1

1

6

8

1

5

1

1

課  題

技
術
要
素

ツリー識別技術

ネットワーク管理技術

ネットワーク間接続技術

通信制御技術

ユーザインターフェース技術

相互運用技術

機器制御技術

機能識別技術

状態認識技術

自動設定・更新技術

接
続
構
成
技
術

操
作
・
制
御
技
術

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
技
術

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善

1

4

3

2

3

2

2

1

2

6

2

2

2

1

9
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1

1
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4

3

1

1

4

1

5

2

1
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1
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2
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3

1
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1
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4

1

1

6

4

4

1

1

1

1

1

3

6

課  題

解
決
手
段

手
順
の
追
加

システムの構成

データ形式の変換

変換テーブルの配置

コマンドの追加・変換

オブジェクトの処理

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

情報の関連付け処理手順

分岐の処理手順

プログラムなどのロード手順

その他の処理手順

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善



 

171 

表 2.4.4 東芝のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（1/12） 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

無線用識別情報の付加 

特開 2001-186166 

99.12.27 

H04L12/46 

情報転送方法並びに無線端末及び無線ｹﾞ-ﾄｳｪｲ装置
通
信
性
能
の 

向
上 手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開平 10-322337 

97.05.14 

H04L12/28 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ接続最適化装置及びその方法 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 08-137769 

94.11.09 

G06F13/00,351 

分散処理ｼｽﾃﾑ 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

無線ｱﾄﾞﾚｽ･ﾃｰﾌﾞﾙの作

成 

特開 2002-108733 

00.09.29 

G06F13/00,357 

電子機器､ﾈｯﾄﾜ-ｸ構成方法及びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ記憶媒体 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

特殊動作ｺﾏﾝﾄﾞ 

特開平 08-116580 

(みなし取下) 

94.10.14 

H04Q9/00,331 

遠隔制御ｼｽﾃﾑ 

特開平 09-261274 

96.03.19 

H04L12/66 

TCP/IP を用いたﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

特許 3351678 

96.05.07 

G06F1/18 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ対応ｺﾝﾀｸﾄ装置 

ｺﾝｾﾝﾄはﾘﾋﾟｰﾀによってﾊﾞｽを介し

て相互に接続されている｡ｹｰﾌﾞﾙ

は信号を伝送するﾊﾞｽと電源ﾗｲﾝ

とを有し､ｹｰﾌﾞﾙをｺﾝｾﾝﾄに接続す

ることにより､機器がﾈｯﾄﾜｰｸに加

入すると共に､機器に電源電圧が

供給される｡ｹｰﾌﾞﾙをｺﾝｾﾝﾄに接続

するという極めて簡単な作業に

よって､機器同士のﾃﾞｰﾀの送受が

可能となる｡ 

特開平 10-190678 

96.12.26 

H04L12/28 

端末の自動登録処理方法 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開 2002-016966 

00.06.28 

H04Q7/38 

移動無線機 

互
換
性

の
維
持 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開平 09-270810 

96.04.03 

H04L12/40 

東芝ｴ-ﾌﾞｲｲ- 

ﾎ-ﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑ 

シ
ス
テ
ム
の

性
能
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開平 10-229590 

97.02.14 

H04Q9/00,321 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ通信方式 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

属性情報対応による表

示処理順序組替 

特開 2000-196970 

98.12.28 

H04N5/445 

情報端末機能付き放送受信機及び同受信機の出力

環境設定用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した記録媒体 

接
続
構
成
技
術 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

機能情報の表示手順 

特開 2002-007240 

00.06.26 

G06F13/00,357 

情報処理装置､電化製品管理ｼｽﾃﾑ及び情報制御方法

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.4.4 東芝のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（2/12） 

保
守
性
の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2000-196769 

98.12.28 

H04M11/00,301 

[被引用回数 1] 

家電製品保守修理ｻ-ﾋﾞｽｼｽﾃﾑ 

家電製品の使用者は､保守修理ｻｰ

ﾋﾞｽｾﾝﾀｰの WWW ｻｰﾊﾞｰが WWW に公開

するﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにｱｸｾｽし､必要な事

項を登録して保守契約を結ぶ｡こ

の保守契約が成立すれば､その契

約者は保守修理ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰの顧客

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに登録される｡そして各

戸における家電製品に組み込まれ

た自己故障診断手段が家電製品各 

部の動作状態を監視し､故障発生部分があれば機器

情報管理装置に通知し､これを受けた機器情報管理

装置は自動的に電話網を通じて保守修理ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

を呼出し、その故障診断装置に故障情報を通報する。

保守修理ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰでは故障診断装置が故障情報を

受け取ると故障診断ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを検索して故障原因そ

れに必要な修理内容交換部品等の故障対応情報を決

定する。 

提
供
サ

ー
ビ
ス

の
改
善

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞ 

特開 2003-153348 

01.11.13 

H04Q9/00,301 

家電ｻ-ﾊﾞ装置及び家電制御ｼｽﾃﾑ 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開平 10-200583 

97.01.09 

H04L12/66 

[被引用回数 1] 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ接続装置 

第 1 のﾈｯﾄﾜｰｸのﾄﾎﾟﾛｼﾞｰを認識

して第 1 のﾄﾎﾟﾛｼﾞｰ情報を作成

し､この第 1 のﾄﾎﾟﾛｼﾞｰ情報と第

3 のﾈｯﾄﾜｰｸのﾄﾎﾟﾛｼﾞｰ情報を第 2

のﾈｯﾄﾜｰｸを介して交換し､第 1 

のﾄﾎﾟﾛｼﾞｰ情報と第 3 のﾈｯﾄﾜｰｸのﾄﾎﾟﾛｼﾞｰ情報を記憶

するとともに､第 1 のﾄﾎﾟﾛｼﾞｰ情報と第 3 のﾈｯﾄﾜｰｸの

ﾄﾎﾟﾛｼﾞｰ情報に基づき､これらを共有する新たなﾄﾎﾟﾛ

ｼﾞｰ情報を作成し､第 1 のﾈｯﾄﾜｰｸのﾄﾎﾟﾛｼﾞｰを認識す

る｡ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

無線用識別情報の付加 

特開 2002-345051 

01.05.21 

H04Q9/00,301 

家電製品用通信装置､家庭内通信方法､ﾎ-ﾑ端末､ﾎ-ﾑ

端末の遠隔操作受付処理方法､ﾈｯﾄﾜ-ｸ中継器､ﾈｯﾄﾜ-

ｸ中継器の遠隔操作受付処理方法､ﾕ-ｻﾞ登録ｶ-ﾄﾞ 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路の優先度による

組替 

特開 2001-186162 

99.12.24 

H04L12/44 

AV 機器ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2001-285314 

00.04.04 

H04L12/28 

機器状態通知方法 

接
続
構
成
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開平 11-096131 

97.09.16 

G06F15/177 

[被引用回数 3] 

通信装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸ情報提示方法及び位置情報通知方

法 

構成情報記憶部内に自装置の設置位置

に関する情報を動的に記述するための

領域を設けたことを特徴とする｡また､

構成情報記憶部内に自装置が移動する

ことが可能であるか否かを示す情報を 

記述する領域を設けたことを特徴とする｡また､構成

情報記憶部内に自装置が有する通信ﾎﾟｰﾄのうちﾈｯﾄﾜ

ｰｸ構造のﾘｰﾌ部分にあたる通信ﾎﾟｰﾄを示す情報を記

述する領域を設けたことを特徴とする｡ 

機
器
制
御

技
術 

通
信
性
能

の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開 2000-090512 

98.09.14 

G11B15/02,328 

ﾃﾞ-ﾀｽﾄﾘ-ﾑ記録装置及び方法並びにﾃﾞ-ﾀｽﾄﾘ-ﾑ制御

装置及び方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.4.4 東芝のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（3/12） 

接
続
性
能

の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2000-196654 

98.12.28 

H04L12/46 

機器制御装置及び通信ﾉ-ﾄﾞ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ﾒｿｯﾄﾞの設定 

特許 3402953 

96.09.13 

H02J13/00,311 

[被引用回数 3] 

通信方法､通信ｼｽﾃﾑおよび通信装置 

電気機器の使用電力に関する情報

を収集する情報収集手段と､この

情報収集手段で収集された使用電

力に関する情報を基に､予め定め

られた許容電力量の範囲内で電気

機器に電力を供給できるか否かを

判断する判断手段と､この判断手

段で電力の供給が可能と判断され

た電気機器の電力消費を許可する

手段とを具備している｡ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ﾒｿｯﾄﾞの発信 

特開平 11-317987 

(拒絶査定) 

98.10.02 

H04Q9/00,301 

制御装置 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路の優先度による

組替 

特開平 11-095897 

97.09.18 

G06F3/02,370 

携帯入力制御機器 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開平 10-276478 

97.03.31 

H04Q9/00,301 

[被引用回数 2] 

家電機器制御装置 

複数の家電機器がﾘﾓｺﾝを介してｻｰ

ﾊﾞに接続されている家電機器制御

装置はｻｰﾊﾞからｲﾝﾀｰﾈｯﾄ､ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ

を介してﾎｽﾄに接続され､該ﾎｽﾄか

らｻｰﾊﾞを介して情報を受け取り､

情報をﾘﾓｺﾝを介して家電機器に設

定することにより､家電機器は情

報に従って所望の機能を自在に達

成することができる｡ 

互
換
性
の
維
持 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開 2002-085886 

00.09.11 

D06F33/02 

ﾗﾝﾄﾞﾘ-機器用ｼｽﾃﾑ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2002-268778 

01.03.14 

G06F1/32 

情報処理装置 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

DCM に設定 

特開 2000-349793 

(拒絶査定) 

99.06.04 

H04L12/40 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ装置及びﾈｯﾄﾜ-ｸ方法 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ｱﾌﾟﾚｯﾄによる処理手順 

特開 2002-182936 

00.12.19 

G06F9/50 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ機器制御装置 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

透かしの埋込･抽出 

特開 2000-155798 

98.11.18 

G06K7/00 

機器制御方法および機器制御ｼｽﾃﾑ 

特開平 11-317988 

(放棄) 

98.10.02 

H04Q9/00,301 

制御装置 

機
器
制
御
技
術 

操
作
性
の
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

操作制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特開平 11-317989 

(拒絶査定) 

98.10.02 

H04Q9/00,301 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ装置 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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特開平 11-317990 

(拒絶査定) 

98.10.02 

H04Q9/00,301 

制御装置 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

操作制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特開平 11-317991 

98.10.02 

H04Q9/00,301 

信号送信装置､信号受信装置､記録媒体 

操
作
性
の
向
上 手順の追加･その他の

処理手順 

途中からの再現処理手

順 

特開 2003-018668 

01.07.02 

H04Q9/00,301 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ機器制御装置および方法 

安
全

性
の

向
上

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

秘密鍵 

特開 2002-162981 

00.11.28 

G10L11/00 

通信装置､認証･鍵交換方法及びﾃﾞ-ﾀ転送方法 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの登録処理 

ﾚｼﾞｽﾄﾘやﾈｰﾑｻｰﾊﾞに登

録 

特開 2001-346270 

00.05.31 

H04Q9/00,301 

情報ｼｽﾃﾑおよび電子ｻ-ﾋﾞｽｶﾞｲﾄﾞ方法 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

操作制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特開 2002-044583 

00.07.26 

H04N5/76 

AV ﾈｯﾄﾜ-ｸにおける機器制御ｼｽﾃﾑ 

手順の組替･変換･削除 

手順の削除 

要求手順の削除 

特開 2002-044095 

00.07.26 

H04L12/28 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ上の機器制御ｼｽﾃﾑおよび機器制御方法 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ﾊﾞｯﾌｧの領域割付手順 

特開 2002-183001 

00.12.19 

G06F13/00,357 

制御機器､被制御機器 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

制御情報の乗換え 

特開平 10-155188 

96.11.20 

H04Q9/00,301 

[被引用回数 1] 

ﾘﾓｺﾝ信号伝送装置及びﾘﾓｺﾝ信号伝送方法 

1394 ﾈｯﾄﾜｰｸ上の機器は予め自機

のｶｽﾀﾑｺｰﾄﾞを記憶手段に記憶し

ている｡ﾘﾓｺﾝ受光部により受光

したﾘﾓｺﾝ信号はｶｽﾀﾑｺｰﾄﾞ認識手

段によってｶｽﾀﾑｺｰﾄﾞが認識され

一致比較手段で記憶手段のｶｽﾀﾑ

ｺｰﾄﾞと認識したものとの一致比

較を行う｡一致する機が複数あ

る場合には､受信機器決定手段 

により選択し､ﾍｯﾀﾞ発生手段により一致する機器を

ﾃﾞｰﾀ受信機､自機をﾃﾞｰﾀ送信機に指定するように送

信ﾃﾞｰﾀﾊﾟｹｯﾄ内の所定ｴﾘｱに機器 ID 値を挿入し､送信

ﾃﾞｰﾀﾊﾟｹｯﾄ手段によりﾊﾟｹｯﾄ化したﾘﾓｺﾝﾃﾞｰﾀを送信ﾃﾞ

ｰﾀﾊﾟｹｯﾄ内に挿入して送信する。 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

無線ｱﾄﾞﾚｽ･ﾃｰﾌﾞﾙの作

成 

特開 2002-199378 

00.12.25 

H04N7/173,630 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送受信装置及び双方向放送制御方法 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

操作制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特開 2001-005595 

99.06.25 

G06F3/02,390 

東芝ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒﾃﾞｨｱｴﾝ

ｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀのﾘﾓ-ﾄｺﾝﾄﾛ-ﾙ方法､その装置､ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ及び

記録媒体 

特開 2003-111170 

01.09.27 

H04Q9/00,321 

家電機器､家電ｻ-ﾊﾞ装置及び中継装置 

機
器
制
御
技
術 

遠
隔
で
の
機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2000-232694 

99.02.10 

H04Q9/00,301 

情報記録装置の遠隔操作ｼｽﾃﾑ､及び情報記録装置の

遠隔操作方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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通
信
性
能

の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特開 2000-174784 

98.12.09 

H04L12/40 

ﾛ-ｶﾙｵﾍﾟﾚ-ﾃｨﾝｸﾞﾈｯﾄﾜ-ｸを利用した通信制御ｼｽﾃﾑ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開 2000-174785 

98.12.09 

H04L12/40 

ﾛ-ｶﾙｵﾍﾟﾚ-ﾃｨﾝｸﾞﾈｯﾄﾜ-ｸを利用したｻ-ﾋﾞｽ選択ｼｽﾃﾑ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｺｰﾄﾞ･ｴﾝｺｰﾄﾞ 

DCT 変換 

特開 2000-134237 

98.10.23 

H04L12/40 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸのためのﾃﾞｼﾞﾀﾙ AV ﾃﾞ-ﾀ再生方法およびﾃﾞ

ｼﾞﾀﾙ AV ﾃﾞ-ﾀ再生装置 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

機器制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特開 2000-174968 

98.12.07 

H04N1/00,107 

文書入力ｼｽﾃﾑ､及び文書入力方法 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開平 10-098577 

97.06.17 

H04N1/00,107 

画像形成ｼｽﾃﾑおよび画像形成処理制御方法 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2000-209238 

99.01.14 

H04L12/40 

電子機器制御方法および電子機器制御装置 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報の照合手順 

特開 2002-007303 

00.06.23 

G06F13/14,310 

電子機器､電子機器ｼｽﾃﾑ及び通信方法 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

音声ﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開 2001-186152 

99.12.24 

H04L12/40 

家庭内ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

FAX ﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開 2001-036679 

99.07.23 

H04N1/00 

ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀｼｽﾃﾑ 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機

能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-089845 

00.09.12 

F24C7/02,301 

調理支援ｼｽﾃﾑ 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

ﾙｰﾌ･ﾘｰﾌ情報の取得手

順 

特開平 11-163865 

97.11.25 

H04L12/28 

[被引用回数 1] 

接続状況送信装置､接続状況表示ﾃﾞ-ﾀ作成装置及び

接続状況表示方法 

接続情報読出し回

路は､ﾄﾎﾟﾛｼﾞﾏｯﾌﾟ

の情報を読出して

親ﾉｰﾄﾞ ID表作成回

路に与える｡親 ﾉｰ

ﾄﾞ ID 表作成回路

は､各ﾉｰﾄﾞとその

親ﾉｰﾄﾞとの IDの対

応を示す親ﾉｰﾄﾞ ID 

表を作成する｡親ﾉｰﾄﾞ ID 表作成回路からの情報は接

続表示ﾃﾞｰﾀ作成回路に与えられて､接続表示ﾃﾞｰﾀが

作成される｡更に､ｴﾝｺｰﾄﾞ回路は､接続表示ﾃﾞｰﾀを

IEEE1394 規格に対応した伝送ﾃﾞｰﾀに変換して送出

する｡接続表示ﾃﾞｰﾀが所定のﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄで作成さ

れ､伝送ﾃﾞｰﾀが IEEE1394 の伝送ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄで作成さ

れているので、IEEE1394 規格のﾈｯﾄﾜｰｸ上の表示機器

は、接続表示ﾃﾞｰﾀに基づいてﾈｯﾄﾜｰｸ接続状況の表示

を表示することができる。 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

互
換
性

の
維
持 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2002-140195 

00.10.31 

G06F9/445 

遠隔機器､分散処理ｼｽﾃﾑ及び記憶媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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特開 2001-326909 

00.05.17 

H04N5/93 

操作項目表示ｼｽﾃﾑ ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2002-297120 

01.03.29 

G09G5/377 

表示装置および操作ﾊﾟﾈﾙｳｲﾝﾄﾞｳ表示方法 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

頻度や経験情報による

処理順序組替 

特開平 11-205313 

98.01.08 

H04L12/18 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ装置及びﾈｯﾄﾜ-ｸ表示方法 

特開 2001-268465 

00.03.22 

H04N5/445 

ｵﾝｽｸﾘ-ﾝﾒﾆｭ-操作装置及びﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ受像機 手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

属性情報対応による表

示処理順序組替 特開 2002-044096 

00.07.26 

H04L12/28 

表示装置及び表示方法 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開 2000-196636 

98.12.28 

H04L12/40 

[被引用回数 1] 

通信装置 

ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸに接続された通信装

置､例えば PC において､このﾎｰﾑﾈ

ｯﾄﾜｰｸを通して他の家電機器､例

えば VTR を制御するためのｺﾏﾝﾄﾞ

を送信し､他の装置から､さらに

他の装置､例えば TV が他の装置

を制御しているために現在は制

御を受け付けられない旨を示す 

情報と該さらに他の装置の識別情報とを含むﾒｯｾｰｼﾞ

を受信した場合に､さらに他の装置に関する詳細情

報を検索し､詳細情報に基づいて作成した､ﾕｰｻﾞを支

援するための情報､例えば､居間にある TV がその VTR

を制御しているために､現在制御を受け付けられな

い旨を、ﾕｰｻﾞｲﾝﾀﾌｪｰｽを通じて呈示する。 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開 2002-016619 

00.06.30 

H04L12/28 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾈｯﾄﾜ-ｸ機器 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

機器と関連付けられた

表示部品 

特開 2001-337763 

00.05.30 

G06F3/00,652 

ﾈﾂﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑの構成表示方法及び表示装置 

特開 2001-274818 

00.03.27 

H04L12/40 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ装置 
シ
ス
テ
ム
や
機

器
の
機
能
改
善 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2002-305527 

01.04.06 

H04L12/44 

機器接続状態表示装置､並びに該装置における機器

接続状態の表示方法 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

遠
隔
で

の
機
能

改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2001-103568 

99.09.30 

H04Q7/38 

通信ｼｽﾃﾑ､この通信ｼｽﾃﾑに用いられる移動体通信装

置､携帯型情報処理装置及びﾃﾞ-ﾀ通信方法 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 09-219712 

96.02.09 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ伝送ｼｽﾃﾑ及びﾃﾞ-ﾀ伝送方法 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2002-323222 

01.04.23 

F24C7/02,301 

電子ﾚﾝｼﾞ 

通
信
制
御
技
術 

通
信
性
能
の
向
上 ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開 2001-036549 

99.07.15 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ処理ｼｽﾃﾑおよびﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ生成方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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特開 2001-144789 

99.11.10 

H04L12/40 

送信衝突制御装置､通信装置及び伝送ｼｽﾃﾑ並びにﾌﾟ

ﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読み取り可能な記録媒体 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

ﾀｲﾑｽﾛｯﾄの割付 

特開 2002-319946 

01.04.23 

H04L12/28,300 

無線通信装置 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開平 05-207168 

(みなし取下) 

92.01.27 

H04M9/02 

通話ｼｽﾃﾑ装置 

特開平 08-251154 

(みなし取下) 

95.03.15 

H04L7/04 

調歩同期方式の通信装置 手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のｶｳﾝﾄ手順 

特開 2002-044605 

00.07.26 

H04N5/92 

AV ﾈｯﾄﾜ-ｸにおけるﾃﾞｼﾞﾀﾙ記録ｼｽﾃﾑ 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞ手

順 

特開平 06-164595 

(みなし取下) 

92.11.19 

H04L12/40 

ｼﾘｱﾙﾊﾞｽ制御装置 

特開 2002-190754 

00.12.21 

H04B1/713 

無線ﾓｼﾞｭ-ﾙ､無線通信機器及び無線通信方法 

通
信
品
質
の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2002-271341 

01.03.07 

H04L12/28,303 

Bluetooth ﾈｯﾄﾜ-ｸ通信方法および Bluetooth ﾈｯﾄﾜ-ｸ

で使用される Bluetooth 機器 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開平 09-321769 

96.05.28 

H04L12/28 

通信装置 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

無線用識別情報の付加 

特開 2002-300174 

01.03.30 

H04L12/28,303 

通信接続ｼｽﾃﾑ及び通信接続方法 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

無線ｱﾄﾞﾚｽ･ﾃｰﾌﾞﾙの作

成 

特開 2003-092784 

01.09.18 

H04Q7/38 

電子機器及び無線通信ｼｽﾃﾑ 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾛﾄｺﾙの設定･選択 

特開 2003-008585 

01.08.24 

H04L12/28,300 

通信制御装置及び通信制御方法並びに通信装置及

び通信方法 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特開 2000-115173 

98.09.29 

H04L12/28 

無線端末及び無線ﾉ-ﾄﾞ並びに通信制御方法 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2002-288073 

01.03.27 

G06F13/00,550 

無線ﾈｯﾄﾜ-ｸ機器及び方法 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開平 10-271146 

97.03.26 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ伝送ｼｽﾃﾑ及びﾃﾞ-ﾀ伝送方法 

通
信
制
御
技
術 

互
換
性
の
維
持 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

ﾌﾗｸﾞの付加 

特開 2000-278282 

99.03.24 

H04L12/28 

東芝ｴ-ﾌﾞｲｲ- 

表示ﾃﾞ-ﾀ出力装置及び表示方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.4.4 東芝のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（8/12） 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｺｰﾄﾞ･ｴﾝｺｰﾄﾞ 

DCT 変換 

特開 2001-136138 

99.11.05 

H04J3/00 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ映像･ﾃﾞｼﾞﾀﾙ音声伝送方法 
互
換
性
の
維
持 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2000-278294 

99.03.23 

H04L12/40 

通信装置及び通信方法 

シ
ス
テ
ム
の

性
能
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

制御情報の乗換え 

特開平 09-018437 

(みなし取下) 

95.06.27 

H04J3/08 

双方向通信装置 

通
信
制
御
技
術 

安
全
性

の
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

公開鍵 

特開平 10-178421 

97.09.01 

H04L9/36 

ﾊﾟｹｯﾄ処理装置及びﾊﾟｹｯﾄ転送方法 

通
信
性
能

の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開 2000-224216 

99.01.27 

H04L12/46 

中継装置､通信端末装置及び通信方法 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

特定ﾊﾞｽﾘｾｯﾄｺﾏﾝﾄﾞ 

特許 3420196 

00.09.29 

H04L12/46,100 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ通信装置及びﾌﾞﾘｯｼﾞ装置 

ﾈｯﾄﾜｰｸ通信装置が接続される

第 1 のﾈｯﾄﾜｰｸと第 2 のﾈｯﾄﾜｰｸ

とにそれぞれ接続されるﾊﾞｽ

ﾌﾞﾘｯｼﾞ装置により仲介され､

第 2 ﾈｯﾄﾜｰｸ上に設けられたﾉｰ

ﾄﾞ装置に対してﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀの

転送処理を行うｲﾝﾀﾌｪｰｽ部と､

第 1 ﾈｯﾄﾜｰｸでﾊﾞｽﾘｾｯﾄが発生

したとき､これを通知する通 

知信号を生してﾊﾞｽﾌﾞﾘｯｼﾞ装置を介して第 2 ﾈｯﾄﾜｰｸ上

のﾉｰﾄﾞ装置へと供給するﾊﾞｽﾘｾｯﾄ処理部とを有するﾈ

ｯﾄﾜｰｸ通信装置｡ 

特開 2000-156683 

98.09.11 

H04L12/28 

通信ﾉ-ﾄﾞ及び通信端末 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開 2000-115242 

98.10.02 

H04L12/56 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑのﾙ-ﾃｨﾝｸﾞ方法 

互
換
性

の
維
持 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 10-224408 

97.02.04 

H04L12/66 

通信ｼｽﾃﾑ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報の照合手順 

特開 2000-036840 

98.07.17 

H04L12/66 

[被引用回数 1] 

通信装置､通信方法及び通信ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝ

ﾋﾟｭ-ﾀ読み取り可能な記録媒体 

第 1 のﾈｯﾄﾜｰｸに接続する第 1 のｲ

ﾝﾀｰﾌｪｰｽと､第 2 のﾈｯﾄﾜｰｸに接続

する第 2 のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽと､第 1 のﾈｯ

ﾄﾜｰｸに接続している他の通信装

置に関連する第 1 の情報を収集

する手段と､第 1 の情報を記憶す

る手段と､第 1 の情報が同一の通

信装置に関する情報であり重複

している第 2 の情報を検出する 

手段と､第 1 の情報のうち､第 2 の情報を除いた情報

を第 2 のﾈｯﾄﾜｰｸ側に広告する手段と､を備えることを

特徴とする通信装置｡ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.4.4 東芝のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（9/12） 

安
全
性

の
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

秘密鍵 

特開 2000-174797 

99.07.23 

H04L12/46 

中継装置及び通信装置 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開平 11-187061 

98.04.30 

H04L12/46 

[被引用回数 7] 

端末装置､ｻ-ﾊﾞ装置､通信装置および制御方法 

ｻｰﾋﾞｽ提供装置を制御

するための第 1 のﾈｯﾄﾜ

ｰｸの通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙに依

存する第 1 のｺﾏﾝﾄﾞ情

報に対応する第 2 のﾈｯ

ﾄﾜｰｸの通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙに

依存する第 2 のｺﾏﾝﾄﾞ

情報を第 2 のﾈｯﾄﾜｰｸを

介して提供し､この提

供された第 2 のｺﾏﾝﾄﾞ

情報を含むﾒｯｾｰｼﾞを

第 2 のﾈｯﾄﾜｰｸを介して

受信したとき､ﾒｯｾｰｼﾞ

に含まれる第 2 のｺﾏﾝ

ﾄﾞ情報を第 1 のｺﾏﾝﾄﾞ

情報に変換して、ｻｰﾋﾞ

ｽ提供装置を制御する

ことを特徴とする。 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2001-016236 

99.06.30 

H04L12/40 

通信装置､通信ｼｽﾃﾑ及び通信方法 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開 2002-016613 

00.06.30 

H04L12/28 

電子機器､電子機器ｼｽﾃﾑおよび通信制御方法 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 11-194987 

98.01.05 

G06F13/00,357 

通信装置 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

無線ｱﾄﾞﾚｽ･ﾃｰﾌﾞﾙの作

成 

特開 2000-022691 

98.07.01 

H04L12/28 

通信ﾉ-ﾄﾞ 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

資源の接続順の組替え 

特許 3228573 

92.11.10 

H04L12/28,207 

LAN における送信要求制御装置 

各伝送制御局がﾃﾞｰﾀ送信要求割

当ﾌﾚｰﾑをﾓｰﾄﾞとして同報通信す

ると､同期ﾌﾚｰﾑを定時刻に同期

して送信する伝送制御局(主局)

においてはﾄｰｸﾝﾌﾚｰﾑを受信した

とき､その他の伝送制御局では

同期ﾌﾚｰﾑを受信したとき､各伝

送制御局の持つ自局分管理ﾘｽﾄ

と他局分管理ﾘｽﾄを合わせたﾃﾞｰ

ﾀ送信割当要求は各伝送制御局

とも同一である｡従って､各伝送 

制御局はｼｽﾃﾑ全体の送信割当要求を知っており､ま

た､各伝送制御局は局間での共通時刻を知っている

ので､管理ﾘｽﾄに登録されているﾃﾞｰﾀがｼｽﾃﾑ全体と

して緊急度の高いものかどうかを判断することが

できる。 

特開 2001-119407 

99.10.20 

H04L12/28 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾈｯﾄﾜ-ｸ装置 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

吸収ﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開 2002-319947 

01.04.23 

H04L12/28,300 

通信ｼｽﾃﾑ及び家庭内通信ﾈｯﾄﾜ-ｸ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.4.4 東芝のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（10/12） 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾛﾄｺﾙの設定･選択 

特開平 11-341040 

98.05.26 

H04L12/46 

[被引用回数 1] 

ｻ-ﾋﾞｽ提供方法および通信装置 

第 1 のﾈｯﾄﾜｰｸと第 2 のﾈｯﾄﾜｰｸに接

続され､第 1 のﾈｯﾄﾜｰｸ上のｻｰﾊﾞか

ら第 2 のﾈｯﾄﾜｰｸ上の端末装置へｻｰ

ﾋﾞｽを提供するための通信装置は､

第 1 のﾈｯﾄﾜｰｸ上のｻｰﾊﾞからｻｰﾊﾞが

提供するｻｰﾋﾞｽを含むｻｰﾊﾞの属性

情報を収集して記憶手段に記憶 

し､この記憶手段で記憶された属性情報を第 2 のﾈｯ

ﾄﾜｰｸ上の任意の端末装置へ該第 2 のﾈｯﾄﾜｰｸに依存

するﾌﾟﾛﾄｺﾙに従って提示し､この提示された属性情

報に基づき選択されたｻｰﾋﾞｽの提供を該ｻｰﾋﾞｽを提

供する第１のﾈｯﾄﾜｰｸ上のｻｰﾊﾞに要求して、当該ｻｰﾋﾞ

ｽを前記第 2 のﾈｯﾄﾜｰｸ上のｻｰﾋﾞｽの要求元の端末装

置へ提供することを特徴とする。 

特開平 10-112730 

96.10.04 

H04L12/66 

[被引用回数 2] 

通信端末装置および中継装置およびﾈｯﾄﾜ-ｸ間接続ｹ

-ﾌﾞﾙ 

1 または複数の物理ﾈｯﾄﾜｰｸ

を介して相手端末装置へ情

報ﾃﾞｰﾀを送信する際､少な

くとも､その相手端末装置

の IP ｱﾄﾞﾚｽ情報と物理ﾈｯﾄﾜｰ

ｸに依存するﾍｯﾀﾞ若しくはﾁ

ｬﾈﾙ情報を含む制御ﾒｯｾｰｼﾞ

を送信する第 1 の送信手段

と､この第 1 の送信手段で送 

信された制御ﾒｯｾｰｼﾞに呼応した､相手端末装置まで

の情報ﾃﾞｰﾀを送信するための経路が設定された旨

を通知する応答ﾒｯｾｰｼﾞを受信する第 1 の受信手段

と､この第 1 の受信手段で応答ﾒｯｾｰｼﾞが受信された

とき､少なくともﾍｯﾀﾞ若しくはﾁｬﾈﾙ情報を含む情報

ﾃﾞｰﾀﾊﾟｹｯﾄを相手端末装置に送信する第 2 の送信手

段とを具備する。 

特開平 10-126423 

96.10.15 

H04L12/40 

[被引用回数 2] 

ﾃﾞ-ﾀ転送制御ｼｽﾃﾑ､ﾃﾞ-ﾀ転送制御装置および中継装

置 

第 2 の物理ﾈｯﾄﾜｰｸのﾃﾞｰﾀ転

送制御装置は送信ﾉｰﾄﾞが情

報ﾃﾞｰﾀを送信するための第

2 の物理ﾈｯﾄﾜｰｸの放送型同

期ﾁｬﾈﾙを確立する｡ﾃﾞｰﾀ転

送制御装置は第 1 の物理ﾈｯﾄ

ﾜｰｸの他方のﾃﾞｰﾀ転送制御

装置のｱﾄﾞﾚｽ情報と前記情 

報ﾃﾞｰﾀを受信ﾉｰﾄﾞに送信する際の経路を確立するた

めの通信ﾘｿｰｽ量に関する情報を含む制御ﾒｯｾｰｼﾞを送

信し､この制御ﾒｯｾｰｼﾞに呼応して受信ﾉｰﾄﾞまでの情

報ﾃﾞｰﾀを送信するための経路が設定されたとき送信

ﾉｰﾄﾞに対し第 2の物理ﾈｯﾄ第２の物理ﾈｯﾄﾜｰｸに依存す

るﾌﾟﾛﾄｺﾙに同期ﾁｬﾈﾙの情報ﾃﾞｰﾀの送信を指示する。

特開 2002-077274 

00.08.31 

H04L12/66 

ﾎ-ﾑｹﾞ-ﾄｳｪｲ装置､ｱｸｾｽｻ-ﾊﾞ装置及び通信方法 

特開 2002-077218 

00.09.01 

H04L12/46 

ﾌﾞﾘｯｼﾞ装置及び制御ｺﾏﾝﾄﾞ中継方法 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換 

特開 2003-046513 

01.07.27 

H04L12/28,300 

無線ｱｸｾｽｼｽﾃﾑ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.4.4 東芝のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（11/12） 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開平 10-308756 

97.12.09 

H04L12/40 

通信装置および通信方法 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

他ﾈｯﾄﾜｰｸと関連付けら

れた表示情報 

特開平 11-161664 

97.11.28 

G06F17/30 

ｽﾄﾘ-ﾑﾃﾞ-ﾀの再生装置及びその再生方法 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開平 10-164116 

96.11.27 

H04L12/46 

通信装置およびﾊﾟｹｯﾄ転送装置 

互
換
性
の 

維
持 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-111894 

01.06.20 

H04M11/00,301 

電子機器の機能変更方法及びｶｽﾀﾏｾﾝﾀ並びにﾃﾞｨ-ﾗｼ

ｽﾃﾑ並びにﾕ-ｻﾞｼｽﾃﾑ 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞ 

特開平 09-084146 

(みなし取下) 

95.09.20 

H04Q9/00,301 

東芝ｴ-ﾌﾞｲｲ- 

[被引用回数 2] 

ﾈｯﾄﾜ-ｸを使用した家電機器の電力管理ｼｽﾃﾑ 

 

操
作
性
の 

向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

機能情報の表示手順 

特開 2002-091647 

00.09.19 

G06F3/00,653 

装置関連ﾃﾞ-ﾀ管理ｼｽﾃﾑ及び保証書ﾃﾞ-ﾀ追記装置並

びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読み取り可能な記

録媒体 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開 2001-285283 

00.03.30 

H04L9/32 

通信装置およびその通信方法 

特開 2002-290418 

01.03.27 

H04L12/28,300 

無線装置 

特開 2003-018150 

01.06.29 

H04L9/14 

ﾃﾞ-ﾀ伝送ｼｽﾃﾑとこのｼｽﾃﾑに用いる通信端末及びｹﾞ-

ﾄｳｪｲ装置 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

秘密鍵 

特開 2003-198582 

01.12.21 

H04L12/46 

ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ､ﾙｰﾀ､ﾎｽﾄ､ﾌﾟﾚﾌｨｸｽ管理方法及び IP ｱﾄﾞﾚｽ

管理方法 

特開平 10-126405 

96.10.16 

H04L9/12 

移動計算機装置及びﾊﾟｹﾂﾄ暗号化認証方法 

特開 2000-261472 

99.03.11 

H04L12/40 

東芝ｴ-ﾌﾞｲｲ- 

不正機器検出装置 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

認証･署名 

特開 2001-285284 

00.03.30 

H04L9/32 

送信装置およびその送信方法 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

安
全
性
の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2002-159053 

00.11.17 

H04Q7/38 

無線通信ｼｽﾃﾑで用いられる登録･認証方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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 2.4.4 東芝のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（12/12） 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路の優先度による

組替 

特開平 09-312647 

96.05.20 

H04L12/28 

ｵﾝﾗｲﾝ･ﾒﾝﾃﾅﾝｽ･ｼｽﾃﾑ 

保
守
性
の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2002-092206 

00.09.12 

G06F17/60,138 

家電機器の故障診断ｼｽﾃﾑ 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開 2000-269981 

99.03.16 

H04L12/28 

情報共有装置､及び情報共有方法 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2002-243335 

01.02.21 

F25D11/00,101 

食品保存庫､ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ装置､携帯情報端末､食品情

報提供ｻ-ﾊﾞ､献立情報提供ｻ-ﾊﾞ及び保存庫内収納情

報提供ｻ-ﾊﾞ 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞ 

特開 2000-347970 

99.06.04 

G06F13/00,354 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ及びﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2002-092767 

00.09.13 

G08B25/04 

家人ｹｱｼｽﾃﾑ､家人ｹｱ用ｻ-ﾊﾞ-､ﾎ-ﾑ端末､家人ｹｱ方法､

家人ｹｱﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した媒体及び家電機器使用状

況監視ｼｽﾃﾑ 

 

 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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2.1 スズキ 

 

2.5.1 企業概要 

 

商号 株式会社 リコー 

本社所在地 〒107-8544 東京都港区南青山1-15-5 リコービル 

設立年 1936年（昭和11年） 

資本金 1,353億64百万円（2003年3月末） 

従業員数 12,085名（2003年3月末）（連結：74,607名） 

事業内容 事務機器（複写機、ファクシミリ、プリンタ等）、光学機器（カメラ、光

学レンズ等）、電子デバイス、光ディスク応用製品の製造・販売、他 

 

事務機の有力ミドルウエア規格である Salutation の推進組織サリュテーション・コン

ソシアムの主要メンバーである。 
 

2.5.2 製品例 

ネットワーク家電に該当するものとして、現在、以下のような製品を提供している（2004

年 1 月時点）。 

 

表 2.5.2 リコーのネットワーク家電に関する製品例 

製品名 概要・特徴 

デジタルフルカラー複写機 

Imagio Neo C385モデル75 

Imagio Neo C325モデル75 

ネットワークプリンタ機能とネットワークスキャナ機

能をもつフルカラー複合機。 

・ネットワークプリンタとして、マルチプロトコル・マ

ルチOS・マルチクライアント対応で、ウェブブラウザ

ーから各種設定や動作状況確認ができる。 

・ネットワークスキャナとして、スキャン文書を電子デ

ータ化してネットワーク上のPCで共有できる。さら

に、これらのモデルでは、最大200件の宛先へ自動送

信ができる。紙文書を直接Eメール送信することも可

能。 

（出典：リコーのホームページ http://www.ricoh.co.jp/） 

 

 

2.5.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.5.3 に、リコーのネットワーク家電に関する出願件数と発明者数を示す。 

 

 開発拠点： 

 東京都大田区中馬込１丁目３番６号  株式会社リコー内 

 アメリカ合衆国カリフォルニア州 

2.5 リコー 
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図 2.5.3 リコーのネットワーク家電に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.5.4-1 にリコーのネットワーク家電に関する技術要素と課題、図 2.5.4-2 に課題と

解決手段の分布を示す。 

相互運用技術やネットワーク管理技術に関する出願が多い。これらの出願の課題として

は、「システムや機器の機能改善」や「提供サービスの改善」に関するものに集中している。

「システムや機器の機能改善」に対して、「情報の取得処理手順」や「オブジェクトの処理」

で対応している。「提供サービスの改善」に対して、「情報の取得処理手順」で対応してい

る。 
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図 2.5.4-1 リコーのネットワーク家電に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.4-2 リコーのネットワーク家電に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.5.4 に、リコーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許を示す。出願

件数は 92 件で、そのうち１件が登録特許である。 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1

1

1

1

7

5

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

5

2

2

3

3

20

1

2 1

1

10

1

4

2

5

1

1

課  題

技
術
要
素

ツリー識別技術

ネットワーク管理技術

ネットワーク間接続技術

通信制御技術

ユーザインターフェース技術

相互運用技術

機器制御技術

機能識別技術

状態認識技術

自動設定・更新技術

接
続
構
成
技
術

操
作
・
制
御
技
術

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
技
術

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善

1

2

1

1

1

1

1

4

4

2

3

4

1

1

1

1

1

1

2

2

3

3

2

5

1

6

1

2

4

3

2

1

2

1

5

3

1

1

4

1

3

1

1

1

課  題

解
決
手
段

手
順
の
追
加

システムの構成

データ形式の変換

変換テーブルの配置

コマンドの追加・変換

オブジェクトの処理

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

情報の関連付け処理手順

分岐の処理手順

プログラムなどのロード手順

その他の処理手順

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善
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表 2.5.4 リコーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（1/7） 

通
信
性
能

の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開平 11-249989 

98.03.03 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾕ-ﾃｨﾘﾃｨ 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2002-185684 

00.12.13 

H04N1/00,107 

ﾌｧｸｼﾐﾘ装置 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

状態･機能情報検索ｵﾌﾞ

ｼﾞｪｸﾄの生成 

特開 2000-200159 

99.01.06 

G06F3/12 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ周辺機器管理方法 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2002-198986 

00.12.27 

H04L12/44 

ｲﾝﾀﾌｪ-ｽ回路 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特開 2000-056938 

98.08.07 

G06F3/12 

OA 装置 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

ｷｬｯｼｭから情報の取得

手順 

特開 2002-319943 

01.04.23 

H04L12/28,200 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽ 

特開平 11-112526 

97.09.29 

H04L12/28 

ﾃﾞﾊﾞｲｽｱﾄﾞﾚｽ識別方式 

特開 2000-013399 

98.06.25 

H04L12/28 

[被引用回数 1] 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ機器識別方法 

ﾈｯﾄﾜｰｸ上に接続されている複

数台の同種類のﾈｯﾄﾜｰｸ機器を

識別する識別方法において､

所定のｶﾃｺﾞﾘ内での同種類のﾈ

ｯﾄﾜｰｸ機器を識別するための

機器識別用ﾀｸﾞをﾈｯﾄﾜｰｸ機器

の各々に割り当てると共に､

機器識別用ﾀｸﾞに基づいて同

種類のﾈｯﾄﾜｰｸ機器の個々を識

別する｡ 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開 2000-224193 

99.02.03 

H04L12/28 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ上の機器検出方法 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

資源情報の表示手順 

特開 2001-256154 

00.03.10 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ機器ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開 2001-069160 

99.08.31 

H04L12/40 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ設定ｼｽﾃﾑ､ｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽ装置､設定装置およびﾈｯﾄ

ﾜ-ｸ設定方法 

手順の追加･分岐の処

理手順 

各種設定条件に応じた

分岐組合せ 

特開 2001-318843 

00.05.08 

G06F13/00,357 

装置情報取得ｼｽﾃﾑ 

特開 2001-333068 

00.05.18 

H04L12/28 

遠隔管理ｼｽﾃﾑ 

接
続
構
成
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報の照合手順 

特開 2002-073440 

00.09.01 

G06F13/00,357 

画像形成装置管理ｼｽﾃﾑとそれに使用する通信ｺﾝﾄﾛ-

ﾙ装置および識別情報管理方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.5.4 リコーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（2/7） 

互
換
性
の
維
持 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開 2000-076033 

98.09.03 

G06F3/12 

[被引用回数 1] 

周辺機器管理ｼｽﾃﾑおよびそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記憶した記

憶媒体 

本発明による周辺機器管理ｼｽﾃﾑは､

例えば､PC と､ﾌﾟﾘﾝﾀと､ｽｷｬﾅと､複合

機とにより構成される｡なお､PC は､

周辺機器管理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記憶した記

憶媒体を備えているものである｡PC 

から接続される周辺機器に対し､それぞれで用いら

れるﾌﾟﾛﾄｺﾙ情報を取得するための通信を行う｡取得

したﾌﾟﾛﾄｺﾙ情報を用いて各周辺機器に対して､状態

情報を取得する｡また､取得したﾌﾟﾛﾄｺﾙ情報を接続

される機種別に記憶することができるので､一度接

続した周辺機器に関しては､記憶されている 

シ
ス
テ
ム
の

性
能
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開 2000-224399 

99.02.02 

H04N1/32 

情報通信ｼｽﾃﾑ 

操
作
性

の
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開平 11-103367 

97.09.26 

H04N1/00,107 

画像入力装置および端末装置 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2000-194640 

98.12.24 

G06F13/00,357 

周辺機器管理ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報取得手順 

特開 2002-023988 

00.07.05 

G06F3/12 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ動作監査装置 

接
続
構
成
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2000-132291 

98.10.21 

G06F3/00 

画像形成装置管理ｼｽﾃﾑ 

通
信
品
質

の
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開平 10-210082 

97.01.20 

H04L12/66 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾌｧｸｼﾐﾘ装置の制御方法 

接
続
性
能

の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

途中での再現処理手順 

特開 2002-202947 

00.12.28 

G06F13/14,330 

画像処理装置､その制御方法およびﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記憶

した記憶媒体 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路の優先度で組替 

特開 2000-353070 

99.06.11 

G06F3/12 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ画像形成ｼｽﾃﾑ 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾛﾄｺﾙの設定･選択 

特開平 11-196116 

98.01.05 

H04L12/40 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽの高速処理方式 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開平 10-293663 

97.04.17 

G06F3/12 

OA 機器 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開平 10-100514 

96.09.30 

B41J29/38 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾌﾟﾘﾝﾀ装置 

機
器
制
御
技
術 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換処理手順 

特開 2002-099399 

00.09.25 

G06F3/12 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ機器ｼｽﾃﾑ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.5.4 リコーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（3/7） 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2000-330742 

99.05.20 

G06F3/12 

[被引用回数 1] 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾌﾟﾘﾝﾀｼｽﾃﾑ 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀからﾌﾟﾘﾝﾀ情報管理装置に

対して､ﾌﾟﾘﾝﾀ情報の一覧取得を要

求する｡このﾌﾟﾘﾝﾀ情報には､ﾌﾟﾘﾝﾀ

名､IP ｱﾄﾞﾚｽ､ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞの場所が

含まれている｡取得したﾌﾟﾘﾝﾀ情報

の一覧より､ﾌﾟﾘﾝﾀ名のﾘｽﾄがﾕｰｻﾞｰ 

に提示され､ﾕｰｻﾞｰはその中からｲﾝｽﾄｰﾙの対象となる

ﾌﾟﾘﾝﾀがるか否かを判断する｡その結果､存在する場

合､ﾌﾟﾘﾝﾀを選択する｡ｲﾝｽﾄｰﾙの際､取得した IP ｱﾄﾞﾚｽ

及びﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞの場所の情報が使用される。 

接
続
機
能

の
改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換 

特開平 10-271265 

97.03.19 

H04N1/00,107 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾌｧｸｼﾐﾘ装置の制御方法 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開 2002-007091 

00.06.22 

G06F3/12 

ﾌﾟﾘﾝﾄｻ-ﾊﾞｼｽﾃﾑ 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞ 

特開 2001-251379 

00.03.07 

H04L29/06 

端末装置､情報ｻ-ﾋﾞｽ提供装置､情報ｻ-ﾋﾞｽ提供方法

およびその方法をｺﾝﾋﾟｭ-ﾀに実行させるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを

記録したｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読み取り可能な記録媒体 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開平 10-098487 

96.09.19 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ 

特開 2003-044375 

01.07.31 

G06F13/00,357 

電子装置の遠隔制御ｼｽﾃﾑ ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2003-076622 

96.02.09 

G06F13/00,357 

周辺機器を制御するための方法及びその装置 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

FAX ﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開 2001-318869 

00.05.08 

G06F13/00,640 

画情報通信装置 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの変換 

特開平 08-166912 

94.12.14 

G06F13/00,351 

遠隔管理装置 

機
器
制
御
技
術 

遠
隔
で
の
機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

操作制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特開 2001-175382 

99.12.22 

G06F3/00,654 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

接
続
性
能

の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開平 10-143026 

96.11.11 

G03G21/00,396 

画像処理ｼｽﾃﾑ 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

DCM に設定 

特許 3378720 

96.02.26 

H04N1/00,107 

分散処理ｼｽﾃﾑ 

ｻｰﾋﾞｽ統括制御装置のｻｰﾋﾞｽ機能管

理部からｻｰﾋﾞｽの要求があったとき

に複合機にｻｰﾋﾞｽ適否の問い合わせ

を行い､複合機が使用中か故障中か

どうかを確認し､ｻｰﾋﾞｽが可能な複

合機を選択して WS との回線を接続

する｡複合機のｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ管理部は WS 

から外観図情報の要求があったときにｻｰﾋﾞｽ機能情

報格納部に格納されている外観図情報を読み出して

通信制御部を介して WS に送信して WS に表示し､WS

の使用者に複合機の機器構成などを明らかにする。

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.5.4 リコーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（4/7） 

シ
ス
テ
ム
の

性
能
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開平 10-049004 

96.07.29 

G03G21/00,396 

作像装置連結ｼｽﾃﾑ 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開平 11-252140 

98.03.05 

H04L12/40 

画像入力装置及び画像回覧ｼｽﾃﾑ 

特開平 05-303553 

(拒絶査定) 

92.04.23 

G06F15/16,310 

複合機ｺﾝﾄﾛ-ﾗ ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 09-162901 

(みなし取下) 

95.12.06 

H04L12/28 

ﾃﾞ-ﾀ通信装置 

特開平 09-282123 

96.04.12 

G06F3/12 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開平 10-133987 

96.10.30 

G06F13/00,357 

ｸﾗｲｱﾝﾄｻ-ﾊﾞｼｽﾃﾑ､ｸﾗｲｱﾝﾄ装置､ｻ-ﾊﾞ装置､ﾃﾞ-ﾀ処理方

法､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作成装置および方法､情報記憶媒体 

特開平 08-249141 

(みなし取下) 

95.03.08 

G06F3/12 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ処理装置 

特開平 08-278932 

95.04.07 

G06F13/00,355 

文書処理装置 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

DCM に設定 

特開平 08-293946 

(みなし取下) 

95.04.22 

H04N1/00,106 

ｵﾌｨｽ･ｵ-ﾄﾒ-ｼｮﾝ･ｼｽﾃﾑ 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路の優先度による

組替 

特開平 09-214645 

(みなし取下) 

96.01.31 

H04N1/00 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

特開平 08-153078 

(拒絶査定) 

94.11.28 

G06F15/16,370 

ﾃﾞ-ﾀ処理装置およびその制御方法および複写装置

およびその制御方法およびﾌﾟﾘﾝﾀ装置およびその制

御方法 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開平 09-284457 

96.04.15 

H04N1/00,106 

複写機 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

時刻情報の取得手順 

特開平 08-116399 

(拒絶査定) 

94.10.18 

H04N1/00,107 

画像形成装置ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開平 08-251320 

(拒絶査定) 

95.03.11 

H04N1/00 

原稿読み取り制御装置 

特開平 08-235097 

95.02.24 

G06F13/00,355 

機能達成ｼｽﾃﾑ 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開平 08-237272 

95.02.24 

H04L12/28 

ｵﾌｲｽ･ｵ-ﾄﾒ-ｼｮﾝ機器 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.5.4 リコーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（5/7） 

特開平 10-023049 

96.07.08 

H04L12/40 

複写機ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 特開 2002-108475 

00.09.26 

G06F1/00 

ｱﾌﾟﾘ実行制御ｼｽﾃﾑ､ｱﾌﾟﾘ実行制御方法およびその方

法をｺﾝﾋﾟｭ-ﾀに実行させるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟｭ

-ﾀ読み取り可能な記録媒体 

手順の追加･分岐の処

理手順 

各種設定条件に応じた

分岐組合せ 

特開平 11-184658 

97.12.19 

G06F3/12 

ｻ-ﾊﾞ装置 

特開平 08-329005 

96.03.25 

G06F15/00,310 

分散処理ｼｽﾃﾑおよびその制御方法 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-271537 

01.03.08 

H04N1/00 

画像形成装置および画像形成ｼｽﾃﾑ 

相
互
運
用
技
術 

遠
隔
で
の

機
能
改
善 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

状態情報の表示手順 

特開 2002-175225 

00.12.06 

G06F13/00,357 

情報表示ｼｽﾃﾑおよび情報表示方法 

接
続
性
能

の
向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

状態情報の表示手順 

特開 2002-273987 

01.03.21 

B41J29/38 

画像形成装置 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特開平 10-322508 

97.05.19 

H04N1/00,107 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾌｧｸｼﾐﾘ装置の制御方法 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

資源情報の表示手順 

特開平 11-338611 

98.05.25 

G06F3/00,657 

ﾃﾞ-ﾀ入出力方法およびそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した記録

媒体 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開 2003-015852 

01.07.04 

G06F3/12 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾌﾟﾘﾝﾀｼｽﾃﾑおよび印刷設定管理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

3D など画像の表示手

順 

特開 2002-186067 

00.12.13 

H04Q9/00,321 

電気機器制御装置及び電気機器制御方法 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機

器
の
機
能
改
善 

手順の追加･分岐の処

理手順 

各種設定条件に応じた

分岐組合せ 

特開平 11-331472 

98.05.15 

H04N1/00,107 

画像入力ｼｽﾃﾑ 

通
信
性
能

の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開 2002-033696 

00.07.17 

H04B7/26 

無線通信端末装置および無線通信方法 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

状態遷移ﾃｰﾌﾞﾙ 

特開 2000-148426 

98.11.06 

G06F3/12 

ｿｹｯﾄ管理装置およびｿｹｯﾄ管理方法 

通
信
制
御
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開 2002-244829 

01.02.14 

G06F3/12 

出力装置指定方式および無線ｼｽﾃﾑ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.5.4 リコーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（6/7） 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開平 10-285326 

97.04.07 

H04N1/00,107 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾌｧｸｼﾐﾘ装置の制御方法 
通
信
制
御
技
術 

シ
ス
テ
ム
の 

性
能
向
上 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

ﾚｽﾎﾟﾝｽ付きｺﾏﾝﾄﾞ 

特開平 11-075049 

97.08.29 

H04N1/32 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾌｧｸｼﾐﾘ装置の制御方法 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の 

改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

信号の合成 

特開 2002-304243 

01.04.06 

G06F3/00 

無線結合ｼｽﾃﾑ 

通
信
性
能

の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

ｷｬｯｼｭから情報の取得

手順 

特開 2002-297468 

01.04.03 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ上の機器の管理ｼｽﾃﾑ､ﾈｯﾄﾜ-ｸﾌﾟﾘﾝﾀ管理ｼｽﾃﾑ､

及びﾈｯﾄﾜ-ｸﾌﾟﾘﾝﾀ 

通
信
品
質

の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2001-306427 

00.04.21 

G06F13/00,357 

遠隔管理ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2002-259240 

01.02.26 

G06F13/00,357 

機器監視装置及び方法 
接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

再現処理の取りやめ手

順 

特開 2002-244828 

01.02.14 

G06F3/12 

機器状態管理ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

機能情報の表示手順 

特開 2001-256155 

00.03.10 

G06F13/00,357 

画像形成ｼｽﾃﾑ 
操
作
性
の
向
上 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開 2002-366458 

01.06.11 

G06F13/00,357 

操作ｼｽﾃﾑ 

特開 2000-305884 

99.04.22 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ及び記録媒体 
安
全
性
の
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

認証･署名 

特開 2001-297045 

01.02.08 

G06F13/00,357 

機器管理ｼｽﾃﾑ､管理ｸﾗｲｱﾝﾄ､管理ｻ-ﾊﾞ､使用状況管理

方法及びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

保
守
性

の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2003-072208 

01.08.31 

B41J29/46 

画像形成装置および障害情報通知方法 

特開平 11-296468 

98.04.10 

G06F13/00,355 

画像処理装置 ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2001-225531 

00.02.15 

B41J29/38 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像形成装置 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｲﾍﾞﾝﾄの処理 

状態変化を検出しｲﾍﾞﾝ

ﾄの送信 

特開 2002-041374 

01.05.16 

G06F13/00,351 

遠隔監視のためのｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及び方法､記録

媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 



 

192 

表 2.5.4 リコーのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（7/7） 

特開 2001-345979 

00.05.30 

H04N1/00,106 

監視ｼｽﾃﾑ 

特開 2001-356898 

00.06.13 

G06F3/12 

画像形成装置管理ｼｽﾃﾑ 

特開 2002-026921 

00.07.05 

H04L12/28 

遠隔管理ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2002-297359 

01.04.03 

G06F3/12 

機器管理方法およびｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特開 2001-216103 

00.01.31 

G06F3/12 

画像形成装置管理ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-366502 

01.06.12 

G06F13/10,330 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾌﾟﾘﾝﾀの自動ｲﾝｽﾄ-ﾙ方法 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開 2002-132601 

00.10.20 

G06F13/00,353 

ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ構成方法 

 

 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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2.1 スズキ 

 

2.6.1 企業概要 

 

商号 シャープ 株式会社 

本社所在地 〒545-8522 大阪市阿倍野区長池町22-22 田辺ビル 

設立年 1935年（昭和10年） 

資本金 2,046億76百万円（2003年3月末） 

従業員数 22,718名（2003年3月末）（連結：46,633名） 

事業内容 エレクトロニクス機器（音響・映像・通信機器、電化機器、情報機器）、

電子部品（IC、液晶等）の製造・販売 
 

AV 機器の有力ミドルウエアの規格である HAVi の推進組織である HAVi 推進協会のメンバ

ーである。 

2003 年 12 月、三洋電機、東芝、三菱電機と共同で、各社の白物家電を相互にネット接

続するための技術仕様「iReady」の開発を行うことを発表した。ネット接続機能を持つ

「iReady アダプタ」を家電製品に外付けする方式をとることで、簡便に、既存の商品や異

なるメーカー間の家電もネット接続できるようにする構想。 

 

2.6.2 製品例 

ネットワーク家電に該当するものとして、現在、以下のような製品を提供している（2004

年 1 月時点）。 

表 2.6.2 シャープのネットワーク家電に関する製品例 

製品名 概要・特徴 

パーソナルサーバ 

「Galileo(ガリレオ)」 

以下のような機能をもつパーソナルサーバ。 

・ビデオサーバ、ファイルサーバ機能 

・テレビチューナー内蔵HDDレコーダーとして、テレビ受像・録

画ができる。 

・ワイヤレスLANステーションおよびルーター機能を持ち、スト

ックしたデジタルコンテンツを家の内外で楽しめる。 

・ウエッブサーバ機能を持ち、自作のホームページやデジタル

写真を保存しておけば、ウエッブ上で公開できる。 

デジタルフルカラー複合機 

 LIBRE（リブル）カラー 

  AR-C260F/C260FP/C260M 

AR-C260S/C280 

  

フルカラーコピー機で、オプションでネットワークプリンタ機

能とネットワークスキャナ機能がつく。 

・ネットワークプリンタとして、マルチプロトコル・マルチク

ライアント対応。 

・ネットワークスキャナとして、スキャン文書がネットワーク

上のPCで共有できる。さらに、これらのモデルでは、指定し

たEメールアドレスやサーバにスキャン文書の配信が可能。 

（AR-C260FPとC260Mは、ネットワークプリンタ機能を標準装備。

また、C260FとC260FPはファックス機能を標準装備） 

デジタル複合機 

LIBRE（リブル）シリーズ 

AR705S/625S/555S 

基本はモノクロコピー機だが、オプションで、ネットワークプ

リンタ機能とネットワークスキャナ機能をつけられる。 

また、2 台連携して、プリント出力やスキャン文書のコピーを行

うことで、大量のプリントやコピーを半分の速度で実行できる

「ネットワークタンデム機能」もオプションとしてつく。 

(出典：シャープのホームページ http://www.sharp.co.jp/） 

2.6 シャープ 
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2.6.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.6.3 に、シャープのネットワーク家電に関する出願件数と発明者数を示す。 

 

 開発拠点： 

 大阪府大阪市阿倍野区長池町 22 番 22 号  シャープ株式会社内 

 アメリカ合衆国カリフォルニア州 

 アメリカ合衆国ワシントン州 

 

図 2.6.3 シャープのネットワーク家電に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.6.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.6.4-1 にシャープのネットワーク家電の技術要素と課題、図 2.6.4-2 に課題と解決

手段の分布を示す。 

機器制御技術とユーザインターフェース技術に関する出願が多い。これらの出願の課題

としては、「システムや機器の機能改善」や「操作性の向上」に関するものである。 

「操作性の向上」に対して、「オブジェクトの処理」で対応している。 
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図 2.6.4-1 シャープのネットワーク家電に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.6.4-2 シャープのネットワーク家電に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.6.4 に、シャープのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許を示す。出

願件数は 86 件で、そのうち 10 件が登録特許である。 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1

2

1

2

2

2

1

4

2

1

1

1

3

1

3

2

3

2

1

1

1

1

4

1

2

3

3

3

1

2

1

2

1

1

2

1

1

7

1

2

4

3

1

1

1

課  題

解
決
手
段

手
順
の
追
加

システムの構成

データ形式の変換

変換テーブルの配置

コマンドの追加・変換

オブジェクトの処理

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

情報の関連付け処理手順

分岐の処理手順

プログラムなどのロード手順

その他の処理手順

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善

3

1

5

3

1

4

1

1

1

2

6

1

2

1

1

3

1

2

4

9

2

4

1

6

1

14

4

1

1

課  題

技
術
要
素

ツリー識別技術

ネットワーク管理技術

ネットワーク間接続技術

通信制御技術

ユーザインターフェース技術

相互運用技術

機器制御技術

機能識別技術

状態認識技術

自動設定・更新技術

接
続
構
成
技
術

操
作
・
制
御
技
術

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
技
術

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善
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表 2.6.4 シャープのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（1/8） 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

状態遷移ﾃｰﾌﾞﾙ 

特開平 11-284617 

98.03.27 

H04L12/28 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ機器および､ﾈｯﾄﾜ-ｸ機器のｸﾞﾙ-ﾌﾟ化方法 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

ｱﾄﾞﾚｽ変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

特開 2001-285308 

00.03.31 

H04L12/28 

通信ｼｽﾃﾑ 

手順の組替･変換･削除 

手順の削除 

不要割付手順の削除 

特開 2001-154968 

99.11.30 

G06F13/00,357 

周辺装置管理ｼｽﾃﾑ 

特開平 06-188892 

(拒絶査定) 

92.12.21 

H04L12/40 

[被引用回数 1] 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ 手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開平 11-134152 

97.10.31 

G06F3/14,320 

画像形成ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開 2003-108451 

01.09.27 

G06F13/00,357 

制御装置および制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑならびに制御ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開 2003-046506 

01.08.02 

H04L12/28,200 

情報伝送方法､情報伝送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及び情報伝送ﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑを記録した記録媒体 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特許 2945535 

92.03.24 

G06F13/00,351 

画像形成装置 

複写機位置の動作状態が変化す

る毎に変化後の複写状態をｺｰﾄﾞ

ﾃﾞｰﾀとして送信するﾏｽﾀ CPU40 に

ﾓﾃﾞﾑ 55,56 を介してﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

57 に接続された第 2 の制御部を

構成する CPU42 を接続し､CPU42

においてｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀの送信処理を

制御する｡ 

シ
ス
テ
ム
の

性
能
向
上 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開 2001-282661 

00.03.31 

G06F13/00,357 

周辺機器設定装置､周辺機器設定方法､および周辺

機器設定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読取可能な記

録媒体 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開 2003-152728 

01.11.13 

H04L12/28,200 

ﾃﾞ-ﾀ通信方法､送受信回路､該送受信回路を備えた

情報機器および情報通信ﾈﾂﾄﾜ-ｸ 

手順の追加･分岐の処

理手順 

各種設定条件に応じた

分岐組合せ 

特開 2000-250877 

99.02.26 

G06F15/177,674 

ﾃﾞ-ﾀ処理ｼｽﾃﾑ 

接
続
構
成
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開平 10-257075 

97.12.02 

H04L12/28 

[被引用回数 1] 

通信方法および通信ｼｽﾃﾑならびに通信ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記

録したｺﾝﾋﾟｭ-ﾀで読取可能な記録媒体 

通信制御部は対応の機能実現

部が有する 1 つ以上の機能に

関連する複数の機能情報を予

め記憶媒体に記憶し､通信時に

他の機器のそれぞれに対して

機能情報を問合せる｡したがっ

て､各機器とそれが有する機能

情報とを対応付けて管理する

処理は不要となって通信を含 

む処理の負荷が軽減され各機器の機能を効率よく

制御できる｡ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.6.4 シャープのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（2/8） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

通
信
性
能

の
向
上 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2003-015831 

01.07.03 

G06F3/12 

通信ｼｽﾃﾑ､端末装置､処理装置､ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､及

び記録媒体 

接
続
性
能

の
向
上 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

特殊動作ｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2002-084582 

00.09.06 

H04Q9/00,301 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑにおける機器制御のﾛｯｸｼｽﾃﾑ及びﾛｯｸ制

御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した記録媒体 

特開 2001-217850 

00.01.31 

H04L12/40 

ﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽ実現方法 
互
換
性
の
維
持 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

API ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2001-067221 

00.07.05 

G06F9/44 

ﾘｱﾙﾀｲﾑｵﾍﾟﾚ-ﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ用ｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽの設計方法 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2002-305598 

01.04.04 

H04M11/00,301 

遠隔制御ｼｽﾃﾑ 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

電力供給ﾓｼﾞｭｰﾙ 

特許 3387625 

94.05.25 

H04Q9/00,301 

ﾎ-ﾑｵ-ﾄﾒ-ｼｮﾝｼｽﾃﾑ 

太陽光発電ｼｽﾃﾑ部が､ｲﾝﾊﾞｰﾀﾕﾆｯﾄの

IF 部と電力量計用 IFU を通してﾎｰﾑｵ

ｰﾄﾒｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ部にﾈｯﾄﾜｰｸで接続して

いる｡太陽光発電機の異常を検知し､

ｼｽﾃﾑｺﾝﾄﾛｰﾗに知らせ､操作機器で異

常を報知し､ｼｽﾃﾑｺﾝﾄﾛｰﾗの自動通報

機能で自動通報する｡また､電力使用

量と太陽光発電機の発電量を検知 

し､ｼｽﾃﾑｺﾝﾄﾛｰﾗにその情報を記憶し､使用者の操作に

より操作機器に電力使用量と発電量とを表示する｡

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2002-354067 

01.05.25 

H04L29/10 

ｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽ装置及びこれを備えた通信機器並びに通

信方法 

操
作
性

の
向
上 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路の優先度による

組替 

特開 2002-374582 

01.06.13 

H04Q9/00,311 

被制御装置､それを含んだ遠隔制御ｼｽﾃﾑおよび遠隔

制御方法 

提
供
サ
ー
ビ

ス
の
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2003-016256 

01.07.03 

G06F17/60,176 

家電機器制御ｼｽﾃﾑ 

接
続
機
能

の
改
善 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの変換 

特開 2002-112362 

00.09.29 

H04Q9/00,301 

AV ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

機
器
制
御
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2001-350676 

00.06.08 

G06F13/00,351 

[被引用回数 1] 

家庭用ﾈｯﾄﾜ-ｸ装置 

複数の家電機器を接続して各家電

機器間で通信を行ってﾃﾞｰﾀを共有

できる家庭用ﾈｯﾄﾜｰｸ装置において､

各家電機器とﾃﾞｰﾀを授受してﾃﾞｰﾀ

の管理を行うｻｰﾊﾞｰ機能を家電機器

に設け､新たに接続される家電機器

のﾃﾞｰﾀ通信ﾌｫｰﾏｯﾄに応じた設定ﾃﾞｰ 

ﾀを外部ｺﾝﾃﾝﾂから取得して､既存の家電機器のｻｰﾊﾞｰ

機能の実行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを該設定ﾃﾞｰﾀにより書き換えるｻ

ｰﾊﾞを備えた｡ 
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表 2.6.4 シャープのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（3/8） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｲﾍﾞﾝﾄの処理 

状態変化を検出しｲﾍﾞﾝ

ﾄの送信 

特許 3205713 

97.01.10 

G06F17/60,176 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ用家電機器およびﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾈｯﾄﾜｰｸに接続され､ｵｰﾃﾞ

ｨｵ､ﾋﾞﾃﾞｵ､文字､その他制御情

報などのﾃﾞｰﾀを扱うことので

きる家電機器において､外部の

ﾈｯﾄﾜｰｸと接続するためのﾈｯﾄﾜｰ

ｸｲﾝﾀﾌｪｰｽと､外部の機器もしく

は機器自身の持つﾕｰｻﾞｲﾝﾀﾌｪｰｽ

を通じて得たｺﾏﾝﾄﾞを実行する

ｺﾏﾝﾄﾞ処理部と､ﾈｯﾄﾜｰｸｲﾝﾀﾌｪｰｽ

から得られた外部状況の変化

を表わすｲﾍﾞﾝﾄを解析するｲﾍﾞﾝ

ﾄ解析部と､得られたｲﾍﾞﾝﾄによ

りｽｸﾘﾌﾟﾄ記憶部にあらかじめ

蓄えられているｽｸﾘﾌﾟﾄを実行

するｽｸﾘﾌﾟﾄ処理部とを備える。 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特許 2907634 

92.05.27 

H04L12/40 

ﾎ-ﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑ 

ﾎｰﾑﾊﾞｽｺﾝﾄﾛｰﾗから全端末

機器を集中制御すること

ができると共に,各端末

機器毎に設けられた端末

機器側操作部によって各

端末機器側の操作によっ

て個別に制御できるよう

に構成され,更に,ﾎｰﾑﾊﾞｽ

ｺﾝﾄﾛｰﾗの制御が優先する

ﾎｰﾑﾊﾞｽｺﾝﾄﾛｰﾗ制御優先の

設定手段を設けて,ﾎｰﾑﾊﾞ

ｽｺﾝﾄﾛｰﾗがｶﾞｽ漏れ等の異 

常事態を検知したときには,端末機器での制御操作

を停止させることができる｡ﾎｰﾑﾊﾞｽｺﾝﾄﾛｰﾗ制御優先

の設定手段を動作させることにより,例えば,ｶﾞｽ漏

れ時に火花発生の可能性のある端末機器を動作させ

てしまう等によるｶﾞｽ爆発等の最悪の事態発生を防

止することができる。 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2000-134676 

98.10.28 

H04Q9/00,301 

ﾃﾞ-ﾀ放送を用いた機器制御ﾃﾞ-ﾀ更新ｼｽﾃﾑ 

特開 2002-044749 

00.07.25 

H04Q9/00,301 

遠隔制御ｼｽﾃﾑ ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2002-262371 

01.03.01 

H04Q9/00,321 

遠隔制御ｼｽﾃﾑ 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの変換 

特開平 08-275255 

(みなし取下) 

95.03.29 

H04Q9/00,301 

[被引用回数 1] 

ﾎ-ﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑおよびﾎ-ﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑにおけるﾘﾓ-ﾄ機器制

御方法 

機
器
制
御
技
術 

遠
隔
で
の
機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

仮想ﾃﾞﾊﾞｲｽの生成 

特開 2002-044745 

00.07.24 

H04Q9/00,301 

通信装置および遠隔制御ｼｽﾃﾑ 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器

の
機
能
改
善 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

連続起動ｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2001-103584 

99.10.01 

H04Q9/02 

機器制御方法および機器制御ｼｽﾃﾑ 
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表 2.6.4 シャープのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（4/8） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

操作制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特許 3396859 

98.01.14 

H04L12/28,200 

複数個の機器を含むｼｽﾃﾑにおけるﾃﾞ-ﾀ転送方法､ﾃﾞ

-ﾀ転送ｼｽﾃﾑ､転送機器指定装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸ機器の遠隔

制御装置および情報機器 

ﾃﾞｰﾀ転送方法は､転送元お

よび転送先機器の組合せに

応じたﾃﾞｰﾀ転送機能を特定

する情報を準備するｽﾃｯﾌﾟ

と､転送元機器を物理的に

指定するｽﾃｯﾌﾟと､転送先機

器を物理的に指定するｽﾃｯ

ﾌﾟと､指定された転送先機

器の情報および転送元機器

の情報と､組合せに応じた

ﾃﾞｰﾀ転送機能を特定する情 

報とに基づいて､適切なﾃﾞｰﾀ転送機能を一意に決定

して自動的に送信を実行するｽﾃｯﾌﾟとを含む｡そうし

た方法を実現するｼｽﾃﾑおよびそれらで使用される機

器も開示されている｡ 

特開 2002-016984 

00.01.28 

H04Q9/00,301 

機器制御方法および機器制御装置 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

DCM に設定 

特開 2001-356976 

00.06.15 

G06F13/00,357 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ情報家電ﾈｯﾄﾜ-ｸにおけるﾕ-ｻﾞ-ｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽ装置

およびその制御方法､並びにその記録媒体 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾛﾄｺﾙの設定･選択 

特開 2002-191086 

00.12.20 

H04Q9/00,321 

機器制御ｼｽﾃﾑ､機器制御方法､および､制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

を記録された記録媒体 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開 2000-333275 

99.05.19 

H04Q9/00,321 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理方法 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

機能情報の表示手順 

特開 2001-186580 

99.12.24 

H04Q9/00,321 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ型電子機器の制御方法 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

状態情報の表示手順 

特開 2002-217922 

01.01.18 

H04L12/40 

家庭用ﾈｯﾄﾜ-ｸ装置 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開 2002-033967 

00.07.17 

H04N5/44 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ情報機器およびﾃﾞｼﾞﾀﾙ情報機器制御方法 

互
換
性
の
維
持 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

操作制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特開 2001-325052 

00.05.17 

G06F3/00,651 

ｴ-ｼﾞｪﾝﾄ表示装置､ｴ-ｼﾞｪﾝﾄ表示方法およびｴ-ｼﾞｪﾝﾄ

表示ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した記録媒体 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

EPG ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ 

特開 2000-101946 

99.05.06 

H04N5/445 

電子ﾘｿ-ｽｶﾞｲﾄﾞ 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

操
作
性
の
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特許 3017365 

92.08.25 

H04M11/06 

通信ｼｽﾃﾑ装置 

ｵｰﾃﾞｨｵｸﾞﾗﾌｨｯｸ端末の表示･操作画面

に､文書表示ｴﾘｱ､機能選択ﾒﾆｭｰ表示ｴ

ﾘｱ､文書表示範囲指定ｴﾘｱ､静止画像

の操作範囲指定ｴﾘｱを備えており､高

精細ｶﾗｰ静止画像の編集を行うため

のﾒﾆｭｰと編集範囲指定用のｴﾘｱをｵｰ 

ﾃﾞｨｵｸﾞﾗﾌｨｯｸ端末の表示部上に設け､ｶﾗｰ静止画像の

編集用に特別な操作ﾃﾞﾊﾞｲｽを用いず操作ﾍﾟﾝで全て

操作が行えるような操作体系を有する｡ 
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表 2.6.4 シャープのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（5/8） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許 3034749 

94.01.26 

H04Q9/00,301 

[被引用回数 1] 

ﾎ-ﾑｺﾝﾄﾛ-ﾙｼｽﾃﾑの表示操作装置 

画像表示部の前面に透過型のﾀｯﾁ

ﾊﾟﾈﾙが配置され､前記画像表示部

の表示画面上に映像とともに表

示された操作ｷｰをﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙを介し

て押すことにより､押された操作

ｷｰに対応する機器の制御を行うﾎ

ｰﾑｺﾝﾄﾛｰﾙｼｽﾃﾑであって､画面表示

される各操作ｷｰの入力領域を輪

郭線で表示する構成とする｡ 

特開平 11-024882 

97.07.08 

G06F3/14,370 

ｱｲｺﾝ機能登録装置 

特開平 11-032154 

(拒絶査定) 

97.07.11 

H04N1/00,107 

[被引用回数 1] 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ画像形成装置 

特開 2000-278296 

99.03.26 

H04L12/40 

通信ｼｽﾃﾑおよびそれに用いる電子機器 

特開 2001-306213 

00.04.25 

G06F3/00,657 

情報処理装置および情報処理方法､ならびに情報処

理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読み取り可能な記録

媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2002-091413 

00.09.19 

G09G5/00,550 

表示制御装置 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開平 07-222260 

(みなし取下) 

94.01.31 

H04Q9/00,301 

ﾎ-ﾑｺﾝﾄﾛ-ﾙｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報取得手順 

特開 2000-148432 

98.11.09 

G06F3/12 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理装置 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特許 2854739 

91.10.24 

F24C7/02,301 

電子ﾚﾝｼﾞ 

選択ﾒﾆｭｰ IC ｶｰﾄﾞには､

透明電極ｽｲｯﾁｼｰﾄおよび

ｶﾗｰ液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲを積層

して形成された操作ﾊﾟﾈ

ﾙを操作して選択された

ﾒﾆｭｰの選択ﾒﾆｭｰﾃﾞｰﾀが

年･月･週･日別に格納さ 

れる｡操作ﾊﾟﾈﾙの各ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞｷｰは､選択ﾒﾆｭｰﾃﾞｰﾀをｻ

ﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞする際のｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾊﾟﾀｰﾝを指定する｡CPU は､

指定されたｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾊﾟﾀｰﾝを構成する日付ｺｰﾄﾞに基

づいて選択ﾒﾆｭｰﾃﾞｰﾀ IC ｶｰﾄﾞから選択ﾒﾆｭｰﾃﾞｰﾀをｻﾝ

ﾌﾟﾘﾝｸﾞ/ｿｰﾃｨﾝｸﾞし、所定数のメニュー名称を提案メ

ニューとして操作パネルに表示する。こうして、サ

ンプリング指定日と同季節に選択されたメニュー

に基づく提案メニューを表示する。 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

3D など画像表示手順 

特開 2003-150292 

01.10.18 

G06F3/00,653 

電気器具を含むﾃﾞ-ﾀ処理ﾈｯﾄﾜ-ｸのためのﾕ-ｻﾞｲﾝﾀ-ﾌ

ｪｲｽおよびﾃﾞ-ﾀ処理ﾈｯﾄﾜ-ｸ 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

機能情報の表示手順 

特開 2000-278774 

99.03.24 

H04Q9/00,311 

複数の条件設定を必要とする電子機器､大画面表示

部を備えた電子機器､双方向ﾘﾓｺﾝ､ならびに､設定条

件確認ｼｽﾃﾑおよびその方法 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

状態情報の表示手順 

特開 2002-281574 

01.03.15 

H04Q9/00,331 

機器制御方法､機器制御装置､動作状況取得装置､機

器制御ｼｽﾃﾑ､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読

み取り可能な記録媒体 
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表 2.6.4 シャープのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（6/8） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

3D など画像の表示手

順 

特開 2001-297044 

00.04.13 

G06F13/00,357 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ情報機器ﾈｯﾄﾜ-ｸ装置 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特許 3195190 

95.05.10 

G06F3/12 

[被引用回数 1] 

印字出力制御装置およびそれを備えたﾈｯﾄﾜ-ｸ 

NW ｺﾝﾄﾛｰﾗは､DPPC､および NWP の

計 7 台の印字装置において､ｼﾞｮ

ﾌﾞの終了毎あるいは一定時間間

隔毎に印刷ｼﾞｮﾌﾞおよび複写ｼﾞｮ

ﾌﾞの処理比率を算出し､ﾈｯﾄﾜｰｸ上

の印刷装置および複写装置の台

数比率が上記処理比率と等しく

なるように､各 DPPC を印刷装置

あるいは複写装置として割り当

てる｡ 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾛﾄｺﾙの設定･選択 

特開 2002-185479 

00.12.15 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ転送方法 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開 2000-209221 

99.01.14 

H04L12/28 

無線通信方法及び該方法を実施する無線通信端末

及び該方法を実現するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記憶した媒体 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ﾊﾞｯﾌｧの領域割付手順 

特開 2002-135270 

00.10.26 

H04L12/28 

ﾃﾞ-ﾀの非同期転送方式 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ 

特開 2000-032026 

98.07.08 

H04L12/46 

万能ﾘﾓｺﾝを用いたﾘﾓ-ﾄｺﾝﾄﾛ-ﾙｼｽﾃﾑ及び､その統括被

制御装置 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

特定ﾊﾞｽﾘｾｯﾄｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2003-188890 

01.12.20 

H04L12/40 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ装置及びそれを用いて行う情報処

理装置間のﾊﾞｽの制御方法 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

ﾙｰﾌ･ﾘｰﾌ情報の取得手

順 

特開 2002-314544 

01.04.09 

H04L12/28,200 

伝送速度算出方法 
接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

時刻情報の取得手順 

特許 3392372 

99.07.15 

H04L12/28,203 

ﾎﾟ-ﾘﾝｸﾞ通信方法及びﾎﾟ-ﾘﾝｸﾞ通信装置 

親局から子局へのﾎﾟｰﾘﾝｸﾞに対す

る子局から親局へのﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ応答

が中止されてから所定の時間が経

過すると通信を終了するﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ

通信方法において､前記子局が前

記所定の時間経過前に延用ﾎﾟｰﾘﾝ

ｸﾞ応答を送信することを特徴とす

るﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ通信方法｡ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2000-067119 

98.08.19 

G06F17/60 

[被引用回数 1] 

ﾎ-ﾑｵ-ﾄﾒ-ｼｮﾝｼｽﾃﾑ 

一方向ﾐﾘ波帯無手順無線通信

と有線相方向通信を用いる｡ 

通
信
制
御
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2001-308887 

00.04.27 

H04L12/28 

通信装置 

特開 2000-092235 

98.09.11 

H04M11/00,303 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ制御装置､携帯用画像表示装置およびそ

れらを含んだ無線伝送装置 ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

間
接
続
技
術 

接
続
性
能
の 

向
上 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ 

 
特開 2000-092235 

98.09.11 

H04M11/00,303 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ制御装置､携帯用画像表示装置およびそ

れらを含んだ無線伝送装置 
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表 2.6.4 シャープのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（7/8） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ(集中制御) 

特開 2002-077271 

00.08.25 

H04L12/66 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ装置 

特開平 09-116498 

(拒絶査定) 

95.10.23 

H04B10/14 

[被引用回数 1] 

光電複合ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2002-135745 

00.10.23 

H04N7/173,610 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

吸収ﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開 2001-144828 

99.11.15 

H04L29/06 

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換装置 

特開平 10-051464 

96.08.05 

H04L12/28 

光電複合ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､その端末ｱﾄﾞﾚｽ設定方法､

及びその情報通信方法 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

特開 2002-152280 

00.11.10 

H04L12/66 

情報通信ｼｽﾃﾑおよび情報通信方法ならびに情報通

信方法のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読取可能な記

録媒体 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

遠
隔
で
の

機
能
改
善

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2003-030774 

01.07.17 

G08C19/00 

制御方法､制御ｼｽﾃﾑ､中央装置､ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､及

び記録媒体 

接
続
性
能
の

向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2003-134124 

01.10.29 

H04L12/28,200 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑにおける制御局交代方法､ﾈ

ｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑにおける監視局交代方法､及びﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃ

ﾑで用いられる端末機器 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ(集中制御) 

特開 2001-144756 

99.11.17 

H04L12/22 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ･ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚ-ｼﾖﾝ方式 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

公開鍵 

特開 2001-256129 

00.03.13 

G06F13/00,351 

情報通信装置,情報通信方法および遠隔管理ｼｽﾃﾑ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

秘密鍵 

特開 2002-271309 

01.03.07 

H04L9/08 

鍵情報管理方法及び機器管理装置 

安
全
性
の
向
上 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

ｱﾄﾞﾚｽ変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

特開 2001-251312 

00.03.06 

H04L12/28 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ接続機器のｱｸｾｽ管理装置 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ(集中制御) 

特開 2001-156777 

99.11.26 

H04L12/24 

IP 端末ﾒﾝﾃﾅﾝｽｼｽﾃﾑ 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

無線ｱﾄﾞﾚｽ･ﾃｰﾌﾞﾙの作

成 

特開 2002-141903 

00.10.30 

H04L12/24 

ﾉ-ﾄﾞ構成情報管理方法及び無線ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2002-189647 

00.12.21 

G06F13/00,357 

情報収集提供ｼｽﾃﾑ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-149516 

00.11.10 

G06F13/00,357 

情報処理ｼｽﾃﾑおよび方法､ｻ-ﾋﾞｽ情報収集機器なら

びに情報処理方法のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読

取可能な記録媒体 
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表 2.6.4 シャープのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（8/8） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

設定値のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2003-028429 

01.07.11 

F24C7/02,301 

加熱調理器及び加熱調理ｼｽﾃﾑ 
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

手順の追加･その他の

処理手順 

途中からの再現処理手

順 

特開 2002-094912 

00.09.13 

H04N5/76 

ﾘｿ-ｽ管理装置及びﾘｿ-ｽ管理方法 ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2002-189851 

00.12.21 

G06F17/60,176 

情報収集提供ｼｽﾃﾑ 
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2.1 スズキ 

 

2.7.1 企業概要 
 

商号 株式会社 日立製作所 

本社所在地 〒101-8010 東京都千代田区神田駿河台4-6 

設立年 1920年（大正9年） 

資本金 2,820億32百万円（2003年3月末） 

従業員数 42,375名（2003年3月末）（連結：320,528名） 

事業内容 総合電機（情報・通信システム、電子デバイス、電力・産業システム、デ

ジタルメディア、民生機器等の製造・販売・サービス） 

AV 機器の有力ミドルウエアの規格 HAVi の推進組織である HAVi 推進協会のメンバーであ

る。白物家電ミドルウエア規格 EchoNet の策定メンバーである。 

2001 年から 2002 年にかけて、松下電器産業と提携して、ホームネットワーク家電のシス

テムおよびサービスの企画・開発を行った。 

 

2.7.2 製品例 

ネットワーク家電に関連するものとして、以下のような製品を提供している。家電製品

は、現在、子会社の日立ホーム・アンド・ライフ・ソリューション（2002 年、日立製作所

の家電グループが母体となって設立）が、提供している。 

表 2.7.2 日立製作所のネットワーク家電に関する製品例（1/2） 

製品名 概要・特徴 

ホラソネットワーク 通信アダプタセットと、宅内のセキュリティ機器（開閉センサー、人

感センサー）、白物家電（エアコン、冷蔵庫、洗濯機、オーブンレン

ジ）、給湯器、照明から構成され、リモコン1台もしくは携帯電話や

PCから操作できるホームネットワークシステム。 

・ネットワーク開閉センサー：窓やドア等からの侵入を自動的に検知

し、通信アダプタのアラーム音を鳴らしたり、携帯電話に異状を知

らせる。セットのし忘れも携帯電話で外から設定できる。 

・ネットワーク人感センサー：赤外線センサーにより人の侵入を自動

的に検知し、通信アダプタのアラーム音を鳴らしたり、携帯電話に

異状を知らせる。 

・ネットワークエアコン：外出先から携帯電話でオン・オフや温度設

定切り替えが可能。2階の寝室から1階のリビングやダイニングのエ

アコンを運転することもできる。 

・ネットワーク冷蔵庫：使用電力量の目安やドア開閉回数が表示され、

省エネチェックができる。 

・ネットワーク洗濯乾燥機：汚れの度合いや衣類の種類に合わせて、

洗い方のプログラムを設定できる。 

・ネットワークレンジ：PCで各種メニューを検索して、加熱データを

レンジに転送して調理できる。 

・ネットワーク照明：外出先から携帯電話で照明のきり忘れをチェッ

クしたり、帰宅前に点灯しておくことができる。 

・ネットワーク給湯器：外出先から携帯電話で風呂の自動湯張りし、

帰宅してすぐの入浴ができる。 

（子会社の日立ホーム・アンド・ライフ・ソリューションが提供。）

（出典：日立製作所のホームページ http://www.hitachi.co.jp/） 

2.7 日立製作所 
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表 2.7.2 日立製作所のネットワーク家電に関する製品例（2/2） 

製品名 概要・特徴 

ベースバンド機能搭載

マイコン「SH7630」 

RF ト ラ ン シ ー バ LSI

「HD157100」 

近距離無線ネットワーク規格「Bluetooth」対応のチップセット。 

従来、Bluetoothのベースバンド処理とアプリケーション処理にそれ

ぞれ必要であった2つのLSIを1つの「SH7630」で対応できる等の特徴

をもっており、Bluetooth対応機器の高機能化、低価格化、小型化を

図れる。 

（出典：日立製作所のホームページ http://www.hitachi.co.jp/） 

 

 

 

2.7.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.7.3 に、ネットワーク家電に関する日立製作所の出願件数と発明者数を示す。 

 

 開発拠点： 

 茨城県ひたちなか市稲田 1410 番地  株式会社日立製作所映像情報メディア事業部内 

 茨城県ひたちなか市市毛 1070 番地  株式会社日立製作所水戸工場内 

 茨城県ひたちなか市大字市毛 882 番地  株式会社日立製作所計測器事業部内 

 茨城県土浦市神立町 502 番地  株式会社日立製作所機械研究所内 

 茨城県日立市大みか町７丁目１番１号  株式会社日立製作所日立研究所内 

 茨城県日立市大みか町７丁目２番１号  株式会社日立製作所電力・電機開発研究所内 

 神奈川県横浜市戸塚区吉田町 292 番地  株式会社日立製作所マルチメディアシステム開

発本部内 

 神奈川県横浜市戸塚区吉田町 292 番地 株式会社日立製作所マイクロエレクトロニクス

機器開発研究所内 

神奈川県横浜市戸塚区戸塚町 216 番地 株式会社日立製作所情報通信事業部内 

 神奈川県横浜市戸塚区戸塚町 5030 番地  株式会社日立製作所ソフトウェア開発本部内 

 神奈川県海老名市下今泉 810 番地  株式会社日立製作所オフィスシステム事業部内 

 神奈川県川崎市麻生区王禅寺 1099 番地 株式会社日立製作所システム開発研究所内 

 静岡県清水市村松 390 番地  株式会社日立製作所空調システム事業部内 

 東京都国分寺市東恋ケ窪１丁目 280 番地  株式会社日立製作所デザイン研究所内 

 東京都国分寺市東恋ケ窪１丁目 280 番地  株式会社日立製作所中央研究所内 

 東京都千代田区神田駿河台４丁目６番地 株式会社日立製作所内 

 栃木県下都賀郡大平町大字富田 800 番地  株式会社日立製作所冷熱事業部内 

 栃木県下都賀郡大平町大字富田 800 番地 株式会社日立製作所栃木工場内 
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図 2.7.3 日立製作所のネットワーク家電に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.7.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.7.4-1 に日立製作所のネットワーク家電に関する技術要素と課題、図 2.7.4-2 に課

題と解決手段の分布を示す。 

ネットワーク管理技術の出願が 13 件、相互運用技術が 11 件である。これらの出願の課

題としては、「システムや機器の機能改善」や「安全性の向上」に関するものである。「シ

ステムや機器の機能改善」に対しては、「プログラムなどのロード手順」で対応している。

「接続機能の改善」に対しては、「手順の組替・変換・削除」で対応している。 
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図 2.7.4-1 日立製作所のネットワーク家電に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.7.4-2 日立製作所のネットワーク家電に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.7.4 に、日立製作所のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許を示す。

出願件数は 67 件である。 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1

1

1

2

1

1

1

1

3

3

1

9

1

1

2

1

1

1

2

10

1

8 3

1

1

1

2

5

3

1

課  題

技
術
要
素

ツリー識別技術

ネットワーク管理技術

ネットワーク間接続技術

通信制御技術

ユーザインターフェース技術

相互運用技術

機器制御技術

機能識別技術

状態認識技術

自動設定・更新技術

接
続
構
成
技
術

操
作
・
制
御
技
術

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
技
術

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善

3 1

1

1

2

1

4

1

1

2

1

5

1

1

1

1

2

1

2

1

3

1

2

1

5

4

4 1

2

1

1

1

1

1

4

1

1

1

1

1

課  題

解
決
手
段

手
順
の
追
加

システムの構成

データ形式の変換

変換テーブルの配置

コマンドの追加・変換

オブジェクトの処理

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

情報の関連付け処理手順

分岐の処理手順

プログラムなどのロード手順

その他の処理手順

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善
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表 2.7.4 日立製作所のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（1/6） 

通
信
性
能
の 

向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特表平 10-843391 

97.03.21 

H04L12/40 

電子機器､電子機器使用方法及び電子機器ｼｽﾃﾑ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｲﾍﾞﾝﾄの処理 

状態変化を検出しｲﾍﾞﾝ

ﾄの送信 

特開 2003-198552 

01.12.27 

H04L12/28,200 

ﾈｯﾄﾜｰｸ装置､ﾈｯﾄﾜｰｸ接続管理装置およびﾈｯﾄﾜｰｸ装置

の増設方法 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開 2000-269998 

99.03.19 

H04L12/40 

分散ｼｽﾃﾑの設定方法 

接
続
性
能
の
向
上 手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開 2001-016211 

99.06.28 

H04L12/28 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ対応機器 

シ
ス
テ
ム
の

性
能
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 07-015539 

(みなし取下) 

93.06.28 

H04M11/00,301 

日立ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝﾃｸﾉﾛ

ｼﾞ- 

ﾎ-ﾑｵ-ﾄﾒ-ｼｮﾝｼｽﾃﾑ 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の 

改
善 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開平 05-276178 

(みなし取下) 

92.03.27 

H04L12/40 

ﾎ-ﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑ 

接
続
機
能
の 

改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換 

特開 2003-060664 

01.08.21 

H04L12/46 

ｹﾞ-ﾄｳｪｲ装置および情報機器 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開平 05-274239 

(みなし取下) 

92.03.26 

G06F13/00,357 

[被引用回数 2] 

ﾈﾂﾄﾜ-ｸ資源選択方式 

 

接
続
構
成
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の

機
能
改
善 手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2002-189648 

00.12.20 

G06F13/00,357 

位置関係獲得方法および機器 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

EPG ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ 

特開 2001-218287 

00.02.02 

H04Q9/00,321 

間接予約参照装置及びｼｽﾃﾑ 
シ
ス
テ
ム
の

性
能
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開 2002-232976 

01.01.31 

H04Q9/00,321 

AV 機器制御装置および AV 機器制御方法 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ(集中制御) 

特開 2003-030973 

01.07.19 

G11B33/10 

ｼｽﾃﾑ情報の構造およびｶﾞｲﾀﾞﾝｽ付き機器ならびにそ

の制御部 

機
器
制
御
技
術 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

階層ﾒﾆｭｰの表示手順 

特開平 09-149329 

(拒絶査定) 

95.11.20 

H04N5/445 

[被引用回数 1] 

画像情報信号受信ｼｽﾃﾑ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.7.4 日立製作所のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（2/6） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開 2000-275318 

99.03.29 

G01S5/14 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑおよびその端末装置 
シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-078036 

00.09.04 

H04Q9/00,301 

家電機器用ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの切換 

特開平 10-210569 

97.01.17 

H04Q9/00,301 

ﾊﾞｽｺﾝﾄﾛ-ﾙ装置および方法 

補助的手段の活用 

携帯電話の活用 

特開 2002-281169 

01.03.19 

H04M11/00,301 

遠隔操作ｼｽﾃﾑおよび遠隔操作方法および遠隔操作ｱ

ﾀﾞﾌﾟﾀおよびｻ-ﾋﾞｽ機器 

機
器
制
御
技
術 

遠
隔
で
の
機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-297888 

01.03.29 

G06F17/60,176 

情報取得装置､情報取得対象機器､情報提供ｻ-ﾊﾞ及

び情報提供ｼｽﾃﾑ 

接
続
性
能
の 

向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開平 07-030971 

(みなし取下) 

93.07.09 

H04Q9/00,301 

[被引用回数 2] 

AV ｼｽﾃﾑ制御装置 

 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開平 11-069462 

97.08.22 

H04Q9/00,301 

[被引用回数 1] 

住戸内機器の管理機能を有するﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ受信機及

び機器管理ｼｽﾃﾑ 

ﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ受信機 4,11 に､外部機

器と接続するｲﾝﾀｰﾌｪｲｽと､住戸 1

内にある複数の機器の動作状態

の確認や設定を行う手段を備え

る｡ 

 

 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞに識別情報の付

加 

特開平 11-266281 

98.03.18 

H04L12/54 

ﾈｯﾄﾜ-ｸを用いた入出力ｼｽﾃﾑ 

特開平 11-232727 

98.02.18 

G11B15/02,328 

[被引用回数 1] 

AV 機器および AV 機器の録画方式 

第 1 の AV 機器は､返答内容を操

作者に提示し､ﾊﾞｽ使用時に第 1

の AV 機器と関連して動作する

機器となる AV 機器を決定さ

せ､決定した AV 機器に録画ﾃﾞｰ

ﾀを送信し､録画させる｡ 

 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

DCM に設定 

特開 2001-008146 

99.06.22 

H04N5/765 

[被引用回数 1] 

電子機器および記録再生方法 

例えば､ﾀﾞﾋﾞﾝｸﾞなどの複数の

機器が連携して動作する機能

において､ﾕｰｻﾞは､ﾃﾞｰﾀの再生

を行う機器に対して､ﾀﾞﾋﾞﾝｸﾞ

機能の指示と､記録機器の選

択指示を行う｡再生機器は､ﾕｰ

ｻﾞからのﾀﾞﾋﾞﾝｸﾞの指示に同

期して､記録機器を選択させ

るべく機器一覧表示を行う｡ 

記録機器が選択されたなら､再生機器は､通信を介

して記録機器を制御し､ﾀﾞﾋﾞﾝｸﾞのための準備処理

および実行開始処理を行う｡ﾀﾞﾋﾞﾝｸﾞ実行中は､再生

機器は記録機器の状態監視を行い､ﾀﾞﾋﾞﾝｸﾞ停止要

件が検出されたなら､その旨をﾕｰｻに通知する。 
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表 2.7.4 日立製作所のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（3/6） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

DCM に設定 

特開 2002-232977 

01.02.02 

H04Q9/00,321 

制御装置､被制御装置､制御方法および制御ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

時刻情報の取得手順 

特開平 11-126193 

97.10.22 

G06F15/16,330 

[被引用回数 1] 

ﾀｲﾏ管理を行なう機器及び機器ｼｽﾃﾑ 

衛星放送受信機や録画再生装

置,ﾓﾆﾀなどの各種 AV 機器が

制御ﾊﾞｽで接続された AV ｼｽﾃﾑ

において､各 AV 機器内に時間

管理部を設け､また､ﾀｲﾏ予約

を設定及び実行を行なう AV

機器が､この予約実行時に､連

携して動作する他の AV 機器

の時間情報を取得し､この予

約実行を行なう上で問題がな

いかどうかﾁｪｯｸする｡そして､

問題があれば､その旨を通知

し､この他の AV 機器の時間情

報管理部に時間調整の要求を

発行する｡ 

特開 2001-126000 

99.10.26 

G06F19/00 

日立画像情報ｼｽﾃﾑ 

ﾎ-ﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑの情報制御方法 手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2001-125864 

00.09.18 

G06F13/10,310 

情報機器､情報機器ｼｽﾃﾑ制御方法及び情報機器ｼｽﾃﾑ

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

設定値のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開平 11-146426 

97.11.06 

H04N17/04 

電子機器および電子機器の制御方法および電子機

器ｼｽﾃﾑ 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開 2001-331397 

(拒絶査定) 

01.03.15 

G06F13/00,357 

情報機器､情報機器ｼｽﾃﾑ制御方法及び情報機器ｼｽﾃﾑ

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開平 11-066175 

97.08.22 

G06F17/60 

情報管理ｼｽﾃﾑ及びﾃﾚﾋﾞｼﾞﾖﾝ受像機 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

3D など画像の表示手

順 

特開平 10-063458 

96.08.22 

G06F3/14,320 

通信ﾈｯﾄﾜ-ｸの表示方法とその操作方法ならびにそ

のための装置 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

画面位置との関連付け 

特開平 08-079847 

(みなし取下) 

94.09.05 

H04Q9/00,301 

[被引用回数 3] 

情報ｼｽﾃﾑ及び該ｼｽﾃﾑを構成する AV 機器及びﾘﾓｺﾝ操

作装置 

 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

操作制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合 

特開 2001-236155 

00.02.24 

G06F3/00,653 

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽｼｽﾃﾑ 

特開平 09-084989 

95.09.20 

D06F33/02 

電気洗濯機 

特開平 09-201485 

96.01.30 

D06F33/02 

電気洗濯機 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開 2003-178392 

01.12.13 

G08G1/09 

ｴｲﾁ･ｼｰ･ｴｯｸｽ 

情報配信ｼｽﾃﾑ 
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表 2.7.4 日立製作所のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（4/6） 

操
作
性
の 

向
上 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

機器と関連付けられた

表示部品 

特開 2002-062962 

00.08.23 

G06F3/00,654 

機器のﾃﾞ-ﾀ処理方法および装置および機器 

シ
ス
テ
ム
や
機

器
の
機
能
改
善 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2003-087275 

01.09.11 

H04L12/40 

制御端末装置 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

遠
隔
で
の

機
能
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

仲介ｻｰﾊﾞ 

特開平 11-161590 

97.11.27 

G06F13/00,357 

情報視聴装置 

通
信
性
能

の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2000-134217 

98.10.27 

H04L12/28 

衝突防止方式 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特開平 09-149058 

(みなし取下) 

95.11.21 

H04L12/40 

高信頼なﾊﾞｽを有するﾃﾞ-ﾀ処理装置及びﾃﾞ-ﾀ処理方

法 通
信
品
質
の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開 2000-124951 

98.10.13 

H04L12/56 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ帯域管理方式 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

ｱﾄﾞﾚｽ変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

特開 2003-163699 

01.11.26 

H04L12/66 

ｸﾗｲｱﾝﾄ･ｻｰﾊﾞｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

資源情報の表示手順 

特開 2002-171299 

00.12.04 

H04L29/06 

情報通信装置及び情報通信ｼｽﾃﾑ 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開 2000-244546 

99.02.23 

H04L12/44 

IEEE1394 ｼﾘｱﾙﾊﾞｽ不正接続監視装置およびそれを具

備した機器 

通
信
制
御
技
術 

互
換
性
の 

維
持 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開平 11-327838 

98.05.20 

G06F3/12 

印刷ｼｽﾃﾑ 

通
信
性
能

の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特開 2000-244549 

99.02.22 

H04L12/46 

機器ﾈｯﾄﾜ-ｸ接続方法およびﾙ-ﾀ機器 

提
供
サ
ー
ビ

ス
の
改
善 

補助的手段の活用 

携帯電話の活用 

特開 2003-078971 

01.09.03 

H04Q9/00,301 

操作ｿﾌﾄ配信ｻ-ﾋﾞｽｼｽﾃﾑ及びその配信方法 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
機
能

の
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ(集中制御) 

特開 2000-308154 

99.04.22 

H04Q9/00,301 

家庭内情報通信ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.7.4 日立製作所のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（5/6） 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

信号の合成 

特開 2003-069728 

01.08.24 

H04M11/00,301 

通信方法並びに双方向ﾃﾚﾋﾞ受像機､電力線搬送器及

びﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞﾌｨﾙﾀ 
接
続
機
能
の
改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

吸収ﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開平 11-088380 

97.09.12 

H04L12/40 

ｼﾘｱﾙﾊﾞｽ接続ﾓｼﾞｭ-ﾙ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 07-298368 

(みなし取下) 

94.04.21 

H04Q9/00,301 

[被引用回数 3] 

AV ｺﾝﾄﾛ-ﾙｼｽﾃﾑ 

 

特開平 10-112724 

96.10.07 

H04L12/46 

家庭内 AV-LAN ｼｽﾃﾑ 

特開 2003-087293 

01.09.11 

H04L12/46,100 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸ制御装置およびﾈｯﾄﾜ-ｸ装置の制

御方法 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換 

特開 2003-087337 

01.09.11 

H04L12/66 

ｹﾞ-ﾄｳｪｲ装置およびその制御方法 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開平 11-145995 

97.11.07 

H04L12/40 

ﾊﾞｽのﾃﾞ-ﾀ伝送方式 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2002-044534 

00.07.27 

H04N5/44 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ AV 機器のｼｽﾃﾑ制御方式 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

機器制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特開 2002-369383 

01.06.06 

H02J3/00 

家電機器の制御装置 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開 2001-103078 

99.09.30 

H04L12/40 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ機器および制御ｼｽﾃﾑ 

特開 2002-185635 

00.12.15 

H04M11/00,302 

ﾎ-ﾑｻ-ﾊﾞ及びｲﾝﾀ-ﾈｯﾄｻ-ﾋﾞｽｼｽﾃﾑ ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾌﾟﾛｷｼｻｰﾊﾞ 

特開 2003-115880 

01.10.04 

H04L12/66 

ﾌｧｲｱｳｫ-ﾙ装置､情報機器および情報機器の通信方法

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

IC ｶｰﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開 2001-256345 

00.03.09 

G06F17/60,176 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ上の IC ｶ-ﾄﾞ管理ｼｽﾃﾑ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

安
全
性
の
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

秘密鍵 

特開平 11-161165 

97.11.27 

G09C1/00,620 

情報処理装置 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.7.4 日立製作所のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（6/6） 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

秘密鍵 

特開 2003-037560 

01.07.26 

H04B10/00 

家庭内 LAN ｼｽﾃﾑ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

認証･署名 

特開 2000-347808 

99.06.02 

G06F3/06,301 

ﾈｯﾄﾜ-ｸに直接接続可能なﾃﾞｲｽｸ装置 

安
全
性
の
向
上 ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

透かしの埋込･抽出 

特開 2002-353999 

01.05.25 

H04L12/46,100 

ﾃﾞ-ﾀ受信方法､ﾃﾞ-ﾀ受信機器､ﾃﾞ-ﾀ送信機器及び通

信ｼｽﾃﾑ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開平 10-327172 

97.05.22 

H04L12/40 

ﾊﾞｽ制御方式およびその回路 

特開 2000-320880 

00.03.15 

F24F11/02,103 

日立清水ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝ

ｸﾞ 

空気調和機ｼｽﾃﾑ及び室外機 保
守
性
の
向
上 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-279091 

01.03.16 

G06F17/60,138 

家電機器保守ｻ-ﾋﾞｽｼｽﾃﾑ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ(集中制御) 

特開 2002-342195 

01.05.14 

G06F13/00,520 

通信放送機構,ｴﾇ ﾃ

ｨ ﾃｨ ｱｲﾃｨ,沖電気

工業,日本電信電話

情報ｻ-ﾋﾞｽ提供方法および情報ｻ-ﾋﾞｽ提供ｼｽﾃﾑ 

 

 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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2.1 スズキ 

 

2.8.1 企業概要 

 

商号 松下電工 株式会社 

本社所在地 〒571-8686 大阪府門真市大字門真1048 

設立年 1935年（昭和10年） 

資本金 1,383億49百万円（2003年11月末） 

従業員数 14,669名（2003年11月末）（連結：47,620名） 

事業内容 照明器具、情報機器（配線器具等）、電器（美容・健康家電等）、住設建

材、電子材料（プリント配線材料等）、制御機器の製造・販売、他 

 

白物家電のミドルウエア規格である EchoNet の会員である。 

 

 

2.8.2 製品例 

ネットワーク家電として、下表のような製品の提供を最近始めた。 

 

表 2.8.2 松下電工のネットワーク家電に関する製品例 

製品名 概要・特徴 

エミット（EMIT）・ホーム

システム 

インターネットを活用した情報・電気・住宅設備のコントロール

システム。以下のような機能を持つ。 

・機器遠隔コントロール：携帯電話やPCから、宅内の電気機器（照

明、エアコン、電気錠等）を遠隔確認・操作できる。 

・警報通報：宅内セキュリティ機器からの情報を携帯電話やPCに

発信。火災や侵入警報等が音声やメールで連絡される。 

・確認モニタ：携帯電話で宅内に設置したウエッブカメラを通じ

宅内の様子を映像で確認できる。 

・来客録画転送：外出中の来客者情報をサーバに記録し、携帯電

話に転送して確認できる。 

・お帰りメール通知：家族の帰宅時に玄関でIDを読み取り、帰宅

したことを携帯電話にメール通知する。 

・宅内の電気機器のメンテナンス情報を、情報コントローラ

（Homity）で確認でき、メンテナンス依頼も同コントローラか

らすることができる。 

（出典：松下電工のホームページ http://www.mew.co.jp/） 

 

 

2.8.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.8.3 に、松下電工のネットワーク家電に関する出願件数と発明者数を示す。 

 

 開発拠点： 

 大阪府門真市大字門真 1048 番地 松下電工株式会社内 

2.8 松下電工 
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図 2.8.3 松下電工のネットワーク家電に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.8.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.8.4-1 に松下電工のネットワーク家電に関する技術要素と課題、図 2.8.4-2 に課題

と解決手段の分布を示す。 

ネットワーク管理技術の出願が 13 件である。「操作性の向上」の課題に対して「情報の

表示処理手順」で対応している。「提供サービスの改善」の課題に対して「情報の取得処理

手順」で対応している。 
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図 2.8.4-1 松下電工のネットワーク家電に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.8.4-2 松下電工のネットワーク家電に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.8.4 に、松下電工のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許を示す。出

願件数は 49 件で、そのうち５件が登録特許である。 
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資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

情報の関連付け処理手順

分岐の処理手順

プログラムなどのロード手順

その他の処理手順

シ
ス
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や
機
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表 2.8.4 松下電工のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（1/5） 

通
信
性
能

の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特開平 11-346391 

98.05.29 

H04Q9/00,301 

情報取得装置 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

ｷｬｯｼｭから情報の取得

手順 

特開 2002-083119 

00.09.08 

G06F17/60,176 

屋内情報配線ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､電力線搬送式屋内情報ﾈｯ

ﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､無線式屋内情報ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

特許 2985636 

94.01.26 

H04Q9/00,301 

ﾘﾓｺﾝｼｽﾃﾑ 

無線受信部を備え家屋内に設

置される被制御機器を無線信

号により制御する無線ｺﾝﾄﾛｰﾗ

と､被制御機器を信号線を介し

て制御する有線ｺﾝﾄﾛｰﾗと､有線

ｺﾝﾄﾛｰﾗからの制御信号を信号

線を介して受信し､被制御機器

に対して制御信号を送信するｱ 

ﾀﾞﾌﾟﾀを有してなり､被制御機器を無線ｺﾝﾄﾛｰﾗと有

線ｺﾝﾄﾛｰﾗの双方から制御できるようにしたﾘﾓｺﾝｼｽﾃ

ﾑにおいて､被制御機器では､予め､自己のｱﾄﾞﾚｽを設

定しておき､設定されたｱﾄﾞﾚｽﾃﾞｰﾀをｱﾄﾞﾚｽﾃﾞｰﾀ送信

送信器により送信し、ｱﾀﾞﾌﾟﾀでは、ｱﾄﾞﾚｽﾃﾞｰﾀ受信

器によりｱﾄﾞﾚｽﾃﾞｰﾀを受信し、このｱﾄﾞﾚｽﾃﾞｰﾀに基づ

いて、自己のｱﾄﾞﾚｽﾃﾞｰﾀを設定するようにしている

のである。 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開平 10-303946 

97.04.23 

H04L12/40 

自動ｱﾄﾞﾚｽ設定方法 

操
作
性

の
向
上 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

ﾚｽﾎﾟﾝｽ付きｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2002-231461 

01.01.26 

H05B37/02 

池田電機 

ﾈｯﾄﾜ-ｸを用いた照明ｼｽﾃﾑにおける機器設定の方法 

接
続
構
成
技
術 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の 

改
善 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特開平 11-312131 

98.04.28 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

ｷｬｯｼｭから情報の取得

手順 

特開平 10-304083 

97.04.28 

H04M9/00 

集合住宅用通話ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開平 10-304082 

97.04.28 

H04M9/00 

集合住宅用通話ｼｽﾃﾑ 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2001-346328 

00.05.31 

H02J1/00,307 

情報配線盤 

機
器
制
御
技
術 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の 

改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-016983 

00.06.30 

H04Q9/00,301 

通信ﾈｯﾄﾜ-ｸを用いた電子機器のｶｽﾀﾏｲｽﾞｻ-ﾋﾞｽｼｽﾃﾑ､

このｼｽﾃﾑを用いて､顧客にｶｽﾀﾏｲｽﾞされたｻ-ﾋﾞｽを提

供する方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.8.4 松下電工のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（2/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

無線ｱﾄﾞﾚｽ･ﾃｰﾌﾞﾙの作

成 

特開 2002-291058 

01.03.23 

H04Q9/00,301 

ﾎ-ﾑｽｲｯﾁｼｽﾃﾑと該ｼｽﾃﾑを実行するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の 

生
産
性
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ﾒｿｯﾄﾞの発信 

特開 2001-101242 

99.09.27 

G06F17/50 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑの分析･設計･設定支援装置 
機
器
制
御
技
術 

遠
隔
で
の

機
能
改
善 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

機器と関連付けられた

表示部品 

特開平 10-108279 

(拒絶査定) 

96.09.25 

H04Q9/00,311 

遠隔監視制御ｼｽﾃﾑ 

互
換
性
の 

維
持 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2000-013410 

98.06.18 

H04L12/40 

集合住宅ｼｽﾃﾑ 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開 2002-352065 

01.05.25 

G06F17/60,176 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ対応型ｻ-ﾊﾞ装置 

互
換
性
の 

維
持 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 10-108272 

(拒絶査定) 

96.09.30 

H04Q9/00,301 

監視制御ｼｽﾃﾑ 

特開平 07-177488 

(みなし取下) 

93.12.21 

H04N7/16 

情報端末装置 

シ
ス
テ
ム
の 

性
能
向
上 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

信号の合成 

特開平 07-177489 

(みなし取下) 

93.12.21 

H04N7/16 

情報端末装置 

特開平 06-110634 

(みなし取下) 

92.09.30 

G06F3/14,330 

調理手順指示器 手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開平 06-119136 

(みなし取下) 

92.10.08 

G06F3/14,330 

調理手順指示器 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

操
作
性
の
向
上 手順の追加･情報の表

示処理手順 

3D など画像の表示手

順 

特開平 06-222881 

(拒絶査定) 

93.01.26 

G06F3/033,360 

液晶操作表示ｽｲｯﾁ端末器 
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表 2.8.4 松下電工のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（3/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

3D など画像の表示手

順 

特許 3319473 

93.01.26 

G06F3/033,360 

制御ｼｽﾃﾑ 

ﾀｯﾁﾎﾟｲﾝﾄをﾏﾄﾘｸｽ状に配列した液

晶画面に､被制御機器の配置地図

とともに､照明器具､空調機器など

の被制御機器の操作ｽｲｯﾁｼﾝﾎﾞﾙをﾚ

ｲｱｳﾄ表示させ､液晶画面に表示さ

れた操作ｽｲｯﾁｼﾝﾎﾞﾙをﾀｯﾁすること

によって､対応した被制御機器を

選択的に制御できるようにした液 

晶操作表示ｽｲｯﾁ端末器において､液晶画面には､複

数の制御ｼｰﾝ､別の制御設備に応じた操作ｽｲｯﾁｼﾝﾎﾞﾙ

のﾚｲｱｳﾄ表示が登録でき､これらの登録されたﾚｲｱｳﾄ

表示を地図一覧表示として表示できる構成となっ

ている｡ 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2002-165279 

00.11.27 

H04Q9/00,301 

ﾋﾞﾙなどの設備機器の快適環境制御ｼｽﾃﾑ 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

遠
隔
で
の 

機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開平 08-149575 

(みなし取下) 

94.11.22 

H04Q9/00,301 

[被引用回数 1] 

多重伝送式負荷機器の遠隔制御ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

ｷｬｯｼｭから情報の取得

手順 

特開 2002-330477 

01.04.27 

H04Q9/00,301 

制御ｼｽﾃﾑ 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開 2003-163666 

01.11.27 

H04L12/28,200 

構内通信ｼｽﾃﾑ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開 2001-094628 

99.09.27 

H04L29/08 

到達確認方法 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のﾏｽｸ手順 

特許 3110659 

95.08.30 

H04L12/40 

ﾊﾞｽ型伝送方式におけるﾊﾞｽ制御方法 

送信局にも受信局にも成り得る複

数の通常局がﾊﾞｽ接続されたｼｽﾃﾑで

のﾊﾞｽ型伝送方式におけるﾊﾞｽ制御

方法において､通常局の局が送信開

始通知ﾌﾚｰﾑをﾊﾞｽに送出して受信局

を指定するとともに自分自身は送 

信局となり､残りの通常局はﾌﾚｰﾑの送出が禁止され

てﾓﾆﾀ局となり､送信局と受信局とのみがﾊﾞｽを占有

してﾌﾚｰﾑの送受信を行い､送信局が送信終了通知ﾌﾚ

ｰﾑをﾊﾞｽに送出すると､全ての局がﾌﾚｰﾑの送信可能

な通常局に戻るようにした｡ 

通
信
制
御
技
術 

通
信
品
質
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報の照合手順 

特許 2733405 

92.03.13 

H04L12/40 

多重伝送ｼｽﾃﾑの信号伝送方式 

信号線に接続された複数の送

受信器間で信号伝送を行う｡

複数の送受信器が同時に信号

伝送を行う競合状態におい 

て､CSMA/CD 方式で競合制御を行う｡競合負けとなっ

た送受信器から信号を再送する場合の送信ﾀｲﾐﾝｸﾞを

乱数的に決定する｡ 
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表 2.8.4 松下電工のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（4/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

時刻情報の取得手順 

特許 3069409 

91.08.14 

H04L12/40 

多重伝送ｼｽﾃﾑの割込応答時間の自己診断方法 

親機と夫々固有ｱﾄﾞﾚｽが設定された複

数の端末機とを信号線を介して接続

してある｡親機が各端末機のｱﾄﾞﾚｽを

特定して各端末機を個別にｱｸｾｽして

相互に信号伝送を行う｡親機は端末機

からの割込要求を受けると､割込ｱﾄﾞﾚ

ｽﾎﾟｰﾘﾝｸﾞを行ってその割込要求を行 

った端末機を特定する｡各端末機毎に自己に要求さ

れる割込応答時間を記憶させる｡親機が割込ｱﾄﾞﾚｽﾎﾟ

ｰﾘﾝｸﾞによりその端末機を特定して割込がかかるま

でに要する応答時間を求める｡端末機の割込応答時

間を実際の割込応答時間が満足するかいなかを判断

する。 

通
信
制
御
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報の照合手順 

特開平 10-098539 

96.09.25 

H04M11/00,301 

遠隔監視ｼｽﾃﾑ装置 

シ
ス
テ
ム
の 

性
能
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 10-136051 

96.10.31 

H04L29/02 

通信回線監視設定機能を備えた通信ｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽ及び

これを用いた通信制御ｼｽﾃﾑ､鍵管理通信制御ｼｽﾃﾑ 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の 

改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開 2001-274844 

00.03.27 

H04L12/66 

SOHO ｼｽﾃﾑ 

特開 2002-077191 

00.08.31 

H04L12/28 

通信ﾈｯﾄﾜ-ｸ対応型給電ｺﾈｸﾀ 
接
続
機
能
の 

改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換 

特開 2003-017194 

01.06.29 

H01R13/66 

照明給電ｺﾝｾﾝﾄ装置及びこの照明給電ｺﾝｾﾝﾄ装置を

用いた情報ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開平 11-178076 

98.08.31 

H04Q9/00,311 

[被引用回数 1] 

情報配線ｼｽﾃﾑ 

監視制御ﾈｯﾄﾜｰｸ及び情報通信ﾈｯﾄﾜｰ

ｸを統合するｼｽﾃﾑ上に､ﾕｰｻﾞｰとの間

に､一貫した論理的構成の配線統合

ﾈｯﾄﾜｰｸとしての VW ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑを形成

し､VW ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑの上で､建築設備/生

産設備及び通信設備/情報処理設備

の各ｻｰﾋﾞｽｸﾗｽ別のﾊﾞｰﾁｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟと

は別に､ﾕｰｻﾞｰ要求､環境等に対して

一括管理及び監視制御のｶｽﾀﾏｲｽﾞを 

行うﾕｰｻﾞｰｸﾗｽ毎にﾗﾍﾞﾙを付けた VW ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄを作用

させ VW ｻｰﾋﾞｽを提供する｡ 

接
続
性
能
の 

向
上 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞに識別情報の付

加 

特開平 11-313075 

98.04.28 

H04L12/28 

情報提供管理ｼｽﾃﾑ 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

操
作
性
の 

向
上 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2002-354552 

01.05.28 

H04Q9/00,301 

ｻ-ﾊﾞ装置､ｻ-ﾊﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑおよびこの記録媒体 
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表 2.8.4 松下電工のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（5/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開 2001-306676 

00.04.24 

G06F17/60,124 

SOHO ｼｽﾃﾑ ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開 2001-306533 

00.04.24 

G06F15/16,620 

SOHO ｼｽﾃﾑ 
安
全
性
の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開平 09-321757 

96.05.28 

H04L12/24 

ﾈﾂﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ(集中制御) 

特開 2002-044079 

00.07.25 

H04L12/24 

通信ﾈｯﾄﾜ-ｸを利用した､ｻ-ﾋﾞｽ業者による顧客ｻ-ﾋﾞｽ

支援ｼｽﾃﾑ､及びそのｼｽﾃﾑを用いて､ｻ-ﾋﾞｽ業者による

顧客ｻ-ﾋﾞｽの提供を支援する方法 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 10-136466 

96.10.28 

H04Q9/00,301 

遠隔監視制御ｼｽﾃﾑ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2002-111683 

00.09.29 

H04L12/28 

分散制御装置のｼｽﾃﾑ設定方法及びｼｽﾃﾑ設定装置 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

特殊動作ｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2002-051388 

00.07.31 

H04Q9/00,361 

表示ｺﾝﾄﾛ-ﾗ 

補助的手段の活用 

携帯電話の活用 

特開 2002-164836 

00.11.27 

H04B7/26 

通信ﾈｯﾄﾜ-ｸを用いた宅内監視制御ｼｽﾃﾑ 

特開平 08-016210 

(みなし取下) 

94.06.24 

G05B15/02 

多重伝送を利用した負荷制御ｼｽﾃﾑ 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特開平 08-016211 

(拒絶査定) 

94.06.27 

G05B15/02 

多重伝送負荷制御端末器 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開平 10-190716 

96.12.24 

H04L12/46 

分散型統合配線ｼｽﾃﾑ 

 

 



 

222 

2.1 スズキ 

 

2.9.1 企業概要 

 

商号 三洋電機 株式会社 

本社所在地 〒570-8677 大阪府守口市京阪本通2-5-5 

設立年 1950年（昭和25年） 

資本金 1,722億42百万円（2003年3月末） 

従業員数 16,167名（2003年3月末）(連結：79,025名) 

事業内容 音響・映像・情報通信機器、電化機器、産業機器、電子デバイス等の製造・

販売・保守・サービス等 

 

白物家電のミドルウエア規格である EchoNet の会員である。 

2003 年 12 月、シャープ、東芝、三菱電機と共同で、各社の白物家電を相互にネット接

続するための技術仕様「iReady」の開発を行うことを発表した。ネット接続機能を持つ

「iReady アダプタ」を家電製品に外付けする方式をとることで、簡便に、既存の商品や異

なるメーカー間の家電もネット接続できるようにする構想。 

 

 

2.9.2 製品例 

ネットワーク家電として、以下のような製品を提供している。 

 

表 2.9.2 三洋電機のネットワーク家電に関する製品例 

製品名 概要・特徴 

IT住宅・マンション向け監視シ

ステム用「センサーサーバー」 

SCE-SSH-S400STE 

独自のセンサーネットワークとインターネット機能を持ち、

読み込んだセンサーのデータを自らインターネットへ情報発

信することができるサーバ。専用コンピュータを別に設置し

たり、サービスセンターと接続する必要がなく、コストを抑

えた個人ベースの監視システムを構築できる。 

・ウェッブサーバ機能搭載により、従来はPCでしかできなか

った各種センサーや監視カメラの遠隔操作が、携帯電話か

らできる。 

・異状発生時は、警報を電子メールで、携帯電話・管理人室・

防災センター等5ケ所へ同時に通知可能。 

・ウェッブカメラと連携することで、警報発生時の画像をメ

ール添付して送付できる。 

・オプションの接点ユニットや温湿度センサー、認証キーと

組み合わせることにより、ガス漏れ警報機等のセンサー信

号検知、温度・湿度の測定・記録、入退室管理といった多

彩なシステム展開が可能。 

（出典：三洋電機のホームページ http://www.sanyo.co.jp/） 

 

 

2.9 三洋電機 
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2.9.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.9.3 に、三洋電機のネットワーク家電に関する出願件数と発明者数を示す。 

 

 開発拠点： 

 大阪府守口市京阪本通２丁目５番５号  三洋電機株式会社内 

 

図 2.9.3 三洋電機のネットワーク家電に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.9.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.9.4-1 に三洋電機のネットワーク家電の技術要素と課題、図 2.9.4-2 に課題と解決

手段の分布を示す。 

機器制御技術の出願が 11 件である。「遠隔での機能改善」の課題に対して、「システム

構成」で対応している。 
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図 2.9.4-1 三洋電機のネットワーク家電に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.9.4-2 三洋電機のネットワーク家電に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.9.4 に、三洋電機のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許を示す。出

願件数は 40 件で、そのうち３件が登録特許である。 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1

1

4

1

1

1

3

2

1

1

1

2

1

2 2

1

4

1

3

61

課  題

技
術
要
素

ツリー識別技術

ネットワーク管理技術

ネットワーク間接続技術

通信制御技術

ユーザインターフェース技術

相互運用技術

機器制御技術

機能識別技術

状態認識技術

自動設定・更新技術

接
続
構
成
技
術

操
作
・
制
御
技
術

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
技
術

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善

2

1

2

2

2

1

1

1

1

1
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1

1

1
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決
手
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手
順
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データ形式の変換

変換テーブルの配置

コマンドの追加・変換

オブジェクトの処理

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

情報の関連付け処理手順

分岐の処理手順

プログラムなどのロード手順

その他の処理手順

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上
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作
性
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上

シ
ス
テ
ム
の
性
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上
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換
性
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維
持

接
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上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
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上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
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向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善
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表 2.9.4 三洋電機のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（1/4） 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特許 2902791 

91.02.12 

H04L12/40 

通信端末情報登録方式 

ﾎｰﾑﾊﾞｽ上に接続された複数の通信端末機器間で自

己ｱﾄﾞﾚｽ､相手ｱﾄﾞﾚｽ､及び各種情報を含むﾊﾟｹｯﾄの送

受がﾎｰﾑﾊﾞｽを介して行われる通信ｼｽﾃﾑに於て､受信

したﾊﾟｹｯﾄ内の自己ｱﾄﾞﾚｽが受信した通信端末機器

自身のｱﾄﾞﾚｽで､且つ､受信したﾊﾟｹｯﾄ内の相手ｱﾄﾞﾚｽ

が受信した通信端末機器自身のｱﾄﾞﾚｽである場合､

受信したﾊﾟｹｯﾄ内の情報を受信した通信端末機器の

登録情報とし､情報の登録を行う｡ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの登録処理 

ﾚｼﾞｽﾄﾘやﾈｰﾑｻｰﾊﾞに登

録 

特開 2002-358409 

01.06.04 

G06F17/60,176 

ﾎ-ﾑｻ-ﾊﾞおよびﾎ-ﾑｻ-ﾊﾞを用いたﾕ-ｻﾞ登録方法 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｲﾍﾞﾝﾄの処理 

状態変化を検出しｲﾍﾞﾝ

ﾄの送信 

特許 3086484 

91.01.16 

H04Q9/00,301 

ﾎ-ﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑ 

端末機器の動作状態が変化し

た時に､端末機器から出力され

るﾊﾟﾙｽ信号を読み取り､そのﾊﾟ

ﾙｽ信号により端末機器の運転

状態を認識し､その情報をﾎｰﾑ

ﾊﾞｽ信号として出力するｲﾝﾀｰﾌｪ

ｰｽﾕﾆｯﾄと､自己の運転状態の情

報をﾀﾞｲﾅﾐｯｸ信号とｽﾀﾃｨｯｸ信号 

とを組み合わせた信号で伝送を行う端末機器とで

構成されるﾎｰﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑ｡ 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2002-300163 

01.03.29 

H04L12/28,200 

通信設定支援方法及び通信設定支援ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

ﾙｰﾌ･ﾘｰﾌ情報の取得手

順 

特開 2001-136182 

00.08.15 

H04L12/28 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽ搭載機器､ﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽ搭載機器

のﾙ-ﾌﾟ状態通知方法およびﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽ搭載機

器のﾙ-ﾌﾟ接続回避方法 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開 2003-087260 

01.09.07 

H04L12/28,200 

通信ｼｽﾃﾑ及び通信装置 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開 2003-087251 

01.09.07 

H04L12/28,200 

ｺﾝﾌｲｸﾞﾚ-ｼｮﾝ情報生成装置､ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､及び記

録媒体 

接
続
構
成
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開平 05-324507 

(みなし取下) 

92.05.22 

G06F13/00,351 

ｵﾝﾗｲﾝﾏﾆｭｱﾙ参照制御装置 

機
器
制
御
技
術 

通
信
性
能
の 

向
上 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成 

特開平 08-139821 

(拒絶査定) 

94.11.14 

H04M11/00,301 

[被引用回数 1] 

HBS のﾘﾓ-ﾄｺﾝﾄﾛ-ﾙ方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.9.4 三洋電機のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（2/4） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開 2001-025179 

99.07.07 

H02J13/00,311 

電力制御装置 

シ
ス
テ
ム
の 

性
能
向
上 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開 2002-312039 

01.04.16 

G05D23/19 

温度補正装置及び方法､並びに温度補正ｼｽﾃﾑ 

操
作
性
の 

向
上 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ(集中制御) 

特開 2003-018246 

01.06.28 

H04M1/00 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2002-303485 

01.03.30 

F25D29/00 

冷蔵庫 

特開 2000-138979 

98.10.29 

H04Q9/00,301 

ﾎ-ﾑｵ-ﾄﾒ-ｼｮﾝｼｽﾃﾑ ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ(集中制御) 

特開 2002-218562 

01.01.19 

H04Q9/00,301 

電源制御ｼｽﾃﾑ 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

EPG ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ 

特開 2002-185906 

00.12.11 

H04N5/91 

番組記録ｼｽﾃﾑ､および番組記録方法 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 11-113075 

(拒絶査定) 

97.10.03 

H04Q9/00,301 

複数機器の集中制御ｼｽﾃﾑ 

補助的手段の活用 

電子ﾒｰﾙの活用 

特開 2003-078525 

01.08.30 

H04L12/28,100 

家庭電器製品の情報通知装置 

機
器
制
御
技
術 

遠
隔
で
の
機
能
改
善 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特許 3249449 

97.10.06 

G06F3/023 

複数機器の集中制御ｼｽﾃﾑ 

AV 機器群が接続されて任意の AV

機器を選択的に動作させるための

ﾎｽﾄｼｽﾃﾑとなる機器制御装置及びﾎ

ｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀと､ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀと無線通

信を行なって任意の AV 機器に対

する動作指令を発する携帯型情報

通信機とから構成され､携帯型情

報通信機は､ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ及びﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ

入力装置を一体に具えて､ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚ 

ｲに機器動作を指令するための GUI ﾘﾓｺﾝ画面を表示

する遠隔操作ﾓｰﾄﾞと､ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに情報処理のための

単独操作画面を表示する情報処理ﾓｰﾄﾞとが､携帯型

情報通信機の現在位置に応じて自動的に切換え設

定される。 

 

相
互
運
用 

技
術 

シ
ス
テ
ム
の 

性
能
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ﾒｿｯﾄﾞの発信 

特開 2002-091841 

00.09.13 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ及び機器認識方法 
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表 2.9.4 三洋電機のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（3/4） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

特開 2002-095071 

00.09.13 

H04Q9/00,301 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ及び機器制御方法 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2000-251408 

99.02.25 

G11B20/10,321 

情報再生方法､記録再生装置､及びｻ-ﾊﾞ装置 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2001-204088 

00.01.19 

H04Q9/00,301 

複数機器の集中制御ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開平 06-012207 

(拒絶査定) 

92.06.26 

G06F3/14,340 

ﾒﾆｭ-画面表示装置 
操
作
性
の
向
上 手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開 2000-184006 

98.12.21 

H04L29/10 

ﾃﾞ-ﾀ処理装置 

提
供
サ
ー
ビ

ス
の
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ(集中制御) 

特開 2003-071178 

01.09.04 

D06F33/00 

洗濯機 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 シ

ス
テ
ム
や
機
器 

の
機
能
改
善 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2001-092762 

99.09.22 

G06F13/00,357 

表示方法､表示制御装置､及び集中管理ｼｽﾃﾑ 

通
信
制
御 

技
術 

通
信
性
能
の 

向
上 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

ﾚｽﾎﾟﾝｽ付きｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2003-087262 

01.09.07 

H04L12/28,207 

制御方法､制御装置､及び制御ｼｽﾃﾑ 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開 2002-009807 

00.06.19 

H04L12/46 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｻ-ﾊﾞおよびﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

補助的手段の活用 

携帯電話の活用 

特開 2001-359176 

00.06.13 

H04Q9/00,301 

遠隔操作可能な情報処理装置 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間 

接
続
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾛﾄｺﾙの設定･選択 

特開 2000-354053 

99.06.11 

H04L12/40 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ用通信ﾓｼﾞｭ-ﾙ､及び該通信ﾓｼﾞｭ-ﾙが接続可能

な電気機器 

接
続
性
能
の 

向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の解放手順 

特開 2003-044574 

01.07.30 

G06F17/60,124 

不法投棄監視ｼｽﾃﾑ､不法投棄監視方法､不法投棄監

視装置及び家庭用電気製品 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開 2003-067251 

01.08.24 

G06F12/14,310 

ｱｸｾｽ制御ｼｽﾃﾑ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

安
全
性
の
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

認証･署名 

特開 2003-069595 

01.08.24 

H04L12/46 

ｱｸｾｽ制御ｼｽﾃﾑ 
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表 2.9.4 三洋電機のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（4/4） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-007599 

00.06.23 

G06F17/60,138 

家庭内情報端末装置 
保
守
性
の
向
上 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開 2002-297889 

01.03.30 

G06F17/60,176 

家庭電化製品の固有情報認識方法およびそのｼｽﾃﾑ 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2003-016556 

01.07.02 

G08B25/04 

ｾｷｭﾘﾃｲ管理装置､ｾｷｭﾘﾃｲ管理方法､及びｾｷｭﾘﾃｲ管理ｼ

ｽﾃﾑ 

補助的手段の活用 

携帯電話の活用 

特開 2002-300667 

01.03.30 

H04Q9/00,301 

遠隔監視ｼｽﾃﾑ､および遠隔監視方法 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2002-277150 

01.03.16 

F25D23/00,301 

三洋電機空調 

遠隔監視ｼｽﾃﾑ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-077083 

00.08.30 

H04H1/08 

ｱｸｾｽ支援ｻ-ﾊﾞ､ｱｸｾｽ支援ｼｽﾃﾑ､受信装置および受信ｼ

ｽﾃﾑ 
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2.1 スズキ 

 

2.10.1 企業概要 

 

商号 日本電気 株式会社 

本社所在地 〒108-8001 東京都港区芝5-7-1 

設立年 1899年（明治32年） 

資本金 2,447億26百万円（2003年3月末） 

従業員数 24,175名（2003年3月末）（連結：145,807名） 

事業内容 システムインテグレーションサービス・インターネットサービスの提供、

情報・通信システム・機器および電子デバイスの設計・製造・販売、他 

 

白物家電のミドルウエア規格である EchoNet の会員である。 

 

 

2.10.2 製品例 

ネットワーク家電に該当するものとして、以下のような製品を提供している。 

 

表 2.10.2 日本電気のネットワーク家電に関する製品例 

製品名 概要・特徴 

ホームサーバPC VALUESTAR TX 

VX980/8F、VX500/8A 

ホームサーバとしての活用を提唱しているPC。 

・テレビチューナー内蔵で、ビデオサーバ、ファイルサーバ

機能をもっており、保存されたテレビ・ビデオ画像、音楽

その他のコンテンツを、ホームネットワーク内の複数のPC

で自在に再生・視聴できる。（ホームネットワーク上のPC

に、AVコンテンツ視聴・閲覧ソフト(MediaGarage)をインス

トールすることが必要。） 

・外出先の携帯電話・PC等から、テレビ番組の録画予約の設

定・変更ができる。 

・デジタルカメラや携帯電話で撮った写真をメール受信し、

フォトライブラリーを自動作成。 

・USBカメラを接続することにより、いつでも撮影画像を見る

ことができるので、外出先から宅内の様子をチェックする

ことが可能。 

・プリンタと常時接続していれば、ネットワークプリンタと

して使用でき、ホームネットワーク内の複数のPCからのプ

リント操作を実行できる。 

（出典：日本電気のホームページ http://www.nec.co.jp/） 

 

 

2.10 日本電気 
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2.10.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.10.3 に、日本電気のネットワーク家電に関する出願件数と発明者数を示す。 

 

 開発拠点： 

 東京都港区芝５丁目７番１号  日本電気株式会社内 

 アメリカ合衆国カリフォルニア州 

 

 

図 2.10.3 日本電気のネットワーク家電に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.10.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.10.4-1 に日本電気のネットワーク家電の技術要素と課題、図 2.10.4-2 に課題と解

決手段の分布を示す。 

機器制御技術の出願が９件ある。「接続性能の向上」の課題に対して、「資源の割付/解

放処理手順」や「情報の取得処理手順」で対応している。 
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図 2.10.4-1 日本電気のネットワーク家電に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.10.4-2 日本電気のネットワーク家電に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.10.4 に、日本電気のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許を示す。

出願件数は 36 件で、そのうち 11 件が登録特許である。 
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課  題

解
決
手
段

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
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安
全
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操
作
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シ
ス
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ム
の
性
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互
換
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維
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接
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通
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質
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ソ
フ
ト
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の
生
産
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遠
隔
で
の
機
能
改
善

プログラムなどのロード手順

システムの構成

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

オブジェクトの処理手順

コマンドの追加・変換

変換テーブルの配置

データ形式の変換

その他の処理手順

分岐の処理手順

情報の関連付け処理手順

手
順
の
追
加

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 
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自動設定・更新技術

接
続
構
成
技
術
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作
・
制
御
技
術

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
技
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シ
ス
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ム
や
機
器
の
機
能
改
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接
続
機
能
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改
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サ
ー

ビ
ス
の
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表 2.10.4 日本電気のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（1/5） 

特開平 06-068000 

(拒絶査定) 

92.08.20 

G06F13/00,353 

通信ｼｽﾃﾑとその通信方法 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特許 3171241 

98.03.06 

H04L12/40 

通信方法 

送信ﾉｰﾄﾞが､管理ﾉｰﾄﾞの指定

されたﾚｼﾞｽﾀに対してﾏﾙﾁｷｬｽﾄ

ｱﾄﾞﾚｽを書き込んでﾁｬﾝﾈﾙを要

求し､管理ﾉｰﾄﾞが､ﾁｬﾝﾈﾙを取

得していない場合は､ﾁｬﾝﾈﾙ番

号を取得し､該ﾁｬﾝﾈﾙを使用す

るﾉｰﾄﾞ数を 1 としてﾃｰﾌﾞﾙに

保持し､一方､ﾁｬﾝﾈﾙを取得し

ている場合は､ﾃｰﾌﾞﾙに保持し 

ていた前記ﾁｬﾝﾈﾙを使用するﾉｰﾄﾞ数の値を 1 つ増や

し､送信ﾉｰﾄﾞのﾚｼﾞｽﾀにﾁｬﾝﾈﾙの番号を書き込んでﾏﾙﾁ

ｷｬｽﾄｱﾄﾞﾚｽ用のﾁｬﾝﾈﾙを通知し､通信を行うﾉｰﾄﾞが、そ

のﾁｬﾝﾈﾙ番号を使用してﾏﾙﾁｷｬｽﾄﾃﾞｰﾀの送信及び受信

を行う。 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特許 2629597 

94.05.16 

H04L12/28 

接続状態解析機能付き伝送網 

中心ﾉｰﾄﾞ Ni を含み、且つそ

れぞれ固有のｱﾄﾞﾚｽを有する

複数のﾉｰﾄﾞ Ni+1 ~Ni+n を接

続して成る伝送網に対し､そ

の中心ﾉｰﾄﾞ Ni に情報処理装

置を接続している｡情報処理

装置は､各ﾉｰﾄﾞに対して所定

の接続状態解析用ﾋﾞｯﾄを時分

割多重方式で伝送できる｡情

報処理装置は､中心ﾉｰﾄﾞ Ni の 

特定ﾎﾟｰﾄから出力される所定の接続状態解析用ﾋﾞｯﾄ

を操作し､この所定の接続状態解析用ﾋﾞｯﾄを次段へ

続くﾉｰﾄﾞ Ni+1 へ送信する｡情報処理装置には､ﾉｰﾄﾞ

Ni+1 から固有のｱﾄﾞﾚｽと所定の接続状態解析用ﾋﾞｯﾄ

が受信されたﾎﾟｰﾄの番号情報とが返信される。こう

した操作を伝送網内のﾉｰﾄﾞ Ni+1 ､Ni+2 、…、Ni＋N に

ついても同様に順次繰り返す。 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開平 05-327747 

(みなし取下) 

92.05.25 

H04L12/44 

日本電気ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝ

ｸﾞ 

LAN の端末ｱﾄﾞﾚｽ学習方式 

接
続
構
成
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

時刻情報の取得手順 

特許 3161359 

97.03.26 

H04L12/40 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ調停回路 

ｹｰﾌﾞﾙ上の信号検出を行う信号検出回路と､ｹｰﾌﾞﾙ上

へ出力する信号を決定する調停信号ｽﾃｰﾄﾏｼﾝと､対向

機器からの持続時間を測定する受信ｶｳﾝﾀと､自分が

出力している信号の持続時間を測定する送信ｶｳﾝﾀ

と､受信ｶｳﾝﾀと送信ｶｳﾝﾀの大小関係を判別する比較

回路 5 を備える｡受信ｶｳﾝﾀの値の方が大きい場合に

は､その機器は親として､対向の機器は子としてﾈｯﾄﾜ

ｰｸの構成を継続する｡ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.10.4 日本電気のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（2/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許 3449313 

99.09.28 

H04L12/46 

機器情報収集方法､機器制御装置およびﾌﾞﾘｯｼﾞ 

1394 機器は、状態 S1 で

自身が接続されているﾛ

ｰｶﾙﾊﾞｽに接続されてい

る全ての 1394 機器の機

器情報を収集する。ま

た、ﾛｰｶﾙﾊﾞｽにﾎﾟｰﾀﾙが接

続されていた場合には、

状態 S2 に移行し、ﾈｯﾄﾜ

ｰｸに接続されている全

てのﾊﾞｽに割り振られて

いるﾊﾞｽ ID を取得した 

後、状態 S3 に移行する。状態 S3 では、状態 S2 で取

得したﾊﾞｽ ID が割り振られているﾘﾓｰﾄﾊﾞｽから、未調

査のﾘﾓｰﾄﾊﾞｽに接続されている 1394 機器の機器情報

を収集する。他に未調査のﾘﾓｰﾄﾊﾞｽがない場合には、

状態 S5 に移行して機器情報収集ﾌﾟﾛｾｽを終了する。

 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特許 3367493 

99.12.06 

H04L12/40 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､そのｻ-ﾊﾞ､その構成方法及びその制

御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが記録された記録媒体 

ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸｻｰﾊﾞにより､各端

末を識別するための識別情

報及び識別情報に対応付け

て各端末の端末の情報であ

る端末情報を記憶させる｡

端末は､ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸｻｰﾊﾞに対

し､端末の端末情報に関連

する命令の種類を示す命令

情報を指示する｡そして､ﾎｰ

ﾑﾈｯﾄﾜｰｸｻｰﾊﾞは､この命令情

報に基づいて､該当する各

端末に関連する端末情報の

命令を実行する｡ 

 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開平 11-205363 

(拒絶査定) 

98.01.20 

H04L12/40 

[被引用回数 3] 

IEEE1394 機器制御装置 

 

接
続
構
成
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換 

特許 2746123 

94.07.04 

G06F13/00,355 

ｹﾞ-ﾄｳｪｲｼｽﾃﾑ 

複数のﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀは､業務処

理手段と､ﾒﾆｭｰ作成手段と､ﾊﾟ

ﾗﾒｰﾀﾌｧｲﾙと､ｹﾞｰﾄｳｪｲ手段と､

通信管理ﾌｧｲﾙと､ｹﾞｰﾄｳｪｲ手段

からの起動を受けて設定して

ある通信管理ﾌｧｲﾙの内容を基

にｹﾞｰﾄｳｪｲ先のﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀと

の自動接続を行う通信管理手

段とから構成され､利用者端

末はﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀと同様の通信

管理ﾌｧｲﾙを有している｡ 

 

機
器
制
御
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2000-224673 

(取下) 

99.02.02 

H04Q9/00,301 

映像ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑおよび映像ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ制御方法 
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表 2.10.4 日本電気のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（3/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開平 11-212895 

(拒絶査定) 

98.01.30 

G06F13/00,357 

消費電流制御方法及び装置 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2000-293272 

(拒絶査定) 

99.04.01 

G06F1/26 

共有機器電源制御装置及び共有機器電源制御方法 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

時刻情報の取得手順 

特開 2001-148826 

99.11.22 

H04N5/765 

録画情報記憶転送装置及び録画情報記憶転送方法 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開 2001-256012 

(拒絶査定) 

00.03.13 

G06F3/12 

印刷ｼｽﾃﾑ及び印刷方法 

特開 2000-184471 

(拒絶査定) 

98.12.11 

H04Q9/00,301 

[被引用回数 1] 

ﾎ-ﾑｵ-ﾄﾒ-ｼｮﾝ方式 ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2002-300670 

01.03.30 

H04Q9/00,301 

遠隔操作ｼｽﾃﾑとその中間情報処理方法､及び中間情

報処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路の優先度による

組替 

特開 2003-116181 

01.10.05 

H04Q9/00,301 

遠隔制御ｼｽﾃﾑ､制御ｻ-ﾊﾞ､遠隔制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

機
器
制
御
技
術 

遠
隔
で
の
機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開平 11-143634 

(拒絶査定) 

97.11.12 

G06F3/033,350 

ﾘﾓｺﾝ装置 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ｴｰｼﾞｪﾝﾄに設定 

特許 3016350 

95.04.27 

G06F3/14,340 

[被引用回数 3] 

家電ﾊﾟｿｺﾝ用ｴ-ｼﾞｪﾝﾄｲﾝﾀﾌｪ-ｽ方式 

本発明は､高速ｼﾘｱﾙﾊﾞｽを利用して

複数の機器間で複数のﾁｬﾝﾈﾙの同

期通信を送受信するﾃﾞｰﾀ伝送方法

であって､映像音響機器が同期通

信ﾃﾞｰﾀを送受信する場合､外部か

ら使用するﾁｬﾝﾈﾙ番号を指定され

ない限り固定のﾁｬﾝﾈﾙ番号である

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾁｬﾝﾈﾙ番号を使用する｡ 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

3D など画像の表示手

順 

特開 2003-199074 

01.12.25 

H04N7/173,610 

ﾋﾞﾃﾞｵ映像提示ｼｽﾃﾑ､ﾋﾞﾃﾞｵ映像送出装置､ﾋﾞﾃﾞｵ映像

提示装置､ﾋﾞﾃﾞｵ映像処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

状態情報の表示手順 

特開 2001-092575 

99.09.20 

G06F3/00,652 

視覚的接続機器制御方式とその方法 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2002-176386 

00.12.07 

H04B7/26 

ﾃﾞ-ﾀ蓄積型中継基地局 
通
信
制
御
技
術 

通
信
性
能
の 

向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

ﾌﾗｸﾞの付加 

特開 2001-346144 

00.06.06 

H04N5/765 

宅内網同期型伝送方式 
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表 2.10.4 日本電気のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（4/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特許 3137057 

97.11.26 

H04L12/40 

通信ｼｽﾃﾑ及びそのﾎﾟ-ﾘﾝｸﾞ/ｾﾚｸﾃｨﾝｸﾞ方法並びにそ

の制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した記録媒体 

親局はｽﾃｯﾌﾟ S2 で 2 つのｱﾄﾞﾚｽﾃﾞｰﾀを

持つｾﾚｸﾃｨﾝｸﾞﾌﾚｰﾑを端末装置に転送

する｡親局はｽﾃｯﾌﾟ S3で端末装置から

の応答 ﾃ ﾞ ｰ ﾀを受信すると ､ ｽ ﾃ ｯ ﾌ ﾟ

S7,S8 で予め設定された所定時間後

に他の端末装置からｽﾃｰﾀｽﾃﾞｰﾀが送 

られてきたかどうかを判定し､ｽﾃｰﾀｽﾃﾞｰﾀを受信しな

ければｽﾃｯﾌﾟ S9 でその端末装置のﾀﾞｳﾝを登録する｡

通
信
品
質
の

向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報の照合手順 

特開平 04-313930 

(拒絶査定) 

91.01.10 

H04L12/40 

通信ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2000-295253 

(拒絶査定) 

99.04.01 

H04L12/40 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑおよびﾃﾞ-ﾀ通信方法 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特許 3329311 

99.04.12 

H04L12/46 

[被引用回数 1] 

ｺﾈｸｼｮﾝ制御装置 

ATM ﾈｯﾄﾜｰｸに接続され交換処理を

行う ATM ｽｲｯﾁは､ﾌﾞﾘｯｼﾞ装置と接

続 さ れ て い る ｡ ﾌ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ﾞ 装 置 は

IEEE1394 ﾊﾞｽを介して 1394 ﾉｰﾄﾞと

接続されている｡ﾌﾞﾘｯｼﾞ装置は宅

内の 1または複数の 1394 ﾉｰﾄﾞにそ

れぞれ VCC(仮想通信路のｱﾄﾞﾚｽ) 

を設定するために ATM ﾈｯﾄﾜｰｸから ATM ｱﾄﾞﾚｽを取得

し､それぞれの 1394 ﾉｰﾄﾞにｱｲｿｸﾛﾅｽﾁｬﾈﾙを設定し､

ATM ﾈｯﾄﾜｰｸ側から見たとき ATM ｱﾄﾞﾚｽが存在するよう

な処理を行うことでﾌﾞﾘｯｼﾞ装置としての機能を果

たす。 

通
信
制
御
技
術 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の解放手順 

特許 3120609 

93.01.08 

H04L13/08 

ﾌﾚ-ﾑ受信装置 

受信ﾒﾓﾘに格納した受信ﾃﾞｰﾀを

通信ﾌﾚｰﾑ単位で管理するﾌﾚｰﾑｺﾝ

ﾄﾛｰﾙ部と､受信ﾒﾓﾘに格納した複

数の通信ﾌﾚｰﾑのそれぞれの受信

ﾃﾞｰﾀの最終ｱﾄﾞﾚｽをﾌﾚｰﾑｱﾄﾞﾚｽと

して格納するﾌﾚｰﾑｱﾄﾞﾚｽﾊﾞｯﾌｧと

を備える｡CPU が受信ﾒﾓﾘに格納 

した複数の通信ﾌﾚｰﾑのそれぞれの受信ﾃﾞｰﾀを区別で

きるので､受信ﾒﾓﾘに空ｴﾘｱがあれば受信開始できる｡

通
信
性
能
の

向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 05-268223 

(みなし取下) 

92.03.23 

H04L12/28 

ﾙ-ﾀ装置 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

IC ｶｰﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開 2001-326655 

00.05.17 

H04L12/28 

ｹ-ﾌﾞﾙﾓﾃﾞﾑ､情報家電用ﾏﾙﾁｷｬｽﾄ受信方法 

特開平 11-205338 

(拒絶査定) 

98.01.19 

H04L12/28 

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱﾊﾞｽ交換装置と方法 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換 

特開 2001-290724 

00.12.06 

G06F13/00,357 

ﾌﾟﾗｸﾞｱﾝﾄﾞﾌﾟﾚｲ機能を有するﾌﾚ-ﾑﾜ-ｸおよびその再

構成方法 
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表 2.10.4 日本電気のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（5/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

安
全
性
の
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

公開鍵 

特許 3166692 

97.12.09 

H03M7/14 

符号化回路 

ﾈｯﾄﾜｰｸ初期化･制御ｽﾃｰﾄﾏｼﾝからのﾊﾞｽﾘｾｯﾄ信号を検

出するﾊﾞｽﾘｾｯﾄ検出回路と､ﾊﾞｽﾘｾｯﾄ識別符号生成回

路と､ﾊﾞｽﾘｾｯﾄ識別符号を検出するﾊﾞｽﾘｾｯﾄ識別符 

号検出回路とﾈｯﾄﾜｰｸ初期化･制御ｽﾃｰﾄﾏｼﾝに対してﾊﾞ

ｽﾘｾｯﾄ信号を出力するﾊﾞｽﾘｾｯﾄ信号生成回路を備え

る｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保
守
性
の
向
上 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2001-229110 

00.02.18 

G06F13/00,357 

保守に関する情報を入出力可能な端末装置および

遠隔保守ｼｽﾃﾑ 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

補助的手段の活用 

電子ﾒｰﾙの活用 

特開 2002-132913 

00.10.25 

G06F17/60,124 

文書入出力ｼｽﾃﾑ及びそれに用いる設定情報登録方

法 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2001-285961 

00.03.28 

H04Q9/00,301 

電子機器ｺﾝﾄﾛ-ﾙｼｽﾃﾑ 
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2.1 スズキ 

 

2.11.1 企業概要 

 

商号 Samsung Electronics Co., Ltd. 

本社所在地 SAMSUNG Main Building, 250-2 ga, Taepyong-Ro, Jung-gu, Seoul, Korea

設立年 1969年 

資本金 889,147百万ウォン（2002年12月末）（US$740M） 

従業員数 48,421名（連結：2002年12月末） 

事業内容 AV機器、パソコン、電子デバイス等の製造・販売・関連サービス 

 

情報機器のミドルウエア規格 UPnP の主要メンバーである。 

白物家電のミドルウエア規格 EchoNet のメンバーである。 

 

 

2.11.2 製品例 

ネットワーク家電を集合住宅１棟丸ごと設置して提供したものとして、下表の例がある。

同様なものを、デグ市（Daegu）に建設中である。（Taewang Honors Complex：総戸数 480

で 2004 年 5 月完成予定。） 

 

表 2.11.2 三星電子のネットワーク家電に関する製品例 

製品名 概要・特徴 

Suji Pilot Complex ヨンイン市（Yongin）の集合住宅で、総戸数100。 

すべての部屋で、設置されているエアコン、冷蔵庫、洗濯機、乾燥機、

ストーブ等の家電を、１台のコントロール端末（PC、ホーム端末、PDA

等）から遠隔操作できるようにした。 

（出典：日本サムスンのホームページ http://www.samsung.co.jp/） 

 

 

2.11.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.11.3 に、三星電子のネットワーク家電に関する出願件数と発明者数を示す。 

 

 開発拠点： 

 大韓民国ソウル特別市 

 大韓民国京畿道 

 アメリカ合衆国カリフォルニア州 

 

2.11 三星電子（韓国）
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図 2.11.3 三星電子のネットワーク家電に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.11.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.11.4-1 に三星電子のネットワーク家電に関する技術要素と課題、図 2.11.4-2 に課

題と解決手段の分布を示す。 

ユーザインターフェース技術の出願が 12 件ある。「操作性の向上」の課題に対して、「オ

ブジェクトの処理」で対応している。 
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図 2.11.4-1 三星電子のネットワーク家電に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.11.4-2 三星電子のネットワーク家電に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.11.4 に、三星電子のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許を示す。

出願件数は 36 件で、そのうち３件が登録特許である。 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1

1

2

1

1

1

4

1

1

1

2

1

1

1

2

1

3

8

1

1

1

課  題

技
術
要
素

ツリー識別技術

ネットワーク管理技術

ネットワーク間接続技術

通信制御技術

ユーザインターフェース技術

相互運用技術

機器制御技術

機能識別技術

状態認識技術

自動設定・更新技術

接
続
構
成
技
術

操
作
・
制
御
技
術

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
技
術

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善

1

2

1

1

2

1

1

1

3

1

1

1

3

1

1

3 1

7

1

2

1

課  題

解
決
手
段

手
順
の
追
加

システムの構成

データ形式の変換

変換テーブルの配置

コマンドの追加・変換

オブジェクトの処理

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

情報の関連付け処理手順

分岐の処理手順

プログラムなどのロード手順

その他の処理手順

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善
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表 2.11.4 三星電子のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（1/4） 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源の

割付/解放処理手順 

資源の解放手順 

特開 2001-094583 

00.07.24 

H04L12/40 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾝﾀﾌｪ-ｽに連結されたﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑでのｼｽﾃﾑ資源

管理方法 

特許 3133036 

99.04.22 

H04L12/40 

ﾌﾞﾗｳｻﾞ基盤ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸにおけるｻ-ﾊﾞ機器接続方法 

接続しようとするｻｰﾊﾞ機器が選択で

きるｻｰﾊﾞ機器ｱｲｺﾝをﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰするよ

うに前記ｸﾗｲｱﾝﾄ機器のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを準

備する段階と､ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞから接続し

ようとするｻｰﾊﾞ機器を選択する段階

と､選択されたｻｰﾊﾞ機器の動作状態

及びﾁｬﾝﾈﾙ情報を記録した状態ﾚｼﾞｽﾀ

ｰ OPCR をｻｰﾊﾞ機器から読出す段階

と､読出された 

動作状態が活性化状態であれば前記ｻｰﾊﾞ機器のﾁｬﾝﾈﾙ

番号を自分の状態ﾚｼﾞｽﾀｰ IPCR に記録して接続を完了

し､非活性化状態であれば状態ﾚｼﾞｽﾀｰ OPCR を所定の時

間間隔で読出して動作状態を検査する段階とを含む

ことを特徴とする。 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2003-209893 

97.09.22 

H04Q9/00,301 

ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸ自動ﾂﾘｰ生成器に対する方法及び装置 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･情報の

取得処理手順 

機器属性情報の取得

手順 

特開 2000-174753 

(拒絶査定) 

99.11.25 

H04L12/28 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ及びそのﾉ-ﾄﾞ ID 割当て方法 

接
続
構
成
技
術 

互
換
性
の
維
持 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特表 2000-513916 

(拒絶査定) 

98.06.24 

H04Q9/00,301 

ｻﾑｿﾝ ｲﾝﾌｫﾒｲｼｮﾝ ｼ

ｽﾃﾑｽﾞ ｱﾒﾘｶ(米国)

[被引用回数 2] 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ自動ﾂﾘ-生成器に対する方法及び装置 

 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特表 2000-512472 

(拒絶査定) 

98.06.24 

H04Q9/00,331 

ｻﾑｿﾝ ｲﾝﾌｫﾒｲｼｮﾝ ｼ

ｽﾃﾑｽﾞ ｱﾒﾘｶ(米国)

[被引用回数 1] 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸのためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾂ-ﾙ 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･情報の

表示処理手順 

状態情報の表示手順 

特開 2003-006070 

01.11.07 

G06F13/00,357 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ環境におけるﾃﾞﾊﾞｲｽ制御ｼｽﾃﾑ及び方法 

機
器
制
御
技
術 

遠
隔
で
の
機
能
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能の配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2003-203024 

01.09.29 

G06F13/00,357 

ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸに接続した被制御装置をｲﾝﾀｰﾈｯﾄを通じて

制御する方法及びその制御装置 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.11.4 三星電子のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（2/4） 

互
換
性

の
維
持 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2002-073442 

01.03.13 

G06F13/00,357 

制御機器の少なくとも一つ以上の被制御機器制御方

法及び装置 

シ
ス
テ
ム
の

性
能
向
上 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

連続起動ｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2002-262368 

01.11.29 

H04Q9/00,301 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ内の機器制御装置及び方法並びにこれを用

いたﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 
機
器
制
御
技
術 シ

ス
テ
ム
や
機

器
の
機
能
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特表 2000-512472 

(拒絶査定) 

98.06.24 

H04Q9/00,331 

ｻﾑｿﾝ ｲﾝﾌｫﾒｲｼｮﾝ ｼ

ｽﾃﾑｽﾞ ｱﾒﾘｶ(米国)

[被引用回数 1] 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸのためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾂ-ﾙ 

互
換
性
の
維
持 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

などのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟ

ﾛｰﾄﾞ 

特表 2002-510415 

98.06.24 

G06F13/00,357 

[被引用回数 1] 

ﾌﾞﾗｳｻﾞ-基盤の命令及び制御ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ 

多様な家電機器を命令及び制御する

ための方法及びｼｽﾃﾑを提供する｡使用

者ｲﾝﾀﾌｪｰｽﾃﾞｰﾀをﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰしうる第 1

家電機器がﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸに連結される｡

第 2 家電機器を命令及び制御するた

めの使用者ｲﾝﾀﾌｪｰｽを定義する使用者

ｲﾝﾀﾌｪｰｽﾃﾞｰﾀを貯蔵する第 2 家電機器

もﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸに連結する｡第 1 家電機

器はそのﾈｯﾄﾜｰｸを介 

して第 2 家電機器から使用者ｲﾝﾀﾌｪｰｽﾃﾞｰﾀを受信する｡

そうすると､第 1 家電機器はそのﾃﾞｰﾀにより定義された

ように使用者ｲﾝﾀﾌｪｰｽをﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰする｡ 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能の配置 

ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞ 

特開 2003-216535 

01.10.23 

G06F13/00,550 

情報貯蔵媒体に記録されたｺﾝﾃﾝﾂをｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞﾓｰﾄﾞに

て再生する方法及びその装置 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機

器
の
機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

API ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特表 2002-514798 

99.05.07 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ内のﾃﾞﾊﾞｲｽ-ﾃﾞﾊﾞｲｽ間命令及び制御のための方

法及びｼｽﾃﾑ 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特表 2002-509628 

98.06.24 

G06F13/00,357 

[被引用回数 1] 

ﾌﾞﾗｳｻﾞ-基盤の改善されたﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ命令及び制御 

ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸ上の多様な家電機器を命

令及び制御するための方法及びｼｽﾃﾑ

を提供する｡使用者ｲﾝﾀﾌｪｰｽをﾃﾞｨｽﾌﾟ

ﾚｰしうるｸﾗｲｱﾝﾄ機器がﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸに

連結される｡ｿﾌﾄｳｪｱｴｲｼﾞｪﾝﾄはｸﾗｲｱﾝﾄ

機器上で実行されて使用者ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

をｸﾗｲｱﾝﾄ機器上にﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰさせる｡ﾎ

ｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸに連結された第 1､第 2 家電

機器はその使用 

者ｲﾝﾀﾌｪｰｽから選択され､そのｸﾗｲｱﾝﾄ機器から制御及び

命令ﾃﾞｰﾀが第 1 及び第 2 家電機器に伝送され､これら機

器を相互通信させてｻｰﾋﾞｽを行わせる。 

互
換
性
の
維
持 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

API ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特表 2002-514797 

99.05.07 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸで汎用的にｱｸｾｽする命令及び制御情報のため

の方法及び装置 

特表 2003-505804 

00.07.27 

G06F15/00,310 

装置合わせ型ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ最上位-ﾚﾍﾞﾙ情報構造 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

操
作
性
の 

向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ｴｰｼﾞｪﾝﾄに設定 

特表 2003-505805 

00.07.27 

G06F15/00,310 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ装置情報構造 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.11.4 三星電子のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（3/4） 

特表 2003-505988 

00.07.27 

H04L12/28,200 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸにおける装置発見及び構成 

特表 2003-505989 

00.07.27 

H04L12/46 

ﾌﾞﾘｯｼﾞされたﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸでの装置発見及び制御 

特表 2003-507802 

00.08.17 

G06F13/00,357 

外部ﾈｯﾄﾜ-ｸに接続されたﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸにおける装置通信

及び制御 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ｴｰｼﾞｪﾝﾄに設定 

特表 2003-515206 

00.11.18 

G06F15/00,310 

地域的支援を有する外部ﾈｯﾄﾜ-ｸに接続されたﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ

-ｸにおける装置通信及び制御 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ﾒｿｯﾄﾞの設定 

特開 2003-140795 

01.10.29 

G06F3/00,654 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ装置を備えた電子機器のﾒﾆｭ-制御方法及び

装置 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

などのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2000-036951 

(拒絶査定) 

99.05.06 

H04N7/173,620 

ﾈｯﾄﾜ-ｸにおけるﾃﾞｲﾊﾞｲｽ動作表示方法 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の追加･情報の

表示処理手順 

資源情報の表示手順 

特許 3202205 

99.05.06 

H04L12/28 

[被引用回数 1] 

所定のﾌﾟﾛﾄｺ-ﾙを支援しないﾃﾞｲﾊﾞｲｽのﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ連結

時のﾃﾞｨﾊﾞｲｽﾍﾟ-ｼﾞの生成方法 

ｸﾗｲｱﾝﾄﾃﾞｨﾊﾞｲｽにおけるｳｪﾌﾞﾌﾞﾗｳｻﾞｰ

を用いたﾃﾞｨﾊﾞｲｽﾍﾟｰｼﾞの生成方法

は､複数個のﾃﾞｨﾊﾞｲｽにｱｸｾｽしてｸﾗｲｱ

ﾝﾄﾃﾞｨﾊﾞｲｽで要求されたﾌﾟﾛﾄｺｰﾙを支

援するﾃﾞｨﾊﾞｲｽかどうかを判断する

判断段階と､希望のﾌﾟﾛﾄｺｰﾙを支援す

るﾃﾞｨﾊﾞｲｽであれば所定のｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾌﾟ

ﾛﾄｺｰﾙｱﾄﾞﾚｽ受け 

渡し過程を経て該当ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾌﾟﾛﾄｺｰﾙｱﾄﾞﾚｽをもたら

し､支援しないﾃﾞｨﾊﾞｲｽであればｸﾗｲｱﾝﾄﾃﾞｨﾊﾞｲｽが定め

たｱﾄﾞﾚｽをもたらす処理段階及び、ｳｪﾌﾞﾌﾞﾗｳｻﾞｰでｱﾄﾞﾚ

ｽを配列して複数個のﾃﾞｨﾊﾞｲｽを示すためのﾃﾞｨﾊﾞｲｽﾍﾟ

ｰｼﾞを生成する生成段階とを具備する。 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

EPG ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ 

特表 2001-510962 

98.07.21 

H04N5/445 

ｶ-ｿﾙ位置表示子を有する TV ｸﾞﾗﾌｨｯｸ使用者ｲﾝﾀﾌｪ-ｽ 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

遠
隔
で
の 

機
能
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能の配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特表 2003-522427 

99.05.07 

H04L12/28,200 

ﾈｯﾄﾜｰｸで使用者とﾃﾞﾊﾞｲｽ命令及び制御のための方法

及び装置 

通
信
性
能
の

向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付

加 

ﾀｲﾑｽﾛｯﾄの割付 

特開 2001-168883 

00.10.16 

H04L12/28 

ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟのｵﾌｾｯﾄ調整方法及びそれを用いたﾊﾟｹｯﾄ伝

送装置 

通
信
制
御
技
術 

接
続
性
能
の

向
上 

手順の追加･分岐の

処理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理

手順 

特開 2002-252616 

01.01.05 

H04L12/28,300 

無線通信機器及びその通信方法及びこれを適用した

無線通信ｼｽﾃﾑ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.11.4 三星電子のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（4/4） 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2001-285371 

00.12.20 

H04L12/66 

ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄﾌﾟﾛﾄｺﾙ根幹ﾈｯﾄﾜ-ｸ機器で非ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄﾌﾟﾛﾄｺﾙ根

幹ﾈｯﾄﾜ-ｸ機器を制御するためのｲﾝﾀ-ﾈｯﾄﾌﾟﾛﾄｺﾙｲﾝﾀﾌｪ-

ｽ装置及びその方 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

信号の合成 

特開 2003-169057 

01.11.16 

H04L12/28,100 

ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付

加 

識別情報の付加 

特許 3415122 

00.05.13 

H04L12/28,200 

ﾃﾞ-ﾀ伝送率の検出装置及び検出方法 

ｼﾘｱﾙﾊﾞｽを通じて伝送されるﾃﾞ 

ｰﾀの伝送率を検出する装置にお

いて､所定の伝送ﾗｲﾝを通じて伝

送されるﾋﾞｯﾄｽﾄﾘｰﾑﾃﾞｰﾀの伝送

率を検出するﾃﾞｰﾀ伝送率検出部

と､所定の周期でﾃﾞｰﾀ伝送率検

出部から検出されたﾃﾞｰﾀ伝送率

をｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞする 

ｻﾝﾌﾟﾗと､ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞした値を低域ﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞする低域ﾌｨﾙﾀ

ｰと､ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞした値と低域ﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞされた値とを用い

て伝送されるﾋﾞｯﾄｽﾄﾘｰﾑﾃﾞｰﾀの伝送率に対して誤差を

検出する誤差検出部と､誤差値と基準誤差ﾚﾍﾞﾙとを比

較する比較部と、誤差値が基準誤差ﾚﾍﾞﾙより小さけれ

ば、低域ﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞされた値に基づいて推定されたﾃﾞｰﾀ

伝送率を出力する推定されたﾃﾞｰﾀ伝送率出力部とを含

む。 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の組替･変換･削

除 

手順の変換 

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換 

特開 2003-134142 

01.07.05 

H04L12/46,100 

相異なるﾐﾄﾞﾙｳｪｱを使用するﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ上のﾃﾞﾊﾞｲｽ間

のﾒｯｾ-ｼﾞの受け渡しを可能にするｹﾞ-ﾄｳｪｲ､ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ

ｼｽﾃﾑ及びﾒｯｾ-ｼﾞ受け渡し方 

操
作
性
の
向
上 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽ ﾎ ﾟ ｲ ﾝ ﾄ (集中制

御) 

特開 2002-111735 

01.06.22 

H04L12/56 

ｹﾞ-ﾄｳｪｲ及びその運用方法 

特開 2002-189649 

01.09.27 

G06F13/00,357 

ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄを基盤にしたﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑにおけるｻ-ﾋﾞｽ提供

方法 

特開 2003-015975 

01.11.09 

G06F13/00,357 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ内の機器にｻ-ﾋﾞｽを提供するｼｽﾃﾑ及びその

方法 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2002-344475 

01.04.17 

H04L12/46 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ内の機器にｻ-ﾋﾞｽを提供するｼｽﾃﾑとその方

法及びﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸでｻ-ﾋﾞｽが提供されるｼｽﾃﾑとその方

法 

 

 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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2.1 スズキ 

 

2.12.1 企業概要 

 

商号 富士ゼロックス 株式会社 

本社所在地 〒107-0052 東京都港区赤坂2-17-22 赤坂ツインタワー東館 

設立年 1962年（昭和37年） 

資本金 200億円（2003年3月末） 

従業員数 14,601名（2003年3月末）（連結：33,913名） 

事業内容 オフィス機器の製造・販売、ドキュメント処理サービス、教育プログラム・

教材の開発・制作・販売、講習会の開催、他 

 

事務機の有力ミドルウエア規格である Salutation の推進組織サリュテーション・コン

ソシアムの主要メンバーである。 
 

 

2.12.2 製品例 

ネットワーク家電に該当するものとして、以下のような製品やサービスを提供している

（2004 年 1 月時点）。 

 

表 2.12.2 富士ゼロックスのネットワーク家電に関する製品・サービス例 

製品・サービス名 概要・特徴 

カラー複合機  

  DocuCentre Color f450/f360/f250

 

モノクロ複合機  

  DocuCentre 719CP/659CP/559CP 

  DocuCentre 707CP/607CP/507CP 

ネットワークプリンタ機能とネットワークスキャナ機

能を標準搭載する、コピー・プリント・スキャン複合

機。 

・ネットワークプリンタとして、マルチプロトコル・

マルチクライアント対応で、また、ウエッブブラウザ

ーから各種設定や動作状況確認ができる。 

・ネットワークスキャナとして、スキャン文書を電子

データ化してネットワーク上の PC で共有できる。さら

に、これらのモデルでは、あらかじめ登録した E メー

ルアドレスやサーバにスキャン文書の自動転送ができ

る。 

ネットプリントサービス 全国のセブン-イレブン店頭に設置された富士ゼロッ

クスのデジタルフルカラー複合機（DocuColor1250MP）

を利用し、あらかじめネットプリントセンターに登

録・格納された電子文書やコンテンツを高画質プリン

トとして取り出すことができるサービス。 

（出典：富士ゼロックスのホームページ http://www.fujixerox.co.jp/） 

 

 

2.12 富士ゼロックス 
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2.12.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.12.3 に、富士ゼロックスのネットワーク家電に関する出願件数と発明者数を示す。 

 

 開発拠点： 

 神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町 134 番地  横浜ビジネスパークイーストタワー13F  

富士ゼロックス株式会社内 

 神奈川県海老名市本郷 2274 番地  富士ゼロックス株式会社内 

 神奈川県川崎市高津区坂戸３丁目２番１号 KSP R&D ビジネスパークビル  富士ゼロック

ス株式会社内 

 

 

図 2.12.3 富士ゼロックスのネットワーク家電に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.12.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.12.4-1に富士ゼロックスのネットワーク家電に関する技術要素と課題、図 2.12.4-2

に課題と解決手段の分布を示す。 

相互運用技術の出願が９件である。「システムや機器の機能改善」の課題に対して、「オ

ブジェクトの処理」で対応している。 
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図 2.12.4-1 富士ゼロックスのネットワーク家電に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.12.4-2 富士ゼロックスのネットワーク家電に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.12.4 に、富士ゼロックスのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許を

示す。出願件数は 35 件で、そのうち２件が登録特許である。 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1

1

2

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

3

4

1 1

1

1 1

3

1

3

1

課  題

技
術
要
素

ツリー識別技術

ネットワーク管理技術

ネットワーク間接続技術

通信制御技術

ユーザインターフェース技術

相互運用技術

機器制御技術

機能識別技術

状態認識技術

自動設定・更新技術

接
続
構
成
技
術

操
作
・
制
御
技
術

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
技
術

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善

1 1

1

2

1

1

1

2

2

1

1

1

3

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

課  題

解
決
手
段

手
順
の
追
加

システムの構成

データ形式の変換

変換テーブルの配置

コマンドの追加・変換

オブジェクトの処理

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

情報の関連付け処理手順

分岐の処理手順

プログラムなどのロード手順

その他の処理手順

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善
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表 2.12.4 富士ゼロックスのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（1/3） 

通
信
性
能

の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2000-322364 

99.05.14 

G06F13/00,357 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ状態監視装置および方法 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開平 07-044482 

(拒絶査定) 

93.07.30 

G06F13/00,357 

ｻ-ﾊﾞ状態管理装置および方法 

特許 3227947 

93.11.15 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾌﾟﾘﾝﾀ 

通信回線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎に､通信回線ｲﾝﾀﾌｪｰｽの番号と対

応してﾌﾟﾛﾄｺﾙｽﾀｯｸでのﾌﾟﾘﾝﾀ端末名称を登録記憶す

る登録記憶手段と､通信回線ｲﾝﾀﾌｪｰｽが受信した端

末名称によるｱﾄﾞﾚｽの問合せ伝文中の端末名称が前

記登録記憶手段に記憶された該通信回線ｲﾝﾀﾌｪｰｽの

番号に対応するﾌﾟﾘﾝﾀ端末名称に含まれるか否かを

識別し､含まれていた場合には該通信回線ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

からﾌﾟﾘﾝ

ﾀ 端 末 名

称とｱﾄﾞﾚ

ｽ を 含 む

応答を送

信する応

答手段を

具 備 す

る｡ 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

ｱﾄﾞﾚｽ変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

特開 2001-326656 

00.05.17 

H04L12/28 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ及びﾈｯﾄﾜ-ｸ機器 

接
続
性
能
の
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ･ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

特開 2000-339247 

99.05.25 

G06F13/00,353 

ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ設定ｼｽﾃﾑ 

特開平 11-195008 

98.01.06 

G06F15/16,380 

ﾈﾂﾄﾜ-ｸ資源管理装置 
シ
ス
テ
ム
の 

性
能
向
上 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾌｧｲﾙｻｰﾊ 

特開平 11-194986 

98.01.06 

G06F13/00,355 

設定ﾃﾞ-ﾀ管理ｼｽﾃﾑ 

接
続
構
成
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機

器
の
機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの登録処理 

ﾚｼﾞｽﾄﾘやﾈｰﾑｻｰﾊﾞに登

録 

特開平 05-053954 

(拒絶査定) 

91.08.28 

G06F13/00,355 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ資源検索装置およびﾈｯﾄﾜ-ｸ資源ｱｸｾｽ装置お

よびﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ装置およびﾕ-ｻﾞ端末およびﾈｯﾄﾜ-ｸ資源

の検索方法およびﾈｯﾄﾜ-ｸ資源のｱｸｾｽ 

シ
ス
テ
ム
の

性
能
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2002-244834 

01.02.15 

G06F3/12 

印刷装置 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開 2000-029592 

98.07.14 

G06F3/00,652 

画像処理装置のﾊﾟﾗﾒ-ﾀ共有方法およびｼｽﾃﾑ 

機
器
制
御
技
術 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特開 2001-117857 

99.10.19 

G06F13/14,330 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ使用環境設定ｼｽﾃﾑ､ﾃﾞﾊﾞｲｽ使用環境設定方

法､及び､ﾃﾞﾊﾞｲｽ使用環境設定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝ

ﾋﾟｭ-ﾀ読取可能な記録媒体 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.12.4 富士ゼロックスのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（2/3） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

操
作
性

の
向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

状態情報の表示手順 

特開 2002-063007 

00.08.21 

G06F3/12 

印刷環境情報変更通知ｼｽﾃﾑ 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞ 

特開平 11-346288 

98.06.01 

H04N1/00,107 

画像処理装置のﾊﾟﾗﾒ-ﾀ共有方法およびｼｽﾃﾑ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

機器制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特開平 08-278865 

(みなし取下) 

95.04.05 

G06F3/12 

印刷指示装置 

機
器
制
御
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開 2000-132487 

98.10.28 

G06F13/00,357 

情報処理ｼｽﾃﾑ､情報処理装置及び情報処理方法並び

に記録媒体 

互
換
性

の
維
持 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開 2000-048172 

98.07.30 

G06T1/00 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ画像処理装置 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の解放手順 

特許 3395460 

95.06.29 

G06F3/12 

画像処理装置､端末装置および画像処理方法 

端末装置から送出される処理要求に応じて画像処理

を行う画像処理装置において､複数の処理要求を蓄

積する処理要求蓄積手段と､複数の処理要求の中か

ら画像処理を開始する処理要求を決定する処理開始

決定手段と､決定された処理要求を送出した端末装

置に画像処理開始を通

知する処理開始通知手

段と､処理要求蓄積手段

に蓄積されている画像

処理開始前の処理要求

を削除する処理要求削

除手段とを備えてなる

ことを特徴とする｡ 

操
作
性 

の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開平 10-198533 

97.01.14 

G06F3/12 

画像記録ﾈｯﾄﾜ-ｸの分散処理ｼｽﾃﾑ 

保
守
性

の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特開 2000-047839 

98.07.27 

G06F3/12 

画像形成装置および画像形成ｼｽﾃﾑ 

接
続
機
能

の
改
善 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2002-374378 

01.06.13 

H04N1/00 

文書処理ｼｽﾃﾑ､ﾃﾞ-ﾀ取得装置およびﾃﾞ-ﾀ処理装置 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

機器制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特開平 11-187165 

97.12.22 

H04N1/00 

画像処理装置 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開平 07-154571 

(みなし取下) 

93.11.29 

H04N1/32 

画像処理ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

資源情報の表示手順 

特開 2001-292258 

00.04.04 

H04N1/00 

複写装置および方法 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 手順の追加･情報の表

示処理手順 

機能情報の表示手順 

特開平 10-224534 

97.02.10 

H04N1/00 

画像形成用装置のｼｽﾃﾑ制御装置 
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表 2.12.4 富士ゼロックスのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（3/3） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

通
信
品
質
の 

向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開平 11-187179 

97.12.22 

H04N1/00,106 

画像処理装置 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開平 11-331464 

98.05.18 

H04N1/00,106 

ｼﾞｮﾌﾞ状態表示方法および装置 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開 2000-200127 

99.10.27 

G06F3/00,654 

表示処理装置 

操
作
性
の
向
上 手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

画面位置との関連付け 

特開平 08-115193 

94.10.14 

G06F3/14,320 

画像処理装置 

安
全
性
の 

向
上 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路の優先度による

組替 

特開 2002-149517 

00.11.14 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ制御方法 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2002-157177 

00.11.17 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ機器管理方法､そのｼｽﾃﾑ及び管理装置 

通
信
制
御 

技
術 

遠
隔
で
の 

機
能
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2001-345983 

00.06.05 

H04N1/00,107 

画像読取装置およびその制御方法 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間

接
続
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換 

特開 2002-204266 

00.12.28 

H04L12/66 

ｹﾞ-ﾄｳｪｲ装置 

互
換
性
の 

維
持 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開平 09-034820 

95.07.19 

G06F13/00,355 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ情報管理装置 

保
守
性
の 

向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ｴｰｼﾞｪﾝﾄに設定 

特開 2001-350617 

00.06.08 

G06F3/12 

ﾌﾟﾘﾝﾀ制御装置および方法 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の 

改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

設定値のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2002-007421 

00.06.19 

G06F17/30,170 

ｻ-ﾋﾞｽ提供方法および装置並びにｻ-ﾋﾞｽ検索装置 
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2.1 スズキ 

 

2.13.1 企業概要 

商号 セイコーエプソン 株式会社 

本社所在地 〒392-8502 長野県諏訪市大和3-3-5 

設立年 1959年（昭和34年） 

資本金 125億31百万円（2003年3月末） 

従業員数 13,084名（2003年3月末）（連結：73,797名） 

事業内容 情報関連機器（PC、ﾌﾟﾘﾝﾀ・ｽｷｬﾅ等ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ周辺機器、液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ等映像

機器）、電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ、精密機器（ｳｵｯﾁ、眼鏡ﾚﾝｽﾞ）等の製造・販売 

 

事務機の有力ミドルウエア規格である Salutation の推進組織サリュテーション・コン

ソシアムの主要メンバーである。 

 

 

2.13.2 製品例 

ネットワーク家電に関連するものとして、以下のような製品を提供している。 

 

表 2.13.2 セイコーエプソンのネットワーク家電に関する製品例 

製品名 概要・特徴 

ホームネットワーク用コント

ローラ 

「S1S60000シリーズ」 

TCP/IP内蔵ネットワークデバイス製品。 

家電機器をネットワーク対応させるため必要となる複雑なプ

ロトコル処理機能の開発をより容易に低コストで実現できる。

ホームプロジェクター 

「 dreamio （ ド リ ー ミ オ ）

EMP-TW200/TW500」 

 

ハイビジョン対応ワイド液晶パネル搭載のプロジェクター。 

添付の「エプソン・シネマカラーエディター」ソフトを使用す

ることにより、PC側から画質調整を行い、かつ設定内容をPC

に保存することが可能。 

2003年10-12月に発売された。 

（出典：セイコーエプソンのホームページ http://www.epson.co.jp/） 

 

 

2.13.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.13.3 に、セイコーエプソンのネットワーク家電に関する出願件数と発明者数を示

す。 

 

 開発拠点： 長野県諏訪市大和３丁目３番５号  セイコーエプソン株式会社内 

2.13 セイコーエプソン
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図 2.13.3 セイコーエプソンのネットワーク家電に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

2.13.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.13.4-1 にセイコーエプソンのネットワーク家電に関する技術要素と課題、図

2.13.4-2 に課題と解決手段の分布を示す。 

ユーザインターフェース技術の出願が８件ある。「操作性の向上」に対して、「情報の表

示処理手順」で対応している。 
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図 2.13.4-1 セイコーエプソンのネットワーク家電に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.13.4-2 セイコーエプソンのネットワーク家電に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.13.4 に、セイコーエプソンのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許

を示す。出願件数は 30 件で、そのうち３件が登録特許である。 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1

3

1

4

1

1

1 1

2

1

1

1

1

2

1

1

6

1

課  題

技
術
要
素

ツリー識別技術

ネットワーク管理技術

ネットワーク間接続技術

通信制御技術

ユーザインターフェース技術

相互運用技術

機器制御技術

機能識別技術

状態認識技術

自動設定・更新技術

接
続
構
成
技
術

操
作
・
制
御
技
術

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
技
術

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善

1

1

1

3

1

2

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

4

1

1

2

1

課  題

解
決
手
段

手
順
の
追
加

システムの構成

データ形式の変換

変換テーブルの配置

コマンドの追加・変換

オブジェクトの処理

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

情報の関連付け処理手順

分岐の処理手順

プログラムなどのロード手順

その他の処理手順

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善
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表 2.13.4 セイコーエプソンのネットワーク家電技術に関する技術要素別課題対応特許（1/3） 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

仲介ｻｰﾊﾞ 

特開 2002-304269 

01.04.05 

G06F3/12 

ﾈｯﾄﾜ-ｸを介した画像､音声の出力ｼｽﾃﾑ 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

ｱﾄﾞﾚｽ変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

特開 2000-353143 

(拒絶査定) 

00.02.14 

G06F13/00,357 

[被引用回数 1] 

ﾈｯﾄﾜ-ｸにおけるﾉ-ﾄﾞ検索方法､装置､および､ﾉ-ﾄﾞ検

索のためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した記録媒体 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

特定ﾊﾞｽﾘｾｯﾄｺﾏﾝﾄﾞ 

特許 3397190 

99.12.01 

H04L12/28 

電子機器､ﾃﾞ-ﾀ通信装置､および､通信制御装置 

通信の相手装置とｹｰﾌﾞﾙを介して

接続されるﾃﾞ ｰ ﾀ通信装置であっ

て､ﾃﾞｰﾀ通信装置を管理するﾌﾟﾘﾝﾀ

制御部､ﾃﾞｰﾀ通信装置に電力を供

給する電源回路を含む電源管理部

と､相手装置との通信制御を行う

通信制御部と､を備える｡ﾌﾟﾘﾝﾀ制

御部は､電源管理部から､電源手段

が供給する電力の変化要求を受信 

したときに､通信制御部に対して､電力の供給状態の

変化を示す信号の送信を指示する｡ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

状態･機能情報検索ｵﾌﾞ

ｼﾞｪｸﾄの生成 

特開 2000-207321 

99.01.11 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ接続用ｻ-ﾊﾞ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

仮想ﾃﾞﾊﾞｲｽの生成 

特開 2001-282657 

00.03.29 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ上のﾃﾞﾊﾞｲｽを管理する管理ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2000-347976 

00.02.09 

G06F13/00,357 

機器管理ｼｽﾃﾑ､管理ｻ-ﾊﾞ及びｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読取可能な記

録媒体 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ｱﾌﾟﾚｯﾄによる処理手順 

特開 2000-347975 

00.02.03 

G06F13/00,357 

機器管理ｼｽﾃﾑ､管理ｻ-ﾊﾞ及びｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読取可能な記

録媒体 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のﾏｽｸ手順 

特開 2001-119404 

99.10.15 

H04L12/28 

ﾃﾞ-ﾀ転送制御装置及び電子機器 

接
続
構
成
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機

器
の
機
能
改
善 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開 2000-278468 

99.03.19 

H04N1/00,106 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｺﾋﾟ-制御ｼｽﾃﾑ､ｺﾋﾟ-ｼｽﾃﾑ､ｺﾋﾟ-制御装置､ﾈｯﾄﾜ

-ｸｺﾋﾟ-制御方法､及びｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ可読媒体 

遠
隔
で
の

機
能
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開 2002-304275 

01.04.04 

G06F3/12 

電気･電子機器の稼動状態通知ｼｽﾃﾑ 

接
続
性
能

の
向
上 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ｱﾌﾟﾚｯﾄによる処理手順 

特開 2000-232551 

99.02.09 

H04N1/00,107 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｺﾋﾟ-制御ｼｽﾃﾑ､ｺﾋﾟ-ｼｽﾃﾑ､ｺﾋﾟ-制御装置､ﾈｯﾄﾜ

-ｸｺﾋﾟ-制御方法､及びｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ可読媒体 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

仮想ﾏｼﾝ 

特開 2001-175622 

99.12.17 

G06F15/177,670 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理ｼｽﾃﾑ及び方法 

機
器
制
御
技
術 

シ
ス
テ
ム
の

性
能
向
上 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開 2001-325170 

00.05.17 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ上のﾃﾞﾊﾞｲｽの使用を管理および支援するｼｽﾃ

ﾑ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.13.4 セイコーエプソンのネットワーク家電技術に関する技術要素別課題対応特許（2/3） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

操
作
性
の
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄﾌｧｲﾙで生成 

特許 3266146 

99.08.16 

G06F3/12 

ﾌﾟﾘﾝﾀ及びﾈｯﾄﾜ-ｸ印刷ｼｽﾃﾑ 

ﾕｰｻﾞｰのｺﾝﾋﾟｭｰﾀとﾌﾟﾘﾝﾀと

は ､ FTP(File Transfer 

Protocol)を介して通信を

行う｡ｺﾝﾋﾟｭｰﾀから印刷ﾃﾞｰﾀ

をﾌﾟﾘﾝﾀに送信すると､構成

ﾌｧｲﾙ生成部は､ｺﾝﾋﾟｭｰﾀから

入力された印刷設定情報に

基づいて構成ﾌｧｲﾙを生成す

る｡設定参照部は､構成ﾌｧｲﾙ

に基づいてﾂﾘｰ構造のﾒﾆｭｰ

を生成する｡このﾒﾆｭｰは､ｺﾝ

ﾋﾟｭｰﾀのﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ部に

表示される｡ﾕｰｻﾞｰは､印刷

ｼﾞｮﾌﾞの処理状態や印刷設

定等をﾌﾞﾗｳｻﾞを介して確認

する。 

機
器
制
御
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開 2000-293334 

99.04.05 

G06F3/12 

ﾌﾟﾘﾝﾄｻ-ﾊﾞ 

シ
ス
テ
ム
の

性
能
向
上 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換 

特開 2000-222335 

99.06.29 

G06F13/10,320 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ制御ｼｽﾃﾑ､ﾃﾞﾊﾞｲｽ制御方法､及び上記ｼｽﾃﾑを

構築するためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した記録媒体 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞ 

特開 2001-285560 

00.03.29 

H04N1/00,107 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｽｷｬﾅ接続装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸｽｷｬﾅ接続方法およびﾈｯ

ﾄﾜ-ｸｽｷｬﾅ接続を制御するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ﾒｿｯﾄﾞの発信 

特開 2002-182688 

00.12.18 

G10L15/20 

音声認識を用いた機器制御方法および音声認識を

用いた機器制御ｼｽﾃﾑ 

特開平 11-334180 

98.05.22 

B41J29/38 

周辺機器の選択ｼｽﾃﾑ及び選択方法 

特開 2000-032200 

(拒絶査定) 

98.07.14 

H04N1/00,106 

管理装置､その制御方法および記録媒体 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開平 10-200839 

97.01.08 

H04N5/76 

画像選択方式およびﾀﾞｲﾚｸﾄﾌﾟﾘﾝﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

階層ﾒﾆｭｰの表示手順 

特開 2003-196236 

01.12.26 

G06F 15/00,310 

活用支援情報提供装置 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2002-223376 

01.01.25 

H04N5/225 

対話ｼｽﾃﾑ及びそれを用いたﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ 
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表 2.13.4 セイコーエプソンのネットワーク家電技術に関する技術要素別課題対応特許（3/3） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

状態･機能情報検索ｵﾌﾞ

ｼﾞｪｸﾄの生成 

特開 2003-202945 

99.03.31 

G06F3/00,651 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ検索装置 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2000-285039 

99.03.31 

G06F13/00,351 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ検索装置及びその方法並びにそれを実現す

るためのｺﾝﾋﾟｭ-ﾀﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した記録媒体 

通
信
性
能
の 

向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

無線用識別情報の付加 

特開 2002-204234 

00.11.20 

H04L12/28 

無線通信ｼｽﾃﾑ 

通
信
制
御
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

途中からの再現処理手

順 

特許 3387466 

99.12.09 

G06F3/12 

ﾃﾞ-ﾀ通信装置 

ﾊﾞｽﾘｾｯﾄにより実行が中

断 さ れ た  Command 

Block Agent ORB を通知

したｺﾝﾋﾟｭｰﾀよりﾘｺﾈｸﾄ

要求を受けた場合､ｼﾞｮ

ﾌﾞ実行部は､実行状況監

視部で計測された Read 

Block Request あるいは 

Read BlockResponse 数

に基づいて､ORB に記述

された格納領域の印刷

ﾃﾞｰﾀのうち未取得分の

印刷ﾃﾞｰﾀを特定する｡そ

して､印刷ﾃﾞｰﾀ用生成部

に､未取得分の印刷ﾃﾞｰﾀ

のみをｺﾝﾋﾟｭｰﾀから読み

出すように､Read Block 

Request を生成させ、コ

ンピュータに送信する。 

接
続
性
能
の 

向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ｽﾀﾌﾞに設定 

特開 2000-231434 

99.02.09 

G06F3/00,657 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ制御装置､ﾕ-ｻﾞｲﾝﾀ-ﾌｪｲｽ表示方法およびﾕ-ｻﾞ

ｲﾝﾀ-ﾌｪｲｽを表示させるためのｺﾝﾋﾟｭ-ﾀﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記

録した記録媒体 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の

改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2001-282726 

00.03.29 

G06F15/00,310 

Web ｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝによりﾌﾞﾗｳｻﾞ表示された情報の実体

ﾃﾞ-ﾀをｸﾗｲｱﾝﾄに提供するｼｽﾃﾑ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

管
理
技
術 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の 

改
善 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特開 2003-196071 

01.12.27 

G06F3/12 

印刷ｻｰﾋﾞｽ提供ｼｽﾃﾑ､印刷管理端末及び端末用ﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑ､並びに印刷ｻｰﾋﾞｽ提供方法 
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2.1 スズキ 

 

2.14.1 企業概要 

 

商号 三菱電機 株式会社 

本社所在地 〒100-8310 東京都千代田区丸の内2-2-3 

設立年 1921年（大正10年） 

資本金 1,758億20百万円（2003年3月末） 

従業員数 35,457名（2003年3月末）（連結：110,279名） 

事業内容 重電システム、産業メカトロニクス、情報通信システム、電子デバイス、

家庭電器等の製造・販売、他 

 

白物家電ミドルウエア規格 EchoNet の策定メンバーである。 

2003 年 12 月、三洋電機、シャープ、東芝と共同で、各社の白物家電を相互にネット接

続するための技術仕様「iReady」の開発を行うことを発表した。ネット接続機能を持つ

「iReady アダプタ」を家電製品に外付けする方式をとることで、簡便に、既存の商品や異

なるメーカー間の家電もネット接続できるようにする構想。 

 

 

2.14.2 製品例 

ネットワーク家電に該当するものとして、以下のような製品を提供している。 

 

表 2.14.2 三菱電機のネットワーク家電に関する製品例 

製品名 概要・特徴 

インターネット配信型フルカラー

デジタル看板 

「三菱オーロラビジョンR」 

世界初のインターネット配信型・屋外フルカラーデジタル

看板として、2003年1月から発売。 

表示内容の更新はインターネット経由で遠隔から行うこ

とができる。 

監視カメラシステム 

「デジタルレコーダー DX-TL30」 

ウェッブサーバ機能を標準搭載し、ライブ画像および記録

画像を遠隔地からLANやインターネット経由で表示・再

生・検索ができる。 

電力線モデム内蔵M16Cマイクロコ

ントローラ「M306S」 

電力線通信の標準的デバイスとしてWindows XP等に標準

搭載されているホームネットワーク対応プロトコルの

UpnPと親和性の良い、SCP通信ソウフトウエアを1チップに

内蔵し、電力線通信を手軽に実現するもの。 

壁にある電灯スイッチから照明機器、エアコン等の家電機

器、セキュリティ機器まで、一般住宅内の電力線を通じた

相互通信を可能にする。 

（出典：三菱電機のホームページ http://www.mitsubishielectric.co.jp/） 

 

 

2.14 三菱電機 
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2.14.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.14.3 に、三菱電機のネットワーク家電に関する出願件数と発明者数を示す。 

 

 開発拠点： 

 静岡市小鹿３丁目 18 番 1 号 三菱電機株式会社静岡製作所内 

 鎌倉市大船５丁目１番１号  三菱電機株式会社  通信システム研究所内 

 鎌倉市大船２丁目 14 番 40 号  三菱電機株式会社  生活システム研究所内 

 三田市三輪２丁目３番 33 号  三菱電機株式会社三田製作所内 

 長岡京市馬場図所１番地  三菱電機株式会社映像システム開発研究所内 

 東京都千代田区丸の内２丁目２番３号  三菱電機株式会社内 

 

図 2.14.3 三菱電機のネットワーク家電に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.14.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.14.4-1 に三菱電機のネットワーク家電に関する技術要素と課題、図 2.14.4-2 に課

題と解決手段の分布を示す。 

ユーザインターフェース技術の出願が７件ある。「遠隔での機能改善」や「接続機能の

改善」の課題に対して、「システム構成」で対応している。 
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図 2.14.4-1 三菱電機のネットワーク家電に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.14.4-2 三菱電機のネットワーク家電に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.14.4 に、三菱電機のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許を示す。

出願件数は 29 件で、そのうち３件が登録特許である。 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

2 1

1

1

1

5

1

1

1

1

1

1

1 3

5

2

1

課  題

技
術
要
素

ツリー識別技術

ネットワーク管理技術

ネットワーク間接続技術

通信制御技術

ユーザインターフェース技術

相互運用技術

機器制御技術

機能識別技術

状態認識技術

自動設定・更新技術

接
続
構
成
技
術

操
作
・
制
御
技
術

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
技
術

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善

1

1 1

1

1

1

3

2

2

1

1

1

1

1

2

1

1

2

1

1

3

課  題

解
決
手
段

手
順
の
追
加

システムの構成

データ形式の変換

変換テーブルの配置

コマンドの追加・変換

オブジェクトの処理

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

情報の関連付け処理手順

分岐の処理手順

プログラムなどのロード手順

その他の処理手順

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善
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表 2.14.4 三菱電機のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（1/3） 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｲﾍﾞﾝﾄの処理 

状態変化を検出しｲﾍﾞﾝ

ﾄの送信 

特許 2705328 

91.02.22 

H04Q9/00,301 

ﾎ-ﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑ 

制御情報を伝送する伝送路と､

この伝送路に接続される被制御

装置と､この被制御装置を制御

するｼｽﾃﾑ制御装置とを備えたﾎｰ

ﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑにおいて､このｼｽﾃﾑの

立ち上げ時､被制御装置は自身

の状態が予め定められたﾃﾞﾌｫﾙﾄ 

状態の時は､自身の状態をｼｽﾃﾑ制御装置に通報しな

いものである｡ 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開 2002-330135 

01.02.16 

H04L12/28,200 

設備監視装置 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特許 3331721 

94.02.23 

H04Q9/00,301 

機器間通信ｼｽﾃﾑ 

各機器を通信回線で接続するに際

し､この回線には 2 つの論理値ﾚﾍﾞ

ﾙの一方に対して優先特性を有す

るﾜｲｱｰﾄﾞ論理機能を与えておく｡

電源投入後ﾏｽﾀｰ機器が存在しない

段階で､各機器が有する自動的にｽ

ﾀｰﾄする 2 つの論理値ﾚﾍﾞﾙの出力

及び受信回路を用いて､まず､ｼｽﾃﾑ 

の初期化を行う｡そののち､上記ﾜｲｱｰﾄﾞ論理機能の

特性とﾏｽﾀｰ機器になり得る機器に設けられた初期

化完了判断回路により複数台のﾏｽﾀｰ機器となり得

る機器の中からﾏｽﾀｰ機器を決定する｡ついでこのﾏｽ

ﾀｰ機器がｼｽﾃﾑ内の接続機器を確認するためのﾎﾟｰﾘﾝ

ｸﾞ動作を行う。 

接
続
構
成
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器

の
機
能
改
善 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開 2002-368759 

01.06.08 

H04L12/28,300 

情報端末装置及び自動機能設定ｼｽﾃﾑ並びに方法 

互
換
性
の
維
持 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ﾒｿｯﾄﾞの設定 

特開平 08-019060 

94.06.29 

H04Q9/00,301 

[被引用回数 2] 

AV機器制御ｼｽﾃﾑ､AV機器､AV機器制御装置､及びこれ

らの制御方法 

AV 機器制御装置にｲﾝﾀﾌｪｰｽﾏｲｺﾝ

を設け､各 AV 機器にｲﾝﾀﾌｪｰｽﾏｲｺ

ﾝ､制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄが格納された

ROM､終端器､この終端器を接続

する切り替えｽｲｯﾁを設け､AV 機

器制御装置と各 AV 機器は接続ｹｰ

ﾌﾞﾙで接続する｡AV 機器内の終端 

器が切り替えｽｲｯﾁによって接続されてﾈｯﾄﾜｰｸが構成

され､AV 機器のｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾏｲｺﾝから AV 機器制御装置に

転送された制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄによって制御が行われる｡

シ
ス
テ
ム
の

性
能
向
上 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ(集中制御) 

特開 2003-042556 

01.07.26 

F24H1/18,302 

深夜電力機器及び深夜電力機器のﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開 2002-271506 

01.03.14 

H04M11/00,301 

遠隔制御ｼｽﾃﾑ､遠隔制御装置､機器間通信ｼｽﾃﾑ 

機
器
制
御
技
術 

遠
隔
で
の 

機
能
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2002-259678 

01.02.28 

G06F17/60,176 

ﾎ-ﾑｺﾝﾄﾛ-ﾙｼｽﾃﾑ､ﾎ-ﾑｺﾝﾄﾛ-ﾙ用ｳｪﾌﾞｻ-ﾊﾞ､ﾎ-ﾑｺﾝﾄﾛ-ﾗ､

家庭用電子機器の制御方法及びｺﾝﾋﾟｭ-ﾀﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ｡ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.14.4 三菱電機のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（2/3） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

互
換
性

の
維
持 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2001-014077 

99.12.13 

G06F3/00,651 

ｸﾞﾗﾌｨｶﾙﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽ 

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ﾒｿｯﾄﾞの発信 

特開平 09-319538 

96.05.30 

G06F3/14,310 

[被引用回数 1] 

ｸﾞﾗﾌｨｶﾙﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽ 

ﾕｰｻﾞの操作を検出し画面表示を

制御する各種ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄからなる

表示ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄと､各種ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ

で使用される物理的なﾃﾞｰﾀを表

示ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄから分離して独立さ

せたﾃﾞｰﾀｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄと､表示ｵﾌﾞｼﾞ

ｪｸﾄの制御の対象となる機器お

よびｼｽﾃﾑの運転情報および設定

情報を含む各種ﾃﾞｰﾀを表示ｵﾌﾞ 

ｼﾞｪｸﾄから分離して独立させ管理するﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽｵﾌﾞｼﾞ

ｪｸﾄと､表示ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄとﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄをﾘﾝｸさせ

両ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄのﾃﾞｰﾀをやり取りさせるﾘﾝｸｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄと

を有するものである。 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

分割ﾃｰﾌﾞﾙ構造 

特開平 10-333862 

97.06.02 

G06F3/14,340 

ｸﾞﾗﾌｨｶﾙﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽ 

特開平 09-292963 

96.04.24 

G06F3/14,340 

[被引用回数 1] 

ｸﾞﾗﾌｨｶﾙﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽ 

選択画面において表示･操作部

品を拡大･縮小できるようにす

る｡また表示･操作部品を操作に

応じて振動させたり流動させ

る｡またｽｸﾛｰﾙ時にその方向への

足跡のｱﾆﾒｰｼｮﾝ表示を行うよう

にする｡表示･操作部品の画像の

1 つを指示した場合､その検出座 

標に基づいてそれが例えば表示･操作部品の画像で

あると特定されると､操作手順ﾃﾞｰﾀに基づいてその

次の画面を構成する画像が表示ﾕﾆｯﾄに表示される｡

操作手順ﾃﾞｰﾀは表示･操作部品とは別に独立して手

順管理部品によって管理されているので､表示・操

作部品を変更することなく容易に操作手順の改訂

を行うことができる。操作手順ﾃﾞｰﾀに重み値をつ

け、操作の履歴に応じて変化させ、拡大表示や手順

の省略を行わせてもよい。 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開平 10-326173 

97.05.26 

G06F3/14,370 

[被引用回数 1] 

ｸﾞﾗﾌｨｶﾙﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽ 

各表示･操作部品は､画像表示ﾃﾞｰﾀ

の画像表示の移動又は大きさ変更

時にその移動又は大きさ変更の最

小単位となるｸﾞﾘｯﾄﾞｻｲｽﾞを有し､

さらに､操作処理判定部により処

理すべき動作が移動であると判断

されたとき､ｸﾞﾘｯﾄﾞｻｲｽﾞを最小移

動単位として移動後の画像表示ﾃﾞ 

ｰﾀの座標位置を演算する座標位置演算手段と､操作

処理判定部により処理すべき動作が大きさ変更で

あると判断されたとき､ｸﾞﾘｯﾄﾞｻｲｽﾞを大きさの最小

変更単位として大きさ変更後の画像表示ﾃﾞｰﾀの画

像ｻｲｽﾞ演算する画像ｻｲｽﾞ演算手段とを有する。 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

画面位置との関連付け 

特開平 09-138731 

95.11.15 

G06F3/033,360 

ｸﾞﾗﾌｨｶﾙﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽ 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2001-022506 

99.07.07 

G06F3/02,390 

家庭用電子機器 
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表 2.14.4 三菱電機のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（3/3） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の解放手順 

特許 2850605 

91.11.22 

H04L12/40 

伝送方式 

伝送路の使用率によって一度用いたｽﾛｯ

ﾄ再利用するために､ﾊﾞｽの両端に伝送路

のﾄﾗﾋｯｸ状態を監視するﾓﾆﾀ装置を設置

し､情報生成部により､その監視結果を

各ﾉｰﾄﾞに通知するための制御ｽﾛｯﾄを挿 

入する｡各ﾉｰﾄﾞはその結果によってﾉｰﾄﾞ内にあるｽﾛｯ

ﾄ消去機能の使用を開始する又は使用を中止する｡機

能では使用済みの不要ｽﾛｯﾄを空きｽﾛｯﾄに置き換え

る｡また同時に置き換えられた空きｽﾛｯﾄが下流側に

送信されたかどうかを監視し､もう一方の伝送路を

流れる予約ｽﾛｯﾄの削除を行う｡ 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞ手

順 

特開平 07-093960 

(拒絶査定) 

93.09.22 

G11B31/00,511 

[被引用回数 1] 

ﾊﾞｽｼｽﾃﾑ 

通
信
品

質
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報の照合手順 

特開 2003-198641 

01.12.26 

H04L13/08 

ｼｽﾃﾑｲﾝﾀﾌｪｰｽ装置 

通
信
制
御
技
術 

接
続
性

能
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のｶｳﾝﾄ手順 

特開 2000-295255 

99.04.01 

H04L12/40 

伝送路の冗長化方法及びその方法を用いたｼｽﾃﾑ 

特開 2001-309455 

00.04.18 

H04Q9/00,301 

ﾎ-ﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｼｽﾃﾑ､ﾎ-ﾑｻ-ﾊﾞ装置およびｺﾝﾋﾟｭ-ﾀをﾎ-ﾑ

ｻ-ﾊﾞ装置として機能させるためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録し

たｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読取可能な記録媒体 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開 2003-030071 

01.07.17 

G06F13/00,357 

ｹﾞ-ﾄｳｪｲｻ-ﾊﾞ管理ｼｽﾃﾑ 

ｼｽﾃﾑの構成 

中継機能の配置 

信号の合成 

特開 2003-078456 

01.08.30 

H04B3/54 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ 

ｱｲ ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾛﾄｺﾙの設定･選択 

特開平 11-234277 

98.02.19 

H04L12/26 

管理ｼｽﾃﾑ 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換 

特開平 04-280138 

(拒絶査定) 

91.02.15 

H04L12/40 

遠隔制御ｼｽﾃﾑ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

遠
隔
で
の

機
能
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2001-339762 

00.05.29 

H04Q7/38 

通信ｼｽﾃﾑ及び通信方法及び携帯電話 

保
守

性
の

向
上

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成 

特開 2001-265692 

00.03.16 

G06F13/00,357 

設備管理ｼｽﾃﾑ 

特開 2002-238081 

01.02.09 

H04Q9/00,301 

電化製品の制御ｼｽﾃﾑ及びその制御方法 ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2003-111158 

01.09.28 

H04Q9/00,301 

ﾎ-ﾑｺﾝﾄﾛ-ﾗ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

ｷｬｯｼｭから情報の取得

手順 

特開 2003-134121 

01.10.25 

H04L12/28,200 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞ-ﾀの処理方法およびﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
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2.1 スズキ 

 

2.15.1 企業概要 

商号 日本ビクター 株式会社 

本社所在地 〒221-8528 横浜市神奈川区守屋町3-12 

設立年 1927年（昭和2年） 

資本金 341億15百万円（2003年3月末） 

従業員数 7,997名（2003年3月末）（連結：34,492名） 

事業内容 音響・映像機器、電子デバイス（ディプレイ用部品等）、音・映像・デー

タの記録再生媒体および記録済み媒体の制作・製造・販売 

 

白物家電のミドルウエア規格である EchoNet の会員である。 

 

 

2.15.2 製品例 

日本ビクターの製品の中で、ネットワーク家電に該当するものとして、以下のようなも

のが挙げられる。 

 

表 2.15.2 日本ビクターのネットワーク家電に関する製品例 

製品名 概要・特徴 

ムービーターミナル 

CU-VS11 

ルーター機能搭載ホームサーバ。2003年9月発表。 

・デジタルカメラとUSBケーブルでつなぐだけで、PCを使わずに静止画

や動画をウェブ上で公開できる。 

・家庭内の複数のPCと無線もしくは有線で接続できる、ルーター機能も

搭載。 

ネットワークカメラ 

V.NETWORKS 

監視システムやモニタリングシステムとして、ライブ画像および記録

画像を遠隔地からLANやインターネット経由で表示・再生・検索できる。

シリーズ製品中、VN-C1は、世界最小クラスの小型・軽量化を実現。 

（出典：日本ビクターのホームページ http://www.jvc-victor.co.jp/） 

 

 

2.15.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.15.3 に、日本ビクターのネットワーク家電に関する出願件数と発明者数を示す。 

 

 開発拠点： 

 神奈川県横浜市神奈川区守屋町３丁目 12 番地  日本ビクター株式会社内 

 

2.15 日本ビクター 
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図 2.15.3 日本ビクターのネットワーク家電に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.15.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.15.4-1 に日本ビクターのネットワーク家電に関する技術要素と課題、図 2.15.4-2

に課題と解決手段の分布を示す。 

機器制御技術の出願が５件ある。「遠隔での機能改善」の課題に対して、「システムの構

成」で対応している。 
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図 2.15.4-1 日本ビクターのネットワーク家電に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.15.4-2 日本ビクターのネットワーク家電に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.15.4 に、日本ビクターのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許を示

す。出願件数 27 件で、そのうち２件が登録特許である。 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1

2

1

2

3

1

2

2

1

1

1 2

2

1

3

1

1

課  題

技
術
要
素

ツリー識別技術

ネットワーク管理技術

ネットワーク間接続技術

通信制御技術

ユーザインターフェース技術

相互運用技術

機器制御技術

機能識別技術

状態認識技術

自動設定・更新技術

接
続
構
成
技
術

操
作
・
制
御
技
術

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
技
術

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善

1

1

1

1

1

1

1

2

1 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

12

課  題

解
決
手
段

手
順
の
追
加

システムの構成

データ形式の変換

変換テーブルの配置

コマンドの追加・変換

オブジェクトの処理

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

情報の関連付け処理手順

分岐の処理手順

プログラムなどのロード手順

その他の処理手順

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善
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表 2.15.4 日本ビクターのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（1/3） 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開平 10-191463 

(拒絶査定) 

96.12.24 

H04Q9/00,301 

[被引用回数 5] 

電子機器及びその制御方法 

 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

時刻情報の取得手順 

特開平 11-195289 

97.12.26 

G11B31/00,541 

電子機器ｼｽﾃﾑ及びその制御方法 

接
続
構
成
技
術 

接
続
性
能
の
向
上 手順の追加･その他の

処理手順 

途中からの再現処理手

順 

特開 2003-060733 

01.08.21 

H04L29/08 

ﾎｯﾄﾌﾟﾗｸﾞ対応の通信装置､通信方法､通信装置用ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑ､及び通信装置用記録媒体 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

仮想ﾏｼﾝ 

特許 3289703 

99.05.28 

H04Q9/00,301 

家電機器のﾘﾓ-ﾄｺﾝﾄﾛ-ﾙ方法及び家電機器 

各家電機器に､個別ﾊｰﾄﾞｳｪｱを制御するﾛｰｶﾙｺﾝﾄﾛｰﾙﾌﾟ

ﾛｸﾞﾗﾑ(LCP)と､ﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RCP)と､仮想言語

で記述された RCP を自機の CPU が実行し得る言語に

翻訳する仮想言語処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを設けておき､ある機

器 1 に対するﾘﾓｺﾝ制御で他機を制御する場合には､他

機の RCP を自機にﾛｰﾄﾞさせ､その RCP と他機の LCP を

通信で共働させて他機を制御する｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの登録処理 

ﾚｼﾞｽﾄﾘやﾈｰﾑｻｰﾊﾞに登

録 

特開平 11-055756 

(拒絶査定) 

97.08.06 

H04Q9/00,301 

家電機器及びその制御方法 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開 2002-041378 

00.07.28 

G06F13/00,357 

遠隔制御方法及び遠隔制御ｼｽﾃﾑ 

特開 2001-256156 

00.03.10 

G06F13/00,357 

制御情報ｼｽﾃﾑおよび制御情報伝送方法 

機
器
制
御
技
術 

遠
隔
で
の
機
能
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2001-331394 

00.05.19 

G06F13/00,357 

家電機器遠隔制御ｼｽﾃﾑ及び遠隔制御方法 

相
互
運
用
技
術 

互
換
性
の
維
持 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2003-143180 

01.10.31 

H04L12/46,100 

ﾃﾞ-ﾀ処理ｻ-ﾊﾞ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.15.4 日本ビクターのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（2/3） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許 3287280 

97.09.12 

H04Q9/00,301 

電子機器及びその制御方法 

ﾁｭｰﾅを選択すると､

受信ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及び制

御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾛｰﾄﾞ要

求を行う｡ﾁｭｰﾅは､両

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを送信する｡

ﾓﾆﾀは両ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを受

信し､実行する｡受信

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはﾁｭｰﾅとの

通 信 回 線 を 確 保 す

る｡ﾁｭｰﾅはﾁｬﾝﾈﾙ番号

を送信する｡受信ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑはﾁｬﾝﾈﾙ番号を

受 信 す る と ､ 変 数

State に代入して､

制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに告知

する｡制御ﾌﾟﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾑ

は､ﾓﾆﾀにｲﾒｰｼﾞﾃﾞｰﾀ

を描画する。制御ﾌﾟ 

ﾛｸﾞﾗﾑは告知を受け取ると、受信ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの変数

State の値を参照して、対応するﾎﾞﾀﾝｲﾒｰｼﾞを点灯状

態にする。最後に変数 current に変数 state の値を

代入する。 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開平 11-088865 

97.09.12 

H04N7/173 

[被引用回数 3] 

分散型ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ 

制御機能をﾊﾞｽに接続

されたそれぞれの家

電機器に分散して持

たせることにより､ﾈｯ

ﾄﾜ ｰ ｸに接続された一

部の機器が停止して

も他の機器の使用に

は影響がでないよう

にする｡また ､制御機

能をそれぞれの家電

機器が分散して持っ

ているため､新しい種 

類のﾃﾞｰﾀを扱う家電機器を増設する場合には､その

種類のﾃﾞｰﾀの送受信可能な家電機器が､増設する機

器のほかに一つでもあればその間での通信が可能

となる｡ 

ｼｽﾃﾑの構成 

専用機能の配置 

EPG ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ 

特開平 06-236592 

(拒絶査定) 

93.02.10 

G11B15/02,328 

録画予約装置 
操
作
性
の
向
上 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの変換 

特開 2003-047075 

01.08.01 

H04Q9/00,301 

機器制御ｼｽﾃﾑ､機器制御ｻ-ﾊﾞ及び機器制御方法 

シ
ス
テ
ム
や
機

器
の
機
能
改
善 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2001-309457 

00.04.26 

H04Q9/00,301 

家庭内ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ及び家庭内ﾈｯﾄﾜ-ｸに使用するﾘﾓ-

ﾄｺﾝﾄﾛ-ﾙ装置 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

遠
隔
で
の

機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開平 11-205871 

(拒絶査定) 

98.01.20 

H04Q9/00,301 

双方向光ﾘﾓｺﾝ装置及び双方向光ﾘﾓｺﾝ装置対応装置 
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表 2.15.4 日本ビクターのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（3/3） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

通
信
品
質
の
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

ｴﾗｰ訂正符号の付加 

特開 2000-341251 

(拒絶査定) 

99.05.31 

H04L1/00 

ﾃﾞ-ﾀ伝送方法 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開 2000-224189 

99.02.02 

H04L12/28 

光伝送ｼｽﾃﾑ 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開 2002-314547 

01.04.11 

H04L12/28,300 

通信放送機構,ｴﾇ ﾃ

ｨ ﾃｨ ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾃｸﾉﾛ

ｼﾞ,慶応義塾(大学)

中央制御装置､端末装置及びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
通
信
制
御
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開 2001-136184 

99.11.02 

H04L12/40 

通信方法及び通信装置 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開 2000-244981 

99.02.24 

H04Q9/00,301 

ﾈｯﾄﾜ-ｸによる機器制御装置 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2001-285224 

00.03.30 

H04H1/08 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送受信ｼｽﾃﾑ､ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送受信方法および信

号変換装置 

特開 2001-282664 

00.03.30 

G06F13/00,357 

ﾎ-ﾑｻ-ﾊﾞｼｽﾃﾑ､ｻ-ﾊﾞ装置､および制御ｺﾏﾝﾄﾞ中継方法 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換 

特開 2003-018100 

01.06.29 

H04B10/10 

USB 規格に基づく通信ｼｽﾃﾑ及び無線送受信装置 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

遠
隔
で
の

機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ﾒｿｯﾄﾞの発信 

特開 2003-046657 

01.07.30 

H04M11/00,301 

遠隔操作用通信装置 

安
全
性
の 

向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

認証･署名 

特開 2001-285313 

00.03.31 

H04L12/28 

ﾃﾞ-ﾀ通信方法および装置とﾃﾞ-ﾀ通信ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録

した記録媒体 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

検査用ｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2001-320397 

00.05.12 

H04L12/46 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

保
守
性
の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

時刻情報の取得手順 

特開 2001-337871 

00.05.25 

G06F13/00,351 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 
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2.1 スズキ 

 

2.16.1 企業概要 

 

商号 コニカミノルタホールディングス 株式会社 

本社所在地 〒100-1005 東京都千代田区丸の内1-6-1 丸の内センタービルディング

設立年 1936年（昭和11年） （2003年4月に持株会社化、2003年8月に統合により改称） 

資本金 375億19百万円（2003年9月末） 

従業員数 101名（2003年9月末）(連結：35,585名) 

事業内容 情報機器、光学材料・機器、フォトイメージング関連製品、医療および印

刷機器用フィルム・処理機器、計測機器等の製造・販売事業の統括 

 

事務機の有力ミドルウエア規格である Salutation の推進組織サリュテーション・コン

ソシアムの主要メンバーである。 

2003 年 8 月に、コニカ株式会社とミノルタ株式会社が統合して、コニカミノルタホール

ディングス株式会社を持株会社とする新しいグループとなった。以下では、ネットワーク

家電に関連する、新グループ内の会社の製品・研究者・特許を合わせて、「コニカミノルタ」

のものとして紹介する。 

 
 

 

2.16.2 製品例 

ネットワーク家電に該当するものとしては、デジタル複合機を各種提供している。ネッ

トワーク機能を標準搭載しているモデルや、オプションが必要なモデルなど色々あり、標

準搭載している新しいモデルとしては、下表の製品が挙げられる（2004 年 1 月時点）。 

 

表 2.16.2 コニカミノルタのネットワーク家電に関する製品例 

製品名 概要・特徴 

フルカラー複合機 

 Konica Minoltaシリーズ 

 1145C/1135C 

ネットワークプリンタ機能とネットワークスキャナ機能を標準

搭載する、コピー・プリンタ・スキャナ・ファックス複合機。

・ネットワークプリンタとして、マルチプロトコル・マルチ OS・

マルチクライアント対応で、ウェブベースのユーティリティ

で各種設定や動作状況確認ができる。 

・ネットワークスキャナとして、スキャン文書を電子データ化

してネットワーク上の PC で共有できる。また、指定した E メ

ールアドレスやサーバにスキャン文書の転送ができる。 

なお、これらのモデルではインターネットファックス機能も標

準搭載している。 

（出典：コニカミノルタのホームページ http://konicaminolta.jp/） 

 

 

2.16 コニカミノルタホールディングス
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2.16.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.16.3 に、コニカミノルタのネットワーク家電に関する出願件数と発明者数を示す。 

 

 開発拠点： 

 大阪府大阪市中央区安土町２丁目３番 13 号大阪国際ビル  ミノルタ株式会社内 

 東京都日野市さくら町１番地 コニカ株式会社内 

 東京都八王子市石川町 2970 番地  コニカ株式会社内 

 

図 2.16.3 コニカミノルタのネットワーク家電に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.16.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.16.4-1にコニカミノルタのネットワーク家電に関する技術要素と課題、図 2.16.4-2

に課題と解決手段の分布を示す。 

ユーザインターフェース技術の出願が６件ある。「システムや機器の機能改善」の課題

に対して、「情報の関連付け処理手順」で対応している。 
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図 2.16.4-1 コニカミノルタのネットワーク家電に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.16.4-2 コニカミノルタのネットワーク家電に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.16.4 に、コニカミノルタのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許を

示す。出願件数は 27 件である。 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

3

6

1 1 3

1

課  題

技
術
要
素

ツリー識別技術

ネットワーク管理技術

ネットワーク間接続技術

通信制御技術

ユーザインターフェース技術

相互運用技術

機器制御技術

機能識別技術

状態認識技術

自動設定・更新技術

接
続
構
成
技
術

操
作
・
制
御
技
術

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
技
術

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

3

7

1

2

1 1

課  題

解
決
手
段

プログラムなどのロード手順

システムの構成

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

オブジェクトの処理手順

コマンドの追加・変換

変換テーブルの配置

データ形式の変換

その他の処理手順

分岐の処理手順

情報の関連付け処理手順

手
順
の
追
加

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善



 

271 

表 2.16.4 コニカミノルタのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（1/2） 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

状態･機能情報検索ｵﾌﾞ

ｼﾞｪｸﾄの生成 

特開 2002-288056 

01.03.28 

G06F13/00,357 

管理装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､ﾈｯﾄﾜ-ｸ管理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

を記録したｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読取可能な記録媒体､被管理装

置､ﾘﾝｸ生成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑおよびﾘﾝｸ生成ﾌﾟﾛｸﾞ 

補助的手段の活用 

電子ﾒｰﾙの活用 

特開 2001-344160 

01.03.15 

G06F13/00,351 

機器管理ｼｽﾃﾑおよび機器管理方法 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

ｷｬｯｼｭから情報の取得

手順 

特開 2002-202921 

00.12.28 

G06F13/00,353 

機器管理装置および電子機器および機器管理ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開 2002-082903 

00.09.07 

G06F13/38,350 

ﾈｯﾄﾜ-ｸの接続ｴﾗ-回避装置､接続ｴﾗ-回避方法および

接続ｴﾗ-回避ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読取可能な

記録媒体 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開 2002-215277 

01.01.24 

G06F3/00 

ｹ-ﾌﾞﾙ挿抜可否通知装置および方法ならびにｹ-ﾌﾞﾙ

挿抜可否通知ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

操
作
性

の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開平 09-311838 

96.05.21 

G06F15/00,310 

端末装置およびこれを用いたﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

接
続
構
成
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機

器
の
機
能
改
善 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2002-196994 

00.12.25 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸに接続された機器の位置情報設定方法と装

置 

シ
ス
テ
ム
の

性
能
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

ｷｬｯｼｭから情報の取得

手順 

特開平 11-110158 

97.10.01 

G06F3/12 

画像形成ｼｽﾃﾑ及びｸﾗｲｱﾝﾄ装置 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開平 11-205355 

98.01.12 

H04L12/40 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ及び周辺機器 

特開平 11-266378 

98.03.16 

H04N5/225 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

操作制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 特開平 11-306119 

98.04.17 

G06F13/00,354 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

特開平 10-320344 

97.05.21 

G06F13/10,330 

[被引用回数 1] 

ﾈｯﾄﾜ-ｸにおける入出力機器の指定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録し

た記録媒体ならびにﾈｯﾄﾜ-ｸにおける入出力機器の

指定ｼｽﾃﾑおよび方法 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀと入出力機器等が接続さ

れたﾈｯﾄﾜｰｸにおいて､入出力機器

の配置を示すﾚｲｱｳﾄ画像を表示手

段に表示し､入出力機器を表示す

るｱｲｺﾝをﾚｲｱｳﾄ画像上の入出力機 

器の実際の配置位置に対応する位置に表示し､ｱｲｺﾝ

を指定することにより､ｱｲｺﾝに対応する入出力機器

を入出力先として指定する｡ 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

画面位置との関連付け 

特開平 10-320341 

97.05.21 

G06F13/10,310 

ﾈｯﾄﾜ-ｸにおける入出力機器の指定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録し

た記録媒体ならびにﾈｯﾄﾜ-ｸにおける入出力機器の

指定ｼｽﾃﾑおよび方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.16.4 コニカミノルタのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平 10-320342 

97.05.21 

G06F13/10,310 

[被引用回数 1] 

ﾈｯﾄﾜ-ｸにおける入出力機器の指定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録し

た記録媒体ならびにﾈｯﾄﾜ-ｸにおける入出力機器の

指定ｼｽﾃﾑおよび方法 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀと入出力機器等が接続され

たﾈｯﾄﾜｰｸにおいて､入出力機器と入

出力機器を使用する使用者名とを関

連付けて記憶しておき､使用者名を 

選択することにより､選択した使用者名に関連付け

られた入出力機器のみを表示手段に表示し､表示さ

れた入出力機器の中から所望の入出力機器を選択し

て入出力先として指定するようにした｡ 

手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

画面位置との関連付け 

特開平 10-319795 

97.05.21 

G03G21/00,396 

複写機における代替出力機器の指定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録

した記録媒体および複写機ならびに複写機におけ

る代替出力機器の指定方法 

特開 2001-043173 

99.08.03 

G06F13/00,357 

情報機器､情報処理装置および情報機器の配置ﾏｯﾌﾟ

作成方法 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 手順の追加･情報の関

連付け処理手順 

設置位置との関連付け 

特開 2002-091737 

00.09.20 

G06F3/12 

画像形成装置､印刷ｼｽﾃﾑ及び方法 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

時刻情報の取得手順 

特開 2002-190805 

00.12.20 

H04L12/28 

電気機器 

接
続
性
能
の 

向
上 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路の優先度による

組替 

特開 2002-217920 

01.01.12 

H04L12/40 

ｱ-ﾋﾞﾄﾚ-ｼｮﾝ制御装置およびその方法ならびにｱ-ﾋﾞﾄ

ﾚ-ｼｮﾝ制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
通
信
制
御
技
術 接

続
機
能

の
改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

伝送路の優先度による

組替 

特開平 11-085653 

97.09.10 

G06F13/00,355 

ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ及びﾈｯﾄﾜ-ｸに接続される周辺機器 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の 

改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾛﾄｺﾙの設定･選択 

特開 2002-297467 

01.03.30 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ同報送信装置､ﾈｯﾄﾜ-ｸ同報返信方法､ﾈｯﾄﾜ-ｸ

同報送信ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑおよび記録媒体 

接
続

性
能

向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開 2002-297329 

01.03.30 

G06F3/12 

情報管理装置､情報管理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､情報管理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

を記録したｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読取可能な記録媒体､情報管理

方法および情報管理ｼｽﾃﾑ 

安
全

性
の

向
上

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

認証･署名 

特開 2002-259335 

01.03.01 

G06F15/00,310 

情報認識ｼｽﾃﾑ､ﾃﾞｼﾞﾀﾙ撮像装置､店頭ﾌﾟﾘﾝﾄ装置､携

帯電話機､情報処理装置､情報認識方法､及び情報記

録媒体 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ 

特開 2002-082792 

01.01.30 

G06F3/12 

管理ｼｽﾃﾑ､中継ｻ-ﾊﾞ-､管理装置､管理方法及び画像

形成装置 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ｳｴﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特開 2003-187119 

01.12.19 

G06F17/60,318 

遠隔管理ｼｽﾃﾑ､画像形成装置､管理装置､発注方法､

及びﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した情報記録媒体 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2001-338133 

01.03.15 

G06F17/60,216 

機器管理装置､機器管理ｼｽﾃﾑおよび機器管理方法 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

シ
ス
テ
ム

や
機
器
能

改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ実施 

DCM に設定 

特開 2002-373128 

01.06.13 

G06F13/00,357 

ｻ-ﾋﾞｽｼｽﾃﾑ及び該ｼｽﾃﾑを用いたｻ-ﾋﾞｽの提供方法並

びにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
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2.1 スズキ 

 

2.17.1 企業概要 

 

商号 Hewlett-Packard Company 

本社所在地 3000 Hanover Street, Palo Alto, CA 94304 U.S.A. 

設立年 1947年 

資本金 24,690百万米ドル（2003年10月末） 

従業員数 142,000名（連結：2003年10月末） 

事業内容 印刷機器、パソコン、ワークステーション、サーバ等の製造・販売および

コンサルティング等のITサービス提供 

 

情報機器の有力ミドルウエア UPnP の主要メンバーである。 

 

 

2.17.2 製品例 

ヒューレットパッカードの製品の中で、ネットワーク家電に関連するものとして、以下

のようなものが挙げられる。 

 

表 2.17.2 ヒューレットパッカードのネットワーク家電に関する製品例 

製品名 概要・特徴 

プリントサーバ HP Jetdirect 

 外付型 HP Jetdirect300x/500x  

プラグ＆プレイのプリントサーバで、マルチプロトコ

ル・マルチOS対応。ウエッブブラウザからネットワーク

プリンタの設定・操作・管理が可能。 

HP Jetdirectは、プリントサーバ市場で世界シェアの過

半数を占めている。 

外付型は、違うメーカーのプリンタもネットワークとし

てつなげられ、かつ、PCサーバよりプリント時のファイ

ルの読み書きが早い。 

カラーレーザープリンタ 

HP color LaserJet 9500hdn 

4.5MB/秒の高速運転を実現するHP Jetdirect 615nを標

準で内蔵しており、すぐにネットワーク接続が可能。

ウエッブサーバ内蔵で、ブラウザからプリンタの状況を

確認できる。 

（出典：日本ヒューレットパッカードのホームページ http://welcome.hp.com/country/jp） 

 

 

2.17.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.17.3 に、ヒューレットパッカードのネットワーク家電に関する出願件数と発明者

数を示す。 

 

 開発拠点： 

 東京都杉並区高井戸東３丁目２９番２１号  日本ヒューレット・パッカード株式会社内 

 アメリカ合衆国マサチューセッツ州 

2.17 ヒューレットパッカード（米国）
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 アメリカ合衆国ニューヨーク州 

 アメリカ合衆国ニュージャージー州 

 アメリカ合衆国テキサス州 

 アメリカ合衆国コロラド州 

 アメリカ合衆国カリフォルニア州 

 アメリカ合衆国オレゴン州 

 アメリカ合衆国アイダホ州 

 イギリス国ブリストル・ビーエス 

 イギリス国ノース・サマーセット 

 

図 2.17.3 ヒューレットパッカードのネットワーク家電に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.17.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.17.4-1 にヒューレットパッカードのネットワーク家電に関する技術要素と課題、

図 2.17.4-2 に課題と解決手段の分布を示す。 

ユーザインターフェース技術の出願が、６件ある。「互換性の維持」の課題に対して、

「オブジェクトの処理」で対応している。 
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図 2.17.4-1 ヒューレットパッカードのネットワーク家電に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.17.4-2 ヒューレットパッカードのネットワーク家電に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.17.4 に、ヒューレットパッカードのネットワーク家電に関する技術要素別課題対

応特許を示す。出願件数は、26 件である。 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1

1

1

1

1

1

3

3

2

1

1

1

3

1

1

2

2

課  題

技
術
要
素

ツリー識別技術

ネットワーク管理技術

ネットワーク間接続技術

通信制御技術

ユーザインターフェース技術

相互運用技術

機器制御技術

機能識別技術

状態認識技術

自動設定・更新技術

接
続
構
成
技
術

操
作
・
制
御
技
術

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
技
術

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善

1

1

1

1

1

1

1

2

1

5

2

1

2

1

1

1

1

1

1

課  題

解
決
手
段

手
順
の
追
加

システムの構成

データ形式の変換

変換テーブルの配置

コマンドの追加・変換

オブジェクトの処理

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

情報の関連付け処理手順

分岐の処理手順

プログラムなどのロード手順

その他の処理手順

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善
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表 2.17.4 ヒューレットパッカードのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許(1/2) 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ｴｰｼﾞｪﾝﾄに設定 

特開 2000-112707 

99.03.18 

G06F3/12 

周辺ｺﾝﾎﾟ-ﾈﾝﾄ監視装置 
接
続
性
能
の 

向
上 手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開 2001-175562 

00.10.06 

G06F13/00,353 

電子装置間における構成設定のｺﾋﾟ-方法 

接
続
機
能
の 

改
善 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

ﾚｽﾎﾟﾝｽ付きｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2002-169766 

01.09.17 

G06F13/14,330 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ検出ｼｽﾃﾑおよび方法 

接
続
構
成
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開 2002-244943 

01.12.04 

G06F13/00,357 

周辺装置の選択方法 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開 2002-199148 

01.10.04 

H04N1/00,107 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､ｽｷｬﾝ周辺機器ｻ-ﾊﾞ､ｽｷｬﾝ周辺機器およびｽｷ

ｬﾝ制御方法 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

仮想ﾏｼﾝ 

特開 2000-148649 

99.09.09 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ上で走査周辺装置を操作する方法 

機
器
制
御
技
術 

遠
隔
で
の 

機
能
改
善 

補助的手段の活用 

携帯電話の活用 

特開 2003-061163 

01.07.31 

H04Q9/00,301 

同一ﾕ-ｻﾞｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽが利用可能なｼｽﾃﾑ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2002-132602 

01.07.23 

G06F13/00,357 

画像機器を導入しﾘﾝｸする方法 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

DCM に設定 

特開 2001-154823 

00.09.27 

G06F3/12 

周辺装置とｸﾗｲｱﾝﾄｺﾝﾋﾟｭ-ﾀとの間でｲﾍﾞﾝﾄﾒｯｾ-ｼﾞを

通信するための方法およびｼｽﾃﾑ 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｲﾍﾞﾝﾄの処理 

状態変化を検出しｲﾍﾞﾝ

ﾄの送信 

特開 2001-142829 

00.09.28 

G06F13/00,357 

ｻ-ﾊﾞおよび周辺装置とｸﾗｲｱﾝﾄｺﾝﾋﾟｭ-ﾀに接続される

ｻ-ﾊﾞからｲﾍﾞﾝﾄﾒｯｾ-ｼﾞを通信するための方法 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

API ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開 2002-182996 

01.10.02 

G06F13/00,353 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ検出用ﾕ-ｻﾞｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽ 

特開 2001-051933 

00.06.22 

G06F13/00,357 

ﾋﾞｭ-･ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを使用する周辺ｼｽﾃﾑの管理方法 

互
換
性
の
維
持 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ﾒｿｯﾄﾞの発信 

特開 2001-060180 

00.07.07 

G06F13/00,357 

装置制御用ｵﾍﾟﾚ-ｼｮﾝｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄｲﾝﾀﾌｪ-ｽを使用する周

辺ｼｽﾃﾑ管理のためのｼｽﾃﾑおよび方法 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

操
作
性
の 

向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特開平 10-313425 

98.03.30 

H04N5/262 

画像等の統合制御ｼｽﾃﾑ及び方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.17.4 ヒューレットパッカードのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

操
作
性

の
向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

補助情報の表示手順 

特開 2000-123159 

99.07.23 

G06T1/00 

画像捕捉通信装置 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

ﾎｰﾑｻｰﾊﾞ(機器制御) 

特開平 10-149270 

97.10.16 

G06F3/14,330 

ｱｼﾞﾚﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞ-ｽﾞ

(米国) 

[被引用回数 3] 

ｳｪﾌﾞｱｸｾｽ機構 

装置ｳｪﾌﾞﾍﾟｰｼﾞを与えるｳ

ｪﾌﾞｻｰﾊﾞを含む装置にｳｪ

ﾌﾞｱｸｾｽ機能が組み込まれ

る｡装置は､ｳｪﾌﾞﾌﾞﾗｳｻﾞか

ら装置ｳｪﾌﾞﾍﾟｰｼﾞにｱｸｾｽ

できるようにする組み込

みﾈｯﾄﾜ ｰ ｸ ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾌ ｪ ｰ ｽを含

む｡ｳｪﾌﾞﾌﾞﾗｳｻﾞのﾕｰｻﾞは､

装置ｳｪﾌﾞﾍﾟｰｼﾞを通じて 

装置用のﾕｰｻﾞｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ機能にｱｸｾｽする｡それぞれの

異なる装置用の高価なﾊｰﾄﾞｳｪｱｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝおよびｿﾌﾄｳ

ｪｱｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを開発する必要なしにさまざまな装置

の､ﾕｰｻﾞに優しい画面ﾍﾞｰｽのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを提供する。

通
信
性
能

の
向
上 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

無線ｱﾄﾞﾚｽ･ﾃｰﾌﾞﾙの作

成 

特開 2002-135275 

01.07.23 

H04L12/28,200 

画像機器をｱﾄﾞﾚｽ指定する方法 

接
続
性
能

の
向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

機器属性情報の取得手

順 

特開 2003-186768 

01.10.05 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜｰｸの検出および環境設定を行う方法 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

ﾌｫｰﾏｯﾄの変換 

特開 2002-016657 

01.05.21 

H04L29/06 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ通信装置およびﾃﾞｼﾞﾀﾙ通信方法 

通
信
制
御
技
術 

互
換
性
の
維
持 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ﾒｿｯﾄﾞの設定 

特開平 10-304013 

98.04.13 

H04L29/08 

情報伝送方法 

通
信
品
質

の
向
上 

手順の組替･変換･削除 

手順の組替 

資源の接続順の組替え 

特開平 10-285193 

97.01.21 

H04L12/40 

2 ﾋﾟﾝ分散型ｲ-ｻﾈﾂﾄﾊﾞｽ構造体 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開平 10-283091 

98.03.31 

G06F3/00,656 

PC/TV ｺﾝﾊﾞ-ｼﾞｪﾝｽ･ｼｽﾃﾑにおいて遠隔制御入力をﾌｫ-

ｶｽする機構および方法 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開平 10-320094 

98.03.31 

G06F3/00,654 

ﾓﾀﾞﾘﾃｨ変更可能な装置及び変更方法 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の追加･分岐の処

理手順 

動作ﾓｰﾄﾞ切換の処理手

順 

特開平 10-312432 

98.03.31 

G06F17/60 

ﾌｧﾝｸｼｮﾅﾘﾃｨ･ｺﾝﾊﾞ-ｼﾞｪﾝｽ装置 

互
換
性

の
維
持 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの登録処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ･ｸﾗｽの登録 

特開 2000-311129 

00.03.22 

G06F13/00,357 

周辺装置管理ｼｽﾃﾑ 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

提
供
サ
ー
ビ

ス
の
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

設定値のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

特開平 11-316725 

98.11.12 

G06F13/00,353 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ装置設定方法 
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2.1 スズキ 

 

2.18.1 企業概要 

 

商号 富士通 株式会社 

本社所在地 〒105-7123 東京都港区東新橋1-5-2 汐留シティセンター 

設立年 1935年（昭和10年） 

資本金 3,246億24百万円（2003年3月末） 

従業員数 34,690名（2003年3月末）（連結：157,044名） 

事業内容 通信システム、情報処理システム、電子デバイスの製造・販売およびこれ

らに関するサービスの提供 

 

事務機の有力ミドルウエア規格である Salutation の推進組織サリュテーション・コン

ソシアムの主要メンバーである。 
 

 

2.18.2 製品例 

ネットワーク家電に関連するものとして、以下のような製品を提供している。 

 

表 2.18.2 富士通のネットワーク家電に関する製品例 

製品名 概要・特徴 

ファミリーネットワークス

テーション  

FMFNS-202、FMFNS-102 

 

ホームネットワークのベースとして、以下のような機能をもつ。

・映像・音楽サーバ、ファイルサーバ機能。 

・ワイヤレス LAN ステーションおよびルーター機能（ストック

したデジタルコンテンツを家の内外で楽しめる。） 

・FMFNS-202 はテレビチューナーを搭載しており、家中の PC で

テレビをライブもしくは録画で見ることができる。 

ネットワーク家電向け1チッ

プシステムLSI 

MB91401 

ネットワーク家電向けに、家電の制御に最適な CPU コアや周辺

マクロ、ネットワーク接続機能、およびセキュリティ機能を 1

チップに内蔵したシステム LSI。 

（出典：富士通のホームページ http://jp.fujitsu.com/） 

 

 

2.18.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.18.3 に、富士通のネットワーク家電に関する出願件数と発明者数を示す。 

 

 開発拠点： 

 神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号  富士通株式会社内 

 

 

2.18 富士通
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図 2.18.3 富士通のネットワーク家電に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.18.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.18.4-1 に富士通のネットワーク家電に関する技術要素と課題、図 2.18.4-2 に課題

と解決手段の分布を示す。 

ネットワーク間接続技術の出願が５件ある。「接続機能の改善」に対して、「手順の組

替・変換・削除」で対応している。 
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図 2.18.4-1 富士通のネットワーク家電に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.18.4-2 富士通のネットワーク家電に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.18.4 に、富士通のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許を示す。出

願件数は 23 件で、そのうち２件が登録特許である。 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

2

2

2

1

1

3

1

1

2

1

1 2

2

2

課  題

技
術
要
素

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善

ツリー識別技術

ネットワーク管理技術

ネットワーク間接続技術

通信制御技術

ユーザインターフェース技術

相互運用技術

機器制御技術

機能識別技術

状態認識技術

自動設定・更新技術

接
続
構
成
技
術

操
作
・
制
御
技
術

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
技
術

1

1

1

2

1

3

1

1

1

2

1

1

1

2

1

1

2

課  題

解
決
手
段

手
順
の
追
加

システムの構成

データ形式の変換

変換テーブルの配置

コマンドの追加・変換

オブジェクトの処理

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

情報の関連付け処理手順

分岐の処理手順

プログラムなどのロード手順

その他の処理手順

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善
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表 2.18.4 富士通のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（1/2） 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追加 

特定ﾊﾞｽﾘｾｯﾄｺﾏﾝﾄﾞ 

特開 2001-111567 

99.10.08 

H04L12/28 

富士通ｳﾞｨｴﾙｴｽｱｲ 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ制御方法及びその装置 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

時刻情報の取得手順 

特開 2002-141928 

00.11.01 

H04L12/44 

ﾄﾎﾟﾛｼﾞ-認識部及びﾊﾞｽ調停装置 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特開平 05-324524 

(みなし取下) 

92.05.20 

G06F13/00,355 

装置識別情報設定方式 

接
続
構
成
技
術 

互
換
性

の
維
持 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの変換 

特開平 07-262113 

94.03.18 

G06F13/00,354 

情報処理端末装置 

互
換
性
の

維
持 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

ｱﾄﾞﾚｽ変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

特開平 09-259515 

(拒絶査定) 

96.03.19 

G11B19/16,501 

[被引用回数 1] 

AV ｺﾝﾄﾛ-ﾗ 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成･変換 

ｺﾏﾝﾄﾞの生成 

特開 2002-116964 

01.06.20 

G06F13/00,357 

処理装置､遠隔操作制御装置､遠隔操作ｼｽﾃﾑ､記録媒

体およびﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

機
器
制
御
技
術 

遠
隔
で
の 

機
能
改
善 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特開 2000-132355 

98.10.28 

G06F3/12 

情報処理装置及び情報処理方法並びにｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読み

取り可能な記録媒体 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特許 3369035 

95.11.29 

H04Q9/00,311 

ﾏｲｸﾛｺﾝﾄﾛ-ﾗ間の通信制御方式 

各ﾏｲｸﾛｺﾝﾄﾛｰﾗｼｽﾃﾑは､個々に内蔵

の SPI(ｼﾘｱﾙ･ﾍﾟﾘﾌｪﾗﾙ･ｲﾝﾀﾌｪｰｽ)を

相互に接続して通信経路を構成

し､初期化処理手段､送信処理手

段､割り込み処理手段､および他制

御処理手段をそれぞれ備えて､送

信または受信状態に応じて自己の 

動作ﾓｰﾄﾞをﾏｽﾀﾓｰﾄﾞまたはｽﾚｰﾌﾞﾓｰﾄﾞに切り換えるよ

うにした｡送信したいﾏｲｸﾛｺﾝﾄﾛｰﾗｼｽﾃﾑは他のすべて

のﾏｲｸﾛｺﾝﾄﾛｰﾗｼｽﾃﾑにｽﾚｰﾌﾞ要求を出し、自分をﾏｽﾀﾓｰ

ﾄﾞにしてﾃﾞｰﾀを送信する。これにより、複数のﾏｲｸﾛｺ

ﾝﾄﾛｰﾗ間での相互通信が可能になる。 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

機能情報の表示手順 

特開 2003-022224 

01.07.09 

G06F13/00,357 

ﾈｯﾄﾜ-ｸを介して相互接続された複数の機器の連携

動作の制御 

特開平 05-049074 

(みなし取下) 

91.08.09 

H04Q9/00,361 

ﾘﾓｺﾝ装置 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

操
作
性
の
向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特許 3160707 

96.03.22 

G06F13/00,610 

ﾃﾞ-ﾀ送受信装置､ﾃﾞ-ﾀ送信装置及びﾃﾞ-ﾀ受信装置 

ﾃﾞｰﾀ送信の概念を､送る動きを

表したﾃﾞｰﾀにより表現した送

信のｱｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀ､及びﾃﾞｰﾀ受信

の概念を､届く動きを表したﾃﾞ

ｰﾀにより表現した受信のｱｸｼｮﾝ

ﾃﾞｰﾀを入力するｱｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀ入力

手段と､ﾃﾞｰﾀを送信する際､送

信のｱｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを再生し､また

ﾃﾞｰﾀを受信する際､受信のｱｸｼｮ

ﾝﾃﾞｰﾀを再生するｱｸｼｮﾝ再生手

段とを設ける｡ 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.18.4 富士通のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー 

フ
ェ
ー
ス
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の

機
能
改
善 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

機能情報の表示手順 

特開 2002-099471 

00.09.21 

G06F13/00,354 

ｴｲ ﾃｨ ｱ-ﾙ 環境適

応通信研究所 

ﾈｯﾄﾜ-ｸ端末装置及びﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特開平 05-252171 

(みなし取下) 

92.03.05 

H04L12/40 

同報通信方法 
通
信
品
質
の
向
上 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報のﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞ手

順 

特開平 05-041707 

(みなし取下) 

91.08.05 

H04L12/28 

ATM の宅内構成における障害救済方式 通
信
制
御
技
術 接

続
性
能
の 

向
上 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

時刻情報の取得手順 

特開平 05-303536 

(拒絶査定) 

91.03.18 

G06F13/00,357 

ｴﾌ ｴﾌ ｼ- 

ﾄ-ｸﾝﾊﾞｽ方式 LAN の伝送路監視ｼｽﾃﾑ 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特開 2000-124904 

98.10.20 

H04L12/28 

通信ﾕﾆｯﾄおよび通信ｼｽﾃﾑ 
通
信
性
能
の
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開平 09-064862 

95.08.28 

H04L12/00 

ｼﾘｱﾙﾃﾞ-ﾀ伝送ｼｽﾃﾑ 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

吸収ﾓｼﾞｭｰﾙ 

特開 2002-312268 

01.04.17 

G06F13/00,357 

関西電力,ｴﾌ ｴﾌ ｼ-

電子機器統合装置及びｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ端末並びに家庭内情

報ｼｽﾃﾑ 

特開平 07-295899 

94.04.22 

G06F13/00,351 

ﾃﾞ-ﾀ処理ｼｽﾃﾑ及びﾈｯﾄﾜ-ｸｻ-ﾋﾞｽｼｽﾃﾑ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ変換 

特開 2003-069599 

01.08.24 

H04L12/46,100 

ﾎ-ﾑｹﾞ-ﾄｳｪｲ装置 

安
全
性
の 

向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

識別情報の付加 

特開 2002-354557 

01.05.29 

H04Q9/00,301 

機器制御ｼｽﾃﾑ 

手順の追加･情報の取

得処理手順 

状態によって変化する

情報の取得手順 

特開 2003-076621 

01.08.31 

G06F13/00,353 

情報家電ｻ-ﾊﾞ装置､情報家電端末環境情報管理方法

及び情報家電端末環境情報管理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

手順の追加･その他の

処理手順 

特定情報の照合手順 

特開 2003-067563 

01.08.28 

G06F17/60,176 

情報家電端末､情報家電端末利用者管理装置および

情報家電端末利用者管理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
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2.1 スズキ 

 

2.19.1 企業概要 

 

商号 Koninklijke Philips Electronics N.V. 

本社所在地 Breitner Center, Amstelplein 2, 1096 BC Amserdam, The Netherlands

設立年 1920年 （1998年、Philips Electronics N.V.から現行名称に変更） 

資本金 263百万ユーロ（2002年12月末） 

従業員数 170,087名（連結：2002年12月末） 

事業内容 照明機器、家電製品、半導体、医療システム等の製造・販売 

 

AV 機器の有力ミドルウエアの規格 HAVi の推進組織である HAVi 推進協会のメンバーであ

る。 

 

 

2.19.2 製品例 

コーニンクレッカ フィリップス エレクトロニクス（以下、フィリプス）の半導体部

門で、ネットワーク家電対応のチップを提供している。 

 

表 2.19.2 フィリップスのネットワーク家電に関する製品例 

製品名 概要・特徴 

無線LAN対応チップセット 

（801.11a/g、802.11gチップセット） 

無線LAN（802.11a/gおよび802.11g）に対応した、高

集積で、高い標準データ・スループットを実現する

チップセット。 

無線LANアダプタカード、アクセスポイント、ゲート

ウェイ、PC、PC周辺機器、一般消費者向け電子機器

等への用途を対象。 

Bluetooth対応プラグ・アンド・プレイ・

パッケージ 

BGB202 SiP(システム・イン・パッケージ)

Bluetoothワイヤレス技術の機能（無線部、ベースバ

ンド部、ROM、フィルタ等）に必要なすべてを１つの

超小型パッケージに集積したもの。 

必要な部品点数を大幅に減らし、設計サイクルの短

縮、コスト削減を実現する。 

携帯電話、ヘッドセット、ハンズフリーカーキット、

PDA等の用途を対象。 

（出典：日本フィリップスのホームページ http://www.philips.co.jp/） 

 

 

2.19.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.19.3 に、フィリップスのネットワーク家電に関する出願件数と発明者数を示す。 

 

 開発拠点： 

 オランダ国アーアー  アインドーフェン 

2.19 コーニンクレッカ フィリップス エレクトロニクス 
（オランダ） 
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 オランダ国 ベーアー  アインドーフェン 

 ドイツ連邦共和国アーヘン 

 フランス国パリ 

 フランス国パレゾ 

 

図 2.19.3 フィリップスのネットワーク家電に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.19.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.19.4-1 にフィリップスのネットワーク家電に関する技術要素と課題、図 2.19.4-2

に課題と解決手段の分布を示す。 

「システムや機器の機能改善」の課題に対して、「オブジェクトの処理」で対応してい

る。 
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図 2.19.4-1 フィリップスのネットワーク家電に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.19.4-2 フィリップスのネットワーク家電に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.19.4 に、フィリップスのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許を示

す。出願件数は、19 件である。 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1

1

1

1

1 1

1

1

1

3

3

1

2

1

課  題

技
術
要
素

ツリー識別技術

ネットワーク管理技術

ネットワーク間接続技術

通信制御技術

ユーザインターフェース技術

相互運用技術

機器制御技術

機能識別技術

状態認識技術

自動設定・更新技術

接
続
構
成
技
術

操
作
・
制
御
技
術

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
技
術

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善

1

1

2

1

1

7

1

1

2

1

1

課  題

解
決
手
段

手
順
の
追
加

システムの構成

データ形式の変換

変換テーブルの配置

コマンドの追加・変換

オブジェクトの処理

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

情報の関連付け処理手順

分岐の処理手順

プログラムなどのロード手順

その他の処理手順

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善
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表 2.19.4 フィリップスのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（1/2） 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

識別･制御情報の付加 

制御情報の乗換え 

特開 2000-183921 

99.06.21 

H04L12/28 

接続ﾓ-ﾄﾞで動作するﾈｯﾄﾜ-ｸにおける接続識別子を

再割り当てする再割り当て方法 接
続
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開平 05-219077 

(拒絶査定) 

92.09.07 

H04L12/40 

通信方式､局及び通信方法 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの登録処理 

ﾚｼﾞｽﾄﾘやﾈｰﾑｻｰﾊﾞに登

録 

特表 2002-523925 

99.08.04 

H04L12/28,200 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸｵ-ﾄｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚ-ｼｮﾝ 

接
続
構
成
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器

の
機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

API ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特表 2002-527799 

99.09.30 

G06F13/00,357 

ﾓ-ﾄﾞに関して互換性のある GUI 要素への制御特性の

ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ 

特表 2002-506551 

99.04.12 

G06F13/00,357 

消費者用電子ｼｽﾃﾑにおける機能の管理 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

機器制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特表 2002-506552 

99.04.22 

G06F13/00,357 

消費者電子ｼｽﾃﾑの機能の管理 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ﾊﾞｯﾌｧの領域割付手順 

特開 2002-215444 

01.10.03 

G06F12/00,545 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ･ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸ用仮想ﾒﾓﾘ装置 

機
器
制
御
技
術 

遠
隔
で
の

機
能
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能の配置 

ｳｪﾌﾞｻｰﾊﾞ 

特表 2003-518832 

00.12.15 

H04N 7/173,610 

民生用電子機器装置からのﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾃﾝﾂの遠隔伝

達 

特開平 11-355746 

99.04.02 

H04N7/14 

ｵ-ﾃﾞｲｵﾋﾞｼﾞｭｱﾙｼｽﾃﾑ及びその一部を形成するための

装置 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

機器制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合

せ 

特表 2003-509905 

00.08.30 

H04L12/46,100 

ｸﾗｽﾀ-化されたﾈｯﾄﾜ-ｸﾃﾞﾊﾞｲｽ 
相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

仮想ﾃﾞﾊﾞｲｽの生成 

特表 2002-517862 

99.06.09 

G06F17/30,360 

仮想ｼﾞｭ-ｸﾎﾞｯｸｽ 

互
換
性

の
維
持 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

仮想ﾏｼﾝ 

特表 2003-503897 

00.06.21 

H04L12/46 

ﾌﾞﾘｯｼﾞﾝｸﾞする多数のﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸｿﾌﾄｳｴｱｱ-ｷﾃｸﾁｬ 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

3D など画像の表示手

順 

特表 2002-520966 

99.07.02 

H04N5/445 

仮想三次元ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ制御 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス 

技
術 

操
作
性
の
向
上 

手順の追加･情報の表

示処理手順 

階層ﾒﾆｭｰの表示手順 

特表平 10-512698 

96.10.30 

G06F3/00,654 

ｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝの機能を選択する方法及びｼｽﾃﾑ 

通
信
制
御

技
術 

通
信
性
能

の
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 

無線用ﾃﾞｰﾀの変換 

特表 2003-515271 

00.10.23 

H04L12/28,300 

短距離用低ﾊﾟﾜ通信ｼｽﾃﾑ及びそのｼｽﾃﾑの作動方法 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 
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表 2.19.4 フィリップスのネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

接
続
性
能
の 

向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の解放手順 

特表 2002-519784 

99.06.17 

G06F13/00,357 

複数の通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙを有するｼｽﾃﾑの装置のﾀﾞｲﾅﾐｯｸな

登録解除 

通
信
制
御
技
術 

接
続
機
能
の

改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

DCM に設定 

特表 2002-524973 

99.08.23 

H04L12/46,100 

高ﾃﾞ-ﾀ転送速度 havi ﾈｯﾄﾜ-ｸに表示される低ﾃﾞ-ﾀ転

送速度ﾈｯﾄﾜ-ｸ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間 

接
続
技
術 

通
信
性
能
の 

向
上 

手順の追加･分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特表 2003-510974 

00.09.15 

H04L12/28,200 

ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑのﾉ-ﾄﾞ内の多ﾘﾝｸ層から単一物理層へ

のｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

管
理
技
術 

安
全
性
の
向
上 

ﾃﾞｰﾀ形式の変換 

暗号化 

認証･署名 

特開 2003-044437 

01.04.26 

G06F15/00,330 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ･ﾎ-ﾑ･ﾈｯﾄﾜ-ｸ･ﾕ-ｻﾞの適切な時間認証 
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2.1 スズキ 

 

2.20.1 企業概要 

 

商号 Sony Electronics Inc. 

本社所在地 1 Sony Drive, Park Ridge, NJ 07656 U.S.A. 

設立年 1960年 

資本金 570米ドル（2003年3月末） 

従業員数 約20,000名 

事業内容 音響・映像・情報・通信関係の各種電子・電気機械器具・部品の、北米で

の製造・販売 

 

ソニーエレクトロニクスは、ソニーの米国現地法人として、北米でのソニー製品の製

造・販売を行っている。ニュージャージー州の本社の他、カリフォルニア州、イリノイ州

などに拠点を置いている。 

 

 

2.20.2 製品例 

ネットワーク家電に該当する製品としては、日本のソニーで扱っているものと同様のも

のを米国で提供している。 

 

表 2.20.2 ソニーエレクトロニクスのネットワーク家電に関する製品例 

製品名 概要・特徴 

Network Media Receicer 

“RoomLink” PCNA-MR10 
 

本機をテレビやオーディオ機器に接続しておけば、PC

「VAIO」とネットワークができ、VAIOに保存してあるテレ

ビ番組・ビデオ・音楽・写真等を、テレビやオーディオの

大画面・高画質・高音質で楽しむことが可能。逆にテレビ

側から、VAIOの起動や録画予約もできる。 

Wireless Access Point 

PCWA-AR800 

上のルームリンクとつなげると、ホームネットワークの接

続をワイヤレスで実現する。 

（出典：ソニーエレクトロニクスのホームページ http://www.sonystyle.com/） 

 

 

2.20.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.20.3 に、ソニー エレクトロニクスのネットワーク家電に関する出願件数と発明者

数を示す。 

 

開発拠点： 

アメリカ合衆国ニューヨーク州 

アメリカ合衆国カリフォルニア州 

2.20 ソニー エレクトロニクス（米国）
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図 2.20.3 ソニー エレクトロニクスのネットワーク家電に関する出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.20.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.20.4-1 にソニー エレクトロニクスのネットワーク家電に関する技術要素と課題、

図 2.20.4-2 に課題と解決手段の分布を示す。 

「互換性の維持」の課題に対して、「オブジェクトの処理」で対応している。 
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図 2.20.4-1 ソニー エレクトロニクスのネットワーク家電に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.20.4-2 ソニー エレクトロニクスのネットワーク家電に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.20.4 に、ソニー エレクトロニクスのネットワーク家電に関する技術要素別課題対

応特許を示す。出願件数は 19 件である。 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1991 年 1 月出願から 

2003 年 7 月公開 

1

2 1

2

1

2

1

5

1

1

1

1

課  題

技
術
要
素

ツリー識別技術

ネットワーク管理技術

ネットワーク間接続技術

通信制御技術

ユーザインターフェース技術

相互運用技術

機器制御技術

機能識別技術

状態認識技術

自動設定・更新技術

接
続
構
成
技
術

操
作
・
制
御
技
術

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
技
術

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善

1

1

1

1

1

2

1

2

2

3

1

1 2

課  題

解
決
手
段

手
順
の
追
加

システムの構成

データ形式の変換

変換テーブルの配置

コマンドの追加・変換

オブジェクトの処理

補助的手段の活用

手順の組替・変換・削除

情報の取得処理手順

資源の割付/解放処理手順

情報の表示処理手順

情報の関連付け処理手順

分岐の処理手順

プログラムなどのロード手順

その他の処理手順

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
機
能
改
善

接
続
機
能
の
改
善

提
供
サ
ー

ビ
ス
の
改
善

保
守
性
の
向
上

安
全
性
の
向
上

操
作
性
の
向
上

シ
ス
テ
ム
の
性
能
向
上

互
換
性
の
維
持

接
続
性
能
の
向
上

通
信
品
質
の
向
上

通
信
性
能
の
向
上

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
生
産
性
向
上

遠
隔
で
の
機
能
改
善



 

291 

表 2.20.4 ソニー エレクトロニクスのネットワーク家電に関する 

技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

ｺﾏﾝﾄﾞの追加・変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞ追加 

特殊動作ｺﾏﾝﾄﾞ 

特表 2002-507038 

99.3.8 

G06F17/30,110 

AV/C ﾌﾟﾛﾄｺﾙにおいて記述ﾃﾞｰﾀによつて格納ﾃﾞｰﾀのｻ

ｰﾁを行う方法及び装置 

変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

ｱﾄﾞﾚｽ変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

特開平 11-317751 

99.1.6 

H04L12/28 

識別情報提供方法及び識別情報提供装置 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

ｱﾄﾞﾚｽ･ID の割付手順 

特開平 11-275117 

99.1.6 

H04L12/40 

情報ｱｸｾｽ方法及び情報ｱｸｾｽ装置 

特表 2002-507847 

99.3.12 

H04N5/76 

ｵｰﾃﾞｨｵﾋﾞｼﾞｭｱﾙ制御ｺﾏﾝﾄﾞ 変換ﾃｰﾌﾞﾙの配置 

状態遷移ﾃｰﾌﾞﾙ 

 

特表 2002-507809 

99.3.9 

G06F13/00,357 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾘｽﾄ及びｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄｴﾝﾄﾘを用いて機器ﾈｯﾄﾜｰｸ

における機器及び利用可能な情報を表現する処理

装置及び方法 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

機器制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合 

特表 2001-512275 

98.7.28 

G11B31/00 

AV/C に基づいたﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾚｰﾔ/ﾚｺｰﾀﾞｻﾌﾞﾕﾆｯﾄのﾓﾃﾞﾙ及

びｺﾏﾝﾄﾞｾｯﾄ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

DCM に設定 

特表 2002-501238 

98.12.24 

G06F13/00,357 

ｵｰﾃﾞｨｵ/ﾋﾞﾃﾞｵﾈｯﾄﾜｰｸに関する方法及びｼｽﾃﾑ 

互
換
性
の
維
持 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ･ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

特表 2002-501240 

98.12.23 

G06F13/00,357 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ制御を備えたﾎｰﾑｵｰﾃﾞｨｵ/ﾋﾞﾃﾞｵﾈｯﾄﾜｰｸ 

手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

吸収ﾓｼﾞｭｰﾙ 

特表 2002-501244 

98.12.9 

G06F13/00,357 

ｵｰﾃﾞｨｵﾋﾞﾃﾞｵﾈｯﾄﾜｰｸ 

接
続
構
成
技
術 

接
続
機
能
の 

改
善 手順の組替･変換･削除 

手順の変換 

ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

特表 2002-525732 

99.8.24 

G06F13/00,357 

通信方法及び通信ｼｽﾃﾑ 

操
作
性
の 

向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

操作制御ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合 

特表 2003-506779 

00.8.2 

G06F15/177,670 

電子ﾈｯﾄﾜｰｸにおける機器ﾓﾃﾞﾙの実現ｼｽﾃﾑ及び方法 

機
器
制
御
技
術 

接
続
機
能
の 

改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの実施 

ﾒｿｯﾄﾞの設定 

特表 2003-519943 

00.12.15 

H04L12/28,300 

情報ｹﾞｰﾄｳｪｲｼｽﾃﾑ及び方法 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

仮想ﾃﾞﾊﾞｲｽの生成 

特表 2002-514879 

99.4.29 

H04L12/28,200 

ﾈｯﾄﾜｰｸ環境内の自律媒体装置を制御し、自律媒体装

置間のﾃﾞｰﾀﾌﾛｰ及びﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄを管理する媒体管理

装置 



 

292 

表 2.20.4 ソニー エレクトロニクスのネットワーク家電に関する 

技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

互
換
性
の 

維
持 

手順の追加･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑな

どのﾛｰﾄﾞ手順 

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ROM からｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞ 

特表 2001-512297 

98.7.22 

H04L12/40 

機器内の自己記述情報組み込み方法及び装置 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー 

フ
ェ
ー
ス
技
術 

操
作
性
の 

向
上 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの処理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組合せ 

特表 2002-518947 

99.6.15 

H04N5/44 

ｱｲｿｸﾛﾅｽﾃﾞｰﾀ伝送ﾌｫｰﾏｯﾄを用いた分散型 IEEE1394 ﾈｯ

ﾄﾜｰｸにおいて広帯域の画面表示ｸﾞﾗﾌｨｯｸｽﾃﾞｰﾀを扱

う方法及び装置 

手順の追加･資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特表 2003-517749 

00.02.09 

H04J3/00 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾋﾞﾃﾞｵ伝送においてﾌﾚｰﾑﾚｰﾄを正確に生成す

る方法及び装置 

通
信
性
能
の 

向
上 手順の追加・分岐の処

理手順 

設定条件に応じた分岐

処理手順 

特表 2002-520903 

99.7.1 

H04L12/28,200 

ｿﾆ-,ｿﾆ- ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 

ﾖ-ﾛﾂﾊﾟ(ﾄﾞｲﾂ)(共

願) 

帯域幅確保方法 

通
信
品
質
の 

向
上 

手順の追加・情報の取

得処理手順 

時刻情報の取得手順 

特開平 11-234317 

98.10.21 

H04L12/40 

ﾃﾞｰﾀ伝送方法及びﾃﾞｰﾀ伝送装置 

通
信
制
御
技
術 

接
続
性
能
の 

向
上 

手順の追加・資源の割

付/解放処理手順 

資源の割付手順 

特表 2003-500961 

00.5.23 

H04N7/173,640 

繰り返し時間ｼｰｹﾝｽﾃﾞｰﾀを用いてﾈｯﾄﾜｰｸにおける共

有ﾘｿｰｽを予約するためのｱｰｷﾃｸﾁｬ、ｼｽﾃﾑ及び方法 
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2.21 主要企業以外の特許番号一覧 

 

表 2.21 主要企業以外のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（1/6） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

共同出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 

概要 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･資

源の割付/解放

処理手順 

資 源 の 割 付 手

順 

特許 3248428 

96.06.18 

H04L12/40 

ﾔﾏﾊ 

電子機器及びﾃﾞ-ﾀ伝送ｼｽﾃﾑのﾁｬﾝﾈﾙ制御方法 

送信するﾌﾟﾛﾄｺﾙ(ﾃﾞｰﾀ形式)のﾃﾞﾌｫﾙﾄﾁｬﾝﾈﾙでの送信権をﾁｬﾝ

ﾈﾙﾏﾈｰｼﾞｬに要求し､その送信権が得られたときはそのﾃﾞﾌｫﾙ

ﾄﾁｬﾝﾈﾙを介してﾃﾞｰﾀを送信する(S2~S8)｡ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾁｬﾝﾈﾙの送

信権を確保できなかったときは､代替ﾁｬﾝﾈﾙを確保するとと

もに ﾃ ﾞ ﾌ ｫ ﾙ ﾄ ﾁ ｬ ﾝ ﾈ ﾙの送信権を獲得した ﾉ ｰ ﾄ ﾞを特定し

(S11~17)､その特定したﾉｰﾄﾞに代替ﾁｬﾝﾈﾙ情報を送信する

(S18)｡ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾁｬﾝﾈﾙの送信権を獲得したﾉｰﾄﾞは、受信した代

替ﾁｬﾝﾈﾙ情報をそのﾃﾞﾌｫﾙﾄﾁｬﾝﾈﾙへ転送する(S10)。 

特許 3313359 

99.01.28 

G06F13/00,560 

松下電送ｼｽﾃﾑ 

複合機及びｽﾃ-ﾀｽ通知方法 

装置各部の状態を表示させる構造化文書を記憶部 4 に保存

する一方､ｽﾃｰﾀｽ情報生成部 41 が構造化文書内のｽﾃｰﾀｽ情報

を対応するﾃﾞﾊﾞｲｽの状態変化に応じて切替える｡そして､本

装置に搭載した WWW ｻｰﾊﾞ 12 にて記憶部に保存された構造化

文書を閲覧可能にする｡ 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

特許 3318289 

99.08.10 

H04L12/46,100 

松下電送ｼｽﾃﾑ 

[被引用回数 1] 

ﾎ-ﾑﾈｯﾄﾜ-ｸｹﾞ-ﾄｳｪｲ装置 

ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸｹﾞｰﾄｳｪｲ装置 12 は､住宅 10 内において 1EEE1394

ﾊﾞｽに接続されるﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸ機器 20,24,34 の情報を一元的

に管理する｡すなわち､機器がﾈｯﾄﾜｰｸに接続されると機器の

情報を各機器から吸い上げ(あるいはﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ用ｻｰﾊﾞｰ 42

からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞし)､内蔵する WWW ｻｰﾊﾞｰ 16 上に一覧表ﾒﾆｭｰの

形で掲載する｡他のﾈｯﾄﾜｰｸ上にある装置 41,47 から､一覧表

ﾒﾆｭｰを介してﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸ機器を個別に制御することが可能

である｡ 

手順の組替･変

換･削除 

手順の組替 

特許 3432874 

93.12.27 

G11B31/00,517 

ｱﾙﾊﾟｲﾝ 

ｵ-ﾃﾞｨｵ入力端子選択方法 

起動指示されたｵｰﾃﾞｨｵｿｰｽ 14a~14c はｵｰﾃﾞｨｵﾌﾟﾛｾｯｻ 13 のど

の入力端子に接続されるべきかをｼｽﾃﾑ管理ﾕﾆｯﾄ 15 に通知

し､ｼｽﾃﾑ管理ﾕﾆｯﾄはｵｰﾃﾞｨｵｿｰｽから通知されたｵｰﾃﾞｨｵ入力端

子を選択するようにｵｰﾃﾞｨｵﾌﾟﾛｾｯｻに指示し､ｵｰﾃﾞｨｵﾌﾟﾛｾｯｻ

は指示されたｵｰﾃﾞｨｵ入力端子に切り換え､ｵｰﾃﾞｨｵｿｰｽから出

力されるｵｰﾃﾞｨｵ信号を取り込み所定の信号処理を行って出

力する｡ 

特許 3173846 

92.03.18 

H04L12/40 

ﾃﾞｨ-2 ﾋﾞ- ｼｽﾃﾑｽﾞ

(ｲｷﾞﾘｽ) 

局所的通信ﾊﾞｽ･ｼｽﾃﾑ 

多数の家庭用ｵｰﾃﾞｨｵ･ﾋﾞﾃﾞｵ装置(10-14) が一連の連続した

制御ﾊﾞｽ(D2B,16)に接続している｡各装置はﾊﾞｽを介してﾃﾞ

ﾊﾞｲｽとしてｱﾄﾞﾚｽ可能であり､副ﾃﾞﾊﾞｲｽ上にｱﾄﾞﾚｽ可能な機

能的ｴﾚﾒﾝﾄを持っている｡装置の 1 つ(14)はｽｸﾘｰﾝ上の表示

副ﾃﾞﾊﾞｲｽ(41)と 1 番目の制御副ﾃﾞﾊﾞｲｽ(24)とを含む｡副ﾃﾞ

ﾊﾞｲｽ状態ﾒｯｾｰｼﾞが定義され､それにより制御副ﾃﾞﾊﾞｲｽはも

う 1 つの副ﾃﾞﾊﾞｲｽ(例えば 26) の状態を告知するように､特

に状態のいかなる変化も副ﾃﾞﾊﾞｲｽの連続的一斉調査を必要

とすることなく自動的に告知するように、求めることがで

きる。副ﾃﾞﾊﾞｲｽ状態ﾒｯｾｰｼﾞはｼｽﾃﾑを通して設定される信号

経路の早期確認を得るのに使用できる。 

接
続
構
成
技
術 接

続
性
能
の
向
上 

手順の追加･情

報 の 取 得 処 理

手順 

状 態 に よ っ て

変 化 す る 情 報

の取得手順 

特許 3173847 

92.03.19 

H04L12/40 

ﾃﾞｨ-2 ﾋﾞ- ｼｽﾃﾑｽﾞ

(ｲｷﾞﾘｽ) 

ﾛ-ｶﾙ通信ﾊﾞｽｼｽﾃﾑ及び該ｼｽﾃﾑに用いる装置 

複数の家庭用ｵｰﾃﾞｨｵ/ﾋﾞﾃﾞｵ装置(10~14)を直列制御ﾊﾞｽ

(D2B,16)に接続する｡各装置はﾊﾞｽを介してﾃﾞﾊﾞｲｽとしてｱ

ﾄﾞﾚｽし得るとともに､ｻﾌﾞﾃﾞﾊﾞｲｽとしてｱﾄﾞﾚｽし得る機能素

子を含む｡1つの装置(14)がｵﾝｽｸﾘｰﾝﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｻﾌﾞﾃﾞﾊﾞｲｽ(41)

と第 1 制御ｻﾌﾞﾃﾞﾊﾞｲｽ(24)とを含む｡ﾃﾞﾊﾞｲｽ情報ﾒｯｾｰｼﾞを定

め､第 1 制御ｻﾌﾞﾃﾞﾊﾞｲｽが第 2 装置(12)内の第 2 制御ｻﾌﾞﾃﾞﾊﾞ

ｲｽ(22)に､ｽﾃｰﾀｽﾒｯｾｰｼﾞをﾕｰｻﾞﾘｰﾀﾞﾌﾞﾙ形態に構成し返送す

るように要求し得るようにする。 
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表 2.21 主要企業以外のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（2/6） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

接
続
構
成
技
術 

シ
ス
テ
ム
や
機
器
の 

機
能
改
善 

ｵ ﾌ ﾞ ｼ ﾞ ｪ ｸ ﾄの処

理 

ｵﾌ ﾞ ｼ ﾞ ｪ ｸ ﾄの登

録処理 

特許 3308125 

95.02.08 

H04Q9/00,311 

ｱﾙﾊﾟｲﾝ 

[被引用回数 1] 

同一ｱﾄﾞﾚｽﾕﾆｯﾄの制御方法 

同一のｱﾄﾞﾚｽが付された複数のﾕﾆｯﾄ(ｵｰﾃﾞｨｵﾌﾟﾛｾｯｻ 37a,37b)

に対応させて該ｱﾄﾞﾚｽと同一のｱﾄﾞﾚｽを有する統合ﾕﾆｯﾄ 38 を

設け､該統合ﾕﾆｯﾄ 38 は､同一のｱﾄﾞﾚｽを有するﾕﾆｯﾄの機能を認

識して各ﾕﾆｯﾄに実行させる機能を重複しないように割り当

て､かつ､各ﾕﾆｯﾄに異なる新ｱﾄﾞﾚｽを割り当てる｡かかる状態

で通信ﾗｲﾝを介してﾕﾆｯﾄ本来のｱﾄﾞﾚｽを含むﾌﾚｰﾑを受信した

時､統合ﾕﾆｯﾄ 38 は該ﾌﾚｰﾑのﾃﾞｰﾀが指示する制御機能が割り当

てられたﾕﾆｯﾄの新ｱﾄﾞﾚｽを求める。 

 

接
続
機
能
の
改
善 

ｼｽﾃﾑの構成 

専 用 機 能 の 配

置 

特許 3357635 

99.07.19 

G10K15/04,302 

ﾔﾏﾊ 

AV ｼｽﾃﾑ 

音声形成装置であるｶﾗｵｹ本体装置 1、ﾋﾞﾃﾞｵ装置 2、音声出力

装置であるｵｰﾃﾞｨｵ装置 3 およびﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ装置 4 をﾉｰﾄﾞ 13、23、

32、41 を用いて LAN に接続する｡LAN を介してｶﾗｵｹ演奏のｵｰﾃﾞ

ｨｵ信号ﾃﾞｰﾀなどが伝送される｡ﾃﾞｰﾀはｱﾄﾞﾚｽやﾃﾞｰﾀ形式を記

述したﾊﾟｹｯﾄになっているため､受信する音声出力装置は､自

己に必要なｵｰﾃﾞｨｵ信号ﾃﾞｰﾀのﾊﾟｹｯﾄのみを取り込めばよく､

また､同じﾃﾞｰﾀを用いる機器が複数あっても問題はない｡ 

 機
器
制
御
技
術 

遠
隔
で
の
機
能
改
善 

ﾃ ﾞ ｰ ﾀ形式の変

換 

識別･制御情報

の付加 

特許 3413125 

99.04.14 

H04L12/28,100 

ｿﾆ- ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀｴﾝﾀﾃｲ

ﾝﾒﾝﾄ 

ｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ､ﾃﾞ-ﾀ通信ﾈｯﾄﾜ-ｸｼｽﾃﾑ､ｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ装置および

携帯情報通信端末 

ｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ 12 から､携帯情報通信端末 32 の個体識別符号

(PDA 個体 ID)とｻｰﾋﾞｽ要求を双方向通信ﾈｯﾄﾜｰｸ 16 を介してｻｰ

ﾊﾞ機能を有する計算機ｼｽﾃﾑ 20 に送信する｡計算機ｼｽﾃﾑ 20 は､

PDA 個体 ID とｻｰﾋﾞｽ要求に対応する指令を LAN による接続 22

を介してﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを有する計算機ｼｽﾃﾑ 24 に送信する｡計算機

ｼｽﾃﾑ 24 は､ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを検索して､ｻｰﾋﾞｽ要求に対応する情報を

抽出し､PDA 個体 ID とともに無線単方向通信ﾈｯﾄﾜｰｸ 28 を通

じ､接続 30 により携帯情報通信端末 32 に送信（放送）する。

この場合、前記 PDA 個体 ID を有する携帯情報通信端末 32 の

みが、受信データを再生することができる。 

 

相
互
運
用
技
術 

シ
ス
テ
ム
の 

性
能
向
上 

ｵ ﾌ ﾞ ｼ ﾞ ｪ ｸ ﾄの処

理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生

成 

特許 3369497 

99.01.27 

H04N1/00,107 

松下電送ｼｽﾃﾑ 

端末装置及び複合機 

ﾈｯﾄﾜｰｸ接続型で通信及び印刷機能を有する本装置 201 にﾈｯﾄﾜ

ｰｸ経由で端末 202 を接続する｡端末上に開かれた文書の各種

指示(送信､印刷､登録)を本装置 201 のﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞが直接受

け取って当該指示及び文書を本装置 201 へ転送する｡本装置

201 が送信指示のなされた文書を前記通信機能を使って送信

する｡ 

 

接
続
性
能
の
向
上 

ｼｽﾃﾑの構成 

ｻｰﾊﾞ機能配置 

特許 3286938 

98.04.28 

H04Q9/00,301 

ｴﾇ ﾃｨ ﾃｨ ﾌｧｼﾘﾃｨ-

ｽﾞ,山武ﾊﾈｳｪﾙ(共

願) 

ﾋﾞﾙ管理ｼｽﾃﾑ 

ﾋﾞﾙ管理専用のﾈｯﾄﾜｰｸ 6 とﾋﾞﾙ内ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ 7 との間に､ｻｰﾊﾞ側ｺﾝ

ﾋﾟｭｰﾀ 8 を接続する｡ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ 7 に接続されているﾊﾟｿｺﾝ 10 の

ﾌﾞﾗｳｻﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを起動し､ｻｰﾊﾞ側ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 8 に対して情報送信

要求を行う｡すると､ｻｰﾊﾞ側ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 8 のｻｰﾊﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが起動し

て､中央監視装置 4 が収集･記録している各種管理ﾎﾟｲﾝﾄの現

在の状態情報をﾊﾟｿｺﾝ 10 へ送る｡ﾊﾟｿｺﾝ 10 はｻｰﾊﾞ側ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 8

からの各種管理ﾎﾟｲﾝﾄの現在の状態情報をﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ上に表示

する。 

 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 

互
換
性
の
維
持 

ｵ ﾌ ﾞ ｼ ﾞ ｪ ｸ ﾄの処

理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生

成 

 

特許 3300794 

92.10.05 

H04L12/40 

ﾃﾞｨ-2 ﾋﾞ- ｼｽﾃﾑｽﾞ

(ｲｷﾞﾘｽ) 

ﾛ-ｶﾙ通信ﾊﾞｽｼｽﾃﾑ及びこれに用いる装置 

ﾃﾞｰﾀ ﾊﾞｽ 16 に接続されている第 1 装置と第 2 装置を有する

ｼｽﾃﾑで､第 1 装置内に制御手段を設け､第 2 手段内にﾕｰｻﾞ ｲﾝﾀ

ﾌｪｲｽ手段を設け､制御手段にﾕｰｻﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ ｾｯｼｮﾝ開始手段等

各手段を設け､ｲﾝﾀﾌｪｲｽ手段にﾕｰｻﾞ情報ｱｲﾃﾑ受信手段等各手

段を設け､これら各手段間の交信によってｼｽﾃﾑ内の任意の装

置とﾕｰｻﾞとの対話制御を可能にする｡ 
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表 2.21 主要企業以外のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（3/6） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

互
換
性
の
維
持 

ｵ ﾌ ﾞ ｼ ﾞ ｪ ｸ ﾄの処

理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生

成 

 

特許 2509459 

93.12.10 

G06F3/14,370 

ｲﾝﾀﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ 
ﾏｼｰﾝｽﾞ(米国 ) 

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱﾃﾞ-ﾀ処理ｼｽﾃﾑ及びその作動方法 

本発明によるﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ･ｼｽﾃﾑには､適用業務ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが選択可

能な､種々のｸﾗｽの複数のﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ装置に対する複数の制御

ﾊﾟﾈﾙを持つﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ装置制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが含まれる｡各ｸﾗｽは､

異なるｾｯﾄの制御可能な装置機能または属性を有する｡適用

業務ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによる制御の選択に応答し､装置の操作を制御

するための特殊な制御ﾊﾟﾈﾙがﾕｰｻﾞ･ｲﾝﾀｰﾌｰｽに作成される｡選

択される制御は､適用業務ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの関わりなしに､ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

上のﾕｰｻﾞ選択に応答して､装置を制御するのに必要な処理ｱｸ

ｼｮﾝのすべてを実行する。 

シ
ス
テ
ム
の 

性
能
向
上 

ｺ ﾏ ﾝ ﾄ ﾞの追加 ･

変換 

特殊ｺﾏﾝﾄﾞの追

加 

 

特許 3076623 

91.05.16 

G09G5/00,510 

ｴ ﾌ  ｴ ﾌ  ｼ -,富士通

(共願) 

画像表示装置 

画像表示装置に予め入力されるｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの記述言

語に､表示ﾃﾞｰﾀの描画ｺﾏﾝﾄﾞ､ﾃﾞｰﾀの設定先､起動ﾀｲﾐﾝｸﾞを同

時に書込める言語を用いて記述する｡これをｺﾝﾊﾟｲﾙ処理し装

置本体にﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞするようにしたことで､各処理を個別に入

力処理する場合に比べて､後の画面操作処理が簡単になる｡ 

特許 2102132 

92.08.25 

G06F3/14,340 

ｲﾝﾀﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ 
ﾏｼｰﾝｽﾞ(米国 ) 

ｼｽﾃﾑの挙動にｱｸｾｽする方法､ｱｲｺﾝ表示装置及びﾃﾞ-ﾀ処理ｼｽﾃﾑ

良好な実施例において､ﾏﾙﾁｺﾝは一組のｶｰﾄﾞ(ﾄﾗﾝﾌﾟ)に似てい

る｡ﾏﾙﾁｺﾝの中の各ｶｰﾄﾞ･ｱｲｺﾝは､ｶｰﾄﾞの中央部の位置に置か

れたｵﾌﾞｼﾞｴｸﾄを表わす主図形(X)と､ｶｰﾄﾞの隅部､または辺域

部の位置に置かれた｢実行｣､｢編集｣､または｢転送｣などのﾋﾞﾍ

ｲﾋﾞｱを表わす標識とを持つている｡ 

特許 2552071 

93.02.25 

G06F3/14,350 

ｲﾝﾀﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ 
ﾏｼｰﾝｽﾞ(米国 ) 

異なるｸﾞﾗﾌｨｯｸ･ﾕ-ｻﾞ･ｲﾝﾀﾌｪ-ｽでｻﾎﾟ-ﾄされる複数のｳｲﾝﾄﾞｳを

同時に提示するための方法及びｼｽﾃﾑ 

各ｸﾞﾗﾌｨｯｸ･ﾕｰｻﾞ･ｲﾝﾀﾌｪｰｽが､別々の表示装置ﾄﾞﾗｲﾊﾞに結合さ

れている｡作成､削除､ｻｲｽﾞ変更､移動､最小化､最大化､起動､ｲ

ﾈｰﾌﾞﾙ､または相対的背景/前景順序の変更を含むｳｨﾝﾄﾞｳの移

動が各ｸﾞﾗﾌｨｯｸ･ﾕｰｻﾞ･ｲﾝﾀﾌｪｰｽごとに検出され､その情報と､

各ｸﾞﾗﾌｨｯｸ･ﾕｰｻﾞ･ｲﾝﾀﾌｪｰｽに関連する表示装置ﾄﾞﾗｲﾊﾞが､複数

のｸﾞﾗﾌｨｯｸ･ﾕｰｻﾞ･ｲﾝﾀﾌｪｰｽ間のﾌﾟﾛｾｽ間通信を容易にする仮想

ﾃﾞﾊﾞｲｽ･ﾄﾞﾗｲﾊﾞに結合されており､その中で､ﾋﾞﾃﾞｵ表示の、各

ｸﾞﾗﾌｨｯｸ･ﾕｰｻﾞ･ｲﾝﾀﾌｪｰｽで管理される部分が確認できる。 

ｵ ﾌ ﾞ ｼ ﾞ ｪ ｸ ﾄの処

理 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝの生

成 

GUI ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ組

合せ 

特許 3258250 

97.01.22 

G06F3/14,370 

ｲﾝﾀﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ 
ﾏｼｰﾝｽﾞ(米国 ) 

ｸﾞﾗﾌｨｶﾙ･ｵﾌﾞｼﾞｴｸﾄを編成する方法及びｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ･ｼｽﾃﾑ 

ｸﾞﾗﾌｨｶﾙ･ﾕｰｻﾞ･ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(GUI)を使用して､ﾕｰｻﾞは､ｱｲｺﾝを互

いに束縛(粘着)させ､集合として移動させることによって､

ｱｲｺﾝの操作､編成､分類または配置を行う｡ｱｲｺﾝ粘着場所は､

ｱｲｺﾝ､ｳｨﾝﾄﾞｳまたは他のｸﾞﾗﾌｨｶﾙ･ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄに置くことがで

きる｡たとえば､粘着場所を有するｱｲｺﾝが､粘着場所を有す

る別のｱｲｺﾝの近くにﾄﾞﾗｯｸﾞされた時､これらのｱｲｺﾝは､互い

に束縛され､それ以降は 1 つのｸﾞﾗﾌｨｶﾙ･ﾕﾆｯﾄとして移動す

る｡いくつかの実施例では､束縛の視覚的表示が与えられ

る。ｱｲｺﾝは、束縛解除ｱｲｺﾝをﾎﾟｲﾝﾄするか、ﾏｳｽまたはｷｰﾎﾞｰ

ﾄﾞのﾎﾞﾀﾝ･ｼｰｹﾝｽを使用することによって束縛解除できる。 

特許 3408984 

99.01.28 

G06F13/00,357 

松下電送ｼｽﾃﾑ 

ﾈｯﾄﾜ-ｸﾌｧｸｼﾐﾘ装置 

装置各部の状態ｱｲｺﾝを表示させる構造化文書を記憶部に保

存する一方､ｽﾃｰﾀｽ情報生成部が構造化文書内の状態ｱｲｺﾝを

対応するﾃﾞﾊﾞｲｽの状態変化に応じて切替える｡そして､本装

置に搭載した WWW ｻｰﾊﾞにて記憶部に保存された構造化文書

を閲覧可能にする｡ 

 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
技
術 操

作
性
の
向
上 

手順の追加･情

報 の 表 示 処 理

手順 

状 態 情 報 の 表

示手順 

特許 3026472 

92.11.20 

G06F3/14,370 

ｲﾝﾀﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ 
ﾏｼｰﾝｽﾞ(米国 ) 

ｵ-ﾃﾞｲｵ出力を提供する方法及び装置 

本発明はｵｰﾃﾞｨｵ出力をつくるためにﾃﾞｰﾀ処理装置内のﾃﾞｨｽ

ﾌﾟﾚｲ上の位置とｵｰﾃﾞｨｵｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄを関連づける｡ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲは選

択された領域定義､定義されたｵｰﾃﾞｨｵｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ､ｵｰﾃﾞｨｵｺﾝﾎﾟｰ

ﾈﾝﾄ､位置及びｲﾍﾞﾝﾄの間の関連からのｵｰﾃﾞｨｵ出力の生成をﾄﾘ

ｶﾞするｲﾍﾞﾝﾄを使用してﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ上に領域定義または座標ｼｽ

ﾃﾑ､位置を提供することによって形成される｡定義されたｲﾍﾞ

ﾝﾄが定義された位置で起こるとき､ｵｰﾃﾞｨｵ出力が､定義され

た位置で起こるとき、ｵｰﾃﾞｨｵ出力が、定義された位置と関連

するｵｰﾃﾞｨｵｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄから生成される 
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表 2.21 主要企業以外のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（4/6） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー 

フ
ェ
ー
ス
技
術 

遠
隔
で
の
機
能
改
善 

手順の追加･分

岐の処理手順 

設 定 条 件 に 応

じ た 分 岐 処 理

手順 

特許 3380454 

97.12.26 

H04Q9/00,301 

ｹﾝｳｯﾄﾞ 

AV ｼｽﾃﾑ 

ﾚｼｰﾊﾞはﾘﾓｺﾝとの間で双方向通信可能とされる｡映像信号

検出回路は VCR､LD ﾌﾟﾚｰﾔ､及び DVD ﾌﾟﾚｰﾔからﾚｼｰﾊﾞへの映

像信号の入力を検出する｡ﾊﾟﾜｰｵﾝｷｰやﾏｸﾛｷｰ操作に伴い､

VCR､LD ﾌﾟﾚｰﾔ､及び DVD ﾌﾟﾚｰﾔからﾚｼｰﾊﾞへの映像信号の入力

有無の情報を受け､映像信号入力の無い場合のみ､ﾘﾓｺﾝか

ら VCR､LD ﾌﾟﾚｰﾔ､及び DVD ﾌﾟﾚｰﾔへそれらの電源制御用ﾘﾓｺﾝ

ｺｰﾄﾞ信号を出力する。 

 

手順の追加･情

報 の 取 得 処 理

手順 

時 刻 情 報 の 取

得手順 

特許 3309722 

96.07.12 

H04L12/56,230 

ﾔﾏﾊ 

ﾃﾞ-ﾀ転送方式 

受信ﾊﾟｹｯﾄ E1 の遅延時間 delay(n)を検出し､受信ﾊﾟｹｯﾄ E1

のｻｲｸﾙｽﾀｰﾄﾊﾟｹｯﾄが属するﾌﾚｰﾑの開始時刻 ti に､1 ﾌﾚｰﾑの

周期時間および遅延時間 delay(n)を加算して転送ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ

を生成する｡この転送ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟは受信ﾊﾟｹｯﾄに付加される

が､その時刻に達したときに､待機ﾊﾞｯﾌｧに受信ﾊﾟｹｯﾄがﾊﾟｹｯ

ﾄ F1 として格納される｡そして､所定のﾌﾚｰﾑの別のｾｸﾞﾒﾝﾄで

検出されたｻｲｸﾙｽﾀｰﾄﾊﾟｹｯﾄから開始される伝送ｻｲｸﾙでﾊﾟｹｯﾄ

G1 として送出される｡ 

 

手順の追加･分

岐の処理手順 

動作 ﾓ ｰ ﾄ ﾞ切換

の処理手順 

特許 2821320 

92.08.06 

H04L29/08 

NEC ﾏｲｸﾛｼｽﾃﾑ 

ﾎ-ﾑﾊﾞｽ･ﾌﾟﾛﾄｺﾙ･ｺﾝﾄﾛ-ﾗ 

送信ﾃﾞｰﾀ読みだし部 1 と送信ﾃﾞｰﾀ設定部 2 が､送信ﾃﾞｰﾀのﾒ

ﾓﾘからの読みだし､設定を行い､受信ﾃﾞｰﾀ読みだし部 3 と受

信ﾃﾞｰﾀ転送部 4 が､受信ﾃﾞｰﾀの受信ﾚｼﾞｽﾀ 13 からの読みだ

し､ﾒﾓﾘへの転送を行う｡ｴﾗｰ判断部 5、ACK/NAK ﾃﾞｰﾀ選択部 6

で受信ｴﾗｰの結果に応じた ACK/NAK ﾃﾞｰﾀが選択され､送受信

切り替え部 7 で送信動作、受信動作を切り替える｡これによ

り､送信ﾊﾞｯﾌｧ 21 から送信ﾚｼﾞｽﾀ 9 へのﾃﾞｰﾀ転送、受信ﾚｼﾞｽ

ﾀ 13 から受信ﾊﾞｯﾌｧ 22 への転送が行われ､受信ｴﾗｰに応じて

ｱｸﾉﾘｯｼﾞ･ﾃﾞｰﾀの返送が行われる。以上のことにより送受信

に関わるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ処理が不要になる。 

 

通
信
性
能
の
向
上 

手順の追加･そ

の 他 の 処 理 手

順 

特定情報のﾌｨﾙ

ﾀﾘﾝｸﾞ手順 

特許 2981199 

98.01.26 

H04L12/40 

日本ﾃｷｻｽ ｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾂ

ﾃﾞ-ﾀ処理装置 

本発明では､ﾃﾞｰﾀ処理装置 10a 内のﾌｨﾙﾀ回路 7a が IEEE1394

ﾊﾞｽ 30 からﾚｽﾎﾟﾝｽﾊﾟｹｯﾄを受信し､そのﾍｯﾀﾞの tLabel を読み

取り､MPU1a を含む各制御回路 1a､2a､3a に処理を振り分け

る｡従って MPU1a の処理を要さない場合､ﾚｽﾎﾟﾝｽﾊﾟｹｯﾄは他

の制御回路 2a､3a に直接転送されるので､MPU1a の負担が軽

減される｡ 

 

手順の追加･情

報 の 取 得 処 理

手順 

時 刻 情 報 の 取

得手順 

特許 3405191 

98.04.28 

H04L12/56 

ﾔﾏﾊ 

ｸﾛｯｸ生成装置及び生成方法 

第 1 の時間情報(1b)及び第 2 の時間情報(1a)を順次入力す

る入力手段(1)と､第 1 の時間情報と第 2 の時間情報との差

分値を求める差分手段(2)と､入力手段が第 1 の時間情報を

入力するときには該第 1 の時間情報に応じてｸﾛｯｸを生成

し､入力手段が第 2の時間情報を入力するときには該第 2の

時間情報に応じてｸﾛｯｸを生成し､その後､第 2 の時間情報と

差分値との加算値に応じてｸﾛｯｸを生成するｸﾛｯｸ生成手段

(7,9)とを有するｸﾛｯｸ生成装置｡ 

通
信
制
御
技
術 

通
信
品
質
の
向
上 

手順の追加･分

岐の処理手順 

設 定 条 件 に 応

じ た 分 岐 処 理

手順 

特許 3110137 

92.04.03 

H04L29/06 

積水化学工業 

家庭内ﾜｲﾔﾚｽ通信ﾈｯﾄﾜ-ｸにおける通信方法 

送信端末を有する機器が複数台混在する家庭内通信ｼｽﾃﾑに

おいて､上記機器を緊急度の高い順に 1~4 の 4段階の緊急度

ﾚﾍﾞﾙに分類し､ﾚﾍﾞﾙ 1 に属する機器は受信端末を有し確認

信号の返送を要求する機器であって当該確認信号を受信す

るまで再送を繰り返し､ﾚﾍﾞﾙ 2 の機器は緊急性を要するが

受信端末を有しない機器であって少なくともﾊﾟｹｯﾄ衝突確

率が所定確率になる回数以上再送を繰り返し､ﾚﾍﾞﾙ 3 の機

器は再送回数が制限され､上記各再送はﾗﾝﾀﾞﾑ時間間隔の再

送であり､ﾚﾍﾞﾙ 4 に属する機器は再送しないことを特徴と

する。 
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表 2.21 主要企業以外のネットワーク家電に関する技術要素別課題対応特許（5/6） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

接
続
性
能
の
向
上 

手順の組替･変

換･削除 

手順の組替 

 

特許 3355988 

97.03.19 

H04L12/403 

富士電機 

ﾃﾞ-ﾀ伝送装置 

ﾊﾞｽ型伝送路 3 を介して接続された親局のﾊﾟｿｺﾝ 2 と複数の

子局のｲﾝﾊﾞｰﾀ 1a~1n 間で 1:N のﾃﾞｰﾀ伝送をする場合に､ﾊﾟｿ

ｺﾝ 2 からすべてのｲﾝﾊﾞｰﾀ 1a~1n に対して同時にﾒｯｾｰｼﾞ MALL

を送信し､ｲﾝﾊﾞｰﾀ 1a~1n は､その受信時からの経過時間をﾀｲ

ﾏにより計測し､各ｲﾝﾊﾞｰﾀ 1a~1n ごとにその局番に対応して

予め設定されている応答待ち時間を経過した時点でそれぞ

れの応答ﾒｯｾｰｼﾞ R1a~R1n をﾊﾟｿｺﾝ 2 宛に送信する｡ 

 
通
信
制
御
技
術 接

続
機
能
の
改
善 

手順の追加･分

岐の処理手順 

設 定 条 件 に 応

じ た 分 岐 処 理

手順 

特許 2999017 

91.06.25 

H04Q9/00,301 

積水化学工業 

[被引用回数 1] 

ﾎ-ﾑﾊﾞｽｺﾝﾄﾛ-ﾙ装置 

ﾎｰﾑﾊﾞｽ 1 と､ﾎｰﾑﾊﾞｽ 1 に接続された複数のｹﾞｰﾄｳｴｲ 3､4 と､

いずれかのｹﾞｰﾄｳｴｲに属するｻﾌﾞｼｽﾃﾑを構成し､ｹﾞｰﾄｳｴｲから

制御信号をｻﾌﾞﾊﾞｽを通して受信して動作する複数の制御端

末 7~10 と､制御信号を発信可能な機器 5､6 を備えるﾎｰﾑﾊﾞｽ

ｺﾝﾄﾛｰﾙ装置において､ｹﾞｰﾄｳｴｲは､発信可能な機器が発信元

である制御信号の相手ｱﾄﾞﾚｽが自己のｻﾌﾟｼｽﾃﾑ内の制御端末

であるか他のｹﾞｰﾄｳｴｲのｻﾌﾞｼｽﾃﾑ内の制御端末のｱﾄﾞﾚｽであ

るかを判定する機能と､制御端末が属するｹﾞｰﾄｳｴｲのｱﾄﾞﾚｽ

を検索して特定する機能と、特定したｱﾄﾞﾚｽを相手ｱﾄﾞﾚｽに

指定し、制御信号の相手ｱﾄﾞﾚｽを相手ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽとする制御信

号をﾎｰﾑﾊﾞｽ上に送出するﾊﾟｹｯﾄ変換機能とを有することを

特徴とする。 

 

互
換
性
の
維
持 

ﾃ ﾞ ｰ ﾀ形式の変

換 

ﾃﾞｰﾀ･ﾌｫｰﾏｯﾄ変

換 

 

特許 3136140 

99.06.03 

H04L12/46 

松下電送ｼｽﾃﾑ 

ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ接続型 SOHO ｹﾞ-ﾄｳｪｲ装置 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを介して接続される家庭内ﾈｯﾄﾜｰｸに接続されるｲﾝﾀ

ｰﾈｯﾄ接続型 SOHO ｹﾞｰﾄｳｪｲ装置 2a､2bに家庭内の周辺装置 6a､

6b とこれに付与された IP(Internet Protocol)ｱﾄﾞﾚｽとを対

応させて記憶する IP ｱﾄﾞﾚｽ管理ﾃｰﾌﾞﾙ 27 と､ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを介し

て受信したｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾃﾞｰﾀから IP ｱﾄﾞﾚｽを識別する IP ｱﾄﾞﾚｽ

処理部 23 と､IP ｱﾄﾞﾚｽ管理ﾃｰﾌﾞﾙ 27 に基づいて識別された

IP ｱﾄﾞﾚｽに対応する周辺装置 6a､6b を認識しｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾃﾞｰﾀを

認識された周辺装置 6a、6b へ送出するｼｽﾃﾑ制御部 21 をｹﾞ

ｰﾄｳｪｲ装置に備えた。 

 

ｼｽﾃﾑの構成 

中 継 機 能 の 配

置 

 

特許 3411022 

01.03.01 

H04L12/44,300 

ｿﾆ- ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀｴﾝﾀﾃｲﾝ

ﾒﾝﾄ 

電子機器通信ｼｽﾃﾑ､これに用いられる中継器､電子機器､電

子機器または中継器上で実行される通信制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､およ

び電子機器通信ｼｽﾃﾑの通信方法 

電子機器 10 と､少なくとも 1 つ以上の操作端末および外部

記憶装置とが中継器 70 を介して接続される電子機器通信ｼ

ｽﾃﾑにおいて､中継器 70および電子機器 10との間の通信は､

中継器 70の外部記憶装置接続部 713 に接続される外部記憶

装置と電子機器 10とを接続する外部記憶装置用通信系 Bに

より行われ､電子機器 10 から出力される制御信号は､この

外部記憶装置用通信系 B を介して中継器 70 に入力される｡

操作端末用通信系 4 に比較して外部記憶装置用通信系 B の

通信速度が高いので､電子機器 10 からの制御信号により､

中継器 70 の高速切替を実現できる。 

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の組替･変

換･削除 

手順の変換 

 

特許 3159784 

92.06.16 

H04Q9/00,301 

積水化学工業 

ﾎ-ﾑｵ-ﾄﾒ-ｼｮﾝｼｽﾃﾑ 

ﾎｰﾑﾊﾞｽ(ﾒｲﾝﾊﾞｽ)の他に､電波,赤外線などのｻﾌﾞﾊﾞｽを有する

ﾎｰﾑｵｰﾄﾒｰｼｮﾝｼｽﾃﾑでは､従来､その伝送に用いるﾌﾚｰﾑのｱﾄﾞﾚｽ

ﾌｨｰﾙﾄﾞに､ﾎｰﾑﾊﾞｽの送信元ｱﾄﾞﾚｽと送信先ｱﾄﾞﾚｽを入れ､他の

ﾌｨｰﾙﾄﾞに､ｻﾌﾞﾊﾞｽにある実際の送信元ｱﾄﾞﾚｽと送信先ｱﾄﾞﾚｽ

を入れていた｡これに対し､本発明では､ﾌﾚｰﾑのｱﾄﾞﾚｽﾌｨｰﾙﾄﾞ

に実際の送信元ｱﾄﾞﾚｽと送信先ｱﾄﾞﾚｽを入れ､制御ﾌｨｰﾙﾄﾞの

4 ﾋﾞｯﾄで､図示のように､送信元ﾊﾞｽ指定と送信先ﾊﾞｽ指定を

しているので、ﾌﾚｰﾑのﾋﾞｯﾄ長が短くてすみ、伝送の効率が

よい。 
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表 2.21 主要企業以外のネットワーク家電関する技術要素別課題対応特許（6/6） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

（経過情報） 

出願日 

主 IPC 

出願人 

[被引用回数] 

発明の名称 
概要 

特許 3256457 

97.01.28 

H04B3/36 

ﾙ-ｾﾝﾄ ﾃｸﾉﾛｼﾞ-ｽﾞ

(米国) 

通信ﾈｯﾄﾜ-ｸ用の中央ﾉ-ﾄﾞ変換装置及び方法 

送信端末ﾃﾞﾊﾞｲｽ 206A と受信端末ﾃﾞﾊﾞｲｽ 208A､208B と主ｹｰﾌﾞ

ﾙ 204 からの固定周波数帯域内の外部送信ﾃﾞｰﾀを搬送する

単線式内部ｹｰﾌﾞﾙ回線 230 とを有する通信ｼｽﾃﾑにおいて､変

調器 222A が､送信端末ﾃﾞﾊﾞｲｽ 206A によって生成された信号

を受信端末ﾃﾞﾊﾞｲｽ 208A､208B では受信できない周波数にｼﾌ

ﾄする｡低域ﾌｨﾙﾀ 226A が､ｼﾌﾄされた信号を通過させてﾌﾞﾛｯｸ

変換器 210 に送り､ﾌﾞﾛｯｸ変換器 210 がｼﾌﾄされた信号を固定

周波数帯域外ではあるが上記の受信端末ﾃﾞﾊﾞｲｽで受信でき

る周波数に変換（再シフト）する。増幅器２１４が、変換

された信号及び高域ﾌｨﾙﾀ 212 によってﾌｨﾙﾀ処理された外部

送信ﾃﾞｰﾀを増幅し増幅された信号を受信端末ﾃﾞﾊﾞｲｽ 208A､

208B が受信する。 

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
接
続
技
術 

接
続
機
能
の
改
善 

手順の組替･変

換･削除 

手順の変換 

特許 3424660 

00.06.13 

H04L12/28 

関電工 

既設のﾃﾚﾋﾞ共同受信設備を利用したﾃﾚﾋﾞ受信、ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ接続

及び棟内 LAN ｼｽﾃﾑの構築方法 

同軸の伝送ﾗｲﾝ 6 並びにその伝送ﾗｲﾝに直列に配置されたﾃﾚ

ﾋﾞ端子 8 を備えた棟内ﾃﾚﾋﾞ共同受信設備の上流に双方向増

幅器 5 を取り付ける｡その双方向増幅器の上流側には､伝送

ﾗｲﾝを流れる RF 信号をﾍﾞｰｽﾊﾞﾝﾄﾞ信号に変換するｾﾝﾀｰﾓﾃﾞﾑ

14,各世帯に配置されたﾊﾟｿｺﾝ 11 の MAC ｱﾄﾞﾚｽを管理し､IP ｱ

ﾄﾞﾚｽを所有するﾙｰﾀ 15 と上位ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ(幹線系)12 の間の入

出力をつなげるための幹線系ﾓﾃﾞﾑ 16 をその順に接続する｡

棟内のﾃﾞｰﾀ送信に伝送ﾗｲﾝを使用することで､別途の配線が

不要。 

 

通
信
品
質
の
向
上 

手順の追加･そ

の 他 の 処 理 手

順 

特 定 情 報 の 照

合手順 

特許 3323538 

92.06.24 

H04L12/413 

ｴｽﾃ-ﾐｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(ﾌ

ﾗﾝｽ) 

配電回路上での情報伝送の管理方法､その実施用装置なら

びにﾎ-ﾑｼｽﾃﾑ内の通信に対するこの方法の応用 

各ﾋﾞｯﾄの発出中に､1 つのﾋﾞｯﾄが発出されたﾋﾞｯﾄのｴｺｰとし

て受理され､このｴｺｰﾋﾞｯﾄは発出されたﾋﾞｯﾄと比較される｡

衝突が検出された場合､この衝突に関与した局は､予め定め

られた優先順に従ってその他の通信局によりそれぞれ配電

回路上で発出された一連の情報項目を聞きとる状態に置か

れる｡ﾎｰﾑｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑにおいて用いられる｡ 

 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
技
術 

保
守
性
の
向
上 

手順の追加･分

岐の処理手順 

設 定 条 件 に 応

じ た 分 岐 処 理

手順 

特許 3409749 

99.09.09 

H04L12/40 

ｴﾇｲ-ｼ-ﾏｲｸﾛｼｽﾃﾑ 

USB ﾌｧﾝｸｼﾖﾝの評価装置及びその方法 

ﾒﾓﾘ内に格納されたﾊﾟﾀﾝから IN ﾄｰｸﾝを検出して保持し､ﾊﾟﾀ

ﾝの送出を停止する機構 8,16,17 と､USB ﾌｧﾝｸｼｮﾝから返信さ

れる返信ﾃﾞｰﾀの種類を判別する機構 10 と､返信ﾃﾞｰﾀが NAK ﾀ

ｲﾌﾟであった場合は保持している IN ﾄｰｸﾝを再送出し､返信

ﾃﾞｰﾀが DATA ﾀｲﾌﾟ又は STALL ﾀｲﾌﾟであった場合は保持してい

た IN ﾄｰｸﾝを破棄する機構(8,16,17)とからなる｡ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼﾘ

ｱﾙﾊﾞｽを持つﾊﾟｿｺﾝの周辺機器の評価装置は､USB ﾌｧﾝｸｼｮﾝに

対し送出したﾃｽﾄﾊﾟﾀﾝを一時的に保持して、USB ﾌｧﾝｸｼｮﾝか

らの返信データに応じて再送、又は、破棄することにより、

DATA ﾊﾟｹｯﾄの返信の用意が完了するまでの時間を意識せず

にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを行うことができ、ﾃｽﾄﾊﾟﾀﾝの設計効率を向上

することができる。 
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図3.1にネットワーク家電の主要企業20社の技術開発拠点を示し、表3.1には技術開発拠

点の住所一覧を示す。この図や表は、主要企業が保有している特許の公報から発明者の住

所を集計したものである。 

集計の結果は、東京都が10社17拠点、神奈川県が７社21拠点、大阪府が６社６拠点、静

岡県が３社３拠点、茨城県が１社６拠点、栃木県と埼玉県が１社２拠点、長野県、愛知県、

京都府、兵庫県が各１社１拠点である。 

ネットワーク家電の技術開発拠点は、関東地方や関西地方などの大都市圏に集中し、特

に、東京都と神奈川県への集中が顕著である。 

ネットワーク家電の主要企業20社のうち、外国企業は、三星電子（韓国）、ヒューレッ

トパッカード（米国）、フィリプス（オランダ）とソニー エレクトロニクス（米国）の４

社である。20社のうち海外に技術開発拠点を持つ企業が10社ある。海外の技術開発拠点は、

米国の開発拠点が９拠点、ドイツが２拠点、イギリス、オランダ、フランスと韓国が各１

拠点である。 

 

 

 

３. 主要企業の技術開発拠点 

 

ネットワーク家電の技術開発拠点は、関東地方や関西地

方などの大都市圏に集中し、特に、東京都と神奈川県へ

の集中が顕著である。 

 

3.1 ネットワーク家電技術の技術開発拠点

特許流通 

支援チャート
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図3.1-1 ネットワーク家電の主要企業の技術開発拠点（日本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①②④⑤⑦⑩⑭⑯⑰⑳ 

④⑦⑫⑭⑮⑱⑳ 

④⑦⑭ 

⑬ ⑦ 

⑦ 

④ 

④

③④⑥⑧⑨⑯ 

⑭ 

⑭ 

米国     → ①②③⑤⑥⑩⑪⑰⑳ 

イギリス → ⑰ 

フランス → ⑲ 

ドイツ   → ②⑲ 

オランダ → ⑲ 

韓国     → ⑪ 

（上記の海外開発拠点は、図 3.1-2 を参照。） 

1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開
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図3.1-2 ネットワーク家電の主要企業の技術開発拠点（海外） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1991 年 1 月出願から 2003 年 7 月公開

 

UNITED 
STATES 
of AMERICA 

New York
③⑰⑳ 

Massachusetts⑰

New Jersey③⑰

Texas⑰⑳

Colorado⑰ 

California 

①②③⑤⑥ 

⑩⑪⑰⑳ 

Washington⑥
Oregon⑰ 

Idaho⑰ 
JAPAN<日本>
(See [Cf.] 
 Fig.3.1-1) 

REPUBLIC
of KOREA<韓国> 
Seoul⑪ 
Gyeonggi-Do⑪

UNITED 
KINGDOM of 
GREAT BRITAIN 
And NORTHERN 
IRELAND 

SWISS 
CONFEDERATION 

 
Paris⑲  
Palaiseau⑲ 

 
Bristol⑰  

North Somerset⑰ 

FRENCH 
REPUBRIC 

 
Zurich⑳  
Adliswil⑳ 

KINGDOM of 
NETHERLANDS 
Eindhoven 

⑲⑲ 

FEDERAL REPUBLIC 
of GERMANY  

Aachen⑲ 
Fellbach② 



304 

表3.1 ネットワーク家電の主要企業の技術開発拠点住所一覧（1/2） 

住   所 

№ 企業名 都道府県 

または国名 
所在地 ・ 事業所名 

東京都 大田区下丸子３丁目３０番２号  キヤノン株式会社内 ① キャノン 

米国 カリフォルニア州   

品川区東五反田３丁目１４番１３号  株式会社ソニーコンピュータサイエン

ス研究所内 

東京都 

品川区北品川６丁目７番３６号  ソニー株式会社内 

米国 カリフォルニア州 

② 
 

ソニー 

ドイツ フェルバッハ  

大阪府 門真市大字門真１００６番地  松下電器産業株式会社内 

ニューヨーク州 

ニュージャージー州 

③ 松下電器産業 

米国 

カリフォルニア州 

横浜市磯子区新杉田町８番地  株式会社東芝マルチメディア技術研究所内 

横浜市磯子区新杉田町８番地  株式会社東芝横浜事業所内 

横浜市磯子区新杉田町８番地  株式会社東芝住空間システム技術研究所内 

川崎市幸区小向東芝町１番地  株式会社東芝研究開発センター内 

川崎市幸区小向東芝町１番地  株式会社東芝小向工場内 

川崎市幸区堀川町５８０番１号  株式会社東芝半導体システム技術センター

内 

神奈川県 

川崎市幸区柳町７０番地  株式会社東芝柳町工場内 

港区芝浦１丁目１番１号  株式会社東芝本社事務所内 

青梅市末広町２丁目９番地  株式会社東芝青梅工場内 

日野市旭が丘３丁目１番地１号  株式会社東芝日野工場内 

東京都 

府中市東芝町１番地  株式会社東芝府中事業所内 

深谷市幡羅町１丁目９番地２号  株式会社東芝深谷映像工場内 埼玉県 

深谷市幡羅町１丁目９番地２号  株式会社東芝深谷工場内 

愛知県 瀬戸市穴田町９９１番地  株式会社東芝愛知工場内 

大阪府 茨木市太田東芝町１番６号  株式会社東芝大阪工場内 

④ 東芝 

静岡県 富士市蓼原３３６番地  株式会社東芝富士工場内 

東京都 大田区中馬込１丁目３番６号  株式会社リコー内 ⑤ リコー 

米国 カリフォルニア州 

大阪府 大阪市阿倍野区長池町２２番２２号  シャープ株式会社内 

カリフォルニア州 

⑥ シャープ 

米国 

ワシントン州 

ひたちなか市市毛１４１０番地  株式会社日立製作所映像情報メディア事業

部内 

ひたちなか市市毛１０７０番地  株式会社日立製作所水戸工場内 

ひたちなか市大字市毛８８２番地  株式会社日立製作所計測器事業部内 

土浦市神立町５０２番地  株式会社日立製作所機械研究所内 

日立市大みか町７丁目１番１号  株式会社日立製作所日立研究所内 

茨城県 

日立市大みか町７丁目２番１号  株式会社日立製作所電力・電機開発研究所

内 

横浜市戸塚区吉田町２９２番地  株式会社日立製作所マルチメディアシステ

ム開発本部内 

横浜市戸塚区吉田町２９２番地 株式会社日立製作所マイクロエレクトロニ

クス機器開発研究所内 

横浜市戸塚区戸塚町２１６番地 株式会社日立製作所情報通信事業部内 

横浜市戸塚区戸塚町５０３０番地  株式会社日立製作所ソフトウェア開発本

部内 

海老名市下今泉８１０番地  株式会社日立製作所オフィスシステム事業部内

神奈川県 

川崎市麻生区王禅寺１０９９番地  株式会社日立製作所システム開発研究

所内 

国分寺市東恋ケ窪１丁目２８０番地  株式会社日立製作所デザイン研究所内

国分寺市東恋ケ窪１丁目２８０番地  株式会社日立製作所中央研究所内 

東京都 

千代田区神田駿河台４丁目６番地 株式会社日立製作所内 

下都賀郡大平町大字富田８００番地  株式会社日立製作所冷熱事業部内 栃木県 

下都賀郡大平町大字富田８００番地 株式会社日立製作所栃木工場内 

⑦ 日立製作所 

静岡県 清水市村松３９０番地  株式会社日立製作所空調システム事業部内 

⑧ 松下電工 大阪府 門真市大字門真１０４８番地 松下電工株式会社内 

⑨ 三洋電機 大阪府 守口市京阪本通２丁目５番５号  三洋電機株式会社内 

東京都 港区芝５丁目７番１号  日本電気株式会社内 ⑩ 日本電気 

米国 カリフォルニア州 
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表 3.1 ネットワーク家電の主要企業の技術開発拠点住所一覧（2/2） 

 
 
 

住   所 

№ 企業名 都道府県 

または国名 
所在地 ・ 事業所名 

ソウル特別市 韓国 

京畿道 

⑪ 三星電子（韓国） 

米国 カリフォルニア州 

横浜市保土ヶ谷区神戸町１３４番地  横浜ビジネスパークイーストタワー１３Ｆ  富

士ゼロックス株式会社内 

海老名市本郷２２７４番地  富士ゼロックス株式会社内 

⑫ 富士ゼロックス 神奈川県 

川崎市高津区坂戸３丁目２番１号  ＫＳＰ  Ｒ＆Ｄ  ビジネスパークビル  富士ゼロ

ックス株式会社内 

⑬ セイコーエプソン 長野県 諏訪市大和３丁目３番５号  セイコーエプソン株式会社内 

鎌倉市大船５丁目１番１号  三菱電機株式会社  通信システム研究所内 神奈川県 

鎌倉市大船２丁目１４番４０号  三菱電機株式会社  生活システム研究所内 

東京都 千代田区丸の内２丁目２番３号  三菱電機株式会社内 

静岡県 静岡市小鹿３丁目18番1号 三菱電機株式会社静岡製作所内 

京都府 長岡京市馬場図所１番地  三菱電機株式会社映像システム開発研究所内 

⑭ 三菱電機 

兵庫県 三田市三輪２丁目３番３３号  三菱電機株式会社三田製作所内 

⑮ 日本ビクタ－ 神奈川県 横浜市神奈川区守屋町３丁目１２番地  日本ビクター株式会社内 

日野市さくら町１番地 コニカ株式会社内 東京都 

八王子市石川町２９７０番地  コニカ株式会社内 

⑯ コニカミノルタホー

ルディングス 

大阪府 大阪市中央区安土町２丁目３番１３号大阪国際ビル  ミノルタ株式会社内 

マサチューセッツ州 

ニューヨーク州 

ニュージャージー州 

テキサス州 

コロラド州 

カリフォルニア州 

オレゴン州 

米国 

アイダホ州 

ブリストル・ビーエス イギリス 

ノース・サマーセット 

⑰ ヒュ－レツトパッカ

－ド（米国） 

東京都 東京都杉並区高井戸東３丁目２９番２１号  日本ヒューレット・パッカード株式会社内

⑱ 富士通 神奈川県 川崎市中原区上小田中４丁目１番１号  富士通株式会社内 

アーアー  アインドーフェン オランダ 

ベーアー  アインドーフェン 

パリ フランス 

パレゾ 

⑲ コーニンクレッカ 

フィリップス  

エレクトロニクス 

（オランダ） 

ドイツ アーヘン 

ニューヨーク州 米国 

カリフォルニア州 

東京都 日本国東京都世田谷区奥沢２丁目－１２番－６号－１０１ 

⑳ ソニ- エレクトロニ

クス（米国） 

神奈川県 日本国神奈川県横浜市鶴見区北寺尾５丁目－１１番－１６号－２０５ 
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資料１. ライセンス提供の用意のある特許 

ネットワーク家電に関連する技術で、ライセンス提供の用意のある特許を、特許流通

データベース（独立行政法人 工業所有権総合情報館のホームページ参照）による検索に

基づき、以下に示す。 

なお、検索キーワード「ネット 家電」でヒットしたものを、選択した。 

 

 

ライセンス提供の用意のある特許リスト 

順番号 ライセンス番号 特許番号 

出願日 

特許権利者 

発明の名称 

１ L2003008199 特願2002-040979

02.02.19 

独立行政法人産業

技術総合研究所 

生体信号を利用したリモートコントローラ

２ L2001012103 PCT/JP01/01519 

00.02.28 

納富明利 

携帯電話・形態情報端末等による売上げ倍

増のためのマーケティング手法 
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